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オーストリア史関係邦語論文目録（1945～1983)

丹 後
〈昭和59年 9月1日受理〉

オミこ
口

A Bihl iography of 
Austrian History in Japan. 

Kyδichi Tango 

宮下孝吉 ウィーンの都市貴族 野村博士還

暦記念論文集『封建制と資本制』 （有斐閣） 19 
はじ め に

この「オーストリア史関係邦語論文目録」は，日本

において，第二次世界大戦後の1945（昭和20）年から

1983 （昭和58）年にいたる39年間に著わされたオース

トリア史に関する論文のうち，学会誌・紀要等に掲載

された学術論文を一覧したものである．勿論，編者個

人の力のみによって現在までに行われた調査はきわめ

て不完全なものであり 該当する論文のすべてが網羅

されているとは到底云い難い．また，今回は文献の範

囲を雑誌掲載の論文のみに限定し，単行本の類は一切

省略することにした．追って調査の完全を期しえた段

階において，論文目録の補充を行うとともに，単行本

をも含め，より整備された目録たらしめたいと考えて

いる．

集録された論文については 著者名・題目名・掲載

誌等の名称・年次（西暦年代）の順に明記し，必要な

場合には内容の要約をも添記した．そして，まず，中

世・近代前期（16～18世紀） ・近代後期（19世紀）

現代（20世紀）と時代別に配列し，最後に枠外として

「その他」の項をも設けた．また，中世から第一次世

界大戦の終結にいたるまでのハプスブルク帝国期につ

いては帝国内全領域を対象範囲とし，大戦後の現代に

ついては，独立せる諸民族の領域（チェコスロヴァキ

ア，ハンガリー，ユーゴースラヴィア等）を除く狭義

のオーストリア共和国を対象とせる論文のみに限定し

た．さらに学問・文学・芸術等の文化史に関するもの，

特定の人物に関するものなども一応省いである．

〔I〕中世

宮下孝吉 中世における填他利領域国家の成立

過程 「西洋文化史論大系』 1 1950 

宮下孝吉 中世に於ける填太利農民に就いて

『西洋農業経済史研究』 （日本評論社） 1948 

56 

宮下孝吉 中世ウィーンにおける手工業者の組

織 国民経済雑誌（神戸大） 96 -4, 1957 

宮下孝吉 中世後期および近世初期におけるオ

ーストリアの鉄及び塩業 社会経済史学24-.3, 

1958 

伊藤栄 十三・十四世紀スタイエルマルクにお

ける農民の諸負担の研究 社会経済史学21-2, 

1955 

伊藤栄 十三－四世紀に於けるスタイエルマル

クのグルン卜へルシャフ卜 史学雑誌64-2・

3, 1955 

伊藤栄 中世後期におけるドイツ村落共同体の

資手ヰについて（オーストリアのワイズテューマ一

史料） 西洋史学29, 1956 

山田欣吾 低地オーストリアのパンタイディン

グについて一一中世末期における村落集会の構成

と運営一一 一橋論叢40-6, 1958 

山田欣吾 中世末期オーストリアにおける領主

制の諸問題 咋土会経済史大系』皿（弘文堂）

1960 

日垣裕子 中世末期の上オーストリア地方の農

村 史州（日本女子大） 5, 1964 

木村豊 ブルクレヒト考一一修道院領における

自由世襲借地制一一（ー）・ （二） (12世紀以降

のオーストリアについて） 史学雑誌77-12.
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78-1, 1968～69 

服部良久 中世下オーストリアにおけるマルク

トの成立 史林63-2 . 1980 

服部良久 中世下オーストリア都市の成立につ

いて 天理大学学報112.1978 

様川一郎 中・近世における南ドイツ都市の自

治権と社会構造（「上オースト 1）ア判告書集」に

よる） 人文学報（都立大） 97. 1974 

若曽根健治 中世オーストリアにおける「ラン

ト」 （ー） ・（二） 法学36-4' 37 -2 . 1974 

若曽根健 治 伯領フインチュガウにおけるラン

ト法的構造一一領邦ティロール成立史序説一一

(1）・（ 2) 熊本法学22, 23. 1974 

若曽根健 治 伯領ティロール十四－五世紀にお

ける官職譲与（ー） 熊本法学25.1976 

若曽根 健 治 領邦ティロール都市部における租

税制度 社会経済史学42-1.1976

若曽根 健 治 ラントフヲーゲ考一一ドイツ中世

刑事訴訟史の一断面一一（13・4世紀のオースト

リア・ラント法） 世良教授還暦記念『法と権

力の史的考察』 1977 

上村 直己 中世ティロールのシュヴァンクにつ

いて 紀要（熊本大教養） 11. 1976 

進藤牧郎 オーストリアにおける封建反動

石川商経研究6. 1957 

進藤牧郎 「ボへミア」の起源 経済論集

（金沢大） 20. 1983 

進藤牧郎 ベーメ ンの封建制 堀米教授還暦

記念論集『西洋中世世界の展開』（東大出版会）

1973 

ついて 東駄史研究5. 1982 

山中謙二 フスの宗教改革運動の性格 歴史

教育12-7 . 1964 

鈴木達哉 フスとその時代 研究紀要（大正

大） 68. 1983 

相沢浩己 建国期におけるハンガリーの社会と

教会 東散史研究 5. 1982 

〔E〕近代前期（16～18世紀）

藤原浩 プロシア・オーストリア絶対支配成立

の比較 歴史学研究136.1948 

進藤牧郎 オーストリア絶対王政の農業改革

歴史学研究144.1950 

進藤牧郎 オーストリアにおける農民解放と貴

族地主 北陸史学2. 1953 

進藤牧郎 オーストリアにおける農業改革と農

民解放 『ドイツ近代成立史』 （勤草書房）

1968 

進藤牧郎 オーストリア啓蒙専制主義 岩波

講座「世界歴史』 17.1970 

成j頼治 後進国の近代化一一ドイツ啓蒙君主時

代一一 筑摩『世界の歴史』 12.1961 

田熊文雄 一八世紀オーストリアにおける国制

改革 西洋史学99.1976 

丹後杏ー マリア・テレジアの政治遺言につい

て一一1749年改革の成立事情小考一一 歴史13.

1956 

丹後杏ー マリア・テレジア改革について一一

その歴史的全体像の素描一一 西洋史学論集18.

進藤牧郎 ベーメン封建社会の危機 『ドイ 1973 

ツ近代成立史』（勤草書房） 1968 

丹後杏ー マリア・テレジアの手紙 世界史

千賀徹 いわゆる「大モラヴィア国」の所在に の研究（山川出版社） 60. 1969 
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丹後杏ー ヨーゼフィニスムスについて，西洋 海老原明夫 カメラール・ヴィッセンシャフト

史研究10・11.1968 における「家」一一一J. H. G. フォン・ユスティ

の思想、を中心として （ー）～（四） 国家学会

丹後杏ー ヨーゼフイニスムスにおける宗教的 雑誌94-7・8・9・10.1981～1982 

寛容の性格（上・下） 世界史研究40～42・43

～44. 1966 池田浩太郎 ホルニク「オーストリア至上論」

前期官房学の財政思想 経済研究（成城大） 74. 

丹後杏ー ヨーゼフ主義的寛容の問題をめぐっ 1981 

て 西洋史学122.1981 

村上淳一 ドイツにおける法の近代化の諸類型

丹後杏一 皇帝レオボルト 2世に対する歴史的 （プロイセンとオーストリア） 磯村哲先生還

評価をめぐって 歴史46.1974 暦記念『市民法学の形成と展開』 （有斐閣）

1979 

丹後杏ー ハプスブルク帝国における啓蒙的絶

対主義の政治構造（その 1）～（その 3) 有 中村 賢二郎 傭兵隊長ヴァレンシュタインと国

明工業高等専門学校紀要13～15.1977～1979 家権力 京大西洋史研究室『傭兵制度の歴史的

研究』 （比叡書房） 1955 

丹後杏ー ドイツ・オーストリアの啓蒙的時代

有明工業高等専門学校紀要17.1981 中 山 治ー カルロヴィッツ・イスタンプール諸

条約の意義についての一試論 紀要（愛知学院

ブライテンシュタイン ヨゼフ主義 『ヨーロ 大） 8 . 1979 

ッパ ・キリスト教史』 5 （中央出版社） 1972 

中山昭吉 ガリチャ問題とオーストリア一一ワ

倉田稔 ハプスブルク帝国と重商主義一一マリ ルシャワ公国の成立をめぐって 西洋史学74.

ア・テレジアとヨーゼフ 2世の経済政策 三田 1967 

学会雑誌71-5 . 1978 

成瀬治 ゲンツの反革命思想、 ドイツ「啓蒙

足立昌勝 「ヨセフィーナ刑法典」試訳 法 主義」政治理念への一視角 史学雑誌60-12. 

経論集（静岡大） 41・42. 1951 

北村次ー オーストリア水銀業における初期独 村岡哲 カントの国際主義の性格とゲンツの平

占 社会経済史学25-5 . 1959 和論 歴史15.1958 

高村象平 填太利東印度会社前史一一東方貿易 松田 智雄 F. リュトゲ「18・9世紀の交にお

特許会社とオスタンド会社 『資本主義の歴史 けるドイツおよびオーストリアの経済的状況」

的問題』 （泉文堂） 1948 経済学論集30-4 . 1965 

木村元一 カメラリズム成立期の財政 一橋

論叢22-3. 1949 

木村元一 J. J.ベ ッヒャーについて 一橋

論叢35-2 . 1956 
〔E〕近代後期（19世紀）

上野喬 ヨハン・ヨアヒム・ベッヒャーの政治 〈ウィーン体制とメッテル二ヒ〉

経済思想について 商学論集（福島大） 36 2 . 

1967 坂本義和 ウィーン体制の精神構造一一メッテ

ルニヒの思想的特質一一 『政治思想、における
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西駄と日本』上（東大出版会） 1961 スラヴ主義について 『北大法学部十周年記念

法学政治学論集』 1960 

矢田俊隆 ハプスブルク帝国とメッテルニヒ

岩波講座『世界歴史』 18.1970 広実源太郎 ドイツ三月革命（一八四八年・ 3)

岩波講座『世界歴史』 19.1971 

秋山博愛 メッテルニヒ時代の保守と革新

関西大学文学論集10-1 . 1960 広実源太郎 オーストリア三月革命について一

ーその研究史をふりかえって一一 史林54-5. 

広実源太郎 メッテルニヒ政策の一考察一一体 1971 

制の調停者一一 原弘二郎先生古稀記念『東西

文化史論叢』 ( ? ) 1973 広実源太郎 ウィーン革命の発端についての若

干の考察 大阪外国語大学学報29.1967 

広実源太郎 メッテルニヒ研究序説（ I）ーー

Srbik, Bihl論争一一 評林v.1970 広実源太郎 べーメンのチェッヒ民族主義一一

三月革命の前提として一一 西洋史学73.

広実源太郎 オーストリアの再編と民族の問題 1967 

一一メ ッテルニヒの民族政策一一 評林I.
1970 広実源太郎 べーメンとドイツ関税同盟 西

山学報14.1961 

十河佑貞 ゲンツとメッテルニヒ 「フラン

ス革命思想の研究』 （東海大学出版会） 1976 広実源太郎 ベーメンにおけるナショナリズム

の問題 和歌山大学学芸学部紀要10.1960 

十河佑貞 ゲンツとゲルレスの対立 「フラ

ンス革命思想、の研究』 （東海大学出版会） 1976 広実源太郎 三月革命におけるハンガリ一一一

特にベーメンとの比較について 西洋史学

水田洋 幻想、の市民社会一一ドイツ・オースト 55. 1962 

リア一一 岩波講座『世界歴史』 18.1970 

広実源太郎 コシュートとハンガリーの独立運

動 史泉（関西大） 29. 1964 

〈三月革命をめぐって〉 広実源太郎 オーストリア軍とクロアテイアの

Militargrenze 評林（大阪外大） 14. 1975. 

矢田俊隆 18-48～49年のドイ ツ革命の研究につ

いて 歴史学研究136.1948 進藤牧郎 スラヴ民族とドイツ関税同盟 世

界史の研究（山川出版社） 26. 1960 

矢田俊隆 ドイツ三月革命と自由主義 『年

報政治学一一近代革命の再検討』 （ ？） 進藤牧郎 ベーメンにおける民族主義と三月革

1964 命 『ドイツ近代成立史』 （勤草書房） 1968 

矢田俊隆 一八四八年の中巨大ナショナリズム 長寿吉 革命の年のウィーンの夏 東京女子

『近代中駄の自由と民族』 （吉川弘文館） 1966 大学論集 3-2 . 1953. 

矢田俊隆 プラハに聞かれた最初のスラヴ民族 秋山博愛 三月革命後1848年から1849年におけ

会議がヨーロッパ諸民族にあてた声明 スラヴ るオーストリアとプロイセン 関西大学文学論

研究3. 1959 集31-2 . 1981 

矢田 俊隆 「パラッキ一書簡」とオース卜リア・ 秋山博愛 ドイツ的観念とオーストリア 史
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泉（関西大） 35・36.1967 

良知 力 向こう岸からの世界史一一へーゲjレ左

派とロシア一一 思想601.1974 

良知力 1848年ウィー ンの秋 知の考古学

4～ 5 . 1975 

良知 力 四八年革命における歴史なき民に寄せ

て 思想628.1976 

良知 力 一八四八年ウィ ーン革命と労働者階級

「現代資本主義と国家』 （有斐閣） 1976 

田代文雄 一八四八年ハ ンガリ ー革命における

少数民族問題 史潮，新 5. 1979 

田代文雄 一八四八一四九年ハンガリー革命に

おける農奴解放の展開 東殴史研究 3. 1980 

佐藤勝則 三月革命期のオースト リアにおける

農民解放とその帰結一一当該資本主義再生産構造

基底把握のために（上）・（中）・（下） 人文学

科論集（茨城大） 13-15. 1980～1983 

佐藤勝則 リストの政治経済学とコシュートの

立場一一三月前期におけるドイツの国民的利害と

ハンガリ一 政経学会雑誌（茨城大） 46. 

良知 力 1848年にと ってプロレタリアートとは 1982 

何か 思想、645.1978 

良知 力 48年革命における民族とプロレタリア

ート 社会思想史研究 2. 1978 

良知力 女が銃をとるまで一一1848年女性史断

章一ー 社会史研究 1. 1982 

谷萩操 一八四八年の柄、へミア革命 歴史研

究（茨城大） 26. 1957 

坂 井 栄 八 郎 1848年革命とドイ ツ諸国家一一ド

イツ市民革命論のためのノート 思想645.

1978 

南塚信吾 一八四八年革命前のハンガリ ーにお

ける農民経営と領主経営． 土地制度史学78.

1978 

南塚信吾 ハンガリ ーにおける48年革命 良

知力編『共同研究， 1848年革命』（大月書店） 1979 

稲野強 スロヴァキアにおけるスラヴ思想、の変

選過程一一1848年のチェコ・スロヴァキア問題の

前提として一一 東殴史研突 3. 1980 

稲野強 一八四八年のボヘミアにおけるフラン

クフル ト国民議会選挙 東散史研究 1. 1978 

稲野強 プラハ 6月蜂起とスラヴ民族主義

良知力編 『共同研究， 1848年革命』 （大月書店）

1979 

佐藤勝則 オーストリア立憲帝国議会請願書目

録分析一一1848年革命における変革過程把握のた

めに一一 西洋史研究，新12.1983 

柴宜弘 ヴォイヴォディナの一八四八年革命に

関する戦後の研究動向 東駄史研究 3. 1980 

大津留厚 スラヴ会議への鎮魂歌， Orton,

Lawrence D., The Prague Slav-Congress 

of 1848. 東殴史研究 3. 1980 

御園生異 三月前期ハプスブルク（オース トリ

ア・ハンガリー）帝国の貿易構造一一1831年～18

47年一一 経済学研究（北大） 33 -3 . 1983 

御園生 虞 19世紀中葉におけるべーメ ン（チェ

コ）機械制綿紡績業の成立 経済学研究（北大）

33 -1 . 1983 

宮下啓三 鎖を解かれた訊刺精神， 1848年のウ

イーン喜劇 芸文研究（慶大） 40. 1980 

久場嬉子 「新ライ ン新聞」と東ヨーロ ッパ諸

民族の独立について 一橋論叢64-4 . 1980 

増谷英樹 Herbert Steiner, Karl Marx in 

Wien. Die Arbeiterbewegung Zwischen 

Revolution und Restauration 1848. 1978. 東

駄史研究 2. 1979 



6 オーストリア史関係邦語論文目録 (1945～1983)

〈アウスグライヒと二重王国の推移〉

進藤牧郎 オース卜リア・ハンガリ一二重帝国

の成立一一歴史的ベーメン国法の理念をめぐっ

て一一 『近代史における政治と思想』 （山川

出版社） 1977 

矢田俊隆 ハプスブルク帝国と民族問題 岩

波講座『世界歴史』 20.1971 

矢田俊隆 「十九世紀のハプスブルク帝国にお

ける民族問題」に関する国際研究会議 史学雑

るま76-3 . 1967 

矢田俊隆 オーストリア・ハンガリ一二重帝国

の構造と特質一一ハンガリーの立場を中心に一一

（ー）～（五） 北大法学論集25-2・4.26 -

1・3. 1975～1976 

矢田俊隆 ハプスブルク帝国の軍隊と民族問題

スラヴ研究20.1975 

矢田俊隆 ハプスブルク帝国の統合と分解をめ

ぐる諸問題一一ドイツ民族の立場を中心にして一

北大法学論集23-2・3・4. 1972～1973 

南塚信吾 オーストリア・ハンガリ一二重王国

西川正雄編『ドイツ史研究入門」 （東大出版会）

1958 

南塚信吾 東駄の民族と国家 「アウスグラ

イヒ」とハンガリ一一一 歴史学研究，別冊特

集 1977

南塚信吾 19世紀末のハンガリーにおける土地

所有制度 経済研究（一橋大） 29 -3 . 1978 

南塚信吾 ハンガリ一社会民主党と農業問題一

一1890年代の「農業社会主義」をめぐって一一

歴史学研究444.1977 

佐藤勝則 オーストリア・ハンガリー帝国史研

究をめぐる諸問題（ 1）一一研究の現状とその問

題点一一 西洋史研究，新 7. 1978 

佐藤勝則 オース卜リア・ハンガリー帝国史研

究をめぐる諸問題（ 2）一一当該金融資本成立史

研究に関する覚書一一 政経学会雑誌（茨城大）

41. 1979 

佐藤勝則 オーストリア・ハンガリ一二重王国

とハンガリー経済（1848～1914年）一一共通関税

体制下におけるハンガリーの経済発展とその特質，

政経学会雑誌（茨城大） 44. 1981 

佐藤勝則 三月革命の普境問関税・貿易政策

論争一一ブルックの「中部ヨーロッパ関税連合」

構想を中心として一一 西洋史研究，新4.

1976 

佐藤勝則 1860年代の菩填間関税・貿易政策論

争 土地制度史学66.1977 

佐藤勝則 ヘルベルト＝マチス（Herbert

Matis) 「オーストリアの経済， 1848-1913」

西洋史研究，新2. 1973 

くその他の諸問題〉

南塚信吾 東駄の農民解放 東殴史研究 1. 

1978 

南塚信吾 中東駄における「農場領主制」の成

立過程一一研究史的覚え書き一一 津田塾大学

紀要10.197-8 

南塚信吾 ハンガリーにおける「東駄」経済史

研究の諸問題一一封建制から資本制生産へ一一

スラヴ研究19.1974 

田代文雄 変革期ハンガリーの「市場町」

史潮14.1983 

鹿島正裕 ハンガリ ー産業革命の政治的条件

アジア経済 1977 

山本俊朗 ヤロスラフ・プルシュ（Yaroslav

Purs）「産業革命の発展期におけるチェコ地域の

労働階級運動」 社会経済史学32-3 . 1966 

井内敏夫 一八四六年のポーランド一一クラク

フ蜂起とガリツイア農民運動 東駄史研究3.
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1980 

シーダク，ヤロスラフ他，田中一生訳 南スラヴ

におけるイリリア主義〔クロアチアにおけるイリ

リア運動，スロヴェニア人のイリリア主義，イリ

リア主義とセルピア人〕 東殴史研究3. 1980 

生田真人 歴史哲学者としてのグリルパルツァ

一一一「ハプスブルク家の兄弟争い」評価をめ ぐ

って一一 研究紀要（秋田大・教育） 29. 

1979 

〔U〕現代（20世紀）

〈第一次大戦前の二重王国〉

村瀬興雄 中部ヨーロ ッパ（第一次世界大戦前

のヨーロッパ諸国 3) 岩波講座『世界歴史』

23. 1969 

村瀬興雄 民族問題と社会問題一一オーストリ

ア・ハンガリア帝国を中心として一一

筑摩『世界の歴史』 15.1961 

熊谷一夫 オーストリア・ハンガリー帝国研究

の現代的意義について 季刊社会思想3-2. 

1973 

熊 谷一夫 ドイツ金融資本とオーストリア・ハ

シガリー 明治大学経営論集19-1・2・3合

1972 

熊谷一夫 ヒルファーディングの「金融資本」

範時の現実的基盤（オーストリアの後進性につい

て） 『ドイツ資本主義の史的構造』（有斐閣）

1972 

熊谷一夫 第一次世界大戦前のハンガリ一大銀

行による産業支配について一一オーストリア・ハ

ンガリー金融資本分析のための準備作業一一

明治大学経営論集23-3・4. 1976 

戸原四郎 ヒルファデイングの貨幣論の現実的

背景一一オーストリーの通貨事情との関連をめぐ

って一一 社会科学研究（東大） 28 -4・5. 

1977 

西村閑也 第一次大戦前のドイツ・オース卜 1)

ア系銀行ロンドン支店の業務について 経営志

林（法政大） 18-1. 1981 

出口 勇蔵 「その意欲だにあらばオーストリア

は万国を凌がん」 立命館経済学11-1・2.

1962 

〈ヒトラー主義の源流〉

村i頼興雄 ヒトラー主義の形成過程一一オース

トリア・ハンガリア帝国と若きヒトラー一一（1）・

( 2) 思想390・430. 1956, 1960 

村j頼興雄 一九O八年夏のヒトラーの思想につ

いて 成践大学政治経済論叢6 2 . 1956 

藤村瞬ー オース卜リア時代のヒトラ一一一青

年期研究史への補遺（ I)・(II) 国際関係学

研究（津田塾大） 8・9. 1982 1983 

〈第一次大戦と二重王国の解体〉

ワルター・マルコフ フ。リンツィプとアピス，サ

ライエヴォにおける1914年の暗殺の解剖のために

紀要（北大・教育） 31. 1978 

滝田 毅 1914年の 「七月危機」とハプスブルク

参謀総長コンラッド・フォン・へッツエンドルフ

ーーその対セルビア強硬政策についての一考察，

史学研究紀要（上智大） 1 . 1974 

滝田 毅 1914年の「七月危機」におけるオース

トリア・ハンガリ一二重帝国の外交政策の転換一

二つのメモランダムをめぐって一一 上智史

学22.1977 

米田治 サライェヴォ事件より開戦まで一一開

戦外交と戦争責任一一 歴史教育16-3 . 1968 
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米国 治 1914年の七月危機における独填関係，

史学40 4 . 1968 

米国 治 1914年の七月危機末期における独填関

係（ I)・(II) 史学42-2・4. 1969 -1970 

矢田俊隆 オーストリア・ハンガリー帝国の崩

壊 岩波講座『世界歴史』 24.1970 

矢田俊隆 オーストリア・ハンガリー帝国の解

体と Anschluss問題一一 1918～19年のドイツ系

オーストリア国の立場を中心に一一 西洋史学

104. 1966 

戸田 三三冬 チェルニン一一崩壊寸前のオース

卜リア・ハンガリー帝国外相 世界史の研究38

1964 

〈オーストリア社会民主党と

オースト口・マルクス主義〉

矢田俊隆 オーストリア社会民主党と民族問題

スラヴ研究 7. 1963 

矢田俊隆 オーストリア社会民主党の民族理論

季刊社会思想 3-2 . 1973 

矢田俊隆 一九一九年のオーストリア社会民主

党とハンガリー・ソウ守エ卜共和国の関係 北大

法学論集27 3・4. 1977 

酒井長史 「レーテ」権力とオーストリア社会

民主党 人文論叢（早大） 21. 1983 

酒井最史 一九一八年十一月革命におけるオー

ストリア社会民主党の役割 人文論叢（早大）

19. 1982 

酒井長史 一九一九年における経営評議会と社

会化について 季刊社会思想 3-2 . 1973 

戸田三三冬 オーストリア革命の諸前提をめぐ

って ドイツ・オーストリア社会民主党を中心

に 史州（日本女子大） 5 . 1964 

米川紀生 オーストリア第一共和国下に於ける

社会政策の展開 経済学年報（新潟大） 7. 

1982 

米川紀生 第 1次オーストリア共和国の外相就

任前の OttoBauer 経済論集（新潟大） 23 

1977 

米川 紀生 Otto Bauer の社会化論の準備的考

察 経済論集（新潟大） 22. 1976 

米川紀生 資料 OttoBauerの二月闘争論

経済論集（新潟大） 24. 1978 

米川紀生 オットー・パウァー「社会主義への

道」に於ける若干の問題 経済学年報（新潟大）

8 . 1983 

青山孝徳 オーストリア社会化とオットー・パ

ウアー 経済科学（名大） 29 -1 . 1981 

田川恒夫訳 オットー・パウアー「アウストロ

・マル クス主義について」 （資料） 季刊社会

思想 3-2 . 1973 

田川恒夫訳 ドイツ・オーストリア社会民主労

働党「ドイツ・オース卜リア社会民主労働党のリ

ンツ綱領」 一一1926年11月3日のリ ンツにおける

党大会で決定一一（資料） 季刊社会思想 3-

2 . 1973 

村瀬興雄 ヨーロッパの社会主義像（オースト

ロ・マルクス主義研究） 思想489.1965 

村瀬興雄 一九三0年代のオース卜ロ・マル ク

ス主義 季刊社会思想、 3-2 . 1973 

内田忠男 オーストロ・マルクス主義一ーその

略史と文献 論集（岐阜経済大） 15. 1981 

内田忠男 オーストロ・マルクス主義の破産

社会思想史研究 3. 1980 

山本正治郎 社会民主主義とファシズム（オー

ストリア社会民主党について） 研究と資料10.

1960 
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朝野勉 海外論調，プロレタリアー ト執権にか

んする研究一一オーストリア ・マルクス主義の立

場から 一一 科学と思想27.1978 

西川正雄 第二インタ ーナショナルと帝国主義

一一第八回リンツ会議に出席して一一 （オースト

ロ ・マルクス主義の評価） 思想、585.1973 

戸田武雄 マックス ・アドラ一文献案内 （研究

動向） 季刊社会思想 3-2 . 1973 

〈二重王国末期のチェコとハンガリー〉

高橋和 ボフミ ール ・シュメラルと「チェコ問

題」， チェコスラブ社会民主党の民族問題に関す

る一考察 国際関係学研究（津田塾大） 9 別

1983 

高橋和 チェコスラブ社会民主党と普通平等選

挙権獲得闘争 ：1905-07 国際関係学研究（津

田塾大） 5 . 1979 

林忠行 チェコス ロヴァキア独立運動一一エ ド

ヴアルト ・ベネシュの活動をめぐって一一一一 東

駄史研究 1. 1978 

林忠行 イギリスとチェコスロヴァキア独立運

動 一橋論叢90-1 . 1983 

三浦 知子 ハンガリ 一社会民主党の結成一一結

成直前の労働運動と結成大会（1890年） 国際

関係学研究（津田塾大） 4 . 1978 

三浦知子 ハンガリ ー全労働者党の結成 東

駄史研究 1. 1978 

羽場久j尾子 ハンガリ ー王国内諸民族の共産主

義組織形成に関する一考察一一革命期ロシアにお

ける動向 歴史学研究459.1978 

羽場久混子 第一次世界大戦下のハンガリ ー労

働運動と左派社会主義者 東駄史研究 1. 1978 

丸山 旺ー ブダペスト 日曜サークルとその思想

史的諸問題 社会思想史研究 5. 1981 

(1930年代のオース卜リア〉

石垣今朝吉 1931年のドイツ ・オーストリア関

税同盟について 商経論集（法政短大） 10. 

1975 

矢田俊隆 一九三四年の内乱とオーストリア社

会民主党 成城法学11.1982 

寺阪精二 オーストリア合邦の一側面 岡山

史学2. 1956 

綱川 政則 ドイ ツ・オース 卜リア合併について

山口大学文学会誌25.1974 

〈第二次大戦後のオーストリア〉

伊津野重満 国際連合憲章とオース卜リアの永

世中立（ 1）・（2) 創価法学11-1 . 1981 

梶村寛 オーストリア国家条約について 経

済と法（専修大） 17. 1983 

嘉納 孔 オーストリアと EEC－ー「オースト

リア国家条約と 中立に関する連邦憲法規程」に関

連して一一 神戸法学雑誌13-3 . 1963 

小森義峰 オーストリアの連邦制度 京都学

芸大学 A -18. 1961 

くその他の諸問題〉

根岸喜久雄 ホフマンスタールの政治理念

教養諸学研究（早大 ・政経） 10. 1983 

上原 由起夫 オーストリアにおける近代的地上

権の成立.1912年地上権法を中心として 早稲

田法学会誌31.1981 

長場真砂子 Stanley Suval, The Anschuluss 

Question in the Weimar Era: A Study of Na-

tionalism in Germany and Austria. 1918 -32. 
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1974. 東殴史研究 5. 1982 

〔V〕その他

矢田俊隆 アメリカ合衆国におけるハプスブル

ク帝国史研究の近況 スラヴ研究11.1967 

矢田俊隆 西ヨーロッパにあ、けるハプスブルク

帝国史研究の現況 スラヴ研究19.1972 

ヴァルター・クラインデル鳥海金郎訳 オース

トリア史年表（ I）・ (II) ドイツ学研究（独

協大） 10・12.1982 -1983 

加藤二郎 Q du mein Osterreich一一一一オー

ストリア的なもの.Hans Weigel, 0 du mein 

Osterreich, Versuch des Fragments einer 

Improvisation (1968) . 一橋論叢63-6. 

1970 

倉田 稔 Robert A. Kann, A History of 

the Habsburg Empire. 1526 -1918. 三田学会

雑誌70一一一 4. 1977 

おわりに

一一日本におけるオーストリア史研究の現況一一

以上，戦後39年の聞に学会誌や紀要等に報告・掲載

された 200余編に及ぶ論文・ノート・紹介などを時代

別あるいは主題別に分類し目録化してみたのであるが，

最後に，それを通覧しての全体的傾向，すなわち日本

におけるオーストリア史研究の現況なるものについて

考えたことを二三箇条書きで指摘してみたい．

( 1）まず，時代別にみると，最近とみに研究者の関心

が19世紀以降の近現代史の領域に集中し， 18世紀以

前の時代が等閑に付されるという傾向が顕著にうか

がわれる．もっとも，この｛頃向は｛可もオーストリア

史にのみみられる持異な現象というわけではなく，

日本におけるドイツ史研究の一般的傾向をそのまま

反映したものともいえる．

( 2）中世史については，とくに法制史の面からの研究

がある程度持続的に行われているかにみえる．しか

し，これも実のところはドイツ中世史一般に対する

関心に基くものであり，たまたまオース卜リア地域

が対象とされるにいたったものとみるべきであろう．

( 3）たしかに， 1848年のウィーン三月革命から1918年

のオーストリア革命とハプスブルク帝国の解体にい

たるまでの時期に生じた次のような諸問題は，ます

ます若い研究者の関心をひきつけつつあり，これら

を対象とする研究は狭義のオーストリア地域のみに

とどまらず，チェコやハンガリ一地域の問題をも包

括した中東駄史あるいは東殴史の研究へと拡大しよ

うとしている．

・三月革命と民族問題

・ハプスブルク帝国解体期の政治・経済問題

・オーストリア社会民主党とオーストロ・マルクス

主義の問題

このような最近の研究の動きも，このところ思想

．文学 ・芸術の各界で異常ともみえる程ブーム化

しつつあるハプスブルク帝国（とくに世紀末の）

に対する一般的関心のたかまりに負うものといえ

よう

それにしても，今後は，ハプスブルク帝国の解体期

のみにとどまらず，その歴史的源泉としての三月以前

の日寺代，さらにはプリンツ・オイゲンやマリア・テレ

ジアらによって築かれたパロック的絶対王政の時代に

までもさかのぼって，より広い視野からのオーストリ

ア史研究がすすめられることを願望してやまない．ま

た，その研究の方法においても，単に政活史，社会経

済史，文化史などの各一方に偏するのではなく，それ

らを綜合したーヶの時代史ともいうべき巾の広い歴史

研究として行われることがとくに肝要で、はないかと考

える次第である．
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入学試験・内申書の成績と修学状況の関係について

中村安生
〈昭和59年 8月30日受理〉

Relationship between the Results of the Entrace Examination or the 

Reports from the Junior Hish School and the Way Students Learned af-

ter Their Admission 

This report campares those students who completed the course in five 

years and those who dropped out by comparing their results of the entrace 

examination or the reports from their jonior hish schools. 

Yasutaka Nakamura 

1 .はじめに

入学者選抜において，学力検査成績と中学校から提

出された調査書成績（以下これを内申書成績と書く）

とをどのように処理したら これらの成績と入学後の

学業成績との相関が高くなるかの調査は各高専で行わ

れ，報告されている．また 57年度高専教員研究集会

では，入学者選抜方法部門が設けられ，討議されてい

る．それらの報告を概観すると，学力検査成績と内申

書成績を大体 1: 1の比率にした場合が入学後の学業

成績との相関が最大になるようである ．筆者が，本校

生について調査した結果もそのようになっている；）

報告されている論文の多くは，留年・退学等つまず

きのあった学生は，対象から除外して調査分析が行わ

れている．意欲を持って高専で勉学を続けてくれる者

を選抜するのが入試の目的とするならば，入学後脱落

するおそれのある者を入試時に見出し，排除した方が

よろしい．しかし，入学者選抜時に入手した資料を

使って，脱落するおそれのある者を見出す為の調査と

報告は，高専内では，ほとんど見当らない．

入学者選抜時に合否を判定する資料は，内申書と学

力検査成績だけであるといってよい．いろいろな面で

変動の激しい15～ 16才の受験者に対して行なう短時間

の面接では，ボーダーライン上にある一部の者には有

効であろうが，これは合否判定の基礎資料を作る段階

では利用し難い ．内申書は 9教科の 3年間の評価点

と，行動の記録である ．行動の記録は数量化して順位

表 1 入学者 ・事故者数

年 度 4 8 4 9 5 0 5 1 

人 員 1 5 3 1 5 6 1 4 3 1 5 5 
事故者 3 6 4 8 3 4 4 4 
事故率% 2 3 5 3 0. 8 2 3. 8 2 8 4 

をつけるべき性質のものではない．従って，数量化し

得る資料は，各教科の評価点となり，内申書から 9,

学力検査から 5の計14個である．この14個の資料をも

とにして順位化し，面接等が行われればその結果も考

慮した上で合否が決定される。

入学後脱落して行った者は， 14個の資料がどのよう

になっていたかを48年度入学者から55年度入学者迄に

ついて調査した．

2.調査対象者と資料

2 . 1 調査対象者

昭和48年度入学者から58年度入学者までの1,720名

について，資料を集めて集計 ・計算を行った ．このう

ちで分析したのは55年度入学者までの1,235名である．

55年度生は現在 5年生であるが，今後脱落はほとんど

生じないので対象とした .56年度生以降の者は参考と

して調査しているだけで，本報告では触れない．

2 . 2 調査資料

1,720名について，つぎの資料を集めた．

（イ） 内申書より， 5段階評価による 9教科の成績

（ロ） 学力検査の成績（ 5教科各100点満点）

り入学後の修学状況

最終的には 5年間で卒業したかどうかで処理した．

5年間で卒業しなかった者を事故者と呼ぶ．

対象者数，事故者数，事故率を表 1に示す

5 2 5 3 5 4 5 5 計

1 6 3 1 5 6 1 5 3 1 5 6 1 2 3 5 
3 5 3 7 3 1 3 4 2 9 9 

2 1 5 2 3 7 2 0. 3 2 1 8 2 4 2 
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〔備考〕

1 . 52年度入学者より，新教育課程と新成績評価並

びに進級に関する規定が適用されている

2. 49年度に八代高専が開校され，第 1期生が入学

している

3 集計・計算法

3・1 内申書成績

内申書には， 9教科について 3年間分の評価点が記

録されている.27個の評価点があるので，各人別にこ

の合計，平均，標準偏差を計算する．標準偏差は次式

による

パXi一x)2 J x/ ~2 
標準偏差σ ＝.~ニι ＝.ニ！：.＿＿＿＿；「

～ n ¥/ n 

3 . 1 . 1 個人別平均を年度別に平均したものと

それの標準偏差

3 . 1 . 2 内申書成績の合計点を年度別にZ変換

したZ得点と， Z得点別の人員とその内の事故者人員．

Z得点は，便宜的に平均を50，標準偏差を10とした

もので，次式で求める．

10 (yi-Y) 
Z得点＝ ~ ~ 

3 . 1 . 3 内申書成績のみだれ率

各人別の内申書成績から

標準偏差
×100 

平均

としたものを求め，これを内申書成績のみだれ率と呼

ぶ．みだれ率の計算，みだれ率別の人員とそのうちの

事故者人員．

3. 1 . 4 前年度より向上した評価点の合計と，

低下した評価点の合計を各人別に求める．或る教科の

評価点が354となっていれば，向上点 2，低下点 1と

する．

3. 2 学力検査

学力検査の成績は，教科により，また，年度によっ

て難易度が異なり，平均・標準偏差が違うので，年度

別に各教科とも Z変換し， Z得点で集計を行った

3 . 2 . 1 学力検査総合点のZ得点別の人員と，

そのうちの事故者人員．

3. 2. 2 各教科の Z得点のみだれ率と，みだれ

率別の人員と，そのうちの事故者人員

3. 2. 3 各教科についてZ得点別の人員と，そ

のうちの事故者人員．

3. 3 事故者発生比率の差の検定

事故者発生の比率の検定はx2検定を使った21

入学者N人を二つのグループA, Bにわける .Aグ

ループは ・N1人そのうち事故者はF1人いた .Bグルー

プはN2人でそのうち事故者はF2人いたとする.A, B 

グループで事故発生の比率に差があるかどうかは， x2
を計算し，自由度を 1として，比率に差がないのをあ

ると判断する危険率を aとして， xzとXa2 ( 1）とを比

較する.x2>Xa2(1）ならば，危険率aで有意すなわ

ちAとBとの聞の事故発生率は差があるとする

x2の計算は次式による．

X2 =N {F1(N2-F2)-F2(N1 F1)} 2 

(F1+F2) {N-(F1+F2)} N1N2 

Xa2 ( 1）は数表による．

4.結果と考察

4. 1 内申書成績とその標準偏差（ 3 . 1 . 1) 

第 1次オイルショック前後から，高専は曲り角にき

ている，とよくいわれたが本校では近くに八代高専が

49年度に開校した為か 他高専より早くその傾向が入

学者の質の面にも現われてきているようだ．内申書成

績の平均点が， 49年度は48年度よりも0.2も低下して

いる．開校から 10年間は，多くの優秀な受験者がつめ

かけてきていたから， 47年度以前は， 48年度と同程度

かそれ以上であったと思われる． (47年度以前は未調

査） 49年度から低下傾向が続き 57年度には底に達し

た感がある. 57年度から推薦入学制度を発足させ，学

力検査をまたずに合格予定者を決定するようにした為

か， 58年度からは，上昇に転じたようだ．

標準偏差は，ほとんど変化はないが，強いて言えば

小さくなる傾向にある．従って 平均が低下し標準漏

差がいくらか小さくなっているから，成績優秀者が少

なくなって来た，と判断せざるを得ない．授業を行っ

ていてもそれを感じる．牽引者になるような者が少な

くなり，クラスに活気が乏しくなってきた様に感じる

のを裏付けているようだ．

学科による入学者の学力の差を少なくすることも考

慮して，本校では，第 1志望学科だけに入学を限って

はいない．しかし，学科によって志望者数も異なるた

めに，平均点に違いが生じている．卒業後の就職を考

えれば，学科によって志望者数も質も異なるのは致し

方ない

4. 2 内申書成績と事故（ 3 . 1 . 2) 

内申書成績の綜合点を Z変換したZ得点を使用した．

Z得点別に人員とそのうちの事故者とを集計し整理した

のが表 2で，事故率をグラフにしたのが図 1である

Z得点39以下と4o以上で事故発生率を検定すると，

危険率 1%で有意差がある
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表 2 内申書成績（Z得点）と事故

年度 48 49 50 51 52 53 54 55 計

全体
人 員 153 156 143 155 163 156 153 156 1235 

事故率（%） 23.5 30.8 23.8 28.4 21.5 23.7 20.3 21.8 24.2 

人 員 30 26 25 24 29 18 25 27 204 

60以上 事故者 5 2 3 3 3 3 3 4 26 
事故率 16. 7 7. 7 12.0 12.5 10.3 16. 7 12.0 14.8 12. 7 

人 員 102 103 92 105 108 113 105 104 832 

59～40 事故者 24 32 18 26 22 25 21 19 187 
事故率 23.5 31.1 19.6 24.8 20.4 22. l 20.0 18.3 22.5 

人 員 21 27 26 26 26 25 23 25 199 

39以下 事故者 7 14 13 15 10 9 7 11 86 
事故率 33.3 51. 9 50.0 57. 7 38.5 36.0 30.4 44.0 43.2 

人 員 132 129 117 129 137 131 130 131 1036 

40以上 事故者 29 34 21 29 25 28 24 23 213 
事故率 22.0 26.4 18.0 22.4 18.2 21.4 18.5 17.6 20.6 

40点を境として明らかに違いがある ．中学校時代

に成績が振わなか った者は事故者になり易い .z得

点が39以下の者は， 1司235名中 199名で16.1%である．

事故者299名中 Z得点が39以下の者は86名で28.8%で

ある．

一般に中学校時代に優秀で、あった者は，そのまま優

秀な成績を保つ者が多いが，一部には成績が振わなく

なる者が出てくる．しかし，生活に乱れが生じていな

い者は，成績不振に陥ったとしても一時的現象である

場合が多い

中学校時代に成績が振わなかった者は，入学後もあ

いかわらずの状態でいつのまにか学校から姿を消して

行く者と，学年が進むにつれて成績が向上して行く者，

ペースを乱すことなく目立たないまま卒業して行く者

とにわけられる．この割合は，ほぼ同じであろうか．

4. 3 内申書成績のみだれ率と事故

内申書成績のみだれ率の平均と標準偏差を表 3に示

す．

みだれ率は， 27個の評価点が同一点数の場合に Oと

なる ．教科聞で評価点が大きく異っていたり， 一つの

教科内で3年間の変動が大きかったりすればみだれ率

は大きくなる

みだれ率の大きい者は 4グループに分類できる

上学年になるにつれて全般的に成績が向上してきた者

(a），下降してきた者（b），得意科目又は不得意科目

を持つ持つ者（ c），学年 ・科目に関係なく成績の変動

が激しい者（ d）の 4タイプがある ．みだれ率が大きい

者の中では，（ a）と（ c）の得意科目 を有するグループ

が望ましいタイプである

表3からわかるように，年度が下るに従ってみだれ率の
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図 1 内申書成績（Z得点）と事故率
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図2 内申書成績のみだれ率と事故率
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表 3 内申書成績のみだれ率の平均と標準偏差

年度 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 

機械科
平 均 14.02 15.18 14.90 14.84 15.93 16.92 16.49 16.82 18.22 15.98 17. 72 
標準偏差 3.87 3. 75 3.21 2.67 3.50 3.98 3.54 3.45 4.62 3.08 3.54 

電気科
平 均 14.00 15.66 15.43 16.52 14.82 16.46 15. 77 15.96 15.44 16.24 16.44 
標準偏差 4.34 4.30 2.65 3.88 3.85 3.47 3.20 3.43 3.48 3.39 3.82 

平均 15.35 15.26 17.57 17.07 17 .46 17.90 16.96 17 .35 17 .07 17.25 16.80 
工業化学科 標準偏差 3.80 3.44 4.39 4.13 4.08 3.81 3.46 3.60 3.83 3.32 3.96 

建築科
平 均 13.66 14.23 15.01 14.63 15.12 15.83 15.57 15.17 15.39 16.89 16.53 
標準偏差 3.50 5.09 3.09 3.66 3.31 4. 76 2.89 4.09 3.28 3.93 2.51 

ノ~＇－ニ 体
平 均 14.27 15.09 15.68 15. 74 15.84 16. 77 16.19 16.35 16. 51 16.60 16.87 
標準偏差 3.94 4.23 3.53 3. 77 3.94 4.10 3.33 3. 74 4.01 3.49 3.55 

表4 内申書成績のみだれ率と事故

年度 48 49 50 

全体
人 員 153 156 143 
事故率% 23.5 30.8 23.8 

人 員 57 48 29 
12以下 事故 者 10 9 

事 故 率 17.5 18.8 3.4 

人 員 84 90 103 
13～ 19 事 故 者 24 28 28 

事 故 率 26.2 31.1 27 .2 

人 員 12 18 11 
20以上 事 故 者 4 11 5 

事 故 率 33.3 61.1 45.5 

人 員 141 138 132 
19以下 事 故 者 32 37 29 

事 故 率 22. 7 26.8 22.0 

平均が高くなっている． 個人の内申書成績の標準偏差が

等しいならば，平均点が高いとみだれ率は小さくなる

みだれ率と事故との関係を整理 したものが表 4であ

り，事故率をグラフにしたものが図 2である ．

みだれ率が20以上と 19以下とのグループで事故率を

検定す－ると， 両グループ間には危険率 1%で有意差が

ある ．

みだれ率の大きい者は， 4タイプにわけられること

は記した．全部に目を通したが，（ a）型にはほとんど

事故者はいない .( c）型のうちで平均点はまあまあだ

が，得意科目を有する者もほとんど事故者はいない．

(b）型，（ d）型，（ c ）型の一部が問題で，この中に事

故者が多い．

みだれ率20以上の者160名中に（ a)( b) ( d）型がそ

れぞれ 2割，（ c ）型が4割いると仮定すると，良い傾

向にある者が4割，望ましくない傾向の者は100名前

後になる．従って，後者の事故率は50%以上になる．

内申書成績を全般的に概観すると，国社数理英は

51 

155 
28.4 

35 
6 

17 .1 

103 
32 

31.1 

17 
6 

35.3 

138 
38 

27.5 

52 53 54 55 計

163 156 153 156 1235 
21.5 23. 7 20.3 21.8 24.2 

36 27 24 20 276 
6 4 5 1 42 

16. 7 14.8 20.1 5.0 15.2 

102 98 107 112 799 
21 22 18 25 196 

20.6 22.4 16.8 22.3 24.5 

25 31 22 24 160 
8 11 8 8 61 

32.0 35.5 36.4 33.3 38.1 

138 125 131 132 1075 
27 26 23 26 238 

19.6 20.8 17.6 19. 7 22.1 

科目聞でも，学年間でも変動は小さい．これに反して

美音体と技家は変動が大きく，また，不得意科目にも

なりやすい．

(b）と（ d）型の者は，心理的な面，生活面で安定性

を欠いていると思われる ．従って，このタイプの者に

は，入学後の指導と助言が他の型の者よりも必要で、あ

る. ( d）型の中には， 同一科目で評価点が翌年には 3

以上も変動している者がいるが，その学生は情緒不安

定でj敷し易い性格を持っていたようだ

4. 4 向上した，または低下した評価点と事故

向上した点数の合計が10以上の者の事故率は僅少で、，

一般に，この者達は入学後の成績の向上がめざましい．

これに反して，低下した点数の計が10以上の者は，約

半数が事故者になっている ．また，事故者にはなって

いな くても成績が不振で，何かとクラス担任巳負担を

かけた者が多い．

向上した点数，低下した点数が10以上，または，両
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方の計が15以上になっていれば，みだれ率も大きい．

みだれ率の大きい者で，（a）型は向上した点数の多い

者である．低下した点数が多い者は（b）である．向上

した点数と低下した点数の計が多い者は（ d）型になる ．

従って，みだれ率が大きい者がどのタイプかは，この

向上した点数と低下した点数がどのようになっている

を調べれば判定できる．

入学者選抜の為の基礎資料を作る際，内申書成績を

単純に計算すると見落すものに，評価点 1がある。評

価点 1は，高専では「不可」に近いものであろう．入

学者の内申書成績の平均は，全中学生の平均より高い．

しかし，手ヰ目別でみると必ずしもそうとはいえない．

評価点が1というのは，何かを象徴しているようで，

注意が必要で、ある．

4. 5 学力検査綜合点と事故

学力検査結合点をZ変換した Z得点と事故者を整理

したものが表 5であり，事故率をグラフにしたものが

図3である．

Z得点が40以上と39以下のグループで事故発生率を

検定すると，危険率 5%では有意差はない．しかし，

年度別にみると，有意差がある年とない年とがある．

表5だけではよくわからないが，学力検査の平均点

とを対照しながら調べると，平均点の高低が事故発生

に関係があることがわかる．平均点の高い年は， 39以

下のグループの事故発生率は高 く， 平均点の低い年の

事故は，全域に発生している．これから，平均点の低

い年は，選抜の機能を充分に発揮しているとはいえな

い．内申書成績と事故との関係では，学力検査の平均

と関係なく，評価点の低いグループの事故発生率は高

くなっている ．事故発生という面からみると，内申書

成績が学力検査成績よりも関係が深い，といえる

表5 学力検査綜合点（Z得点）と事故
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図3 学力検査綜合点（ Z得点）と事故率

地域によって異なるかも知れないが，本調査からみ

ると，選抜の目的を果すためには学力検査の問題は平

均点がいま少し高くなるような内容にした方がよい．

学力検査の成績と入学後の学業成績とはあまり相関が

なく，内申書成績との相関が高いということ，また，

入学直後に各高専で行なっている学力検査と入学後の

学業成績との相関は入試学力検査との相閲より高いと

いうことはほぼ定説になっている．入試学力検査は，

その人の一面しかみていない．また，試験問題の大部

分は，選択肢形式である．これに反して内申書成績は，

担当教師が1年間にわたって生徒と接し，学力と人物

を勘案した上でつけている．事故におちいるのは単純

な理由に依るのではなく，いろいろな要素が絡みあっ

た結果として生じるもので，その人の人格・生活習慣

とも深い関係がある．短時間の学力検査では，この面

を把握し難い．学力検査で小間の 1つを正解するのと，

中学校での評価点を 1向上させるのとでは，内容的に

大きな違いがあるはずだ．この事柄を頭に入れた上で，

合否判定の基礎資料を作る際の内申と学力検査の比率

を知何にするかを決めた方がよい

年度 48 49 50 51 52 53 54 55 計

全体
人 員 153 156 143 155 163 156 153 156 1235 

事故率% 23.5 30.8 23.8 28.4 21. 5 23. 7 20.3 21.8 24.2 

人 員 27 30 23 24 25 25 25 23 202 

60以上 事故者 5 9 4 3 5 3 3 3 35 

事故率 18.5 30.0 17 .4 12.5 20.0 12.0 12.0 13.0 17.3 

人 員 98 99 104 104 115 108 106 106 840 

59～40 事故者 24 28 27 33 24 29 21 21 207 

事故率 24.5 28.3 26.0 31. 7 20.9 26.9 19.8 19.8 24.6 

人 員 28 27 16 27 23 23 22 27 193 

39以下 事故者 7 11 3 8 6 5 7 10 57 

事故率 25.0 40.l 18.8 29.6 26.1 21. 7 31.8 37 .0 29.5 

人 員 125 129 127 128 140 133 131 129 1042 

40以上 事故者 29 37 31 36 29 32 24 24 242 

事故率 23.2 28. 7 24.4 28.1 20. 7 24.1 18.3 18.6 23.2 
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表6 学力検査成績のみだれ率と事故

年度 48 49 50 51 

人 員 153 156 143 155 
全体

事故 率% 23.5 30.8 23.8 28.4 

人 員 49 53 45 52 
12以下 事故者 12 15 6 14 

事故率 24.5 28.3 13.3 26.9 

人 員 57 70 59 57 
13～19 事故者 12 25 15 17 

事故率 21.1 35. 7 25.4 29.8 

人 E司 47 33 39 46 
20以上 事故者 12 8 13 13 

事故率 25.5 24.2 33.3 28.2 

人 員 106 123 104 109 
19以下 事故者 24 40 21 31 

事故率 22.6 32.5 20.2 28.4 

4. 6 学力検査成績のみだれ率と事故

学力検査の成績は，教科により平均も標準偏差も異

るので，各教科別にZ変換して Z得点で成績を表わし，

Z得点のみだれ率を求めた．このみだれ率と事故との

関係を整理したものが表 6であり．事故率をグラフ に

したものが図 4である

χ一一一一全体 一一ー：＞＝20 ー ーー＜20 ・・・・.・<.!::> 
50 
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図4 学力検査成績のみだれ率と事故率

みだれ率20以上と 19以下のグループとの聞に，事故

発生についての差異は認められない．

z 得点が学力を表していると考えるならば，みだれ

率が大きい者は，得意とする科目又は不得意とする科

目がある，とみてよい．学力検査の 5教科は入学後の

基礎的な重要教科だから 5教科のうちに不得意とす

る科目があるとすれば，それは事故につながりやすい．

しかし，みだれ率が大きいからといって事故が多く発

生はしていない．

事故が発生するかどうかを予測する面から，内申書

成績と学力検査成績を比較すると，内申書成績がはる

かに多くの情報を含んでいる，とみてよい

4. 7 教科別成績と事故

高専によっては，学力検査を国数英の 3教科で実施

52 53 54 55 計

163 156 153 156 1235 
21.5 23. 7 20.3 21.8 24.2 

60 50 51 46 406 
13 9 7 5 81 

21. 7 18.0 13.7 10.9 19.9 

64 62 58 73 480 
14 18 14 20 135 

21. 9 29.0 24.1 27 .4 28.1 

39 44 44 37 329 
8 10 10 9 83 

20.5 22.7 22. 7 24.3 25.2 

124 112 109 119 906 
27 27 21 25 216 

21.8 24.1 19.3 21.0 23.8 

しているところがある．回数英という選択は適当かど

うか。また， 5教科を実施している場合， 5教科を平

等にみるのがよいかどうか，教科によって重みをつけ

るとすればそれぞれの教科の重みをいくらにすればよ

いか，等々のいろいろな問題がある ．各教科の成績と

事故との聞にどんな関係があるかを明らかにすること

にようて，上記問題解決の一つの糸口が見出される。

各教科とも Z得点で処理した

4 . 7 . 1 国語

5教科とも Z得点と事故との関係を整理した表は，

この部分の最後にまと めて掲げる

国語について事故率をグラフ化すると図 5のように

なる。
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図5 国語の成績と事故率

z 得点が39以下と40以上のグループで事故発生率を

検定すると，危険率2.5%で39以下のグループの事故

発生率が小さい，という 意外な結果にな っている .z 
得点が60以上の国語の成績が優秀な者の事故率が思い

の外高い．

以前に，学力検査の成績と学業成績との相関を調べ

たが，その結果は，国語とはほとんど相関がないか，
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または，一部負の相関にな っていた．他の高専の例も

これに近い例が報告されている. 3,4）これらの調査で

は事故者は除外されている．この結果から考えると，

事故者の国語の成績は悪くなかったのではないかと思

われるが，全くその通りである .z 得点が39以下のグ

ループの事故率は， 40以上のグループのそれよりも低

くなっていた．

意志伝達 ・思考は言語を媒介して行われる ．言語は

全ての基礎である ．使用する基本言語は国語である

その国語の成績の悪い者が事故者になる率が低という

のは，いったい何を物語っているのだろうか．高専卒

業者は，一般に視野が狭くてゆとりがなく ，人間的な

巾がない，と言われるが，これにつながっているので

はなかろうか。大学の工学部の学生はどうであろうか．

それとも，高専教育のなかにか，学力検査に何か重大

えがちである．しかし，事故という面からみると重み

を変える程のことはない．

工業高専だから数学が理解できないならば致命的と

思われるが，学力検査だけからみるとそうとは言えな

いようだ．数字が悪ければ，先が思いやられるという

気持を持って，入学後は数学と取り組むためであろう

か．確かに数学が理解できなければ上位にはなれない

が，逆に不得意だからといって留年するとは限らない．

Z得点が35以下の者でも51年度入学生以外は特に事故

率が高くはなっていない．ある程度のレベル以上であ

れば，後は姿勢の問題であろう

χ一一一一全体 一一ー＂＝ 39 一一一＞=60 －・ーー・斗O向 59 －一一一＞39
50 

件。

な見落しがあるのだろうか．クラス担任にな った年に 30 

は，年に数回作文を書かせるが，文を構成することが
20 

できず箇条書きにする学生， 3～ 4行で終りになって

しまう学生がいる．高専では国語力は必要がないとい 10 

う風潮でもあるのだろうか．
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4. 7. 2 社会 図7 数学の成績と事故率

事故率をグラフ化したものが図 6である．
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4. 7. 4 理科

50 事故率をグラフ化したものが図 8である．
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図6 社会の成績と事故率

事故者は， Z得点に関係なくほとんど一様に分布し

ている ．年度によるゆらぎもほとんどない．

4. 7. 3 数学

事故率をグラフ化したものが図 7である．

5教科のなかでは，一番注目される教科である. z 
得点、39以下と40以上のグループで事故率を検定すると

危険率 5%では有意差は認められない．年度別にみた

場合， 51年度入学生だけが危険率2.5%で有意差があ

るが， 他の年度は特に有意差はない．

学力検査の成績について，教科によって重みを変え

るとすれば，数学の重みが一番重くしなければ，と考

'18年 斗旦与 so年 51年 52年 53年 5斗与 55隼 計

図8 理科の成績と事故率

Z得点39以下と40以上のグループで事故発生率を検

定すると，危険率 5%では有意差は認められないが，

7%とすれば有意差が認められる．

下位の者とそれ以外の者との聞で事故率に違いが認

められるただ一つの教科でhある ．工学を志す者にとっ

て理科は，思考力，観察力，洞察力を養う基礎科目で

あり ，この理科の成績は入学後の学業成績とも深い関

係にあるだろうことは理解できる．理科の成績とえ学

後の物理系科目との相関をみても，確かに相聞が認め

られる．
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4. 7. 5 英語

事故率をグラフ化したものが図 9である ．

Z得点39以下と 40以上のグループの聞には，全体と

しては有意差は認められないが，一部の年度は有意差

がある。英語の成績と一番相関が認められる科目は，

やはり英語である．入学後は，英語と他の科目との聞

に高い相聞が認められるが，学力検査の英語の成績と

事故との聞にはあまり関係がない
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図 9 英語の成績と事故率

表 7 学力検査（国語）と事故

年度 48 49 50 

全体
人 員 153 156 143 

事故 率% 23.5 30.8 23.8 

人 員 25 24 23 

60以上 事故者 6 8 7 

事故 率 24.0 33.3 30.4 

人 員 103 110 99 

59～40 事故者 28 35 21 

事故 率 27.2 31.8 21.2 

人 員 25 22 21 

39以下 事故者 2 5 6 

事故 率 8.0 22. 7 28.6 

人 員 128 134 122 

40以上 事故者 34 43 28 

事故 率 26.6 32.1 23.0 

表8 学力検査（社会）と事故

年度 48 49 50 

全体
人 員 153 156 143 

事故率% 23.5 30.8 23.8 

人 員 22 30 23 

60以上 事故者 5 8 6 

事故率 22. 7 26. 7 26.1 

人 員 102 102 100 

59～ 40 事故者 22 33 23 

事故率 21.6 32.4 23.0 

人 員 29 24 20 

39以下 事故者 9 7 5 

事故率 31.0 29.2 25.0 

人 員 124 132 123 

40以上 事故者 27 41 29 

事故率 21.8 31.1 23.6 

51 

155 
28.4 

24 
7 

29.2 

115 
・35 

30.4 

16 
2 

12. 5 

139 
42 

30.2 

51 

155 
28.4 

25 
8 

32.0 

107 
29 

27 .1 

23 
7 

30.4 

132 
37 

28.0 

4. 7. 6 5教科をまとめて一言

各教科の平均点を求め，個々の教科の平均の高低と

事故率との関係を調べてみたが ほとんど関係は認め

られない．

学力検査を 3教科で、実施するとすれば，回数英とい

う組み合せは疑問があると思う．国語が問題である ．

全般的に受験者の多くが優秀であれば，回数英でも充

分かも知れないが，質が低下した現状においては検討

を要する. 3教科実施するとすれば，どの教科の組み

合せが一番効果的かは今後の調査研究をまたなければ

ならない．

合否判定の為の基礎資料を作成する際，教科によっ

て重みをつける問題は，直接事故と結び、つく教科が見

当らない状態では具体化し難くい．

事故という面からみると，学力検査から得られる情

報と内申書から得られる情報量とを比較すると，内申

書からの方がはるかに多く得られる．

52 53 54 55 計

163 156 153 156 1235 

21. 5 23. 7 20.3 21.8 24.2 

28 28 29 30 211 

5 7 5 6 51 

17. 9 25.0 17.2 20.0 24.2 

113 99 102 104 845 

26 26 23 23 217 

23.0 26.3 22.5 22 .1 25. 7 

22 29 22 22 179 

4 4 3 5 31 

18.2 13.8 13.6 22.7 17.3 

141 127 131 134 1056 

31 33 28 29 268 

22.0 26.0 21.4 21.6 25.4 

52 53 54 55 計

163 156 153 156 1235 

21. 5 23.7 20.3 21.8 24.2 

19 20 22 27 188 

4 5 6 6 48 

21.1 25.0 27.3 22.2 25.5 

110 115 110 102 848 

24 26 19 23 199 

21.8 22.6 17 .3 22.5 23.5 

34 21 21 27 199 

7 6 6 5 52 

20.6 28.6 28.6 18.5 26.1 

129 135 132 129 1036 

28 31 25 29 247 

21. 7 23.0 18. 9 22.5 23.8 
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表 9 学力検査（数学）と事故

年度 48 49 50 51 52 53 54 55 言十

全体
人 員 153 156 143 155 163 156 153 156 1235 

事故率% 23.5 30.8 23.8 28.4 21.5 23. 7 20.3 21.8 24.2 

人 員 21 21 24 29 28 24 28 26 201 

60以上 事故者 5 6 4 3 5 6 6 36 

事故率 23.8 28.6 16.7 10.3 17.6 25.0 3.6 23 .1 17.9 

人 員 116 113 92 101 109 114 103 108 856 

59～40 事故者 26 37 25 29 24 28 24 22 215 

事故率 22.4 32. 7 27.2 28. 7 22.0 24.6 23.3 20.4 25. l 

人 員 16 22 27 25 26 18 22 22 178 

39以下 事故者 5 5 5 12 6 3 6 6 48 

事故率 31.3 22. 7 18. 5 48.0 23.1 16.7 27 .3 27 .3 27 .0 

人 員 137 134 116 130 137 138 131 134 1057 

40以上 事故者 31 43 29 32 29 34 25 28 251. 

事故率 22.6 32.1 25.0 24.6 21.2 24.6 19 .1 20. 9 23. 7 

表10 学力検査（理科）と事故

年度 48 49 50 51 52 53 54 55 計

全体
人 員 153 156 143 155 163 156 153 156 1235 

事故率% 23.5 30.8 23.8 28.4 21. 5 23.7 20.3 21.8 24.2 

人 員 29 26 23 21 33 29 21 36 218 

60以上 事故者 5 8 6 4 4 5 2 8 42 

事故率 17.2 30.8 26.1 19.0 12 .1 17 .2 9.5 22.2 19.3 

人 員 103 100 103 105 103 102 109 95 820 

59～40 事故者 27 31 23 28 24 23 26 17 199 

事故率 26.2 31.0 22.3 26.7 23.3 22.5 23.9 17.9 24.3 

人 員 21 30 17 29 27 25 23 25 197 

39以下 事故者 4 9 5 12 7 9 3 9 58 

事故率 19.0 30.0 29.4 41.4 25.9 36.0 13.0 36.0 29.4 

人 員 132 126 126 126 136 131 130 131 1038 

40以上 事故者 32 39 29 32 28 28 28 25 241 

事故率 24.2 31.0 23.0 25.4 20.6 21.4 21.5 19 .1 23.2 

表11 学力検査（英語）と事故

年度 48 49 50 51 52 53 54 55 計

全体
人 員 153 156 143 155 163 156 153 156 1235 

事故率% 23.5 30.8 23.8 28.4 21.5 23. 7 20.3 21.8 24.2 

人 員 25 32 23 24 27 26 28 26 211 

60以上 事故者 7 6 6 6 4 4 4 4 41 

事故率 28.0 18.8 26.1 25.0 14.8 15.4 14.3 15 .4 19 .4 

人 員 107 95 98 104 110 106 99 101 820 

59～40 事故者 24 29 24 33 26 29 16 23 204 

事故率 22.4 30.5 24.5 31. 7 23.6 27 .4 16.2 22.8 24. 9 

人 員 21 29 22 27 26 24 26 29 204 

39以下 事故者 5 13 4 5 5 4 11 7 54 

事故率 23.8 44.8 18.2 18.5 19.2 16.7 42.2 24.1 26.5 

人 員 132 127 121 128 137 132 127 127 1031 

'40以上 事故者 31 35 30 39 30 33 20 27 245 

事故率 23.5 27 .6 24.8 30.5 21. 9 25.0 15.7 21.3 23.8 

5.まとめ

5年間で卒業できなかった者を，入試時に入手した

内申書と学力検査からみると内申書との関係が深いと

いえる．

1 .合否判定資料を作成する際，内申書の成績の合

計を単純に取って（学年によって重みをつけたとして

も）学力検査の成績にプラスするのでなく，つぎの点

を考慮した方がよい．
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(a）内申書成績が下位の者は事故者になりやすい．

学力検査で下位の者はいくらか事故者になりやすい程

度であるので，内申書の比重を学力検査と同じ位にし

た方がよい．

品） 内申書成績のみだれ率を考慮し，事故に結びつ

きやすい要因を持った者には注意を要する．

(c) 内申書の成績がボーダライン前後で成績の向上

がめざましくみだれ率の大きい者は，入学後可成り伸

びる素質を持っていると判断してよい．これに反して

内申書成績が上位であっても，下降状態になっている

者は，あまり期待できない．

(d) 中学校での成績の変動が激しい者は，入学後も

同じ様な状態が続くとみた方がよい．

(e) 中学校での評価に 1がある者は，学業成績以外

の面にも注意すべき要因を持っているとみた方がよい．

2.学力検査は，平均点が高いときは選抜機能を発

揮するが低いとあまり発揮しない．

3.学力検査の各教科の成績と事故との聞には，全

般的に明確な関係は認められない．

最後に，助言を戴いた吉村校長に謝意を表します

引用・参考文献

1）中村：入学試験・内申書の成績と入学後の学業成
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培風館

3）佐藤・猪俣：本校学生の学業成績について（ 2) 

北九州高専紀要第11号昭53

4）藤川・東！｜｜：入学試験および内申書の成績と入学

後の学業成績について（ 2) 

鹿児島高専紀要第12号昭53
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米国教育事 情 （1983年）

一一－Time, News week g，志による一一一

松尾保男・吉富久夫
（筑紫女学園短大）

〈昭和59年 9月20日受理〉

Educational Scenes in America and Some Other Countries in 1983 Glimpsed 

through Time and Newsweek. 

Yasuo Matsuo and Hisao Yoshitomi 

1) 「象牙の塔からの暗い眺め一一人文系大学院生

達の不安」 ’83, 1 , 24 (Time) 以下（T）と略

マーク・ホロヴイッツ， 33才，はシカゴ大学で、チュ

ーダー王朝史の博士号を得ょうとしている ．大学院の

授業料は年に 7千ドル以上で，博士論文の執筆には平

均 6年間の研究を必要とする.1980年にホロヴイッツ

は彼と家族の生活のため，経済学部の広報課に就職し

た．あと 1年程で論文を書き終える予定であるが，大

学教師になることを今でも希望している．展望は明る

くない．学生数が減仏教授達が退職しようとしない

ので， 1 ' 2年の短期間の大学教師の職をつないで行

くしかない． 「希望を持たぬロマンテストでないと，

今は人文系で博士号はとれない」と彼は云う

この10年間，就職のため学部卒業生は経済学部と法学

部の大学院には多く集まるが，人文系に進む学生は年

々少なくなっている ．人文系の博士号取得者は米国全

体で， 1972年の5049人から81年の3745人に減った．例

えばハーバー ドでは， 69年に人文系の大学院入学志望

者1765人，入学者 251人に対し，昨年は夫々， 776人

と82人である

博士号を得るための費用（最高4万ドル）が理由の

1つである．学生の半分は政府保証学生貸付金制度や

他の所から借金をしている．シカゴ大学長ハンナ・グ

レイは 「博士号を得ようとする者は大きな賭けをして

いて，多額の金を使い， しかも将来の就職事情は明る

くなしりと云っている

1950年代と60年代のベビーブームの後，多くの大学

が博士課程を設けた .40年代には 107大学にすぎなか

ったが，今日では 326大学あり，毎年 3万人前後のPh.

Dが生れているが， 1980年から95年までに必要な大

学教師は10万人にすぎないだろう．

これらの数字に直面して，大学側は博士課程の見直

し（講座の縮少，廃止など）に着手している．シカゴ

大学は大学院課程の改善については先頭を切っている

が，それには理由があり，ここでは学部学生と大学院

学生の比率が 1: 2 (2962人： 6000人）であるからだ．

大学側はまた，過剰な ph.Dを吸収してくれるよ

う企業にも頼っている．ハーバード，スタンフォード，

UCLAなどの大学は人文系のph.D達が経営分野

で就職できるよう，再教育計画を実施し始めている．

1978年以来ニューヨーク大学は，簿記，財政学，市場

論などの夏期集中講座を全米の大学院卒業生を対象に

開いているが， 271人の受講者のほとんどが企業に就

職することができた

2) 「小規模大学は南西を目指す一一ー憂慮する中西

部の大学は新しい地域に学生を求める」 ’83. 2. 

14 (T) 

口調は柔らかいが熱意にあふれている ．セントポー

ルにあるマカレスタ大学のウィリアム・ シェインは，

高校生のグループに，大学のスコットランド祭を臼慢

する ．ノックス大学のカレン ・クロウェルは，イリノ

イ州の大学所在地ガレスパーグが，詩人カール・サン

ドパーグの生誕の士也であり， リンカンとダグラスが5

回目の会談を行った場所であることを思い起こさせ，

ヴィクトリア朝様式の大きな建物があり，練瓦敷の通

りが数多くあることをつけ加える．これらの魅力に抵

抗できる者がいるだろうか？

誰もできないことを， 「中西部大学連盟」 (ACM) 

の入学担当者たちは希望している ．彼らは南西部の高

校生を勧誘して回っているのだ．教養科目を中軸にし

た米国の同種の小規模大学と同じように， ACMに所属

する13の大学は入学者の減少を憂慮し，過去に例をみ

ない程，志望者を引き寄せることに躍起となっている．
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全国的にみて今年は，高校卒業生の数が去年より 5.6

%減少し，来年（’84年）はその上さらに 5%減る．高い

失業率と人口減少に悩む中西部は特にその影響を受け

る．例えばミネソタチト｜は1979年から95年にかけて少く

とも29%高校生が減るだろう．さらに悪いことに，不

況，学生援助費の減額，経費上昇 （ACMに所属する大

学の授業料6100ドルに対し，この地域の州立大は1200

ドル）のため多くの高校生が公立大学に向う．また

高校生は一般教養中心の教育を受けて，将来ビジネス

界や他の職業に従事する場合，役に立つであろうかと

疑問を抱いている．

これらの暗い現実に直面して，ACMの13大学は成長

する南西部でその存在をもっとよく知られようと努力

している．多数の聴衆を集め，経費を節約するために

彼らは最近協力合同して，デンバー， タクソン，フェ

ニックスなどを急速 4日間で廻る進学説明会を行った．

フェニックスでは ACM会長チャールズ ・ネフが，中

西部に関する幾つかの偏見を除去することから話を始

めた．中西部は単にだだっ広い，変化に乏しい所では

なく， 「森と湖があり ，起伏が続く丘陵地帯である」

と．さらに彼は質問の先手を打って数字を並べた.ACM 

の卒業生の58%は卒業後 1年以内に就職し， 25%が大

学院に進む，昨年は新入生の60%が何らかの公的な経

済的援助を受けた云々と．

ACMの各大学はおたがいに学生獲得で競い合ってい

るのだが，各担当者は他の大学の悪口を云わないよう

注意している．「ACMのどの大学に行っても間違うこ

とはありません」とさえ云う担当者もいた. 4日間の

説明会に出席し た生徒父兄の数は，昨年のより小範囲

の説明会より 2倍近い 458人であった．来年はテキサ

スハ｜にも行く予定である

3) 「理数科教師への誘い」 ’83, 2 , 21 (News-

week) 以下（NW）と略

理数科教師の不足はどの程度深刻か？マサチュウセ

ッツ州ハミルトンでは経験皆無の州立大生を化学の教

師に採用した程である．カリフォルニア州では毎年少

なくとも 600人の理数科教師が産業界に引き抜かれて

いる ．全国的に見ると，新任の数学教師はこの10年に

77%，理科では65%減少している．そして新任教師の

半数もそうであるが，それを含めて全体の30%が正式

の資格を持たない．全米理数科教師協会のピル ・オー

ルドリッジは，破局的な事態であると云う

公式的には，全米50州のうち42川｜が理数科教師の不

足をかこ っている．ほとんどの川は教師j蔓得に全力を

蓋くしている ．ケンタッキー州は好評の奨学金制度一

3年に亘ってI年に2500ドルまで貸与し，理数科の

教師を 3年務めると返済を免除する制度一ーで道を開

こうとしている．

マサチュウセッツのウエストフィ ールド州立大学長

フランシス・ピレッキは，レイオ フ中の 7千人余りの

教師の 1部に，一般物理，化学，生物学， 地質学など

の集中講義を受講させて，理数科教師の不足を埋め合

わせようという一石二鳥の案を考えた．ヒ ューストン

では，金の魅力で教師を確保しようとしている．市は

ボーナスとして理数科教師に 800ドル余計に支給する

しかし昨年2100ドルを手にした代数担当のジョン ・ス

パイカーマンは， 「あれは鼻先に下げられた人参みた

いなものだが，たいした人参ではない．転職すれば2

年以内に今の給料を 5千ドルから 1万ドル増やすこと

ができる」とJ令たい．

ピレッキの案に対しては， 「数週間程度の講義で物

理，数学が十分に学習できるわけがなしりという反論

がある．給料を増やせば良い教師を引きつけ，転職を

止めさせることができると大多数の者が信じている杭

金がすべてではないという者もいる． 「要は教師が尊

敬されていないことなのだ」と．コネティカット教育

協会のトヌ ス ・モンダニは語る。

4) 「シスター・ソックの厳しい接」 ’83, 2' 21 

(NW) 

親は子供を厳しい規則と時には体罰によって教育し

てもらうために，教会の教区学校に子供を通わせ

る．しかし先月，カリフォルニア州フイッテイア市の

判事はローマ・カトリ ックの尼僧が度を越えた体罰を

加えたとして， 2年の執行猶予を付けて 300ドルの罰

金支払いを命じた．セント・ヒラリ ー小学校の前教師

シスタ ー・ルアデイーヌ・ ソック， 67才，は 8才にな

るマイケル・カーザーの胃を叩き，髪を引きむしり，

足を躍で踏みにじり，頬っぺたをつねり，消しゴムに

チリパウダーを塗りつけたという罪に問われたのであ

る．同小学校の前校長シスタ ー・ アーバン・モリタ ー

も一件を報告しなかったという科で保護観察に付され

た．

5) 「孔子とシンガポールの教育一一現代の

諸問題に古代哲学を適用する努力」 ’83, 3. 7 

(T) 

多くの外国人にと っても，また多数の市民にとって

も都市国家シンガポールは現代のユートピアである．

繁栄し，多元的文化を内包し，安定している ．アジア

で生活水準は日本に次いで2位である ．だが繁栄と共

に同国政府が道徳的堕落として批判するものが訪れる

「同棲，未婚の親，報道の自由」といった西巨大からの
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輸入物を批判して，文化相のサピア ・ダナパランは最

近， 「我々は大衆消費社会の気まぐれなあらゆる狂気

沙汰を我々の社会に根づかせるわけにはいかなしり と

宣言した．意志強固な首相 1）ー ・クアンに率いられる

政府は攻撃に出て，シンガポールの 144の中等学校で

「道徳教育計画」を実施することに決定した

45万人の中等学校生徒は l週 2回，考行と公徳心な

どについて教育を受けることになる．時間割には 「正

義と修養」 「国家の主体性と責務」 「自己とは何か」

「；去の尊重」のような授業が含まれる .1984年までに

そのためのテキストが作られるが，生f走は仏教，ヒン

ズ一教，キリスト教，イスラム教， 世界の宗教，儒教

倫E里の 6苧ト目のうち 1つを習得しなければならない．

政府の善しとするゴールは， 2千年間中国の国家哲

学であった紀元前 5世紀の価値体系，儒教の復活であ

る．協調，謙虚，考行に重きを置く儒教は，リーが創

り， 押 し進めようとしている社会の理想的な媒体とみ

なされている ．偉大な中国文明が信奉してきたものに

根ざす堅固な価値観がなければ，子供を正しく育成で

きないし，社会はいつかは堕落すると， 64才のゴー・

ヌイ 一教育相は語る

シンガポールは，いかなる基準から見ても世界の最

も厳格な都市の 1つであるが， リーは低下しつつある

道徳水準について悲観的で、ある．特に同国を訪れる年

間 280万人の外国人の影響について懸念する ．また若

い夫婦が親をないがしろにする傾向についても彼は黙

視しない． 「儒教的伝統の中で育った者は自分の親を

ひとりわびしく暮させるようなこと はしない」と，彼

は断言する ．

全人口 240万人のうち77%が中国系であり，残りは

マレー及びインド系である．従って儒教は国民多数に

とって共通の伝統であるが，皮肉にも中国系の伝統的

な最も西駄化されていない者達の多くが，首相の道徳

教育計画に反対で、ある ．儒教は時代遅れであり，今日

の激烈な競争社会では不利でしかないと感じでしaる

6) 「学問の世界における戦い一一人類学者が倫理

コードをめぐってスタンフォード大学と争う」 ’83, 

3, 14 (T) 

（注：この話題はすでに Newsweekが1981,11, 

2に「ある中国研究家をめぐるトラフソレ」と題して紹介

している．事件の経緯に関する記述は，両誌ともほとん

ど同一であるから再述を省きたい．ただこの事件を起

こしたスティ ーヴン ・モージャーに文ナする最高冬的な言平

価については， Timeの方がモージャーにより 同情的な

見方をとっている.NW誌の記事の最後に，スタンフォ

ード大学がこの事件の調査委員会を任命したとあった

が，その後日語としてT誌は 「明白な理由を公表され

ないまま，彼は学部から追放された」と述べている．）

7) 「儒教的勤勉道徳一一アジア生れの生徒たちは

クラスのトップを目指す」 ’83, 3' 28 （丁）

アジア系米国人は全人口の約 1.5%にすぎないが，

数で足りないところを彼らは業革責でうめ合わせる．ハ

ーバー ドの新入生の10%はアジア系であり，カリフォ

ルニア州の高校卒業生のうちカ リフォルニア大学に入

学できる者は15%しかいないが，その中にアジア系米

国人は約40%もいる ．

アジア人の高い達成率の理由については専門家の聞

でも意見が一致していない．アジア人は数学が得意で、

ある.SAT （学力適正テスト）の数学の全国平均は800

点満点で467点（ 100点に対し58点）である ．’81年ア

ジア系米国人の平均は 513点だった．カリフォルニア

州で600点以上を取った日本生れの生徒は68%，韓国

生れは66%であった

大多数の教育者は，アジア人の学力が高いのは素質

よりも教育により関係があると信じている ．アシア系

の移民は勤勉に馴れている． 例えば日本人は，米国の

年間学校出席日数 180日に対し， 225日登校する．ま

たアジア系米国人の親の多くは教育程度が高く ，収入

が多い．大多数のアジア人は教育を名誉と成功への最

善の道とみなしている． 「数十年前，東ヨ ーロ ッパか

ら来た移民の子供たちも勤勉で教育に非常に敬意を持

っている」と，ブロンクスの理科高校長は云う ．社会

学者ウィリアム ・リューは文化条件の重要性を強調す

る． 「中国，日本，ヴェトナム，朝鮮の文化に浸透し

ている儒教道徳においては，学問に秀でることが親に

対する無限の恩に報しlる考行の唯一の方法である」と

彼は云う．教育と年長者に対する二重の敬意がアジア

の生徒たちを動かす．例えばシカゴのレイン工業高校

には， 15%のアジア系の生徒がしEるが，生徒補導の面

では問題がない．また同校の数学優秀クラスの40～50

%はアジア系で， 4人の全米学術優秀賞受賞者のうち

2人はアジア人である

勤勉と学術優秀の背後に家族と親の圧力が働いてい

ることに問題がないわけではない．アジア系の生徒の

中にはその副次的効果として，時々精神障害や自殺す

ら見られるし，彼らの他を顧みない一途な勉強がしば

しば友人たちとの聞に不和をもたらす．しかし多くの

アジア人にとって，ストレスは生存のための代償であ

る

8) 「ゲットーに希望が芽生える一一大都市の向上

しつつある高校にフォード財団の援助」 ’83, 4' 25 
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(T) 9) 「日本人のやり方」 ’83, 5, 9 (NW) 

米国の教育制度における最もM介な問題の 1つは， 世界各国の学校が大戦後のベビーブームに瑞いでい

大都市の市街地域にある高校の状況である ．犯罪，予 た時，日本は公教育制度を整備発展させ，現在恐らく

算不足，人種聞の争いなどに蝕まれて，学校側は怠け 世界最良の教育制度を有するに至っている．例えば中

遅れた生徒たちに勉強の意欲を与えることができない． 学 3年生は確率の概念，因数分解，二次方程式を習得

学力の低下もひどい．しかしそれでも，ゲ y 卜一地区 し，パスカルとニュートンの法則，生物と地質の基礎

の高校の幾っかは向上の跡を示している ．先週，フォ 知識を高校入学前に学習する．

ード財団は20都市の92高校を選び出し，各校に千ドル 日本の教育について神秘めいたものはなにもない．

を贈って賞賛の意を表した．金額よりも象徴的な意味 主としてそれは訓練と勤勉に基いている．小学生の出

でそれは重要で、ある. 6月には92高校の約半数に夫々 校日は米国の 180日に対し 240日あり，小学 l年生で

2万ドルが贈られてその努力を助けることになるだろ すら毎晩 1'2時間の家庭勉強が期待されていて，さ

う． らに上級学校の試験地獄を勝ち抜くための基準が厳し

これらの高校を再生させたものは何か．その基盤は いので，大多数の生徒は放課後， 「詰め込み学校」に

強力な指導によって喚起された誇りだった．復活と再 通うことを余儀なくされている．政府は教育と科学技

生は，生徒 ・父兄・地域社会に刺戟を与える，卒直で 術振興のために防衛予算の約 2倍，年 120億ドルを注

精力的な校長が主役を占める場合が多い． ぎこんでいる．

....ニューヨーク，サウス・ブロンクスのモリス高校． しかし教育制度の中心に，教師に敬意を払う日本人

1700名の生徒のうち黒人生徒35%. ラテン ・アメリカ の態度がある．奇妙なことに，日本人は成功した教育

系65%.後者の多くは最近カリブ海と南米から移住し 制度を米国的なものにすることでさらに向上させるこ

てきた生徒たちである ．フランシス・パスケス， 35才， とができると考えている． 「米国の教育は， l人 1人

が校長になった時，学校は暴力沙汰で荒れていた． の子供を個人として扱い，夫々の固有の能力を開発す

彼女は毎朝 6時15分までに出勤する．生徒と父兄は る機会を与える点で優れている」と，文部省の初中等

科目履習の条件を周知し，確認するために，教師も加 教育局長は云う ．すべての生徒に同ーの教育を行うと

わった三者の聞で契約書が取り交される，そして生徒 いう考えが強すぎることを反省し，能力別学級編成を

は毎夜各科目につき30分の予習をすることが義務づけ 始めた学校もある ．これは米国に対する賛辞である於

られている．落第生の数は’78年の200人から現在32人 結果がどう出るかしばらく様子をみなければならぬ．

に減り， 300人以上の 3年生のうち85%が今年大学進

学を希望している ． 10) 「凡庸の潮流を食いとめること一一『教育の車越

企オーステイン市アルパート・シドニー・ ジョンス 卜 に関する全米委員会』が求めるもの」 ’83, 5, 9 

ン高校．数年前までこの高校は白人生徒がほとんどゼ (T) 

ロで，地域の最低校とみなされていたが， 1980年の白 「我国は危険にさらされている．米国の教育基盤は

人と黒人の統合計画で全校生徒の半数近い白人生徒が 高まる凡庸の潮流に蝕まれている・・ ・・・・現実に我々は

パス通学をして来るようになった機会を利用 して，学 思慮の欠けた，一方的な教育の武装解除を行いつつあ

校改革に乗り出した．先ず地域第 1号のコンビュータ る．歴史は怠情な者たちに厳しい．」この容赦のない，

一・セ ンタ ーを設置し，仏語，ラテン語，数学，物理 故意に挑発的な警告は， 18人の委員からなる「教育の

などの上級課程を設けた．’80年には90%の生徒が数学 卓越に関する全米委員会」が先週発表した36頁の報告

の成績じおいて基準以下であったが，去年は54%に減 書「危機にさらされた国家 ：教育改革の必要」の中で

少した． 発せられたものである．これは教育長官テレル ・ベル

企ロスアンジェルス市ジョージ・ワシントン予備高校． が米国の教育の質を検討するために， 20ヶ月前に設け

4年前までここは映画の「ブラックボード・ジヤング た委員会で，ユタ大学長デヴィッド ・ガードナーが委

ル」のイメージそっくりだった．教室は汚れ， 90%の 員長である

教師が堕落していた．’79年に意志強固な元市民権運動 低落の証拠は至るところにある．米国の17才の青少

家， 37才のジョージ・マッケナが校長になった．彼は 年の30%，同年令の少数民族の40%が読み書きができ

服装規定を作り（男子は帽子とイヤリングを，女子に ないとされている.21ヶ国で行われた19回の学力テス

はカーラーを禁止した），またウォークマンの携帯も ドで，米国の生徒達は 1,2位になるのはおろか， 7回

禁止し， 85%の教師を入れ替えた．マッケナの強硬方 はピリであった．

針は効果を上げている． これらの低落傾向は制御できない諸条件のためでは
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なく， 「目的の弱体化， 展望の混乱， 才能の軽視， 指

導性の欠如から生じている」と委員会は結論する．ガ

ー ドナーは， 「委員会のメンバーは千差万別の意見か

ら出発したが，奇跡的と云っていし刈孟ど全員同ーの結

論に到達した」と語る．

改革を求められる 5つの主要問題点

1 .高校の卒業要件を厳しくする

報告書は，少なくとも英語を 4年，数学，理科，社

会科を 3年，コンピューターを半年，大学に進む者は

外国語を 2年学習することを求めている．

2.達成基準をより高くする

学習の成果を確認するために定期的にテストを行う

べきである. 4年制大学の入学基準を上げるべきであ

り，公立大学の20%が米国の高校生であれば全員を入

学させているのは遺憾で、ある ．

3.基礎学力の習得により時間をかけるべきである

出校日 1日1日がもっと有効に使わるべきである（ 1 

日の平均授業時間は4.5時間にすぎない），あるいは年

間の出校日を増やすべきである．

4.教師育成の方法を改善し，給料をあげる．

優れた学生を教職に引きつける誘因をっくり，教師

を評価 し，経済的にも酬pる手段を講じるべきである

またカリキュラムの改善を図る時聞を確保するために，

教師に年間 1ヶ月の休暇を与えるべきである

5.市民・ 地域社会のかかわり合いと関心が高まる

べきである

教育改革を最優先させるため，有権者たちは必要な

資金を援助すると共に，教育関係者と議員たちを動か

すべきである ． 「優れたものには金がかかるが，長い

眼で見れば凡庸な教育の方こそ金を食う．」

最後の点が一番具体性に乏しいが，多くの意味でこ

れが報告書の核心である ． 「人々に教育問題について

考えさせるために必要とあれば＼どんなことにでも注

意を喚起する」のが，その目的であるとガー ドナーは

語る ．問題を単純化しすぎるきらいはあるにしても，

報告書は教育関係者の多くに好意を以て迎えられてい

る．

現に，ノ ースカロライナとルイジアナの2外｜を含む

12の州がすでに高校の卒業基準を上げ，カリフォルニ

ア，オハイオ，フ ロリダ川｜やその他の州の公立大学が

入学を厳しくしている． コロ ンビア特別地区は数年後

に登校日を 192日に増やし， ミシシッピ一議会は教育

費をさらに6900万ドル増額し，登校日を20日増やす予

定である．

11) 「選ばれた者たちの協会一一ハーバードのフエ

ロー制度が50周年を迎える」 ’83, 5, 23 (T) 

自ら応募することはできない．各分野の指導者が将

来非常に有望で、あると考える青年を推薦するのみであ

る. 3年間彼らは解放されて自由に純粋な研究に取り

組む．米国が喪われた教育的活力をとり戻そうとして

いる時，ハーバー ドの Societyof Fellows (Fellow 

＝奨学金給費研究員）は先週，妥協しない高い水準と

卓越した業績の50年を静かに祝った．大学のフォッグ

博物館に過去現在のフエ ロ－ 160人が集り純粋な学問

の伝統に乾杯した．この協会は1909年から33年まで学

長を務めたA ・ローウェルが，偉大な学者の独自な研

究は偉大な大学の魂であると信じて，私財 200万ドル

を投じて創設したものである ．彼の言葉 ：実り豊かな

学問はすべての花の中で最も内気なものだ．米国の大

学は最良の種子を播き，陽光を与え，育てることに最

善を尽くすべきだ．

これまで選ばれたフエローから 13人がノ ーベル賞を

受賞した ．ピュリッツア受賞者は多数p る．またノ ー

ム ・チョムスキー，ポール・サミュエルソン，アーサ

ー・ シュレージンガーJrなども元フェ ローである．

このグループの成功の大部分は慎重なフ エロー選択

の方法にある．元フエ ロー と優れた学者たちが最も才

能に富んだ学生を指名し，候補者の書類が2人のシニ

ア ・フェローによって検討される．そして最車冬選衡に

残った者達がハーバー ドで面接を受ける ．

今年推薦された 124人の学生のうち， 40人が面接を

受け，最終的に選ばれたのは 8人だった ．米国人は 1

人． (1975年以降フェローに選ばれた者のうち69%が

米国人である．）フエローは部屋と食事を無料で与えら

れ3年にわたって年間14,000ドルの奨学金をもらう．

金額はたいした額ではないが，重要なのは共に暮す友

人たちである ．

12) 「英国：鞭を惜しむな」 ’83, 5, 30 (NW) 

英国は，教師が児童生徒を叩き，鞭打 ち，蹴り ，頬

を打ち，拳でなぐることを現在も黙認している，西ヨ

ーロッパ唯一の国である．フランスは体罰を1881年，

ノルウエーは1936年，スペインは1967年，アイルラン

ドは昨年禁止 した．しかし英国の小学校ではいぜんと

して，棒，革鞭， テニスのラケット，クリケッ トのパ

ットが生徒を厳ける手段として残っている． 「体罰に

反対する教師会」（STOPP=theSociety of Teachers 

Opposed to Physical Punishment）の調査では，英

国の学校では 1昨年45万回以上の体罰が行われた．

今英国では駄州、｜の隣人たちに倣うよう強い圧力がか

かっている ．国連人権委員会は体罰を一種の拷問と呼

び，区大州人権法廷は子弟の鞭打ちに反対 している親の

願望を尊重すべきであると裁決した．しかし英国政府
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はこの裁決に従うことを拒否し，鞭による所罰につい

ての最終決定権を地域の教育当局に委ねた．サッチャ

一政権の教育相で元校長のローズ ・ボイソンは体罰の

熱心な賛同者である．体罰は「最後の止めの力」で，

絶対必要であると賛同者たちは云う ．この考えは身体

障害者をも例外としない． 卜ーリ一党政府は，教師が

障害児を打つことを禁止する1981年の要求を平然と拒

否した．てんかんの病いを持つ 9才の女児，ハンナ・

ワッジを打ったコーンウオールの校長グリフイスは云

う， 「短かくぴしやりと叩かれるのを他の罰よりも子

供たちは好んでいる」と

しかし鞭打ちの支持者は確実に減少している．保守

党以外に体罰を肯定する大政党はない．鞭打ちは猷川｜

大陸で「英国的悪徳」として昔から知られている英国

文化の I部である ．その起源はヴイクト I｝ア時代の，

英国独特のパブリック・スク ール発展期までさかのぼ

る．

体罰を守る経費も増大している．サ yチャ一政府は

昨年前述の人権法廷である事件を弁護するため15万ド

ル以上を使い，さらに法廷は叩かれるのを拒絶して 1

年間休学した原告の l人に4600ドルを支払うことを命

じた

13) 「アバルトヘイトの新しい戒め」 ’83, 6' 6 

(NW) 

南アフリカ政府は黒人学生を白人大学から排除する

ことに積極的なーー しかし隠微な一一 役割を長らく果

たしてきた.1959年政府は大学に非白人学生を受入れ

させるが，最終的な決定権は政府にあるとする「許可

制」を実施した．これによって非白人学生の入学者数

は最低となったが，ここ数年同国のよりリベラルな大

学は黒人学生の入学者を増やすことによって，政府の

隠れた制限策に挑戦している ．政府は反撃に転じた．

大学に非白人入学者を厳しく割り当てる法案を議会に

提出したのだ．そしてこれは抗議の嵐を呼び起し，南

アフリカ国内の人種間の緊張を高めている。

ケイプ・タイムズも社説で， 「許可制もひどい制度で

あったが，新提案も同様に不愉快なもので，単に責任

の所在が変るにすぎない」と怒りを表明した．

南アフリカの 4つの主要な英語（めず使われる）大学

では一一同国でも最もリベラルな大学であるが一一多

くの者が抗議の声をあげた．ヨハネスブルグのある大

学では理事会と教授会が，提案された割当数を侮辱的

で明白に人種差別的なものとして拒否している．

予想されたことだが，非常に少数の非白人学生しか

受入れていないアフリカーンズ語（公用オランダ語）

の大学は提案を支持した．

割当制度によって，南アフリカの黒人，有色人（カ

ラー ド），インド人は，人種差別を確実に実行するた

めに政府が設立している 「種族」大学にさらに多数入

学せざるを得なくなるだろう．この種の大学は全部合

わせても政府大学予算の 5分の lしか与えられていな

いので，教育の質を危ぶむ声もある．

14) 「’83年の卒業生は戦後最悪の就職事情に直面

する一一入社して欲しいと云われるならどこにでも喜

んで行こう」’83, 6' 6 （丁）

965.000人という史上最多数の今年の大学4年生は，

不況から緩漫に回復しつつある経済の中で，就職先を

見つけるのに苦労している ．コー ネル大学の就職セン

ター長トマス ・デヴリンは， 「一方の手に学士号，他

方の手に就職というアメリカの夢は崩れつつある。今

年は先の大戦以来最悪の年になるだろう」と予測する

20年前の好況期には，年間の大卒者は約50万人にす

ぎず，失業率は 1%で就職先は豊富だった．ノースウ

エスタン大学の就職担当者によれば，今年は卒業生の

約 3分の l程度しか就職できないだろうという ．事実

昨年に比べて求職数は約50%減っている．例えばイン

デイアナ大学では， 7000人の卒業生のうち半数は卒業

式までに職を見つけることができないだろう．

景気回復が今後も継続すれば，’84年の展望は少しは

明るいが長期的見通しはいぜんとして暗い．政府の産

業要員委員会の予測では， 1992年には大学教育を必要

とする仕事の数より学卒者の方が330万人多いという

ことである

今年求人数が多いのは，電子工学，コンヒcユータ一，

経理関係であるが，これらの分野でも学卒者というこ

とが就職を直ちに保証するものではない．引っ張りだ

こであった技術者市場は去年より 18%減である ．石油

企業の人員削減が化学技術者のチャンスをなくしてし

まっている．

文科の学生の展望は一番暗い．特別の才能も経験も

ない文科の学生は長期間苦労して適当な職を探さねば

ならないし，給料の低い不満足な地位でも受入れねば

ならないだろう ．成車責のわるい（C＋あるいはそれ以

下）学生は最悪で、ある．多くの会社は面接することす

らt巨むだろう

このような事情を考慮して大学側は文科の学生に，

彼らの学士号を想像力豊かに活用することを勧めてい

る．例えば歴史専攻の学生は研究と分析力を国境警備

員のような仕事に適用してはど うであろうかと説得し

ている ．ある大学では文科の学生に経理とコンビュー

ターの課程を復習することを勧めているが，彼らの就

職状況が好転している兆しが現れているという ．
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15) 「フランスにおける平等 vs.質の問題一一工リ

ー卜体制に挑戦する大学改革フラン」 ’83,6' 13 （丁）

フランスのミッテラン大統領は， 2年前の大統領選

の際仏の高等教育改革を綱領の 1つにかかげた．現在

文部大臣のアラン・サパリは高等教育機関がより多数

の学生を収容し，大学制度をより民主化する案を提出

している．しかし質か平等かという長年の論争が鮮鋭

化し，国民議会は法案審議に 2週間を費やし，教育関

係者の聞でも意見が分れている

1968年の大学紛争後，すべての青年に平等に機会を

与える教育改革が進み，大学の数は22から65に増えた．

学生数も’66年の38万5千人から’74年の74万 5千人，現

在は 100万人近くに増加している．

しかし仏の教育制度はいぜんとして低所得者と地方

在住者に不利であり，また高等教育の二重性を維持し

ている ．パリ出身の学生は中部フランスのリムジン出

身者よりも人口比で3倍多い．卒業生が政界と財界の

中心を占める 300余りのグラン・ゼコールは，全高校

生の約 9%しか受け入れていず，全人口の 7.7%しか

占めていない中 ・上流階級の子弟がグラン・ゼコール

に占める割合は41%である．労働者の子弟は 8%でし

かない．

その上，仏の高等教育の拡充は他の工業国より遅れ

ている.18才から23才までの青年男女で大学に在学し

ている者の比率は，以前の 3位から現在8位に落ちて

いる ．また自国が必要とする十分な技術者を養成しで

もいない .4万人の技術者が必要で、あるのに，大学理

工学部の学生は14,000人にすぎないと分析する者もいる．

16) 「工リー卜たちの再会一一80年に及ぶ 『勇気と

統率本能』の探索」 ’83, 7, 11 (T) 

英国の過ぎ去った植民地時代の名残りをとどめてい

るとはいえ，それはいぜんとして世界の最も高名な奨

学制度である．先週 800人のローズ奨学生が一一植民

地主義者で企業家のセシル・ジョン・ローズの名にち

なんで命名された一一基金を保管するローズ財団創立

80周年を記念してオックスフォ ー ドに集った

1903年以来，ローズの巨額の遺産によって，英国の

領土と植民地，その後独立した国々，及びドイツから

毎年一団の学生がオックスフォードに留学している

これまでにおよそ4700名が恩恵に与かった．現在在学

中の奨学生は71名で，米国出身者は33名である．奨学

金の年額15,000ドルは少なくない額であるが，この奨

学制度の名声を高め，特別の輝きを付与するのは独特

な選考基準である．ローズは「単なる本の虫」を好ま

ず選ばれる者が「世界と闘う」気骨の持ち主であるこ

とを求めた

その後幾多の修正を余儀なくされているが，基本的

な選考基準は今でも変っていない．奨学生に求めるロ

ーズのヴイクトリア時代風の条件は明確だった． 「文

学と学術の達成度，勇気と優しさを含む男らしさ，統

率力，スポーツに対する好みと活躍」を選考委員会が

考慮することを求めた，また未婚の青年男子であるこ

と．しかし選考委員会はローズの目標が時代に合致す

るよう最初から柔軟な姿勢をとっている ．黒人は1907

以来選ばれるようになり， 1975年には女性が選ばれた．

’76年以降は約30%が女性である．

選考の過程は長く苦しく，伝統的である，昨年米国

の大学 4年生と大学院生1183人が50川｜の選考委員会に

応募して，最終面接に残った者が 100名．奨学生に選

ばれた者は32名だった．

創立後80年を経過して，選抜方法を多少変えた方が

よいという意見もある ．多くの事柄をうまくこなす杭

1つの事柄に特に優れていないB・ プラス層を選びす

ぎていると批判する者もいる．ローズ奨学生に選ばれ

たことを過大評価しすぎるという声もある．結局のと

ころそれは，その人間の将来の車越さを約束するもの

というより，相当に信頼できる人物証明といったもの

であろう．オックスフォード，ユニノ〈シティ ・カレッ

ジの副学長で，’46年に奨学生となったニュージーラン

ド出身のジョ ージ・コークウエルは語る， 「奨学生の

多くは優秀だが，そうでない者も多い．世界は優秀な

人々によって動かされているのではなく，善良で健全

な個々の人間によって動かされているのだ」と．ロー

ズは確かにその考えに同意するだろう．

17) 「ロースε奨学生大同窓会」 ’83, 7, 11 (NW) 

（注： Time と Newsweek の両誌が珍らしく同ー

の話題を同時にとりあげている ．後者のやや異なる角

度から見た部分を紹介する．）

ローズ奨学生の多くは著名な人物になることが予想

されるが，有名にならなかった者たちはどうなるのか

？「ローズ奨学生はすばらしい未来を，背後に持った

者だ」というジョ ークが，当日の出席者の聞で交わさ

れた．ローズ奨学生名簿は必ずしももう 1つのWho’s

Who （各界名士録）ではない．半数近くは静かな学究

生活を送っているが，その外の大部分は法曹界と医学

の分里子にすすむ．’74年の奨学生の 1人はプリンストン

を卒業してオ yクスフォ ー ドで歴史を学んだが， 「’76

年に仏教の僧呂となる」と記録にある．

オックスフォ ー ドに失望感を与える奨学生がいると

しても，その逆もまた事実である．なにか漠然とした

チューター制度，鈍感な教師，英国的冷淡さ，不味い食

事，陰うつな天候その他のために，砕け散った期待に
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苦い思いを禁じ得ない者もいる．殆んどの者は最後に

はオックスフォードを許容し，愛するようになるが

ローズ奨学生は特有の重荷，伝統と精神的遺産を守

らねばならぬという重圧感を感じている．奨学生のか

なりの数の者は，その後挫折したことに思い悩み精神

分析医の元に通っていると，’55年の奨学生フランク・

シーヴァーツは語る． 「自分は完壁であらねばならぬ

としけ気持がある」と，別の 1人は云う．しかし彼は

ローズ奨学生の身分を返上する気はない.80周年記念

式に出席した他の奨学生もその点では同じである．

18) 「核戦争について教える」 ’83. 7. 18 (NW) 

政治的意味合いの濃い教育問題について，先週レー

ガン大統領は米国教員同盟（AFT）の大会で演説をし

て一一1週のうち 4度目の言及であるが一一「AFTは，

バランスのとれた知的な討議を促すよりも・・・・・・子供

たちに恐怖を与え洗脳することを狙っていると思われ

るカリキュラム・ガイドを作った連中（全米最大の教

員組合 NEAを指す）と鮮やかな対照をなしている」

として， AFTを称揚した．彼の攻撃目標は NEAと，

核時代の紛争処理に関して中学校生徒用にNEAが作っ

た新しいカリキュラムであった.NEAは伝統的に民主党

寄りであるから，レーガンの攻撃は党派的であったか

もしれないが，提起された問題は選挙目当てだけのも

のとは云えない．核戦争に関する授業が全国的に増え

ている一方，多くの親と政治家は子供の教育に授業時

間を使うのではなく，教化洗脳のために使う教師がい

るのではないかと目を光らせているからである

NEAのカリキュラム「選択科目：紛争と核戦争に関

する単元」は，この 2年間に作られた半ダースの課程

の 1つにすぎないが， 2年前に NEAが作ったク・クル

ックス ・クラ ンに関するカリキュラム一一ここでは米

国が人種差別社会であると熔印を押されている が

引き起したものと同程度の激しい論争を起している

「もしソ連を破壊するのに 400発の原子爆弾で十分

だとしたら， 17,000発の爆弾は世界にとって何の役に

立つだろうか？」というよ うな黙示録的な件りが，極

右雑誌からワシントン・ポストに至る各層から批判を

受けた .NEAは「核に関心を持つ科学者連合」と共同

して，相対立する立場に十分な論議を尽くさせないま

ま，軍縮を全面的に肯定する小冊子を作ったと，彼ら

は批判する

昨年の秋， 37州の47学級で試用されたそのカリキュ

ラムは一斉に批判の矢を浴び， NEAは現場の教師に修

正意見を求め独善的な箇所を訂正しようとしていた

核戦争に対する生徒たちの関心が高まっているが，

生徒と教師が一致して核のテーマに興味を感じている

のであれば，核単持の問題は現在の「教え方」に関する論

争を超えて将来も論じられるであろうし， 80年代の教

室で重要な位置を占める問題となるであろう

19) 「危機に際して一一圧力の下，競合する教員組

合はこれまでの方針を再検討する」’83, 7, 18 (T) 

それは奇妙な組み合わせだった．米国教員同盟（AFT)

委員長， 1968年にニューヨークの 5週間に及ぶ教師達

のストライキを指導したアルパート・シャンカーが，

’80年の大統領選で激しく反対した，レーガン大統領の

側に立っている．レーガンは私立学校の授業料を税額

控除の対象にしようと躍起になっているし，同時に公

教育への連邦援助を削減することに決めている.AFT 

はこの 2つの政策に強く反対している．事実，シャン

カーは AFT大会の前日に「Fプラス」でしかないと

レーガンを言平｛面したlまかりで、ある．しかしレーガンが，

すぐれた教育のために努力する教師達を称賛し，教育

の水準を上げる必要を説いて，公教育再生のパートナ

ーにな って欲しいと語った時，シャンカ ーも大会参加

者も盛大な拍手をレーガンに送ったのだった

AFT大会に出席することによって，レーガンは国民

の聞に公教育改善の気運が高まっている現実に応えよ

うとしたのである．彼にはまた58万人の教師を抱える

AFTに協力する意向を表わして，教員組合運動の亀裂

を広げようとする意図があったのだろう． 「もう 1つ

大きな教員組織があるのを私は知っているが，組織の

大きさと同程度に，心の広さや進取の精神は大事であ

る.AFTは（別の組織よりも）懸命に努力している」

と， レーガンは述べた

同じ頃最大手の教員組合，米国教育協会（NEA）は

フィラデルフイアで大会を聞いていた.NEAは170万

人の組合員を擁し，’80年の民主党大会で最大の代議員

と補欠団を傘下に持った組織であり，レーガンの政策

には全面的に反対で、ある．だがNEA大会のムードは防

御的だった．大会後辞任する予定の委員長ウィラード

・マ クガイアは，「NEAは私利を追い求め，仕事量を

減らし，組合員を増やすことのみ熱心で、あるとしばし

ば非難されるが，全くのたわ言にすぎない」と弁じた．

AFT大学でシャンカーが， 「我々は危険な時代にいる，

教育が攻撃にさらされている」と云った時，彼は NEA

に自己の立場を固守しないようにと警告を発していた

のかもしれない．

この数年間，教員組合にとって事態は厳しかった

予算を減らされて赤字になるところも多く，人員削減

を強いられたところもある．教員ストライキは昨年度

は87回にすぎなかったが， 3年前は 242回だった．無

い袖はふれぬということが分ったからである ．今年の
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春「教育の卓越に関する全米委員会」 （’84, 5' 9 

(T）参照のこと）は，教師養成計画を相当改革する

必要があること，全体的に教師の給料を上げるべきで

あるとしながらも，イ憂れた孝文師の車合キヰは害IJり増しされ

るべきであると提案した．この能率給の導入は公正を

期し難いという理由で両組合とも反対しているのであ

るが．

2つの組合にはず、っと前からイデオロギ一上の相違

点がある ．この10年間 NEAは，少数民族の生徒達の努

力の成果が正確に反映されないとして，生徒の統一テ

ストに反対してきた．また教師に対する適性テストも，

能力をペーパーテストで判断することはできないとし

て反対している ．だがAFTは，生徒の統一テストは生

徒の進歩を評価する有効な手段であり，教師の適正テ

ストは新しく教師を採用する場合には実施しでもよい

と考えている．

レーガンは AFTを称賛し NEAを米国の子供を洗

脳していると攻撃して，組合間の方針の違いを逆手にと

って利用しよ うとさえした．両者の大会で最大の論点

となったのは，最近一般の人達や政治家の注目を集め

つつある，能率給である．今日の状況では簡単に拒絶

できないとして， AFTはこの数ヶ月間それについて言す

議を重ねている .AFT大会に出席し演説したテネシー

州知事で共和党員のラマー・アレグザン ダーは，岡山、｜

に包括的な能率給を導入するべく議会に提案している

が，それによると能率給は 4段階に分れ，最高の「マ

スタ ー」教師は最低の給料の60%増しとなる予定であ

る.AFT出席者はスピーチカf終ると起立して拍手した．

対照的に NEAは最近まで， 能率給の問題を論じるこ

とすら反対してきた．しかし NEAの新執行部は公平な

能率給制度を実現する方策を考慮することにやぶさか

ではないようだ．新しい委員長のメアリー・フュート

レルは，組合はいぜんとして能率給には反対であるが，

「討議の場に乗せないほど頑なではなしりと云った

新書記長のドン・キャメロンは組合員に，多くの問題

を再考するよう訴え，また「米国の学校には不適格な

教師がいることを明言しなければならぬ」とも云った．

両組合とも危機に直面しているのは明らかである

両者とも組合員の職と給与を守仏教育の質を高める

運動に参加することを望んでいる．全米中高校長会長

のスコット ・トンプソンは「組合は質の高い学校を切

望する声に積極的に答えねばならぬ」と云う． AFT 

のシャンカ ーは現実的に問題をとらえて，「我々が適正

な答えを出すなら各方面から賛同を得ることができる，

しかし頑固に反対し，強硬な手段をとれば，我々は孤

立し崩壊する絶好の機会が待ち構えている」と語る

20) 「学外セミナー」 ’83, 8, 8 (NW) 

（注 ：海洋教育協会（SEA）の活動については，’80

1' 28日号の Timeがこのコラムでとりあげている ．）

海洋学，航海 ・海事学などについて12週間の海洋セ

ミナーを行う SEA(Sea Education Association）の

授業料は5500ドルで＼これには船上生活に先立つ 6週

間の陸上講習のための食事 ・部屋代は含まれていない．

苦しい訓練と高い費用にも拘らず，今年の志望者のう

ち60人は定員超過で断わらねばならなかった

海洋セミナーのような風変りな，オフ ・キャンパス

講習が年々±Viえつつある．ケープ・コッド沖合での鯨

の観察， 一11i；銅時代の名残を止めたイスラエルの漁村で

の寄古学的発掘調査，シェイクスピア研究者たちの英

国旅行など，多くの人たちが書物を超えた学問の世界

を発見している．大学生は自己の適性を探し求めつつ

所属する大学に適用できる履習単位を取得し，大人た

ちは日常生活から離れた清新な解放感を味うことがで

きる

つい最近米国ヴァージン諸島セント ・ジョンに，ダ

イビングと水中ロボットセミナーに参加するため， 13

人の学生がやって来た.17才から20才に至る参加者は

さんご礁の生態学について 3週間のセミナーを受ける．

1400ドルの費用には少なくとも 1日2回のダイビング，

海洋生物学者によるさんご礁の植物と動物の講義が含

まれていて，個人及びグループによるプロジェクト研

究を実施する機会が与えられる ．勿論も っと普通の夏

の楽しみを味う時間はある．

また今年の夏， 200人の学生がーーその 3分の 2は

単位の取得をも望んでいる一一火山研究のためセント

・へレナ山と アイスランドに 湖と河川に及ぼす酸性

雨の影響調査のためアラスカのアディ ロンダックスに

行く予定である．主催者はマサチュウセッツ，ケンブ

リッジのフィ ールド研究講座 （SFS）である

あらゆる種類の外国研究講座がある．マカレスタ ー

大学の政治学教授ドロシー・ ドyジはこれまで， 20回

も中国研究講座に付き添って香港，中国に行き，村落，

公社を訪ね，地方幹部と懇談し，南京大学の講義に出

席した．ある高校教師はカリフォルニア大学が主催す

る講座で，猿の行動研究のため昨年ノfナマに行った．

この種の催しによって，大学と卒業生が物心両面に

亘ってより密接に結びつく場合もある．ブラウン大学

の卒業生は今年 4日間，ダニューブ川に旅行してスラ

ヴ語系の研修を行い，ハーバー ドは比較宗教学研究の

ためインドネ シア に，都市計画 ・建築研究にローマに

卒業生を送った．このような計画で南メソジスト大学

は昨年24句000ドルの収益をあげたという．
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21) 「幸福な人々一一一マッカーサー受賞者は自分の

好むことをすることができる」’83, 8, 8 (T) 

「奇跡だわ」とラ ンドール ・フォスパーグは叫んだ，

実際そう思われた．先週降って湧いたような贈物に対

して，軍縮運動の推進者フォスパーグはそう云ったの

だ．彼女は，ジョン・ Dおよびキャサリン・マッカー

サー財団から贈られた20万4千ドルを自由に使ってい

いのだ．彼女は核兵器凍結喋の立案者の 1人だった

マッカーサー財団が，予期しない高額の贈物を贈り

始めて 3年目の今年の受賞者には，全部で14名の学者

と専門家が含まれていた．この金額は1年に24,000ドル

から60,000ドルまでの範囲で， 5年に亘つで支払われる．

受賞者はまた自分の所属する機関・団体のためにさら

に15,000ドルを追加して受けとることができる

賞金に対して受賞者は文字通りに何の義務も負わな

い．この賞は「発見や社会への重要な貢献」を奨励す

るために設けられた，才能・人材探しである．しかし

新たな発明発見はおろか経過報告すら提出する必要が

ない．しかし受賞候補になるために自ら応募すること

はできない．自らは知らずして，百名ほどの秘密の委

員会から指名されるのである．

この財団は，企業家でパンカーズ生命保険会社の全

株式保有者であった，ジョン・ D ・マッカーサーが19

78年に死亡した後活動を始めた. 9億 3千万ドルの財

産を持つ財団は米国で4番目に大きい． （フォ ード，

ジョンソン，ケロッグに次ぐ．）マッカーサーは財産

の処分を保管人達に委ねた於彼らは創遣性豊かな者達か

ら経済的不安を無くしてやろうという案を思いついた．

'81年の受賞者でハーバードの物理学者ロパート・コー

ルズは「この賞金が終ったら生活がどうなるか心配に

なる」と言吾っている．

これまでの受賞者80人のうちから数人を選んで，賞

金が彼らの生活をどう変えたかたずねてみた

企作曲家ラルフ・シャピイ， 1982年に28万 8千ドル．

シカゴ大学作曲科教授の シャピイは， 「大きな違いは

心理的なものだ，金について心配はな p」と云う．ハ

イド・パークの雑然とした部屋で作曲を続け，いぜん

として車を持たない．無調の複雑な曲にも拘らず，「表

情が豊かでロマンティック」と評する批評家もいる．

新しく見出だした経済的安定は創造性にプラスになっ

ている． 「芸術家は屋根裏部屋で飢えていなければ，

という話・カずあるカヘ ロマンティックなナンセンスだ．

私は満腹でも同じように いやもっといい音楽が作

れるだろう」と云う

...作家レスリー・マーモン・シルコ，’81年に17万6千

ドル． 受賞前，彼女はアリゾナ大学英文科助教授だっ

た． 「私は絶望に落ち入りかけていた．作品を書く時

聞がどうしても足らなくて」と，彼女は語る．ラグナ

・プエブロ・インデイアンであるシルコは，タクソン

山脈の小さな農場に 2人の息子を住み，悪に出会った

インデイアンの寓話に基いたテレビドラマの台本を完

成したばかりである．またインデイアンの眼を通して

西洋人の歴史を描く小説第 2作目の相当部分を書きあ

げたとも語った．処女作「f義式」は先の大戦で、乱心したイ

ンディアンの退役軍人の物語であった，ヴァイキング

社から’77年に出て批評家の賞賛を得た杭 7500部しか

売れなかった．

受賞は生活費を得た以上の意味があった． 「受賞が

私の中の何かを解放してくれた．アイデイアが生れ，

内部の何かが変った・・・・・・」

企生物学者マイケル・ギーズリン，’81年に21万2千ド

ル．進化論生物学者で， 「ダーウイン的方法の勝利」

(1969）の著者ギーズリンは，受賞前以上に著述と研

究に没頭するため，カリフォルニア大学パークレーの

教職を辞した． 「家を売って瓜に火をともすように暮

していたが，賞金のおかげであちこちに旅行して研究

をすすめることができる．」事実彼は月々の給付額の

l部を節約することにより， 「死ぬまでどうにか暮す

ことカfで、きるだろう」と言吾る．

彼は太平洋のさんご礁に行ったり，ケンブリッジ大

学のダーウィン文庫を調べるために賞金の 1部を使っ

た．実を云えば，文庫の維持のため 5千ドル，客員教

授をしたユタ大学の進化論研究推進のため l万ドルを

寄付している．

今までのところ受賞者の聞から輝やかしい発見もノ

ーベル賞も生れてはいないが，理事長のロデリック・

マッカーサーに不満はない． 「あと10年経てば受賞者

百人のうちの少なくとも 1人は，世界をいくらか変え

るような仕事をしてくれるだろうと思う ．百%の予想、

は勿論できないが， しかし価値のある賭だと信じてい

る」と彼は語る．

22) 「黙示録的な学聞 大西洋の両岸で兵器制限

論を教える」 ’83, 9, 5 (T) 

あと48時間で兵器制限交渉は打ち切られる．ソ連派

遣団はポーカーフェイスで妥協しない．ソ連側主席は

「米国の大統領選が迫って，兵器配備の問題解決を急

がねばならぬから，彼らは譲歩せざるを得ないだろう」と

云う ．ノーと米国側の 1人が云う ．「ソ連が大型ミサイ

ル計画に固執するなら，我々はMXとトライデントを

計画通りに配備するだろう．」

交渉打ち切り時聞は迫っているか．そうではない．

また交渉の場所は戦略兵器制限交渉（START）と中距

離核兵器交渉（INF）が行われているジュネーヴでは
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なく，ボン大学の教室であり派遣団員は西ドイツの学

生である．それは UCLAの国際戦略問題センター副所

長である36才のウィリアム・ポッター客員教授が教え

る4週間の講座のハイライトであった．芸術と科学研

究を後援するボンのフリッツ・ティッセン財団がスポ

ンサーである．

「米ソ兵器制限交渉の シュミレーション」に参加す

る学生は，準備として核兵器阻止論，初期の制限交渉，

米ソの戦略理論の進展に関して広範な研究を要求され

た．その主要目的は学生達にソ連の見方を理解させる

ことにあった．

ボンでセミナーを指導する前，ポッターは米国の大

学で10年以上この種の講座を教えて来た．彼の学生の

中には核兵器政策の作成に関与する政府部門に入って

いる者もいる．

23) 「最初の原則に帰る一一フォード財団がコミュ

ニティ・カレッジの学力向上に肩入れする」’83'9' 

19 (T) 

（注：コミュニテイ・カレッジとは地域住民のため

の公立大学で，主として 2年制である ．職業教育が重

視されるが， 4年制大学の前期課程のコースもある．）

20年前 2年制のコミュニティ・カレッジ（以下地域

短大と略）が造られたが，その主目標は最終的に 4年

制の州立大学に進もうとする学生を受け入れ，学力を

つけて準備させることにあった．学生は家庭に住み

ながら安い費用で，高等教育の最初の 2年間を修了で

きるのである．以来，近くて便利なこの種の短大は倍

増して1219校を算えるに至った．今年の秋は約 500万

人の学生が在学して，全国の大学 1' 2年生の60%を

占めている．しかしこの目覚ましい拡大成長の中で，

地域短大は最初の学問的目標を見失いつつある．すべ

ての入学生を満足させようとして，冷蔵庫のしくみと

か，創造的離婚といった「実際的な」科目を優先し，

伝統的正統的なカリキュラムを冷遇するようになった．

10年前は短大の全学生の 3分の 2余りが4年制大学に

進もうとしていたが，現在は 3分の lに減少している．

関係者たちは地域短大を最初の出発点に戻す方法を

探し求めている．その大きな理由は，学生が一般教養

と科学の基礎を着実に習得すべきであるという関心が

高まっているからであり，別の理由としては予算の減

少がある．今週フォード財団は， 4年制大学に学生を

送った努力を多として， 19都市の24の地域短大に夫々

2万 5千ドルを贈り，短大の改善に援助の手を差しの

べた．来年度には同財団は，他のモデルとなるような

改革を行った短大に総額25万ドルを贈る予定である．

狙いは，と理事長のフランクリン・トマスは語る，よ

り多くの学生がより高い教育のパイプラインに進んで

学士号をとるのを助けることである．

地域短大が長年培ってきた多様な職業コースを廃止

することは，誰も考えていない．事実短大が提供する

職業訓練は，高い失業率が低下せず，技術を持つ労働

者に対して需要が増加している現在，その重要性はよ

り大きくなっていると考えられる．しかし同時にアカ

デミックな教育を改善するために何かがなされねばな

らないことも明白である. 4年制大学に移る学生は往

々にして学力不足であり，例えば、カリフォルニア大学

では 3年編入の学生の30%が1年以内に退学を余儀な

くされている

その理由は幾っかある．地域短大の多くの学生は家

族の扶養など，普通の学生を悩ますことがない責任を

負っている．が学生の可能性を引き出すことができず，

好学心を持つ学生を無視しがちな大学自身に責めを負

わさねばならぬ場合も多い．多くの短大は自校の卒業

生を受け入れる 4年制大学と科目履習について打ち合

わせすらしていないので，編入生は自分が取った単位

が4年制大学に通用しないことを知って狼敗すること

になる. 4年制大学に結びつかない科目を廃止するよ

う，圧力をかける州議会もある．短期大学の予算を10

%, 4500万ドル削られたワシントン州の27校は全部で

約4500時間を廃止した．職業訓練科目を減らすところ

もあり，ロスアンジェルスのある短大は同種の授業時

間を40%中止することにしている

全国的に見ると，黒人とラテンアメリカ系の大学生

の半分以上が地域短大に入学している．ヴァ ージニア

州リ ッチモンドの J.サージェント・レイノルズ短大

の10,383人の学生の 3分の 1は黒人である. 4年制に

進む希望を持つ学生は同窓会が助けてくれる．この

同窓会はまた黒人生徒が全市の90%を占める高校をす

べて訪問して，有望な生徒を探し求めている．同窓会

長のリチヤード・スターリングは「我々はまるで煙突

だ，生徒を短大に行くようにすすめ，彼らをさらに 4

年制の大学に進ませようとするのだから」と語る．

24) 「人文科高等学校」 ’83, 11, 21 (NW) 

現代史は自然科学を偏愛しているように見える．ソ

連のスプー卜ニクが最初に宇宙に到達し，あるいは日

本がマイクロエレクトロニクスの分野で目ざましい進

歩を遂げたにせよ，学校はこれらの固との競争に負け

ない理科の能力を持つ子供達をっくり出すよう求めら

れている．しかしマンハッタン西部地区のある高校では，

423人の生徒と27人の教師が，人文科高校（HSH）と呼

ばれる幾らか反時代的な試みに挑戦している．彼らの対

極に位置する有名なプロンクス理科高校の生徒たちは
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マイクロ生物学の学習に追われているが，この高校で

はソクラテスの裁判を実際に再演する予定である．彼

らは科学を軽視しているのではなく，コンピューター

は必修科目であるが， 「良心を欠いた科学は魂の廃虚

にすぎない」という，ラプレーのアフォリズムに固執

している．

HSHは，ある失敗した高校を再生しようとする欲求

の中から生れた高校である．新しい装いの下で「デモ

クラシ一社会の市民は，推論の能力，概念を形成する

力，言語能力，自己と伝統を理解する力を養わねばな

らない」という前提に立脚している，と校長ミルトン

・シルバーは語る．この目的のために，例えば社会科

は文学（デイツケンズの「オリヴァー・ツイスト」），

政治的著作（「毛沢東語録」）及び考古学，美術，音

楽がすべて動員される．そしてあらゆる科目の授業が

同時に作文を含む英語の授業にもなっている．加えて，

シェイクスピアを 1学期，外国語を3年間，作文を 2コ

ース履習することが義務づけられている．

HSHには外部から かなりの支持が寄せられている．

ニューヨーク大学は全米人文科学基金（NEH）から助

成金を得て，特別に集められた HSH高校教師の養成を

援助し，ウエスタン・エレクトロニック社はこの高校

と「養子縁組」の関係を結んでいる．

25) 「どんじりはもう御免だ アーカンサス州が

教員試験実施の圧力に屈する」 ’83, 12, 26 ( T) 

アーカンサス州の公立教育は長い間米国の最下住で

あった．予算不足のため多くの地区は，小さな荒れは

でた校舎を抱え l部の教師たちの給料は全米最低であ

る．またアーカンサス南部の森林地帯にあるソーント

ン学校地区（全生徒数 300名）の10年生は，最近の基

礎学力テストで全米のピリだった．教師の平均給与は

11,663ドルにすぎないし，物理，外国語，美術の正式

な資格を持つ教師は 1人もいない．

今まではそうだった．先月民主党員の知事ピル・ク

リントン， 37才，は学力を高め，登校日を増やし，一

部の教師の反対があったが同州の24,000人の教師全

部に適性テストを受けさせ，受けない者は解雇すると

いう改革案を議会で通過させた．そのための予算措

置として，販売税を 3%から 4%に引きあげ，教育予

算に 1億 4千万ドルを上積みした．この改革案は今年

初め同様の改革を行ったフロリダ，カリフォルニア両

外｜の仔山こならうもので、ある

アーカンサス州の教育改革の主な動機は，必要な技

術を持つ卒業生を送り出して新しい産業を招き寄せた

いという希望である．同州には無論すぐれた学校がい

くつあるのだ於 他の大多数の学校は全対也守なテストで成

績が悪い．その大きな理由は予算である ．同州の生

徒（全体で432,000人）1人当りの予算は長年米国で最低

に近かった．昨年は全米平均2952ドルに対し， 2035ド

ルにすぎなかった．同州、｜の教師の平均給与は全米平均

21, 671ドルに対し， 15,029ドルである． 「この 2ヶの

数字だけでも悪いイメージを与える」と，州、｜教育庁の

ドン・ロパーツは述べる．昨年の同州の高卒者のうち

大学入学者は僅か38%であった． （全米平均は53%).

州の 370学区のうち 170地区では外国語， 91地区で化

学， 184地区で物理を教えていない．

改革案の議会通過は，彼自身アーカンサスの公立学

校出身である知事クリントンにとって lつの勝利であ

った .1968年にジョージタウン大学卒業，ローズ奨学

生に選ばれ，イエール大学で法律の学位を得，’78年に

全米最年少の知事となった ．州議会は 5月に教育水準

向上委員会を設置し，委員長にクリントンの妻で弁護

士のヒラリー・クリントンを指名した．委員会は各地

で集会を聞き， 9月に委員会案を発表した．知事夫妻

は州民の支持を盛り上げるため共同して遊説し， 「弁

解はもう要らない，我々の子供たちをトップにしよう」

というパンフレットが州内に溢れた

改革案の主な内容： 1日の登校時聞を5時聞から5.5

時間に増やす．卒業年令を 15才から 16才に延長する

来年から 3年生と 6年生に基礎学力テストを受けさせ

る. 1987年以降は高校入学のために英語の読解力や数

学などの科目テストに合格しなければならない．この

ために州は向う 3年間に，新たに2500クラスを増設し

3500人の教師を採用しなければならぬと教育関係者は

予想している

改革案のなかで最大の問題点は教員適正テストであ

る．全教師は英語，作文，数学及び専門科目のテスト

に合格しなければならない．不合格者は再訓練を受け，

’87’年までに合格しなければ解雇される．米国最大の教

員組合 NEAはこの試験を組合攻撃とみなしている．

州当局は，教育テスト・サービス社（ETS）が作成

する新任教師採用のための全米教員テストを使用する

ことを考えているが， ETSの社長グレゴリー・アンリ

ーグはこのテストをベテラン教師の試験に使用するこ

とは不適当であると云う．しかしクリントンは， 「も

し教師の職業を尊敬に価するものとして再確立しよう

とするなら，個人的責任の逐行能力についてある種の

基準を作らねばならな LE」と反論する．多くの父兄と

教育関係者はこの改革案を支持している．リトル・ロ

ック ・テレビ局が行った世論調査によれば，回答者の

-65%が販売税の引き上げに賛成し， 61%が教員適正テ

ストを支持している
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の編纂過程

二十年誌編集委員会

「二十年誌」

受理＞＜昭和 59年9月1日

The process of editting the 20year History of Ariake National 

College of Technology 

Hiroshige HIGUCHI by 

TANGO Kyoichi 

KONDO Seishiro 

SETO Hiroshi 

MIYAGAWA 

HAN ADA 

Hideaki 

Fujio 

き

私達編集委員 6名の者が約 1年半にもわたってすすめてきた『有明高専二十年誌』の最終校正を終え，ほっと息

をついて以来丁度丸1年になる ．実際に本が完成したのはそれから 1か月後の 9月末のことで，それなりに全力を

つくして仕上げたという喜びをかみしめたのであるが，それにしても相当にしんどい仕事であったという思いはっ

きない．本校としては，すでに10年前に『十年史』が作成されていたのであるが，今回の私達の作業は，それを部

分的に参考にするにとどめ，ほとんど最初からとりかかるという形でプランを立て，資料を収集し，多くの方々に

執筆を依頼し，それをまとめていくといういたって苦労の多い道を敢えて選ぶことになった．このような作業をす

すめるにあたっての委員全員の努力は並々ならぬものがあったといささか自負の念をこめて述懐する次第

である。

ところで，私達がすすめてきたこの『二十年誌』編纂の仕事は，当然今後の三十周年史や五十周年史へとうけつ

がれ，継続されていくものと思うが，そのさい，もし過去の努力の跡を示す記録類が遣されていなかったならば，

後の人々はふたたび私達がこうむったような徒労を強いられることになりはしないだろうか．そのような思いから

1年半余にわたる編集作業の過程を一つのレポートの形にまとめておくことも意義のあることであろうと考え，そ

れを紀要に掲載することを思い立ったのである．将来のためにこのようなレポートを作成しておいたらどうかとい

う考え方そのものはすでに早くから私達の聞に根ざしていたが，それをうけた委員長が大体の骨組を作って提示さ

れたので，この夏の期間を利用し全委員協力して事に当ることになった．そして出来上がったのがかなり具体的な

資料等をも含む以下の各章の記述である．このささやかなレポートが， 10年後あるいは30年後における学校史の編

纂に何らかの形で寄与することができれば、，編集委員一同の喜びは望外にすぎるものというべきであろう．

カ昔、
えま
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第 1章作業日程抄録

後述のごとく，記念誌発刊に関して委員 6人は毎週

月曜日午後 3時10分に必ず図書館2階の図書館長室に

集合することにした．授業時聞が比較的空いていた為

である．そして，昭和57年4月以降58年 7月まで毎週

欠かさず会合を開いた.58年にはいり校正の段階には

昭和57年

いると月曜日だけではとても足らず，土曜の午後など

も大いに利用した．以下はそのうちの重要な会合事項

だけに関する覚書である．書きもらしたものもはるか

に多く，書かれざる部分にこそ重要な事項があったか

も知れぬが，大よその作業工程として略記しておく．

3月18日（木） 有明高専20年史刊行準備委員会・第 1回，刊行実動小グループ案校長より提案

3月20日（土） 向上・第 2回， 20年史編集委員 6名の人選， 10年史の発行概要報告

3月22日（月） 編集委員懇談会

4月7日（水） 第l回教官会議，上記委員会発足予定を校長説明

4月15日（木） 第 1回主任会で上記委員会諒承，発足決定

4月19日（月） 20年史編集委員会（以下会合とする），毎月曜日15時10分に図書館長室に会合約束

4月26日（月） 会合，印制所の件，特に近所の印刷所が都合が良いとの意向を庶務課長に進言

4月27日（火） 第2回教官会議，通史・部門史・資料の 3部からなる案を発表し，協力を依頼

5月3日（月） 会合，先ず目次素案を書くことをもって出発と決め，委員長が初案の作成を約束

5月10日（月） 会合，目次素案について検討，専用原稿用紙作製について討議

5月17日（月） 会合，目次素案を主任会提出案としてまとめる

5月20日（木） 第2回主任会で目次素案（第 l案）を検討，大綱において諒承さる

5月24日（月） 会合，委員長が上記主任会の意向を委員に伝達， 「十年史」と比較しつつ再検討

5月25日（火） 会合， Eプリント社に面談の上費用等質問

5月31日（月） 会合，部門史中の各科（MECAG）の書き方検討，通史執筆者決定（委員 2名）

6月7日（月） 会合，執筆ページ数の割りふりについて討議

6月14日（月） 会合，向上

6月18日（金） 顧問会議でクラブ顧問の執筆要領について諒承

6月21日（月） 会合，資料担当委員が資料として必要と思われる項目すべてを提示（第 1案）

6月28日（月） 会合，目次第 l案を訂正し第 2案にまとめる

7月5日（月） 会合，目次第 2案に更に訂正を加え第 3案作成を行なう，資料項目第 1案を更に厳選

7月10日（土） 資料編についてその作成を事務部に依頼

7月12日（月） 会合，目次第 3案を決定

7月13日（火） 第5回教官会議に目次最終案を提出，執筆依頼を予告，執筆要領（20年史を執筆していただく方

7月20日（火）

7月23日（金）

8月5日（木）

8月6日（金）

8月17日（火）

9月6日（月）

9月13日（月）

9月14日（火）

9月16日（木）

9月17日（金）

12月16日（木）

に）を配布，この会議以後各方面に執筆を依頼する，締切年末

Eプリント社から活字印刷見本の一部届く，さらに数種の見本依頼

品川学生主事ヘ執筆等依頼各科主任へ卒業生の進路ならびに物故者等調査依頼

同窓会長以下同窓会役員との会合，同窓会員への執筆依頼方法を検討

各科主任に同窓会員（卒業生）への執筆依頼方依頼

上の件について各科主任へ補足，原稿締切日月末日

会合，執筆者の記名・署名の検討

会合，向上の案件につき無記名方式を採ることを校長に報告

事務部より資料等借用

二十周年記念事業企画委員会・ 20年誌を含む全事業の募金方法検討

会合，資料編21項目について執筆進展の確認， M完了

クラブ顧問教官に執筆要領の補足を行なう．
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会合，原稿の集まり具合検討

会合，今後の作業工程について話し合う

全教官に文書にて原稿の最終締切 2月7日，写真締切 2月14日を通知

到着原稿の扱い方について協議

原稿の校正のやり方について統一的な問題を協議

会合，到着原稿を確認，各担当委員で回し読みの準備

会合，写真到着を確認

事務部長との会談，印刷社延命プリントに決定，アルバイト雇用の件に関して協議

会合，上記報告ならびに原稿回し読みの件

会合，原稿を読んで気付いた事などを発表しあう

午後より年表読み合わせ，不明部分について再調査

本日午後より春期休暇のため春休み中の作業計画立案

割付け作業，場所を図書館研究閲覧室に移す，ここにで連日割付け作業を行なう

35 

資料担当者は提出された基礎資料を確認の上，棒グラフや折れ線グラフ等にかきかえ，不明部分

については校内資料にあたり再調査する，校長に表題を「二十年誌」としたい旨連絡，諒承， 3 

月下旬より資料整理のためアルバイト学生8日間勤務，大牟田市内の撮影

4月6日（水） 全原稿ようやく揃う

4月8日（金）

4月14日（木）

4月18日（月）

5月9日（月）

5月25日（水）

5月30日（月）

6月10日（金）

6月13日（月）

6月20日（月）

6月27日（月）

7月4日（月）

7月9日（土）

7月11日（月）

7月16日 （土）

7月17日（日）

7月18日（月）

7月20日（水）

7月22日（金）

7月26日（火）

7月27日（水）

7月29日（金）

7月30日（土）

庶務課長に教職員の顔写真撮影の手続き要請 印刷文字決定を印刷社に連絡

20周年事業実行委員会にて総ペー ジ数 250頁となることを諒承

会合，割付けの修正，写真挿入箇所等の確認

全割付け作業完了， 部門毎に整理

通史 Iの初回印刷見本が届き，タイトルの地を変更してもらった上，通史 Iからの印刷を開始し

てもらうよう最京冬的に依頼

これより逐次初校届く

初校印制原稿を10部宛複写し，委員をはじめ関係各住に配布する，この複写作業は最終校正まで

続く，各委員は複写された原稿で予め校正を行ない，後会合を聞き全員で協議した

著者，初校校正締切り，著者校正は 1回限りとした

校長の「発刊にあたって」初校

会合，校正上の問題点を協議部門別に校正原稿を読み合わす

会合，向上

会合，向上

初校のため集合（クラブから事務部門に関して），写真の検討始める

資料後半受取り，クラブ ・事務部の初校提出

資料初校のため集合， 2校①受取りは変更するため印刷社に電話連絡する

本日より以後夏期休暇にはいるため連日作業を行なう．場所をセミナ一室に移す

会合，資料の部校正， 2人一組となり 1人が読み， 1人が誤字等チェ ックする

会合，同上，午後 2＿校①受取り

思い出初校のため集合

思い出と資料全部初校提出， 2校②受取り

グラビア 2校のため集合

2校③受取り

2校②の校正行なう，この日表紙・中扉決定リミット， 2校①提出

グラビアの全容を決定（12頁から16頁へ拡大）

写真等挿入場所について検討，採用写真の選択等
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8月 1日（月） 資料校正のため集合， 2校②提出

8月2日（火） 向上， 2校③提出

8月3日（水） 写真掲載作業

8月4日（木） 向上，本日グラビアリミット

8月5日 （金） 一日入学のため校正作業休止

8月7日 （日） 3校全部受取り

8月8日 （月） 3校校正作業 （全員による読み合わせ）

8月9日（火） 向上

8月10日 （水） 向上

8月11日（木） 向上，午後より 3校すべて提出，全作業終了

8月17日（水） 延命プリントに全員で赴き最終的なチェックを行なう

註記

1 . 57年 5月ごろ今後の編集作業はどのような手順を

ふんで行なえばよいのか，大体の目安をつけるために

延命プリントに計画表を作成してもらった．それがこ

の表である ．この表を基に執筆依頼や，原稿締切日な

ど大体の大枠を決めた．

58年 4月 5月 6月 7月 8月 9月

1 5 10 15 20 25 1 5 10 15 20 25 1 5 10 15 20 25 1 5 10 15 20 25 1 5 10 15 20 25 1 5 10 15 20 25 30 

割りつけ計算組版作業 初校修正 2 校修正 3校修 印刷製本検予備納品
正 収

ト一一一一一一一一一一一一寸 トー－－＜

カラー分解印刷 表紙印刷

製本無線綴，見返しっき納期昭和58年9月30日厳守

部数 1000冊

紙質 本文上質70kg（十候製紙，金王），表紙レサック厚口

規格 B5判工業規格（18.2cm×25.7cm)

校正 3回

カラー写真コ ート llOkg （色については未定） 印刷 オフセット印刷

ページ数 表紙 1ページ 内表紙 1ページ，カラー写真 2ページ，本文200ページ以内， 中 トピラ 3ページ

2.いよいよ作業もおし迫ったころ，校正を3回行な った．しかし，実際には編集委員の方にも校務があっ

うという方針を立てたため印刷作業とも密接な連絡を て この表を更に我々 6人の日程にあわせる必要があ

とりながら校正 を行なわねばならなかった．しかも延

滞することは許されなかった．この煩雑極まる作業を

推し進めるために作成されたのがこの表である ．一日

一日をむだにできない合理的な作業の組み合わせであ

った．先程の抄録と比べて項けたらその間の緊迫した

雰囲気が感得できょう． なおこの表にいう所の受取

り，提出とはすべて印刷社の側からのことばである．

［｜ 品品吋容） 1 ，＇.， ~2,~~~~~~一~1213 
組版および第 1校提出日｜ 0 0 0 

71第 1校分受け取り I o o o o 

月11校分修正および第2校提出 ｜ 一一一一一一一一一一一一一一 0 0 0 

112校分受け取り

作 ｜｜その他

業 r 12校分受け取り I o 
工 112校分修正ならびに3校提出 卜一一一一一一一O

程 sI 3校受け取りおよび修正

表月いージ立，修正箇所その他チェバ

日付印刷lカラー写真，グラビア関係

同刷上りチェック，製本屋渡し

；桝 お よ び チ エ yク日

L附

0 
受注

。。
表 紙l．品士
中トピラr，，＿；ι 

。
作成

58年7月11日

現在



有明工業高等専門学校紀要 第 21号 37 

第2章項目別詳細

作業の全日程については第 1章に述べたとおりであ

る．これを便宜的に区切れば次の 3部になると思う．

〔l〕準備段階から執筆依頼まで

(57年 3月18日一一57年8月31日）

〔2〕原稿収集から割付けまで

(57年 9月1日一一58年4月7日）

〔3〕校正から製本まで

(58年4月8日一一58年8月17日）

特に〔 1〕は「二十年誌」の基本的構想を決定する

段階であり，まったくの白紙状態から出発した我々が

最も多くの会合時間を費した期間であった．

この章では大略この三つの段階に従って，問題とな

った中心的項目だけについて述べることにする．

〔1〕 準備段階から執筆依頼まで

有明高専二十年史・刊行準備委員会第 1回

57年3月18日（木） 小会議室

（出席者）校長・教務主事・学生主事・寮務主事・

事務部長・各科準備委員（機械工学科・電気工学科・

工業化学科・建築学科・一般科目より各 1名ずつ）

下記の 4項目について校長から相談があり，およそ

ひとまずの結論を得て確認し合った

1 .編集委員会の構成メ ンバー2案

第 l案 各科代表教官・事務部代表事務官で構成

第2案 実動小グループ教官で構成（校長案）

このいずれの場合も主任会が支持する

2.編集企画の大綱

他校の多数の「十年誌」 「二十年誌」等を参考とし

て， ( 1 ）通史， ( 2）部門史， ( 3）資料編の 3部

門を柱とし，これに回想記や座談会記などを加える．

なお「有明高専十年史」につながるものでなくて，同

誌はなかったものとして はじめから編纂する

3.頁数や予算の概数

次回（ 3月20日予定の準備委員会・第 2回）の会議

で事務部長が参考に「有明高専十年史」のデータを述

べることになった．

なお，もし編集委員会委員に第 2案が採択される時

には，そのメンバーとして，瀬戸・花田・丹後・樋口

（一般科目），宮Jll（機械工学科）教官があげられた．

※ 最終は「二十年誌」に決まったが，この時点、で

は「二十年史」として話が進められていた．

有明高専二十年史・刊行準備委員会第2回

57年3月20日（土） 小会議室

（出席者）校長・教務主事・学生主事・寮務主事・

事務部長・編集委員候補（瀬戸・花田・丹後・樋口・

宮川）教官

1 .編集委員候補教官 5名が出席を求められた旨を校

長が説明した．

2.事務部長から「有明高専十年史」関係のデータの

説明があった．（本記録では金額については割愛する）

発行年月日 昭和49年 3月

本の形式 AS版・ 260頁（写真はアート紙8頁）

クロス（ハード）カバー

発行部数 1000冊

公共機関配布 150，個人売却 450，残り 400

3.編集委員の正式メンバーは上記候補者 5人で話し

合いの上， 4月7日までに決めること．

候補者 5人の話し合い

1 .第2案（校長案）を採択する方がよいと考えた．

2. このほかに電気工学科の近藤が加わることで引受

けるはらを決めた．近藤は「十年史」の編集委員であ

るし，科のバランスもとれると考えた

3.勤務年数最長の樋口を委員長とする．

編集委員会発足

1 . 57年4月15日（木）の主任会で編集委員会の発足

が確認された．メンバーは上記 6人．

2.委員 6人は， 4月19日（月）に図書館長室に集合

し，以後，月曜日ごとに15時10分に図書館長室に集合

することを決めた．

発足直後の委員会最初の議題

1 .校長より言われた予算枠の範囲内で進める ．

2.本のスタイルはA4版，横書き，各頁は20字40行

の2段組みとした．この発想は市販の原稿用紙が利用

で、きることにあった．

3.署名執筆分と無署名執筆分の検討

通史の一部分や部門史の大部分について，署名入り

で書いてもらうと，文章が主観的になり，また「あの

とき私は～した」式になりやすいので，それを防ぐ

ために無署名執筆を考えた．

4.通史は，大きな流れと編年体記述の 2部分に分け

て書く．
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5.委員の責任担当

丹後 年表

樋口 通史の編年体部分の前半10年

瀬戸 通史の編年体部分の後半10年

近藤・宮川 統計・資料

花田 回想

6. 目次素案

執筆依頼の対象や原稿枚数等を考えているうちに，

先ず目次素案をっくり，主任会の諒承をとりつけるこ

とが焦眉の急であると気付いた．

目次について

目次第 1案 150頁のものを主任会へ提出したのは，

5月20日であった．ここで大綱として諒承されたもの

の，各科等の20年の歴史を 3頁（ 400字12枚）に収め

ることは到底無理だと各科主任が表明した．そこで目

次を再三検討し， 7月13日の教官会議に 170頁の第 2

案を提示した．これが最終完成時には 260頁になった，

注 l ( 42頁）に，目次第 1' 2，完成のものを示す．

この「二十年誌」の刊行は，本校創立20年記念事業

の一環である．この事業内容を注 2 ( 43頁）に示す．

我々の苦慮が，常に事業上の予算制限枠と，一方，

執筆枠拡大要求の板ばさみのところにあったことはい

うまでもない．

「有明高専十年史」との比較検討

言を待つまでもなく，目次第 l案は無理で、ある．こ

の無理を通せば貧弱な記念誌ができるに違いないので

これを機会に「十年史」を調べることにした． 「十年

史」（A5版）の各部門の頁数はまちまちであるが，

そこに書かれている字数から「二十年誌」（B5版）

の頁数に換算し，目次第 1案と比較してみた．

機械工学科

電気工学科

工業化学科

建築学科

一般科 目

学生会執行部

同体育局

「十年史」 「二十年誌」の 目次第 1

の頁数 頁数に換算 案の頁数

17.5 

18.5 

11 

20 

7 

7 

33 

13 3 

14 3 

8.5 3 

15 3 

5.5 5 

5.5、、
24 I I 

~ 44 ~ 12 
同文化局 12 9 I I 
同同好会 7 5.5 I I 

このように例えば機械科10年の歴史が13頁書かれ，

20年の歴史を 3頁にというのは，書き方があるといっ

ても，無理というものであろうと痛感した．この検討

は目次第 l案を主任会へ出す前にしておくべきだった

というのが，委員としての反省事項である．

こうして，委員会は各部門へ 6頁，その他の配分を

決めて執筆を依頼した．以下その詳細を示す．

各科への執筆依頼

1 .専門各科（機械・電気・工業化学・建築）へ

見出し・図表・写真等を含んで6頁（ 400字原稿用

紙24枚）にまとめること．その内容は，

( 1）発足時の状況

( 2）科の特色（教育課程の歴史・理念，・主な就職先

卒業研究・工場見学・研修旅行・修学旅行）

( 3）教官の異動（所定のスタイルに統一）

( 4）施設・設備の主なもの

( 5）その他手ヰで書きたいもの

( 6）写真数枚

なお次のことをお願いした．無署名（客観的筆法）

で書くこと．教官は「00教官」で統一すること．た

だし，昇任・異動等人事の部分のみ「教授・助教授」

等とすること．資料篇の中に教官の異動・学生の全就

職先の人数を載せるので各科ではコンパクトに入れ

てもらいたいこと．

2.一般科目

( 1）総括・国語・社会・数学・物理・化学・体育・

英語・ドイツ語・美術・音楽の全体で6頁とする

( 2）各科目の特色，教官の異動，教育課程の主な歴

史や理念，施設・設備，写真，その他

( 3) 1科目は半頁（ 800字）見当になるので，科で

コンパクトな表現を考えてもらいたい．

その他一般的なお願いは専門科宛と同じ．

クラブ活動執筆依頼（顧問教官へ）

クラブ活動については，クラブ数が多い上に20年の

活動歴があるので＼顧問教官としては書く内容は山積

しているし，写真や部員名簿・記録等を入れたいだろ

うが，他とのバランスもあるので＼各部半頁（400字）

を一応の目標とし，多くても 1頁（ 800字）を超えな

いという原案をもって， 57年 6月18日（金）の高専体

育大会顧問会議に学生主事から提案してもら った．こ

れが諒承されたあとで，全部の教官が何かの顧問教官

をしている関係上， 7月13日の教官会議で同趣旨を樋

口が説明，全教官の諒承を得た

I部について20年の歴史を 400字に収めるのは無理

なことがわかっている委員としては心苦しかった
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寄宿舎関係執筆依頼（寮務主事へ）

寮務主事に 6頁分の執筆を依頼した．その中には，

寮生保護者会会長の祝辞 l頁と その他は寮務主事の

判断による諸方面への署名執筆依頼方を頼んだ

署名執筆依頼

書簡 ・訪問 ・電話等により 次の方々に署名執筆を

｛衣頼した（敬称略）

発刊にあたって

二十年誌に寄せて

創立20周年に寄せて

創立20周年にあたって

「胎動」 （通史の中）

「創設」 （ 同 ） 

「揺監」 （ 同 ） 

「飛躍」 （ 同 ） 

回想 ・旧教官

回想 ・旧事務官

学寮20周年によせて

小母さんのことども

20年を顧みて

校長 吉村虎戴 2 

前校長 轟 一郎 2

同窓会会長塚本敏樹

後援会会長原章一

旧教官 寺本匡諜

教官 勝田正男

教官 木本知男

教官 下村龍太郎

前校長 轟 一郎 0.5

機械工学科池本憲義 0.5

電気工学科 川野広市 0.5

工業化学科吉田照正 0.5

建築学科 山口光臣 0.5 

一般科目 棚町知弥 0.5

一般科目 室永芳三 0.5

一般科目 吉富久夫 0.5

旧事務部長村上正夫 0.5

旧事務部長岡田六郎 0.5

寮生保護者会会長 中地末美 0.5 

初代寮務主事 室永芳三 0.5

寮母 石井美江 0.5

給食のあゆみ 栄養士 島本久子 0.5

回想文の人選は本校に10年前後勤務された教職員と

し，各科のバラ ンス を考えて上のようにした．このう

ち，回想文中の前校長轟一郎先生の玉稿は内容上通史

の中に移した．また棚町知弥 ・村上正夫両氏からはご

都合で得られなかった．下の 4人の方は，寮務主事を

通じて執筆依頼したものである． （上記載の右端の数

字は執筆依頼の頁数である）

同窓会員 （卒業生）への執筆依頼

57年8月5日，同窓会役員との会合において委任さ

れたので以下のようにした．例えば 「43・M」とあれ

ば， 43年 3月機械工学科卒業生の l人に書いてもらう

の意であり，人選はその科の教官に依頼した.1人0.5

頁． (M機械 ・E電気 ・C工業化学 ・A建築の各科）

43-M EC 44-M E 45一CM 46-EC 

47-M E 48-C A 49-M E C出 50-CA

51-ME 52-CA 53-ME 54-CA 

55-M E 56-C A 57-M E 58-C A 

上を各科ごとに書き直すと次のようになり，この形

で各学科主任に連絡した．

M 43 44 45 47 49 51 53 55 57 

E 43 44 46 47 49 51 53 55 57 

c 43 45 46 48 50 52 54 56 58 49諜

A 48 50 52 54 56 58 

※ は柔道事故学生の学級につき特に寄稿を願った

在校生への執筆依頼

57年度のMl年生 E2年生 C3年生 A4年生

CA5年生の各 1人に0.5頁．学級担任に依頼．

その他の執筆依頼

以下は，内容に注文をつけることなく （ ）内の人

に，すべて 6枚で依頼した

図書館（館長），電子計算器室（室長），綜合実習

センタ一（センター長），事務部（部長），学生会執

行部（学生主事）

執筆要領配布

上記の執筆依頼にあたって 「執筆していただ くため

に」という執筆基準要領を文章化し， 57年 7月13日の

教官会議に提出し，全教官および執筆依頼者に配布し

た．これを注3 ( 43頁）として掲げておく ．

統計 ・資料編作成順序

1 . 10数校の十年史 ・二十年史等で統計 ・資料を載せ

ている本を参考にし，また本校独自の項目も考慮し，

考えられる項目の一覧表を作った．これは81項目にも

なった．注 4 ( 44頁）にこれを掲げておく．同時に

各項目の頁数の概算をおこな った

2.今回取上げる項目について委員全員で検討し，取

捨選択をし，各項目の頁数と順序をおよそ決めた．

3.次にその基礎資料として必要な事柄についてその

作成を事務部に依頼した（57年 7月10日）．どの項目

が担当事務部になったかについては，注 5 ( 45頁）

の中に記入しておいた．

4.事務部に依頼していた基礎資料が集ま ってきたと

ころで，項目ごとに表や図の作成を始め， 58年 3月末
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ごろに完成した．この段階で項目の順序の入れ替えや

ページ配分の変更が考えられるので，委員の中の近藤

と宮川が一切を任せられた．二人は項目毎に頁数を決

め，順位を決め，表の形や図の種類を決めた．

5. この際，項目を大きなグループに分類し，大見出

しをつけて見やすくしようと努力したが，実際に当っ

てみると，それは困難なことであった．例えば人事 ・

入試 ・就職等と大分けしようとしても，それで括れな

いものが数多く出てきた．もう一つは，当然見聞きに

納めたいという制約のため，－Ji決めた項目順序を変

更せざるをえなくなった事態にしばしば遭遇した．こ

の試行錯誤を終てできた最終のものが先に述べた注 5

( 45頁）である．

6.資料中尼大なものの一つは2000人に及ぶ卒業生の

就職先一覧である ．これは割愛しないようにしたが，

20年間に 1会社に 1人しか行っていなし叶列もあるので

頁数を節約し，かつ見やすくするために， 4人以上行

っている会社と 3人以下の会社に分けてまとめた．ま

た会社をアイウエオ順に並べるのに多大の労を要し，

なお，ここに至るまでの基礎資料をこうしてアレンジ

し直した点について，基礎資料を提供された学生係と

各専門学科に諒解を願った

〔2〕 原稿収集から割付けまで

割付け方法

1 .文章中心の部分（写真・図表等入り）の原稿から

どおりの朱肉の色を出してもらい，印刷場所は，空間

を楽しめるように， 「目次」とだけタイトル文字を書

いた頁の下に印刷してもらった

印刷文字の選定

印刷文字については 6種類の印刷見本を出してもら

い，どれが読みやすいかを委員会で検討した．そのす

べての一部分を実物大で注 6 ( 46, 47頁）に示して

おく．その（ 1 ）は最初に印刷社が持ってきたもので

あるが，一般論としては「字聞が詰って，行間（ピッ

チ）のあいている」方が読みやすいということから，

試みに (1）に平体をかけたもの，その他を持ってき

てもらった．横に20字より 23, 24字の方が読みやすい

ということを教えてくれた人もいた．これらも見本に

入村てもらい，委員で検討した結果， ( 3）と（ 5) 

について 3: 3となったので，再検討して（ 5）に決

めた．

アルバイト

統計 ・資料のアレンジ ・割付け ・読み合わせ等には

アルバイト学生を必要としたので，学校の諒承を得て

当時4Eの平川孝二君に， 58年3月22, 24, 25, 28, 

29, 30, 31, 4月1日の計8日間手伝ってもらった

〔3〕 校正から製本まで

割付け作業をするに当っては 400字原稿用紙4枚を 校正していて特に気付いた点

並べて縮小コピーをし， B5版の紙の中に 800字の 2

段になるように作る．この紙を綴じると，でき上りと 校正方法そのものは定石どおりであるが，校正上の

同型の白本ができる．これに文字も写真等も，でき上 三閣題点、でなく，本来原稿段階での問題をつい気付かず

りと同型に割付けていった． に校正に持込んでしまった 3点について述べる

2.統計 ・資料の割付けは，白紙本をっくり，具体的 1 . 「昭和」の文字の乱発

な割付けをする ．最終的に見聞きページの関係，表や その頁全体にわたって「昭和何年何月何日に云々，

図の大きさにより，その配分に苦労するところあり， 昭和何年何月何日に云々，昭和何年…昭和…昭和…」

なかなかはじめの意図どおりにいかなかった． と日付けごとに昭和を書いている原稿が非常に多く，

中には l頁に30個も書いであるのがあった．今回委員

タイトル は生原稿の段階で気付かず初校ゲラを見て驚いた始

末であった．初校の段階で最初の「昭和」だけを残し

見やすいことを目標としてタイトル文字を左に，あ あと全部を削除したが，印刷が写植印刷だから，印刷

まり大きくせず，右に関連写真を入れる形で統ーした． 社はその頁について全面打ち直しとな ったようで，こ

うして多大の頁について印刷社に少なからず迷惑をか

轟 ・前校長の纂刻 けた．またこのために製本料金が高くなることも考え

なければならない． 他山の石として参考に供したい．

二十周年記念に寄せられた築刻については カラー 2.数字（漢数字と算用数字）の混用

l色刷り の場合は特に高価にならないことから 原色 「二十年誌」は 「二十」で， 「創立20年を迎えて」
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は「20」であろう．校正中，この混用に気がついた．

3.官職名と「教官」の混用

全体的に「教官」で統一．ただし，人事の場合のみ

官職名をお願いした．この混用も多かった．

これらについて初校で多大の時間をかけて校正した

が，注7 ( 47頁）にその見本を掲示する

4.上記のほかに，印刷にしてみてはじめて，どの文

字を使うべきか特に気がつくことがしばしばあった．

「エネルギー」か「エネルギ」か， 「コンピュータ」

か「コンビューター」か， 「学外」か「校外」か，

「始め……」か「初め……」か．さらに随所に現れる

「現れ」 「起る」 「向う」 「止る」 「集る」 「行う」

なのか， 「現われ・起こる・向かう・止まる・集まる

行なう」なのか，人によってまちまちで、戸惑った．

製本上の値段に関すること

カラー写真を多く入れたかったが，印刷社に尋ねた

ところによると，カラー写真 1枚入れるごとに本 1冊

について 120円だけ高くなるとのことだったので，カ

ラー写真については校舎全景の一枚だけにした．もう

ひとつのカラ一部分は前述の築刻である

次に本の表紙をハードカバーにするときには，ソフ

トカバーのときよりも l冊について 800円高くなると

言われた．委員会としてはハードカバーの貫録はソフ

トカバーに比べ，その比ではないので，委員会として

はハードカバーの希望を捨てきれず， 20周年実行委員

会（これは20周年関係のすべての記念行事を計画する

委員会で，二十年誌編集委員長は実行委員会に出席を

求められていた）に強く申し込んだ．最後は，結局こ

の希望が容れられて実現したのみならず，ケース（こ

れがつくとさらに 1冊につき50円高くなるという）も

つくことになった．この間の詳しい経緯，どこでどう

決まって価額がどうなったのか編集委員会は知らない．

表紙・中扉の色の選択

表紙の色と布地生地については，数十種の見本の中

から各委員が3種類ずつ選び，改めて 6人の投票によ

って決定した．結果的にはワインカラーのものに決ま

ったので，表紙裏，中扉もこれを考慮に入れて同時に

考え，印刷社のアドバイスも容れて決定した．

グラビア

グラビアは 8頁か16頁にしてもらいたいと印刷社か

ら強く要望された．これは製本・縫合の都合上必須の

ことらし く，これ以外にするならば，紙を貼るという

形になるということで， したがって16頁に決めた．

グラビアの教職員の写真は次のようにした．

1 .初代， 2代， 3代，・現校長

2.一般科目・機械工学科・電気工学科・工業化学科

建築学科・庶務課・会計課・学生課・寮務係・厨房

また，校舎の歴史的写真・創立当時の教職員・現校

舎や寮内・授業風景等の写真は水平に並べたが，一方

学校行事・クラブ活動紹介等の写真は無秩序に傾いて

いるようにして楽しい雰囲気を出そうとした

ある頁には元文相や熊大名誉教授の揮毒，あるいは

仮寄宿舎や門札等宝物的なものの写真，最後の頁には

20周年記念モニュメント「雄飛の樹」を小さく片隅に

置いて，あとは何にも載せずに空間を楽しんだ．

複製，そして関連して資料保管のこと

最後には年表を入れたが，その前に各種の複製写真

を入れた．この中には「有明高専だより」創刊号と最

新号（第52号であって，第21回入学式式辞の中で20周

年記念行事予定に校長カf触れたもの）の二つ， 「有明

高専新聞」創刊号とその名称変更した「新機軸」第 1

号の二つ，その他があるが，特に「高専祭ノfンフレッ

ト」が第 1固から第13固まで、全部揃っていて，見聞き

に全部を複製できたのはよかった．一方，「体育祭

ポスター」が第 9回・第？回・第12回の 3回分しか

なくて，あとは紛失していたのが残念だった．そのほ

か，学生会発行文集・文芸部発行文集等の表紙を複製

したが，その過程で，これらもパックナンバーが揃っ

ていないことに改めて気付かされた．

複製に限らず，この「二十年誌」を編纂するに当っ

て，年表を書くにも通史を書くにも，統計・資料も部

門史でも必要なものは過去の資料であり，記録であっ

たが，それがー箇所になく，庶務に行って主任会議事

録，教務に行って教官会議議事録，また有明高専だよ

り等々から走り回って抽出し，なお辻棲の合うまで検

討するのに多大の労を要した

校長はこれらのことを知り，資料記録と保管の万全

を期すために二つのことを手掛けられた．それは，第

1に， 58年度から「有明高専校報誌」の発行を命じた

こと，第 2に，福利施設修己館に「資料室」を設けた

ことである．これで記録や保管の器はできたかもしれ

ない．しかし，誰が発刊物を資料室に整理するかの問

題が残る．主事や課長のように異動する人はやりにく

い面がある．後継者への引継ぎが不充分で、，すぐに崩れ，

発刊物は散逸するだろう．発刊物を細大漏らさず収集

する専任の係の「人」が絶対に必要で、ある
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二十年誌発行部数等

発行部数 1500冊

公共機関（学校・官庁等）配布 250冊

20周年記念式典来賓者へ贈呈 250冊

同窓生（卒業生）購入 415冊，教職員購入 135冊

在校生購入 250冊， 残部 200冊

表

本の完成後，校長から編集委員会に正誤表作成の相

談があったが，委員では到底手が届かない部分があっ

た．というのは「二十年誌」全体には固有名詞が無数

にあって，委員の与り知らぬことが無限にあったから

で，正誤表には可能な小範囲しかタッチできなかった．

誤正

目次項目および割当てページ数注 1. 

グラビア（アート紙，含む内表紙） 16 

発刊にあたって（校長） 2 

20年誌に寄せて （前校長） 4 

創立20周年に寄せて（同窓会長） 1 

創立20周年にあたって（後援会長） 1 

目次 4 

中扉「通史」

通史 I 胎動

創設

揺藍

飛躍

昭和38年度

昭和39年度

昭和57年度

中扉「部門史」

一般科目

機械工学科

電気工学科

工業化学科

建築学科

図書館

電子計算機室

総合実習センター

寄宿舎

事務部

学生会

,..._ 
疋決終最第二次案（57年7月13日）

グラビア（アート紙）

発刊のことば（校長）

発刊によせて（前校長）

（後援会長）

（同窓会長）

第一次案（57年 5月20日）

2～ 4 グラビア（アート紙）

発刊のことば（校長）

発刊によせて（前校長）

（後援会長）

（同窓会長）
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3 目次

中扉「通史」

通史 I 創設前史

創設期

揺藍期

安定期

昭和38年度

昭和39年度

昭和57年度

年表

中扉「部門史」

一般科

機械工学科

電気工学科

工業化学科

建築学科

図書館

電子計算機室

総合実習センター

学生会執行部

文化行事

体育行事

クラブ活動

通史H

3 
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目次

中扉「通史」

通史 I 学校創設前期

学校創設期

揺監期

安定発展期

関連随筆または座談会等

通史 H 昭和38年度

昭和39年度

昭和57年度

関連アルバム（アート紙）

中扉「部門史」

機械工学科

電気工学科

工業化学科

建築学科

一般科

図書館

総合実習センター

電子計算機室

事務部

学 寮

学生会

80 

15 

回想

物故者追悼

中扉「統計・資料」

統計・資料

中扉「年表」

年 表

学寮

事務部

後援会

同窓会

思い出

アルバム（アート紙）

中扉「統計・資料」

統計・資料

クラブ活動

高専祭

体育祭

『三訂勿bh、
什＇J:C:、μ；

関連随筆または座談会等

関連アルバム（アート紙）

中扉「統計・資料」

統計・ 資料

26,~ ） （総ペー ジ

33 

（総ページ150) （総ページ
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注 2. 有明高専20周年記念事業実行委員会組織

実行委員長 校長

実行副委員長 教務主事 ・学生主事 ・寮務主事

事務部長

実行委員 機械工学科主任 ・電気工学科主任

工業化学科主任 ・建築学科主任

一般科目主任（文 ・理）

二十年誌編集委員長 ・庶務課長

会計課長 ・学生課長

注 3. 執筆要領

“20年誌を執筆していただく方に”

編集委員より

1 . 20年史の 1頁はこの原稿用紙 （400字）4枚です．

2.写植印刷をしますので，校正時に文章を書き直す

ことのない完全原稿をお願いします． （文字の校正

はできます．）

3.写真 ・図表等は，本ができ上った時の大きさで仮

に縦12行，横20行をと っている とすれば，この原稿

用紙の縦12行，横20行を空欄としてあけておいて下

さい．そしてどの写真・図表がどの空欄にくるのか

が編集委員にわかるように明記して下さい．

4.大見出しは最初の 3行をあけ，その真ん中の行に

書いて下さい．

5.漢字と仮名づかいについては， 20年史全体を通じ

て統ーしたいので（例，割合？，割合い？，割り合

い？）文字についてのみ編集委員で訂正させていた

だくことがありますことを，あらかじめご承知下さ

し）.

6.編集委員と各科の女子事務員のところに仮名づか

p統ーのための小冊子を置いてありますので，ご利

用下さい ．

7. この原稿用紙も，各科の女子事務員のところに置

いであります

事業名 責任者 担当者

記念式典関係
庶務課長

庶務課 ・学生課
学生課長

二十年誌関係 樋口 二十年誌編集委員会

記念碑等関係 松島教官 施設係

記念歌関係 穴山教官 学 生係

資料室関係 教務主事 各学年主任 ・図書一係
用度係

学生行事関係 学生主事
主事室 ・体育科

学生課 ・学生会

経理 関係 会計課長 会計課 ・庶務係

8.原稿締切りは12月末です．厳守お願いします

9.数字と英語類似の外国文字は，ひとますに 2文字

入れて下さい．例， E匿固，匝日のように．ただし

数字 1文字や英字大文字はひとますにとって下さい．

例， E函匹目．
10.句点，読点， （，）や「，」などもすべてひとま

すを用いて下さい．例えば，E亙亜楽しい思い出

亙豆司 としないで， 圏 直，楽い唱し4百
五日． また終りの」の前の読点は省いて下さ い．

一思いででした．」としないで下さい．

11.平仮名で， 同じ文字が二つ続く時には， 、を用い

ないで， 2文字並べて下さい．例えば‘「い‘思い出

で‘す」ではなくて「pい思い出で‘す」として下さい

（・の所です）

12.漢字の同じ文字が二つ続く時には，々を用いて下

さい．例えば，続々と……，平仮名でしたら，

ぞくぞくと……です．

※この執筆要領は実際用いた 400字づめ原稿用紙の

2枚 （800字）に書いて示しました
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注 4. 統計・資料の原案

＜組織＞

1 学校運営機構図

2 事務機構関係

3 事務機構関係の変選

4 本校職員の年度別定員および現員一覧

5 教育職員および事務職員配置表

6 定員，現員関係

7 歴代職員一覧表

8 事務系職員

9 教官名簿

10 旧教官名簿又は退職教官

11 職員名簿

12 旧職員名簿

13 三主事，主事補一覧

14 学科主任一覧

15 学級担任一覧

16 各種委員会一覧

17 非常勤講師名簿

18 外国人講師

＜教育課程＞

19 一般教育課程表

20 各学年教育課程表

21 各学科教育課程表

22 使用教科書

23 現行授業内容一覧表

24 年間行事予定表

25 年度別授業科目担当教官一覧表

26 規則等の制定，改正経過

＜学生＞

27 入学志願者および入学者数

28 出身地別入学者数

29 出身県別入学者数

30 出身中学校別入学者数

31 入学競争率の推移

32 学生会歴代一覧表

33 クラブ顧問一覧表

34 クラブ部員数

35 高専体育大会地方大会一覧表（個人，団体）

36 高専体育大会全国大会一覧表（個人，団体）

37 卒業生就職先一覧（業種別，企業別，地域別）

38 求人，就職状況

39 求人及び就職者数

40 求人倍率の推移

41 卒業生名簿

42 年度別卒業生数

43 卒業研究題目一覧

44 大学進学状況調べ

45 留年者，退学者数

46 入学年度別中途退学者数

47 寮生数

48 出身地別，学年別在寮学生数

49 寮長一覧

50 蔵書数

51 図書資料購入費

52 入館者数および貸出冊数

くその 他＞

53 奨学生数

54 授業料免除者数

55 修学旅行実施状況調べ

56 工場見学旅行

57 夏季校外実習状況

58 高専祭一覧

59 講演会

60 歩行大会，体育祭，クラスマッチ等一覧

61 新入生オリエンテーション

62 卒業生記念品一覧

63 学校医，学校歯科医

64 発育状況

65 疾病状況

66 救急処置数

67 学校安全会適用災害数

68 卒業生のことば，入学生代表宣誓

69 畠山賞受賞者

70 文部省内地，情報処理研究員および在外研究員

71 科学研究費補助金

72 教官研究活動一研究集会

73 教官研究活動一論文，報告

74 学校工事

75 施設，設備の推移

76 特別設備および装置

77 校地，校舎図

78 予算

79 経費

80 決算

81 会計の記録



有明工業高等専門学校紀要 第 21号 45 

注 5. 統計・資料項目最終決定および担当

1 学校運営機構 委員 21 授業料，後援会費，学生会費の推移

2 役職教官一覧 庶務係 委員

3 学級担任一覧 ’， 22 日本育英会奨学金の推移 学生係

4 名誉教授一覧 委員 23 授業料減免および日本育英会奨学生数

5 教官名簿 人事係 学生係

6 非常勤講師名簿 ，， 24 学生会会長，副会長一覧 主事室

7 役職事務官一覧 ,,. 25 クラブ活動の記録 学生係

8 事務職員名簿 ,,. 26 クラブ活動の記録 ，， 

(1) 現職員 (1) 九州地区高専体育大会成績

(2) 旧職員 (2) 全国高専体育大会成績

(3) 旧事務補佐員 (3) そのイ也

9 学校医等 人事係 27 クラブ表彰学生一覧 学生係

10 後援会会長一覧 庶務係 28 寮生数一覧 ，， 

11 同窓会会長一覧 ィシ 29 寮長一覧 委員

12 教育課程表 委員 30 寮生保護者会会長一覧 ，， 

13 特別講演記録 ,,. 31 寮費の推移 寮務係

14 入学志願者状況 教務係 32 新入生オリエンテーション 教務係

15 郡市別入学者数 ，， 33 進学者一覧 委員

16 編入学者，志願者状況 委員 34 学術研究補助金一覧 ，， 

17 求人状況 学生係 35 内地・在外研究員一覧 人事係

18 卒業生就職先一覧 学生係，各学科 36 日本機械学会畠山賞受賞者一覧 機械科

(l} 就職者 4名以上 37 歳出決算額の推移 総務係

(2) 就職者 3名以内 38 特別設備設置備品一覧 用度係

19 原級者数一覧 教務係 39 施設 施設係

20 退学者数一覧 今 40 学校配置図 委員
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注 6.本文字体，字間見本

①文字数を20字とし，段聞を 2文字分としたもの

イメージ、マップイ乍りカヘこれからかこうと

するイメージの世界の発想を刺戟し、発想の

数を豊富にし、豊かにさせる手だてのーっと

して取り組んだ。イメージマップの使用目的

が深く、正しく理解されていない生徒や生活

②①に平体をかけたもの

イメージ、マ ップ作りが、これからかこうと

するイメージの世界の発想を刺戟し、発想の

数を豊富にし、豊かにさせる手だてのーっと

して取り組んだ。イメージマップの使用目的

が深く、正しく理解されていない生徒や生活

に、自分が探しているイメージがあるといえ

るので、 10分間の中でイメージ、マップを広

げ、自分の探している言葉から発想の手がか

りとしたことは有効で、あった。

① 発想練習で発想、を豊かにするために見方

に、自分が探しているイメージがあるといえ

るので、 10分間の中でイメージ、マップを広

げ、自分の探している言葉から発想の手がか

りとしたことは有効で、あった。

① 発想練習で発想を豊かにするために見方

③ 文字数20字で，①より活字を大きくし平体をかけ，かっ段聞を 3文字分としたもの

イメージマップイ乍りが，これからかこうと

イメージの世界の発想を刺戟し、発想の数を

にし、豊かにさせる手だてのーっとして取り

だ。イメージマップの使用目的が深く、正し

解されていない生徒や生活経験や知識などの

イメージ、マップを広げ、自分の探している言

ら発想の手がかりとしたことは有効で、あった。

発想練習で発想を豊かにするために見方や考

方を変えでかきましたか。

想のし方やイメージの世界の特徴を理解させ

④文字数20字で，①より活字を大きくし，段聞を 2文字分としたもの

イメージマップイ乍りが、これからかこうと

するイメージの世界の発想を刺戟し、発想の

数を豊富にし、豊かにさせる手だてのーっと

して取り組んだ。イメージ、マップの使用目的

が深く、正しく理解されていない生徒や生活

に、自分が探しているイメージがあるといえ

るので、 10分間の中でイメージ、マップを広

げ、自分の探している言葉から発想の手がか

りとしたことは有効であった。

①発想練習で発想を豊かにするために見方
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⑤①と文字数，活字は同じで，段聞を 3文字分としたもの

制御の方は、初めは空気圧式で統一するこ

とにして、 4年の工学実験ではノヅルフラッ

パーとパイロ ットバルブの特性試験、 5年で

は調節計の特性試験と、ノヅルフラッパーと

組み合せた閉ループの動作実験とした。装置

接器、空気ハンマ一、キューポラ、形削盤、

研削盤等工作実習を運営するに最低必要な機

種、台数はそろえられたが、機械工場は実習

のほか「機械・装置をつくれること」が大切

であり、以後学科内の協力のもとに放電加工

⑥ 文字数22字で，行聞を空けるため活字を小さくしたもの

イメージマップ作りが、これからかこうとする 中でイ メージマップを広げ、自分の探している言

イメージの世界の発想を刺戟し、発想の数を豊富 葉から発想の手がかりとしたことは有効で、あった。

にし、豊かにさせる手だてのーっとして取り組ん ①発想練習で発想を豊かにするために見方や考

だ。イメージマップの使用目的が深く、正しく理 え方を変えでかきましたか。

解されていない生徒や生活経験や知識などの不足 発想のし方やイメージの世界の特徴を理解させ

注 7.校正見本

トjレ・ツメ jレ

「十年史」にもその記録は残っているが、

~20年誌」を編集する際に、改めて20年間の

斗を顧みた。創立ξ抑制大きな意義を

考、たとき、③つの工頁lこ思い当たる。

I I I 
二十 四 20 

53年4月 B助手任用、 c~~授 f学科主任

D助教授が教授へ。 D李泊費は高句に駄米研修出

発平山ι一
教官 官
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〔座談〕 「二十年誌」編纂を終えて

樋口 きょうは記念誌編纂をふり返って，各々の立場

からいろいろお話いただきたいと思います．

花固 まず通史から話されてはいかがです

樋口 そうですね，何を項目として選択するかに苦慮

しました． 「十年史」はもとより， 「高専だ

より」， 学生会新聞に目を通したわけですが，

ある年度は書きたいことがいくつもあるのに，

ある年度はほとんどないというようなばらつき

がでて，それをできるだけ原則として 1年度 1

項目にするよう努力し，しかも， 20年の大筋の

流れを1府撒できるようにしました

瀬戸 もうひとつは，小西君のことや，誉回校長の死

等，つらい話や悲しい話も多いので，献血等の

かこみ記事をもうけて，バランスをとるように

しました

花田 あのかこみ記事は意外に好評でしたね．苦労さ

れたという点では資料も同じだと思いますが．

近藤 事務からいろいろな資料をとり寄せてやったわ

けですが，空白も多く，それを埋めるのに大変

苦労しました． 「十年史」の時，資料編を作っ

てむけば，もっと楽だったのでしょうが．

宮川 今回「統計・資料」 を作ったというのが， 「十

年史」と違う最大の特徴ではないでしょうか．

近藤 10年前ならきっとわかったのでしょうがね， 20

年も経つと，関係者がいなかったり，人によっ

て記憶が違っていたりで，結局，初期の高専大

会の記録やクラブ顧問等，いまだに不明のとこ

ろがあります

瀬戸 それは通史にも言えます．記録聞に異同があっ

たり， Z己’憶がまちまちだったりしました

宮川 でも，事務の方にはいろいろ協力してもらいま

したね

近藤 ええ，事務も大変だったろうと思います．あと

では，われわれの顔を見ると， 「また資料集め

か」と うらめしそうな彦買をしておられましたか

勺

瀬戸 そういえば，近藤先生は子供さんにも手伝って

もらわれたのでしょう．

近藤卒業生の就職先を50音順に並べる時にですね

なにしろ 588社あるのですから．まず 588社の

カードを作り，それを家中に広げ，カルタ取り

の要領で，子供にも手伝ってもらって50音順に

並べて行き ました

樋口 それは初耳です．お子さんにお札を言っておい

て下さい

宮川 本当は現在の就職先も調べたかったのですが，

全ての転職先を追跡調査するのは不可能と思い，

転職者は星印を付けるにとどめました

近藤 それから，現在なくなっている会社は除きまし

た．それに何社かは，社名が変わっていたり，

別な会社になっているのもありました

丹後 どこかの高専で，全ての卒業生がカー ドになっ

ていて，変動があるたびに，逐次書き変えられ

るようになっていましたが，本校も参考にした

らどうでしょう．カ ー ド・ボックスは図書館に

置いでありました

瀬戸 それはいいですね．マイコンの時代だから，コ

ンビュータに打ち込むという手もあるのではな

いですか．

宮川 資料について，もうひとつ言わせてもらえば，

割付けに苦労しました．図表の大きさ，ページ

の配分もさることながら，いちばんは何と言っ

ても見聞きの問題です．白紙本を作り，具体的

に割付けていったのですが，何回となくやり直

しました．

近藤 見聞きを優先すると，まとまりに欠け，まとま

りを優先すると，見聞きがとれないというシレ

ンマがありました．

宮川 郡市別入学者数を見聞きにできなかったのは，

いまだに心残りです

樋口 でも，御苦労のかいあって，見やすい立派な資

料編ができました．

花田 ところで，年表を作るのにどのくらいかかりま

したか．

丹後 正確で、はないが，半年はかかったと思います

最初大きな骨組みを作って，あとこまごまとし

たことを書きこんで行きました．出来事の正確

な年月日をたしかめるのに苦労しました

花田 参考にされたのは

丹後 他の人と同じで， 「十年史」， 「高専だより」，

学生会新聞です．それに私は，学校の記録，「庶

務日誌」 と「教務日誌」に も目を通しました

それでも不明なところが多く，困りました．本

校は資料が体系的に収集，保管，整理されてい

ないようで、す．

樋口 学校史の資料を責任をもって，収集，整理する

専任の係をおく必要がありますね．

近藤 そういう意味で，今度できた資料室には大いに

期待しています

丹後 入れ物より，人が肝腎だと思いますよ

花田 講演会に関しでも，講演者の手紙や写真がまっ

たくといっていいほどありませんでした
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瀬戸他校の記念誌に，来校された人の色紙がグラピ

アに載っていましたので，そういうものを探し

ましたが，見当りませんでした．ちょっと寂し

い気がしました

宮川 これからは，学生会の出版物，ポスター，パン

フレット等も一括して保存してもらいたいです

ね

花田 年表に話をもどすと，世界の動きと対比したの

は，よかったのではないですか．

丹後 あれは 「朝日年鑑」を参考にしてピックアップ

したものです．

樋口 学生主事に依頼した学生会執行部の文章も，期

せずして，同じ形式をとっていましたね

瀬戸 そうでした，ですから，両者の項目があまりダ

ブらないよう配慮したと思います

樋口 「回想」の仕事はどうでしたか．

花田 比較的楽でした．苦心したのは割付け くらいの

ものです．ただ，原稿が容易に集まらず，その

枚数がじばしば変更されたのには弱りました

外部の人が対象なので，さまざまなハプニング

が予想されましたが，その割にはうまく行った

のではないでしょうか．反省点は，もう少し写

真があってもよかったかな，ということくらい

です

宮川 暑いさ 中，仮校舎跡等，あちこち写真を撮りに

行きましたね．ほとんどぽつになりましたが．

花田 そうですね．仮校舎と言えば＼跡地に現在荒尾

保健所が建っていますが，あそこには何度も子

供を連れて行ったことがあるんですよ ．まさか

あそこに仮校舎があったとは全然知りませんで

した ．ほんとにび、っくりしました．

樋口 分担した分について，一通りうかがいましたの

で，その他のことについての感想をあ、聞かせ下

さしユ

宮川 卒業生のため，グラビアに三池山，小岱山，雲

仙岳を入れようと思ったのですが，どうしても

雲仙のいい写真が撮れず，載せずじまいになっ

たのは，かえすがえすも残念です

樋口 宮川先生には写真を一手に引き受けてもらって，

御苦労さんでした

宮川 もう少し昔の写真が残っているとよかったので

すが．ただ，ある人が， 「回想」に使った校門

の桜をほめてくれました， うれしかったですね．

瀬戸物故者追悼に用いた博多人形の写真もよかった

ですね．あれはたしか樋口先生のアイデアだっ

たと思いますが．

樋口 あの博多人形は，亡くなった学生の父兄から，

香典返しにいただいたものなのです．何の説明

もなく図書館のカウンターにおいてありますけ

どね．

瀬戸 ところ？，委員長には，われわれにはわからな

い御苦労もあったのではありませんか．

樋口 皆さんのパックアップのあ、蔭でそれはほとんど

ありませんでした．外部の人との対応に手抜か

りがないよう配慮したくらいです．ただ，予算

とのかねあい，全体のバランスの問題もあって，

執筆紙数を制限せざるをえなかったのは，委員

長として，申し訳なく思っています．もっと書

きたいという人もかなりあ、られたようなのです

が．それでも，当初の予算よりずいぶんオーバ

ーし てしまいました．

近藤 その点， 「十年史」の場合，割合制約がなかっ

たからですね．

花田 多少苦情もあったでしょうが，理解してもらえ

たのではありませんか

樋口 もちろんです．特にクラブ顧問の先生には御無

理をお願いする結果になりましたが，御諒解い

ただき，ありがたく思っております

花田 1クラブ半頁の割りあては，窮屈だったようで

すね

宮川 校正についてもふれると， 「学内」か「校内」

かという問題がありましたね．結局，事務に調

べてもらい， 「校内」におちつきましたが．

瀬戸 それから， 「一般科」を 「一般科目」に統一し

ょうということがありました．これは，私が一

般科目だから言うのではありませんが，特筆事

工頁で、はないで、しょうか．

樋口 あれはたしか二校目からそういう見解が出たと

思います．そのため，二校から， 「一般科」を

全τ「一般科目」に訂正して行ったわけです杭

印刷社にはずいぶん迷惑をかけてしまいました．

他にも，これに類することで，初校が来て，不

備や不整合に気付くことが多く，ほんとに印刷

社泣かせのことをしてしまいました．もっとも

っと原稿の段階で検討しておくべきでした． こ

れは今度の反省点のひとつです

他に何か．

宮川 余談になりますが，実は，校舎配置図は学生に

書いてもらいました．ところが，本人が最近う

ち明けてくれたのですが，わからないように署

名をいれているんですよ

瀬戸 えっ，ほんとうですか．どこにです

宮川 植込みにです．

瀬戸 そういえば，かすかに読みとれますね．学生も
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仲々やるな．

花田 最後に私からひとつお願いがあります．残部が

どれくらいあるか知りませんが，今後も，卒業

式その他，機会をとらえて，販売してもらいた

いと思います

瀬戸 賛成

花田 ただ，販売しでも，行きつく先は古本屋かもし

れませんが．実は，東京の古本屋で本校の「十

年史」が3冊並んでいるのを見たことがあるん

です．

瀬戸 そうですか，それでは 「二十年誌」の運命も古

本屋行きかな．

樋口 この企画は，今後，本校が記念誌を編纂する時

の参考にと思っ て，思いたったのですが，宇部

高専の20年史は， 10年史をそのまま引き継ぐ形

をと っています．本校の場合，都合で，今回そ

れができなかったのですが，今度作る場合は，

宇部方式みたいなやり方もあるな，と思いまし

たので，一言付け加えておきます．編集委員を

はじめ，皆さんの御協力で，なんとか責任をま

っとうでき，本当に感謝しております．話しは

尽きませんが，このへんで

あとがき

ひとつの仕事を数人のグループでやるとき，最も大

切なものは人の和であることを痛感した次第である

当然，常に見解の相違や感覚的相違があるが，それは

むしろ健康なことであって，その場合，条理を尽して

語る人があり ，一方で、は聞き上手があって最後まで冷

静に話し合うことができ，コンセンサスを得，それを

積み重ねていくといった仕事ができれば，非常にうま

く事が運ぶ．我々 6人はこのようないい仲間であった

だから仕事自体は非常に多忙かっ繁雑で、あ ったし，

並大低のことではなかったが，ひとつの仕事を完成し

たという，立喜しいあと日未をH歯みしめることカfで、きる

また，仕事をする上での幸福感は，その過程で常に

情熱的であり，また常に新しいアイデイアを盛り込む

ことである ．完成品の客観的評価は別として，我々は

「ごー十年誌」を自分の子供のように感じている．

将来「三十年誌」等を編纂する人があるとすれば，

その人が我々の意気投合の部分とアイディアの部分ま

で感じと っていただけたら 我々はここに有終の美を

飾ったことになると 言えそうである（樋口記）
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数値積分による F(x;)=f' f（山 (iこは 3, ，η） 

の実用的な一つの計算法について

猿渡正樹
〈昭和59年 9月18日受理〉

On a Practical Method of the Approximate Computation of F (xi)= 

l~i f(x）川＝は 3, ，川川umeri凶 ntegr山 n.

When we apply a practical method of numerical integration, ie, Simpson’S 

rxi 
formula, to F (xi)= / f(x) dx, we find that its formula cannot be adapted in 

JXo 

case that the suffix i are odd numbers. 

In this paper, we introduce a method of the approximate computation of 

F (xJ, by which we can compute the approximate value of F (xJ even if the 

suffix i are odd numbers. It will be shown that this method is useful from a 

practical point of view. 

Seiju Saruwatari 

§ 1 .まえがき

51 

区間〔α， b〕で定義された関数f(x）の値が，データとして，その区間の η個の等分点xi( i = 0, 1 , 2 , 

3，…… η；x。＝ α，Xη＝b）で与えられているとき，次の定積分によって定義さ れる関数値

F（ム）＝Lx' f(x)dx ( i = 1, 2, 3， η ） 

を数値計算によって求めなければならないことが起る場合がある．

このような定積分の数値計算には、通常，数値積分の公式で、ある台形公式やシンプソンの公式が，実用上よく使

われる．台形公式については，積分区間を小区間に分割する際の分割巾hが相当小さくなければ，計算結果に対し

て．かなり大きな誤差が見込まれるので，与えられた条件から，巾 hを小さくとることができないような場合には，

この公式の適用を避け、シンプソンの公式を使うことが多い．

こ、で問題としている F(xι）の値を計算に対して，これらの公式の適用を考えると，台形公式は，被積分間数

f(x）の値がデータとして与えられている関係から，巾hを必要な程度まで小さ くとることはできず，この公式の適用

は不適当で、あると考えられる．したがって，シンプソンの公式の適用を考えなければならないが，この公式は誤差の点

で，確かに台形公式よりも優るものであるけれども，公式の使用にあたって，積分区間の分割数が偶数でなければ

ならないという条件があるので，添数 tが偶数のときは使えるが，奇数のときには使えないという欠点がある．

そこで，こ、では，その欠点をカバーするため，添数 tが偶数のときはシンプソンの公式だけを適用し，添数 i

が奇数のときには，計算手順の簡便さや，見込まれる誤差などを十分考慮して，シンプソンの公式と被積分関数

f(x）を部分的に 3次の整式で近似して得られる数値積分の公式とを組み合せて計算する方法をと ってみた．

§ 2.用いる数値積分の公式と誤差

区間〔α， b〕を η個の小区間に等分割したとき の，各分点 xiにおける関数値およびk次の導関数の値を

f i=f(xJ, fナl=JI削（xJ ( i = 0, 1 , 2, 3, ・…・・， n) 

とおき，また小区間の巾をhとおく．なお，誤差評価のため関数f(x）は，必要な程度微分可能で、あると仮定しておく．

( 2 . 1 ) f(x）を2次式で近似して得られる数値積分の公式と誤差
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それぞれ，

J泊

y =y;(X) 

（図 1) 

1~2 1 ( i）＝主（5/i+8f i+I -f i+2) 
12 

図1のように，曲線f（引を，その上の 3点 （X1c, f 1c) ( k = i, 

i+l, i+2）を通る 2次関数y=y；（エ）で近似して得られる定

積分の値を

引）＝f'+1 y;(x）仇市）＝に2yi(x)dx, 

t2i( i) =I~2 i ( i)+I~2 1 ( i）とおけば，

( 2 . 1 . 1) 

1 ~2 1 ( i)＝企（－／1+8／川十5/i+2) 
12 

I121(i)=4-(fi+4fi+I＋ん） ( 2 . 1 . 3) 

で与えられることが導かれる．こ、で，（ 2 . 1 . 3）式は，いわゆる シンプソ ンの公式である．

また，数値積分の公式（ 2.1. 1), (2. 1. 2), (2. 1. 3）の誤差を，それぞれE'.21(i ), E~2 1 ( i ), E121( i) と

すれば，関数のテーラ展開を利用して，

12 1 131 4 13 I I 
E~ 1(i)= -r'h －ーにγ 一一－－

24 ' 360 

I I 1 131 17 141 
E~ (i) ＝－／＇..° ’九4十一一f・’hs＋一

24ι360 

E121( i)=l_f山hs ＋上／.S l hs ＋··• ·・ H ・ －
90 ' 90 

で与えられることが導かれる ．こ》で，誤差の主要項が，公式（ 2. 1. 1), (2. 1. 2）の場合は， h4のオー

ダーで，シンプソンの公式（ 2 . 1 . 3）の場合には，がのオーダーで異なっている点に注意したい．

( 2 . 2) f(x）を3次式で近似して得られる数値積分の公式と誤差

y =y;(X) 図2のように，曲線 f(x）を，その上の 4点（X1c, f1c) (k＝し

i+l, i+2, i+3）を通る 3次関数 y=yi(x）で近似して得

られる定積分の値を

f i' f i+I f i+2 f i+J 

~／／／%／／ル／／／J~
X1 X1+1 X ド 2 x,., 

（図 2)

(3¥i)= .fx:'+1 y1(x)dx,I~3 1 (i ）＝広2 y ;(x)dx, I~3 1 (i ）＝ぷ3y1(x)dx 

!131( i)=Iア（i) +I~3\ i )+ ！ ~3 1 ( i) 

とおけば，それぞれ

1~3 1 ( i）＝主24(9/1+19／け1-5/1+2+ f i+3) ( 2 . 2 . 1) 

1~3 1 ( i）＝主24(-f;+l3f什 1十13/i+2-f i+J ( 2 2 . 2) 

f31(i）＝主24(/;-Sf山＋19/1+2+9/1+3) ( 2 . 2. 3) 

13』 3h
I ([)=8 (fι＋3！山 ＋3fi+2+ !i+3 ( 2. 2. 4) 

で与えられることが導かれる．

また，数値積分の公式 （2 2. 1), (2. 2 2), (2 2 3), (2. 2. 4）の誤差を，それぞれE'IJI(i)' 

E~3 1 ( i), E~3 ' (i), E131( i）とすれば， ( 2 . 1）の場合と同様にして，

13 19 49 ,, 
E~31(i ）＝花of'i＂ 九5+1446f i,' h 6 ＋…・
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r31 11 (41 5 11 ( I 

E~＂ ＇ （ i ）＝ 一一－j' h一一一J''h6ー・
720ι480 

(31 19 (41 3 ( I 
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で与えられることが導かれる．この場合，誤差の主要項は，いずれも九5のオーダーで，シンプソンの公式（ 2 . 1 . 

3）のそれと同じオーダーであることに注意したい

§ 3. F（刈の近似計算法と計算例

§ 2で得られた数値積分の公式（ 2 . 1 . 1）～（ 2 . 1 . 3）および（ 2. 2. 1）～（ 2 . 2 . 4）を利用

して， F（ム）の近似値を求める方法は，いろいろと考えられる．たとえば， ( 2 . 1 . 1）～（ 2. 2. 4）の公式だけ

の組み合せで計算するとか，または，（ 2 . 2 . 1）～.（ 2. 2. 4）の公式だけの組み合せで計算するなどの方法であ

る．前者の場合は，§ 2で指摘したように，誤差のオーダーに九4と九5の2通りがあるから，計算結果に対して，添数

iが奇数か偶数かによって、誤差のオーダーにばらつきが見込まれる．また，後者の場合には，誤差のオーダーが，

いずれもがであるから，そのようなばらつきが見込まれないにしても，計算の手順が，かなり複雑になることが考

えられる．そこで，それらの点を考慮に入れて，次のようなF(xJの近似値を求める計算法をとりあげた．

( 3 . 1 ) F（ム）の近似計算法

y=f(x) ~y=f (x）図 3で示しているように， F(xJの値を

ぷ後2 ' ' i = 1ならば，公式（ 2 2 . 1）を使って，t13)(0）で近似し，
I 3 (0) ／段物／ I"'.(O)

杉タ多／ i = 2ならば，シンプソンの公式（ 2 . 1 . 3）を使って， r＇勺O)

形交えオ で近似する．一般に， k孟 1のとき

Xo X1 X2 X3 Xo X1 X2 i = 2たならば，シンプソンの公式（ 2 . 1 . 3）を使って

y=f (x） ト l
L; I121(2m) 

円 で近似し，
I；’（2k-2) 

i =2k + 1ならば、，シンプソンの公式（ 2 . 1 . 3）と公式

( 2. 2. 3）を使って

le-I ，内＇ ＇，、
L; C'(2m)+I：’（2k-2) 

X21c 2X21c-1X21cX2軒 1
η• ＝ 0 -

（図 3) で近似する．

こ〉でとりあげた計算法は，シンプソンの公式（ 2 . 1 . 3）と数値積分の公式（ 2.2.1), (2.2.3）とを適

当に組み合せたものであるから，誤差は添数 tの値の如何に拘らず，九5のオーダ一程度であると見込まれる．

( 3 . 2) 計算例

「（A) : ( 3. 1）の計算法」，「（B）：台形公式を用いる計算法」の他に，「（C）：公式（ 2 . 1 . 1）～ （ 2 . 1 . 3) 

の適当な組み合せによる計算法，たとえば，（ 3 . 1）の計算法の中の公式 （2.2.1), (2.2.3）を，それぞれ

公式（ 2.1.1), (2.1.2）で置き換えた計算法」の 3通りの方法で，関数f(x）として指数関数，対数関数， 三

角関数，有理関数などの中から，いくつかを選んで、，試計算を行って，相対誤差の分布を調べた．その結果，相対

誤差は，計算法（A）と（B）とでは，（A）の方が相当小さいという傾向が，いずれの場合でも観察された．ま

た， § 3のはじめに述べたように，添数 tが奇数か偶数かによって，相対誤差のばらつきが，（A）に比べて，

(C）の方がよく目立つものと，それ程でもないものがあった．それらの代表例を，それぞれ，計算例 1 （表 1) ' 

計算例2 （表2）として，あげる ．

なお，表 l，表2において，見出しの記号は，次のものを意味する．

x：変数Xi, Y ：関数値Ji, T : F(xJの真値， A ：計算法（A）による値，B ：計算法（B）による値，

c：計算法（C）による値， EA, EB, EC：それぞれ計算法 （A), (B), (C）による相対誤差，
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J XO 

〈計算例 1) F(x作 1Xie XdX, ［α， bJ:[o, iJ n：肌 h : 0.1 

x y T A 己 仁 EA E也 E仁

0.10 1.105171 0.105~71 v.105171 0.105259 0.105166 0.290・03 0.830-01 -0.430-02 
0.20 1.221403 0.2 2 14 （）~ 0.221403 0.221587 0.221403 0.550-04 O.oτじ－01 0.55D-04 
0.30 1.349859 0.34Y.1359 0.349859 0.350150 0.349864 0.12D-03 0.83D-Ol 0.150-02 
0.40 1.491825 0. ら 9U~ 己う 0.491825 0.492<'34 0.491可Z5 0.550-04 0.830-01 0.550-04 
0.50 1.648721 0.648721 む.648722 0.649262 0.64872~ O.lOD-03 0.&30-01 0.100-02 
(J. 6 0 1.822119 0.022119 O.d22119 0.822804 0.822119 0.550-04 0.830-01 0.550-04 
0.70 2.013753 1.013753 1.013754 1.014597 1.013761 0.910-04 0.830-01 0.80D-03 
0.80 2.225541 1.225541 1.225542 1.226562 l.225542 0.550-04 0.830-01 0.55D-04 
0.90 2.459603 1.459603 1.459604 1.460819 1.459613 0.860-04 0.830-01 0.690-03 
i.oo z.718282 1.718282 i.718283 1.719713 1.718283 o.s5D-04 o.a:rn-01 o.s5o-o4 

（表

〈計算例 2) F(xJ= j。 l十1x dx, ［α， b]:[O, l］， η ：10, h : 0.1 

、t y T A t当 仁 CA c L】" ぞ仁

0.10 0.'i090Yl 0.0G5310 0.095314 0.095455 ().09532月 0.37l)-0方 0.150+00 0.19D-01 
(l. 2 0 0.己33333 0.1?2322 0.182323 0.182576 リ.1l『2323 0.92じー03 0.14[)+00 0.920-07. 
G.30 0.769231 0.262364 0.262369 0.262704 0.262354 0.18D-02 0.130+00 ・0.3雪l)-02
G.ιo U.714206 0.336472 0.336475 0.336880 0.3『6475 0.71D-03 0.1き0+00 0.71D-03 
0.)0 0.666667 0.405465 U.40546守 0.405927 0.405461 0.9手D-03 0.110+00 -0.960-03 
0.cO 0.6?.5000 0.470004 0.470006 0.470511 0.47000う 0.590-03 0.110+00 O.S9D・03
0.70 0.538235 0.530628 0.530632 0.531173 0.530627 0.650-03 0.100+00 -0.P¥O・03
o.so 0.555556 o.587787 o.587790 0.5雪8362 0.587790 0.500-03 0.980-01 0.50D-G3 
0.90 U.526316 0.641854 0.641857 0.642456 0.641『55 0.520-03 0.940-01 0.970-0ι 
1. 0 [) 0.500000 0.693147 0.693150 0.693771 0.693150 0.440-03 0.9円。－01

（表 2)

なお，（ 3' 1）でとりあげた計算法によるプロ グラムは，表3に示す通りである．

SUl:)RQUT!Nf AACY,X!,H ，~~ ） 

INTEGER M 
REAL H 
OIMENS!OI• YCO:M),X I【0:M) 
I =O 
XICO>=O.u 
1=1+2 
XI < I -1 > = X I < I -2 ) + C 9. 0 ::: Y C I -2 > + 1 G. 0 ::: Y C I -1> -5 • 0 ::: Y C I > + Y C [ + l> > :;: HI 2 4 • 0 
XI < I > = X I C I -2 > + C Y C I -2 > + 4 • 0 ::: Y C I -1 > + Y C I > > ::: HI 3. 0 

10 1=1+2 
XI < I -1 > =XI C I -2 > +CY C I -4 > -5 • 0 :;: Y C I -3 > + 19 • 0 :;:y C I -2 > + 9.乃：；： YC l-1> ):;:H/ 24. 0 
IFCCI-1>.GE.M> GO TO 20 
XI< I> =XI< I-2 >+CY< 1-2】＋4. 0 :;: Y C I -1 > + Y C I > > :;: H/ 3. 0 
I!OC I .LT.門】 G0 TO 10 

20 RE T リR~.＇
E ~~o 

§ 4.あとがき

（表 3)

0.440-03 

§ 1で、述べたように，こ、でとりあげた計算法は，添数 tが偶数のとき， シンプソンの公式を使って計算した場

合に，添数 iが奇数のとき如何なる計算法を用いて計算した方が妥当であるかということで，計算手順の簡易さと

見込まれる誤差とを配慮して導き出したものである．試計算では，一応，予想していたような結果が得られた．し

たがって，データーと して関数値が与えられたときには，この計算法は実用上有効なものでないかと考えられる

なお，この報告書の作成にあたっては，本校の木村剛三教授に多大の御指導を，また成冨 孝教授には貴重な助

言をいただ きました．こ‘に深く感謝いたします．

参考文献

1）乗松立木：数値計算法（電気書院）

2）ー松信：数値解析（税務経理協会）

3）宇野利雄：計数機のための数値計算（朝倉書店）
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マイコンによる網膜透視投影（その 1) 

石橋助吉
〈昭和59年9月20日受理〉

Retina Perspective Projection by the Micro-Computer (Report Ist.) 

The structure of the retina perspective projection is different from those 

of other kinds of perspective projection but is very much like that of the 

human eyes. 

And this perspective projection seems to project a wore natural form. But 

this projection hasn’t really been made good use of because of its too much 

comlicated figure-drawing. 

The purpose of this paper is to put the retina perspective projection to 

practical use by the data-processing of the micro-computer. 

Sukeyoshi Is hi bahi 

1 .緒言

我々が物を見るとき，見た感じに近い自然な形を図

で現わす方法に透視投影法がある．透視投影は透視画

面として，平面，柱面そして球面がある．平面を用い

る場合を平面透視投影法 球面を用いる場合を網膜透

視投影法と呼ぶ．

透視投影には，作図が容易で、，幾何学的に正確なこ

とから平面透視投影が用いられる．網膜透視投影の透

視画面は視点を中心とする球面である。人の目の水晶

体の中心を視点、網膜を水晶体の中心に対して対称に

仮定すると，網膜透視投影の場合に似ていることから，

この方法は，平面透視投影よりもより自然な形の透視

図が描けるといわれてきた．然し，作図が余り複雑で、

困難なことから実際には用いらない．そこで，マイク

ロ・コンヒ。ューターで網膜透視投影を処理した結果，

平面透視図よりも現実的な印象の透視図を得ること

ができた．本論文はその報告である．

2.目的

網膜透視投影は，平面透視投影に対して，現実的な

感覚の図を現わすといわれながら，作図が余り複雑で、

困難なため，図学書でも普通名称、の紹介にとどま って

いる．本研究は，網膜透視投影をマイクロ・コンピュ

ーターで処理することで網膜透視投影を実用化し，多

方面への利用を図ったものである ．

3.網膜透視投影の処理の要領

網膜透視投影で，透視画面に直線の映像を求めるこ

とは，視点、とその直線でできる平面と球面との交線の

一部を求めることである．この交線は円である．視軸

に垂直な平面にこの円を投影すると楕円となる．従っ

て，簡単に直線の両端の投影点を結び透視図として表

わすとき，その直線上の点を独事に求めれば，直線の透

視図から逸脱する．そのため，対象物が所定の視角内

におさまるように視点と対象物との距離を大にし，こ

のような状態が起きないよう注意を要する．

目の網膜上への結像と，網膜透視投影の透視画面へ

の結像の概略図を図 1の（ a), ( b）に示す．

目は屈折部，焦点と網膜とによって見る物の映像を

網膜上に作る．図 lの（ a）のように水晶体の中心を視

点、と考え（b）図と比較すると，（ a）と（b）図は形がよ

く似ている.(a）では，球状の網膜の曲率半径の中心

と，水晶体の中心とは異なっている .( b）では視点が

球面の中心である.(a）の場合のEと0を（b）の場合

に設けても視点と物との距離を大にするので， EとO

の距離は視点、と物との距離に対して微小になり，透視

図にはその影響は表われない．

図2に示すように，視点を球面の中心とし，半径R

の球面に直方体の前面 1,7,11,17を透視投影する

と球面上に 1’7’11’17’の曲面となる．この曲面の各項

点 （x,y,zの3次元）を 2次元面にx,y座標を用

いて描き，透視図とする．このx,yの座標は次のよ
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p 

(a）目

(b ）網膜透視投影

図 1 各要素聞の関係

うにして求める．

17 

図 2 網膜透視投影の見取り図

qλ 

p' 

図2により，物体上の一項点を 1(X1,y1, Z1），視点

を球面の中心0（丸， Y.,z。），球の半径 R，視線と球

面との交点の座標r(x,y,z）とすると，視線の式は

x-xo _ y-yo _ z-zo _ ,_ 
一一一一一ー一一一一一一一一ーた ………………（1) X1-Xo Yi-Yo Z1-Zo 

透視画面の式は

(x-Xo) 2 + (y-yo)2 + (z-Z。）2=R2 …………（2)

となる．この式から

A=x1-Xo …...・ H ・－－……………（3)

B=y1-Yo …...・ H ・－－…………・・w
C=z1-Zo …...・ H ・－－……...・ H ・・｛5)

とおき，この（3),(4), (5）を（2）式に代入すると

x=A×R/(A2+s2+c2)1/2 ……（6) 

Y=B×R/(A2+B2+c2) i/2 ……（7) 

となり， X,Yが求まる．これをマイコ ンで処理した．

マイコンの使用機種は， NEC, PCー100, XYプロ

ッターは， グラフテック社のFP-5301である ．

次に処理する形の原形の見取り図を図3に，その網

膜透視図を図4'5' 6に示す．

16 
17 

a=l.7, b=7.11, c=ll.17, d=17.1 

図 3 原形の見取り図

1’ 
x,y,z軸lこ対

する回転角は夫 20’

々0：物体と視

点のz方向の任 19’

意の距離t，視

軸がZ方向の透 18’

視図を図 4
17’ 

4’ 

視点、と点Mとの距離： t

図 4 Rとtを任意に定めた正面の透視図

図 5 P,, Rが適当な透視図

4.結果と考察

7’ 

11’ 

1 .図3の網膜透視投影をマイコンで処理して，図

図4'5' 6のような透視図を得た．

図 4で， a,cはその聞の点を順に， b,dは両端

を直接結んだ．又， b,d上の 20',19’， 18’から水平

にヲ｜いた直線は，図 3の見取り図でb,d上の点を結
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んだものである. 1’4’7’が直線で描かれるときの

11' 

』

"'-

図6 y軸に対する回転角36。の透視図

視角を求めて，マイコンでの処理を行なえば自然な透

視図を得る．その図を図 5,6に示す．

(2）対象物は如何なる方向にあっても，視軸，視線

は球面との交点において球面に垂直で、ある．これは平

面透視投影とは異なる．

(3）平面透視図と比べると 透視図で視軸に近い部

分では違いは生じない．図 7は細線が平面透視，全線

は網膜透視で，視軸に遠ざかると両図の違いが出る

(4) 至近距離では対象物が視角内におさまらないこ

とから，図面の用途によっては平面透視図に頼らなけ

ればならない．

(5) 視点、，対象物が前後，左右上下への移動，又は

回車貢をするときも，見たままの図をディスプレイに表

わさなければならない．そのため，移動，回転後の形

状に見えるよう元の位置で巨陣式して，それから移動後の

図7 平面，網膜両透視の比較図

図 8 建物と道路の正投影図

ネ見有、と対象物とのE間住をZ方向にとって透視図を求めた．

(6) 目の場合と異なるのは，人間には視覚と知覚があ

り，これで網膜に映る映像を正常な状態に認識するの

に対して，網膜透視投影にはこの知覚がなく，現実的

感覚の図を得る必要から所定の視角内におさめるため，

視点と対象物とのE鴎佐を大にし，球面の半径を大きくした．

(7）図7' 9は何れも平面，網膜両透視投影とも

にマイコンとXYプロッターを用いて描いた両方法の比較

図である．細線は平面透視図，全線は網膜透視図であ

り，視軸から離れるに従って両図はずれている．尚こ

の図では平面透視図も視軸と透視画面は垂直である．

(8）平面透視図を作図で描けば，図 9-cは随分異な

った図になる．それは視軸と透視画面との関係による．

以上のことから，マイコンで透視画面を視軸と垂直

にした平面透視図でも網膜透視図とは違いが現われ，

平面透視図よりも網膜透視図が自然な印象を与える．

平面，網膜両透視投影で、マイコンとXYプロッターを

用いるときは図 7' 9のような違いが現われる．作図に

よる平面透視図では随分異なる場合があるが，何れを

用いるかは描く人の好みか 図の目的によって選択さ

れるべきものである．又，至近距離で，球面の半径

が小さく，対象物が所定の視角内におさまらぬ場合は

平面透視投影に頼らなければならない．

記載している透視図は 視角を約18。で処理した．

5.結論

網模透視投影の実用化を図り，マイコンで処理をし

て，形は視感覚的に現実的な印象の透視図が描けて目

的を達することができた．尚，次報にXYプロッター

に出図できる陰線と陰影の処理を報告する．

最後に何かと協力してくれた工業化学科5年生，山

本正弘君に謝意を表します．

6.参 考 文 献

1 .黒田正己透視画美術出版社 1976

2.鈴木陽基本写真 p.33～41 技報室 1972

3 .図学会編図形科学ハンドブック幾何光学森

北出版 1980 
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(a) 左側面からの透視図

( b) エ軸に 5。， y軸に40°,z軸に 3。回転の図

( c) 左前方上空からの図

図9 図8の平面，網膜両透視の比較図
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真空下における気液平衡関係の測定

と熱力学的健全性の検討

渡辺 徹

Measurement of Vapor-Liquid Equilibria at Low Pressure and 

Examination of Thermodynamic Consistency. 

Vapor-liquid equiliblium for a two-component system was measured at 

pressures of 760, 200, 50 mmHg. The system is Toluene-n-Heptane which 

is a fairly ideal solution. Liquid was agitated by means of a magnetic stir-

rer or a propeller. A test for the thermodynamic consistency of the data was 

made by the Herington method. When liquid was voiled at higher pressure, 

data were apt to be consistent thermodynamically. And it was shown quanti-

tatively that as nonideality of the test mixture increases the data are apt to 

be consistent too readily, and an error in a composition is apt to be more 

remakable than an error in a temperature at the Herington method. 

1 .緒言

常圧用の気液平衡スチルとしては，オスマーの装置

が広く用いられている．ところが，この装置は液内の

混合を気泡の撹持作用によっているため，沸騰が生じ

なくなる低圧においてはh 圧力損失が大きいこともあ

ってこの装置を用いることは不適当である．このため

低圧用の装置として種々の気液平衡スチルが考案され

ている ．例えばコ ットレルポンプを有するもの 12：スチ

ル自体を振動させて液の混合を良くするもの41等がある．

しかし，これらの装置は一般に構造が複雑で操作方法

もめん；どうである．その中で Perryの装置5）は構造

が簡単，操作方法も容易と考えられたために， Perry

の装置に改良を加えた装置（旧装置，前報発表1))に

さらに改良を加えて低圧用の気液平衡測定装置（新装

置）を製作し，実験データを得た．用いた試料として

は常圧から中真空用の試料として適当で，屈折率

による分析が可能である nへプタンートルエン系

を用いた．測定圧力は， 760, 200, 50mmHgであ

る．

得られたデータの熱力学的健全性の検討を Hering-

tonの方法21で行なった．また， Heringtonの方法に

おいて，温度誤差，液租組成誤差がどのように影響す

るかを理想、性の異なる三つの系について定量的に検討

した．

2.実験装置および実験方法

前報発表した旧装置からの改良点を書くと，

1）蒸発速度をおそ くするため，コンデンサーの直径

を蒸発部の直径に比べて小さくした．

2）旧装置では lOOmmHgより高い圧力になると平衡

スチルのふたに蒸気が凝縮しはじめ測定ができなか

った．これは蒸気の自然対流のためと考えられ，新

装置では凝縮器を横型にし，管径を小さくした．

3）旧装置では凝縮液のスチルへの戻り管が太かった

ため，この部分の体積がスチル液の体積に比べて無

視できなく，液組成の測定に誤差が生ずることが考

えられた．そこで新装置ではこの戻り管を内径 2mm

の毛細管とし，その影響を無視できるようにした．

4）旧装置では，プロペラの軸が44cmと長く 1000r. 

p. m以上になると プロペラの回転が不安定となった．

新装置では，この軸の長さを約20cmにしてlOOOr.p.

m以上の回転を可能にした．

以上の様にして改良された実験装置を Fig.1に示

す． （プロペラ撹梓用装置，マグネチック撹持用はプ

ロペラ，モーターのかわりに磁石棒を入れた装置）

蒸発部は内径75mm，高さZOOmmで，スチルには邪摩板

(4枚）を入れ，マグネチック，およびプロペラにより一

定の強さで撹拝し，比較した．また，スチル内液の加熱に

はスチルの外側にニクロム線を巻いたスチルヒータで，ス

チル上部のカラムはカラムヒータで蒸気刺疑縮しない程度

に加熱した．凝縮部は内径17mm，長さ150mmで、ある．冷却

水としてはクールニクスにより 0℃に冷やされた水道水を

用いた．凝縮速度（即ち蒸発速度）は凝縮部にある液滴下

部で叩滴落ちるのに要する時聞から求めた．沸点、は先端が
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Fig. 1 Experimental apparatus 

①Thermocouple ⑨Mercury manometer 42 

②Asbestos cloth ( < 100 mm Hg) 41 

③Propeller ⑩Mercury manometer 向。

(>200 mmHg) 
4)Column heater 
ロ⑪Needlevalve 
⑤Baffle plate 品

(12)Buffer tank 
⑥Still heater てy

a ⑬Cold trap 
①Cooling water 
V ⑬Rotary vacuum pump 
③Dropping liquid part t.?、

(15lMotor 

液表面に置かれた熱電対の起電力を電圧計で0.01mv 

の位まで測定した．系内圧力は 200mmHg以上は水銀

マノメータを肉眼で， 50mmHgでは，読み取り顕微鏡

でO.OlmmHgの位まで測定した．気液相の濃度はアッ

ベの屈折計より屈折率を求め，あらかじめ検定した屈

折率一濃度線図より求めた．低圧実験に先立ち装置の

洩れ試験を行なった．スチルに約140c.c.の液を入れ（深

さ約3.5cm）.スチルヒータにより加熱し蒸気を発生さ

せる．系内圧力が所定の値になり滴下速度が一定にな

った後，約 5分間隔で圧力，滴下速度，起電力を測定

し，同じ値が得られるまで続けた．定常状態に達する

時間は，純成分の場合は約20分，混合液の場合は約30

分程度であった．圧力の調節は系内に洩れ込む空気を

ニ一ドルパルブを通して排気し所定の圧力に保った

蒸発速度は次の要領で決定した．純成分の液で蒸発

速度を変えて液表面温度を測定した．例として n

へプタン純成分において測定したものを Fig・2に

示す．蒸発速度が速すぎると突沸状態になり，

逆に小さすぎるとおそらくは液表面に空気が存在する

ようになるため，全圧に相当する沸点よりも低い温度

で蒸発する．温度一定の lOOc.c./hr～200c.c./hrで各圧

力共文献値と一致しており， lOOc.c./hr～200c.c./hr が

適正な凝縮速度であると考えられる．トルエン純成分，

混合液についても同様の傾向が見られたので，今後の

実験はこの適正凝縮速度範囲で行なった

撹持速度は次の要領で決定した.Fig.3の横軸の目盛

は，マグネチックスターラーに等間隔に書かれた目盛

の数で別に単位はない．撹拝速度が速くなるにつれて

沸点が下がっていき，撹拝速度ぬ6以上では，点線の

文献値付近で一定になっており，しかも文献値と一致

98 

97 

98.向3・c 760 l!ITIHg 
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Fig. 3 Effect of stir rate on temperature for n Heptane 

している ．トルエンについても同様の傾向が見られた

ので，今後の実験は撹持速度 No.6.5で行なった．プ

ロペラの回転数は，液滴が壁に飛び散らない最高限界

回転数の500r.p.mで行なった

3.試料

実験に用いた 2成分系はnーへプタン （C1H1，）ー

トルエン （C1Hs）系であり，平衡実験には屈折率が

文献値と一致することが確かめられた市販の試薬（試

薬特級）を用いた．これらの 2成分系の濃度の分析は

いずれも屈折率によった．屈折率はアッベの屈折計で

測定し，その誤差は±0.0002である

また，蒸気圧は本実験の実測値と合う次の文献値を

用いた．

n-Heptane 
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log Pi 0 =6. 90240-1268.115/ ( t十216.900) (1) 131 

Toluen 

log P2。＝6.95334-1343.943/(t +219.377) (2)141 

4.測定値の健全性の検討法

気液平衡関係の熱力学的健全性の検討法は種々ある

が，ここでは比較的簡単で定圧気液平衡データの検討

に適していると思われる Herington21の方法を用いた．

D = 100 I I I IL' ( 3) 

(4) J = 150 () r /Tmin 

ただし

I=  f: log,o （γ1／η） dx (5) 

.E= 1: I log10 （れ／れ） I dx l6) 

。r=Tmax-Tmin (7) 

を計算し， D<J （ゆるめた条件ではD< J +10）な

らばそのデータは健全とみなせるというのがこの方法

である ．なお，理想、溶液の場合は全組成範囲でわ ＝

れ＝ 1であるから L'=0となり， Zの大きさはその混

合液の理想性の程度を表わすと考えることができ

る．

5.実験結果および考察

Herington による実験結果を Fig. 4-1からFig.

4 3までに，数値を Table 1とTable 2に示す．

760mmHgでは沸騰が生じたが， 50mmHgでは表面

蒸発に， 200mmHgでは中間の状態が見られた．なお，

200, 50mmHgでは泡立ちも見られた． x，に対する

loglO （γ1/r2）の値は760mmHgで一番高 く， 200' 50 

mm Hg と次第lニ低下している．図中D, Jの値は実

験点をよく通るようにヲlpた1本ないし 2本の折れ線

から求めた．このDとJの値から，マグネチックスタ

ーラによる実験では圧力が高 くなるほどD-Jの値は

小さくな っていることがわかる.760mmHg では健全，

200, 50mmHg では不健全と判定された．次にスチル

内に軸を通して外部からモーターで回章長できる様にし，

プロペラで撹持する実験を行なった．実験結果は50mm

Hgの X1の低い方でわずかに健全性に近づいた．

これらの結果から次のことが考えられる．

低圧になるほど表面蒸発になりやすいので，そのた

めスチルの液深方向に濃度分布を生じ，サンプルの液

組成と運転時の表面付近の液組成の間に濃度差を生じ，

L は低沸点成分の濃度の濃い方向にずれやすくなる

ため比揮発度αが小さくなる．
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Table 1 Experimental vapor-liquid equilibrium data 

for n-Heptane-Toluene by magnetic stirrer 

次式の関係から

log,0 ( y1／η） = log,. (p2 ° I P1。） +log α （8} 

log αカらj、さくなれti',log Y1 Iη の｛直もづ、さ くなる．

これは液表面に泡立ちを生じても同じ結果となる．

Fig. 5 , Fig. 7はムに対して log,0α，log，。（p2°I 

Pi。）がどの様に変化するかをみるためにプロ ットし

たものである．シュウ酸ジエチルーサリチル酸メチル，

エチルベンゼン－nブタノール系は前報I）の値を用ド

た．ムの値に対して log，。（p2°/p1。）の値はほとんど

変化しない．すなわち沸点の変化（nへプタ ンートルエ

ン系760mmHgで12.2℃， 200mmHgで10.8℃， 50mmHg

で9.6℃）に対して（1),(2）式から計算される log,0(p2。／

P1。）はほとんど変化しない．ところが log••α の値は

非理想溶液ほどぬに対して大きく変化している．

Fig. 6 , Fig. 7図中のX印は X1 に濃度誤差がある

と logαの真の値はX印の並んだ方向にある．一目盛

はムx=0.01である．この線分は X1 に固有の傾きと大

きさを持ち， logαの値によらない．すなわち系が’変っ

ても変わらない．（但し，共沸点を挟んで、向きは逆になる．）

先に述べた表面蒸発，泡立ちによる液相組成の誤差

ムxは次式により （y-x）に比例すると考えられる

液表面付近の液と蒸気のモル比をK:1としたとき，

液表面付近の低沸点成分は kxモル，高沸点成分

K (1-x）モル，蒸発する蒸気中の低沸点成分は uモル
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Table 2 Experimental vapor-liquid equilibrium data 
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Ethyl oxalate-r'lethyl sol icy late 

6. 
ム
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log1o<P2IP1) 
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主主 o. 1 
cコ
。、
0 

'-
Eコ

Cl. 、、、
~N -(1,l 
Eコ
ロ3
0 

-n.?. 
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X1 

Fig. 6 Calculation value of log，。αvs. x, for Etyl 

oxalate-Methyl salicylate and n-Heptane-Toluen 

-0.4 

-n..s 

e 6. Literature value'> 

x O Calculation value 

1. 0 

Fig. 7 Calculation and literature value of lo乱。（p20/p;°) 

or log＂αvs. X1 for E thy 1 benzene-n-Butanol 

Sy st日n

Ethyl OX口late
門ethylsロlicyl口te

n-Hept口ne-Toluene 

ll'lO S 日目 351~0.01912 日目3203

Table 3 Calculation ofムD

80.0l 

』 D

39.2 

0.01745 Ethyl benzene 
n But口円ol

高沸点成分は（ 1-y）モルとなる．

液が1モル蒸発した瞬間の液表面組成は

Kx-y 

{ Kx yf+1K(l-x）一（ 1 -y )} 

Kx y 

K-1 

したがって液本体の中心付近の組成xとの差ムzは

ムx=x一二r;' ＝ニE一 互 主 二2ι＝ 主 二 互
K -1 K 1 

=K'(y-x）となる ．（但し K'=__l一） (10) 
K-1 

(K＇は蒸発速度，撹持速度等によってきまる定数）

K' =0.1と仮定して各系の （y-x）をかけてムZを算

出した点が Fig.6 , Fig. 7図中のO印である．

各系について

ムD= 100 （官官~I)
山片

＝ム（100与） を計鼻すると Table 3の様に

なる．
(K〆＝0.1のB.c!;,の＼

ただし補正前を I, L，補正後〔ムZ を考慮しiたj
の｛直を II' L r とする

この結果から，エチルベンゼン－nブタノール系，

nへブタンートルエ ン，シュウ酸エチル サリチル酸

メチル系の順にムzの誤差がムDに出にくいといえる

（すなわち健全と判定されやすい）つまり，理想、溶液

より非理想溶液の方が健全と判定されやすい．

0. 05995 

0. 0003 

？白

0.8 

o. 05~79 

0.02846 

l' 

(1,6 

0. 03339 

0.07515 

0.4 
X1 

2:: 

0.2 

0.0038 

o. 05625 

-0.6 

-0.7 
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(9) 
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64 真空下における気液平衡関係の測定

120 
Key System* P mmHg 

。EO-MS11100,50,20, 10,5 

100『， -e- nH-T 760,200,50 

4> EB-nB11 100,50,20 

＋ 
Key Lit, P mmHg 

十 2 760 ． 9 50,10 

.. -e ... ト . .  

60 

寸・← 3 50,20,10 。斗

』h 6 50,20,10 

にーつコ

.,. 7 50,20,10 ． 8 15,3.7,l 
40 

-& 

＋｜メ IO 100,50 

＋ ＋ 

C与

20「＋
+ D-J=IO 

万一一一一昨一一一一一二一一三一万一－－
- ~ ..φ ・＋

0 I cto ・＋←一τφ +4" + + 
＋． 

＋ 

-20 
0 O. I 0.2 0.3 0.4 0.5 

L 

Fig. 8 D-J vs. ~ ( * EO-MS: Ethyl oxalate-Menhyl 

salicylate, nH-T: n Heptane-Toluene, EB-nB: 

E thy I benzene-n-Butanol) 

これと関連するが， Fig.8 （前報II発表）は，横軸に

系の理想性の程度を表わす量Zに対し，健全性の尺度

を表わす量（D-J）をプロットしたものである. ]; 

が大きくなるにつれて，つまり非理想溶液になるほど

(D-J）の値は小さくなっている. Jは一定なのでD

が小さくなる．

これらのことから系が理想溶液に近い場合，わずか

のzの測定誤差があっても， Dの値が大きくなり，測

定値は不健全となりやすいといえる

また， nへプタンートルエン 50mmHgではK'=0.3 

とすると log叩 （11！η）の値が760mmHg の文献値付

近まであがり健全なデータとなる．このことから，表

面蒸発，泡立ちのある系では， K＇の値を試行錯誤法

で定めることにより X1の値に対して補正ができる．

結言

760, 200, 50 mmHgの圧力範囲で， n－へプタンー

トルエン系の気液平衡関係を測定した．また Hering-

tonの方法を検討して次の知見を得た．

1 ）圧力が低くなるほど健全性からのずれは大きく

なる．これは表面蒸発と，液表面の泡立ちによる液相

組成の測定誤差が関係していると思われるので，低圧

下での気液平衡関係の測定においては液内の濃度の均

一化と，泡立ちの除去が重要となる．

2) Heringtonの方法では，理想溶液からはずれる

ほど，健全とみなされやすく，濃度誤差は温度誤差に

比べて健全性の結果への影響が大きい．また(lo）式中の

K〆の値を試行錯誤法で定めることによって，表面蒸発，

泡立ちからなる液相組成の補正が可能である．

〔謝辞〕 本研究を行なうにあたりお世話になりまし

た九州大学工学部宗像健教授，実験装置，実験方法に

ついてお世話になりました愛媛大学工学部松田晃助教

授，実験に協力された友岡潔，雪田和浩，大椛英雄，

村尾光博の諸氏に深く感謝します．

Nomenclature 

D =defined in Eq. ( 3) 

I =defined in Eq. ( 5) 

J =defined in Eq. ( 4) 

［－］ 

［－］ 

〔－］

P =pressure [mmHg] 

Tmax =highest boiling point in isobaric data ［。K]

Tmin= lowest boiling point in isobaric data ［。K]

t =temperature ［℃］ 

x =mole fraction of the lighter component in 

liquid 

y =mole fraction of the lighter component in 

vapor 

r =activity coefficient 

J; = defined in Eq. ( 6) 

(subscript) 

1 =for lighter component 

2 =for heavy component 
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チタニル・アセチルアセトン錯体の
電子衝撃による分裂機構の研究

城戸英彦
〈昭和59年 9月20日受理〉

Study on the Electron Impact for Titanyl bis(acetylacetonate)Complex 

The mass spectra is reported for the dimer of titanyl acetylacetonate and is 

discussed in view of dissociation of odd and even neutral fraqments. The in・

tensity of ion due to dimer is relatively hiqher than those of ions due to the 

polymerization in vapor phase of other metal acety lacetonates. 

Hidehiko Kido 

1.緒言

金属配位化合物は分析化学，生体中における金属の

占める役割，合成化学における触媒としての作用など

多岐に凡る応用分野をもつが その電子衝撃による分

裂機構の解明も一つの側面から反応機構解明の手段と

なる．本研究はアセチルアセトンのチタニル錯体の電子

衝撃による質量スペクトルの結果を報告し，従来のア

セチルアセトン金属錯体の質量分析のスペクトル解析

の結果も参考にしながら，本錯体の分裂機構を解明す

るものである．

2.実験

本研究に使用した試科は同仁化学研究所製の試薬で

ある（チタニウムのアルコキシド化合物にアセチル

アセトンを反応させ，生成物を加水分解して作ったも

の）．赤外線吸収スペクトルは単量体を示す1087cm-1の

吸収は出現せず， Ti-0Tiの結合に由来する 829cm_, 

の吸収が出現したりまた融点測定では225～240℃にお

いて分解カf認められた？これらの測定結果から実験

に供した試薬は〔TiO(acac)2〕2で示す二量体であ

る．

質量分析装置は電子科学社製の EMD05Aで，

測定条件は電子衝撃電圧を70eV,20eV，イオン化室温

度は120℃～200℃とし，試科は150～200℃に加熱してイ

オン化室に導入した．試科投入時より約10秒置きにス

ペクトルをとり，最大強度を示すスペクトルを解析手

段に使用した．また本装置の最大m/eは500であるの

で，これより高い部分のスペクトルは島津製作所製

LKB900をf吏用した．

3. 結果と考察

第一図に質量スペクトルを示す。

TiO(acac)2 

TiO(acac) 

h
パ
コ
田
口
む
山
口
同

100 200 500 m/e 300 400 

Fig 1 . Mass spectra of Titanyl bis (acetylacetate). 

実験の結果から観察するに生成イオン強度の高いも

のはー量体の範囲にあるもので，本錯体は固体状態で

二量体であっても加熱時或は電子衝撃による分解が速

やかに進行していることを示している．考察では先づ

イオン強度の最大を示す TiO(acac ）~ ・の分解過程か

ら進めることにしたい．第一表に生成したイオン

(m /e =262以下）とその強度を示す．試科イオン投

入時より時間の経過に従ってイオン強度の分布は変

化するが，本表では TiO(acac)i・が強度が他のイオン

に対し最大である時点を示している．尚この場合に第

一図に示された m/e が262より高い 346,425, 524 

の強度は TiO(acac)i・ 100に対し相対強度は 8'1.5及

び 1であった．

アセチルアセトンの金属錯体の電子衝撃による分裂

の機構については多くの研究者の報告があるい5,6,)

Bancroft,Re ichert及び：westmore31はTi(acacんへの分

裂はオキソ或はヒドロキシ基をもっ化学種が生成し

て進行すると述べているが， TiO(acac)2そのも
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のの分裂機構については行なわれていない．

イオン m/e 
イオン強度の時間による変化

1回目 2回目 3回目

(M)+ 262 35 100 100 

(M-15)+ 247 46 46 47 

(M-42)+ 220 30 15 15 

(M-82)+ 180 26 23 22 

(M-99)+ 163 100 75 75 

(M-114)+ 148 4 。 。
(M 117)+ 145 37 29 25 

(M-181)+ 81 13 12 7 

(M-198)+ 64 11 9 4 
ー・．ー・・ー・．．．．．．．．ーーーーーーーー，，ー，， ．司ー．，．．．．．．．．． ーーーーーーーーーー，ーー．ーーーーーーーーーー・・ー・

425 3 1.5 。
346 13 8 8 

Pable 1 . Ions and their lntensily of Titanyl 

bis(acety lace ta te )complex bombard-

ed by electron. (20eV, Ion chamber 

Temp,120℃） 

MacdonaldとSchannon＞は第一遷移金属のイオン生

成機構について脱離する化学種の奇電子中性フラグメ

ントは分子イオンからの最初の 1個だけでその後

は全部偶電子中性フラグメントが脱離する過程と，

もう一つは u固以上の中性フラグメントが脱離して分

裂する過程があることを示している（後の説明の便

宜のために前者を過程I，後者を過程Eとする）．また

彼等は過程Eでは金属原子の原子債の変化が分裂中に

おこる，すなわち奇電子中性フラグメントが脱離する

ために前もって原子慣が一つだけ減少するプロセスが

起るという仮定をたてている．

例 えば（M-99）＋→（M-99）之ニこ→（M-114）＋など

である．これに対して Bancroftは，この仮定はあ

まりにも分裂プロセスの説明を単純化していると述

べているが，筆者は実験結果の整理にはこの仮定も意

義のあることと考えて参考にした．

生 成イオンの中で強度最大のものは分子イオ

ンと acacが 1個とれた（M-99）＋であり，ついで

(M-15）＋も大きい．筆者はこの研究の中に参考とし

てVO(acac)2,Mn(acac)J, Mn(acach, Fe(acac)J, 

Co(acac}i, Ni(acac)2, Cu(acach, Rh(acac)Jの質量

スペク トルをと ったが三債の金属の錯体の分子イオン

の強度は甚だ低くイオン強度の時間的推移をとるとその

減衰が早く結果的にはあたかも二分子の配位子の錯体と

同じスペクトルを与えることがわかった．本研究の試料

は二量体であるが70eVの電子衝撃電圧で、はm/e262よ

り高いスペクトルは極めて弱く， 20eVに下げて相対強

度の比較が可能になった．二量体の解離の迅速におこ

ることが推察される．

さて本実験で得た質量スペクトルに現われたイオン

種とその強度より分裂機構を解析してみると，単量体

のチタニルピス（アセチルアセテート）のMを262 と

して次のプロセスが考えられる．

(1) (M）＋ ・→ （M-15)++15・は最初の解離反応であ

る．

(2) (M）＋ ・→ (M 42）＋・ 十42と (M）＋.→ (M-82)+ 

は偶電子中性フラグメントの脱離フ。ロセスである．

(3) (M-99）＋は，（M）＋・→（M-15）＋→（M-99)+

の経路と， (M）＋→（M-99)+ +99.の経路の二

つが考えられ，同時に進行することも考えられ

る．

(4) (M-114）＋と（M-198）＋のイオン種の強度は他

のイオン種に比較しでかなり弱く，（M-114）＋は

スペクトル採取の最初の時期には現われるも，時

間の経過とともに消滅するかまた存在しでも甚だ

弱い．この種のイオンはMacdonaldとSchannon 

の仮定）を使用すれば，奇電子中性フラグメント即

ちCHJの脱離において生成するもので，その発

生前に（M-99）＋ー→（M 99）＋・のプロセスが起

るので、あろう．

(5) (M 117）＋は（M-114）＋に比較しでかなり強い

が，これは（M-99）＋ー→（M-117)++ 18のプロ

セスであり，また（M-181）＋も（M-99）＋→（M

-181)+ +82のプロセスで生成するものであろう．

これらのプロセスを一応分りやすく図式にすれば第三

図のようになる．

99 f ::: 

第 3図 SchematicProcess of Cleavage for T1-

tany I bis (acety lace ta te) 
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mの（M）＋→（M-82）＋ーのプロセスについてMac-

Donald等は六員環機構の分裂に関しオキソ酸素の介

入を考えているが，これがそのま‘チタニル化合物に

適用可能が否か今のところ明確な結論を出すことはで

きない. m/eが262 （単量体の分子量）以上のイオ ン

の生成機構について考察して次のような解釈を行なっ

た．先づ、m/e=425は

一－acac
2〔TiO(acach〕； 一一＋ [(Ti0)2(acac)3〕＋

の分解によるものであり， mle= 346は

-82 
〔（Ti0)2(acac)3〕＋一一ぅ 〔（Ti0)2(acac)20H〕＋

比
l
可
C
＼

c
／

＼
C

M

介
。
日

航
ヘ
／

川

／

＼

山

＼

寸

／

一ーララ

CH2 

II 

CH 

Oグ c、、、CH3

と考えられる．

尚mle 500以上のスペクトルの結果から〔TiO(acac)2〕2

のイオンの生成は認められた．

しかしmle =524とmle =425のイオン強度は弱いの

に比較してmI e =346はかなり強度は高かった．この

事は VO(acac)2を同じような条件で質量分析を行なっ

てチタニル化合物と比較したが，単量体としての VO

(acac)2のmle =265より高いイオ ンも生成したが，

チタニル化合物よりもイオン強度はず、っと弱かった．

このことは単量体のVO(acac)2のイオン衝撃によって

生ビたイオン同志の会合による重合によって生成した

ものと考えられる．チタニル化合物は最初の二量体化

合物の分解の過程を経て発生したものと考察する方が

当を得ていると思う．他にFe(acac)J, Ni(acac)2, Cu 

(acac)2, Mn(acac)2, Mn(acach, Cr(acac)Jなどにつ

いても VO(acac)2と同じように重合の過程によりて

生じたと思われるイオンが現われているがイオンの強

度は極めて低かった。

acac~ ＿＿，... /O""'"" /OH  

…／・ I＂＇。／＿ j 十

4.結 三五
日ロ
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最後に本錯化合物のイオン種生成は，分子イオンか

ら最後に奇電子中性フラグメントとしてCHJ.カ唱油生し

た後はほとんど偶電子中性フラグメントの生成の過程

で進行すること，及び二量体としてのイオン種生成の

過程は認められるが単量体化学種のそれに比較して弱

い．しかし他の化合物のようにイオン同志の会合で生

じたものよりもかなり強いスペクトルが得られること

を強調しておきたい．

終りに臨み本研究に御親切な助言をいただいた吉武

助教授及び本実験の遂行と御協力をいただいた丸尾技

官，及び一部の質量スペクトルの採取のために御協力

をいただいた三井東圧株式会社大牟田工場研究室に深

く感謝の意を表させていただきます．
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マイク口コンビュータによる分子軌道法について（ 2) 

ーパソコンを使ったHMO法と反応性指数等の計算と図式化のパーソナルデータベース作製（1) -

吉武紀道・坂崎信男
〈昭和59年 9月20日受理〉

On Molecular Orbital Method with Microcomputer part 2 

〔Uberdie Molekul・Orbital-Methodemit Hilfe von Mikrocomputer (2）〕
-Compilation of the Results of Calculation and Illustration of sim-

ple HMO Method and Reaction index etc by means of Personal computer-

Personal database compiled was made by the program reported in the pro・

ceeding paper~） based on calculation made by the simple HMO method. 

Roughly 100π－electron system compounds were compiled here. 

Calculation was made on NEC PC-8801 and PC-9801F2 microcomputers using 

BASIC program. 

Each elapsed time of their compounds was given in Table 3. 

Norimichi Yoshi take ・ Nobuo Sakazaki 

前報にひきつづき：1改良を重ね， HM O法による計

算乞一時に，大量にでき，又プリントするプログラ

ムを作製した？このプログラムにより，文献8に従っ

て， 100におよぶ， 化合物のデータベースの作製は，

極めて容易となった. NEC P C -8801とPc 9801 
F2の二つの版を作製し，演算時間などの作表を作っ

たので掲載した．

1 .はじめに
著者等が発表した「ヒュッケル分子軌道法を図示す

るプログラムyは，兵庫教育大学の木原寛助教授より，

高い評価を受けた．更に，データ作成部の弱点をカバ

ーする「入力データ作成支援プロ グラム」の支援を得，

広く使用されることを呼びかけられた？これは，デー

タ入力の永年方程式が，自動的に作成されるもので，

骨格原子の数， π電子の数，結合の数，又必要に応じ

て積分値の変更，そしてCR T上に，その化合物の骨

格をカーソルを動かすことにより，描く丈で，作成さ

れるプログラムである．その后，著者等のプログラム

は，第49回日本化学会春季大会の化学教育部門（1984

年4月）にて，木原氏及び埼玉大学の時田澄男助教授

により引用された

著者の一人坂崎は，前報IJのプログラムに加えて，

「支援プログラム」を取り入れ，「ローダー」，「セーパ

ー」，を一つに合せ，操作性の極めてよい新しいプログ

ラムを考えだした．彼は更に，メニューを一つ新たに

追加し， CR T上に，プリンター上に，表示すると共

に，多数個の化合物のデータを一度に計算し，ディス

クに保存する方法を考えだした？そのために，個人的

なデータベースの作製は，極めて容易になった．又結

果をプリンターで，やはり，一度に多数打ち出すこと

ができるようになり，データブックの形で，いつでも

結果の閲覧が可能となった．三つのプログラムを一つ

にまとめたために，大きな領域をとるため，化合物と

しては， C32のオパレンの計算を限度とする．通常，

これ位の原子骨格の数のもので，十分間に合うと思わ

れるので，とくに大きな分子をあつかう必要のない場

合，大きな欠点というわけではないと考える．

一方，木原氏は，全く時期を同じくして，細かい点

は異なるが，おおよそ同一規模のプログラムを作成さ

れた．これらのプログラムは， 「化学PC研究会会

報Vol. 6 No. 2 (July) (1984）」に同時に，掲載さ

れた．それらの機能等については，後述するが，とも

に1000行前后の大きなものであるり

HM  O法のプログラムとしては，大塚功三教授（電

気通信大学），菊地修教授（筑波大学）が，それぞれ

の著書の中で述べられている．新しくは，時田助教授

が「イヒ学教育」で，独自のデータ作成法について公表

されている．（但しプログラムは別） 5川 ）

このように，パソコンで， HM O法については，」
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の，二，三年の間に，多数発表された．ところで，更 3.化学におけるパソコンの利用例一一表示 ・計算

に進んだ分子軌道法については，余り公表されていな ・実験（筑波大学） 菊地修

い．つまり，パソコンは，分子軌道法のうちでも，も 4.分子構造データ作成プログラムMOLDAS4 

っとも粗い近似といわれるが，その見通しのよさで， （東大教養部） 小川桂一郎 ・吉田弘 ・鈴木弘

有用なHM O法は，大きな分子も含めて，かなり複雑 5.有機化学におけるマイコンの利用（埼玉大学工）

な処理ができるということになる． 時田澄男

半経験方法， 非経験的方法でも，パソコンでできな 6.化学教育におけるパソコンの利用例一一CA I 

くはないかもしれないが，時間，容量の点で，小さな 演習・実験一一 （埼玉大学理） 黒石佳伸 ・下沢隆・

分子に限られよう ．そのため，むしろ大型電算機を使 の方々であった．

うべきかもしれない．つまり， HM O法ならば，多く これらの内容については，おおよそ， 化学PC研究

の人々にとって，大型電算機よりパソコンの方が，身 会発行の「会報」に，そのプログラムが掲載されたり，

近に，文複雑な処理に，より秀れているのではないだ 単行本として発行されてるものを基本とした実演であ

ろうか．分子軌道法の中では，初心者にも理解しやす った．

いHM O法は， 他のより進んだ，分子軌道法の入門と 10数台おかれた，それぞれの・マイコンで，実演が行

して，又 「分子軌道法の概念を把握」するためにも， なわれ，興味のある演目の所で，質問したり，実際に

重要だと考える．又HM O法による計算によって得ら 演じたりするもので，学会におけるポスタ ーセッショ

れる，軌道のエネルギーと，原子軌道の一次結合とし ン，講演，実験のデモンストレーションなどと共に新

て，あらわされる波動関数より導出される反応性指数 しい表現の形態であったと考える．全部見てまわるに

等の結果より，有機反応論の有益な知識が得られよう． は，時間不足で，予定より一時間早く切り上げられた

例ば，電子密度，自己原子分極率，フロンテイア電 りして，持参した著者等のプログラムは，実演できな

子密度，スーパーデロカリザピリテイ ，自由原子価， かった．しかし木原氏の演ぜられるほぼ同じプログラ

結合次数などである． ムに，興味をおもちになり，自ら初めてでありながら

容易に，指示に従って，ブタジエンのデータ作成・計

2.第八固 化学教育部会議 「情報 化 時 代 算 ・図示を完逐されたのは，操作性のよさを示すもの

における化学教育のあり方」－ 8-I CCE  で，意義深いものであった．

の予行演習を兼ねてに出席して 来年度の国際会議のテーマは， 4テーマもうけられ

ところで，今年（1984年度）の八月，東京の日本化 各国からの参加が期待されている ．又圏内でも，大学

学会講堂において，日本化学会教育部会主催により標 のみならず，中学 ・高校などの教師の参加を強く要望

題の会議が行なわれた． されていた．

これは，来年度やはり， 8月，東京で日本で始めて， 4つのテーマは，次のようである ．

行なわれる第8固化学教育国際学会の予行演習を兼ね 1 .優秀な化学の後進者を育成するための化学教育

た催しものであった．とくにマイコンと化学の今日的 2.工業と化学教育

な意味を考える会議であったといってよかろう． 3.電算機時代における化学教育

下沢隆教授（埼玉大学）の基調講演につづき， 4つ 4.生命科学における化学教育

の班に分かれての少人数討論会，昼からは，マイコン であるが，テーマの 3が，やはり，最も関心をもたれ

のデモンストレーションが行なわれた．その内容は， るものではなかろうかと，推察される ．

既に，いく度かに渡って発表され，それぞれの方面で， ところで， 化学教育部会は，各方面の会員が含まれ

名の知られた方々であったが，マイコンで， 化学の重 ているが，高専教官の会員は少なく，教育の重要性が

要な問題を解決することに真剣に，とりく まれておら さけばれながら，このような状態は，何をものがたつ

れる方々ばかりであった．その内容を示すと次のよう ているのであろうか．学会に参加せずに果してしかる

である． ベき，一般性のある化学教育は可能なのであろうか

1 .ヒュッケル分子軌道の図示一一有機反応論の教 一人よがりの独断に落いってしまうのではなかろう

育への利用 （兵庫教育大学 ・有明高専） 木原寛・吉 か．国際学会ならずとも，学会でしかるべく発言を行

武紀道 なってのみ，その考えは，一般性のある意見として尊

2.シェーデイングを施 した分子構造模型のパーソ 重されるのではないか．

ナルコンヒ。ユータによ る表示（姫路工業大学）中野英

彦 ・三軒斉 3.二つのプログラムの比較
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木原氏の開発されたプログラム（A）と，坂崎の開

発したプログラム（B）のこれらのこつのものは，木

原・吉武・坂崎の共同製作と考えてよいものであるが，

互いに独立に，同時に発表された．当然途中の段階

で，多くの情報のやりとりがおこなわれた．お互いと

り入れるべきはとり入れたと考えてよい．ただ視点の

違いにより，二つに分かれたと考えられ，必要に応じ

て選択さるべきものである．更にサブルーテインとし

てとり入れるべき点は，ないではない．

AとBの比較を行なうと，共に1000行に達つするも

のであるが， AはPc -9801 （漢字R0 M付） ' Bは

pc 8801 （共にNE C社製）にで開発された.Bは

その后PC -9801F 2に移植され二つの版が作製され

た.Aは，その后 500行におよぶ解説文が追加され，

計1400行におよぶ巨大なものである．操作の途中で，

Help Keyにより，使用法を読むことができる．プログ

ラムは，三つの部分にわかれ，データ作成・計算・図

示にわけで使用される．その接続は Run とHMO  

CAL c~ ， ミHMO-DIS Pとにで行ーなう．メニュ

ー2の中に，ナンバリングと，加えられ，原子骨格の

番号を必要に応じて知ることができる．カーソルによ

ってファイル上を動かすことにより，化合物の計算結

果をロードすることができるなど，工夫がほどこされ

ている。（迅速処理），又積分値の変更では，ヘテロ原

子の数，その位置に記号を，例ば，－NH2, -CH3な

どを書き込むことができるので，分りやすい．

Bは，メニュー 1を追加したこと， 三つのプログラ

ムを一つにしたことなどに，特徴がある．プログラム

領域が大きいために，大きな分子の計算は限られる．

RA Mの増設によって大きな分子の計算はできるが，

pc -9801で， C48まで計算している，一つにするこ

とにより，操作性が，極めてよくなった．データファ

イルの作成・計算・図示・呼び出し，を自由に選択す

るメニュー 1が設けられた．これは， CR Tへの表示，

プリンターへの表示のほか，大量計算，大量プリント

が含められている，プリンターに打ち出される際には，

ナンバーリングも印刷される. pc -9801シリーズへ

の移植は，容易であり，わずかの変更で可能で、ある．

pc -9801では，当然，迅速性が増す．適度に説明も

組み込まれているので，初心者もほとんど苦労なしに，

操作できる. A, B共に更に，エラートラ ップが，つ

いており，入力ミスも大事に至らない，文たとえエラ

ーがあったとして，初めからやりなおしでも，大きな

時間的ロスを感じないなどの特徴がある

Aについては，前記会議にてデモンストレーション

を行なわれた.Bについては pc -8801版として丸

善出版より， 「化学領域におけるハソコン No.2グラ

フィックを楽しもう！」に発表される予定である．

4. P C8801版と PC -9801F2版による

データベースの作製

プログラムBは，その利用法として大量計算が一度

で行なえるということがある．例ば， 20, 40個の化合

物の計算が容易にできるのである．

データ作成に，やや時間がかかるだけで，計算は，

例ば， 20個のデータをセットして自動的に，連続的に

計算するので，効率よくデータベースを作製するこ占

ができる ．

これによって，文献8に基ずき， 101個の化合物の中

より 98個のデータベースを作製した．この文献をベー

スにしたのは， π電子密度，結合次数，自由原子価の

データが確認できること，原子骨格の数はともかく，

π電子の数が数えやすくなっていることである．余り

骨格の大きい分子は掲載されていず，（C26まで），化

合物の種類が，多種類にわたっている．文化合物の数

が手項なこと，などがあげられる．

これらについて， Pc -8801，と PC -9801F 2の

化合物の演算時間を掲載した．（表3ーし表3-2)

pc 8801で、5インチ 2DのフロッピーデFイスク 2

枚弱， PC -9801 F 2で5インチ 2DD1枚強にあ、さ

めることができた．ロード時間は， Pc -8801で，最

大82秒， Pc -9801で26秒である．

演算時間は， Pc 9801では， Pc -8801の約20%

である．

計算可能な最大の原子骨格の数と機種とその演算

時間を掲載した．（表 2)

これ以上の計算もできるわけであるが，適当な化合

物がみつからない．

計算結果の正確度は，炭化水素については， 0.002

以下で，おおよそ数値の一致をみた？しかし，ヘテロ

原子を含む化合物において，やや数値の不一致がみら

れた

なお．クーロン積分，共鳴積分の値については，表

lを基本として使用した． それ以外のものについては，

表3の中に書込まれている．

表中， C1は，メチル基に隣接するベンゼン核のC原

子（No.63), C＇は，ヘテロ原子に隣接する炭素原子，

Xは，ヘテロ原子である．

又 αx＝α十九β (Xのクーロ ン積分）

αc・ ＝α＋ O'cβ (Xに隣接する炭素原子の

クーロン積分）

βc X三 βex＝ρcx/3 （炭素と Xの間の共鳴積分）

O'c=O.l× （O'x1+0'x2＋……） 

（ヘテロ原子Xi.L によってはさまれた炭素原子



5.結論

PC  -8801, PC  9801 F 2により， 100におよぶ

H M  O法のパーソナルなデータベースを作製した．

これらをすべてプリンターで打ち出し，データブッ

クを作製するのは容易で、あった. (PC 8801版）

パラメ ータは，表 l等を用いたが，その后の研究に

よって，より適した数値があろう．当然それらを用い

て，新たな計算が必要で、ある．ここでは，数値（分子

図の）の確認を主眼にしているために，文献8と同ー

のパラメータを用いている．

このプログラムを用いて，有機反応についての種々

の考察が可能で、あろうし， HM O法の理解， 量子化学

の入門，より進んだ分子軌道法への入門，等が，ひと

昔に比べ格段に易しくなっているであろう．他の分子

軌道法との併用もすすめられる所である．

当然のことであるが， しかるべきテキストを参考に

して，選ばれて，勉強されることが必要で、あろう．マ

イコンで，計算する丈では，このプログラムの生命も

短かいであろう．問題をもって，又種々の参考書と共

に勉強されるならば，きわめて有用なプログラムとし

て多用されるものと考える．参考書を掲げた~ 30 
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マイクロコンピュータによる分子軌道法については）74 

のクーロン積分）である．

表 1

（東京化

骨格原子の数 化合物名 I PC-8001 PC -900l'F 2 PC 9001F2増設

C32 オバレン I 60: 04 11 : 24 11 . 24 

ジベンゾ［Jg,ij］フェナ

C36 ントロ〔9,10, 1, 2, 5 15. 09 15: 09 

ρqrst］ぺンタフェン

C40 サーカムアントラセン 21 26 

ヘキサベンゾ〔9,10, 1, 

C42 2, 3 -pqrst］ペン タフ 21 . 08 
エノ

C48 36 03 

門

ι 

ρex I X1X2iρXlX2 

1.2 I N 0 I 0.6 
1.4 

'Tイサニ， ＞；ッカ弓 P「i:1: f＇「 二 ヒョ円シ、 ス1G

ヶ，1サニ ケ町力司 Dis(>I_ Aγ 二ヒョ円シ＇＇t;!L

Data fil.ぞヨリハ 1＂ナシスlし

作，1＋＋ンケ引1J コス、、シキη ス！l1

ex 

CN  
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汁f++:, ＇；ッ力司 L1:iad スI[,
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メニュー 1

Dョta fil e ヲヴウ11,

2 

x 結合の形 ox oc・ 
=N- 1 0.1 

N 
N 2 0.2 

=O 2 0.2 。
-0- 3.2 0.32 
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づ号
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7 

Fi Les ヨ＜J口rinter ニヒョウシ、、 ス｜し8 

（共立出版）

量子化学方法と応用一

分子軌道法計算

分子軌道法計算

P74 第 4号第32巻化学教育

Please i nout number 

FRI El 

FR(NI 

FRIRl 

::, R ( E J 

SRIN) 

SR(Rl 

Please input number 

~nd 

メニュー 2

E Leet r円n de円宇 lT.、

S.o 1. f at om 口0I.ヨr・, zab i: 1 r.γ 

F「Cもれて ier ぞtそct r o r1 d e n s i t、
Ft' ・Jn t i＇号r e l.eじtt'CJn dρ 円s': tγ 

Frontii:'r 号l号－：：： trc111 de11<>1t1, 

Suuer d令 l.ocalie:abil..itν
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Suoer delocaLizabilit11 
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LCAO coefficients 

Bond 01-der 
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表 3-1 

化合物名 *'8願干のl9 寓ー電予のn 淘”崎町 3・・時間 032 9・t":HJ~うわ
PC・8向。Iii PC-9801F~· fi 

10 

受亙炭化水事

001 H~； 

002 r’デl)

003 、”トリl)

日：02 0：目。

日：13 0 : 0~ 

0:33 0:07 

oo• ，，，外主1ノ 。：57 0: 12 

005 、＂）t") 。：26 0 : 0~ 

006 17t~ ） 

007 7》トうわ

008 711)ト~）

009 17,t) 

日10 I. 2・イ））＂7）十うt;

011 ？リt)

10 ~： 00 0・明l日

u 14 4:32 0:57 

14 14 5:54 l: 11 

18 18 11 :32 2・：07

10:46 2: 11 

11 :43 2:21 

1日：26 2:07 

18 18 

18 18 

012 3. ・－、・11・711)トレ〉

013 トリ71二v1

01• t ＂~） 
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016 、・；，フ1)

13 18 

11 :26 2: 17 18 18 
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の
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〆
』
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表 3 -2 

化合矧名 骨t&原子の：~ πー電乎の取 滞.時間 津町算時間 クーロン積分 共鳴積分
PC-880 I版 PC-98日IF2Jlj ( 6) <cl 

芳香簸置換化告物

063 卜&I) 1・13 日16 6 CH3）ド0.2 6 CCI）＝・0.1

064 1:1J) 0・59
c (C-H3）・2.5, t. (Cl-CH3l・日.7 

日II 6(Nlz2,6CC・）’ 25

日65 4-7ミJl川、・3 15 16 5:47 1・11 6 （阿｝・2.6 CC・1・0.25 

日66 4. 4' -)・ 7UHIヘーJ 16 18 7:00 1・：21 6 (N)=2. 6 CC・） •0. 25 

1費量堅調式化合物

067• t.リシ.. , 0:38 日・os Tobie 1 

067b 0:39 0:08 6 (N〕・2.6 (C・） •0 . 25 

日68 t＂リ，.＇！.. ! 0:35 0:08 Table I 

069 t＇リミヨ .， 日：36 0・08

070 t＇分 .， 0・：37 。：08

071 キ／リヲ 10 10 2: 10 0:27 6 （同）・2.6 CC＇）・0.25 

072 イ，IJリコ 10 10 2:U 0・25 占 (N)•2, 6 CC・）・日.25 

073 6, 7－ヘ.，，・11リ2 14 14 4:43 I :00 6 (N)• I 

日74 6. 7ぺ＂JlーイYキJリコ 14 14 5:50 1: 12 6 (N）・1

075• 7?リγJ 14 14 6:10 I: 10 6 (N）・2.6 (C・） •0. 25 

日75b 14 14 5:20 1 :03 6 (Nl•l 

0760 t'O-l 日・25 0・：OS Tobie I 

076b 0:23 日：05 6 CN）・2.6 CC・）・0.25 

077 7うコ 0:25 0・04 Tobie 1 

078 HJ1J 日：2日 。：日4 6 (S)•I, 6 CC・1・0.25 

079 イ川・－1 10 1:52 0:22 占（ N)•2. 6 (C・〉・0.25 

080 ~111 · γ － l 13 14 4:54 0・56 6 (N）・2.6 cc・ J・0.25 

081 イYイヨド－l 10 I :44 日：2日 6 (N）・2.6 cc・）・0.25 

082 0ドリフー〉 10 1 :50 日：22 6 （同）・2.6 (C・）・0.25 

083 t＂ぅγ－l 日：26 0:05 T・ble I 

084 イ~ ，－ ,_l 0・24 0・05

085 2. 1.3ートリn・司 S 日：23 日：05

086 I, 2. 3－トリ7,・-1 0・：23 0:05 

087 4, I, 2ートリn・-1 0:22 0:05 

088 1.2.4ートリu・-I 0:25 0: 05 

089 イ，H・1・-1 0:25 0:05 

日90 ti’，.＿， 日26 0:05 

091 イJl"ti’，.＿， 10 1:52 0:22 

092 Jぅ，.， 0:26 0:05 

093 、.，，・7ぅ，.， 1・：57 0:22 

日94 1,3,4-H，γ，，.＿， 0・24 日：OS

095 ,,,._, 日25 日：05 6 (N）・2.6 c・（圃｝・日.25 

096 ,. ,,. 17，・－l 10 1・：53 日22
。（S）・1,6 C・iS）・日0. 25 
6 CN)a2, 6 C' N)• 25 

097 イヨデJ" 20 22 14:51 2:43 /c 同c ； ~i.l./c~・）：~~~－，~~ ）・S0~(2)

キノンおよびトロポノイド化合物

101 トDIドOJ 1・15 0: 16 6 C0l=2. c (C0)=S0~ （ 2) 
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漏刻に関する研究
（設計・製作とその性能）

田口紘一・木村剛三
〈昭和59年9月20日受理〉

The Desige and Production of Clepsydra 

The five tanks type water clock is designed and the characteristics of 

nozzles are investigated. The water tank to watch time is fulled in a hour. 

Koichi Taguchi and Gozo Kimura 

1 .緒日

「日本書紀」の第38代天智天皇の10年 （671年）に，

「夏四月丁卯朔辛卯，漏刻を新台に置き，始めて候時

を打ち，鐘鼓を動し，始めて漏刻を用う」とある．こ

の夏四月丁卯朔辛卯の日が現行暦に換算すると， 6月

10日に当るので，この日を時の記念日と定めた（大正

9年）．しかしこの日本で初めてつくられた漏刻につい

ては全く資料が残っておらず，どういう機構，形状の

ものかわかっていない．飛鳥の水落遺跡がその漏刻の

収められていた建造物の遺構ではないかと推測されて

いるがまだ決定的ではない．漏刻，即ち水時計につい

ては古代エジプトの時代から日時計とともに使用され，

精度向上のための改良が数千年にわたって行われてき

たのであるが，流体工学の難しさから，時計として満

足な精度を得るには大へんな工夫を要したことが推測

される

今回有明高専20周年記念高専祭の機械工学科のテー

マとして「時」があげられ，展示物のーっとして水時

計の設計・製作を行うことになった．実際に「もの」

を製作してみることによって 水時計の単なる機構的

知識だけでなく，流体の特性の理論と実際の相違を実

感することができると思われる．そのことが学生の実

践教育に役立つと考える．

2.水時計の機構の発展の歴史の概略

水時計の機構や形式の発展の歴史をたどると，最古

のものはすでに紀元前1500年以前からエジプトやパビ

ロニアで使用されており，それは容器の底に小孔をあ

げ，容器内の水が小孔より流出し水住が減少して行く

時間を内側に印した目盛により知る（流出型）という

簡単なものであったようだ（図 1）.その後，滴り落

前1400年ころのもので現存する最古の時計とされる

図 1 エジプトの水時計（カイロ博物館蔵）

回 笈1J 漏オ百周
・
戸
経
圃

拡
大
泡

図2 呂才の漏刻
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ちる水を受ける容器の方に目盛をつけたもの（流入型）

に変り，クテシオピスがそれに浮きをつけ機械装置と

結び付けようとした（前3世紀）．中国では前漢の時

代（前 208～後 8）のものとして浮きに指示梓の付い

た流出型の水時計が出土している．しかしこれは携帯

用で穴も大きく ，水が10分程度で、流出しまうものもの

である．水時計の改良の歴史は流量を少くすることと

一定流量（一定水位）を得るという 2点に対する工夫

の経過である．

この欠点を補うためのその後の発展は主に中国でな

された．まず2世紀初めに張衡は水槽の水位の減少を

補うために，その上にもう 一つの水槽を置いた二段式

のものを発明した．この多段式による改良はその後も

発展し，孫縛は三段式（ 360年頃）を，そして呂才は

四段式のものをつくった（ 640年頃，図 2）.上段か

ら供給される水量を多くして余った分をオーバーフロ

ーさせて水住を一定にするところの平水査式は燕粛に

よって発明されたが，それは呂才からさらに 400年も

経過した1030年のことであったという．また器の底の

小孔の代りにサイフォンを取り入れたのは李蘭（ 5 

世紀）だという．しかし，使用される水の温度による

粘性の変化やチリの混入により 精確な一定流量を得

ることは難しく，機械時計の出現により水時計は消滅

することになる．

3.設計方針

緒言で述べたように水時計はその発展の経過より，

種々の機構により流量を調整しているが，今回の製作

については水佐安定の方法として理論的にも巧妙な機

構であり，また日本最初の漏刻の形式の可能性の濃い

呂才の製作したといわれる四段式のものを基本構造と

することにした（図 2，図 3)

この水位安定の原理を説明すると，水槽から流れ出

る流量は水位に関係するので，貯水槽が一つの場合，

流出によって水住が下るにしたがい流出量が減少する．

これを補正するために多段式にするのである．すなわ

ち2段目の水槽の水位九の変化は流出口からの流出

量と l段目の水槽からの流入量の差になるので，水位

の変化は大幅に減少し， しかも最初は 1段目水槽から

の流入量の方カ苛荒出量より多いので，図 3 ( b）に示

すように水位九（＝Bh＋初期水位 I）は最初上昇しそ

の後下降する. 3段目， 4段目の水槽になるにしたが

い，その水位の変化はさらに大幅に減少する．ただし

図に示すように最終値（最上段水槽の水位がO目盛を

指した時）が各段とも 0目盛を，また受水槽目盛はフ

ルスケールを指すように各段の流量を正確に調整して

セットしなければならない．これは次に最下段の受水

（α）構造
E 

Ah Eh. 

－
品
T
S
E
E
E

’

酬
学
側
岩
v
T

O Dh 
一一一＋
時間

( b) 時間と水位の変化
Eh 

図3 4段水槽式漏刻の水位変化

槽の水を排し最上段の水槽の水位を元に戻すだけで途

中の段の水槽の水位を改めて調整することな く初期状

態を得るために必要である．またこの状態の時に第4

段目の水槽の水位変化も最小になるものと思われる．

各段の流量は初期水住hと穴径に関係するので主に水

位変化で調整することができる．

流出口は容器の底面あるいは側面に小穴をあけ管を

取り付ける方式とサイフォン式のどちらかの選択にな

るが，作り易く，また交換，調整もし易いサイフォン式

とした．また管またはサイフォンの先端（流出口）を

各水槽の水面が波立たないように次の水面下に侵した．

水槽の設計については次のような事項を考慮した．

1）原理・機構がよ くわかるようにする，必要なら透

明槽とする．

2）あまり大きくならないようにする．

3）展示物として外観も工夫する．

4）製作し易い構造にする．

5）水位調整がし易いように十分に考慮する．

6）水の循環装置を組み込む．

流れの絞り部については，細管式，オリフィス式の

いずれにするか予備実験を行った後に決定することに

し，当初はフルスケール24時間のものを計画した（こ

れは後で変更せざるを得なくなったが）．
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4.多段式水時計の流量計算

4. 1 水位と流量の関係式

各段の水位と流量の関係式を求めることができれば

計算によって初期水住差を決めることができる．簡単

のため流出管の先が次の水槽に浸っていないいわゆる

カスケード式の場合について関係式を求めてみる．単位

時間の水槽からの流出量をq，水槽の断面積をA，水位

をhとすると，ベルヌーイの定理より次式が得られる

q =tlh 
(1) 

dh_ q 

dt A 

Rは dh 1 fアー

dt AR V 日

よりこれを解いて

＝＿＿！＿＿（－」－t+2/ho) 
¥ AR ー／

(2) 

t =tiのとき h=hi とすれば

R-2A（ふ－~） (3) 

となり，時間七後の水位hiを測定することにより実

験的に求められる

最上段の水槽の流量qiと水位h1の関係はm (2）式よ

り

h1寸－古t+21h:-J2 
(4) 

「 土I_ ____!__t+2v h1~l 2R1 ¥ A1R1 ...且u / 

第 2段目の水槽の流量q2と水位h2を求めると

も ＝-t~
(5) 

dh. 1 
＿＿＿＿＿±＿＝一一一（ q2-ql) 
dt Az 

と表わされるので

dh2 1 1 .／ふ

一一＋一ーゾ~＝－ t＋ヱ竺土 (6) 
dt AzR2 2 2A1A2R12 AzR1 

一般に dγ 「

証言＋αvy =bx+ c 

の一般解は

（元)2＋ 主o のとき

{IYα（bx+c）｝ α＝K{ /Y－β（bx+c)} (7) 

ただし ー はR王五五
α，β＝ 4b 

k：積分定数

( Tt; )2 +f< 0 のとき

logK{ y+ft-伽＋c)/Yーヰ（bx+c)2}

Zα 市 4b r .J v α1 
l トーニー＋一一 f(8) 

ゾ一（α2+8b) 、／一（ a2+8b)l bx+c 4b J 

と表わされる．

a=___l_ b＝一一土－ c＝企Lとすると
九九， 2A1AzR1 2 , AzR1 

(6）式は ／企ロハ
（＆）－叫んR12孟 O のとき（ばより

{!bi－ α（－」一＋~＼ α
2A1AεR12 ~んR1 / 

=Kl v h2 -,e( _ ＿＿＿！＿＿τt＋企叫｜ β

l v～＼ム1-¥.1J-¥.2R1 んR1/ J 

t=Oのとき h2=h20 とすれば

K＝同－a~）／jJh:-p~） β

｜ι~t「' 2AiんR12 九九／

~－α~ 
-v u20 AzR, 一一

一（可2t＋町
/b:--,B~ l 

.t"¥?fil 

ここでα，

とすれば α 1 A1R12 f , , /, • AzR/ l 
β 4  AzR22 l ~＇ "r ‘ AiR12 J 

lぽぷ＋示（七叫1川（1-D)

口 /hi；一生生（1-D)Jh:-
AzR2 

7 子守τ(l+D)2二 、 ，τ 、 一（9)
生山 福＋£頁付t-A1R1布汀（l+D)

.og一元－岩山）~

r. I んR22
ただし D三 A I 1 -4一一一7

- V A1.R1' 

（年rー叫ん民2<0 のとき

(8）式より

叫川本t 器~｝石
Az R/ f 1 , A1 R, ,,,----l l 
A1R12 l 2AzR2 ~んR2 '¥I HJO J J 

... _-1 r i r 21瓦句 11

)4~－ 1 lJ4時一 1l 治~－法d；。 )J
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t=Oのとき h2=h20 とすれば

「 A,R, ／て一－－－－；－－一 1 l 
logK=-logl h20 －~vh1ah,o 十二二Lh10 I L AzR2，～＂－－ 2u ) 

｜ 2主主4
AiR1九 h10

log［〔 h2 ＋｛式石－設~｝~

十企Eこf____!_ _ __&_&_ Iナ ll 
A1R12 l 2A2R2 AzR2 v uia J J 

／〔 h20一昔~＋ト〕 l

~ ,4~－~ran-'[[ H%-1 
×（治主!h;;-＋~JF.I] 

[ 1-4二－11－竺t AiR1庁－

A1R12 2A2R2 AzR2 v 

l r 2A.R. けい 111 + 1 f j－」ーニ A 子江－ 1 f 11 (lOl 
J l A1R1九h,o J 11 

このように一応の積分は出来るが変数 h2をtの陽関

数として表わすことは不可能である．まして流出口の

先が次の水槽の水面下に侵ってその水位の影響も受け

る形式の場合，これを時刻の関数として表わすことは

論外となる．

4. 2 数値積分による方法

そこで刻々の変化を数値積分で次式により求める

dh1 1 
dt Ai '"11' Qi=ilhi 

旦§＿二一土（q2-Q1), Q2＝土J瓦
dt Az 

dh, 1 「
ーーと＝一一一（q3-Q2), Q3二一一～ h,dt A3 • _., 

旦~＝一上（q,-q3), Q4二土J瓦
dt A, R, 

dhs 1 
dt＝玉~q,

水位 h1～h‘の初期値を与えてルンゲ・クッタのサブ

ルーチンを用いて数値積分する.R1～ R，は実測によ

り求める．初期水位差は試行錯誤で変化させながら，

第5水槽すなわち受水槽の満水時に h1は目標値に，

h2～h，は初期値になるように調整する．

5.流出部の設計と流量特性実験

5 . 1 細管サイフォンの流量特性

設計方針において各水槽からの排出はサイフォンを

使用することに決定していたが小型化のためできる

だけ細い管の使用を考えた．そこで内径 0.8mmのニッ

ケル管を用いその流量特性（流量係数，温度の影響，

安定度）を調べた．

サイフォンの流出口は下段の水槽の水面を波立たせ

ないために水中に置くとすると，損失水頭Hは

H=h (h：水位差） ）
 

－E
Eム

噌
E
E
A（
 

で表わされる．

細管の損失は管内の流体摩擦損失と管の入口と出口

の損失の和である．流体摩擦損失係数λ，入口と出

口の損失係数を Eι，E oとすると，細管の損失水頭は

(1日

H=( Ei+En＋入五｝ヱ1
＼ ιu  d I 2g 

λ：64μ/(v・d・ρ）：層流

2：細管全長

d：細管内径

v：細管内流速

μ ：粘性係数

ρ ：密度

流量Qは細管内断面積をαとすると

Qニ αvニ 1 α花店
v' E;+ Ea＋ 入12/d

と表わされる．

E；，ε。は入口，出口の形状により異なるが，概略

E tキ0.5,E oキ1であり， 2=100伽lffiの場合の入2/d王子53

に比べて非常に小さい． λもμ， v, d，のほかに表面張

力等の影響を受けるので，正確には個々の細管につい

て実験で損失係数を求めなければならない．図 4( b) 

は水位をパラメータとして水温の流量への影響を示す

図中の理論線は水位H=800mm，水温28℃の実験値を

基準として水の粘性係数およびHの変化の影響を理論

的に推量（式（13）より E;, Ea＜＿ λ2/dのとき Qcx:h/ μ） し

たもので実験値はよく合致しているといえる．しかし

(13）式より計算される計算値とは大幅に異なる（図 4(C)).

これは細管で微小流量のため水が連続的に落下せず，

滴下の状態にあり，表面張力の影響が大きく出たもの

と考えられる．

細管サイフォンの使用は流量が計算値よりも少なく

内径0.8mmてづ荒量1～ 4c.cノmin即ち1.5～ 62 I日とな

り，十分に少なくできるが，温度の影響が大きく O℃と

30℃で約2.2倍の差が出ることがわかる． これは水時計

としては一定水温の保持を精密に行わなければならない

(12) 

(13) 
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ことになる． 古代中国の文献 「周躍」の中の水時計に対

する言及に 「……冬には大釜の中の水を温め，そして

容器（水時計）を満して，それを滴らせる」とあり，古

代人も水温の保持に留意していることが読みとられる ．

サイフォン

~ 1.0ニyケル管

内径 0.8mm
管長 l,300mm 

（α） 実験方法
5.0 

「 払でが歩／（伊f

「 A----§----0日＂＂＇＂同法
咽 2.0ト／／；-企ー ＿＿fi':----

1.0← ご士）理論線

日
日 I 0 20 

水温℃

使用管外径l.Omm，内径0.8mm，管長l,300mm 

( b）水温と流量

30 

0.4 

てコ、、
Eき
十 0.3←
＋ 

ミ0.2ド

ぜ
1 0.1ト

出

／ ノ／ ／話「

0 H =800mm 
ム H=500mm 

＝~＝＝－－＠＝τ＝9＝－τ＝ττ＿g-
日
日

」
10 20 30 

水温℃

( c）水温と1/R （理論値との比較）

図4 細管サイフォンの流量特性

5. 2 ノズル式の検討

温度の影響を少くするために断面変化による損失が

主であるノズル式を検討してみる．

管の途中に設けたオリフィス図5（α）を水が通過する

ときの流量Qと損失水頭Hの関係は次式で表わされる

Q=CAJZgH 

c：流体係数＝Cv• Cc 

Cv ：粘性，表面張力によるもの＝0.97～0.99

Cc：収縮係数 =0.60～0.64 

注目すべきことは粘性や表面張力の影響が極めて少な

いということで、ある ．

サイフォン形式でしかも流量制御部にこのオリフイ

スを使えば水温の影響を少なくすることができる．す

81 

告－ ~［~~>DJ 
（α）オリフイス ( b）設計したノズル

8 s－§ー！日

、u~ 
哲制三

。。

8 H =400mm 

- 6－~ 一一一一一一一一－一会ー
ム企

H=200mm 会

20 3日10 

温度℃

図5 ノズル式の流量特性

なわち流体摩擦損失が少なくなるように太い管のサイ

フォンを用い，その途中にオリフィスを設ければよい．

そこで設計したのが図 5 ( b）に示すような内径8mm

のガラス管の先に直径0.3mmの小穴を持つノズルを取付け

たもので流量測定結果を図 5( c）に示す．実験値にや

やぱらつきがあるものの温度の影響がほとんど認められ

ないことがわかる．しかし穴径を0.3mmと小さくしたた

め水中の浮遊物により穴がつまり易く実験はしばしば

中断した．穴径を0.5mmにすると流量は 2.8倍になり，

小型で、1日計という計画に対しては大き過ぎる．

5. 3 多段オリフィス式の検討

そこで一つのサイフォンの中にオリフィスを数個設

けた多段オリフィス式を考案した. n個のオリフィス

。」
［
も

（α） 5段オリフイス式ノズル

(1心

自

.：日：「Il卜卜 : 

6 
、~ ム

ム

判コ割芸 会

空気滞留 0 なし
ムあり

一」
I 0 20 JO 

水温℃

(b）水温と流量

図6 多段オリフィス式ノズルの流量特性
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が組み込まれているとき，流量Qは次式で表わされる

Q=CA/2函7Il (15) 

図 6にその設計例と実験結果を示す．流量が安定せず

原因を調べたところオリフィス聞に空気が混入すると

流量が減少することがわかった．この空気の混入は一

度入ると除外するのが難しく，実用的には多段オリフ

イス式は適当でないように思われる

6.一時間計の設計

以上の結果から数2の水量で24時間計を設計するこ

とはその精度予測からみて困難と判断される．また展

示物としては刻々の水位の変化がよくわかる方が望ま

しいこともあって，この時点で1時間計へ設計変更した．

6 . 1 構想

水槽は内径96mm厚さ 2mmのアク リルパイプを使用す

る．これは水位の移動を直接観察でき， 外径 lOOmmと

小径なのでコンパクトな設計が可能で、ある ．また工作

も容易なためである ．

全体の形として図 7に示すような模型を考えた ．ア

クリルパイフ。の各水槽をジグザグに配列し，これを細

いアクリルパイプで支える ．各水槽の水の移動はサイ

イフォンにより行う ．

外観は次のような意味を持つ．

(1) 各水槽は急峻な渓谷の個々にそびえる峰々を表

わし，サイフォンはその山あいから流れ落ちる滝々を，

三角形の支え板は峰々の下に漂う雲海を表わす

(2) 5本の水槽は高専の 5学年を表わし，各サイフ

ォンは先輩から後輩への伝統の受け継ぎであり，最下段

の受水槽はその伝統の畜積を表わす．三角形の支え板は

各学年聞をしっかり と固める友情，親愛，協力を表わす

図 7 模型写真

6. 2 水F曹の言宣言十

内径96mm，厚さ 2mmのアク リルパイプを使用する ．

これは水位の変化をよく観察でき，外径 lOOmmと小径

なのでコンパクトな設計が可能で、あり，また工作も容

易なためである

受水槽 ：1分間にlOmmの水位の移動とすると 1時間

に600mmとなり適当な大きさであると考え，まずこれ

を決定し，高さ800mmとした（図 8)

最上段の水槽 ：受水槽と同 じ容積必要で、あるが一本

では全体として背が高くなるので2本並列に並べる

必要高さは 300mmとなるが美感から 2本の高さを変え

530と730mmとした

2段～ 4段目の水槽 ：水位の変化が小さいため容量

は小 さくてよいので，高さを300mmとした．

水位調整バルブ：各水槽の初期水位の調整がし易い

ように，美観を損わないように独自に設計製作した．

設計図を図 9に示す．

6. 3 サイフォン，ノズル

サイフォンは外径1伽lffi，内径 8mmのガラス管を曲げ

てっくり，その先にアクリル樹脂製のノズルを取り付

ける．後でわかったことであるがサイフォンに水をj荷

すのにこのままでは空気を完全に排除するのが困難で、

また途中で止めることができない．そこでサイフォン

の途中にコックを取り付けることにより解決した．こ

れでコックを閉めるとサイフォンが上水槽に侵ってい

る限り上流の水が水槽に戻ることはなく，下方は水槽

からサイフォンを上げてもノズルが小さいため水が滴

下することはない

受水槽寸法より流量はπD2h/4=4.5.e/時＝l.2c.c./s 

を得る．

各段の流量はノズル穴径と水位差で、決定されるので

設計上水位差を先に決め，それからノズル径を決める

と全体の形の決定に融通性を持たせることができる．

ただし細い水位差はノズルの流量係数や穴径が正確に

判明 しないと決らないので，まず概略を決め水位差の

調整にかなりの許容幅があることが望ましい．

ノズル穴径の決定 ：概算のためノズルをオリフィス

と見なせば，穴径を d，水位差をHとすると式(1心より

Q=C-fd2vZg百 （16)

ここで流量係数Cを求めるため d=l.28mm （実測値）

のノズル， H=117mm一定（オーバフロー式）で流量Q

を測定したところ Q= 1. 5c.c./ sを得た．これより

C=Q什d2/Zg瓦）=0. 問

このCを用いて各段の水位差とノズル径を決定する．

水位差を先に決めたいがノズル径工作上ドリルが0.1



～t
d
0
．、
ち

83 第 21号有明工業高等専門学校紀要

図9 調整バルブ 図10 ノズル

mm径飛び、で、あるのでノズル径を変えて適当な水位差が

得られるまで計算する．

最上段の水佐差とノズル径：始めと終りの水位差が

300mmあるので、平均水位差は150mmより大きくなくては

ならない. d =0.9mmとすると H=306mmとなりやや大

き過ぎる， d =l.Ommとすると H=200.9mmとなり適当

である．

下 3段の水位差とノズル径：概要設計から H=l50

程度をねらう. d =l.2mmとすると H=96.9mmとなり

やや小さい. d =1.lmmとすると H=137 .3mmとなり適

当である．よって最上段ノズル径は1.0mm，下 3段

のそれは 1.lmmとする．ノズル設計図を図10に示

す

6. 4 各段水位差の変化の計算

各ノズルの穴径，容器寸法および流量係数が求めら

れたので，各水槽の 1時間における水位変化が式（10)

により数値計算できる．計算は電算機およびプログラ

ム付電卓を使った．電卓は容量が小さいのでdtを小

さく取れず， 0.2分刻みが限度であったが電算機での

正確な計算値に比べて誤差が水位にして最大0.5mm(B 

水槽，受水槽Eの誤差0.05mm）程度であったので主に

電車で計算した.BASICプログラムを図11に示す

さて各水槽聞の初期水位差を H=350 （計算プログ

ラムでは50=350 300), I = J = K =137，流量係数

0.770とした場合の計算結果を図12（α）に示す.60 

分後の各水槽の水位は目標値（図でA=B=C=D=

0, E =600）に対しでかなり異っている．初期水位差

をトライアンドエラーで数回変化させ目標値に近づけ

るようにしたところ H=314, I =120, J =139, K = 

144とするとよ く近づくことがわかった（図12( b )) 

以上より全容と各水槽の高さ，水槽聞の段差を図8

（α） ( b）に示すように決定した．

ロロ一
N

I 530 I 

形

。～h
。。
、

（α）全

A 

A 

7.水位差調整

7 . 1 最適水位差の追及

期限がせまっていて，調整計算の方法の確立と実験

による水位差変化の測定を同時進行させたため，試行

(b）各水槽の相互の高さ関係

図8 設計図
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表 1 実測値と計算値の比較

HUHU 

ψ
A
’aψ
A
T
 

）
）
L
 

Fh
u
p
h
J
V

－1

－
 

n川
v
n
u
v
l
i

T
T
H
W
 

J
K
M山

一
一
、
j

I
J
K
 

4
h
4
1
ム
1

B
C
D
 

ψ
小
中
平
ψ
不

。，un
r
u
q
L

φ
1
1

・
h

’41
’

P
Q
R
 

H
U
ψ
不
ψ
小
↓
小

ψ
叩

F
U
I
」

M山

！

日

一

一

一

；

！

C
5
5
5
 

A
V

刊

T
0
．0
0
U

L
r
o
釦．

9

討

↑

T
T
I

1
E〕「

0

↓
副

U
N叫
M

m

E

M

4

H

一一

一一
円

4

・・R

＋
H
I
J
1

＝
r
k
叶
I
H

－－

A
A
4
1
ム
1
↓
l
J

”が

k
＝
8
9

十

）

3
珂

〈

A
B
C
H

［

4
1

1
（
（
（
：
 

国
に
レ
4

け

川

川

川

川

刊

川

い

判

別

的

制

却

制

＝
t
‘
・
nM可
十

ト

い

十

l
ぃ
ト
ト

＝
2

0

↑
↑

T
T
N
N
T
A
B
C
D
E
N
N
 

・
c
m
r
u
白

木

O

P

Q

R

E

E

E

E

”

m
I
4
M田川
口

H
U
M
M叫
叩
叩

J

一・”＝
J

〔”
勺＝，
J
吋

叩
叩

＝＝

G
＝

0

2

P

T
A

B

C

D

E

E

 

il

p

＝

／

木
本
本
木
i
－】
“
“
“
“
“
“
。
。
“

I
E
仁

・

N

U

N

一N
N

N

N

f

f

5

6

6

副

司

＝

／

＼

T
A
T
A
T
A
T
A
T

－
T
A

／
＼
＝

中
1

9ω
・
・
＋
一
＋
＋
＋
＋
＋

団
抑

M
G
5
0
0
X
A
B
C
D
E
X
X
T
m
m
m
m
m
m
T
T
m
D

z

＝
＝
＝
＝

＝＝

＝＝

＝＝

＝
z

z

n

k
nn
n
n
n
k
nn
n

n

n

n

M
円

H
A
F
0
5
T
X
X
A
B
C
D
E
町

内
山

T
p
p
p
p
p
p
w
w
p
E

F

、u

内，d
A

H
V
A
H
u
n
H
V
A
H
U
A
H
U
F
h
d
nH
V
A
H
u
nHV
A
H
u
nH
V
《
H
V
A
H
v
n
H
υ
《
H
V
AH
u

nH
V

AHV
AH
U

！
U
1
1
2
2
3
4
5
6
7
8
8
9
m
n
u
u
M
5
M
刀
m
m
m
a

図11 BASICプログラム

閲

「

『

日

「

プ
差

5
一

一誤

一
－

の

叫
T

一
一－h
d

；
、

n

一

－
一ふM

－

i
 

m
o「
一

日

間

3

一
～
一同ロ

間

一『

の

時
四
ア

～

槽

一
－
一
レれ

：
2
 

0

「～
一受

1

：
 

。
。

6日日

Ah Eh 

E
E

Z
Q
 

n
U
 

4
 

a寸0
 

0
 

2
 

dOO 

" kl 

100 

-10 

-20 

初期水位 H =350. I = J = K =137mm，流量係数0.77 

（α）予備計算のままの場合

時間 m m  

／イGOO

tJ：：~ ［~ 
時間 mm 

初期水位 H =114, I =120, J =139. K =144.流公係数0.77

(b）水位を調整した場合

図12 水位変化曲線（計算値）

初期水位差 日＝50, I =137, J =137, K =137mm 

(a） 実験 ｛直

時間min Ah mm Bh mm ch mm Dh mm Eh mm 。 300.0 。。 0.0 。。 。。
5 265.0 10.0 0.0 0.5 51.0 
10 235.0 15.0 1.0 0.5 84.0 
15 209.0 15.0 2.0 1.0 156.0 
20 182.0 12.5 2 5 1.5 208.5 
25 157.5 7 .5 2.5 2.0 261 0 
30 134.0 2.0 2.0 2.0 312.0 
35 121.5 - 5 5 0.0 2.0 365.0 
40 91.5 -13.0 - 2 5 1 5 417 .0 
45 71.0 -22.5 - 6.0 1.5 469.0 
50 51.5 -31.0 -10 0 0.5 521.0 
55 32.5 -40.0 -14 0 0.0 573.0 
60 11.4 -50.0 -19.5 - 2.0 623.0 

( b) 計算値（類似のノズルで流量係数を測定）

流量係数 0. 770 とした場合

時間min Ah mm Bh mm ch mm Dh mm Eh mm 。 300.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

5 268.84 12 34 1.09 0.17 48.81 
10 239.63 19 40 3.24 0.38 97 .65 

15 212 16 22 50 5.51 0.94 146 56 
20 186.27 22.56 7.41 1.65 195.60 
25 161. 78 20.25 8.68 2 37 244. 76 

30 138.57 16 10 9.19 3.01 294.04 
35 116.52 10.50 8.89 3.47 343 42 
40 95 53 3. 75 7.80 3.68 392.86 

45 75.50 - 3.88 5.93 3.60 442.31 

50 56.35 12.20 3.34 3.20 491. 72 
55 38.00 -21.05 0.09 2.48 541.03 
60 20.38 -30.30 -3.75 1.43 590.18 

( c) 計算値（最上・下段の流量より流量係数を求める）

流量係数 ：上段より0.794, 0.812, 0.812, 0.812 

時間min Ah min Bh min Ch・ min Dh min Eh' min 。 300.00 0.00 0.00 0.00 0 00 

5 267 87 11 60 1 08 0 07 51 47 
10 237. 73 17 .85 3.15 0.39 102 97 
15 209.39 20.11 5 26 0.95 154. 56 
20 182.65 19.36 6.90 1 65 206 27 
25 157. 54 16.27 7 .82 2.28 258.10 

30 133. 63 11 38 7 92 2 81 310. 05 

35 110.91 5.07 7 16 3.11 362.07 
40 89.28 - 2 33 5 56 3.13 414 .12 
45 68.63 -10.58 3.17 2.82 466 .15 
50 48 90 -19.49 0.04 2 17 518.08 
55 29.99 28.90 -3 75 1 17 569.86 
60 11 84 -38.67 -8.13 0.18 621.42 

(d) 計算値（下 4段が実測値と合致）

流量係数：上段より0.726 .0. 808 .0. 836 .0.812 

時間min Ah min Bh min ch min Dh min Eh min 。 300.00 0.00 0.00 0 00 0.00 
5 270.46 6.98 - 0 72 1 18 51.59 

10 242 46 9 95 - 0 35 1 99 103 .36 

15 215.85 9 98 0.22 2.62 155. 26 

20 190.50 下.77 0.51 3.13 207 26 

25 166.30 3.83 0 29 3.47 259.35 
30 143.16 一147 - 0 55 3.62 311 48 

35 120.99 - 7.85 - 2.05 3.52 363.61 
40 99. 73 -15.08 - 4 19 3 14 415 70 

45 79 31 -22 98 - 6.96 2.48 467 69 

50 59.66 -31 43 -10.30 1.51 519 53 

55 40. 74 -40.30 -14 17 0 24 571.16 

60 22.49 -49.49 -18 52 -1 32 622 56 
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錯誤的となったが，以下その経過を記する

まず、初期水位差H=350, I= J = K =137mmの場合

の実験結果を表 1（α）に示す．同表 （b）に示した流

量係数を0.770として計算した結果と比較すると各水槽

の60分後の水住の誤差は 3～33mmあり，特に肝心の受

水槽で、最大の誤差が出ている．誤差の原因は主に流量

係数のとり方による計算誤差であると考え，流量係数

Cは流量に比例する （式（14））として， Aから流出した

流量およびE水槽に流入した流量から

最上段ノズルの流量係数 288.6 
CH=O. 770×一一一一＝0.794 

n 297 .6 

最下段ノズルに対して 623 
CK=0.770×一一一一二0.812

民 590.2

とし， 中間の二つのノズルは最下段と同ーす法であ る

のでC,=CJ=CKとして計算し直した．結果を同表（c) 

に示すが，両端（A, E 水槽）はよく合っているもの

の中間の水槽はまだかなり誤差が残る

そこで、60分後の各水槽水位の変化は各段の流量係数

の微小変化に対しては線形に対応するものとしてその

割合を求め，連立方程式によって実験値に合う流量係

数を求めることを考えた．変数（流量係数） 4個に対

し水槽は 5個であるので，下4段の水槽水位を対象に

した．結果の流量係数およびその値を用いての水位変

化の計算値を同表（d）に示すが，最上段の値が実験

値とかなり隔った値となった．すなわちこの実患剣直に

合う流量係数を計算で求めることはできない．

これは実験値の誤差とも考えられるので，実験値を

見ながら試行錯誤的に水位を変化させて，最終水位誤

差のより小さい各段初期水位差を求めて行かざるを得

なかった．数回の試行錯誤の後，表2に示すような各

段初期水位差が比較的良好な結果（60分後の水位誤差

5mm以下，受水槽水位誤差－2.5mm）を得た ．

表2 初期水位差調整後の結果
各段初期水位差 H : 130, I : 100, J : 120, K : 128 

時間min A" mm B" mm ch mm D" mm Eh mm 進遅S。 300 .0 0.0 。。 。。 0 .0 0.0 
5 265 .0 23 0 -2 .0 -1.5 50 .0 。。

10 230 .0 37 .0 。。 -3 .5 100 0 。。
15 200 .5 44 .5 2 .0 -4 .0 149 .0 -6 .0 
20 171 5 47 .5 5 .0 -3 .0 198 0 -12 .0 
25 145 .0 48 .0 7 .0 -3 .0 248 .0 -12 .0 
30 119 5 46 .0 8.5 -2 .0 298 .5 -9 .0 
35 96 .0 41.5 9 .0 -1 5 348 .0 -12 0 
40 73 .5 35 .5 8.5 -1 3 397 .5 -15 .0 
45 52.0 29 .5 7 .0 ー1.4 448.0 -12 0 
50 32.0 21.0 5 .0 -1 5 497 .5 -15 0 
55 12 .5 12.5 2 .0 -2 .0 547 .0 -18 .0 
60 -5 .0 3.5 -1.5 3 .5 597 .5 -15 .0 

7. 2 性能

水位変化のばらつき

各段初期水位差，水温を一定にし， 10回の繰返し実

験を行い， 60分後の水位のばらつきを調べた．結果を

表3に示す．受水槽のばらつきが最も大きく，標準偏

差 σは2.99mm(18秒）， 95%信頼幅は±2.1勾！ID (12.8 

秒）である ．水時計の性能に関する文献を得ていない

ので他と比較評価できないが，かなり小さノズル径の

使用，操作技術（運転前の清掃，使用水の不純物等の

点検，初期水位の正確なセットなど）の未熟な状態で

はこの程度はやむを得ないかも知れない

表 3

初期水位差 H ~ 108, I ~ 105, J ~ 123, K ~ 128 

日τ～～とt宮 Ah mm B" mm ch mm Dh mm E" mm 

7 .5 -1 0 -2 .5 -2 .0 582 .0 
2 4 .5 -4 .0 -4 0 -2 0 590 .5 
3 5 5 -4 0 -2.4 -4 .0 588 .5 
4 7 .5 ー35 -2.0 -4 .0 583 .5 
5 6 0 3 .0 -3 .5 -2 .0 585 .0 
6 5 .0 -3 0 -3 .0 ー2.0 585 0 
7 5 .5 -2 5 3 .5 -2 .0 587 .0 
8 6 .7 ー4.0 -3 .0 -2 .0 584 .0 
9 7 .0 -2 0 -1 5 -0 .5 579 5 
10 7 .5 -6 0 一10 -3 5 584 .5 

平均 6 .27 -3 30 -2 64 -2 .40 584 .95 

標準偏差 1 .60 1.29 0.90 1.04 2 .99 

水温の影響

製作したノズルの形式は予備実験において水温の影

響が少ないことを確かめているがさらに検討を加え，

受水槽への影響を調べる ．式(13）を用いてE;=0.5, Eo 

=1.0, Q/d= 3として水温と Cの関係を求めたのが

表4である.10℃につき1.5%の変化を生じている．実

際に水温を変えて水時計の受水槽への流入量を測定し

たところ同表（b）のようになり， 10℃につき2.7%の

誤差を生じている ．

表 4 水温の影響

(a ）計 算 値

ε ， ~o.5， εο~ i.o, e Iα ~ 3 

水渇 ｜ 0℃ I lo℃ I 20℃ 

c I ~： ~~i I ~：~~~ I ~：~：~ 
( b）実験結果（60分後の水位）

初期水位差 H-108, I -105, J -123, K -128 

*-ii¥!℃ Ah mm Bh mm ch mm Dh mm Eh mm 

3 -4 .5 -4 .5 -3 .0 -1.0 571.0 
3 1.0 -0.5 3 .0 ー2.0 565 .5 
10 6 .3 ー33 -2 6 -2 .4 585 0 
25 -2 .0 -3 .5 -0 .5 0 .5 598 .0 
23.5 -0 5 ー55 ー20 -4 0 602 .0 

7. 3 流量係数について

流量係数が予備実験で正確に測定できれば，式(10）の

数値計算で各段の初期水住差を求めることができる

（もっとも水位差そのものは試行錯誤で前もって設定

せねばならないが）．しかし前述のように類似のノズ

ルでの実験値ではかなりの誤差が生じた．そこで各ノ

ズルは工作上寸法に微小差があるので個々に実際に使

用するものに対して測定すべきであると考え，図12に
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示す二つの方法で、流量係数を求めた． 同図（α）は水

位一定になるように容器から水が常にあふれるように

水を供給しながら，サイフォンでノズルに導くもので，

この場合流量と流量係数の関係は式（16）によって示され

る．もう一つの同図（ b）は容器の水位の変化を測定

し，それより次式により求める方法である

C・fct2/Zi＝出 /ho~）／t （間

結果を表5に示すが，両方法の比較をするとかなり異

った結果が得られ，しかもいずれも水時計の水佐変化

の実態とは一致しなかった．むしろ前述のA,E 水槽

の排，入流量から推測した流量係数の方がよく合う

また流量係数を試行錯誤で数回変化させて実験結果

(H=l08, I =105, J =123, K=l28mm）にかなりよ

く合う流量係数を求めると例えば CH: 0. 7 42' Ci : 

0. 798, CJ: 0. 792, CK : 0. 798が得られた．これを表

2の実験結果にあてはめるため，水温差の影響分とし

て流量係数を2.6%大きくして計算した結果が図13で

ある， 比較的よく合致していることがわかる．

以上のことより流量係数を一回の実験で正確に求め

得る方法を確率することはできなかったが，各段の初

期水佐差の設定は次のようにすると比較的早く確実に

求まるであろう．

① 予備実験として各ノズルの流量測定をし，一次

の流量係数を求める．

②実際に漏刻を運転し，各水槽の満水期（本漏刻の

場合は60分）の水位変化を読みとる ．このとき水

温を一定に数回の測定を行い，ぱらつきおよび平

均値を求めておく ．

③①によって求められた流量係数を用いて，計算

によって満水期の各段水槽の水位をみる．

④各段の流量係数の微小変化 （例えば 1%）に対

する各水槽水位の変化の割合を出す（計算）．

⑤④の値を考慮しながら，試行錯誤により②での

実験値に合う流量係数を求める（計算）．

⑥⑤で、求めた流量係数を用い，各段初期水位差の

微小変化に対する各段水槽の満水期水住の変化の

割合を出す（計算）．

⑦⑥の結果を考慮して試行錯誤により目的の満水

期水住が得られる各段初期水位差を求める．

⑧⑦の結果を用いて漏刻を運転し，誤差を測定す

る

⑨ さらに細い調整をするには以上のことを繰り返

す．

川且
山
且

（α）オーバフロー法 ( b）水位変化法

図13 流量係数測定方法

表5 流量係数の測定結果

（α）オーバフロー法

サイフォン H I J K 

h 258mm 105 123 128 

1回目 74 24 92 39 87 .57 80.45 
2回目 74.26 92.61 87.97 80.28 

sec I 3回目 73 68 92 94 88. 74 80.58 

｜平均 74 06 92 65 88 09 80.44 

c 0 780 0.806 0. 784 0.841 

但し Q ~IO'mm' 水温11.8℃

( b）水住変化法

サイフォン H J K 

h, 486mm 322 373 236 
h, 386 222 273 136 

l回目 401.38 396. 74 364.30 497 .32 
t 2回目 398.83 396.06 362.91 496.29 

sec 3回目 400.30 396.83 363 79 496.54 

平均 400.17 396.54 363.67 496. 72 

c 0.805 0 851 0.850 0.826 

lf<i旦5℃

／ 

／ 
Eゾ

a' a ¥ / 
I .~ .'V－ーに鳥 ／ 

ト0~ ：／：ノ＼／＼

I IO，｛~，？ ／~＇，＼＼ ~＇口， 1
一 ！ ノ ＼
十ノ c＿.，＿＿ヶー ‘＼ ＼ 

30日

400 

E
E

£
凶

10 40 
ー10

20 30 

時間 mrn 

5日

シンボル ：実験値．線 ：計算Iii!
流量係数 F : 761, G : 0.819, I : 0.813, M : 0.819 
初期水位差 H =130, I =100, J =120, K =128 

図14 計算値と実験値の比較
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8.結言

何とか高専祭には展示にまでこぎつけ多くの人に興

味を持っていただいた. 1時間計なので当日は学生が

付いて受水槽が満水になる度にポンフ。で、最上段水槽に

戻し，各段初期水位を調整した．また時刻を表示した

カー ドを三角形板の上に立てそれで時刻を読み，受水

槽の水の高さで分刻を読むようにした．細い調整法の

追求はその後のことであった

実際に漏刻を設計・製作してみてやはり当初から見

当がつかず不安に思っていたとおり流量係数の正確な

値を求めることが必要で、ある．しかし例えば二つの方

法での測定値がかなり異ったことはそれがなかなか困

難であることを表わしていると思われる．もっとも著

者がその方面の専門知識に乏しいことにもよるが，こ

のように小さな穴で形状精度のよくない状態で，水の

流れが滑らかでないことが予測される状態ではこの程

度の誤差はやむを得ないのかも知れない．この流量係

数を求める実験でノズルの先を実際の使用のように水

中に入れなかったことも誤差の原因であったかも知れ

ない．流量係数については今後の課題としたい．

サイフォンの途中につけた停止用コックはあとで必

要とわかつて取り付けたので，少し外見を損じた．機

会があれば作り直したい．

最後にこのテーマを卒業研究として製作・実験 ・調

整に夜遅くまで、残ってくれた松本修一，大石崇晴の両

君（彼らは理論と実際のくい違いをいやというほど味

わった）および高専祭での製作担当になった学生諸君，

またその製作指導および重要部品の製作に多大の協力

をいただいた本校機械実習工場の技官の方々，それに

資料の提供，流体工学分野の相談に多大の御援助をい

ただいた当時本校教授木本知男先生，および猿渡真一

助教授ほかの教官の方々，さらに近江神宮歴史館の菅

沼晃次郎氏，奈良国立科学博場館の佐々木勝浩氏より

漏刻に関する貴重な資料や御意見を承ったことを記し

厚く謝意を表する次第である

文献

1 ）橋本万平 ：日本の時刻制度，塙書房

2）東畑精一 ・薮内清監修：中国の科学と文明一一第

5巻・天の科学一一，思索社

3) 

国15 完成写真

図16 高専祭展示
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落錘式衝撃圧縮における衝撃応力測定

宮川英明・中村安生
〈昭和59年9月13日受理〉

Measurement of Impact Stress under Impact Compぞ-essionsusing 

the Drop Hammer. 

In this study, a simple impact stress measurement was tried at a region 

of small strain and strain rate. For the impact loading of test specimens a 

simple apparatus of drop hammer type was used and the impact strain wave 

obtained by the use of a strain gage attached to the test specimen was mea -

sured by the use of the pensonal computer connected to the digital memory. 

The imqact stress-time relation was calculated from the measured impact 

strain wave by the use of the quasi-static comqressive strain-stress equat 

10ns. 

1 .緒 E

H ideaki MIYAGAWA 

Yasutaka NAKAMURA 

測定処理を行なうことができる．

2.供試材料および実験方法

89 

衝撃的現象に関しては，これまで数多くの研究がな

され；）叩衝撃圧縮変形における金属材料の諸特性の測

定には，丸棒の縦圧縮現象を利用した研究報告がある＇. ）-1) 

本研究は衝撃的現象の解明のためではなく，爆発硬

化高マンガンオーステナイト鋳鋼の衝撃負荷による残

留応力挙動を調べるため 8）製作した，重錘の自由落下を

利用した衝撃負荷装置による，試験片に負荷される衝

撃力測定を目的としたものである．衝撃時のひずみ速

度およびひずみいずれも小さいので，上記報告に見ら

れるような方法によらず、試料に直接貼った抵抗線ひ

ずみゲージのひずみ波形をもとに，簡単な衝撃応力測

定を試みた．

供試材料はHadfieled’s組成の高マンガンオーステ

ナイト鋳鋼と，材料の違いによる衝撃応力やひずみへ

の影響を調べるため，市販のジュラルミンおよび銅を

加えて三供試材を用いた ．上記三供試材をそれそやれMn,

Du, Cuとする．

近年，パーソナルコンピュータの発達と普及が進み，

GP・IBを使用できる測定器の種類も多くなり， GP-IB

を用いた測定法に関する報告も見られるようになったそ）

本研究では，従来ひずみ波形の測定によく用いられて

きたオシロスコープによる測定にかえ， AID変換器を

介してディジタル量として測定値を得る方法をとった．

この方法だと，測定値がディジタル量であるため，GP

-IB, RS・232Cにより各種機器にデータの転送が可

能になり，パソコンを用いて短時間で， しかも簡単に

供試材形状はFig.1に示すような直方体ブロ ックで，

応力 ひずみ線図測定用試験片A，および衝撃実

験用試験片Bの二種類をそれぞれ準備し，いずれも

受け入れのまま実験に供した．三供試材のピッカ ース

24 
－－ーーーーーー，v

Specimen: A Specimen:B 

Fig. 1 Shape and dimensions of test speci-

mens. 
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かたさHv(lOkg）はそれそやれMn: 219, Du : 137, Cu 

: 102である．

一般に，材料の一端に衝撃力を加えたような高速変

形の場合は，材料特性はひずみ速度dc:/d tに依存し，

したがって応力σとひずみ Eとの聞には準静的変形過

程におけるようなσ＝f(c)の一対ーの関係式は成立

しない山しかし，本研究における衝撃時の平均ひずみ

速度は最大でdc/d tキ2lsec一1であり，最大ひずみも

£max与0.006と小さく，準静的変形で得られる σ＝

f(c)関係式が近似的に成立すると考えられる領域7)9）で

あるので，衝撃力測定は，衝撃時に得られたひずみ波

形を測定し，準静的変形過程で得た応力一ひずみ関係

式を用いてこれを応力に換算することにより求めた．

応力一ひずみ線図の測定は島津万能試験機REH-30 

型を用い圧縮荷重は電圧出力（出力電圧は荷重 1tonに

対し0.6V）とし，ひずみはできるだけ平均的ひずみ

が測定できるように，ゲージ長の長い共和電業製抵抗

線ひずみゲージKFC-10-Cl-11を供試材側面中央部に

貼り，動ひずみ測定器DPM-llOAを用いて出力させた

両出力電圧をそれぞれ岩崎通信機製ディ ジタルメモリ－

DM-7100に記録した後，アイ電子製パソコンABC 20 

を用いて合成し，圧縮応力 ひずみ線図を作成した．

測定は短時間で，変形量も小さいので測定中の試験片

の温度変化はほとんど生じないと考えてよく， 三供試

材とも鉄鋼材用のひずみゲージを用いた．

衝撃負荷装置は質量13.l 7kgの重錘（100¢ ×200）が

垂直に立てた 2本のガイドに案内されて自由落下し，

下台上に固定した試験片と衝突するように製作したも

ので，ガイドと重錘案内部との摩擦をできるだけ小さ

くするように接触部に粘度の低い潤滑油を注いで実験

を行った．装置の写真をFig.2に示す．重錘落下高さ

はh=0.3, 0.6mおよび、供試材Mnのみl.lmでも実験

を行った ．

衝撃負荷による試験片内の各瞬間のひずみ分布は不

均一で、あり，衝撃速度が大きいほど，この不均ーは大

きく，ひずみは衝撃端に集中する傾向が見られる 3.)11)

本研究における衝撃時の平均ひずみ速度は，後述す

るように3.25～21.42sec→と衝撃変形としては小さく，

重錘落下高さ h=1.15mによる衝撃負荷を与えた高

マンガン鋼のひずみ分布測定結果では，衝撃端への

ひずみの集中はあまり生じていない干しかし，できる

だけ衝撃端面近くのひずみを測定するため，衝撃端か

らlmm下方の試a験片側面にゲージ長さ 2mmの抵抗線

ひずみゲージKFC-2-Cl-11を貼り，衝撃時のひずみ

波形をできるだけ精度よく測定できるようにした．

衝撃のような高速変形に対する抵抗線ひずみゲージ

の追随能力はゲージ長さが短かいほど良くアゲージ長

Fig. 2 Impact loading apparatus. 

3mmで、周波数に換算し220KHzまで可能である刊本研

究におけるひず、み波形の周波数は約20KHz81で、あり，抵

抗線ひずみゲージが十分精度よく追随するひずみ速度

で、ある．

衝撃時のひずみ波形の記録は，応力一ひずみ線図測

定と同じ測定システムで行ったが，衝撃は瞬時の現象

である’ので，ひずみの時間変化をできるだけ精度よく

測定するため，動ひずみ計の出力電圧をlμs間隔でデ

ィジタルメモリーに収録した．ディジタルメモリーの

データ収録時間間隔がlμsと非常に速いため，データ

を収録できる時間はわずか0.004秒間だけである．し

たがって収録を始めるタイミングが少しでもずれると

衝撃現象がとらえられない．そこで，フォトセルを用

い，落下する重錘をはさんで，互いに反対側に投光器

と受光器を設置し，重錘が試験片に衝突する直前に投

光器からの光を－＿§＿遮断し，重錘通過後，衝突住置の

1～ 2mm直前で、再び、投光器からの光が受光器に入射す

る瞬間に出力する信号を，ディ ジタルメモリーの動作

開始のトリガ一信号とした．衝撃応力測定装置全体の

Fig. 3 Assembly of impact stress measure 

ment instruments. Block 
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じ曲線が得られるが，圧縮試験では試験片とクロスヘ

ッドとの接触部に作用する摩擦力の影響を受け，平均

圧縮応、力σと最外層に生ずる圧縮応、力σ。との聞には，

μd/Rが1に比べて充分小さいとき， σ＝σ。（ 1+μd 

I 3 R ）の関係が成立し~ 3）測定された応力σは試験片

表面に実際作用している圧縮応力σ。より大きくなる．

（ここで， μ ：摩擦係数， R, d：試験片の高さと直径）

一方，落錘による衝撃負荷は圧縮であり，供試材はペ

ーパー研摩仕上げをして接触部を油布で拭いて，摩擦

を小さくするようにしたが，供試材の上下面の衝撃負

荷装置との接触部では摩擦力が作用することが考えら

れる．そこで応力一ひずみ線図の測定は，衝撃負荷実

験とできるだけ同じ条件になるように圧縮荷重で、行っ

た．

測定結果をFig.5に示す.i共試材Mnの弾性変形域

の測定データーを用いて求めた縦弾性定数EはE

1.84×l05MPaである．この値は同じ高マンガン鋳鋼

板材を用いて静荷重曲げにより求めたE=1.85× 105 

Block diagrams for measurement of impact load. 

写真をFig.3に，その測定ブロックダイヤグラムを

Fig. 4に示す．

4 Fig. 

3.実験結果および考察

2節で述べたように，落錘衝撃負荷による試験片の

ひずみ速度およびひずみはいずれも小さいので，準静

的に得られた応力一ひずみ関係式を用いて衝撃力を求

めても，大きな誤差は生じないと考えられる．応力一

ひずみ線図は引張試験でも圧縮試験でも理論的には同

5 

4 

司

3

内

L

’E

（

o
a
z
o
o
F
X）

ωg』
窃
＠
〉
軍
部
』

a
E
o
u

Experimental equations of stress-

strain curve for test specimens. 

Table I 

Coefficient Specimen:Mn Specimen:Du Specimen:Cu 

α1 0.001 0.007 0.020 
α2 193.117 58.236 91.828 
α3 34.807 22.753 29.002 
α4 96.720 33.746 57.565 
α5 111.839 27 .123 50.228 

α6 56.557 12 .571 21.790 
α7 15.509 3 .420 5.386 
α8 2 .416 0.533 0.776 
α9 0.202 0.044 0.061 
α10 0.007 0.001 0.002 

σ＝｝！1an （ε×103）い（u:stress(MPa），ε：strain〕
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MPa14＇とほほ洞じ値であり，接触部がすべり易い状態に

あることおよびそれほど高い応力が負荷されていない

ことにより，摩擦係数μが小さいためだと思われる ．

三供試材の応力一ひずみ線図を最小二乗法により実

験式として 9次の多項式で近似した．測定値と実験式

との誤差は，最も大きいところで0.67MPaであり，応

力一ひずみ線図は実験式によってよく近似されている．

この実験式をTableIに示す．衝撃応力の計算にはこ

の実験式を用いた．
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衝撃時にディ ジタルメモリ ーに収録された測定デー

タを， パソ コンを用いてディ ジタルプロ ッターで描か

せたひずみ波形をFig.6に示す．得られた波形はいず

れも似たような形をしているが，最大ひずみは， 同じ

供試材では重錘落下高さが高いほど大きく， 同ビ高さ

からの衝撃では，軟かい材料ほど大きくな っており，

Cu, Du, Mnの順で、ある．

Fig. 7に供試材Mnの重錘落下高さ h=1.lmによる

ひずみについて，ひずみ一時間の関係を実験式で近似

したもの，これを微分して求めたひずみ速度 t およ

びひずみ加速度 2 と時間の関係を示す．ひずみ速度

£ は最大ひずみに達するまで、の時間273μsのほぼ中

間134μsで最大値－20.2sec-1に達し，ひずみ加速度

Z はひずみが最大値を示す瞬間が最も大きい．

Fig. 8に各供試材の最大ひずみに達するまでの衝突

時間rを， Fig.9に最大ひずみEm胞を示す ．

£maxが供試材の違いにより大き く変化するのに比べ，

rは200～300μsの値をとり，供試材や落下高さの違

いによる差が比較的小さい ．しかし， £max, rいずれ

も重錘落下高さが高く，軟かい材料ほど大きくな って

いる ．

衝撃負荷時の平均ひずみ速度£ ＝εmax／τ を

Fig.10 lこ示した ．供試材Mnのh=l.lmでの平均

ひずみ速度は£＝ 13.7sec-1であり ，Fig.7で求め

た最大ひずみ速度一20.2sec-1は平均ひずみ速度の

1.47倍とな っている．重錘落下高さおよび供試材が異

なる場合，この比は1.26～1.74倍の範囲にばらつい
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ており，材料が軟らかいほど，また同じ材料では落下

高さが高いほど大きくなる傾向がある．

Fig.11には一回の衝撃負荷による各供試材の残留ひ

ずみを示した．いずれも残留ひずみは小さいが，特に

硬い供試材Mnは変形量が少ない ．

応力 ひずみ曲線の実験式を用いてFig.6のひずみ

波形から衝撃時に供試材に負荷された衝撃応力を求め

た結果をFig.12に示す．いずれも一般に撃力と言われ

る力の時間変化の模型図15）と同ピような，急激に増加

する上に凸の図形が得られたが，｛共試材Mnのh=1.1 

mの結果，および℃uの h=0.3, 0.6mでの結果は，

他の結果に比べピーク近傍では幅が広くゆるやかに変

化している．これは衝撃負荷を受けて生じたひずみが，
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弾性域から塑性域におよぶために， Fig.5の応力一ひ

ずみ曲線の傾きの変化の影響を受け，塑性域では応力

があまり増加しないで，変形だけが増加する過程の現

われと考えられる．図中に示した最大衝撃応力は，閉

じ高さからの衝撃負荷でも供試材が変わると大きく異

なり，供試材Mnで特に小さい．これは衝突直前に重

錘の持 っていた運動エネルギーが，試験片の変形だけ

でなく，重錘や下台の弾性変形や下台を支持している

土台の変形などにも分配されるため，これらを含めた

全体を衝撃負荷時の力学系として考えるとき，試験片

の慣性が下台などに比べて小さいので，硬い試験片ほ

ど衝撃エネルギーが散逸し，試験片に作用する衝撃力

が減少するのが主な原因だと思われる．
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Eヨ

本校で製作した，重錘の自由落下を利用した衝撃負

荷装置による，高マンガンオーステナイト鋳鋼，ジュ

ラルミンおよび銅の衝撃実験を行ない，簡単な衝撃応

力の測定を試みた．要約すると，

(1) 衝撃によるひずみ速度およびひずみが小さいの

で，準静的応力←ひずみ関係式を用いて，供試材の衝

撃時のひずみ変化から，簡単に衝撃応力の時間変化が

求まる．

(2) ノfソコンを中心にGP-IB, RS-232Cを用いて，

複数の機器を接続することにより，各種データ処理を

容易に行なうことができる ．

(3) 閉じ落下高さによる衝撃でも，供試材が異なる

と試験片が受ける最大衝撃応力は異なり，衝撃応力の

時間変化はかなり違った形を示す．

終わりに，本研究の遂行に際し懇切な助言を賜わっ

た本校機械工学科小田 明教授に感謝の意を表する．

4.結
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大口径さく岩機の性能計算

木村剛三・大山司朗・奥薗願一郎＊

〈昭和59年9月19日受理〉

A Calculation Performance of the large diameter Rock Drill 

The large diameter rock drill of this type is simple in structure and strong 

and furthermore works stable, but it may not be better than others in effic-

iency. ln this report, we made exact numerical analycis of the action of出is

type of dl ill. 

Gozo Kimura ・ Shiro Oyama ・ Kiichiro Okuzono 

1 .はじめに

圧さく空気を動力源とするこの種のさく岩機は，構

造が簡単で、堅牢，動作も安定している．また岩盤の状

況によっては，この形式のさく岩機でなければ歯のた

たない場所もあるようである．しかし構造の簡単のた

めに，効率良く動作させるためには，設計の段階で十

分な検討がなされなければならない．この報告では，

クリスンセン・マイカイ株式会社のミッション・メガ

ドリル＊ A 100を例にと ってその動作について精密

な計算をすることにより，今後の同様のさく岩機を設

計する際の参考を提供するものである．

2.構造と動作原理

このさく岩機の構造図を図 lに示し，その動作原理

をモデル化して描かれた図 2～図 8で説明する．

図2 これはさく岩機在持ち上げてピット A、ハ

ンマーピストンBとも最下佐置に下がった

状態で、圧縮空気は矢線のように通過して

ピストンを上下させることはしない．穴底

の岩粉などを掃除するのに使用する．

図3 ピットを着岩させケーシングCを下へ押し

付けた状態で，高圧空気は矢線のように下

＊ 株式会社筑豊製作所

図4

図5

図6

図7

図8

図7,6

作用室Dへ送り込まれ，その圧力によりピ

ストンをはね上げる．

ピストンが少し上がり下作用室への圧力導

口Eが封鎖された状態で，ピストンは下作

用室の圧力で引き続き加速される ．

ピストンの穴の上部が上バルブFにはまり

込み上作用室Iが封鎖される．ピストンは

下作用室の圧力でなお加速されるが，上作

用室内の空気が圧縮され抵抗力となるので

加速にブレーキがかかる。下作用室のピ又

トンを押し上げる圧力は次第に弱くなる．

ピストンは高速で、上昇中でありまもなく上

作用室への圧力導口Gが開く．

上作用室への圧力導口が聞き高圧空気が上

作用室へ流れ込む．一方その直後に下パル

ブHが聞き下作用室の高圧空気はピット内

を通り外へ逃げ圧力は急速に低下する．そ

のため上昇中のピストンに強力なブレーキ

カfかかる．

ピストンが最高点に達した状態で，上作用

室に流れ込んだ高圧空気によりピストンは

下へ強力にプッシュされ加速される．

上作用室への圧力導口は塞がるが，ピスト

ンは上作用室の高圧空気によりなお下へ加

速される．
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図 6
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図 7
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図5 上作用室のバルブFが聞き，高圧空気はピ

ストン中央部を通って外へ逃げる．一方下

作用室はすでに閉じておりピストンには少

しフゃレーキカfかかる．

図4 直後に下作用室への圧力導口が聞き高圧空

気カf流れ込みピストンにブレーキがかかる

図 3 ピストンは最高速度より少し速度を落した

状態でピットを打つ．次にその反授と下作

用室の高圧空気により上へはね上げられる．

3.計算式とプログラム

前節の説明で明らかなように，このさく岩機は圧さ

く空気の力でピストンが激しく上下運動し，落下時の

衝撃でピットが岩盤を砕くので，計算は専らピストン

の運動について行った．

計算に必要な定数や変数は次のとおりである．

w ピストンの重量（70.Okg f) 

A ピストンの断面積（292.0cぱ）

g 重力の加速度（980.0cm/s2)

p1 上作用室の圧力（kg£I cぱ）

p2 下作用室の圧力（kgf I crrf) 

pa 排気圧（大気圧を 1としそれより少し大きい）

(kg£ I crrf) 

Pb 供給圧（ゲージ圧＋大気圧） (kg£ I crrf) 
χ 気体の定圧比熱と定容比熱の比（1.4)

時間（ s) 

s ピストンの最下点を原点としたピストンの位

置（cm)

v ピストン速度（cm/s) 

S1 下圧力導口が開閉するピストンの住置

(1. 90cm) 

S2 上バルブが開閉するピストンの位置

(2.70cm) 

83 上圧力導口が開閉するピストンの位置

(3.45cm) 

S4 下バルブが開閉するピストンの位置

(3.70cm) 

Ss 上死点の高さ （10.45cm) 

V11 下降時上圧力導口が閉じるときの上作用室の

容積（2701. 94crrl) 

V12 上昇時上バルブが閉じるときの上作用室の容

積（2862.5crrl) 

V21 下降時下バルブが閉じるときの下作用室の容

積（3048.8crrl) 

V22 上昇時下圧力導口が閉じるときの下作用室の

容積（2523.2crrl) 

e1 ピストンがピットに衝突したときの反挽係数

(0.2～0.6) 

e2 ピストンが最上位Ssまで上昇したときの反挽

係数

運動方程式は

w d2s 
一一ァ＝A (p2-p1) -W  
g dt2 ( 3' 1) 

である．但しp1'p2は上昇時は第 1表，下降時は第 2

表の式による．

s p1 p2 

s。壬s<s1 Pα Pb 

S1三五s<s2 pa I V22 
Pb v22+A(s-s1) 

》包

I V22 S2孟s<s3 V12 I 
pα1v12-A(s-s2) Pb v22 +A(s -s 1) 

S3三五s<s, Pb 
I V22 lk 

Pb V22+A(s -si) 

S4孟s三五Ss Pb pa 

第1表 ピストン上昇時のp1'p2 

s p1 p2 

S4三玉s豆Ss Pb Pα 

S3三五s<s, Pb 
I V21 

p v21 -A(s, -s) 

S2壬s<s3 I V11 
Pb v11+A(s3-s) 

I V21 
P v21-A(s, -s) 

S1三玉s<s2 Pα I V21 11c 
P v21-A(s,-s) 

s o三五s<s1 Pα Pb 

第2表 ピストン下降時のい， p2

( 3' 1 ）式は非線形で解析解は得られないので，ル

ンゲ・クッタ法による数値積分を行った．すなわち，

ピットが着床し，ピストンがSoの位置に静止した状態

から出発し，最初の 1行程で約6.6cm程跳び上がりそ

れから下降に転じてピットに衝突する．次は落下し

たときの速さ vlこ反授係数e1を乗じたe1vの速さで上

昇を始め，以後同様の動作を繰り返しながら約5～

6回の往復で定常状態に入る．積分の刻み幅hは，

0.00002秒にとった．計算のプログラムは次の通りで
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ある ．

STATEMFf¥!T 

’BEGIN ’REAL S，ちの，s1,s2,s3,54,sラ，D1,02,03,04,05,r,u,u1,Pl1P2,PA1PB,
W,A,G,K,v11,v12,v21,v22,H,c1,c2,06,El1E2i 

’INTEGER I,N；’A~RAY Y1F1cCI0:21>i 
’PROCEDURF RKGCCl，仁21D6,H,N,c,Y,F,SUB)i

’REAL Cl，亡2,D6,Hi 'ARRAY ro,Y,F；’PROCEDURE SUR；’ I NTEGER N; 
・BEGIN ’R EAL K1R；’ INTEGER I；’FOR I :•0 ’ STEP 1 ’UNTIL N ’DO 
’BEGIN K:=H*FC 111 >; R:=O. ち傍K•©C I I I> i 

0 C I I I ) : =c C I I I ) +3. O*R・0.5*Ki YCIJt>:=YClll>+R; 
’ENDi SUBCY1F） ；’FOR J:•O ・ STEP 1 ’UNTIL N ’DO 
’BEGIN K:=H勢FCIJl)i R：＝仁l*CK・cClll))i。CII I> :=cCI I I >+3.0*R-Cl*Ki YC I I I）：：・yClll)+R; 
’ENDi SU円（Y,F＞ ；’FOR I: =O ’STEP 1 ’UNTIL N ’DO 
’BEGIN K:=H長FClll); R:=C2*CK・cCIII));。CII I>:=c< I 11 >+3.0*R-C2*Ki YC I I I> :=YC I I I )+R; 
’END; SUB CY, F>；’FOR l:•O ’ STEP 1 ’UNTIL N ’DO 
’BEGIN K:=H長FC I I I > ; R: :r: CK -2. 0-t事cClll））骨D6i。CI I I > : =c C I I I ) + .3. O*R・o.雪骨Ki Y C I I I > ::m=Y C I I I > +R; 
’END; SUBCY,F)i 

'END 骨骨 R K G 骨骨；
’PROCEDURE SUBCY1F＞；・ARRAY Y,F; 
’BEGIN S: =Y ( I 2 I > i U: =Y C 111 ) i 
’I F U>=o.o ’THEN 
’BEGI N ’I F SO<=SιS<Sl ’THEN 

’円EGJN Pl::spA; P2:=PB；’GO ’TO. LC；ヘ
’END；’ I F Sl<=SιS<S2 ’THEN 
'BEGIN ・p1:=PAi P2:=PB骨CV22/CV22+A*CS-S1> > ＞骨骨K; ’GO ’TO LCi 
’END；’ I F S2<=Sιs<s3 ’THEN 
’AEGIN Pt:=PA＂争 cv121cv12・A*CS-S2＞＞＞骨骨Ki

P2:=PA骨（V22/CV22+A勢 cs-s1＞＞》骨骨Ki ’GO ’TO L亡；
'END；’ I F S3＜＝ち ιS<S4 ’THEN
’AEGIN Pl:=PBi P2:=P0*CV22/CV22+A*CS・Sl)））骨骨K; ’GO ’TO LC: 
’END；’ IF S4<=SιS<=sち’ THEN
’AEGJN Pt:=PB; P2:=PA；’GO ’TO LCi 
’F. ND ; 

’END; 
’I F U<O.O ’THEN 
’AEGI N ’I F S4<=SιS<=S弓’THEN

’閉EGIN Pl:=PAi P2:=PA；’GO ’TO. LC; 
・END；’ IF S3<=SιS<S4 ’THEN 
’RECヲIN Pl:=PB; P2:=PA*CV21/CV21・A骨（54・S))＞骨骨K; ’GO ’TO L亡；
’END；・ IF S2<=Sι5(53 ’THEN 
’BEGIN Pl:=PA＂争 CV11/CV11+A骨（53・S）））骨骨Ki

P2:=PA骨CV21/CV21・A骨（54・s>≫骨骨K; ’GO ’TO ~Ci 
’ENO；’ IF Sl<=SιS<S2 ’THEN 
’円FGIN PU=PAi P2:=PA*CV21/CV21・A骨（54・s>≫骨骨K; ’GO ’TO L仁；
’END；’ IF so<=SιS<Sl ・THEN
’BEGIN Pl:=PAi P2:=PB; 
’END; 

’ENDi 
LC: FClll>:=(A/W-t争CP2・Pl>・1.0＞骨G; F C I 2 I ). : =Y C I 1 I ) i 

’END 骨骨 S u R 骨骨；
READ CDl,[)2 ,03,04,Dぅ，v11,v12,v21,v22,PA,PB1K1W1A)i G:-=Q80.0i N:=2; 
OUTOC200，・＜101,3うB，’＜M.MEGADRIL A・100＞’，lOB，’＜UP AND DOWN＞’，う／〉’） ; 
OUTう（200，・ OOR，’＜ W＝＞’，ZZD.DD，’＜ KG )'119B，’＜ A＝＞’，llD.DD12B, 

・＜CM2 ＞’，／／，30A,1< G＝＞’，ZZD.DD，’＜ CM/S2>' ,/I, 29B’（ PA＝＞” 
ZlD.DD,28，’＜KG/CM2 ＞’，14A，’＜ PB＝＞’，ZZD.DD128，’＜KG/CM2＞’〉”
w,A,G,PA,P号〉；
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0UT6(200，’（／／，288，’＜KAPPA＝＞・，ZlD.DD,248，’＜ Dl＝＞’，Z7.D.DD，’＜ CM＞’， 
//,30B，’〈り2＝＞・，ZZD.DD，’＜ CM＞’，20B，’＜ D3＝＞’，Z ZD.DD，’（ CM）’， 
//,30B，’〈り4＝＞’，lZD.DD，’＜ CM＞’，20B，’＜ Dち＝〉’，zzo.rラO，’〈亡M＞’〉’，
K,Dl,[)2,D3,D4,Dう〉；

OLJT4C200，’（／／ ,308，’＜Vll＝＞’，3ZD.DD，’＜ CM3 ＞’， 19B ，・＜ v12• ＞’， 3Z!).DO,
’〈 仁川3＞’，／／，30B，・＜v21＝＞’，3ZD.DD，’〈 仁M3 ＞’， 198 ，’＜ V22•>•,3zr>.DD,
’〈 仁川3＞・〉’，v11,v12,v21,v22>; CRLFC2>; 

SO:=o.o; Sl:=Dl; s2:=S1+02; S3:=s2+03; S4:=S3+D4; sち2=S4+Dぅ；
0りT6<200，’om，’＜SO＝＞’，ZZD.DD,2B，’＜CM ＞’，20B，・＜sl＝＞’，ZlD.D0,2B

’＜CM ＞’，／／，31B，・＜s2＝＞’，ZlD.DD,28，’＜CM ＞’，20円，’＜S3＝＞’，ZZD.DD,2B,
’＜CM ＞’，／ / '31A，’＜s4z＞’，ZZD.DD,28，’（CM ＞’，20B，・＜s弓＝〉’，
ZZD.DD,28，・＜CM＞’〉’，so,s1,s2,53,s4,ss>;

READCE1,E2>; 
OUT2C200，・＜2/,31R，’＜El＝＞’，・D.3D,2うち，，＜E2＝＞・，・D.3D＞’，El,E2>:
OUT0(200，・（-tりう／，lOA，’＜T>’，1ぅB，・＜U＞’，1.5B，’＜S＞’，12B，・＜Pl>’，

12B，・＜P2＞’，／〉・〉；
Cl:=l.O・ScRTCO.ろ）； C2:=2.0・Cli 06:=1.0/6.Q; 
’FOR J:=O ・STEP 1 ・UNTIL N ・DO cC 111) :=o.o; F(I 01> ==1.0: 
T:=s:=U:=o.o: I:=O; Ul:=1.o; H:=o.00002; 
YCIOl>:=r; YClll):=U; YCl21):=s; SUBCY,F); 

LB：’ i F s<=o.o ’THEN 
'AEGIN OUTう（200，’〈／，ぅB,-zD.5D，うB,-3zD.DDD, 98,3（・ZD.DDD, 7B> 

〉’，r,u,s,p1,P2>;
YClll>:=u：＝・Fl*U; YCl21>:=s:c:o.o；’GO ’TO LD; 

’END; 
’IF S>=S5 ・THEN
’REGIN OUTう（200，’〈／，ろB,-zη.SD，ぅR，・3ZD.Df>D，。A,3（・ZD.DDD, 78> 

〉’，T,u,s,p1,p2); YCl21):=S:=sう；’ IF u>o.o ・THEN
YClll):=U：＝・E2-t争U；’GO ・TO LDi 

’ENDi 
’I F Ul-t争U<O.O ’THE"N
’BEG Iト1OUTう（200，・〈 ／，ぅB,-zD.5D, う閉，・3ZD.DDD, 。円，3<-ZD.DDD, 7B> 

〉’，r,u,s,p1,P2>;

’ENDi 
LD: ui:=u; RKGCCl，亡2,D6,H,N，の，Y,F,SUB);

T:=YCIOI); U:=YClll); S:=YCl21>; I:=I+U 
’I F 1>30000 ・THEN ’GO ’TOのWARl；’GO ・TOLBi 

OWAR I: 
。UTlC200，’（／，SB ，’＜ I＝＞’，ZZZZD＞’， I>; 

0リTうc200，.・〈 ／，弓日，・7-.D.うD, ち8，・3lD• DηD, 9B,3C-ZD.DDD, 7A> 
〉’，r,u,s,p1,P2>;

’END; 

4.計算結果

条件として

pα ＝ 1.Skg £I crrf ：大気圧に排気の際の抵抗を考慮

した．

p b = 7. 65kg £ I crrf ：供給ゲー ジ圧に大気圧を加え供

給側の抵抗を考慮した．

e1：ピットの硬度と岩盤の状態によると思われる

ので0.2～0.6の範囲で計算した．

e2=0.2 ：ピスト ンはSsまで到達しない状態での

計算なので実際には意味はない．

を仮定した．結果は第3表のとおりである．

E 1 W . ＝一一一一v2 . HP＝一一一一一
2 g ’ 75×60 

打撃数／分 落 下 速 度 運動エネルギー ，馬
e1 

n v cm/s E kgfm HP 

0.2 1106 335.2 40 .13 9.86 

0.3 1122 344.1 42.29 10.54 

0.4 1133 357.8 45.72 11.51 

0.5 1137 377.8 50.98 12.88 

0.6 1129 410.3 60.12 15.08 

第3表計算結果

力

なおE,HPは次の式でvから計算して得た式であ

る．

またe1=0.6の場合についてのピストンの速度，

p1, p2の変化の様子をXYプロ ッターで描かせたのが
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図 9，図10である
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5.カタログのデータとの比較

以上が我々の計算の結果であるが，実際の稼動時の

データは人里離れた現地での運転はともかく，工場で

の連続運転をすることはその騒音があまりにも大きい

ため困難で、，従って実際にピストンにかかる圧力や，

ピストンの速度を知ることはほとんど不可能で、ある．

そこでメーカーの提供したデータを第 4表に掲げてお

く．

「供給圧 ｜打撃数｜運動エネルギーEl馬力

kg f/crri psi n/min kgf m ftlbs HP 

7.0 100 910 154.1 1.117 30.8 

8.8 125 1060 218.3 1.528 50.8 

第4表 カタログデータ

は図4で判るようにピストンは，落下して下圧力導口

が聞いた状態では速度は減殺されるのであるが，その

辺の考慮をせずに推定したのではないかと思われる．

またピットの反挽係数e1をどの程度に仮定したかも不

明である．

6.終りに

以上で報告を終るが，今後の問題点としては，下降

時下圧力導口が開くための速度の減少をどれだけ少な

く抑えるかということであろう．何か新しいバルブを

つけて落下の間中，上圧力導口が聞き下圧力導口が閉

じているようにすれば一番効率が良くなるはずである

が，そのためには構造の複雑さを招くことになる．今

の形式のままで設計するならば，上下圧力導口，バル

ブの開閉の位置を種々に変えた処でこの計算を行い，

ここで吾々の結果と比較するのに，打撃数は略々同 安定にそして効率のよい点を探すことであろう．

じオーダーである．実は，この打撃数だけは容易に実 なお計算にはFACOM130Fを， XYプロッターを描

測できるので恐らく実測した値ではないかと思われる． かせるのにはFACOM230-25を用いた．

しかし運動エネルギ一，馬力は大きく日食い違っている

がこれはそのもとになる vを大きくとりすぎているの 参考文献

ではなかろうか．我々の計算の場合，摩擦やピストン 綜合土木研究所発行月刊基礎工

およびバルブからの空気の漏れ等は一切無視した，い 1984 2 vol12, ;Yo. 2 

わば理想、の状態で、の計算で，実際の速度はこれより遅

くなることはあっても速くなることは考え難い．これ
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病院建築の計画史的研究
一一近代に於ける日本の病院建築の史的概観（戦前編）

青木正夫＊．新谷肇一
〈昭和59年9月20日受理〉

A Study on the History of Architecture Planning of Hospitals. 

on a Historical Review of Hospital Arehitecture in Japan after 1868. 

The introduction of Western medical science was greatly delayed as Japan 

had taken isolation policy since the 17 th century. The Japanese Government 

introduced Western culture positively in 1868 and onward, adopting Western 

medical science officially. Many medical schools and their affiliated hospi-

tals were established inviting physicians from Europe and America. The then 

govenment founded the army and navy under the national policy to enrich and 

strengthen the country. Importance began to be attached to military hospitals 

in 1868 and onward. Many of the physicians of university, government and 

public hospitals became independent as medical practioners and had their own 

clinics. The Red Cross hospitals, Charity hospitals, Special hospitals, In-

dustrial hospitals and so on were established at various places of the country. 

Most of the Japanese hospital buildings before 1923-the year when the Kanto 

Big Earthquake occurred-were wooden buildings. Reinforced concrete build-

ings came to be constructed after the earthquake. 

Masao Aoki* and Choichi Shinya 

1 .近代以前

近代以前の西洋医術を用いたわが国最初の病院とし

て， 16世紀半ばのルイス・アルメイダによる豊後の「府

内病院」や京都の「南蛮寺」の施設等があげられる．

いずれもキリスト教の布教活動の一環として設立され

たものであるが，貧困患者の救済が中心で，本格的な

病院と言えるものではなかった．これらは，キリスト

教に対する弾圧の中で廃院となり，駄米と異って，こ

の種の施設が根を張ることがなかった．

八代将軍吉宗の時代に 江戸小石川薬草圏内に「小

石川養生所」という40床の宮立の病院が設立された．小

石川の町医小川笠船の施薬院設立の建議か幕府にとり上

げられたもので，町奉行の与力の監督の下，附近の寄合

医師（漢方）らが出向いて診療に当った．内科，外科，

眼科の診療科目をもち， 1733年には，病床数は170床に

までなった．やはり，貧困者を対象にしたもので，江戸唯

一の施設であったがその後財政的にも発展する条件に欠

け衰退した．これらの近代以前の病院は，建築的にも近

代以降の病院に影響を与えたとは見れない．（文 1) 

＊九州大学工学部建築学科教授・工博

2.幕末から明治初期の病院

1774年の杉田玄自らの「解体新書」の訳述を契機に，

西洋医学（蘭医学）に対する関心は急速に高まり，シー

ボルトの来訪 (1823年），ペリーの来航，開国 (1854年），

長崎に於ける幕府のオランダ海軍伝習所でのポンペの医

学教育の開始（1857年）等により，蘭方医学が普及し，

各地で蘭方或いは蘭漢折衷の医学校が次々と設立された

藩立が多かったが，象先堂，適々斎塾， ）I国天堂等の有力

な蘭学私塾もあった．漢方医の勢力が強かった江戸で、も，

1858年，幕府の許可を得て，「お玉ヶ池種痘所」が設立

され，これが1861年に西洋医学所（後の「医学校」）と

なって，明治維新後，医学教育の中枢機関となった

これらの医学校には，治療所を附設させたものもあっ

たが，いずれも病院建築と言えるものではなかった

その中で， 1861年に設立された幕府立の「長崎養生

戸庁」は，医学校を附設したわが国最初の本格的な西洋

式病院であった．オランダ海軍軍医ポンペの提言に基

づいてつくられたものであるが，ポンペの弟子，幕

医，松本良）I国，開明的な長崎奉行，阿部駿河守，長崎

御目付，永井玄蕃頭の尽力，オランダ領事クルチウス



104 病院建築の計画史的研究

の援助等が病院設立の大きな力となった ．（文一 2)

この病院は， 2つの病棟の聞に診療，管理棟を挟ん

だH字型の木造 2階建の設備の整った124床の病院で，

残念ながら図面は逸しているが，ポンペの計画書は残

されている．（注 1 ）その後の病院で，この「長崎養

生所」をモデルとした病院は，あまり見当らないが，

後述する「函館病院」にその影響がみられる

＠ 

13 13 

2階平面図

1 3 13 

15 

1階平面図

（図－ 1) 長崎養生所（1861年）復元想像図

図番説明

1 .病人舎 2.各名病者居所 3.廻廊

4.書役，監察官室 5 .蕃医師室

6.看護者室 7.洗濯室 8.炊煮所

9.薬局 10.患者衣裳貯蔵所 11.関

12.水井 13.階段 14.薪炭，食糧貯所

15.通隔大門

明治維新の年に，加賀藩で「卯辰山養生所」が建て

られた．これは，藩主前田慶寧が福沢諭吉の「西洋事

↑青」に影響されてつくったもので，医学館を附設した

約100床の貧困者のための病院であった．当時の図面

及び計画書である「病院仕法書」が残っているが，そ

れによると養生所の構成は，外来診察 ・役所棟，塾生

取締人貸家，書生寄宿所棟，病人棟からなる木造平屋

のフィンガープランで，「長崎養生所」とは全く異な

る．むしろ「小石川養生所」に近い．尤も，「小石川

養生所」より設備の充実した病院である ．（文一 3)

大政奉還後，鳥羽伏見の戦いが始まり，傷病兵の収

容のため，相次いで病院がつくられた．幕府は，「医

学所」を「陸海軍病院」と改め，松本良順を頭取とし

た．維新政府は，京都，大阪に「御親兵病院」を設立

するとともに，東北征定に伴い横浜に「仮軍事病院」

を設立した．これは，その後，江戸下谷の藤堂邸跡に

移されて「大病院」と称された．この他にも，東京山

下門内に「仮病院」，さらに，各道にも病院がつくら

れたと思われる．例えば，萩藩（山口）に 3ヶ所，越

後に「越後府病院」が設立されたという記録が残って

いる ．このように，明治以降の病院は，軍病院として

出発したと言える ．しかし，まだ，これらの維新戦争

時の軍病院は，いずれも，邸宅や寺或いは民家を改造

した程度のものであ った．そのうちの 1つ，上記 「大

病院」、は，邸宅を改造したものではあったが，英医ウ

イリスを院長とし，中の設備は旧幕府との契約に基づ

き蘭医ボードインによって‘海軍病院用として発注され

ていたものを，そっくりそのまま使用していた．（文－

4）.「鉄の寝床，極上品の馬毛入の蒲団，並に向上敷

及びブラ ンケットの用意あり」，「看病人は重に嫁し

たる婦人なり，平均病人毎に看病人 l人づっ附置きた

り……」と病室内部は西洋式につくられており，女性

の看病人もいたことがわかる ．（文 5) 

幕末の私立の病院としては，佐藤泰然が， 1843年に

佐倉に設立した「JI恒天堂医院」がわが国最初の例であ

る．この病院については，千葉大学の大河直射教授が

復原図を作成されているが，それによると，当時は診

察室が中心で病室はなかった．病人は，近くの病人宿

から通ってきていた．（文－ 6)

さて，東北征定の終結とともに，政府は医師の養成

と西洋医学普及のため，長崎，東京，大阪に「長崎医

学校」にならって，官立の医学校と病院の設立をはか

った．東京では，旧 「医学所」を復興し，「大病院」

と合併して 「医学校兼病院」とした．明治 2年，維新

政府は， ドイツ医学の正式採用を決定した．当時，ウ

イリスの活躍で英医学が主流であったが，藩閥政府の

複雑な力関係が作用したと言われている．（文－ 4)
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同年，「大学東校」と改まり，明治4年， ドイツから

ミュレルとホフマンが招聴され， ドイツ医学教育が開

始された．

長崎では，「旧長崎養生所」は「精得館」と改めら

れ，明治元年には官立の「長崎医学校」となった．大

阪では，明治元年，「舎密局」が設立され，続いて病院

新築の計画がたてられたが実現せず，大福寺の一部を

借りて「浪華仮病院」となし，明治2年に蘭医ボード

ウインを招いて病院を鈴木町代官屋敷に移転し，官立

の「大阪医学校兼病院」となった．つづいて，函館，

札幌，高知，熊本，秋田の「医学校及び、病院」が官立

となって，「大学東校」の指揮の下に入った

函館，高知では，明治4年に各々，「函館病院」，「吸

江病院」が新築されたが，維新後の医学校兼病院の新

築の例としては最も早い．

「函館病院」は，長崎，横浜病院に擬してつくられ

たとある．（文 7）南端の病棟は，後に増築された

ものであり，当初の姿は確かに「長崎養生所」の病棟

の1つを省略した形とみることができる．（図－ 2)

「日及江病院」は，建物のプランは不明で、あるが，吸

江の五台山の西端，海を望む岩壁の上に建ち，バルコ

ニーのついた木造洋風総2階建のモダンな病院であっ

た．「病院報告書」には，「当病院は，断岸の上に凸立

し，風景最美なるのみか，其の地，素より高燥にして，

清爽の空気を通じ，周囲に一点の汚械なく，且つ，病

室及び臥床の蒲団迄，新たに整ひたれば，殊に奇麗に

で，病者に快よかるべし．又，医師・日々幾回も診察

いたし，悉皆，看護者に命じて病者の食薬を与ふるゆ

へ，其の為に 1つとして，不足あることなし．…」と

JFTア1
ードz 口Eユ

訓練

（図－ 2) 函館病院（官立）明治4年
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あり，自宅治療の病家と比べて病院の優れている点を

強調している．進歩主義の藩主，山内容堂の新文明導

入の意気込みが感じられる．（文－ 8)

「札幌病院」は，米医エルドリ ッチの設計で，明治

6年に新築されたものである．（図－ 3）彼は，病院

建設にあたり， 17ヶ条からなる下記の「病院築造方計

画大意」を示した．土地が広く，高燥にて空気の流通

及び

各病室の容積が1,800～2,OOOm' I床で、ある病院を提案

している．すで、に，ナイチンゲール病棟の考え方が入

っている ．医員l人あたりの患者数の規定もおもしろ

い．計画にある病棟の休息所はなかった．（文－ 9)

病院築造方計画大意
第一 病院造営ノ位置ノ、城外又ハ都府外ヲ要ス
第二 周囲ニ広ク空地ヲ余シ増築ノ予備ト大気流通ニ便

ナラシムへシ
第三 高燥ニシテ排水自在ノ地ヲ選フへシ
第四 病院ハ床ヲ高シ一階ヲ造リ四壁悉ク滑紙ヲ貼スヘシ
第五 病室広サ三十床ヲ列シテ足レリトス
第六 毎床千八百乃至二千尺立方ノ大気ヲ充ス空隙ヲ余

スへシ
第七 病室窓ノ、広サ全壁四分ノ ータルへシ
第八 毎室暖炉ヲ設クへシ
第九 庖厨浴室ハ別室ニ設ケ必ス忠者ニ近シム可ラス
第十 食堂ハ歩行シ得へキ恋、者ノ為ナレハ庖厨及草案室ト

一屋ニ設クへシ
第十一 医員住所ノ、病院近キ所ニ設ケ生徒ヲ教授セント欲

セハ別ニ講堂ヲ設へシ
第十二 病室毎ニ休息所及浴室ヲ置キ大気流通ノ廊下ヲ以

テ病室ト隔ツへシ
第十三 休息所ハ日々之ヲ開キ常ニ清潔ナラシムへシ
第十四 快復ニ近キ患者ノ為メ乾燥静閑ノ園庭ヲ設ケ常ニ
其 其間二道遥セシムヘシ
第十五 死室ノ、必ス遠隔ノ所ニ設ケ大気流通スへキ大ナル

解剖室ヲ設ケ生徒ニ教授スへシ
第十六 箆樋ヲ以テ清水ヲ引キ病院中処々二分派スへシ
第十七 医員一名患者三十人ヲ限ル多キモ四十人ニ起ユ可

ラス

以上病院造営の大略を記す．微細なる事件はなお実地上
につきこれを建議すべし

街宣

N
T＋｜ 

例箪

病鎌 病ti

ーまII彼

（図 3) 札幌病院（官立）明治 6年
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熊本の「古城医学所及び、病院」は，松井邸（大名屋

敷）を改造したものであった．（図－ 4) （文一10)

／ 

園

圏
道路

至浴場
企

（図－ 4) 熊本古城医学所及び病院明治3年

蓬

~主

これらの官立以外にも，各藩で医学校兼病院が次々

とつくられた．即ち，鹿児島，佐賀，福井，金沢，岡

山，神戸，名古屋等々である．鹿児島では，英医ウイ

リスを招いて明治4年にレンガ造の「赤倉病院」を新

築した．病院のレンガ造は珍らしいが，プランは不明

で、ある．

維新後の草病院についてみると，明治元年，維新政

府は太政官のもとに軍務官をおき，陸海軍 2局を管理

した．翌 2年，官制を改革して兵部省がおかれた．明

治3年，大村益次郎の大阪建軍構想、により「大阪軍事

病院」がつくられた．これは，蘭医ボードインの設計

でつくられたもので，バルコニーをもっ洋風 2階建の

病院であるが，写真一葉のみが残っていて，プランは

不明で、あるが，コの字型プランとみられる．（文一11)

明治4年，薩・長・土3藩を中心とする御親兵を組織

し，東山，西海2道に鎮台をおき，兵部省中に総ての

軍病院を管轄するべく軍医寮が設けられ，その下に附

属本病院，各鎮台に兵団病院，各営所に養生所，屯営

医局が設けられることになった．

軍医寮を設けるにあたって，軍医頭に要請された松

本良順は，軍局病院（軍医寮附属病院）について， 100

床以下の小病院を 5～ 6ヶ所っくり，これを私院とし

て， 10年間で建設資金を返納させるという面白い提案を

しているが実現されなかった．

明治4年，廃藩置県に対応して，新たに，東京，大

阪，鎮西，東北に鎮台がおかれた．翌 5年、兵部省が

廃止され，陸，海軍の 2省に分れ，同時に，徴兵令が

公布された．明治6年には，軍医寮は廃され，陸海軍

各々に軍医部が設けられた．この年，鎮台の配置が改

められ，東京，仙台，名古屋，大阪，広島，熊本の 6

鎮台が置かれた．

海軍病院については，明治3年，芝高輪の旧水口藩

邸を借用していたが，明治5年，芝車町の高輪外務省

属応接所にうつし，横浜海軍病院を合併して海軍病院

としたが，まだ，病院の新築はなかった．

私立病院については，松本良順が，明治3年に早稲

田に「蘭時医院」を設立しているが，維新後の私立病

院としては早い．（図－ 5）上記， 100床以下の軍局病

院を自ら実践したものといえる．（文一12)

（図－ 5) 蘭時医院明治3年

さて，「大学東校」のあった神田和泉橋の敷地は，

手狭で、あったし， ジメジメしたj星士也であったので，明

治3年，相良知安らが，上野の森に移転する計画をた

てていたが，これを伝え聞いた，蘭医ボードインが，

樹木の多い上野の森は市民の憩いの場として将来公園

として残すべきであると忠告して，この計画がご破算

になったと言われている．（文一 1）多分，その時の病

院の計画案であったと思われるが，「東校新築絵図」と

いうのが残されている．朝夕の風向を考慮して病棟を

f辰った，中庭をもっフインガープランであり，シンメ

トリーをはずした面白いプランであった．（図－ 6)

（文 13)

ー
学I J：虫

歯吾F弓，，
宜付

よお：

（図－ 6) 東校新築絵図
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明治4年の廃藩置県後の藩財政の行きづまりと翌年

の「学制」公布によって，各地につくられた藩立の医

学校兼病院は，ほとんど廃院となった．

明治5年の「学制」では，全国を 8大学に分け，各

々に小・中・大学校の整然とした体系を配置しようと

した．医学校についても，明治7年の「医制」により

「各大学区に医学所一所を置き病院を属す」，「官費

の病院は医学校に属するものに限るべし」として各大

学区に 1ヶ所の官立医学校及び病院の配置を考え，官

学主導の中央集権的な医制を示した．そして，中央の

「大学東校」は学制改革で「第一大学区医学校」つづ

いて「東京医学校」と改称された．しかし，この「学

制」による構想はすぐに頓挫し，結局，官立医学校兼

病院は東京医学校だけを残してすべて廃止された．こ

れらの官公立病院が廃止された地方では，「共立病院」，

「義病院」「会社病院」等が設立され，その後，これら

が「県立病院」或いは「県立医学校兼病院」として再

興されていった．（文－ 4)

さて，上記，「東京医学校」は，明治10年，「東京開

成学校」と合併して「東京大学」となり，その医学部

となった．即ち「医学士」の養成を主要任務として全

国の医学校の頂点に位置づけられた．これに先だち，

明治9年，「東京医学校及び病院」の建物が本郷の現

在地につくられた．この病院は 外来を含む本館と病

棟を並列させ，それらを 2本の廊下で結び，中庭部分

に薬局その他の緒室を置いた，ほぼ，左右対称の整っ

たフィンガープランで、あるカf このブロックプランの

考え方は，その後の病院建築のモデルとして最も大き

な影響を与えた．（図－ 7) （文一13)

自

この「東大病院」の前年に，「熊本鎮台病院」がつ

くられたが，これがまた，本館，病棟，サービス棟を

2本の廊下で結んだフインガープランである． （図－

8）.ただ，この場合は，軍病院であるため，外来部

分が少ないこと， 2本の廊下で挟まれた部分が広い中

庭になっている点が異なる．このブロックプランの型

も，その後の病院建築のモデルとして大きな影響を与

えた．

この「熊本鎮台病院」は，明治7年，松本良順陸軍

病院長の下に陸軍軍医部で作成された「鎮台病院建築

一般の解」という標準設計案に基づいて，最初につく

られたものである．この標準案の作成には，当時，陸

軍がフランスより陸軍中佐マルクリー以下10数名の将

校を招いてフランス軍制を取り入れていたが，その中

の1人，工兵大尉ジュルダン氏に商議したとされてい

る．（文一14)

この案は，当時，東京鎮台を除くと，大阪鎮台が最

大規模で、あったので，これをモデルに鎮台の兵数から

病床数を算出して，病院の規模を決定するという合理

的方法で作成されたもので，詳しい平面計画が示され

た．このモデル案が，最初に熊本鎮台病院に適用され

たのは，明治7年の佐賀の乱，征台の役と西南地方に

おける相次ぐ動乱に際して，その緊急性を認識したた

めと思、われる．

熊本以外の鎮台では，名古屋，大阪の例を知り得た

が，「名古屋鎮台病院」は，ほとんど同様のプランで

あり，「大阪鎮台病院」（図－ 9）も，これから l棟，病

棟が増築される以前の段階と解すれば，その配置は良

く似ている．

1 診療所
2 事務掛
3 医局
4 教授詰所
5 器械掛
6 外科教場
7 全附属室
8 看護人詰所
9 外科下等病室
10 浴室
11 便所
12 外来怠者詰所
13 小便詰所
14 眼科診察所
15 暗室
16 内科教場
17 内科下等病室
18 内科下等婦人病室
19 患者詰所
20 薬局
21 外科下等病室
22 外科下等婦人病室
23 眼科病室
24 眼科婦人病室
25 洗海員詰所
26 洗濁室
27 内科上等病室（別室付）
28 外科上等病室（別室付）
29 外科中等病室
30 外科中等婦人病室
31 局戸持率剖室
32 伝染病室
33 倉庫

（図－ 7) 東京医学校（翌年東京大学）附属病院 明治 9年
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これらの鎮台病院の他に，この時期の特色ある軍病

院として， 西南戦争の際に設けられた 「大阪陸軍臨時

病院」があった．これは，前線の繍帯所や軍団病院か

ら送られてくる多数の傷病兵を収容するためのもので

ある．これを確立するにあたり，病院長であった石黒

忠恵は，兵営は使用後健康人のためには使えないし，

寺の利用はー寺に百人以上は入れられないので分割さ

れ不便であるとして，「木造仮病舎」を建てるのが最

も得策であると諸外国の例をひいて進言している ．そ

の結果，全て木造仮病舎即ちバラック病舎が建設さ

れ， 6日で落成している．しかし，その配置は，極め

て合理的で，管理，診療，看護の部門を中央に，その

周りに病棟が配置されていた．これは，後の日清，日

露戦争での戦時における予備病院の原型となった．

（文一15)

（図説明〉 イ）調剤室・ ・ロ）薬剤官室・ハ）看護長室

ニ）受付・ホ）小便室・へ）下士官寝室・ト）雑庫、暗室、小庫

チ）軍史室・リ）病院長室 ・ヌ）専属医官並書記室

ル）将校寝室 ・ヲ）応、接所・ワ）医官試験室・カ）会議所

ヨ）怠者室（ 6床） ・タ）看病人休憩所並患者食堂

.門

レ）医官並看護長席 ・ソ）薬剤官試験室・ツ）患者室（ 1床）

ネ）看病人詰所 ・ナ）怠者室（ 7床） ・ラ）看議長席 （図－9) 大阪鎮台病院
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（図－8) 熊本鎮台病院明治8年
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3.明治中期の病院
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明治10年代は，「医術開業医試験」の実施で，地方の

医学校及び病院づくりが最も高揚した時期であり，明

治12年には，公・私合せて45施設に達した．病院の新

築についても，この時期にようやく一般化してきた

しかし，この時期の医学校及び病院は，規模もそれ程大

きくなく，診療科も少ないので，本館と病棟を 1本の

廊下で結ぶ型がほとんどで，まだ，「東大附属病院」や

「陸軍鎮台病院」のような 2本廊下型は出てきていな

い．この時期の典型的な医学校及び病院の例を「愛知

公立病院及び医学校」に見ることができる．同じ敷地

内に病院と医学校が設けられ，‘病棟は西日を避けるた

めに， 40。程振ったフインガープランで，なかなか生気

あふれる面いプランであった．（図－10) （文一16)

このような「医学校兼病院」というのが，当時，各

府県の公的病院の一般的型であったのは，わが国の大

きな特徴である．巨大米では，先に病院があって，これ

を使って医学教育が行われたという歴史があったが，

日本の場合は，他に病院がなかったので，教育自体に

附属病院が必要であった．しかも，これらの病院では，

西洋医学を身につけた医師の養成とそのための患者の

治療が主であったし，当時，圧倒的多数を占めていた

漢方医に対する対抗上からも外来に力を入れ，患者の

国 ., 並也lll』｜凪
戸下育『 ... 

収容，看護は従であった．

きて，教育令に基づき，明治15年には「医学通則」

が制定され，医学校は甲，乙 2種に規定され，各々 3

名， l名の医学士を置くことを要件とした．当時，医

学士は東大医学部の卒業生のみであったので，東大の

権威は一層高まり，医学校に対する支配権カ河在立した．

甲種の卒業生は試験を要せず医術開業免許が与えら

れることになったので，地方の医学校は指定を受ける

べく規模，内容，設備の充実をはかった．

一方，明治10年代の終り頃から，政府の財政緊縮政

策による経済界の不況で，学校経営が困難となり，廃

校が増加した．（文一 1）こうした状況で，政府は，

明治20年，第 1～第 5高等中学校医学部として，千葉，

仙台，岡山，金沢，長崎の医学校を官立に移管し，同

年， 「府県立学校の費用は，明治21年以降，地方税を

以て支弁することを得ず」という「勅令48号」を公布

して，府県立医学校廃止を打ち出した．これにより，

附属病院に財政的ゆとりのあった，京都，大阪，愛知

の3校を残してすべての医学校が廃止された．これに

f半って病院も廃止されたところが多かった

明治26年，帝国大学令の改正により，帝国大学に講

座制が敷かれるようになり 医科大学に23講座が置か

れ，全て，日本人教授で担当された．これにより，明

治29年以降の帝国大学附属病院の新築計画に於いては

111 盟：

::t:『司一一＋一一一一

（図－10) 愛矧公立病院及び医学校 明治10年
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各科分棟型（パピリオン型）が採用された．

日清戦争後の日本資本主義の飛躍的発展の時期であ

る明治30年に京都帝国大学が設置され，同32年に医科

大学が開設され，同34年に附属病院がドイツのハンブ

ルグ大学病院を参考につくられた．（図－11)

中 11 1~￥＃~ 111 P臥町田

（図－11）京都帝国大学医科大学医院 明治32年

軍病院についてみる前に，その背景となる陸軍の動

きをみてみると，政府は西南戦争の勝利によって，中

央集権への足固めを確立すると共に，強まる自由民権

運動への抑圧と日清聞の対立の激化のため，対外進出

への軍備の拡充を始めた．明治15年，兵力を 2倍に増

強する計画が立てられ，それに基づいて全国主要都市

に駐屯部隊が置かれた．明治18年，鎮台条令を改めて

歩兵2連隊づつの旅団を編成し，同21年には鎮台を廃

して師団を編成した．そして，鎮台病院は衛成病院と

改められた．（文一17)

こうした状況の中で，明治26年，「陸軍病院建築法

審査委員会」の下で，「陸軍病院新営規則」が出され

た．これは，殴米における最新の建築衛生の知識をも

取り入れて，日本で最初に病院建築に関して全面的に

規定したものであった．「総則」，「構造」から成って

おり，前者は，「建設地の選定」，「建築式」，「病舎の

配置」等が規定され，後者では，各部屋ごとにその構

造カf細かく規定された．例えば，病舎の配置では「各

舎聞の距離は屋根の高さを下るべからず」とあり，「鎮

台病院」の場合は，「病舎を相距ること 8聞にして，

大抵，舎の高度に 2倍するを要す」とあったのと比べ

ると病舎間の距離は半分に狭められた．また，病舎の

方位は，鎮台病院の場合は，「斜線又は南北線に病舎

をJ耕列する」とあったのが，「……東南に向はしむ……」

と東南に絞られた．このように，病舎の配置について

は，厳しくなった半面，病舎の構造については， 「離

屋式病院の病舎は平屋若くは 2階屋とす．その両室の

中間はこれを患者の看護，喫飯，軍医控所，看護長並

に看護人控所及湯呑所の用に供し，外部には，便所，

浴室，洗面所，薪炭庫，燈器並に便器置場を設くべし」

として充実してきた．（文一14)

この「陸軍病院新営規則」の制定は，日露戦争に備

えた明治29年以後の軍備拡張に於ける新営に応用され

た．即ち，明治30年に第7師団，さらに翌年第8～12

師団が増強され，病院の新営がなされた

明治10年の西南の役の際に創設された「日本赤十字

社」の前身「博愛社」は，明治19年，陸軍から土地と

建物の援助を受けて，「博愛社病院」を設立したが，

これは，いわば間に合わせの建物であった．翌20年，

「日本赤十字社」と改称され，明治24年に当時の日本

では最高水準を誇る「日本赤十字社病院」が新築され

た．これは， ドイツの「ハイデルベルヒ病院」に則っ

て設計されたもので， 2階建レンガ造の本館と木造平

屋の病棟を 2本の廊下で結んだ真中に広い中庭をもっ

た美しい左右対称のフィンガープランの病院であった．

（図－12）「熊本鎮台病院」の流れのブロックプラン

といえる ．（文一18)

明治27.28年の日清戦争で，「日本赤十字社」は，

本格的な戦時救護活動を経験し，一県にー支部が置か

れるようになった．そして，各支部において救護活動

と戦時傷病者の収容に備えるため，支部病院設立の動

きがおきてきた．一方，勅令48号で県立病院が廃院に

なったところや，病院の財政難で苦んでいた自治体で

は，この地方赤十字病院設立の運動を歓迎した．こう

した運動の高まりの中で，明治36年に「支部病院設立

準則」が制定された．それによると「設立費は 7万円

以内とし，その10分の 5以上の寄付があった場合に限

ること」，「病床数は50以上とし，その 5分の l以上は

救助患者にあてること」，「病院は10万円以上の資金を
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漸次蓄積し，その利子をもって維持にあてること」と

規定され，これに基づいて，明治37年に「日本赤十字

社三重支部山田病院」，「長野支部長野病院」，「滋賀支

部大津病院」が設立され，以後，次々につくられてい

った．特に，大正・昭和期に沢山設立された．この中

には，公立病院（県，市，町，郡，組合立病院）から

移管されたものがかなりあった．つまり，当時の貧困

な地方財政のために，日赤地方支部病院が，地域の公

立病院の肩代わりをしていたと言える．「山田赤十字

病院」は，これらの中で最も古い病院であるが，明治

24年の東京の「日本赤十字社病院」の影響は見られず，

かなり自由なプランであった．（図－13)

日本の「赤十字病院」は，次のような特徴をもって

いた．第 1にその全てが戦時のみでなく，平時にも一

般或いは貧困者のための病院として利用された．第 2

に皇室や軍部と深く結びつき，戦時には，その多くが

軍病院として利用され，極めて重要な役割を果した

これらは，駄米の赤十字病院のあり方と大きく異なる

点であった．巨大米の赤十字病院の場合は， 日本のよう

に平時にも多数存続する等はみられない．第3に，わ

が国では非常に遅れていた看護婦養成の機関として，

重要な役割を果したことである．（文 19) 

がダく一一

（図－12）日本赤十字社病院 明治24年
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明治初期の医学校兼病院は，「医制」にもあるよう

に，「当分の間，診察料を収むべからずム「入院料，

薬種料については極めて貧窮にして其の実証ある者は

納金に及ばず、」と規定しているように施設機関として

の機能も果していた．しかし，次第に，中等階層以上

を対象とするようになり，施療機関の必要性が叫ばれ

てきた．こうして，明治10年前後の時期から慈善病院

が設立されるようになってくるが，明治中期は，「有志

共立東京病院」（後の「東京慈恵医院」）等，キリスト

教と関連した病院が多かった．

4.明治末，大正，昭和戦前期の病院

これまでの「東京帝国大学」，「京都帝国大学」につ

づき，日露戦争後の日本資本主義の発展の中で， 「九

州帝国大学」，「東北帝国大学」が設立され，第一次大

戦後に，「北海道帝国大学」，満州｜事変後の戦時体制の

中で「大阪帝国大学」，「名古屋帝国大学」が設立され

た．これら帝国大学医科大学の附属病院は， 「北海道

帝国大学」を除いて，県（府）立病院或いは県（府）

立医科大学附属病院の建物を引き継いだが，まもなく

増改築が進められた．

「九州帝国大学」では，当初，明治29年に新築され

た「福岡県立病院」を医学部附属病院としていたが，

大正以降に，各講座ごとに，外来，診療，病棟，教育

し。：置；
畏門

（図 13）日本赤十字社三重支部山田病院 明治37年
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研究部門をもっ完全分棟式の木造パピリオンタイプの

病院にっくりかえられていった ．（文一20)

「名古屋帝国大学」の場合は，大正3年に新築され

た，「愛知県医学専門学校附属病院」（後の名古屋医科

大学附属病院）の建物がそのまま利用された．この病

院は，やはり，各講座ごとに分節された 2本廊下型の

最も整った，完成されたフィンガープランの病院であ

った．（図－14) （文一21)

「東京帝国大学」では，関東大震災のあと，従来の

木造の病院を SR C造で総合的にっくりかえる計画が

なされた．外来診療棟を正面に 大きな中庭を囲んで、，

口の字形に建物群を左右対象に配置したものであった

が，戦争のため，半分程が完成したに留まった．（文

一23)

大正 7年の「大学令」により，全国の官，公，私立

の医学専門学校が，これ以降，各々の医科大学に昇格

した．これ らの大学は，大正から昭和にかけて，病院

を新築した．例えば，「岡山大学」は，大正 6年に，

「新潟大学」は，大正末～昭和初期にかけて，それぞ

れ現在の敷地に移転新築した．「千葉大学」は，昭和

8年に，同一敷地に田の字型プランの重厚な RC造の

病院が完成した．病院建築としては，機能的に問題が

多かったが，構築物としての質の高さは，当時，随ー

であった．この建物は，現在は，「千葉大学」の医学

部として利用されている．（文一22)

Z町平面図

一 ←
十三三坦J

PTT~ 

~~君

口
口

軍病院については，前記のとおり，日清戦争後の軍

備拡張につづき，日露戦争中に第13～16師団，戦後の

明治41年には，さらに第17～18師団が増強され，いず

れも全国10数か所に相前後して衛成病院が新営され

た．（文一23）そして，戦時には，膨大な予備病院 ・要

塞病院がつくられた．予備病院は，本院，分院，転地

療養所の 3つから成っていた．大きいものは，数千床

を擁するものであった．そして，日華事変の始まった

昭和12年には，東京，大阪等， 17の日赤病院が陸軍病

院に充当された ．この時期，衛成病院は，陸軍病院と

改称された．このように病院の全国的な組織的体系が

軍病院の大きな特徴であった．

日清 ・日露戦争に勝利したとはいえ，他方では， 貧

窮階層を生み，社会的に大きな矛盾を抱えぜいた．こ

のような中で，皇室や財閥或いは自治体等による上か

らの慈善病院の設立が図られた．近代国家としての体

面上，治安上からの配慮といえる．その一例が，三井

慈善病院であった．三井家より「戦勝の記念，報国の

一端」として設立が申し出られたもので，「東京帝国

大学」の「第 2医院」のあった場所に，明治41年に竣

工した． （図－15)

さらに，本格的な救療事業として，大逆事件のあっ

た翌年，「恩賜財団済生会」が皇室からの御下賜金を

基に，一般国民からも寄附を募って，それを基金にし

て設立された．大正に入って，東京，大阪を中心に，

2 m率直図

i「町τ寸-)I

~ 

弓正l

E 口

学I!! ..院
（図－14) 愛知県医学専門学校附属病院 大正3年
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診療所 ・病院を開設した．その他，

公立病院としては，明治40年，築地

の海軍病院内につくられた「東京市

施療病院」があった．（文一 1) 

慈善病院が極貧層を対象として無

料で施療したのに対して，中級以下

の庶民を対象に実費で診療を行った

実費診療所が主に大都市で広がっ

た．農村部では，産業組合法による

医療利用組合の施設が現われ始め

た．（文 1) 

また，資本主義の発達とともに，

主に労働力の保護育成の立場から，

各企業の内部に共済組合制度による

事業所病院が設置されるようになった

のも大きな特徴である ．代表的なも

のに，「八幡製鉄所病院」（明治33年

に新築，明治40年に新築移転），「東

京鉄道病院」（大正 5年）， 「倉敷中

央病院」（大正12年），「東京逓信病

院」（昭和13年）等がある． 「八幡製

鉄所病院」（明治40年）は，外来診

療部門や患者の福祉の為の施設が充

実した高水準の病院で、あった．（図

16）また， 「倉敷中央病院」は，倉

敷紡績の大原孫三郎によって設立さ 明治41年

l病室 2看護婦控室

3薬局員控室 4製練室
5事務室 6経理室 7小

便室 8事務宿直室 9手

術室 10消毒室 11準備室
12ほう帯交換室 13外科診

察室 14眼科診察室 15ほ

う帯再製室 16薬局倉庫

17産婦人科室 18試験室
19産婦人科附属室 20器械

室 21控室 22下足置場
23土間 24自動車庫 25小
児科室 26小児科予診室
27外科小児科待合室 28眼

科待合室 29歯科診察室

30皮脂科診察室 31内科控

室 32水質試験所 33水質

試験所附属室 34内科新来

患者室 35副医長室 36内

科再来患者室 37内科受

付 38化学室 39細菌病理

室 40耳鼻科附属室 41耳

鼻科診察室 42眼科予診室
43光線室 44マッサージ

45食堂 46更衣医員 47電

話交換 48診断入浴 49宿

直室 50炊事場 51調理場

52浴室 53販売店 54掃事

婦控室 55薬局

三井慈善病院（図－15)

にj
口仁平二「

国

明治40年八幡製鉄所病院（図－16)
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れたもので，当時，東洋一と言われた上品な近代的病

院であった．（図－17)

この病院の設立の背景には，大原孫三郎の人道主義

が貫かれており，「大原社会問題研究所」（1919年），「倉

敷労働科学研究所」 (1921年）等と一連のもので、ある

設計の根本方針は， 1 ）治療本位にすること， 2）病

院臭くない明朗な病院とすること， 3）東洋一の立派

な病院をつくること，とされた．（文一24)

大正12年の関東大震災のあと，それまで木造が主体

であった病院建築にも，ようやく RC造の建物が現わ

れ始めた．これらの建物は，構造を重視した．日の字

型（東京鉄道病院等），田の字型（千葉医科大学附属病

院等）の対称型集約プランが多く，機能的には，通り

抜けの問題や，日照，通風上の問題等，従来の木造パ

ピリオンタイプより劣っていた。しかし，駄米の病院

の影響をうけた，「同愛記念病院」，「国際聖路加病院」，

「東京逓信病院」等は戦前の秀れた病院であった

（図－17）倉敷中央病院大正12年（文－24）より

2階平面図
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まず，梅毒病院については，明治元年に英国海軍軍

医ニュートンの日本政府に対する建白により，横浜吉

原町に設立されたのが最初である．この時の病院設立

の意見書及び図面が残されている ．（図－18)（文一23)

中廊下型の木造 2階建の病院であった．

明治3年に，政府は長崎，神戸の開港場に梅毒病院

を設立した．また，私的なものでは，明治3年に，明

石博高が京都の祇園に療養館という梅毒病院を設立し

ている．明治5年に大阪府は仮施薬院を設置し，ここ

で検梅を実施した．翌 5年には正式に駆徽院を設置し

ている．東京でも明治6年に，吉原ら 6ヶ所に検梅所

が開設された．そして明治9年に，娼妓徽毒病院規則

が出され，同時に，内務省は各府県に検梅実施を命令

している．明治15年には，全国で130施設を数えるま

でになった ．（文一 1) （文一26)

このように，当時，梅毒対策と梅毒病院設置が緊急

の課題であったことが知れる．
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（図－18）横浜梅毒病院明治元年

次に，避病院（後の伝染病院）については， 1858年，

59年と，幕末に続けて長崎にコレラが流行したが，この

時，ポンペが治療にあたった．その際，ポンペは病院

建設の急務を説き，これが「長崎養生所」の建設を早

からしめた．（文一2)

明治10年に全国的にコレラが流行し，この時．「コレ

ラ病予防法心得」が布達され，避病院設置が規定さ

れた．明治13年には，「伝染病予防心得書」が公布さ

れた．この中で，避病院の立地条件，構造，設備，看

護人等に関する詳しい規定がなされた．これに基づい

て各地で避病院が設置された．この規則は，明治30年

に「伝染病予防法」が制定される迄活用された．

例えば，熊本県では，明治13年に「伝染病死屍埋葬，

火葬場，吐潟物焼棄，埋却場及び避病院区編制法」が

制定されて以後，避病院の設置が進んでい る．この編

成法では，埋葬場，火葬場，避病院は，数町村連合し

てその区画を定め， 1区画内に 1ヶ所を置くことにし，

その位置は，「河川，住居等に遠隔なる山林原野……」

とされ，その敷地の広さは，避病院は，「3畝歩以上」

とされた．病院の大きさは，「人口千人に患者 1人の割

合を以ってし，毎人 2坪と見積る」とされた．人里離

れたところに建つ堀立て小屋であった．（図－19）は，

明治32年に長野県t駒ヶ根中沢村で、つくられた隔離病舎

の例である ．（文一27)

使買厩
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（図－19）長野県中村村隔離病舎 明治32年

次に精神病院であるがわが国精神病院の先駆け

は，永井慈現によって寛政 8年（1796年）越後中蒲原

郡鵜森につくられた狂療院とされている．そのほか，

明治以前に設立された施設がい くつかあった．（文一

1 ）明治以降に設立された最初の精神病院は， 明治8

年，京都東山南禅寺に開設された京都府癒狂院である．

日本最初の公立精神病院でもある．ついで，明治12年

に東京府仮療狂院が上野に開設された．その後，数回の

移転の後，大正8年，荏原郡松沢村に府立松沢病院がつ

くられた．これが現在の都市松沢病院の前身である．

明治13年に，「愛知公立病院及び医学校」に最初の

癒狂室がつくられた．この病室は，オーストリア医師

ローレッツが設計したもので，当時，わが国で最も秀

れた病室であったといわれている．（図－10)

私立の精神病院も，明治11年の東京の加藤癒癒病院

をはじめ，各地にぽつぽつとつくられ始めた．

明治33年に，「精神病者監護法」が制定されたが，

これは，私宅監禁中心の法律であった．これに対して，
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東京帝国大学医科大学教授呉秀三らは，私宅監置を廃

止し，特殊病院法の制定を要求した．こうして，大正

8年に，精神病院法が公布されたが，大正15年になっ

て，はじめてこの法律に基づ、いて大阪府立中宮精神病

院が開設された．（文 1 ) （文一28）そして，昭和 3

年に，「精神病院取締規則」が制定されて，精神病院

の構造が規定された．

最後に結核病院であるが，明治22年に開設された

「私立須麿浦療病院」が最初である．その後，「南湖院」

（茅ヶ崎海岸，明治32年），「鈴木療養所」（七里浜，

明治44年）等，気候温和な海岸地方に，個人経営の富

裕階層を対象とした，水準の高い病院がつくられた．

当時は，日光療法，大気療法が重んじられた． 「鈴木

療養所J は，南傾斜地に建てられた．南北両側に廊下

のある質の高い病院であった．（図－20)

L山よム」.....！.＇＇
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（図－20）鈴木療養所明治44年（文一29）より

しかしながら，一般国民は，結核は不治病，賛沢病

と言われ，療養の途なく長い間，放置されていたが，

ようやく，大正 3年，「肺結核療養所の設置及国庫補

助に関する法律」が公布された．これは，人口30万以

上の市に対して公立の療養所の設置を命じたものであ

った ．これにより最初につくられたのが，大阪市立万

根山結核療養所であった．つづいて，大正8年に，「結

核予防法」が制定され，これ以降，公立療養所の設立

がすすんだ．神戸市屯田療養所（大正9年），京都市立

宇多野療養所（大正 9年），東京市江古田療養所（大

正 9年）等である．

この時期の病院は，初期の頃の海岸地方の療養所で

はなく，郊外の山間部・平野部が多くなった．建築は

木造建築の粗悪なものが多く，平屋ないし 2階建の分

棟式がほとんどであった．

さらに昭和に入ると， RC造による 3～ 4階建ての

病院がつくられた． （文－29)

おわりに

戦前までの近代日本の病院を，幕末・明治初期，明

治中期，明治末以降に大きく時期区分して，医学校附

属病院，軍病院，日赤病院，慈善病院，事業所病院，

特殊病院，私立病院の流れを概観したが，まだ，現在

資料の収集中で，限られた史実だけではいたるところ

に淀みができ，単にめぼしい病院の羅列に留った

（注－ 1) 旧長崎養生所が明治22年に梅毒病院に建

でかわる時，北側の病棟はそのまま利用されたが，そ

の梅毒病院の図面は残されている．「明治初期の長

崎医学校・病院概述，特に建造物の興廃と戦時仮病

院指定二回の経験」（青木義勇著）に詳しい．
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最後に，資料の収集に暖かいご協力をいただいた各大

学の施設部，図書館の皆様に厚くお礼を申し上げます．

尚，この研究は，九州大学建築学科院生高須芳史君，

同卒論生篠原宏年君，九州産業大学建築学科院生景山
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住 様式に関する研究

←食寝分離・就寝分離の地域性と規定要因について一

北岡敏郎
〈昭和59年9月20日受理〉

A Study on Living Style in Housing 

一一Aboutthe Differences in the Regional Style of the Separation of 
Eating Room and Sleeping Rooms, and of the Separation of Slee-
ping Rooms and their Determining Factors-

The purposes of this study are mentioned as follows; 

1 . To clarified the regional differences of the living style in housing 
2 . To find the determining factors of the living style in housing 

In this time, I studied the separation of eating room and sleeping rooms and 
the separation of sleeping rooms as the living style in housing. 

Toshiro K itaoka 

はじめに

住宅に関する研究は、建築計画研究の中で最も歴史

が古く，かつまた，現在においても数多くの研究がな

されている分野である．その中でも，集合住宅に関す

る研究は多くの研究者によって積み重ねられ，食寝分

離，就寝分離の法則性等，数多くの知見が得られてい

る．

特に，この集合住宅の研究が発展し得たのは，住宅

供給上の意義とともに，住戸平面が格一的に供給され，

同一平面構成における住様式の追求が可能で、あるこ

と，更に，室数も少なく，世帯階層・構成も類似して

いる等，抽象化しやすい条件があったことも一因であ

る．

一方，依然として我が国の住宅供給の主流である持

家・独立住宅についても，最近，本格的に研究が向か

い，その住様式の地域性・多様性が指適されているり

しかし，独立住宅は種々の世帯階層・構成で，その規

模も大きく，広範囲にわたる為，平面構成も多様であ

る．このような特殊性の為に 独立住宅の研究は現在

のところ，その平面構成の類型化さえ決め手に欠ける

のが実情である：1

従って，このような情況の中で，独立住宅の研究と

しては原点にたちかえり 基本的な行為に焦点、を絞っ

て住まい方をとらえ直す必要がある．又，地域性に関

して言えば，地域毎の住宅規模等の居住水準が異なれ

ば，自ずと住まい方も異なってくると考えられる．従

って，住様式及びその地域性の研究に際しでは，居住

水準より類型化してゆく視点，つまり住宅規模による

階層性の視点が重要で、ある．

以上の視点、に基づき，住様式の地域性の検討及びそ

の規定要因を抽出することを，本研究の目的とする．

具体的には以下の知くである．

①地域は福岡県を対象に，地方中核都市として福

岡市，地方小都市として久留米市・大牟田市を

とりあげ，これらの都市における住様式の差異

（地域性）について比較検討する．

② 次に，大牟田市を対象として更に細かく住様式

の現状とその規定要因を検討する．

尚，今回，住様式としては，最も基本的な，食事行

為、就寝行為をとりあげ，特に，その中で食寝分離・

就寝分離を中心に分析する．文，居住水準の中で類型

化の軸として住宅規模を中心にみてゆく：1

データ及び調査概要

①住様式の地域性の検討に際しては， s53年住宅

統計調査報告（総理府統計局編）引を基礎データ

として使用する．

②住様式とその規定要因の検討では，大牟田市内
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在住の高専 1～ 3年の全学生宅について住宅平

面及び住まい方に関するアンケート調査を実施

した．

調査実施期間：昭和57年11月15日～－12月15日

調査対象者数： 136名

回収数： 132名

有効票数： 127票

有効票率： 93.4%

（無効票 2，店舗併用住宅3票を除く）

I .住様式の地域性の検討

ここでは，福岡市，久留米市，大牟田市及び福岡県

全体を対象として，住様式（食寝分離・就寝分離）の

地域性を把握する．先ず，①各都市の居住水準の比較

検討，次に②食寝分離率③就寝分離率を比較検討し，

④それらの地域的な差異の大まかな規定要因を概観す

る

その際， 「イ主宅統計調査報告」 （以下，「イ主調」と略

す．）では，住宅規模別ではなく所有形態別に集計，

報告されている為，ここでは住宅規模の地域的傾向及

び所有形態別傾向と比較し，分析する．

1 .居住水準の地域性の検討

居住水準としては，住宅の種類，建設年代，所有形

態，平均住宅規模，平均居住室数，平均居住人数， 1 

人当り平均居住室数について概観する 5.)

1 . 1 住宅の種類，建設年代

住宅の種類：福岡県全体の平均（以下，県平均と略

す．）では，専用住宅が約92.4%と全住宅の大部分を

占める．都市毎の差異は小さく，最も割合の高い福岡

市と最も割合の低い大牟田市でも，その差は 5%であ

る． （図略）

建設年代：県平均では s 36年以降の建設が65.5%

である ，（図－ 1）都市毎の差異は顕著で，福岡市で

はS36年以降に建設された住宅が約77%を占めるのに

比し，大牟田市ではS36年以降は約46%と少く，逆に

s 35年以前建設の住宅の占める割合が約54%と多い．

従って，福岡市程，住宅の新規建設・更新がなされて

いると言えよう．

1 . 2 所有形態

所有形態を持家・借家別でみると，県平均で持家53

.6%，借家46.2%である．（図－ 2）借家の内訳は，

民間借家28.0%，次いで公共借家11.0%，給与住宅7.1

%となり，民間借家の占める割合が高い．都市毎にみ

ると，大牟田市は持家率が高く（57-1%），逆に福岡

稲 岡県

大牟田市

久fll米市

稲 岡 市

図－ 1 建設年代

図－ 2 所有形態
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市になると持家率は37.2%にまで下がり，借家率が高

くなる．借家の内訳を比較すると，福岡市程民間借家

の占める割合が高く，全体の42.2%にも達する．逆に，

大牟田市は借家率が低く，その中で民間借家率も低く

なるが，給与住宅の割合は他都市に比して高い.（13.2%)

1 . 3 平均住宅規模

平均の住宅規模は，県平均で71.5m'，都市別では，

大牟田市はほぼ県平均と同じである．（図－ 3）久留

米市は76.lm'とやや高いが，福岡市は逆に59.8m'とか

なり低くなっている．

所有形態別にみると，県平均で、持家97.6m'もあるの

に比し，借家は43.lm'と小規模で、あり，所有形態によ

る差は著しい．都市毎にみると，持家の規模は久留米

市が108.lm＇と高く，次いで福岡市 93.9m＇，大牟 田市

88.5m＇となる．持家の規模において都市毎の格差はあ

るが，それでも福岡市はそれ程低くはない．次に借家

規模をみると，久留米市・大牟田市は県平均とそう差

はない（各々， 2.7m', 3.5m＇多い）．福岡市は他より

やや小さいという程度で（約 6m'），むしろ借家の平均

規模はほぼ同じとみてよい．

そうすると，福岡市全体の平均の住宅規模を低くな

らしめているのは， 1. 2の所有形態の割合の差による

ことになる．すなわち，福岡市では規模の小さい借家

の割合が多い為に平均の住宅規模が小さくなっている

と言える．従って，平均の住宅規模は，大きくは地域

の所有形態の割合によって異なる（即はち，地域階層

による差）．又，細かくみると，持家の規模自体にも

やや地域差がある，と言えよう

1 . 4 平均の居住室数・居住人数及びl人当り平

均居住室数

平均居住室数：県平均で約4.3室．（図－ 4）所有形

態別にみると，持家約5.4室，借家約3.0室となり，

約2室程の顕著な差がみられる．都市毎についても同

様である．これを図－ 3の平均住宅規模と比較すると，

全く同様な傾向を示している．ということは，平均住

宅規模と平均居住室数は相関し 住宅の規模が増大す

れば居住室数も増えることになる．従って平均居住室

数の地域差は，平均住宅規模の地域差に規定されてい

ると言える

平均居住人数 ：県平均で約3.4人． （図 －5）所有

形態別では，持家約3.8人，借家約2.9人と約 1人の差

で，平均の居住室数に比し差は少ない．図－ 3の平均

住宅規模と比較すると，やや歪んで、いる（特に大牟田

市の借家は居住人数が住宅規模に対しやや多い．）が，

全体的には，平均の居住人数は平均の住宅規模に大ま

かには対応している ．

1人当り平均居住室数：平均の居住室数と居住人数

が大まかには比例していることから，当然その差異は

小さくなり，県平均約1.27室／人，持家で約1.43室／人，

借家で約1.05室／人である．（図－ 6）地域毎の差異は

ほとんどなくなる為，平均住宅規模との相関はあまり

みられず，わずかに住宅規模の階層差がみられる程度

である．即はち，どの地域でも，家族人数に応じた住

宅規模＝居住室数に住んでいることになる．

1 . 5 以上のことを要約する．所有形態により住

宅の規模階層が異なり，住宅規模における地域性は，

都市毎の所有形態の割合（都市の特性）と持家住宅の

規模の地域性とによって決まる．文，居住室数は住宅

規模に左右され，その地域性も住宅規模における地域

性に裏打ちされる．居住人数はやや判然としないが，

一応住宅規模に対応している ．その為， 1人当り居住

室数においては，住宅規模の階層差がみられるものの

地域差は少ないと言えよう．

2.住様式の地域性の検討

ここでは，①食寝分離率，②就寝分離率6）の各々の

地域性について分析し，③それらの規定要因（＝地域

性の規定要因）について大まかに検討する．

2 . 1 食寝分離率の地域性

食寝分離率は県平均で約80%と意外と少ない．（図－

7)都市毎にみると，久留米市がやや高く（約82%)'

福岡市，大牟田市の差は少ない（各々約76,75%）.所

有形態別にみると，持家は県平均で約90%と高く，久

留米市＞福岡市＞大牟田市と低くなるが，その大牟田

市でも約85%と高い．それに比し，借家は県平均で約

69%とかなり低い．久留米市・福岡市ともその前後

であるが，大牟田市は約62%と特に低い率となってい

る．

所有形態による差異がある以上，住宅規模と関係が

ある筈である．図－ 3の各都市所有形態別の平均住宅

規模と比較すると，食寝分離率の傾向は平均住宅規模

食寝・就寝分離率IO 50 
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の傾向と対応していることがわかる．従って，食寝分

離率も地域性を有するが，大まかには地域の住宅規模

水準に応、じた地域性となることを示している．但し，

大牟田市の借家層のみが，その住宅規模に比して低い

食寝分離率となっている．

都市別に食寝分離率の地域性をまとめると，久留米

市は持家層，借家層ともに高い．逆に，大牟田市は持

家・借家層ともに低い分離率となり，福岡市は大牟田

市よりやや高い程度である ．

2 . 2 就寝分離率の地域性

就寝分離率は県平均約74%で食寝分離率より約 7%

と低い．都市毎にみると 意外と福岡市が約78%と高

く，大牟田・久留米両市はほぼ県平均と同じ程度であ

る（各々約73,74%）.所有形態別にみると，規模の大

きい持家層は県平均約74%程度．都市では，福岡市＞

大牟田市の順で久留米市はやや低い（約71%）.とこ

ろが，規模の小さい借家層は県平均約76%で持家層を

わずかに上回っている．都市別にみても，福岡市・久

留米市は県平均よりも多く （各々 約79,77%），持家層

をも上回っている．但し 大牟田市の借家層は他よ

り低く約71%で，持家層より約4%少くなり，他都市

と傾向が異なる．

従って，就寝分離率は食寝分離率と異なり，所有形

態の差異は逆転し，都市毎の地域差も食寝分離率程で

はなくなる．

2. 3 食寝分離・就寝分離の関連性と各々の規定

要因について

持家層・借家層における食寝分離と就寝分離の関連

性を住宅規模軸に考察する．

大まかに言えば，住宅規模の小さい借家層では，食

寝分離率に比し就寝分離率の方が高い．それは，住宅

規模が小さければ室数も少く その中で食寝分離と就

寝分離を同時に行えず，むしろ食寝分離を犠性にして

就寝分離を優先していると考えられる．その意味で，

少くとも小規模住宅においては，食寝分離と就寝分離

は相対立する要素になるとみられる．

一方，住宅規模の大きい持家層になると，室数も増

加し， 1室確保すれば可能となる食寝分離は促され，

徹底してゆくが，就寝分離率は全くあがらない．その

理由は不明で、，別の角度からの要因の検討が必要で、あ

る．その際，就寝分離と同様に地域性が最も少くなる

のは， 1人当り居住室数であり，その関連性の検討も

必要である．

又，相互の関連性とは別に，食寝分離の規定要因と

しては住宅規模と居住室数があげられる．就寝分離の

規程要因は不明で、あるが，前述のことから居住人数・

居住室数をあげておく．仮にそうであれば，大牟田市

の借家層において就寝分離率が低いことは，住宅規模

＝室数が小さい割に居住人数が多くなっていることで

説明されえよう．

II .仕様式の現状とその規定要因の検討

本章では，大牟田市在住の高専学生の住宅を対象に

した．その理由は，具体的な住まい方を知ることが一

般的には中々困難で、あること，又，対象となる世帯は

ライフサイクルで言えば子供の成長期の終わりに位置

する為，より就寝分離要求等が明確に現われることを

期待したからである．しかし，対象を限定したために

その特殊性をふまえる必要がある．

文，食寝分離・就寝分離は食事行為・就寝行為その

ものとも深く関わっている．これらについては数多く

の研究がなされ，特に食事のイスザ化，就寝のベッド

化7）の進行が指適されており？）それらの起居様式の現

状も把握しておく必要がある．

従って，先予①調査対象の居住水準を概観し，前章

で使用した「住調」の居住水準と比較する．次に②食

事行為をとりあげ，その行為の分析及び食寝分離との

関連性を検討し，その規定要因を抽出する．同様に，

③就寝行為についても就寝分離との関連を検討し，④

前章で提起した如く，食寝分離と就寝分離の法則性の

相互の関連性をふまえながら，主に就寝分離を阻害す

る要因を検討する．終わりに，⑤それらの住宅規模階

層による特性を抽出する．

1 .対象の居住水準

ここでは，所有形態，平均住宅規模，建設年代，平

均居住人数，居住室数， 1人当り平均居住室数につい

て，前章の「住調」のデータ（大牟田市）と比較検討

し，その特殊性を抽出する． （図略）

1 . 1 所有形態

当然ながら持家約63%と多く，借家は37%となる

借家の内訳は民間借家16.5%，公共借家9.4%，給与

住宅10.2%である．従って 「住調」と較べて持家が

約5.9%多く，民間借家，給与住宅が各々約4.3%, 3 

%少ないことになる．

1 . 2 平均住宅規模

平均住宅規模は全体で約82.5m'，所有形態別では持

家95.2m'，借家60.9m＇となり， 「住調」に較べ，持家

は6.7m＇とわずかに上回り 県平均か福岡市と同程度と

なる．しかし，借家層は約14m＇程度大きく，高い水準

にある．

1 . 3 建設年代
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借家については建設年代が不明なので持家について

みると， S46年以降が50%，特にs51年以降が32.5%

に達し，持家の建設年代は非常に新しく，前述の如く

所有形態での持家の割合も高いことから，借家を含め

た全体でも新規の住宅の割合が多いことが予想される．

1 . 4 平均居住人数・居住室数， I人当り平均居

住室数

平均居住人数：全体で約4.3人，所有形態別では特

家約4.7人，借家約3.9人であり， 「住調」に比し持家

で約1人，借家で約0.5人多く，借家は県平均の持家

層の居住人数に近い．

平均居住室数：持家約5.9室，借家約4.2室と「住調」

に比し，約 1室程多く，平均住宅規模と対応している．

1人当り平均居住室数：持家約1.25室／人，借家約1.

07室／人であり， 「f主調」と大差ない．

1 . 5 以上のことから，この対象は持家が多く，

又借家規模も大きいことから全体の住宅規模も大きく

なっている．それに対応して居住室数も増加し，高い

居住水準にあるが，居住人数も多くなることから 1人

当り居住室数では差がない．全体として，ライフサイ

クルの高い段階の特性とみて差しっかえない．

2.食事行為及び食寝分離の規定要因

扇田氏の起居様式研究において採暖方式の起居様式

への影響が指適されている 8）ことから，食事行為の分

析に際し，起居様式の季節的変化をも考慮してゆく必

要がある．この視点をふまえて，本節では，先ず①起

居様式と食寝分離との関連をみた上で，食事行為と空

間の分析にはいる．具体的には②起居様式と床面の関

係及び③季節変化による食寝分離への影響を検討し，

さらに④食事空間の規模を概観する．最後に⑤居住水

準の項目から室数等をとりあげ，食寝分離への規定性

を検討する．

2 . 1 起居様式と食寝分離

もともと食寝の非分離なるものは我が国の畳生活様

式に根づいた住まい方であり 欧米ではイスザにより

各室の機能は分化し，もとより食寝も分離している．

従って，起居様式（イスザ）と食寝分離との関連は強

いと思われる．以下，分析する．

季節的に夏・冬に分けて起居様式の割合をみると，

夏はイスザ44.1%，ユカザ55.9%となり，イスザの進

行は意外と遅い．（図略） しかも，冬においてはイ

スザ27.6%，ユカザ72.4%と圧倒的にユカザが多くな

る．食寝の分離・非分離と起居様式をクロスしてみる

と，イスザは夏・冬とも100%食寝の分離であるが，

ユカザは夏76.1%，冬70.7%と食寝分離率は落ちる．
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又，それに応じて全体の食寝分離率は，夏86.6%から

冬78.7%へと低くなる．従って，食寝分離率からみれ

ば，イスザは優位である．

2 . 2 床面と起居様式

先ず，使用家具をみる．夏はテーブル・イス＞座車

＞コタツの順であるが，冬になるとコタツ＞テーブル

・イ ス＞座車の順となる ．やはりコタ ツ使用が57.5% 

にものぼる為，冬にユカザが増えていることになる．

床面と起居様式について検討する．夏では床面は板

張り＞タタミ＞板張り＋ジュータン＞タタミ＋ジュー

タン＞ジュータ ン仕上げとなり，板張り系床が多い．

（図－ 8）板張り系床ではテーブル・イスの使用に

よるイスザが多く （板張りで約89.1%），タタミ系床

は座卓・コタツによるユカザのみである．板張り系床

の板張り＋ジュータン，ジュータン仕上げではユカザ

も平均約55.2%みられるのに対し，タタミ系床のタタ

ミ＋ジュータンは，タタミと同様ユカザとなる．

冬についてみると，床面はタタミ＞板張り＞板張り

＋ジュータン＞タタミ＋ジュータン＞ジュータン仕上

げとなる．（図－ 9）夏に比し， タタミが約 10.3%
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図－ 8 食事の床面と起居様式（夏）
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図－ 9 食事の床面と起居様式（冬）
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も増え，その分板張りが減っている．従って，床面が

変化することから，夏H 冬にかけて室の移動が行われ

ていることが推測される．家具をみると，全般的にコ

タツ使用が多く，圧倒的に増える．その中で，板張り

系床，特に板張りでは夏に較べ採暖方式の影響はやや

うけるものの，テーブル・イスが多く，依然としてイ

スザを保っている．

従って，床面と起居様式は相関する 大きくは，板

張り系一イスザ ，タタミ系ーユカザである．その中

で注目に値するのは，タタミ系床でのイスザが全くな

いことである．何故なら，このことはイスザ要求によ

りイスザ化される時には床面の板張り系が同時に要求

されることを意味するからである．ともあれ，このこ

とはより一層，イスザー板張り系床を強調するもので

あろう．

2 . 3 季節変化と食寝分離

夏のイスザから冬にユカザ、へ変化するものは20I 59 

図－10 食事空間の規模

ぇ

居住室数・人数別食寝分離

起居様式 % 
50 100 

図－：－12 居住室数別食事の床面、起居様式

例であり，その内同室で、のユカザ化は 4/20例にすぎ

ない．残りの16/20例は他のタタミ室へ移動して

ユカザ化するが，そのうち10/16例は就寝使用室

への移動であり，食寝の非分離をもたらしている．

従って，夏から冬への季節変化lは，単に起居様式の

変化に止まらず，食寝分離率を低下させる要因となっ

ている．もちろん，残りの39/59例は夏・冬を通じて

イスザと大勢は占めるものの，コタツという採暖方式

の採用が続く限り，この季節による住様式の変化は続

くものと思われる．そうであれば，食事空間としての

安定性からはユカザの方が優位で、ある．

尚，食寝分離の分析においては，夏・冬の季節毎に

みてゆく必要がある．

2. 4 食事空間引の規模

夏における食事空間の規模は， 6畳＞4.5畳＞ 8畳10)

の順で，これらで全体の84.3%を占める．（図－ 10) 

起居様式でみると，イスザでは 8畳次いで6畳が多く，

全体の69.5%を占める． 他は4.5畳＞10畳である ．一

方，ユカザでは4.5畳と 6畳が同程度であり，これら

で全体の76.4%を占め，イスザに比し大ざっぱに約2

畳程規模は小さい．居住人数別にみると，ユカザは人

数が増えてもほぼ6畳となるが，イスザは 6畳一 8畳

一10畳以上の割合が増え，特に 8畳の割合が多くな

る．

冬における食事空間の規模は，夏に比して 6畳の割

合が増える．起居様式毎の規模は夏と同傾向であるが，

ただユカザで6畳の比率が高まる．居住人数でみても，

ユカザではどの人数規模でも 6畳の割合が増える．つ

まり，イスザでは人数規模に対応した空間を必要とし，

又とられる傾向にあるが，ユカザでは少々の人数増加

に対してはこの 6畳が巾広いキャパシティをもち，オ

ールラウンドの使われ方になっている．

又，夏・冬の季節変化に注目すると，イスザの 8畳

以上の規模からの移動もみられ，しかも，それが規模

の小さい 6畳の室へ集中していることは，前述した如

くコタツという採暖方式によるユカザへの変化の根強

さを裏付けている．

2 . 5 居住室数・居住人数， l人当り居住室等と

食寝分離の相関

居住室数と食寝分離の関係をみると，明確な相関が

みられる ．（図－ 11）即はち， 2室では非分離であ

り， 3室あれば食寝分離率は約65%に達し， 5室以上

でほぼ分離してとられると言えよう（ 5室で分離率は

夏約93%，冬約86%).又，このことは前章の分析結

果とも一致する．

居住人数についても検討したが，居住人数と食寝分

離とは何の相関もみられない．
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1人当り居住室数と食寝分離については居住室数程

の明確な相関はみられないが，大ざっぱに言えば1人

当り室数が1.25室／人以上では，ほぼ食寝分離がなさ

れている． （図略）

2 . 6 食寝分離の規定要因聞の関連性

以上から，食寝分離を大きく規定する要因としては，

起居様式（イスザ）と床面（板張り系），室数がある．

ここでは，これらの関連性を押さえることにより，規

定の筋道を明らかにする．

居住室毎の床面の割合をみると， 2室では板張り系

床はない． （図－12) 3室で板張り系床が出現し， 7 

室でややその割合は減るものの，居住室数が増えれば，

板張り系床の割合は増える．又，起居様式の割合をみ

ると，床面と同様に， 2室ではユカザのみであるが，

3室でイスザがみられる. 4室はイスザの割合が高い

が，他は居住室数が増えればイスザの割合は増える傾

向にある．

従って，居住室数と〈板張りーイスザ〉とは相関す

る．しかし，居住室数が増加する時， 〈板張りーイス

ザ〉の増加率より，食寝分離率の増加が著しいことか

ら，居住室数の方がより規定性を有すると考えられる．

3.就寝行為と就寝分離の規定要因

就寝についても，前節と同様に，先ず①起居様式に

ついて検討する ．そして②就寝空間11）規模を概観し，

③居住人数，居住室数等と就寝分離との関連性を検討

する．尚，食事行為と異なり就寝行為そのものは，個

人的な行為である．従って，起居様式をみる際には主

体属性による検討も必要である．又，就寝分離の状況

を細かく知る為に，下図のようなA～Eの就寝分離の

レベルを設定する．

子の性別分離
分離

仁三二コ A；完全分断（「｛出：11に陥 j

仁三コ B：子の向性復航CコC ：親子4ド分離子のi全
D .親子分島佐．子の主耳｛生；臼

E ：親子非分足並・子の呉性ね

就寝分離レベル

A～Eと就寝分離のレベルは低下する．

3 . 1 主体属性と起居様式

使用寝具をみるとフトンが圧倒的に多く，ベッド使

用は30%にすぎない＿121 （図－13)

しかし，主体年令層別では，年令層により異なり，

主体年令が若年層になる程ベッド使用が増え， 10代で

は40%に達するが，逆に60代では 7%にすぎない．性

別でみると，男子にベッド使用が多い（特に20代まで）

文，ベッド使用の少ない年令層である世帯主夫婦の起

居様式の希望では，ベッド希望が約35%に達し，男女

共にベッド希望は高い． （図略）

従って，今後ベッド化傾向はより強まると予想され

る．

3. 2 床面と起居様式

先ず，床面をみると，タタミ＞タタミ＋ジュータン

＞板張り＋ジュータン＞板張りの順となり（各65.7, 

14 .6, 13 .6, 3. 6%），食事床面に比し，板張りが少

ない． （図－14)

しかし，起居様,J:.¥¥." hよタタミ系のフトンに対し，板

張り系，特に板張りのベッド利用率は高く，やはり，

板張り系とイスザとの相関はある．只，食事の床面と

異なることは，タタミ系のイスザが約11.4%存在する

ことである．その為，よりベッド利用率の高い10代と

利用率の低い50代について更に検討する． （図－15)

ベッド利用者が多い10代では，板張り系床が多 く，

そのベッド化はさらに進み，板張りで約78.6%に達す

る。又，タタミ系床についても，タタミ約23.3%，タ

タミ＋ジュータン約35.9%までベッド化し，全体でベ

ッド化に寄与する床面の割合をみると， タタミ系床で

全体の約41.7%を占めている．

一方，利用者がわずかである50代では，当然床面と

してタタミが圧倒的に多く，板張りはない．その中で

年令尉
10代
20代
30代
40代

50代
60代
全f本
凡例

5? 

0 'Jl ．女 ＋全体

図－13 主体年令別起居様式

50 

タタミ

タタミ
＋ 

50 

ジュータン

板張り

板張り＋
ンユータン%

100 

図－14 就寝の床面と起居様式

% 
100 

100% 
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イスザ化の比率は少くなるものの，やはりタタミでま

かなわれている．

従って就寝において，床面と起居様式は，全般的に

はタタミ系ーユカザ，板張り系ーイスザとなるものの，

食事行為程の相関はみられない．又，前述の分析結果

一起居様式 （ベッド化）は主体年令で異なるーからみ

ても，起居様式としてのベッド化は，むしろ床面にそ

うとらわれないと言える．ここに同じイスザ化といわ

れつつも，食事行為・就寝行為のイスザ化の根本的な

違いがある．

3. 3 就寝空間の規模

全体で6畳が多く，次いで4.5畳となり，両者で約

80.8%を占める．（図－16）起居様式ではそれ程の差

はない．就寝人数は， 1人寝約59.4%，次いで2人寝

約29.8%となり， 3人寝は少ない．

就寝人数別に室規模をみると， 1人寝ではイスザは

6畳＞4.5畳だが，ユカザは4.5畳＞ 6畳で， 2人寝で

はイスザ6～ 8畳，ユカザ6畳とややイスザが大きい．

1 0代 50代哩図 15 床面左起居様式

2人寝

3人寝

計
｜ 全体 Il＞：’.，（）＜；：.：：~ 

図－16 就寝空間規模

居住室数 1~1。 居住人数
50 50 

ぷ豆半
A 

4 
5 

6 

~揚；；？：彩仰
図一17 居住室数、居住人数別就寝分離

図－18 1人当り居住室数別就寝分離

就寝人数と起居様式をみると， 1人寝におけるイス

ザの割合は約40.5%にものぼるが， 2人寝では約18.4 

%と極端に少くなる．従って，イスザは l人寝に多い．

このことは，ベッド化が固定化された専用スペース

を必要とするために 1人寝に集中しているものと考え

られよう．しかし，これでベッド化が就寝の分離を促

すと考えるのは早計であろう．例えば，今回例数は少

ないが二段ベッドの使用である．ライフサイクルの早

い段階では当然考えられることで，この二段ベッドの

使用ではDレベル（子の異性寝）になりかねない．従

って，むしろ 1人寝が可能であれば，主体の欲求から

イスザ化されるとみれよう．

3. 4 居住人数・居住室数・ 1人当り居住室数と

就寝分離の相関

居住人数が増えると，就寝分離率は逆に反比例して

低下する．（図－17）特に 4人程度までは徐々に低下

するが（ 4人で約75.5%)' 5人以上では急激に低下

し， 6人ではAレベル（完全分離寝）は約14.3%で，

逆にEレベル（親子非分離・子の異性寝）が約21.4%

もでてくる．

居住室数をみると， 2室ではAレベル（完全分離寝）

は皆無で、あるが， 3室では約40%まで分離され，室数

増大に比例して完全分離率は増す．但し， 6室以上で

はバラツキが大きく，完全分離率はそう増加しない．

居住室数と居住人数とでは逆の相関が得られたが，

l人当り居住室数でみると，明確な相関が得られた．

（図－18）即はち， 1人当り居住室数 1室／人末満で

はAレベル（完全分離寝）はほとんどなく， D （子の

異性寝）及びEレベル（親子非分離・子の異性寝）が，

あわせて約29.2%と高い. 1～1.25室／人未満ではA

レベルは約48.8%, 1.25室／人以上では約88%にも及

び， 2室／人以上で就寝分離は達成される．

ということは，仮に 4人家族であれば8室程度で完

全分離となる．しかし，食寝分離・就寝分離には 5室

あれば足りるわけで，他の 3室が問題になってくる．

従って食寝分離，就寝分離，特に就寝分離はただ単に

居住人数と居住室数のみから決まってくるものではな

く，他室要求についても分析する必要がある．

4.食寝分離・就寝分離の関連性と就寝分

離の阻害要因

前章で問題にした食寝分離・就寝分離相Eの関係及

び他室要求との関連について検討する為に，共通指標

として居住室数があげられるが，当然，居住人数次第

で問題は異なってくる．かといって， I人当り居住室

数では就寝分離の指標になり得ても，食寝分離との対



有明工業高等専門学校紀要第 21号 125 

応が大まかすぎ，他室要求の分析にも難がある．

従って，ここでは室数を中心に居住人数をふまえた

指標を設定する必要がある．そこで判定値Dを以下の

ように設定する．

D＝居住室数一（基礎人数＋ 1) 

＊基礎人数：夫婦は 1人， 12才以下の子供は0.5人

とし，他は 1人として合計したいわば

完全分離就寝要求人数．

* D ：居住室数からみた食寝分離・就寝の完

全分離寝の可能性を示す数値で，以下

の如くみれる．

D孟 0：基本的には食寝分離・就寝分離は共に

可能．

-1壬D<O：両者ともは難かしいが，いづれか

一方は可能．

D<-1：両者ともに不可能で、あり，就寝分離

のより一層の低下によっては食寝分離

が可能．

ちなみにD孟 1であれば，食寝分離・就寝分離

を可能としつつ，他に余室13）が1室以上あるこ

とになる．

以上より， D値を以下の 6ランクに分けて検討する

（図－19)

〔D<-2〕

例数は少いが，当然のことながら，食寝・就寝の分

離は共になされ得ない．

〔－ 2壬D<-1〕

このランクは共に不可能なレベルであるが，食寝分

離率は約50%ある．しかし，その為，就寝分離のレベ

ルは低く，親子の非分離ないしは子の異性寝となる．

D f直ランク 食続分離率

Dく 2

ー2~玉D< 1 

l三五D<0 

0 ~五D< 1 

l壬D<2 

2三五D

図－19 D値ランク別・食寝・就寝分離率

〔－ 1孟D<O〕

いずれかが可能なレベルだが，食寝分離率は70%を

越える．就寝分離のレベルもあがるが， Aレベル（完

全分離寝）で約20%, Bレベル（子の複数寝）を含め

ても50%に満たず，食寝分離の要求がまさる．その上，

全体の約26.7%が余室1室を持ち，主に居間としての

用途である．

〔0壬D<l〕

共に可能なレベルである．食寝分離率は夏約85%で

冬に約62%と下がる．就寝分離では子の性別寝は確保

される．文，全体の約53.9%は余室を 1室とり，接客

室ないし居間として使用している．（約85.7%）従って，

このレベルで他用途の専用室要求により，就寝分離の

レベルは低められる．

〔1三五D<2〕

このランクで食寝分離はほぼ達成されるようである．

又，就寝の完全分離率はやっと70%まで進むが，親

子の分離ないしは子の異性寝カf確保できないものもあ

る．全例数とも余室を持ち，そのうち約75%は1室保

有で，用途は約78.1%が接客＞居間系で，中には 2室

接客室確保が3例みられ，接客室要求の強さがうかが

われる．

〔2三五D〕

このランクで，即はち 2室以上の余室がある状態で

初めて就寝分離がほぼ達成される．もちろん，全例数

余室があり，余室数は 2～ 3室が約90.5%を占め，そ

のうち居聞か接客室が約85.7%を占める．又， 2室を

〈接客室＋居間〉として有している例も 7例あり，特

に接客室への要求のレベルは更に高くなっている．

要約すると，就寝分離より食寝分離の方が優先され

る．しかし，就寝分離が低くなる要因は食寝分離のみ

ではなく，他用途の専用室確保も大きく関わり，すで

にD<Oのランクでさえ その｛頃向がみられる．しか

も，その要求は強く， D<Zまでは就寝分離を低めて

でも，接客室・居間をとっている .D孟 2になって就

寝分離を達成するとみてよく， それでゆけば，就寝分

離に必要な居住室数は，基礎人数＋ 3室となる．

5. 住宅規模階層別特性

ここでは，住宅規模ランクを，前章の「住調』のデ

ータ分布をふまえて，便宜的に図－20の4ランクに分

け，規模階層別に①居住水準②食事行為・空間③食寝

分離・就寝分離の特性を検討する．尚，就寝について

は，この規模ランクと床面及び起居様式について検討

したが，前節の分析結果の如く，何らの傾向もなかっ
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70～lOOm’未満
(85. 7m') 

lOOm＇以上
(120.3m') 

3.89人 I o . s3~／人
(3.22家＞ I (-o.s) 

4.10人 I 1.04室／人
(4.26玄＞ I l+o.19) 

4.48人 I 1.23£／人
(5.52:¥.> 1 (+1.1> 

4.61人 I 1.43'.;iU人
(6.61:¥> I l+I.96) 

図－20 住宅規模ランク別特性

50m＇未i筒

50～70m'未満

70～lOOm'未満

lOOm'以上

た．

夏
免

図－21 住宅規模ランク別特性

5 . 1 居住水準

各ランクの平均住宅規模は図－20の如くである．

所有形態をみると， (50rr[未満〉ランクは借家中心

で， (70～100rrf未満） J,）＿上のランクでは持家中心とな

り，所有形態による階層性もランク別特性に含まれよう．

平均居住人数は各ランク 4人前後で差は約0.5人と

少ない．これは対象の特殊性によるもの（ライフサイク

ルの高い時期に限定したため）と思われる．

しかし，平均居住室数では約3.4室と大差があるため，

1人当り平均居住室数においても， 0.83室／．人→1.43

室／人とかなり差がみられる．

5 . 2 食事（床面・起居様式・空間規模）

床面：規模ランクがあがると板張り床カf確実に増え

てくる（ (50rrf未満〉で夏約22%から（100rrf以上〉

で夏約53%) .各ランクを比較すると， (50rrf未満〉

はタタミ＋ジュータン (50～70rrf未満〉は板張り＋

ジュータンが多い．しかしランクがあがると（70～100

d未満）ではタタミと板張り， (100rrf以上〉では板

張りが多い．低いランクでは〈＋ジュータン〉の使用

が多い．

起居様式：規模ランクがあがるとイスザが増える．

(lOOm＇以上〉では夏に 50%を越え，板張りの増加と

対応する．但し， (50～70rrf未満〉は次の規模ランク

よりイスザの割合が多くなっている．季節によるユカ

ザの変化は同程度だが板張＋ジュータンの多い（50

～70rrf未満〉が最も多く変化している ．

空間規模：主に 6畳中心で， (lOOm＇以上 〉のラン

クになると， 8畳中心である．しかし，イスザの割合

の多い（50～70rrf未満〉ランクでは夏4.5畳が多い．

冬にユカザ化する例が多いランクをみると， (50～70 

rrf未満〉は 6畳が増え室規模は大きくなるが，逆に〈

lOOm＇以上〉では 6畳と室規模は小さくなっている．

5 . 3 食寝分離と就寝分離（図－21)

食寝分離：規模ランク毎に食寝分離率はあがる．中

でも，夏に（50～70m＇未満〉は次のラジクの（ 70～100

m＇未満〉と同じレベルまで高くなっている．冬に各ラ

クともやや低下するが， (50～70rrf未満〉は特に約13

＋ %も低下する． (70～100rr[未満〉ランク以上でほぼ

安定して食寝分離は達成されるとみてよかろう．

就寝分離：規模ランク毎に， Aレベル（完全分離）

の割合も増え，又，全体の就寝分離のレベルも高くな

る．しかし， (70～100rrf未満〉のランク以上ではAレ

ベル（完全分離）の割合はさほどかわらず，約70%程

度である．次に， Bレベル（子の複数寝）までを含め

て考えると， (50rr[未満〉と（50～70rrf未満）はほぼ

かわらず約61,64%程度で， (70～10伽f未満〉で約78

%, (100rrf以上〉では約86%に達する ．又，特に問

題となるD （子の異性寝） ・Eレベル（親子非分離＋

子の異性寝）は， (50而未満〉で約11%あるが，ラン

クが上る毎に徐々に少くなり， (100rrf以上〉では消

失している．

5. 4 以上より，住宅規模階層別特性を要約する．

(50rr[未満〉

借家が主で，住宅規模が小さい割に居住人数が多く

l人当り居住室数は平均約0.83室／人と1室に満たない．

しかし，食寝分離要求は強い為，就寝分離を犠牲にし

ているが，いずれも達成され得ない例も多い．意外と

食事空間は広くなっているが，当然イスザはほとんど

ない．

(50～70m＇未満〉

持家・借家混合だが，依然借家層が多い．平均居住

人数は（50m＇未満〉とそうかわらないが，平均居住室

数は約 l室増える．その際，就寝分離率はそうあげ

ずに，むしろ規模は小さいが，板張り十ジュータン

の食事専用室を確保する傾向があり，食寝分離率は一

層高くなる ．しかし， 冬に他の 6畳室でユカザになる

層が多く，食寝分離率の低下は最も大きい．

(70～lOOm＇未満〉

持家が主で，居住人数に比し，居住室数は更に平均
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約 1室増加する．その割に食事の板張り・イスザ化は

やや少いが，室規模も 6畳をとり，かつ食寝分離・就

寝分離もかなり達成される．

(10伽f以上〉

ほとんど持家層で， (50m'未満〉より平均居住人数

で約l人近く多いが，平均居住室数は 3室以上も多く

とれている．従って，食事室の板張り化，イスザ化は

約半数でなされ，規模も 8畳である．食寝分離はほぼ

達成されるが，就寝分離はそれ程進まず，他用途専用

室確保がなされている．又，冬に食事空間の移動がみ

られ，タタミの 6畳へと移動するが，その移動の数か

らみれば，食寝分離率の低下は少ない

まとめと課題

1 . 住様式の地域性については，より住宅条件（居

住水準）に密着した食寝分離・就寝分離を対象と

したが，その住宅規模階層による規定性一即はち，

そもそも住宅規模水準に地域性（都市性）があり，

住様式の法則性はその住宅規模に規定されつつ展

開されることーを一定，明らかにした．

2. 食寝分離，就寝分離の規定要因を明らかにするこ

とができた．これらの諸要因の関連を下図に示す．

床面・概り化一起居様式イスザ化

→ 規定要因

未満〉ランクでも同様に就寝分離はかなり低いが，

逆に食寝分離率は「住調」を上回っている．他の

規模ランクは「イ主調」とほぼ閉じレベルである．

小規模住宅において，予想と全く逆の結果がで

たが，多人数居住の為と思われる．従って，今後

小人数住宅について検討すれば，食寝分離と就寝

分離の対立要素が摘出できると思われる．

又，このライフサイクル（子の成長期の終わり）

の段階では，居住人数も多く，住宅規模としては

く70～lOOm＇未満 〉ランク以上が，食寝分離・就

寝分離の上から必要で、あろう．

4. 起居様式のうち，食事行為については床面との

つながり等確認し得たが，その中で特に冬の採暖

方式による影響は単に起居様式のみでなく，食寝

の非分離をももたらすという新たな知見を得た．

仮に，今後，この採暖方式が続くならば，その

合理性をもったイスザ化も幣害となる恐れがある．

この解決には，住宅規模の拡大及びリビング等寝

室以外の室との連携を積極的にはかることが考え

られよう．

就寝行為では，そのイスザ化は合理性よりも，

主体の個別的要求と住宅条件（室数確保）の問題

であろう．

5 . 当面の課題として以下の 3点をあげる．

1）食寝分離・就寝分離について，ライフサイク

ルの早い段階，特に小人数世帯の検討．

2）食事室と他室（L, K）との関連性の検討．

3）就寝分離を阻害する要因となっている接客室

についての中食言す．
ーア阻害要因

謝 辞

最後に，この研究を進めるにあたり，心よく調査に

御協力頂いた有明高専の御父兄に厚くお礼を申し上げ

食寝分離・就寝分離の規定要固 ます．

尚，図の如く，これらの法則性は次元が異なる． 尚，この研究の調査，集計は， s57年度卒業研究生，

特に，就寝分離は要因も多く，複雑で、あり，それ 木山成福君，坂本俊久君及びs58年度卒業研究生，小

らの解決には大巾な住宅規模の拡大＝室数増加が 野文君，小井手美和君の協力を得たものです．

必須と思われる．従って，その意味では食寝分離

の方がより基底的法則性といえよう

3. 今回，ライフサイクルの高い段階について検討し

た． 「住調」の同平均規模の住宅と比較して，居

住人数が多くなるが，居住室数はそれほど増えず，

l人当り平均居住室数はかなり下回っている．そ

の為，小規模の（50m＇未満〉ランクでは，食寝分

離，就寝分離ともに低くなった．又， (50～70m' 

注

1 ）かなり研究が多いが，例えば野口氏等 「住宅・

住様式の地方性に関する研究」 (S 55年日本建築

学会大会梗概集）等．

2）服部容生氏「独立個人住宅の平面型の類型化」

（建築技術， 1979.11) 

3）住宅規模により類型化する観点からは持家・借家，
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及び独立住宅・集合住宅も対象として取り扱える．

従って本研究においては，住宅形式の違いは捨象

している．

4）正式には「昭和53年住宅統計調査報告第3巻

都道府県編 その46 福岡県」 （総理府統計局）

5) 「住調」には母数を住宅総数で集計されたり，専

用住宅について集計されたりしている．従って本

論では， 「所有形態，建設年代」については，や

むを得ず，住宅総数で集計したデータを使用．

6) 「住調」には，就寝分離の定義は 6才以上では完

全分離寝になっているもの（夫婦は別）としてい

る．

7）普通，イス式，立式，坐式，床坐式等種々に呼ば

れているが，ここでは行為の行われる住置からイ

スザ，ユカザとした．ユカザは厳密には床面坐式

のことである．（西山犯三氏「これからの住まい」

昭和22年，相模書房）

文，就寝行為については，その使用家具・寝具か

らユカザ＝フトン，イスザ＝ベッドという方が分

りやすいので，ベッド化なる用語を使用した．

8）扇田 信氏「仕様式に関する研究」 （住宅建築研

究所報 No.. 5, No.. 6) 

9）ここでいう食事空間とは，食事専用室ではなく，

食事をしている室であり，他用途との兼用になっ

ている例も多い．

10）室規模としては， 2.5畳， 3.5畳， 4畳， 5畳，

5.5畳， 7.5畳， 13畳等あったが，例数が少かった

のと，大まかな規模の目安として 3' 4.5, 6' 

8' 10畳以上にまとめた．

11）就寝空間も上記 9）と同様に就寝専用空間を意味

しているのではない．

12）正確にはフトンとベッドではなく，床面かベッド

かである．しかし，慣例として判りやすいので，

床面に直接におく場合をフトンとした．

13）余室は，あくまで食事・就寝行為以外に使われて

いる室であり，それ以上の意味はない．
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断面変化がある片持梁の横振動について

第 I報 断面が長方形で幅が指数関数的に減少する場合

木村剛三・大山司朗
〈昭和59年9月19日受理〉

The Lateral Vibration of the cantilever beam with the variable 

cross section. Part I . The rectanguler section with width deer-

eesing like exponential. 

Gozo Kimura ・ Shiro Oyama 

The lateral vibration of of the cantilever beam with the uniform section 

was already been expressed in numerical、.value,and the general case the nu-

merical solution is given by the finite method recently, However, the analy-

tic sulution is better than the numerical solution, if possible it is given. In 

this report, we trial the analitic method for a few cases. 

1 .はじめに

最近の電子計算機による技術計算の進歩はあらゆる

分野におよび＼複雑な構造物の応力解析から振動のシ

ュミレーションまで可能にしている．しかし，数値的

な解法は便利で、はあるがその場限りのもので一般性に

欠けることがあるのは止むを得ない．ここでは基礎的

な問題について，出来るだけ解析的な方法を試みるこ

とにする。

2.基礎方程式

よく知られるように弾性体梁の横振動については次

の式が成立する．

δ2 （ δ2u ¥ 
ーァ＝ーーっ－( EI ------,. ) +q (x, t) ae ax2 ¥ OX2ノョ ( 2' 1) 

第 1図 断面変化のある片持梁
x 

129 

y 

ただし

いま，梁の断面は長方形で厚さ一定，幅が指数関数

的に減少するものとする． （第 1図）そのときは，

ρ 梁の線密度

E ヤング率

断面 2次モーメン卜

q 外力

である。ここでは Q=Q すなわち，固有振動につい

て考えるものとする

x=Oの所の幅をWo，線密度をPo，断面 2次モーメニ

トをI。とすれば， kを定数として

-z kx W=Woe 

-Zkx 
ρ＝ ρ。e ( 2' 2) 
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=2kx I 
I =Ioe ' 

とすることができる．

( 2 . 2）式を（ 2 . 1）式に代入して

p。三旦＝＝EIo ( 4 k2笠旦＝4k三旦＋宝引
δtz ¥ Clx2 Clx3δx4) 

( 2, 3) 

となる．ここで U(x,t)=X(x)T(t）とおいて型の如く変

数分離すればw2を定数として

d2T 
Eτ ＋w2T= O ( 2, 4) 

d4X d3X d2X 一τ＝ 4 k----;-+ 4 k2 －τ－β4X=O (2, 5) U且 dx3 dλ 

ただし

さらに

β4＝色竺f
EI。 ( 2, 6) 

α1 三 jj2五六 α2三j~ (2, 7) 

とおけば（ 2, 5）式の一般解は

X=ekx(A cosh α1x+B sinhα1X 

+c  cosα2x+D si nα2X) ( 2, 8) 

となる．

片持梁の境界条件として

x=Oで
dX 

X=o ，~一＝ O
αx 

d2X d3X 
x=.e でで~＝ 0,----;----.;-=

ax ax 

( 2, 9) 

を用いてA, B, C, Dを消去すると，かなり面倒な

計算ののち，次の式に到達する．便宜上

co sh αiR=c1 , cosα2£三 C2

( 2' 10) 

sinhαi.e三 s1, sin α2£ 三 52

とおいて

3 k2s1s2+ 2 k（α，c1s2＋α2C2S1) 

＋α1α2( 1 +c1c2)= 0 ( 2, 11) * 

4.計算結果

梁の長さ .e = 1とし，梁の先端の幅W1が

~ー＝ 1.0, 0.8, 0.6, 0.4 
w。

の 4つの場合については， 11）式を満足するβの値

を4次まで求めたところ第 1表の結果を得た．

W1 ~ v。 1.0 0.8 0.6 0.4 

k 0.0 0 .11157 0.25541 0 .45815 

β1 1.87510 1.93992 2.02547 2.14978 

β2 4.69409 4.74360 4.80807 4.90028 

β3 7 .85476 7.88361 7.92223 7.97935 

β4 10.99554 11 .01626 11.04422 11.08599 

第 l表 固有振動のβ

4.おわりに

今回は比較的容易に（2,3）の微分方程式が解ける場

合であったが，今後はさらに複雑な場合について計算

を進める予定である．また（2, 11）からβ を求めるの

にはFACOM130-Fを用いた．

* (2, 11）式でk=0として得られる 1+c1c2= 0は

当然のことながら断面一様の場合と一致している．
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単刃リ マの研究＊

（工具形状の加工精度ヘ及ぼす影響）

田口紘一・甲木昭雄村・佐久間敬三牢牢＊

〈昭和59年 9月20日受理）

A Study on Single-Edge Reamer 

(Effect of Tool-Shape on Hole Accuracy) 

To examine the characteristics of the single-edge cabide reamer with two 

guide pads, some fundamental experiments were done, with two model tools 

simulating a cutting edge and a guide pad and with several types of single-

edge reamers. 

It is found that the roughness of the hole wall becomes better as the 

chamfer angle of the tool is smaller. With regard to burnishing action of 

guide pads on the hole wall, there exists the optimum contact pressure to 

get a smooth surface. The values of both roughness and hole oversize 

become small when a relatively wide guide pad is used. The number of 

corners of multi-shaped hole is related to the position angles of the cutting 

edge and guide pads. 

Koichi Taguchi, Akio Katsuki and Keizo Sakuma 

1 .緒日

一枚切れ刃の穴加工工具はガンドリルやBT A方式

工具のように，主に深穴あけ工具として発展してきた

が，この種の工具は切れ刃のほかに案内パッド（guide

pads）を持ち，これが切削中に穴壁と接することによ

って，切れ刃での切削力と平衡を保ち，自己案内作用

が得られる．このため切削状態が非常に安定していて，

穴径誤差，真円度，円筒度，表面粗さなどにおいて，

通常のツイストドリルでは得られない優れた加工精度

を与え，また加工能率も高い 1.)2)そのため近年この方式

の工具は比較的短い穴の高精度加工にも適用され，種

種の形式の工具が開発されている．たとえば，ガンリ

ーマ， BT A方式リーマ，マパールリーマなどである~）

従来，これらの単刃リーマの性能についての研究報告

は少なく，その切削機構，最適形状，最適加工条件な

どに不明の点が多い．

＊ 昭和55年 5月15日 日本機械学会九州支部久留

米地方講演会にで講演

＊＊ 九州大学工学部

＊＊＊福岡工業大学

本研究は模型工具を用いて，切れ刃での切削機構お

よび案内部でのパニシ作用について明らかにした後，

各種の形状のリーマを設計し，その工具形状の加工精

度へ及ぼす影響をトルクおよび切りくず形状にも留意

して実験的に調べ考察した

2.切削機構

2 . 1 工具形状

図1に典型的な単刃リーマ（BTA方式リーマ）と多

刃の標準リーマ（超硬チャッキングリーマ）の先端形

状を示す．多刃の標準リーマはよく知られているよう

に，数枚の切れ刃が円周上にほぼ等間隔に配置され，

各切れ刃の切削力を相殺することにより，半径方向の

平衡を保つようにしている．また切れ刃数が多いので

一回転当りの送りを大きくしても各切れ刃の負担は少

なく，送りマークの間隔も小さくなり，切削による仕

上面向上が期待できる利点がある。しかし多刃リーマ

はその切れ刃数と関連した特有の多角形真円度誤差が

生じ易く，また切りくずポケットが狭いので給油法，

切りくず排除に問題がある．

一方，単刃リーマは一枚の切れ刃とその切削力を支

えるための一つないし二箇所の案内部を持っている．
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案内部は切れ刃に対し軸方向にクリアランス（m）を持

ち，切れ刃によってつくられた穴壁に接して荷重を支

え，半径方向の力の平衡をとっている．切れ刃が一枚

であるので真円度は良いが，切れ刃の負担が大きいと

考えられがちである．しかし後述するように切れ刃の

負担の軽減の手段が考えられ かっ工具費は多刃リー

マより安価で、ある．また案内部は加工表面をその接触

面圧によりパニシ加工し，より良好な表面をつくる作

用をする．切れ刃部形状には種々のものがあり，食付

角では多刃超硬チャッキングリーマの 45。に対し，ガ

ンリ ーマ 60。， BTA方式リーマ45。（特殊なものとして

15。もある），マパールリーマ 3。となっている．す

くい角はガンリーマO。，マパールリーマは正であり，

BTA方式リーマのす くい面にはチップブレーカ が設け

られている．加工条件はガンリーマおよびBTA方式リ

ーマでは高切削速度・低送り マパールリーマは低切

削速度・高送りが推奨されている ．また単刃 1）－マは

大きなチップポケットを持ち，加圧した切削油を刃先

へ供給し，切りくずを容易に排出できる構造を持って

いる．

2. 2 切りくず流出角と切削力の方向

リーマ加工では旋削に比べて，概して小切込み（~

×リ ーマ代），高送りの条件が普通である．このことは

切りくず流出角と切削力の方向に影響を及ぼす、 Col-

well引はバイト切削において切りくず7荒出方向とすく

い面上の切削背分力 FNの方向は実効切れ刃の両端を

結ぶ線に直角の方向であるとしている（図 2）.リー

マ切れ刃部についてこの理論を適用して，切りくず流

出角恥を求めると次式が得られる．

an-1( t ) (1) 
t cot Ac+ s 

t：切込み， 入c：食付角

s：送り（多刃の場合はー刃当り）

図3は ηc’と λc, t Isの関係を示したものである．図

より食付角 λcが小さいほど また送り・切込み比の

大きなほど恥’は小さく，半径方向に近い方へ流出す

る．これはチップポケットが大きく，切削油で切りく

ずを前方へ強制的に押し流す機構の単刃リーマでは好

ましい方向と考えられる．

すくい面上の切削背分力れより半径方向分力FR

と軸方向分力（送り分力） FTは次式より求まる．

~ tcot λc+ S ~ 
o H 

n -./ t 2 + ( t cotλc+S)2 ~ N 

F～t2＋（ふん十s)2 ι
・H

(2）式より FR, FT は入， t,sにより変化し，適用可能

範囲では特に λcに著しく影響を受ける．んを小さ

E 

Oil hole 

Guide pad 

() s -

図 1 単刃リーマと多刃 1）ーマの先端形状

-le 

図2 切れ刃部形状と作用力

40 
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..c 
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Chamfer angleλc • 

図3 食付角と切りくず流出方向

くすると，軸方向分力 FTは微小になり，深穴加工の

場合シャンクの剛性上有利である．また半径方向分力

FRは FNに近い値になるが，これは案内部で支持さ

れるので案内部面圧，パニシ作用に影響を及ぼす．

一方切りくず形状もんに影響し，切削厚さ tI と

(2) 
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切削幅Weは次式で求まる．

t1 = s sin入c (3) 

We=./( s + t cot λc)2 + t2 (4) 

(3)(4）式よりんが小さいほど薄く幅の広い切りくずが

生じることになる．これはチップポケットが大きく，

切削油噴射による切りくず排出方式の単刃リーマでは

かえって好都合と思われる．

2. 3 案内ノfッド部の支持力

主分力と半径力は第一案内パッドおよび第二案内パ

ッドによって支持されるが，各案内パッドの支持力は

案内パッドの位置によって異なる？図4はリーマ先端

各部に作用する力を示したものである．切れ刃部にか

かる切削力は主分力 FM，半径力 FR，軸方向分力 Frと

して各直角方向成分を示し FMとれの合力を Fe と

する．案内パッドは二箇所（G1, GJあり，各案内パ

ッドに垂直方向の支持力 （Fc1>Fc2）と摩擦力 （μ1Fc1>

μ2Fc2）が働く．またマージン部は穴壁に接触するの

で，同様に垂直力 Fco，摩擦力的Fcoが働く．切削中

はこれらの切削力，各案内パッドおよびマージン部の

垂直力および摩擦力の平衡が保たれているため，各成

分のx方向， u方向の成分総和を 0と置くことによっ

て関係式を求めることができる？

図5は食付角入c，第一案内部配置角 α，マージン部

の垂直力 Fcoと第一，第二案内部の支持力 （Fc1>Fc2) 

の変化を示したものである．図は切削主分力 FMとの

比で示している．食付角の変化に対して食付角が小さ

い範囲では支持力の変化は少ない．第一案内部配置角

は案内部の支持力に大きく影響を及ぼし， αを小さ く

すると支持力は著しく上昇することがわかる．市販の

単刃リーマに α王子30。のものがあるが？これは案内部

の大きな支持力によりパニシ作用効果をねらったもの

であろうがβが180。付近の場合，第一案内部支持力は

(Fe/FM）調印キ 1である．リーマはマージン部が穴壁

にその幅で接しているので切削力に比しでかなり大

きな垂直力 （Fco) を受ける．また工具の摩耗に対し

てこの垂直力の増大は著しい.Fcoの変化に対して，

β＝180。付近の設計の場合， Fc1の変化は少ないが，

Fc2はFι。に対して直線的に増大することがわかる．

3.模型工具による基礎実験

3 . 1 実験方法

リーマ先端部の切れ刃部と案内部のそれぞれの加工

の挙動を調べるために各部分に対応する模型工具を製

作し，基礎的な切削実験およびパニシ実験を行った．

図6に模型工具を示す．工具Aはリーマ切れ刃部の模

型工具で，工具Bは案内パッドに対応する模型工具で

相 1.0
LC 
＼ 

i1' 0.5 

t: 
l.J... 

。

2.0 

:t 1.0 

ε 
Fr 

図4 工具先端各部作用力

FG1/Fi阿

20 40 
入c

α）食付角の影響

60 

α＝83° 
β＝ 183° 

FN/Fi”＝ 0.' 

入c= 5• 
f3 = 1a3・ 

0 30 60 90 

~ 
LL 

2.0 

ミ1.0

。

α 
b）第一案内部位置の影響

1.0 2.0 3.0 
ら。／F,,

入c= 5• 
o< :83。
β＝ 183。

c）マージン部垂直力の影響

図5 案内部の支持力

ある．工具Aで切削加工した工作物表面に工具Bを接

触させ垂直荷重をかけ，摩擦・パニシ作用を行わせ，

加工表面状態の変化を調べた．その際，工作物回転数，

送りは工具Aによる前加工条件と等しくした．工具材
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！ 
ー－ ~ .1 

（α）模型切削工具（A) ( b）ノ〈ニシ工具 （B)

図6 模型工具形状

は超硬合金PIOである．いずれの工具も工具動力計

（佐藤工機製AST-TTH）に取り付け，三分力を測定

できるようにした．工作物寸法は直径36mm，長さ 250

mm，材質は S55Cであ る．切削油は不水容性切削油J

I S 2種4号相当（ユシロンオイルNo. 8）を使用し

た．

3. 2 切削実験

図7に送りと表面粗さとの関係を示す．送りの増大

とともに表面粗さは大きくなるが，切れ刃角 λcカf30

および5。の場合は他の角度に比べ，送りの大きな範囲

で表面粗さの増加率が小さい． λcが10。以上の場合，

送りの微小範囲を除いて表面組さは理論粗さの10～20

倍である．図8は切削速度と表面粗さの関係を示す．

低切削速度域と高切削速度域で表面粗さは小さくなり，

中間の20～40m/minの切削速度で最大値を示している．

注目すべきは lOOm/minの高切削速度域で切れ刃角や

送りの変化にかかわらず表面粗さが晶naxlOμr九程度

にな っていることである．この種のリーマでは高速切

削が表面粗さに悪影響を与えず リーマ加工条件の高

速化の有利性を示すものといえる．

3. 3 パニシ加工実験

図9は比較的表面粗さの大きな切削加工面を案内パ

ッドの形状に合せた工具Bでパニシ加工した場合の表

面粗さ曲線の変化を示す．荷重を増大させて行くにつ

れ凹凸の項点部から塑性変形が進行して行くが，ある

荷重から急激に変化し表面組さが小さくなる．この場

合，前加工面の表面粗さ曲線の形跡はほとんどなくな

る．これは加工表面の凸部だけでなく全体が塑性変形

を起したためで，送りとバニシ工具の傾きによって周

期的な盛り上りが見られる．すなわち新しく工具Bの

送りマークが形成されている．図10は加工条件をパラ

メータとして垂直荷重と表面粗さの変化を示したもの

で，切削時の表面組さが小さいほど，バニ シ加工後の

粗さも小さくな っている．切削時の表面組さの最も小

さい加工条件Cの場合，パニシ加工面は垂直荷重 500

Nの場合が最も良好で、，それ以上の荷重で、はかえ って

n

u
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図7 送りと表面組さ
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図8 切削速度と表面粗さ
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Fv 0 N (cutting surface) 
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刊 刊叩門Vべ川町へ「
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Cutting speed:lQOm/mln, Feed rate;Q.2mm/rev 

図9 垂直荷重とパニシ加工面
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図10 パニシ工具の垂直荷重と表面粗さ

表面組さの低下を招いている ．表面粗さ曲線から垂直

荷重の大きな場合，パニシ工具による新しい表面形状

が形成されるのが認められた．このことによりパニシ

加工の垂直力は表面粗さを最小にする最適値があると

考えられる ．

4. リーマ加工実験方法

4. 1 工具設計

模型工具による実験結果を考慮して，単刃リーマの

基本的加工特性と食付角，案内部幅位置の加工精度へ

の影響を調べるため，表 lに示すような 8種類の形状

の工具を設計製作した． 工具A,B, Cは食付角 λc

の影響を調べるためのものである .C, D, Eは第一

案内パッド幅を変え， F,G, Hは案内パッド配置角

を変えて，その影響を調べるためのものである ．ここ

で食付角んは模型工具実験で5。以下が良好な結果を

得ているが， 3。とするとリーマ代0.4mmの場合に切り

くず幅が7.5mmと過大となるため，5。（切りくず幅4.5

mm）とした．

4. 2 実験方法および装置

加工は工作物回転，工具送り方式で行い，図11にそ

の概略を示す．トルクは円筒状リ ーマシャンクに二軸

交差型のひずみゲージを張り シャンクのねじりひず

みより検出した．工作物は主軸に取付けられたホルダ

ーに差し込み，軸方向にねじ止めし， 工作物取付けの

際に半径方向のひずみが生じないようにした．工作物

下穴の主軸に対する偏心は50μm以内， 工具のそれは

lOμm以内にセッ 卜した ．特に工具は軸方向の傾きに

留意し，パックテーパ内に納まるようにした．工作機

械は旋盤を使用し，加工条件は送り s=0.05～0.65 

表 1 工具形状

工 具 1v:・ α 。 w1 mm w1 mm 

A 45 83 183 4.3 4.3 

B 15 83 183 4.3 4.3 

c 5 83 183 4.3 4.3 

D 83 183 1.0 4.3 

E 5 83 183 0.5 4.3 

F 90 183 2.0 2.0 

G 70 190 2.0 2.0 

H 50 183 4.6 4.3 

Socket 

図11 リーマ加工実験装置

~ 

Time 
③ 

①切削開始 ② 案内パy ドの進入 ③ 切れ刃貫通

図12 トルク線図

mm/rev，外周速度V =5～150m/minで行った．リ ー

マ代は0.4mmとした．工作物はS35Cで，外径38mm,

長さ40mmで、ある．

5.実験結果および考察

5 . 1 トルクの特性

図12は切削の進行に伴うトルク線図の例である ．多

刃リーマ61と同様トルクは切削 トルク Mcとパニシトル

クMbの複合であることがわかる ．切削 トルクは切削

開始時よりの時間で，あるいは切削終りの急激なトル

ク減少量によって判別できる．切削初期の②において

急激なトルクの上昇が見られるが，これは案内パッド

先端円錐部と切れ刃外周コーナとのすきま（msinλc, 

図4参照）のため，工具が半径方向に逃げ，案内パッ

ドの加工穴への進入時に元に戻る際の過切削のためと

考えられる ．λG （＝入dが大きな場合， 切削初期の工

具の半径方向の逃げが大きくなり ，案内パッドの進入

時のトルク上昇も大きくなる．
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5 . 2 食付角んの影響

図13に食付角をパラメ ータとして送りとトルクの関

係を示す．切削ト ルク Mcは送りの増大に対して直線

的に増大しているが，食付角および切削速度に関して

はほとんど差はない．しかしパニシトルク Mbは食付

角の影響を受けているが，食付角5。の場合送りの変

化に対して比較的一定の値を示している

図14に切削速度と表面粗さの関係を示す．各食付角

の場合とも実験の範囲で低速および高速域で表面粗さ

が小さくなっている ．また低速域では食付角が小さい

ほど，高速域では食付角が大きいほど，表面組さが小

さくなっている．送りに関しては（図15），低速域（10

m/min，同図（ a））ではん＝5。の場合が，高速域（120

m/min，同図（ b ））では λc=5。および45。の場合が，

送りの増大に対して表面粗さは小さく一定となってい

る．図16に送りと穴拡大量の関係を示す．低切削速度

の場合は送りの小さいほど 穴拡大量が大きくなる傾

向が見られるが，低切削速度では λc=5o' 高切削速

度ではん＝45° の場合に，送りの変化に対して穴拡大

量は小さく安定している ．図17に真円度についての結

果を示すが，低速では50，高速では45。の食付角のあ

「 入c ノ2
z 600 L o 450 /I 
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コ
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図13 送りとトルク
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b）送りと穴拡大量

怖を＝ム3mm,α ： 83 ~ ,8=183，入c=5:V=120m/min 

Burnished surface 
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案内部幅の影響図18

図19

りと表面粗さの関係を示す．案内部幅の広い方が表面

組さは小さく，また送りによる変化は小さい．高切削

速度の場合も同様で、ある．穴拡大量については同図（ b)

に示すが，案内部幅の狭いほど穴は拡大している．

BT A方式ソリッドボーリング工具やガンドリルでは

案内部にかかる大きな支持力により，案内部による穴

拡大作用が生じることがあるが~） 単刃リ ーマでも案内

部支持力は小さいが，図19に示すように案内部でのパ

ニシ作用により案内部幅が狭いほど表面の微小凸部が

つぶされるのでわずかに千広大するものと思われる．

5. 4 配置角の影響

多刃リ ーマにおいて切れ刃数をZ とすると，発生す

る多角形形状誤差の角数 sはs=nz±l (nは整

る工具が良好な結果を得た

以上のことは低切削速度 ・小切削厚さ，および高切

削速度・大切削厚さの条件では，構成刃先が大きく成

長する切削温度域からはずれるためと推察される！）

λc=5° の場合に高切削速度域でも比較的小さい表面組

さおよび穴拡大量が得られているのは，切削厚さが小

さいため構成刃先も小さいことによると考えられる．

切りくず形状は小食付角では幅の広い切りくずが，

低送りでは薄い切りくずが生じ変色も少ない．大食付

角・高送りでは厚く細p切りくずとなり変色が激しい

切りくずは短く破断された方が処理し易いのであるが，

入c=5。でも高送りにすればチップブレーカにより破断

される．単刃リーマの場合，チップポケットを大きく

取れるので，ある程度幅の広い切りくずでも支障はな

以上の結果より総合的に，入c=5。の場合が表面粗さ，

穴拡大量とも安定していると言える．入c=45° では高

切削速度の場合に良好な結果が得られているが，厚い

切りくずが生成され，切りくずは変色し，高切削温度

を示すため工具寿命の点では疑問である

5. 3 案内部幅の影響

図18(a）に第一案内部幅 W1をパラメ ータとして送

送りと真円度図17
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数）と なることが知られている？著者らは案内部を持

つ一枚刃のBT A工具においても，誤差の大きさや発

生頻度は小さ いが，多角形形状誤差の発生を認め，そ

れが案内部と切れ刃の配置に関係することを報告した山

本研究では単刃リーマの場合の案内部の配置について，

z=4となる場合すなわち α＝90。， β＝180。の工具

F (270。の刃は欠けていると考える），およびできる

だけ小さい整数では割り切れないように配置を考えた

工具G （α＝70。，β＝196。）について実験した．

図20に高速切削の場合の送りと表面粗さを示すがG

工具の方が良い結果を得た．また穴拡大量，真円度も

小さい．しかし 中低速あるいは小送りの条件では工具

聞の差はあ まり認められなかった．発生する多角形形

状誤差についてみると（図21), F工具による加工穴

は予想されたように s=5となる多角形形状誤差が発

生しているが， G工具による場合は中低速・ 小送りの

条件で種々の角数の形状誤差が発生し，特に食付き初

期に不安定な傾向が見られた．表2に各配置角の工具

による加工穴の多角形形状誤差の発生率を示す．工具

により加工条件が多少異っているが，案内部幅が大き

いほど多角形の発生率が少ないことがわかる .G工具

は割り切れない配置であるため，かえって種々の角数

E10 
1 

&1 8 
VI 
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工。、
6 4 
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b）送りと真円度

入c=5。， w1= w2 = 2.0mm, V=120 m/min 

図20 案内部配置角の影響

1div= 1 μm 

v :10 m/min 
s = 0.2 mm/rev 

Tool F 

1div=2μm 

v = 10 m/min 
s = 0.05 mm/rev 

Tool G 

i 1div:4μm 

v :100 m/mi n 
s = 0.2 mm/rev 

Tool G 

1 div:20μm 

v :120 m ;min 

s = 0.05 mm/rev 

Tool G 

図21 案内部配置角と真円度図形

表2 多角形真円度誤差の発生率

工具 工具形状 3 多角形角数 実数験 発率生% 
α βW1  W2 5 8 12 

c 83 183 4.3 4.3 0 0 0 0 21 。
D 83 183 1. 0 4. 3 1 1 0 0 45 4.4 

E 83 183 0.5 4.3 2 7 0 0 55 16.3 

F 90 180 2.0 2.0 0 6 0 0 26 23.1 

G 70 196 2.0 2.0 7 1 3 1 19 63.2 

H 50 183 4.3 4.3 6 0 0 0 28 21.4 

の形状誤差が発生し易い条件になっているように思わ

れる ．αを小さくすると切れ刃と第一案内部が一体の

支持部と見なされるような運動が引き起され三角形形

状誤差が発生し易くなる ．総合的には案内部の広いC

工具が良好な結果を得た

6.結 呈ふ
宙開

切れ刃部と案内部の模型工具および案内部形状，切

れ刃形状を単刃超硬 I）ーマによる鋼材の加工実験を行

い次の結論を得た．

1 ）リーマ食付角を5。程度に小さくすると，表面粗

さ，穴拡大量とも良好で切削速度や送りの変化に対し

でも安定している ．したがって高切削速度 ・高送りで

良好な加工粗度が得られ，優れた性能を上げることが

できる

2）案内部幅を狭くしても表面粗さの向上は認めら

れず，逆に穴拡大量が増大し，多角形真円度誤差の大

きさ．発生率とも増大する．

3）案内部の配置については， 83。， 183。の配置が

比較的良好な結果を与えることがわかった．
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孤立水面波安定性の数値的研究

第2報孤立波波形のより精密な決定

木 ホナ 岡リ
〈昭和59年9月19日受理〉

On a Numerical Study of the Solitary Wave on the Water Surface 

Part II more Precise Determination of the Solitary Wave’s Profile. 

Gozo Kimura 

In the part I of this report, I got the approximate profile of the solitary 

wave on the water surface. But I made a few erros in caliculation. In this 

report, I improved the caliculating method, so that I could get a more exact 

wave profile. 

§ 1 まえがき

前回の報告では，深さが一様な水路における孤立波

の波形を求め，その内部の流れの場の計算をした．予

定では，そのデーターをもとに安定性の検討に入る筈

であったが，前回のデーターには多少の誤差を含んで、

いたので今回はいくつかの工夫を加えてより精密な波

形を定めることができたのでこれを報告する

§ 2 公式の導入

計算の方式は原則的には前回と同じなので要約して

説明することにする．断面が長方形で深さ一定の一様

な水路を水が一定の速さ Uで右ヘ流れ，その上に孤立

波が同じ速さで、左へ進んでいるものとする． （第 l図

α）したがって静止座標系からは波は静止しているこ

とになる．流れの断面を z(=x+iy）面とし，底をz

軸，波の項をu軸が通るものとする．これはポテンシ

ヤル流とすることができるのでその複素ポテンシャル

をW （＝併＋iψ）とすれば（第 1図b)

lbw 
Q eθ （ 2' 1) Ud  z一可

となる．ここにqはUを単住とした水の粒子の速度，

Oは流線がx軸の正の方向となす角である．つぎに

Z = cosh（品） ( 2' 2) 

で水流の部分を Z(=X+ iY）に写像し， （第 1図C)

さらに

rb
－vら

二
＋一一Z

 

＋品
み
J

」
キま

7
L

一7b
二
＋－一

p
b
 

( 2' 3) 

の写像をすると， CとWの関係は

十三＝c州議） ( 2' 4) 

なり水流の部分はと （＝Hiη）の単位円の内部に写像

されることになる． （第 I図C)

つぎに

Q = i log( tY ~） ( 2' 5) 

を導入すれば

Q = i log q + e = e + i r ( 2 ' 6 ) 

1£1.し r=logq 
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y ( 2' 4）式を微分して

一l
T

一汗ヂ白
川

1
一U

( 2' 7) 

（ーπ孟argC壬π）

この式と（ 2' 5）式から得られる

0 

(a) Z面

φ 

c x 

e
 

一－
p
b

一z
d
－d
 

刊
一
的

1
一
U

から

A 仏
一
四

B . 2H e'!J 
4 一一 d t 

π/°f(1+t) 
( 2' 8) 

を得る．

D 
水面はW面の ψ＝UH，ど面の円周に対応し， t =

‘O 
c ヂ eισ（一π三五 σ孟π）， Q (e吋 =B （σ） 十 iτ （σ） とおく

(b) W 面 ことができる 水面での条件は Bellnoulli の定理か

り

y 
Bl 

c;-2 十 ~匂一＝ C田1st. ( 2' 9) 

が成立する 水面に沿って微分すれば

OiJ む。 c x q ~~ - {j2δδ~ -~ ：；~~ D ( 2' 10) 

また，

dz=dx十 idy=ds（忘dxれ ．芯du、） 

=ds (-cos() - i sin B) =-dse iθ 

(c) Z面 ( 2' 11) 

η 
水面はと面の単位円周 s=e悶に対応するので

( 2' 8）式は．

dz= H dσ 
πcos!!.. (cos_!!__+ i sin.f) 

2 2 2 

σ 
e-r＋ιθe・2

となり

,.. g d H 1 s＝一一一一一一dσ
7[ σ 
q cosす

( 2' 12) 

を得る． ( 2'10）式に代入して

σ2dq gH . ,, 
cos-q一一二一一τs (j 2 dσπu2 ~ 

(d) t面
ここで、

U2 2 1 g H 1 
一一＝M, P ＝－~一＝~
gH πU← π川一

( 2' 13) 

第 1図 ポテンシャル面の写像
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であるが水面ではと＝ eισ なのですべて σの関数とな

り

第 21号有明工業高等専門学校紀要

とおけば

r 2入 l
。（σ）= -loge j 1一一一¥""2(1 +cos a) f 

El l (1 T八j J 

( 3, 9) 

( 3, 10) 
I I ~ピE n庁

。。（σ）＝二sin1 j－－－－＇..：.＿＿ーごとLー
3 l l ＋入 q~ （σ） 

( 2, 14) 

fσ・n e （σ／） 
q3 （σ）－q3(0)=3P I ~dσノ

一 cosτ （2, 15) 

σ2  dq /) 
cos-q 一一一＝ psrn tJ 2 dσw  

また

これが計算の基本公式で、ある．

§ 3 計算法

さらに計算の手順を確立しよう． ）
 

－Eよ
1
E
i
 ，

 

q
J
 

（
 

τγ（σ） = L;αηcos nσ 
n=oo 

( 3, 12) 。r（σ）＝－L:απsinησ 
π~ 1 

ここで、は

となる．そこで，

1) q (0）を仮定する

( 3, 1) q （σ）三（3P）十Q（σ）

fσs"n e （イ）
Q3・（σ）－Q3 (o) = I ---c;ァ－ dσノ

でQ（σ）を定義すれば

( 3, 2) 

( 3, 13) q (0）ニオ
また，となる

q。（0)=q (0）とおいて，（3,9）式からとする
Q (O) _q  (0) 
Q （π） q （π） -,., 

1－入
q~ (0) ＝一一一

l＋入

一一
日

( 3, 3) 

とおけば， q（π） = 1 であるから q(0）をイ反定すれ

ば ρが定まるので Q （π） =Q (0) Iρ を（ 3, 2）式

に代入して ( 3, 14) 

fπsin e （σ〆）
Q3 (0) ＝て丘ι＇I I dσ〆

i－ρーも cos !!__ 
( 3, 3）式から

( 3, 15) ー一江
( 3, 2）式から

fσin e （〆）
Q3 （σ）＝Q3(0)+/ ~da' 

。 cos号
が定まる

2）αη を適当に仮定

3）第 2図の流れ図に従って αη が収束するまで計

算を繰り返す．約50回も繰り返せば収束する

4) r(π）＝ O，で。（π）＝ Oから Tr（π）＝ I（一1）παη＝O

．＼α。＝－L;(-l)nαπ 

で、α。を求める

5 ) p = 1/ ( 3 Q3 （π））で pを定める．

6) q （σ）＝Q（σ）／Q （π） でq（σ）を定める

7) 

_ i r fσsin e （σ＇） -l I , 3 rπsine （σノ） _, l 
-1弓了11－ーヲァuσ 十 ρL一一τァ uσj

v cos 2 v cosz-

( 3, 4) 

を用意する．つぎに収束を速くするため次の Q。関数

を導入することにする

σ
 

A
U
 一σ

一2

り
一
回

一
c

nσ
一

n
－
σ
 

S

一
q

f
j
o
 

－－
π
 

一一
三
H

( 3, 5) Q(t)=Q。m+Qr (t) 

( 3, 16) 

Y - i rσsin B（σ） _, 
－；－；－一一 I uσ 
n πも q（れ吋

( 3, 6) 
1－λC 

Q。（t)=-log一一一
3 1十λ

( 3, 7) Qr(t) = iL;αntη 

で波形を求める

数値計算の問題点とその改善法§ 4 ( 3, 8) 

の定数とする

Q。（t)= e。（と） + iτ。（t)

ただし入は O＜入＜ 1 
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q(O）＝ρ＝INす

を定める

q。（σ）， B。（σ）， T。（σ）

を定める

αη を仮定

。γ（σ）＝－.Zαnsinnσ 

θ（σ）＝θ。（σ）＋Br(a)

Q（σ）を積分で求める

を（σ）lo広Q（σ）

rAσ）＝モ（σ）－ r。（σ）

Dzηcosησ＝王子（σ）

から包πを求める

。γ（σ）＝－.Zαnsinησ

αη を出力

第 2図 αnを求める流れ図

r（σ）＝lo区Q（σ）十

i10ε 
p 7うtつf~月なのてて、？壬（ o)

として求める

Zαπcosησ＝rr(o) 

としたときの αη

と仇は α。が異る

だけである．

以上が前回発表の要点であるが，いくつかの問題点

がある．

1 ）数値計算はと面の σを180等分した点について

行ったが， z面（物理面）では頂の方で刻みは細か

く， σ＝180。に近づくに従って間隔が延び目が荒く

なる．このため σの表リみを

。。～ 170。

170。～ 178。

178° ～ 180。

1。，

' 20' 

5’ 

とした．このため多少計算が面倒になるのは止むを

得ない

2) r（π）が有限の値であるのに対して τ。（π）＝ 0' 

山）＝ 0 （山）＝喜a11:COSkσで ηが有限であるた

め）で σ＝ πの近傍で近似が悪くなる．このため第

2の補助関数 Q1（？：）を導入することにした．これに

ついては山田の方法諜 もあるがも少し簡単な関数と

して

QI(?;)= -i IIτc ( 4' 1) 

を採用した．実はこれを用いると

仇（σT ==S .市／~f l<,L. 

<1 （ σ） ＝－cos~ ＂ 2cos* (4, 3) 4、以山~z

3 
／τ－s1 nτσ 

r（（σ）＝とー＿＿＿：！＿＿＿＿＿＿ (4, 4) 
4 「-c;

~1 cos三

であり r（（π）は有限で、はなく無限大にな って仕舞う

しかし，計算は数値的になされるので後に述べる

数値微分では，

て（π）＝30.58916・一
という有限の値になることに目をつけた苦肉の策で

ある

※ 

この QI（ど）を導入すると

Q（ど）＝Q。（？；）+ bQ1（ど）＋ QAど） ( 4' 5) 

となる. Qr（？；）は

QrW= i Zαn?: II 

であり ， bは繰り返し計算の最初は 0とおき， 2回

目からは前回計算の t＇（π）から

( 4' 6) 

2 .1 = 1 
QI（ど） = i( 1 二）＋ L二戸一一寸 CIi 

IL IL z ~ l 2 .L 

n 
4 

Heighest Waves of Permanent Type on the 

Surface of Deep Water: 山田彦児

The Reports of Research Institute for Applied 

Mechanics, Kyushu University Vol. V,No. 18, 1957 
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で値を変えてゆく ．繰り返し50回の後で

b = 0. 0332592 

そのときの τ＇（π）は

r＇（π）＝1.017372 

となった

3）流れ図の Q（σ）を求めめる数値積分を前回は変

形シンプソン法を用いたが，今回は， 2次式近似の

シンプソン法と 3次式近似の方法を交互に用いた

簡単に説明すると第 3図において

y 

A¥ ~ －不 x
z。x,x,x,x. x,,_, IX21 I X21+2 X2n - • I X2n - dX2n 
II I I I I II 
a X21一、エU 吋 Xzn-JXzn一、b

第 3回 数値積分

山） （αむ三b), h＝与旦とし
<:: Tl 

Y(x）＝［山｝伐 において

Y。＝ 0

Y1=}}__(5yo+8y1 -y2) 
12 

Y2＝ミ（仙＋4日 2)

Y3=Y2+!!:.__( Yo-5Y1十19y2十9y3)
24 

Y4=Y2十1（日Y3十仏）

Y2;+1=Y2；＋立（y2ι2-5Y2ii+l9y2ι＋9Y2什 1)
24 

Y2i+2=Y2ι＋を（y2ι＋4y2;+1+Y2け 2l

Y2n 1=Y2η2+}}__( Y2n 4-5Y2n-J十 19Y2n-2+ 9Y2n-1) 24 -

Yrn=Y2η2＋士（ Yrn-2 ＋仙i+Yin) 

とした．なお，この積分の吟味については本誌，猿

渡正樹数値積分による F（む）＝Lx'j(x) dxの実用的

な一つの計算法について を参照されたい

4）流れ図の積分において被積分間数 sin8（σ）／cos 

（σ／2）は σ＝πで0/0 の不定形になる．よ ってロピ

タルの定E里により

Jim i nθ（σ） 
σ→π－0 一一一て一 ＝2cos8（π） 8＇（π） ( 4' 7) 

cos-z 

として求める. 8（π）＝ 0は明であり，また

入 Qo（π）cosπ3sinπ－ A e：（π）＝一一一一
3(1＋入） q~ （ π） case。（ π） 3(1＋λ） 

であり

v12山 4-π
。パπ）＝ 戸ーこ ＝∞ 

ヘcos-z

となるので 8＇（π）は一括して次の数値微分で求めた

（第 4図）

I=_!__( 137yo-300yl +300y2-200y3 + 75y4 
60h 

-12ys) ( 4' 8) 

y, 

y‘ 
Ys 

／ 
Xs X, x, Xz Xi Xo 

If九十h十九十九十九十什

第 4図 数値微分

第 I報のときの数値微分は

〆＝＿＿！＿（25yo-48y1+36y2-l6y3 +3仏）
12 h 

で計算をし ていた．

5) フーリエ級数の工亘書士

x 

Ql（ど）＝ iL.αη？；＂において前恒 ｜のI亘書士911闘を 121

f困にした ．また，流れ以｜で



146 孤立水面波安定性の数値的研究

Li'LnCOSησ＝ rAσ） 

からフリーエ級数の係数とし求めるのを選点法でな

くそァ（σ）をそγ（σ）の 3点毎に 2次関数で近似して積

分した次式で求めた．

αη二2~ ／（α1c+ b1cσ＋ C1cCT2)cosησdσ （4, 9) 
π た J

§ 5 計算結果

前回と同じく誤差の目安として

内 2（σ） q2(0) +2np* ( 5, 1) 

を用いた．結果 σの15。おきの値を第 2表に示したが

格段の向上が見られる．特に σ＝ πの近くで著しい

また， αη の収束状況も改善されている

前回
Q，（ ど）を用い Q，（ と）を用

σ 
なかったとき いたとき

。。 0.0 0.0 。。
15。 -0.60×10 8 -0.23×10 9 -0.20×10 9 

30。 -0.89×10 8 -0.15×10 9 0 .13×10-9 

45° 0. 93×10 8 -0.64×10 9 0.55×10 9 

60° 0.81×10 8 -0.15×10 9 -0.13×10 9 

75。 0.63×10 8 -0.84×10 9 -0. 72×10 9 

0 90。 0.64×10 8 -0.28×10 10 -0.31×10 10 

105° 0.10×10 7 -0.11×10 8 -0.93×10 9 

120° 0.14×10 7 0.26×10 9 -0.22×10 9 

135° -0.19×10 7 -0.19×10 8 0 .16×10-8 

150° 0.38×10 7 0.19×10 8 -0.17×10-8 

165。 -0.19×10 6 0. 94×10 8 -0.73×10 8 

180。 -0. 79×10 3 -0.18×10 7 0.11×10 7 

α90 0.88652×10 4 0. 58266×10-4 0.49448×10-・ 

α120 ／／  0.32066×10 4 0.27034×10-・ 

固有値p 0.2165 0.22099 0.22034 

波高 α 0.4906 0.48013 0.48154 

第 1表 結果の比較

なお全体の数値は最後に第 2表に示す

§ 5 あとがき

この報告は計算だけは 3年前には終っていたのだが

いろいろな都合で遅れて仕舞った．今回は波の内部の

流れの場には触れなかったが， Q。（t), Q，（ど）， Qj_ t) 

が決まれば前と全く同じ方法で求められるであろう

早く本来の目的である孤立波の安定性の吟味に入りた

いと思っているが，その他にも，いろいろな方法によ

る孤立波の比較や，最高の波高の精密な決定をやって

みたい．最高波については 1957年J.Witting の推

定値として α＝3J°す／2π＝0.826993…ーがある．こ

の真偽は大いに興味をそそられるものである．

此の計算は主として九州大学大型計算機センターの

FACOM M-20 0を用いた．また，前京都大学

の山田彦児教授に懇篤な御指導を戴き，また前九州大

学応用力学研究所の畏友阿部淳一教授に種々有益な助

言を戴いた．厚く感謝の意を表する次第であります．

参考文献

Hikoji Yamada, On the Heighest Solitary Wave. 

Rep. of Research Inst. for Applied mech. 

Kyushu univ. 

その他一連の孤立波に関する論文

木村剛三 孤立水面波安定性の数値的研究

第 1報 I＆立水面波内部の流れの場のくわしい研
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垂直偏心二重管内気液ニ相流の研究

猿渡異
〈昭和59年9月12日受理〉

Two Phase Flow in Vertical Eccentric Annuli 

Measurements of pressure drop, mean void fraction and flow pattern were 

made for vertical two-phase flow of air-water mixtures through eccentric 

annuli. The application of the prediction method already proposed for the 

pressure drop to an eccentric annular pipe is discussed in this paper. Mean 

void fraction is also discussed. Flow pattern boundaries are compared with 

each other as to eccentric quantity. 

Shinichi SARUWATARI 

1 .緒 Eコ

149 

core~「叩ter pipe 長

工業上では管群に平行に流れる気液二相流に遭遇す （~ 15) （ ~30) ~ 
ることが多く，その断面においては種々の形状の流路 0 

が現われる このような管群内の流動を把握するには
1n-press. tap 

Eミ
非円形断面流路内の流れに関する情報が必要で、あり，

lever ＼オT ノ voidprobe 
CV) 

近年長方形，三角形および円環状断面をもっ流路に関 ...... 

する研究が行われている（Iト (7). そのうち二重管に

関する研究は同心の場合であり 1 • 1-1 7 1，偏心二重管に関 ／ 

するものはほとんど見当らない．しかし，管群の断面

bypas」』l ~ 

には偏心二重管に類似の流路があり，偏心二重管で得 ばコ

...... 
られる知見はそのような流路の流れに資するところが

大きいと考えられる．本研究は系統的に偏心量を変え

て垂直二重管内の気液二相流を調べたものである。
日悶｜トー← air

本報では圧力損失，断面平均ボイド率および流動様 ロuxer
式の選移を実験的に調べ，従来提案されている圧力損

失の予測法I31と断面平均ボイド率の計算式（8）の偏

心二重管に対する適用性を実験値により検討する．
図 1 実験装置

2.実験装置および方法

実験装置の概略を図 1に示す．供試管は外管が半径

R。＝15mm，内管が半径R;=7.5mmの垂直な偏心二重管

である．外管にはなめらかな内面を有する内径3tlnmの

アクリル樹脂管を，内管には直径15mmのアクリル樹脂

製の丸棒を用いた．内管は図 2に示すように直径3mm 判υ，［＿.j;/ ツpin
のピン状スペーサを四方から半径方向に挿入すること

によって外管内に所定の偏心量で保持された。ピンス

ペーサの設置か所は約0.5m間隔であった ．偏心量は

e=4.5mm （内外壁面の最小すき間 c= 3 mm) , 6. 5 mm 図 2 ピン挿入部断面図
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( c = 1 mm）および7.5mm( c = 0）の 3通りであり，

このうち e=7.5mmは内管と外管が接触した状態にあ

る．

流体には常温，大気圧近傍の水と空気を使用した．

水はオリフィスを経て管路の下部より流入した．いっ

ぽう空気は浮遊式流量計を経て気水混合部から流入し

た．供試管入口から0.6m下流にある気水混合部は，

外管の周壁にあけられた多数の穴から空気が半径方向

に流入する形式のものであった（穴の配列：円周 l列

あたり 6個× 7列，列間 5mmの千鳥配列）．穴径はみ

かけの空気流速 jG孟 2m/sでは0.3mm, iG> 2m/sで

は2mmとした．こうして形成された二相流体は， 1.5 

mの助走区間を経て測定区間に入り，圧力降下，断面

平均ボイド率および流動様式の測定が行われた．供試

管を流出した二相流体は気水分離タンクに入り，空気

は大気中に放出され，水は流量測定用タンクに導かれ

た．

圧力降下の測定は単相流（乱流域）と二相流（空気

水系）について行われた．圧力こう配（ムPlムx)

は，テスト部に6x=0.82mの間隔で設けた直径0.7mm 

の圧力測定穴聞の静圧差を水マノメータで測ることに

より求めた．二相流の場合，加速圧力損失を無視し，

空気の密度を水のそれに比べて無視すると，摩擦圧力

こう配（ムPdムx）は次式により求まる．

6P，ムP
ーームー＝一一一一ρi.g(1 α） ………………（1) 
ムx ムエ

ここで， ρLは液体の密度， gは重力の加速度である．

断面平均ボイド率αはテスト部に設けた一対の急閉

コックに捕そくされる水量を測ることによって求めた．

コックが聞いた状態のとき，その前後の偏心二重管の

流路形状と一致するような通路がコックの回転円筒に

加工されている．最上流の 1個のコックは二相流をバ

イパスさせる役割を持つ三方コックである．なお，コ

ック内の内管は二対のピンスペーサを半径方向に挿入

することによってf呆f寺された．

流動様式の判別のため，先端径0.3mmの点電極プロ

ーブをテスト部断面上の流路幅最広部の中央に挿入し

た．フ。ローブの信号から気体スラグの発生ひん度を求

ここで， Xは気液がそれぞれ単独に流路を満たして流

れた場合の摩擦圧力こう配の比，ゆLは二相流と液単相

流の摩擦圧力こう配の比である．

ムP九／ムx
X=I ……………...・ H ・－・（3)

ムpfG／ムz

ゆ汁ムPf／ムz
ムP.tL！ムZ

・・・（4)

この方法を適用するに際しては当該流路における単相

流の摩擦圧力こう配ムP九／ムzとムPfG／ムxの計算値

が必要でトあり，それには管摩擦係数入の値が要る．こ

れに関連して佐田富ら（3）は非円形流路内単相乱流の

えを予測する一つの方法を提案している．そこで，本節

ではまず単相乱流の管摩擦係数入の実験値とこの文献

(3）による推定値との比較を行う． つぎに，気液二相流

の摩擦圧力損失に関して摩擦損失倍数法による予測値

と実験値との比較を行う．

3 . 1 . 1 単相流

非円形流路内単相流の管摩擦係数λは層流および乱

流に対してそれぞれ次式で表わすことができる（3).

層i荒：入＝Ce/Re ……...・ H ・－－……...・ H ・・・（5)

乱流： λ＝Ct/Re0 25 ………...・ H ・－－……（6)

ここで，係数c，は摩擦圧力損失に関する層流形状係数，

Ctは摩擦圧力損失に関する乱流形状係数， Reは水力学

相当直径Dhtこ基づ、いたレイノルズ数（＝u×Dh／ν）で

ある.Ceの値は流路断面の幾何学的形状が与えられれ

ば計算により求まる.CeとCtの聞には一義的な関係が

あるので，それからCtが求められる．

図3は管摩擦係数λの実験結果である．図の横軸は

レイノルズ数，パラメータは内管の偏心量emmで、ある．

さらに図には佐田富ら 13）の方法による乱流形状係数

Ctの推定値と浅沼・倉林I101の偏心二重管に対する入

の整理式によるCtの値が示しである．また，図中の各

0.3 

め，このひん度に基づいて流動様式を推定したIJI. 0 .1 

3.実験結果とその考察

3 . 1 摩擦圧力損失

非円形流路内気液二相流の摩擦圧力損失の予測に対

して次に示すChisholm-Laird1引の整理式を用いた摩

擦損失倍数法が有効で、あることが提案されている｛ペ

• 21 1 
¢E= 1 ＋τ十子・・ H ・H ・－…・…...・ H ・.....・ H ・・（2)

F喝4

0.05 

0.01 
103 104 

Re 
105 

図3 単相流の管摩擦係数
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線はそれぞれ佐田富らの方法による推定値に基づいて 20 

描いたものである．

本供試流路はいずれも断面積とぬれ縁長さが全く 同

ーで，単に内管を偏心させただけであるにもかかわら

ず，実験値の傾向をみるとそれぞれの入値は違う ．す

なわち，相当円管法（Ct=0.316）により偏心二重管

の場合のλ値を予測することは不十分で、ある ．そこで，

佐田富らの方法による推定値と実験値を比較してみる

と，推定値は－15～＋ 5%の範囲内にあり，許容でき

る程度の値であると思われる ．なお，浅沼 ・倉林の式

による推定値の方がいくぶん実験値に近いかも知れな

いが，佐田富らの経験式による推定値との差は僅少で

あり ，特に後者は断面形状を問わぬ一般性のあるもの

であるという利点がある ．したがって，偏心二重管の

管摩擦係数Aの予測に対して佐田富らの予測法が実用

上有効で、あるといえる

3 . 1 . 2 気液二相流

二相流の摩擦圧力こう配の予測値は， Chisholm -

Lairdの整理式を用いた摩擦損失倍数法により求めら

れる ．その計算手順は次のようになる ．まず，単相流

の管摩擦係数入を 3. 1 . 1項で述べた佐田富らの方

法により推定する ．次に，式（3),(4）の単相流の摩擦圧

力こう配ムpfL／ムzとムPfc／ムxを次式により求める

ムpfL_ 1ρLil 
L一一一 一一一一 ……………………（7)ムx Dh 2 

ムPfc IρcH 
一一一 一一一一 ………・・…・・・……・（8)

ムx Dh 2 

ここで， h とρLはそれぞれ気液の密度， jcとjLはそれ

ぞれ気液のみかけの速度である ．単相流の摩擦圧力こ

う配が得られれば，二相流の摩擦圧力こう配は式（2),

(3), (4）により求められる

上述の方法により得られた予測値と本実験値の比較

を図 4(a）～（ c）に示す ．図の横軸が実験値，縦軸が

予測値であり，パラメータはみかけの水流速で、ある

また図中には管摩擦係数入の計算に使用した形状係数

の値も示されている．図から明らかなように，予測値

と実験値の一致は概して良いといえる．結局，佐田富

らが提案した層流形状係数から乱流形状係数を求め，

さらに摩擦損失倍数法による二相流の摩擦圧力損失の

予測が可能であると結論しうる

3 . 2 断面平均ボイド率

断面平均ボイド、率αの予測法として，主に円管を対

象とした多くの提案がある．佐田富らはこの中で，

Lockhart-Martinelli'11: Armand1山， Thom11J',Smith' 81 

の繋理式を取り上げ，それぞれの予測値と非円形流路

における実験値との比較を行っている13'.

その結果によれば， Smithの式を除いては，円管の場
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図4 二相流の摩擦圧力損失（摩擦損失倍数

法による予測値と本実験値との比較）
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合でさえ，必ずしも良い精度の一致が得られていない ．

そこで，本報で、はSmithの式による計算値と本実験値

との比較を行った ．その結果を図 5(a）～（ d）に示す．

横軸がボイド率の実験値縦軸は次のSmithの式によ

る計算値である ．

α＝r 1 +o.4~ (+-1) 、 ρL ~ 

恥 1 f会＋0.41(1/x)1111/21-1 
+o.6－＇.：..二一 （土－ 1) ¥ f'" ! I 

[ l+0.41(1/x)-ll) ) 

・・・（9)

ここで， xはクオリティである．図（ a）が同心， 図（b)

～（ d）が偏心の場合であり 図中に対応する偏心量e

が示されている．パラメ ータはみかけの水流速jLであ
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る．いずれの場合も， h=O.lm/sを除き ，実験値と

計算値の一致は良好で、ある.iL=O.lm/sにおける不

一致は， Smithの式の質量速度に関する適用限界によ

るものと考えられる．結局， jL <0.3m/sを除き，円管

を対象とした Smithの式を用いて偏心二重管内の断面

平均ボイド率を－ 5～＋15%の範囲内で予測できると

いえる．

3 . 3 流動様式の遷移

点電極プロープにより流動様式を判別した．その判

別に際しては次の方法を用いた．すなわち，流動方向

の寸法がDeより大きい気泡を気体スラグとする ．ただ

し， Deは供試管流路のぬれ縁長さと等しいぬれ縁長さ

を持つ円管の直径で，本実験の場合De=45mmで、ある ．

この気体スラグの平均間隔Lを，プローブの信号より
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図 5 断面平均ボイド率（Smithの式による計算値と本実験値との比較）
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求めた気体スラグの単位時間当たりの通過個数と気体

スラグの上昇速度から求める（3）.この平均間隔Lの値が，

L =lOODhを気泡流とフロス流の境界とし， L=1000 

Dhをフロス流と環状流の境界とする．

上述の方法で求めた境界線を図 6に示す．座標軸は

気液のみかけの流速jG, j Lで、ある．流動様式は気泡流，

フロス流，環状流の三つに分類されている．さらに

図には本供試流路とほぼ等しい断面積を持つ円管（直

径2伽m）の結果が比較のため太い実線で描かれている．

図から明らかなように，内管の偏心量の相違は流動様

式の遷移に大きな影響を与えないといえる．また，円

管の場合と比較しでも流動様式の境界線に大きな差は

なし」結局，断面積の等しい流路では流路の幾何学的

形状の相違は流動様式の境界線に大きな影響を与えな

いと結論できる．

4.結言

偏心二重管における単相流の圧力損失および気液二

相流の流動特性を調べた．得られた結果は次のように

要約される

( 1 ) 偏心二重管の管摩擦係数入の予測に対しでも

佐田富らの予測法が有効である．

( 2) 層流形状係数Ceから乱流形状係数Ctを求め，

153 

さらに摩擦損失倍数法による二相流の摩擦圧力損失の

予測が可能で、ある．

( 3) みかけの水流速jL<0.3m Isを除き， Smith

のボイド率予測式は断面平均ボイド率の本実験結果と

ほぼ良い一致を示した．

( 4) 内管の偏心量の相違は流動様式の遷移にほと

んど影響を与えないことがわかった．

終わりに，本研究にあたり終始ご指導いただいた熊

本大学佐藤泰生教授に心からお礼申し上げる．また，

実験にご協力いただいた当時の学生諸氏および実験装

置の製作に尽力をいただいた本校実習工場の各位に謝

意を表します．
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多翼送風機の翼流入角が特性に及ぼす影響（第4報）

清森宏之助
〈昭和59年5月14日受理〉

On the Influence of the Inlet Angle of the Blades on the Fan Per-

fo rmance of Multi-Blade Fan ( 4 th Report) 

In the previous experiments on the impeller of a multi-blade fan, it was 

confirmed that the larger inlet angle must be given to the blades to develop 

the pressure under the condition of the same exit angle. 

Now the present research on two kinds of impeller with different inlet 

angle of the blades has been made to raise the reliability of experiment by 

increasing the number of measured positions and measured flow rates. 

In conclusion it is clear that the calcurated value of the total pressure ob-

tained by using the 5-holes probe is almost in accord with the measured one 

of the previous experiments. The outcomes are as follers. 

Kounosuke Kiyomori 

1 .まえがき 3.供試翼
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多翼送風機の翼性能に大きな影響を与える要素に翼

の取付角，翼数等があり このことについてはこれま

での実験で確認しかっ報告してきた．こ、で、著者が行

った翼取付角の実験内容は翼の出口角を一室とし，入

口角を 5通りかえた羽根車についてのものであたたが，

その測定点は特定の断面佐置すなわち送風機の上部位

置1個所であり，また測定風量も l点の場合に関して

のもので、あった

完全流体で翼数無限大における全圧上昇 Pihoot土

Eulerの式によりつぎのように示される．

そこで今回は前回製作した 2種類の供試羽根車を用

いて実験内容の拡張を計り，円周方向の他の断面位置

についてと風量も更に他の 2点に拡げて計測を行い内

容の充実と信頼性を目指して再度の実験を継続した

結論的に流れを 2次元とみなし， Eulerの式を用い

て求めた全圧の計算値と特性曲線上の実測値とが一致

して全圧上昇の理由が判明し 略満足すべき結果を示

した．

2.実験目的

風圧上昇に関する Eulerの理論によれば翼出口角角

一定のとき，翼入口角を大きくとると，発生する全圧

Pihooは小さくなるにか、わらず，特性曲線は逆に全

圧が上昇するといふ結果が生じた．その現象の理由づ

けを実験結果より総合的にまとめることを本実験の目

的としている

P山＝を（Uん－U1Cu1) kg/m2 

こ、で添字 1は羽根入口直後， 2は出口直前を示す

U ：羽根車の周速 m/s 

Cu：絶対速度Cの円周方向分速度 m/s 

y ：流体の単位体積重量 kg/m3 

g ：重力の加速度

供試翼はつぎの仮定のもとで設計した

( i) 他の流体機械の場合と同じく流体は半径方向

より流入する， したがって羽根車入口の絶対速

度の周方向成分は Oとなる

（｜｜） 翼力薄く主板と側板が平行で、流体が翼巾方向

にわたって充満して流れ かつ一様な流入・流

出のメリデイアン速度をもっている

(iii) 翼入口，出口の相対速度を同一にとる

(W1ニ W2)

(iv) 周速Uと相対速度Wのなす角を βとし， β1+

β2=90° とす．この値より小さくなると，翼の

背面にはくりが発生し，性能向上の面より好ま

しくない．

以上の仮定のもとで羽根入口，出口について連続の
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式を適用するとつぎの関係式が生ずる．

C1 =Cm1 =U2. Cu2=2U2 

Cm2=Ui. C~＝ C~2+C~2=U~ ＋ C~2 

こ、で Cmは絶対速度Cのメリデイアン分速度を示

す．これらの関係を Eulerの式に代入すればPth＝は

つぎのようになる．

Pt加す（Uん－U,Cu1)=fuん

=2之u!
g -

またこの条件のもとで、は tanβ1二主，tanβ2＝主主

となる．こ、で設計上 D,=246, D2~310 と定め~1 と，
β，＝51。35＇， β2=38。25＇となり 2点聞をR23の曲率半

径で結び，これを羽根車Aとした．

本実験は入口角 βlが風圧持性に及ぼす影響を調べ

るのが目的の 1つである．現在市販の多翼送風機の入

口角は通常大きくとつであり，なかには80。近く設計

されているものもあるから，今回はその影響が特性に

大きく示されるよう他の諸元は羽根車Aと同じくとり，

β，＝90。とした．これを羽根車Bとした．

このように定めると，設計上の速度三角形の関係よ

りCu1=U，であり，これを Eulerの式に代入すると

C,=Cm1=U, 
Cm,=U, 

β1=51'35' 

U, /3,=90' 

羽根車A

-W数36校

3]3Jf艮車B

翼数36枚

図1 供試羽根車の入口・出口の速度三角形

Pth＝＝÷（U2Cu2 U1Cu1) ＝す（Uん－U~ ）

となり， P品∞の｛直は明らかに羽宇艮車Aよりも小さく

なる．両供試翼の入口，出口の速度三角を図 1に，翼

断面図を図 2に示す

羽根車A

翼数36枚

38'25 

羽根車B

翼数36枚

図2 供試翼断面図

4.実験装置および方法

実験装置と方法は従来と同ーであり， 5.5kw, 4 P 

の電動機をVプーリによって増速して l,900rpmとし，

増速軸の他端に羽根車を取付け，軸の中間位置にトル

ク・メーターを挿入し， J ・ I ・ S規格に準じて吐出

し側測定を行った．風量・風圧はピト一管法により

図 3 測定位置
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求め，静圧はファン吐出し直後約2Dの位置で計測し

た．軸動力はトルク・メーターと回車貢計により求め，

風圧上昇の比較は両供試羽根車とも風量90m3/minと

70m3/minの近傍で行った．

測定位置は図3に示すように吸込みべ、ルマウス側よ

りみて左右上下の翼直後の位置A, B, C, Dとこれ

に対応する翼直後の位置E, F, G, Hとを組合せて

AE, BF, CG, D Hの4断面住置で計測した．流

動状態の測定にはあらかじめ検定したコブラ型5孔ピ

卜一管を用い，供試羽根車の測定部位置にプローブ先

端を挿入し，羽根前縁より lOmm内側の位置，また羽

根後縁より lOmm外側の位置で軸方向にlOmm間隔で、調

べた．各供試羽根車の主板との翼巾は150 mmであ

る．

なほ測定にあたって，ヨ一角の基準面は測定点とフ

ァン軸線を含む平面をとった．またピトープロープ検

定部の構造上，ピッチ角45。以上では検定時に流れが

不安定となるので，これ以上の角の流れについては実

験を行っていない．

つぎに 5孔ピ卜一管による分速度の求め方について

述べる．図4に示すようにまず5孔ピト一管によって

3次元の速度Vを含む平面OCDEを求める．このとき

角CDGがヨ一角となる． 一方ピッチ角と流速v（動

庄）はあらかじめ作成した検定曲線図より求め得る．

風圧上昇計算には実測による Cuを用いる．よ って図

より 3方向分速度はつぎの計算式により求め得る

半径方向 Cm=V×cos （ピッチ角）

×cos （ヨ一角）

回転方向 Cu=V×cos （ピッチ角）

×＇sin （ヨ一角）

軸方向 Cα＝V×sin （ピッチ角）

E 
c 

。 B 

図4 速度ベクトル成分

5.全圧Pの計算手順

完全流体で翼数無限大における理論全圧上昇をPih町

有限翼の理論全庄上昇を P如実際の発生全圧をP,

羽根入口および通路中の全損失をムPi，渦形室での損

失をムPoとし，デイフユーザをも含めたファンの圧力

計効率 h とすべり係数μをつぎのように定義すれば，

これらの聞には図 5に示す関係がある．

Pthoo 

図5 P仇＝ • p仇， Pの関係図

一方送風機の全効率 ηは流体効率を h機械効率を

ηm体積効率をれとすれば， η＝T}h• TJv＂η加の関係が

ある.T}hは漏れと機械損失をのぞく他のすべての損失

による効率の低下であって，厳密な意味では圧力計効

率引とは異なり，たとえば円板摩擦損失は引に含まれ

るから一般にはりM の方がh より大きいはずで、ある．

しかし本計算では近似的に h 二h とおくことにする

そこでη市＝97%，りv=94%と仮定すれば

η＝η九×0.97×0.94=0. 911η九二0.911ηM

となる．

つぎに各供試羽根車の風量90m3/min, 70m3/minに

おける全効率 ηは特性曲線上から求め得るから，前式

より hすなわち ηM二引がわかる.Eulerの式に示さ

れる Pth＝の式はすべりと諸損失が全くないとして誘

導された式である．しかし有限翼の場合には必ずすべ

りを伴いCui, Cu2とは異なるCG1, CG2にかわる． こ

れが入口，出口の実際の施回速度であって， 5孔ピ卜

一管によって計測が可能で、ある．すなわち有限翼の理

論全圧上昇上昇はつぎのようになる．

Pih＝す（U2CG2-U1CG1) ( 1 ) 

また流体は粘性をもっているから，各種の損失があ

り，デイフユーザ流出直後の全圧上昇Pはつぎのよう

にかわる．

P＝ηM・Pih

＝ηM÷（U2CG2-U1CG1) ( 2) 
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これより任意風量における全圧Pは測定時の C~2,

C~i, T}Mを与えることによって半理論的に求めること

ができる こ、で÷＝O.1225kgs2/m4とおいた

・羽般車A 1900,pm 

＠お恨車B 1900叩m

6.実験結果

20 

Qm,/mio 

供試羽根車の規定回転数 1,900rpmにおける特性曲

線を図 6，図 7に示す．図 6は風量に対する送風機全

圧，軸動力，効率の曲線で，図 8はこれらの無次元表

示である ．

こ 、で

図6 特性曲線

’一
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辛
女係力圧
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流量係数はゆ＝__g__
fD~U2 

0.1 0.2 0.3 ?.4 0.5 0.6 0.7 0.8 

＋ 

動力係数は入＝ L 
_LU~~D~U, 2g , 4 , L 

PQ  
で定義する．したがって L＝一ーの関係から
＿＜／＞ψ η  

λ一一ーが導かれる．
η 

7.全圧Pおよびすベり係数の計算結果

図 7 特性曲線

表 1 羽根車Aの旋回速度より求めた全圧計算一覧表 （風量 92m3/min) 

施回速度 m/s Pih Pih（平均） ηM 全圧計算値 特性曲線 特性曲線
組合せ位置 P=Pih・ηM 上の実測全 上 の 効 率

C~1 C~2 mmAq mmAq % mmAq 庄日nmAq η % 

A E 7.1 42.0 138 

B F 4.5 48.5 170 
158 46 73 74 42 

C G -8.2 42.7 185 

D H 2.1 38.7 140 

表 2 羽根車Aの旋回速度より求めた全圧計算一覧表 （風量 7lm3 ;lnin) 

施回速度 m/s Pih Pih（平均） ηM 全圧計算値
特の性実曲測線 特上性曲線

組合せ位置 P=Pih・ηM上全 の効 率
Cui Cu2 mmAq mmAq % mmAq 庄日nmAq η % 

A E 。 39.3 149 

B F -4 42.0 170 
153 59.3 91 92 54 

c G 。 40.0 151 

D H 。 37.6 142 
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表 3 羽根車Bの旋回速度より求めた全圧計算一覧表（風量 93m3/min) 

旋 回速度 m/s p主h Pth （平均） ηM 全圧計算位
特上の性実曲測線全 特上性曲線

組合せ位置 P=Pt九・りM の効率
Cui Ci.12 mmAq mmAq % mmAq 圧PmmAq η % 

A E 1.4 55.5 202 

B F -4.5 60.6 239 
217 48.3 105 106 44 

C G -8.3 54.3 227 

D H 一3.3 50.6 198 

表 4 羽根東Bの旋回速度より求めた全圧計算一覧表（風量 7lm3/min) 

施回速度 m/s Pth P出（平均） ηM 全圧計算位 特性曲線 特性曲線
組合せ住置 上の実測全 上の効率

Cui Cu2 mmAq 

A E 。 48.4 183 

B F -6.2 55.6 229 

c G 。 46.7 176 

D H 。 51.8 196 

前述のように風量90m3/min, 70m3/minの 2点近傍

において実測し，その計算結果を表1・2・3・4に

示す．こ、で日及込側と吐出し側との測定値 C~i • C~2 

は4断面測定点すなわちAE, BF, CG, D Hとも

全測定数の平均値をもって計算を行った．またU2,U1 

は D2=310, D1 =246, 回車式数 l,900rpmより U2ニ

30.8m/s, U1=24.4m/sとした．この値と 4節の ηM

および （1 ) ' ( 2）よりPth. Pが求まる．

また設計上羽根車Aでは Cui=0 , Cu2 =2U2である

から

Pih ＂＇ ＝ヱU2Cu2=2ヱu~
g g -

=232kg/m2 

=232mmAq 

一方羽根車Bでは Cu2=2U2であるから

Pth ＂＇ ＝ヱ（ U2Cu2-U~ ） ＝ヱ（2U~ U~ ） 
g . g 

=159kg/m2 

=159mmAq 

mmAq 

196 

P=Pth＂ηM 
% mmAq 庄日nmAq η % 

59.3 116 117 54 

8.結果の検討

( 1 ）表 1・2・3・4で示される全圧の計算値と特

性曲線上の実測値とが2風量点において略一致してお

り，この計算手順に含まれる仰の値は信頼性がある

と考えられる．すなわち多翼送風機の加は約60%と

みなして設計すればよいことが判明した．

( 2）特性曲線よりみて両供試翼の全圧効率には大き

な差異はないが，送風機全庄は羽根車Bの方が大巾に

上昇し，性能面の向上が明白である ．なほ全圧計算一

覧表よりみて 2つの供試羽根車の同一風量点において

全圧が向上するのは P怖の値が大きく影響しているこ

と，またそれぞれの供試羽根車において風量が減少す

るにつれて送風機全圧が向上するのは P仇が大きくな

るためではなく， ηMの値が大きくなった結果である

ことが明確となった．

( 3）この実験結果によれば羽根車AでP仇＂＇＝ 232mmAq

であり，すべり係数 μ =Pth!P仇∞で定義するとき，

風量90m3/min近傍で、は一覧表より

μ =158/233=68% 

風量70m3/min近傍で、は

μ =153/233 =66% 
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であるが羽根車Bにおいては

風量90m3/min近傍では一覧表より

μ =217 /159=136% 

風量70m3/min近傍では

μ =196/159=123% 

となり，すべり係数が何れも 100%以上となっている

これはB羽根車の場合， Pth＂＇の算出法に問題があるよ

うだが，次回に検討したいと考えている．

8.あとがき

本実験は翼の入口角のみをかえた 2つの羽根車につ

いて風圧向上の理由づけを行ったものであり，略満足

すべき結論を得た．しかしμ＝Pih/Pi九∞で定義される

すべり係数についてはなほ検討すべき問題点として残

っているので，今後の究明課題としたい．

最後に本実験にあたり，終始御懇切な指導を給わり

ました九州大学名誉教授生井武文先生並びに実験に熱

心な協力をされました本校技官ならびに学生諸君に厚

く御礼申し上げます
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パーソナルコンビュータ用ローカルエリア
ネットワークの研究

(OMNINET を用いたLAN シテムについて）

荒木三知夫・松野了二
〈昭和59年9月19日受理〉

On the Local-Area Network for personal Computers 

Local area network are a means of sharing information and resources 

among many personal computers located within a relative short distance of 

each other. 

In this paper, We will consider topologies and network architectures for 

local area network for personal computers, and we have chosen OMNINET 

System. We will present a function program to use this network. 

Michio Araki and Ryoji Matsuno 

1 .まえがき

1971年，マイクロプロセッサ4004の開発以来，その

進歩は目ざましく， 8bitのマイクロプロセッサがそ

の翌年誕生し，順次高機能化され，これらのマイクロ

プロセッサを用いたマイクロコンピュータが開発され

ていった．その機能はミニコンピュータを凌駕する機

種も現れ，当初の予想、を超えたパーソナルコンピュー

タ（略してパソコンと称する）の出現となった．この

パソコンは，目ざましい勢いで，企業，個人の聞に普

及し，厳しい企業競走により導入されたOAの中核機

器の位置をしめている．このようにして企業に導入さ

れたパソコンの数は，数10台以上に登る例も多く，最

初個々に用いられた時期を除き，次第に共通資源の利

用を求め，ネットワーク化の要求が強くなって行った

コンビュータネットワークの歴史は新しくはなく，

1958年のSAGE, 1963年のCTSS等の米国におけるオ

ンラインシステムを経て， 1968年開発されたARPA-

NETが本格的ネットワークとして知られている．そ

の後，米国をはじめとする諸外国に商用のネットワー

が開発され，使用されてきた．これらのネットワーク

は大型のミニコン以上で構成され，地上無線や衛星通

信を含む広域のコンピュータネットワークである．こ

の広域ネットワークに対し，上記のOA用のネットワ

ークをローカルエリアネットワークと不在、する ．

2. ローカルエリアネットワーク

ローカルエリアネットワーク（Loea I -Area Net -

work，略してLANと称する）とは，公衆回線を利用

せず，工場，大学，研究所等の同一構内において，各

種のデータ機器聞で通信を行うためのネットワークであ

る．このネットワークは新しい技術ではなく， 1970年

頃よりプロセス制御系において，制御用コンビュータ

の情報伝送路をデータハイウェイと称し用いられてき

た技術と基礎を共通とするものである.1980年 9月30日

XEROX, DEC, INTEL三社よりEthernetの仕様が

発表され，続いて各社のLANが開発され，現在はまさ

に， LANの時代へ入りネットワーク社会到来は近いこ

とが感じられる

LANについては，いくつかの形態（トポロジ一），

伝送媒体，アクセス方式がある

形態としては（ a）スター，（b）パス，（ c ）リングな

どがあり，伝送媒体としては，同軸ケーブル，光ファ

アプリケーション層

プレゼンテーション層

セッション層

トランスポート層

ネ y 卜ワーク層

データリンク層

物 理 階 層

イパ，より線等が

ある．更にアクセ

ス方式にはCSMA

/CD (Carrier 

Sence Multiple 

Access/ Colli-

sion Detection) , 

トークン／＼ッシン

グ、，スロットリン

グ等の方式がある．

LANに関して

のプロトコールは

ISO （国際標準化

図 1 OSIの階層化モデル 機構）のOSI



162 ；｛ーソナルコンピュータ用ローカルエリアネットワークの石汗究

(Open System Interconection，開放型 システム間

相互接続）参照モデルがあり， 7階層から成る．この

参照モデルについては，国内外の通信会社，企業，団

体より支持され，標準化が進められている．図 1に

OSIの参照モデルを示す．

イーサネットの場合は仕様がこの 7階層に分けて書か

れているが，他社の場合分離されていない場合もある

標準化の進展にともない，各メーカのネットワークに

も影響を与えるものと思われる．

3.本校におけるパソコン用LAN

コンピュータネットワークは前述の知く，重要な基

礎技術であるが，現在成長期にある技術であり，各メ

ーカがそれぞれのネ ットワークを開発し，使用されつ

つある．今後ネットワークの技術も順次確立されてい

くものと思、われるカヘネットワークの士見＋莫， システム

の相違により，各種のLANが用意され，使用される

ものと思われる．

本校電気工学科においては，昭和58年度特別設備と

して，学生教育を中心としたLANを導入することと

した．パソコン用として使用されるLANは，米国を

中心として，数多く発表されているが，実用として稼

動している普遍的システムの数は多くはない．

LANの選定については，次の各項について調査し

検討を行った．

( 1 ）接続されるパソコンの機種が特定の型に限定さ

れず，すべての機種のパソコンに接続可能で、あること

が望ましい．

( 2）より普遍的と考えられるネットワークが，教育

用として適切であり，形態として，パスまたはリング

が望ましいと考えられる．

( 3) ISOにおいて規定されたプロトコールのOSI7 

階層モデルのうち，できるだけ多くの階層をサポートし

ていることが望ましい．

( 4）パソコンは，技術計算に多く使用されるため，

高速機であることが要求され， 16bitが望ましい．ま

た適当なOSが用意されていることが必要で、ある．

形態としては，光ファイパを用いたトークンリング

が今後多く用いられると思われるが，現時点では価格

上の問題もあり使用を見送った．次にパスまたはブラ

ンチ形態のLANとしてはイーサネ ットが広く知られ

ている．しかし，イーサネットをパソコンに用いるに

はあまりにも高価で、あり，今回与えられた予算内では

ネットワークを構成することが出来ないため，これも

見送らざるを得なかった

しかし，最近イーサネット専用のLSIも各社より開

発されつつあり，パソコン用に使用することが出来る

時機も近いと思われる．イーサネット以外にもCSM

A/CDアクセス方式の低価格のネットワーク製品も

他にみられ，調査を行ったが，使用可能なパソコンの

機種に制限があり，この製品も採用しないこととし

た．次に，このCSMA/CDアクセス方式を簡単化し

た低価格のパス形態のLANがり， このLANに注目し，

検討を行った．このLANは米国ユーパス・システム

社（CorvusSystem Corp.）が開発したOMNINEf

と称するネットワークで， CD（衝突検出）はコーパス

社独自の方法で行われており，実用上殆んど問題とな

らないと思われる．このOMNINETは，圏内をはじめ

とする殆んどのパソコンのトランスポータが開発され

｜トラ ンスボ タ ｜ ｜ トランスボータ ｜｜ ｜｜ トランスボータ｜ ｜ トランスポータ ｜ ｜ トランスボータ ｜ 

MULTII6-Il 
MlJLTII6 I I MULTII6 

カスタム I I カスタム

ゲリ－ / 

CRT 

、ニフU Jヒー
デ ィ-z1 

MULTII6 
カスタム

γ＇｝ / 

CH1 

"C(/,7 

計 4 台

図 2 OMNINETを用いたパーソナルコンピュータシステム構成図

ティス 7サーバ

固定ディスケ
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ており，比較的低価格でシステムの構成が可能で、ある．

OMNINETは図 2のように， RS-422規格のツイスト

ペア線から， トランスポータと呼ばれるインターフェ

ースを用いて，最高64台のCP/MをOSとするパソコ

ンに接続することが出来るLANである．このトラン

スポータの回路は明らかにされていないが，マイクロ

プロセッサMC6801を中心とした回路で構成されてい

る．このマイクロプロセッサMC6801は，内音日に 2K

BのROM, 128BのRAMを有し， lMHzのクロックで動

作する．各パソコンよりの信号は， RS-422規格の

lOOQ ± 5 %の平衡伝送用ケーブルにより， SN75175

とSN75174を用いた送受信回路を経由して送受信され

る．この信号はMC6854 (ADLC : advanced data 

link controller ）に送られ， frameのcheck(CRC 

C) , NRZIコード化， ZeroInsertion and Zero 

Detection ，データのシリアル／パラレル変換等を実

行し，低水準のプロ卜コールをサポートしている．

Frameのデー タのFormatを図 3に示す .MC6801の

内蔵ROM中にプロトコールのファームウェアが内蔵

されており， トランスポータ中に独自のゲートアレイ

があり，ホストのパソコンのメモリとのデータの授受

の制御を行っている．

01111110 8ビット 8ピット

LAN実験室

network 

lフレーム

任意のピ ッ ト数 1 6ピット 01111110 

開始フラ ッグ アドレス・フィールド制御・フィールド フレームチエバ 終了フラ y グ

ト情報フィ一川一寸トケンスフィ一川

図 3 ADLCのデータフォーマ ット

また， トランスホータ内に 4KBのスタティック R

AMが実装され，バッファとして，使用される．

4.基本ソフトウェア

OMNINETは， （1)各パソコ ンがCORVUS-DISKを

共有し，（2）各トランスポータを介して通信を行うため

のOSとして， CPIOMNI, CPI VOLが用意されて

おり， CP/Mとリンクすることにより有効かつ能率

的に，上記 2つのネットワーク機能を実行することが

出来る.CP /OMNI には次の機能があり， CP/Mの

標準BIOS機能の呼出し法（BDOS CALL）と同様

な形式で使用出来るソフトウェアである．

①SET UP RECEIVE 

（トランスポータを受信状態にセ ッ卜する）

②SEND DATA 

（トランスポータにデータ送信を指令する）

③POLL DATA 

（トランスポータへ受信されたデータを読出す）

④END RECEIVE 

（トランスポータの受信状態を解除する）

⑤町ITIALIZETRANSPOTER 

（トランスポータをリセ ット状態に設定する）

⑥WHO AM I 

（自分のトランスポータのノードアドレスを読出

す）
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I* OMNI NET UTILITY PROGRAM *I int i ; 

char *P; 

#define WORK 100 

#define SIZE 512 

#define NULL 0 

struct cmLctrl 

~ char code; int offset, segment; }cmd-ptr[9]; 

char who palm= 12, 

end_palm= 11, 

init palm=8, 

echo_palm[ ]=113,01, 

seLpalm [ ]= l l, 128, 0, 0, 0, 2, 01, 

po IL palm [ ]= l 2, 128, 0, 0, 0, 2, 01, 

send palm[ ]=!0, 255, 128, 0, 0, 0, 2, Of, 

peek-palm [ ]= l 14, 0, Oxel,O, Of ; 

I* semaphore part *I 

char *palm_ptr[9]= 

I set palm, send-palm, polLpalm, &end_ 

palm, &init-palm, &who palm, &echo 

palm, peek_palm, peek palm f; 

char ret code-1, ret-code-2; 

int ret code 3; 

char buffer [SIZE]; 

cmd-ctr 1 in it( ) 

I int i・

long l; 

for(i=O; i<9; ++i) 

l cmd-ptr[i]. code=l28; 

cmd-ptr [i]. segment= _showds( ); 

cmd ptr[i]. offset=palm_ptr[i]; 

swap_int(buffer, &send_palm[4]); 

swap_int(buffer, &poll palm[3]); 

omni(4); 

swap_rnt(i, p) 

l char *w; 

Wニ＆i;*p=*(w+l); *(p十l)=*w;

error (msg l, msg2) 

char *msgl, *msg2; 

l printf(msg 1, msg2，”￥n”） ; exit(O); f 

omni(i) 

＆
Ei
・n
 

・1

struct cmd_ctrl *cmd ctrl ptr; 

cmd_ctr Lptr =&cr吋 ＿ptr[i];

#asm 

mov dx, word [bp-2] 

mov ah, 70h 

mov cl, 32h 

int 224 

mov reLcode_l , al 

mov reLcode_2_, ah 

mov word reLcode_3_, bx 

＃ 

char seLup_receive ( ) 

l omni (0); return (ret code_l); I 

char send_data (node) 

char node; 

l int leng; 

send palm[l]=node; 

omni (1); 

return (reLcode_l); 

char polLdata ( ) 

l omni(2); return(reLcode_l); I 

char end_ receive ( ) 

l omni(3); return(ret code l); f 

図 4 Function Call program 
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char in it transp ( ) 

l omni(4); return(reLcode_l); I 

char who_am_i ( ) 

l omni(5); return(ret code l); I 

char echo(n) 

char n; 

l echo palm[l]=n; omni(6); return(reLcode 

1); I 

char peek( ) 

l peeLpalm[3]=0; omni (7); return (reLcode_ 

1); I 

char poke (n) 

char n; 

l peeLpalm[3]=255; peek palm[4]=n; 

omni(7); return(reLcode l); I 

#define DATASIZE 512 

#define SIZE 512 

#define EOF 26 

#define ERR 1 

#define NULL 。

char buffer [SIZE]; 

main() 

l int menu_no; 

extern char buffer[ ]; 

cmd ctrLinit( ); 

do l 

prrntf （” I）送

print£（” 2）受

print£（” 3）表

print£ （” 4）印

print£（” 5）削

print£ （” 6）終

print£（”￥n？”）； 

信 ￥n”），

信￥n”）；

示￥n”）；

刷 ￥n”）；

除￥n”）；

了￥n”），

scanf（”覧d”，＆menu_no);

switch (menu_no) 

l case 1 : send file ( ) 

case 2 : receive_file ( ) 

case 3 : file_out(l) 

case 4 : file_out(2) 

case 5 : era_file ( ) 

case 6 : exit(NULL); 

I while(l<Z); 

／＊改行＊／

cr(n) 

int n; 

l int i; 

; break; 

; break; 

; break; 

; break; 

; break; 

for(i=O; i<=n；十＋i) print£（”￥n”）； 

／＊削除＊／

era file ( ) 

I int err; 

char *fnptr, flname[30]; 

print£（”＊＊＊削除するファイル名を入力して下

さしミ ワ”）；

fnptr=gets(finame)); cr(2); 

if((err =unlink (finame )) ==ERR) 

pr intf （”＊＊＊ このファイルは存在しません＊

＊＊”）； 

else 

pr intf （”＊＊＊恥は削除されました．”，flname); 

cr(2); 

／＊表示，印刷＊／

file out(device) 

int device; 

l int fl, f 2, i, byte; 

char *fnptr, flname[30]; 

extern char buffer [ ] ; 

print£（”＊＊＊ ファイル名を入力して下さい

fnptr =gets (fl name); er (2); 

図4 Function Call program 
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if((fl =open(flname, 0)) ==ERR) 

error（”＊＊＊このファイルは OPENできま

せん.(ABORT) * * * 

¥n”， O); 

strcpy(buffer, device==l ？”CON：” 

”PRN：”）； 

if((f Z=creat(buffer))= =ERR) 

error（”＊＊＊覧s はCREATできません．

(ABORT) * * * ¥n”，buffer); 

while((i=read(fl, buffer, DATASIZE))>O) 

if(write(fZ, buffer, i) ! = i) 

error（”＊＊＊ WRITE ERROR 発生

(ABORT) * * * ¥n”， O); 

print£（”￥n * * * 完了しました

* * * ¥n ¥n ¥n”）； 

／＊送信＊／

send_l(n) 

char n; 

l char c, cl; 

while ((c =echo (n)) ! =0×cO) 

l switch (c) 

l case O×80 : print£（”パケットが相手側

で確認できません．

(ABORT) ¥n ¥n”）； 

case O×86 : print£（”相手先ノードアド

レスが誤っています．

(ABORT) ¥n ¥n”）； 

return (ERR); 

if((c =send_data(n)) < 0×80) return(NULL); 

pnntf（川本本本本牢牢牢牢本本牢牢牢牢牢牢牢牢本牢牢￥n"');

print£ （”本 本￥nい）；

printf （刊本 相手(ttqの受信準備ができていません． * ¥n"); 

printf（竹本 再送信中ですが ‘ Z を入力すれば 牢￥nい）；

printf （＂牢 メニュー画面に戻 ります 本￥n");

printf（日本 牢￥n"j;

printf （竹 本本牢本牢本牢牢本牢牢牢牢牢牢本本本本本本￥n");

while ((c=send data (n))> =0×80) 

if((c 1 =cs ts ( )) ! =0 ) 

l if((c 1 =ci ( )) = =EOF) 

l print£（”￥n ¥n * * * 送信を中断

しました． * * * ¥n¥n”）； 

return(ERR); 

print£（”￥n¥n ［送信中］ ¥n¥n”）； 

return (NULL); 

send_file ( ) 

l char *fnptr, flname[30], n; 

extern char buffer [ ]; 

extern char send_palm[ ]; 

int fl, i, byte; 

print£（”送信先ノードを入力してください ？”）； 

scarif（”制”，＆n);cr(Z); 

print£（”＊ノード %d へ送信します．送信機器名

を入力して下さい．＊”，n);er (2); 

，
 

，
 

（
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1）フロッピ－ A¥n”）；

print£（” 2）フロッピー B¥n”）； 

do l print£（”￥n ？”）； scan£（”拡d’＇， &i); I 

while(i<l II i>Z); 

strcpy(buffer, i= =l ？”A：”：”B：”）； 

print£（”￥n¥n送信するファイル名を入力してくだ

さい ？”）； 

fnptr=gets (fl name); er (2); strcat(buffer,flname); 

if((fl =open(buffer, 0)) ==ERR) 

l pr intf （”＊＊＊ このファイルは OPENでき

ません（ABORT)* * * ¥n”）； 

return; 

strcpy(buffer, flname); 

if((i =send_l(n)) ==ERR) return; 

while((byte=read(fl, buffer, DATASIZE))>O) 

l swap_int(byte, &send_palm[6]); 

図 4 Function Call program 
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if((i=send l(n））ニニ ERR)return; 

i =close (fl); 

strcpy (buffer，”送信終了”）； i=send l(n); 

／＊ 受信 ＊／ 

receive_l( ) 

char c, cl; 

int fl, n; 

c=seLup_receive ( ) ; 

if(c ! = 0×fe) error （”S ET UPできません’： O);

while((c=poll data())== O×fe) 

l if((cl =cs ts ( )) ! =0) 

if((cl =ci (( ) = =EOF) 

l print£（”￥n¥n* * * 受信を中断し

ました * * *¥n¥n”）； 

return (ERR); 

return(c); 

rece1ve_file ( ) 

l int fl, n, node, node 1; 

extern int reLcode_3; 

extern char buffer[ ]; 

char c, device[30]; 

prrntf （”＊＊＊受信準備中＊＊＊”）； cr(2); 

1£((node=receive 1( )) ==ERR) return; 

print£（”＊ノード制 から送信が行われます

受信機器名を入力して下さい．＊’＼

node ); cr(2); 

prmtf（” 1）ディスプレイ￥n”）；

print£（” 2）プリンタ￥n”）；

print£ （” 3）フロ ッピ－ A¥n”）； 

print£（” 4）フロ ッピーB¥n”）； 

do I print£（”￥n ？”）； scan£（”弘d”，＆n); I 

while(n<l II n>4); 

switch (n) 

I case 1 : strcpy(device ，”CON：”）； 

break ; 

case 2 : strcpy(device，”PRN：”）； 

break ; 

case 4 : s trcpy (device，”A：”）； 

case 4 : strcpy (device，”B：”）； 

strcat(device, buffer); 

if((fl =creat(device)) ==ERR) 

I print£（”＊＊＊このファイルは CREATで、

きません（ABORT）”）；

return; 

do! if ((node! =receive 1( )) ==ERR) return; 

if(node ! = node!) I I 

else if (strcmp (buffer，”送信系冬了”）＝＝0)

I print£（”＊＊キ受信完了しました

* * *¥n¥n”）； 

n =close (fl); return; 

else if(write(fl, buffer, ret code_3) ! = 

reLcode_3) 

error（”＊ * * WRITE ERR 

発生（ABORT）”， 0);

I while(l<Z); 

図 4 Function Call program 
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未

到

着

図 5 送受信プログラムフローチャート

80H I コマン ドコノ トロールハラメデ

ブロ＂／ 7 先日員ア ドレス

セグメント

ポインタ

コー ド I LOW I HIGH I LOW I HIGH 

コマノドコノトロー I＂ハラメデブロ γ7ホイ；， '1 

( 5 b y t e) 

コマンドコントロー＇＂ハラメデブロ. ., 7 

77… ｜相手先 ｜相手先 ｜ 送信用 I 送信 ( 8 b、te) 

コド ノド番号 ソケット番号 デタアドレス GデHータL長nw: 
注） 相手先ノード番号 05H 

0 0 0 5 H I 8 0 H I 0 0 I HIGH I LOW I HI 相手先ソケ y ト番号 80 H の例

送信デー タ (1023 byte以内）

図 6 コマンドコントロールパラメータブロック
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＊＊＊ *** OMNINET UTILITY 

番号を入力して下さい ？・

信

信

示

刷

除

了

(a) 

1）送

2）受

3）表

4）印

5）自I]

6）終

図7

第 21号有明工業高等専門学校紀要

⑦ECHO 

（自分に対して，相手側のトランスポータの接続

状態を検出する）

③PEEK.POKE 

（トランスポータの内蔵ファームウェアのパラメ

ー設定を変更する）

⑨SEMAPHORE 

（ローカルエリアネットワーク上の共有型ウイン

チェスタディスク内部の共有型ファイルをライト

アクセスするときの排他処理に使用する）

送信先ノードを入力して下さい ？・
＊ノード 5へ送信します。送信機器名を入力して下さい。

図4は， C言語によるCALLプログラムの一部を

示す.CP /OMNIについての詳細は，文献（ z) ' 

(12）に譲り，パソコン聞の通信について述べる．
1）フロ yピーA

2）フロ yピーB

送信するファイル名を入力して下さい ？圃

1）ディスプレイ

2）プリンタ

3）フロ yピ A 

4）フロ yピーB

、I，ノL
U
 

（
 

＊ノード 5から送信が行われます。受信機器名を入力してくださし沿＊

図7

ワ．
．パソコン聞で通信を行うには，伝送制御のプロトコ

ールが必要で、あり， トランスポータがOSI参照モデル

の下位3層を分担し，上位4層はソフトウェアが分担

する．このソフトウェアは，送信用および受信用プロ

グラムであり，パソコン聞の通信は，このプログラム

の実行により行われる．これらのプログラムは，前述

のようにCP/OMNIの機能をCALLすることで，比

較的簡単に作成することが出来る．図 5に送受信用プ

ログラムのフローチャートを示す．次にこのプログラ

ム中 SEND DATA を例にとりCP/OMNIの機能

の呼出し法について述べる．

オムニネット ユーティリテイ プログラムを実行す

ると図 7 (a）のメニューが表示され，送信，受信，

表示，印刷，削除の 5つの処理が可能となる

処理例

各機能の処理例を以下に示す．

( 1 ) 送信

「送信」を選択すると，図 7 ( b）の示すように

表示される．相手先ノード及び送信すべきファイル

つ．

図 7 ( c) 

名を入力することで， CP/M 86上のどのような

ファイルでも送信可能である．また相手先ノードで

受信準備ができていない場合は，送信側のディスプ

レイ上にと受信準備ができていませんとと表示され

る．送信側ではこの表示により，相手側に送信を続

行するか，または断念してメニュー画面に戻るか選

択することが出来る．

( 2) 受信

「受信」を選択すると，そのノードでは受信準備

を行い，他のノードから送信があるまで，待機状態

となる．この状態では必要に応じて，常にメニュ画

面に戻ることが出来る．他のノードから送信が行わ

れた場合，図 7 ( c）の表示がなされる．

指示に従い，受信機器名を入力すれば必要に応じて

フロッピー，プリンタ等の選択が可能で、ある．

SEND DATA を呼び出すには，①コマンドコント

ロールパラメータ，②コマンドコントロールパラメー

タブロック，③送信用データをセットし， DXレジス

タに ①の先頭アドレスを， CLレジスタ， AH レジ

スタにそれぞれ32H, 70Hをセットし，ソフトウェア

割込み＃224を起せばよい．送信が成功したか否かは，

ALレジスタを参照することで判定し得る．図 6に

SEND DATE 用コマンドコントロールノfラメーダフや

ロック図を示す．

システム操作方法5. 

( 3) 表示

フロッピーディスク上のファイルをディスプレイ

上に出力する．



170 ノマーソナルコンピュータ用ローカルエリアネットワークの石汗究

( 4) 印刷

フロッピーディスク上のファイルをプリンタに出

力する．

( 5) 削除

フロッピーディスク上の不要のファイルを消去す

る

6.おわりに

前述の知く，昭和58年特別設備としてLANの教育，

研究設備を導入するため，その前年より LANに関す

る研究と具体的な機種の選定のための資料の収集を始

めた．総説的な論文，解説は学会誌，技術誌上におい

て見られたが，当時はパソコン用のLANの揺藍期に

当り具体的資料に乏しかった．しかし，昭和58年10月，

情報処理学会による第 l回のローカルエリアネットワ

ークのシンポジュウムが開催され，その会場で，今年

はLAN元年であるとの発言も聞かれ， LANが学問の

分野でも新課題となりつつあることを示した．この年

はLANの発展の年であり，この名称の雑誌が創刊さ

れ， LANに関する著者も店頭にみられるようになっ

た．技術上では専用のLSI，各種LAN用のコントロ

ーラが開発された．また，赤外線，光ファイパーを用

いたネットワークも構築され，各社より種々のLAN

が発表された．これらの技術は， OA化の要求もあり，

LANの様相を新たなものとして行くことと思われる．

本校におけるLANの研究は漸く第一歩を踏み出した

状態に過ぎない．今後，このネットワークによるソフ

トウェア的な応用研究とともに ハードウェア的にも

オリジナルな研究を展開して行く事が必要で、あると思

われる．企業にはOAの機器として，大学，高専等で

は事務用，教育用としてパソコンの導入が増加しつつ

あり，パソコン用のLANの必要性は益々増大すると

思われる．本校の設備は極めて小規模であり，ソフト

の開発も進展していないが，今後導入される LANの

参考となれば幸である．

終りに， LANの調査，研究に多くの文献を参照さ

せて戴いた．また，多くのメーカ，商社の方々には資

料の提供，機器の見学等，御協力戴いた．記して深く

謝意を表します．
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線対平板電極における規格化相対コロナ電流密度分布

浜田伸生
〈昭和59年6月12日受理〉

The Normalized Density Distribution of Corona Current 

on Plate Electrode to Discharging Electrode 

It is known that the oscillation of discharging electrode(wire)is caused by 

external force produced by such as hammering and internal force caused by 

ionic wind(corona wind). But with the latter, there are still a lot of aspects 

which remain unsolved. 

In order to study the oscillating phenomena caused by internal force, it is 

necessary to investigate the relationship between ionic wind and corona cur-

rent. 

This paper shows as the basic data the results of recent experiments of 

the relative density distribution of corona current and the discussions on 

them. 

N obuo Hamada 

1 .まえがき

電気集塵装置は環境および大気保全のための強力，

かつ有効な手段として工業プラントにおいては必要，

不可欠な要素のーっとな っている．しかし集塵装置運

転上，まだ多くの問題点があり，その一つに放電極

（放電線）の振動現象がある．この振動は集塵効率の

低下，放電極の疲労，断線を誘発する原因となる ．

放電極振動の原因としては大別して槌打ちなどによ

る外部力とコロナ風（イオン風）による内部力がある

ことが知られているが，後者にはまだ未解決の部分も

多い．

内部力による振動現象を調べるにあたってはコロナ

電流密度分布一コロナ風速分布の関係を明らかにする

必要があり，そのための基礎的な検討事項として，相

対的なコロナ電流密度分布について実験を行な ってき

たのでその結果について報告する．

2.実験装置の概要

実験装置の概略を図 lに示す．放電極としては直径

併＝0.2～0.6(mm）の 5種のステンレス線，平板電極

は400×490 (mmうのアルミ板2枚を用い，その上下端

には電位分布の急変を避けるために緩和曲線を入れた．

放電極一平板電極間距離dは10～50(mm）の10(mm) 

刻み，印加電圧Eは一（ 0～30kV）とし，電流密度検

出のためのプローヴとしては平均面積0.913 (crri）の

ピンを利用した．平板電極上放電極直下からの各プロ

ーヴ中心までの距離は一括して表 1に示す．電流プロ

ーヴのマイクロ電流計への接続のためのスイ ッチ回路

は図 1 ( c ）に示す通りで，電流計に接続されないプ

ローヴは平板電極と同様に接地される．また放電極，

平板電極，スイ ッチ回路等は碍石，フェノール樹脂板

などで絶縁してフレームに取り付けた．

放
電
極

図 1
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3.実験内容

各ステンレス線について極間距離 d (mm）をパラメ

ータとして印加電圧一全コロナ電流および各プローヴ

電流特性をとり，この各プローヴの電流値をその平均

面積0.913 (cni）で除してコロナ電流密度J(μA I cni) 

を求めた．さらにこれらの結果から平板電極上xに対

する Jの最大値Jm（放電極直下のコロナ電流密度）を

lとした相対コロナ電流密度分布特性，およびxを極

間距離で規格化した値xIdに対する距離規格化相対

コロナ電流密度分布等を求めた ．

なお，これらの実験は室温10～12℃，湿度68～73%,

気圧760土 5m叶lgの常態空気負荷，静止大気中にて行

なった．

表 1 電流プローヴの位置

プローヴ番号 x (mm) プローヴ番号 x (mm) 

1 12.5 9 97.0 

2 24.0 10 108.5 

3 24.0 11 121.0 

4 36.0 12 132.0 

5 48.0 13 144.5 

6 60.5 14 156.5 

7 72.5 15 168.5 

8 84.5 16 180.0 

4.実験結果および考察

ステンレス線5種，極間距離5種について得られた

コロナ放電特性のうち，一例としてゆ＝0.2 (mm）の場

L>-
1ニ
コ2.0
ロ
ナ

喜1.5 

(mA) 
1.。

0.5 

0 10 15 20 25 30 
印加電圧E (kV) 

図2 印加電圧一全コロナ電流特性

放電極直径
ゆ＝0.2mm 

数値は印加電圧
-E (kV) 

21 / 。

つ
“ 

。 2.5 3.0 

20 

合について印加電圧E (kV）一全コロナ電流le (mA) 

特性を図 2に，このleに対する平板電極上放電極直下

の電流密度Jm（メIAI cm'）特性を図 3に示す．これらの

図より全コロナ電流は印加電圧に対して指数関数的に

増大するもののleに対するJmの増加は直線的で、あり，

極間距離dが小さいほどその傾きが大きい．つまりし

が一定ならば放電極直下付近の電流密度は dが小さい

ほど大きいことがわかる．さらに極間距離5種のうち

d =20, 40 (mm）の場合について平板電極上放電極直

下からの横方向距離x (mm）に対する電流密度J （メ4

I cni）の変化を示したものが図4，図 5であって Jは



有明工業高等専門学校紀要 第 21号 173 

3.0 

図 5 コロナ電流密度分布（2)

1.0 

0 20 40 60 80 100 

距離x(mm），→ 

図 6 相対コロナ電流密度分布（1)

1.0 

0 20 40 60 80 100 

距離x(mm）→ 

図 7 相対コロナ電流密度分布（2)

放電極直下で最大で， xの増加とともに減少する．

この減少の割合および分布形態の様子を調べるため

に各印加電圧，極間距離のそれぞれの場合のJをJm

で除した相対コロナ電流密度J/JmをdおよびEをペ

ラメータとしてプロットしたものが図 6である．この

図からわかるように J/Jmは印加電圧の大きさに殆ん

ど関係せず，極間距離に依存する．すなわち dが小さ

いほどx方向の減少の割合が大きい．この様子は図 8

によっても理解できる．この図は全プローヴ電流の和

に対して放電極直下のフ。ローグ電流Im(mA）の占める

比を示したもので， dが小さいほどその値が大きい．

これらの理由としては， xの変化に対して放電極か

ら各電流プローヴまでの距離tのdに対する比の変化

の割合は dが小さいほど大きい．したがってこの場合，

強力なコロナ放電領域は放電極付近に限定され，この

付近ではコロナ放電が盛んで、あるが，中心より遠ざか

るにつれ，急激に，電子の移動のない，いわゆる静電界

に近づくためと考えられる．逆に dが大きい場合はコ

ロナ放電が全体的に低調になると同時に xの変化によ

る£ Idの変化の割合も小さいので、Jmが小さ くなるも

ののその分布域は広がるものと思われる．

0.6 

↑ 
~ エ
~o 0.5 

放電極直径：¢ =0.2 mm 

印加電圧： E

ヴ

電
流 0.4 

l休：一19
O ：一21 ,, 

A ：一25 ,, 

ロ：一29 ク

占
め

t 0.3 
比

o~；。
30 40 50 

極間距離d(mm）→ 

図8 全ブローヴ電流に占めるIm比

以上はゆ＝0.2(mm）についてであったが，印加電圧

E＝一21(kV）の場合についてゆをパラメータとして

相対コロナ電流密度をプロットしたものが図 7であっ

て，この場合も分布形態はほぼ同様な結果が得られて

おり，放電極直径には殆んど依存しないことがわかる．

次に図 6あるいは図 7における実線は

J /Jm = 1 I { 1 + ( x Id）い……（1)

において k=2.2とし， dの各値に対して求めた曲線

で実測値とよく一致している．この式はM.Sarmaが送

電線路に関して導いた実験式であるがkが少し異なっ
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以上の結果から次のような結論が得られる．

( i ）線対平板電極においては 放電極直下のコロナ

電流密度を 1とした相対コロナ電流密度は印加電圧，

x 放電極直径には関係せず，極間路離に依存し，その値
11＋（ー）2} 

d が小なるほど減少の割合が大きく，かつ分布域も狭く

1.0 

0.9 

0.1 

：実測値

＼ 
¥i 

~i·i~ ； 
。 2.0 1.0 

規格化距離xId 
図9 計算値と実測値の比較

ている．

この実験式と実測値との関連性を調べるために図 6

および図 7における横軸を極間距離で除した値xI d 

で規格化してプロ ットしたものが図 9である．図中の

実線は k=2.2とした場合のM.Sarmaの式で，実測値

の大部分は10%以内で実験式を満足した．換言すれば距

離規格化相対コロナ電流密度の分布形態は極間距離，

あるいは平板電極上横方向距離には直接には依存せず

その比によって決まる一本の曲線で表わすことができ

る相似則が成り立つことになる．

図9の中で実線より大きくずれている実測i直は印加

電圧が低く，極間距離が大なる場合であって，上記の

相似則が適用できないことを示しており，コロナ放電

が不安定であることに起因する．つまり Sarmaの式が

成立するのはコロナ放電が安定なる領域であることが

わかる．

なる．

( ii ）平板電極上横方向距離を極間距離で除した距離

規格化相対コロナ電流密度はコロナ放電が充分に安定

であれば一本の曲線に従う相似則が成立する．

5.あとがき

3.0 

以上の実験では雰囲気条件を考慮していない．特に

気圧，湿度の影響は大きい．またコロナ放電が充分安

定な場合，つまり印加電圧の極間距離に対する比が大

きい場合にM.Sarmaの実験式が成り立つことがわかっ

たが，その成立限界については明らかにすることがで

きなかった．振動現象の原因であるコロナ風との関係

とともに今後の検討課題としたい．

最後に御教示項きます大分大学工学部足立宣良教授

に感謝致します．また本稿は昭和58年度卒業研究によ

り得られたデータを基に計算したものである．卒業研

究関係諸氏に感謝します．
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『工セルバータの手』『帰郷』
近代我の源をもとめて（ 7 ) 

松尾保男
〈昭和59年 9月20日受理〉

In Search of the Origin of Modern Self 

Thomas Hardy had a strong influence on modern English literature. One 

of its traits seems to have been the birth of modern self. There will be some 

discussion as to how it came into being. 

Yasuo Matsuo 

パリやルアンを巡るフランスの新婚旅行から帰ると

ハーディ夫妻は英国海峡に臨むスオネッヂに滞在し，

そこで『エセルパータの手』（1876）が書かれている

『狂乱の群れをはなれて』を完成し，一躍流行作家に

のしあがったハーディは，その発表雑誌の編集長レズ

リー・スティーヴンからのみならず，読者からも同じ

テーマで、次作を熱望されたが，当のハーディは，牧歌

的な田園小説には最早や食指を動かすことはなかった

これまでの彼の作品が，英国当代の女流作家ジョージ・

エリオットの作風との類似点を指摘されるばかりでな

く，彼女の筆になるものだとの臆測も一度ならず受け

ていた．『狂乱の群れをはなれて』の著者は実は「室

内ペンキ屋」であったなどの中f纂もあり，ハーディは

「意図していた森林地物語（後で『森林地の人々』と

なる）を傍に退け，新しい未経験の分野に飛び込んで、

いった」 1）何を書くか確信があったわけではなく，ま

た文筆家としてこれまで成功した作品の要因を検討

もせず，今後の作家としての生涯を築くには実質的に

如何なる内容の文学であるべきかわきまえないまま，

「まじめな物語作品の幕合ぃ劇」2として「章編喜劇」と

いう副題付きの『エ七ルパータの手』が書かれたの

である．この頃の，新婚当時のハーデ会イは，生計をたて

るのが焦眉の問題であり，金銭そのものには無頓着な

彼も，そのためには先ず作家としての人気獲得が先決

で，登場人物は既存の小説の焼き直しで間に合わせ，

「物まねで連載物の数百頁を結構うめる」3）ことができた．

女主人公エセルパータは，物語の官頭ペサウイン夫

人という若い未亡人として登場する．彼女の著名さは

高貴な生まれによるものではなく，頭脳の明断さによ

るものである．ラルフ・ペサウイン卿家の娘の家庭教

師となるが，帰省してきた息子と恋仲になり，卿に認

められないまま秘かに結婚するが，新婚旅行先でひい

た風邪をこじらせ，間もなく息子は他界し，更に二三

週間後には，二人の仲を許さなかった卿自身も後を追

うようにして死んでしまう．エセルパータへの遺産は

皆無で、あった．卿夫人からボンに遊学させてもらい，

貴婦人となって帰国するが，その姑とも不仲となり，

姑が死んだ時は，ロンドンの住居の二年間の使用権を

遺されただけであった．彼女の父親は永年貴族の執事

をし，母親が病床についたままであるこのチッカレル

一家の将来は，ひとえにエセルパータの頭脳を活かし

た才覚にかかることになっている．十人の子供のうち

五番目の娘エセルパータは，兄弟達と病身の母親とも

ども， f主みなれたウェセックスをf麦にし，ロンドンの

二年限りの住居に移住する ．兄弟のうちソルとダンは

ブルーカラーとしてロンドンの工場で千動き，全部の協力

でその住居を模様替えして，外国人専用の下宿屋を営

む．

喜劇が真に喜劇であるためには，悲劇もそうである

が，時間的にも空間的にも，少くとも二つの相反する

相が必然的に同時に存在しなければならない．エセル

ノ〈ータに率いられたいわゆるおのぼり さん一家は，上

流社会の一員としてまだ通っているペサウイン夫人と

しての地位をエセルパータは最大限に活用するため，

彼女だけが下宿屋の女主人になりすまし，他の家族員

は全部彼女の素姓が暴露されないよう，使用人の地位

にあまんじなければならない．下宿人は専ら外国人に

限ったのもそのためである．一家の分裂を避けるため

に上京したものの，同じ屋根の下に住みながら，使用

人達は勝手口からしか出入りはできず，感情の起伏を

そのまま表現することも許されない生活を強いられた

のである．擬君主専制政体の出現と相成るのである．

しかし，それで家計の維持ができるはずがなく，主た

る収入源は，エセルパータの詩作，小説書きの経験を
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活かし一一ここまでは作家ハーデイを白から女装させ

ている 物語を朗諦会で発表するという独創的なス

トリー・テラーとなり，劇場で，あるいは私的サロン

の場を借りて，入場料を徴収したのである．それも一

時は上流社会で名声を博したが，いつまで継続できる

か不安が高じてくる頃には，客足は次第に遠のいてい

く．彼女の社会的栄達を望む自尊心を満足させる思惑

であったが，彼女の企画の失敗はむしろイロニーの効

果を高めるだけのことである．結局思い付きにすぎな

いのである．ハーデイ自身「序文」で述べているよう

に「高度の蓋然性」は元もと意図されていない．エセ

ルパータの行く手に，次々に安易な二者択一一一彼女

の求婚者達の場合などは三者択ー を設定し，読者

に気をもませるほどに，こうでもないああでもないと

真剣な様子をしてみせるだけのことである．前作『狂

乱の群れをはなれて』からすれば，そしてまた，この

作品のすぐ後に書いた「帰郷』（1878）からしでも，

ハーデイは手すさびに『エセルパータの手』を幕合い

に書いている印象を受けるが，さりげなく本音をもら

すこともあった．

エセルパータは，二十世紀の現在の社会もそうであ

るが，女性が経済的に有利な条件を獲得するには，男

性優位の社会であるからには，いわゆる女性の武器は

通用しないという認識は既に持っていた．従って，一

方では男性本位の社会生活に批判的でありながら，生

来具有している性を無視して，自分の希求する生活

領域を開拓しなければならなかった．『狂乱の群れを

はなれて』のパスシパは，現行の言葉は男性が創った

もので，女性の心情はそれでは説明できないといった

が，ここでは，エセルバータは妹に「いつまでも諺を

信じるもので、はありません．ピュッテイ，そんなのは皆んな

男の人達が自分達が都合のいいように作ったものだわ」

(p. 161）と口先ではいっても，己れの地歩を自分で

守ることは彼女の場合にはなく，「男ならいいがなあ，

こんな家は手放して…」（P.193）と嘆くことしきり

である．次の小説『帰郷』のユースタッシアは白からの

女性の尊厳を傷付けるような言行は思いもよらないこ

とである．弱音ははかないはずである．一方エセルパ

ータには，容貌をうりものにし，奇抜さを巧みに発揮し，

係累を断ち，「通常男性のみが享受するあの遊離感と

いう賛沢さ」（p.278），婦人解放，を掌中にし，社会的

に自立できたと感じたときは，「名声と女性の特権と

は同時に味わうごとはできないわ」（p.316）というう

つろな疎外感が撞頭している．

虚実ないあわせた上流社会の仲間入りに疲れた人は，

都会生活の緊張から静養を求めたくなる杭ハーデイの世

界では－＿§＿見捨てた故郷はもう他人扱いにする．一家

離散の危機に見舞われると，チッカレル一家はよく鳩首

会談をしたが，その席で下宿の料理係をしている姉が

「ウェセックスに帰りたいわ」（p.186）と嘆息する．

しかし帰り先でどうなるか母親にはよく分っていた．

元のようになることができたら，あたしはかまわな

いのよ．でも，あたし達は，何も知らない単純な田舎

人としての性質は失なってしまっているでしょうよ．

かわいそうに，そんな単純な階層の田舎人だけしか地

主さん達は援助してくれようとはしないもの．それに

こんなことがばれてしまえば，娘たちに仕事が手に入

るかどうか疑しいわ，そんなこととっても変で，聞い

たことがないわ. (p. 190) 

エセルパータは庶民の出であり，成り上がり者とい

う意識があり， しかもそれが露見しないようにしなけ

ればならない抑圧感についに耐えられなくなる．その

打開策として「教師になれば，偉い人達との接触から

一切免れるであろうし，望むところで，そんな人達は

大嫌いで，ソルと同様革命的」（p.330）な考えが彼女の頭

をよぎるカご今後の自分の生き方としてはやりたくても，

決断できないときは，家族のためにならないという意

識で否定のほうに合理化してしまう．「辺避な村の人

達に初歩的な教育を施すために帰って行くのは家族の

ためにならない」（p.331）ので保留にしている．『帰

郷』のクリムのやり方とは全く逆であるが「フランス

人のコックをするよりウェセックスにリ帝りたい」とか，

「辺郡な村の人達に初歩的な教育を施したしりとかの

考えは「帰郷』を書く前からハーディの脳裡に既に去

来していたことになる ．このようなエセルパータの移

り気は，ハーディの後期の傑作「テス』の主人公の苦

境を喜劇化した程に一家を支える必要上，簡単に正当

化されてしまう．朗読会の不振のため，彼女は結局，

結婚して玉のこしに乗るのが賢明とばかり，数ある求

婚者の中から，高齢ではあるが資産家マウントクリア

卿と結婚する．予期していなかった卿の女癖を矯正し，

財政の乱れを改め，兄弟姉妹には良縁を結ばせ，ある

いはしかるべき地位につけ，引退させた父も母と一緒

に一戸をあてがい，自からは卿のエンクワース・コー

トの一隅の書斉で叙事詩に筆をそめた．

これまでは，『エセルパータの手』を，いわばチッ

カレル家物語の面を強調して見てきたことになる．し

かし，小説自体はもっと社会性や政治性を織り込んだ

作品である．爪先立ちして上流社会に出はいりしてい

るエセルパータをめぐるコメデイは「使用人部屋」から

描かれていて，「使用人達は主人達と同じように，あ

るいはそれ以上」（p. v）の重要性を与えられている．
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当時の社会通念からすれば，主人は主人であるのが当

然で，そうあるべきでもあったが，この視点の倒置は，

社会的政治的価値観の倒置を意味することになり，ハ

ーディが切り開いた新しい手法といわなければならな

い．一家の生活の維持向上のため兄弟が協力し合うこ

とは，それだけでは美徳であるに違いないが，一家族

が同じ屋根の下に住みながら 才覚のきく一人が，主

人になり，主要な部屋は独占し，依頼さえすれば「地

の果までも行ってくれ」る他の家族員は， 「使用人部

屋」（p.187）に寝泊りし，他人の目の届くところでは，

兄弟であるその主人を「…奥様」と呼ばざるを得な

い家族構成である．幼い小供達は 「空気と運動が十分

にはとれない，大きな屋根裏部屋」（p.138）に住まわ

されていた ．この主従関係は，理由のいかんを間わず，

エセルパータの素姓が明らかにならぬよう厳守された

のである．旅行先の宿泊でもそのため，主人の部屋と

従者の部屋は峻別されている．エセルパータにしても

「自分の階級と同族への裏切行為に苦痛を覚え」たが，

社交界では個人的打明け話は心の中に仕舞込んで、おく

より他なかった．

しかし，外面的には，生活の必要から自分の役割を

果しでも，精神上の亀裂はいつまでも隠しておくこと

はできない．チッカレル一家は これまでウェセック

スの純朴な生活環境で、育ったため，ロンドンに出て都

会ずれするのもそれだけ早かった．主人であるエセル

パータは「私達の心の中では私達は一つなのよ，ただ

あの人達〔ソルとダン〕があたしに，自分達にはかま

わずに独りにしておいてくれというものだから，そう

してあげているのよ」と表面を取りつくろおうとして

も，実情は，

…親方さん達から町の人達の考え事を二三吸い込

むや，勿体振りという点では本当に気むずかしい人達

ですわ．兄達は，いたましいくらいぶっきら棒で，あ

たしが兄達の服装や，行儀作法を恥に思っていると感

違いして，親しくするのはきっぱり断っているのよ．

(p. 138) 

「勿論ばかげたことですわ」と続くが，「勿論ばか

げている」のは彼女である ．彼女の眼の届かない所で

は思いもよらないことがおきている ．ロンドンに来て

ウェセックス靴もまだ消え去らぬうちから，わずか

十四歳の弟は，ちんぴらまがいの悪習にそまり，煙草

銭に窮していた．姉のピュッティが家族を追うように

して上京して来たとき「こっそり本当のことをいえば，

賃金は恐しく低く，おいらが吸う煙草代でかつがつな

んだぜ」と不平をこぼし，煙草なんかやめるようにと

諌める姉に「人に遅れないようにと思うなら，世の中

の人がするようにしなくちゃならないぜ，おれ達は皆

んな流行の奴隷なんだから」（pp.152-3）とうそぶくので

ある．ませた少年給仕ならばさもありなんと思われる

人心の荒廃ここに極まれりという感がする杭憩いの場

であるべき家庭生活は，彼達の親からすでに抹殺されて

いる．子を知るには親を見よという通り，故郷を離れ

た永い奉公人生活は父親から心の古里を奪い「致命的

な影響」を与えている． 「彼の現在の生活様式は彼の本

性の一部と化してしまい，可哀そうに，誰か他人の家

ででなければくつろげず，わが家では神経質になり，

あかの他人なのよ」（p.124）と妻は嘆くが，与えられ

た職務に忠実で、あったがための結果ではある．

他方，この小説ばかりでなく，『青い眼』でも既に

みられたことであるが，都会の職務に対するもう一つ

別の反応があるのにも注目したい．町では職業は極め

て専門化され，風刺的にいえば一一 この小説全体がそ

うであるが一一例えば，戸を作る職人と窓を作る職人

は区別されていて，仕事はすべて専門的に限定される

のが習慣で，「専門の原理」に忠実で、なければ，ロン

ドンで職を得るのはおぼつかない．『青い眼』のスミ

ス青年の人間性がいびつになりかけているのは，彼の

父のように関連した仕事は何でもこなす自由潤達さに

欠けていることで表わされていた．ハーデイ最後の小

説『日陰者ジュード』ででも，主人公ジュードさえ，

石工としての仕事は，必要に応じ，何でもやってのけ

ている，ウェセックス内ならではのことであるという

べきか．

ソルとダンはウェセックスに居るときから，ロンド

ンに出れば「ペサウイン奥様とは全々親しくできない

だろう」と予見していた． 「親方さん達から町の人達

の考え事を二三吸い込む」以前に，荒くれ小僧とあん

な偉い御婦人では桁違いで，「仕事の他には何も知ら

ないおれ達職人が，ロンドンに行って，彼女はおれ達

の身内であるといえば，彼女を卑しめてしまうだろ

う」（p.117）と直観している．というよりも，ハーデ

ィは，そうだと確信させて彼等を登場させている．「感

違いして親しくするのはきっぱり断っているのよ」と

エセルパータは嘆息するが，先程見たように感違いし

ているのは彼女である．ソルとダン，とりわけソルは，

ハーデイの全作品中でも，彼女の属する貴族階級に最

も尖鋭的な敵対感を抱いている ．エセルパータの二年

期限の家を下宿屋に模様替え中「喜んで、あんたに仕事

の手伝いはしてやるが，それでも矢張り，あんた達は

あんた達の階級を固く守れよ，おれ達はおれ達のを守

るからな」（p.137）と言明する．更に，この上流社会

への嫌悪は，エセルパータが， J. S.ミルの『功利主
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義論』を自分勝手に解釈し，本人からすれば人身御供 ないのよ．そこでは給仕さんは雇い主とは違った人種

のつもりで貴族の一人と結婚するという段階で激しい と思われているでしょう」（p.254）ロンドンではそん

憎悪となる．ソルもマントクリア卿の弟も二人の結婚 なことはありませんといいたげなのは，必ずしもお世

が迫っているのを知り，夫々の立場から阻止しようと， 辞ばかりではなかろう．エセルパータは，もうこれ以

急拠南下する．前者は，かつて父から卿の異性関係に 上自分の身分を隠しきれないと思うと，あるパーテイ

ついてよろしからざる風評を聞いていたし，尚かつ， で，特技である朗読会形式をかりで告白してしまう．

エセルパータに地位と富への盲従から覚めさせようと しかし卿は彼女の心配の種はとっくに察知していて，

意図し，後者は召使の娘なんぞに卿が男の子を産ませ 身分にこだわるのは思い過しであると説き，「現代の

たら，卿の爵住相続権を失なうのを恐れてのことであ 発展はホッパーの中のピース豆のように，色々な階級

る．卿の弟はソルが働いている建設会社に馬車で乗り を混ぜ合わせているのだよ」（p.351）という．階級意

つけ，面会を求める．ソルは作業服のまま，互に相手 識は一方側でのみ過熱したのではなく，各階層で意識の

の真意を探ろうと虚々実々に渡り合う．ソルは，彼女 変化がうごめき始めていたのを示している．有産階級

の結婚は慶賀すべきことと思うかと問われ，彼女の身 が支配階級であったことは否定できないが，教養のあ

分が知れるのは気遣ってやる心のゆとりはありながら る階層であったため，彼等の態度には，おおむね柔軟

「むしろ一番貧しい人に嫁いでもらいたい」（p.386) さが見受けられる．逆に，その哀微，堕落の象徴が，

といってのける．更に，ついに子爵夫人となったエセ ネエ氏の所有になる噺邸である．荒廃した臭気のただ

ルパータを前にして，大工仕事で節くれた手を示しな よう廃馬処理場に有産階級の末路を読むのは容易なこ

がら，彼女が仕でかしたことは「わが国で、ぱっと火が とである．そうすると，ソルが有産階級に示すあまり

付けば，一番先に焼けてしまうがらくた物にはい登つ の頑なさは，無産階級の階級闘争にみられる顕著な頑

たようなものだ」と糾弾する．「お前のように自分自 なさを暗示しているのであろうか．それとも支配被支

身の運命を見棄てる奴は見たことがなしい・お前が恥 配の関係は，たえず被支配者の側に立って考慮すべき

かしい」（pp.444-5）と抗議している．ハーディの文 だとの警告であるのか．いずれにせよ，エセルパータ

学で，兄弟が血を分けた相手にこんなに手厳い非難を の子爵との結婚がこの問題意識の上に主題として二重

浴びせることが他にあろうか．ハーデイは，エセルパ 写しになっている

ータに兄のこの心のたかぶりを「共和主義的情熱」に 終りに，この小説について作者自身が回顧的に行っ

帰せしめている．しかし彼杭いわゆる階級闘争を彼の た評価を，自画自讃ともとれないので，採録しておき

文学に導入したとはいえない．むしろ時代的背景とし たい.1912年に付け加えた「序言」によれば，この小

て都市では労働者に階級闘争的な意識の目覚が既にあ 説で取り扱われたテーマは，時の経過のなかで妥当性

ることの象徴として取り扱われているというべきであ を証明され「初めて出版された当時は，常軌を逸し，

ろう．信念としての階級意識にしては横の連帯感があ 起こりえないように思われた架空の状況が，今は舞台

まりにも薄弱で、ある ．ソルはただ自分の主張の正当性 でも小説でも遜色がなく，道理をわきまえた興味深い

を弟のダンから「認めざるを得ぬ」（p.137）と，消 人生絵図として受け入れられていて…世に出るのが

極的な肯定を得て満足できるのである． 三十五年早や過ぎ、た」（p.Vi）と記している

他方，エセルパータにしても，一人の人間とし て，

かつては自分の自立した地位を獲得し，係累の足柳か

ら解放されようと努めた経験から，「彼と同じくらい

わたしも革命的」であるといったのも，因襲から意識

的に解放を求める時代精神の表白ではなかったか．という

のも，彼女自身子爵夫人になったにしても「今日では

爵位に何もそんな不思議な地位は存在しなしり（p.444) 

と認めているからである．半ば自己弁護でもあるが，

彼女の卿との生活設計を見れば首肯できる面がある．

同様に，英国に階級的な構造の変化が発生していたの

は有産階級の立場からも認められている．チ ッカレル

氏が執事をしているメンラヴ夫人（読んで字の如くで

あるカワは，「あたし達はみんなここでは独立しているの

よ．あたし達には奴隷制度はありません．ここは田舎では

ノ、ーディが「エセルパータの手』を書いたのはスオ

ネッヂ（「ノウルシー」）であったが， 1876年3月上旬

にはサマセット州の Yeavilに移住し，同年 5月末，

ハーディ夫妻は二回目のヨーロッパ大陸旅行に出発し

ている．ワーテルローを中心に，ナポレオン戦争を主

題にした叙事詩 TheDynastsのための取材が主目的で

あった．帰国後は下宿住まいにもあきて， ドーセット

州北部のスターミンスター ・ニュートン（のちの

『テス』のブラックモア谷となるところ）に移り，

そこの川の畔りのリヴアサイド・ヴィラで初めて家庭

を構えている．ここでの生活がハーデイ夫妻の「最も

仕合せな」41時代で、あったといわれている．これまで夫
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妻はジプシーのようにあちこちイ主所を変えているが，

それを線で結べば「上ボックハンプトン〔ハーデイ

の出生地〕を中心にし， その周囲に彼等がヲ｜いていたと

思われる半径十五マイルの防疫線のすぐ外側に」SI今度の

所帯は位置していた．ハーディはこの年のクリスマス

にはエマ同伴で、は初めて生家を訪れているが，彼の「母

ジェミマとエマは互に信頼することは決してなかった，

そして後年には，現実のあるいは想像上の侮辱に基づ

く相互の敵対心が猛威を振るった」6）という．『エセル

パータの手』では，一旦去ったら最早や故郷には受け

いれられないということになったが，次作の『帰郷』

では，パリからクリムが出生地エグドンに帰って来た

り，彼の妻となる女性は彼の母とは生涯不倶戴天の仲

であることなど，作者ハーデイの私生活と作品の関係

には興味津々たるところがある．

この間，レズリ一・スティーヴンから『エセルパー

タ』以前の題材に返るよう勧められていたが，ハーデイ

は，最早や写実的田園小説家ではなくなっている．書

いていた初めの数章をスティーヴンに送ったものの，

あいまいな返事しか得られなかった．他の出版社に当

たっても，思うようにいかず，官頭のエクドン・ヒー

スの描写に難くせを付けられ，そこでも断られている．仕方

なく再度スティーヴンに依頼しでも，全部読んで、から

でない限り確答は致しかねる，初めの数章のユースタッ

シアとワイルデイヴとトマシンの間柄は，家庭雑誌

である『コーンヒル・マガジン』には相応しからぬ方

行に発展しかねないという理由で断られている．やっと

『ベルグレイヴィア』誌と，アメリカのわ、ーノfーズ・ニ

ュー ・マ ンスリ ー・マガジンJ にやっと発表の場を得

ている．これを機に，ハーディとスティーヴンの聞の

出版上の親交は途絶した．尤も，ハーデイと『コーン

ヒル・マガジン』の出版社との関係はなおしばらくは

続いている．

『エセルパータの手』以前の題材には帰らない

とはいっても，ハーディの作家としての関心がウェセ

ックスから離れていたわけではない． 同じ舞台でも，

従来よりもまして自分の思想，人生観をもっと織り込

めるような題材と，それに相応しい手法を模索してき

ていた．「ウェセックス労働者」を『エグザミナー』誌

に戴せたのもこの時期である．『帰郷』は1877年末に

は殆んど書き上げられていて，ハーディ夫妻は翌年三

月頃にはロンドン郊外のフッティングに三年間の借用

契約で家を借りている．ハーデイの創作活動に有理で

あり，一方，エマは，夫にロンドンに出て文学界でも

っと頭角を現わしてもらいたいし，自分も新進作家夫

人としてもっと満足できる役割りを果したかったのだ

という

『狂乱の群れをはなれて』の執筆は，物語の舞台と

なる所の近くに起居して行なわれた．「執筆の際，描かれ

る人達のなかに実際居あわせることは大きな利点であ

ります」とスティーヴンに書き送くっていた．小説は

写実的な手法で描かれ，意図した効果を得るのに成功

している．その『狂乱の群れをはなれて』の作風と全

く対照的なのが『帰郷』の小説作法である．『帰郷』は

既に見た通り，その殆んどがスターミンスター・ニュ

ー卜ンで書かれているが，ハーディの故郷土ボックハ

ンプトンから二十数粁の隔たりがある．エグドン・ヒ

ースの一隅に生を受け，以来四十歳になんなんとするま

で，馴れ親しんだ周囲の四季の移ろいや同郷の人々か

ら聞かされた数々の話の想い出と人生観を，彼の類いま

れな想像力で染めあげ，妖気のただようエグドン・ヒ

ースにまで昇華させるには，現地からこれだけの隔た

りが必要であったのであろう．スミス，エル夕、、ー出版社の

三冊本の初版のとぴらに，ハーデイ自筆のエグドン・

ヒースの仮想、の見取り図が載せられている．その南北

軸と東西軸とが逆になるほど故意に方角が入れ換えら

れているが， ドーチェスター周辺の田舎に精通した

人なら誰でも，ハーデイが求めた『帰郷」のいわゆる

る三一致のうちの場所の一致の舞台は，彼の郷里上ボ

ックハンプトンにすぐ隣接するところであり，作中のブル

ームズ・エンドの位置は，彼の生家の位置とほぼ一致

しているという 1)

『帰郷』が初めて月刊誌『ベルグラヴィア』に連載

中に，ユースタ ッシアの挿し絵（ 2月号）に釈然とし

なかったハーディは，挿し品会画家アーサー・ホプキン

ズに注意し「舞台はいくぶん辺郡なところで，あな

たには多分不当なほどやっかいであることでしょう．

－あなたの手引となるよう物語について，次のような

考えをお伝えしたらよいかと存じます一一トマシンは

ご推察の通り善良な女主人公で，結局紅殻屋と結婚し，

仕合わせに暮します．ユースタッシアは気まぐれで，

身をあやまる女主人公一一ヨーブライト夫人の息子ヨ

←ブライトと結婚し，不幸で＼死んで、しまいます．登

場人物は，重要度順からすれば， 1クリム・ヨーブラ

イト 2ユースタッシア 3トマシンと紅殻屋 4ワ

イルディヴ 5ヨーブライト夫人であります」81と説

明している．これからすると，作者ハーディ自身「帰

郷』の概括として，舞台の特異性が先ず彼の念頭にあ

ることを暗示している．更に連載二ヶ月目に既にトマ

シンと紅殻屋が結婚するいわゆる「後日物語」の構想

カf確定していたことになる．しかも印刷上の時間を考

慮にいれれば，作品の原稿の段階で「後日物語」は決

定稿となっていた筈で，作品の結末についての第三者

の要求というのは，実は専ら雑誌編集者側から出てい



180 「エセルパータの手』 『帰郷』

たことは明らかである．「登場人物は，重要度順から

すれば」表題からしでも，クリムが一等先で，次いで

ユースタッシアまでは衆目の一致するところであろう

が， r帰郷』が悲劇であるからには，心の葛藤の烈しさ，

熱情の振幅の大きさという点では，ヨーブライト夫人

が次に来て当然であるという印象を受けるが，この点

は読者次第という べきであろう ．従って，ここでも作

者自身の評言通り，先ず小説の舞台エグドン・ヒース

を検討し，次いでユースタ ッシアの人間像を浮き彫り

にしてみることにし，その舞台とユースタッシアとの

聞にパリから帰郷するクリム・ヨーブライトを位置づ

け，『帰郷』の特色を明らかにしてみたい．

『帰郷』といえば先ずエグドン・ヒースが副題にな

っていないのが不思議でトあるような印象を受ける ．こ

の小説は，いわゆる場所の一致の見事な効果が成功し

ている好例にちがいないが，それにはエグドン・ヒー

スという荒野の特異性が何にもまして与って力がある

というべきであろう．エグドン・ヒースとは一体何も

のか．『帰郷』を開けば，読者は先ずエグドン・ヒー

スの全景を知らされる．

十一月のある土曜日午後も黄昏時に近づき，エグド

ン・ヒースとして知られる広大無辺の荒野は刻々と赤

茶けた色彩を帯びていた．仰ぎ見れば，空を締め出す

白さ雲のうつろな広がりは，全ヒースの原を床とした

天幕のようであった．天には青白い遮幕が，地には

いと暗き草木が広がり，見はるかすかなたの地平の接

線はくっきりと画されていた. (p. 3) 

これが『帰郷」の書き出しである．この閉ざされた

エグドン・ヒースの世界には太陽時よりも一足先きに

聞が訪れる．天と地が出合うかなたの接線は，時間の

境界線であるばかりでなく，物的境界線でもあった．

ここエグドン・ヒースの本領は時黒の夜の世界でいか

んなく発揮される．その発端が他でもなく，黄昏で，

その時こそ「エグドンの荒地の偉大で独特な栄光が始

まり」，それに続く暗黒の時，「その時，そしてその時

にのみエグドンは自らの真の物語を告げる」（p.4）の

である．人は愁をおびた境地からよりも，むしろ絵

葉書にあるような華麗な美しさに不自然さを感じるも

のである． ところが「やつれたエグドンはもっと繊

細なまれに見る本能，もっと最近修得した情緒に訴え，

魅惑的とか優雅なと呼ばれる類いの美に感応する本能

に訴えるのではなしり（p. 5）「事実，この正統的美の

独専的支配は，その最後の段階に近づいていないか，

はなはだ疑問である…人の魂は，幼少であった人類

には嫌悪された一見陰欝さを帯びていた情景に次第に

密接に調和していると思えないだろうか」（p. 5) こ

の「やつれたエグドン」にも華美な装いをする季節がな

いではないが，それはただ夏酎の時のみである．ハー

デイがエグドンに賦与しているのは，一言で、いえば闇

にきらめく熱烈さであった．「熱烈さというものは光

輝によらずして，荘厳さによりしばしば達成されるも

のであり，この種の熱烈さは冬の闇，嵐，霧の聞にま

に到達されるものだった．その時エグドンは覚醒し，

相互作用的態度をと ったのだ．というのもエグドンは，

嵐が恋人であり，風が友であった．かかる時にはエグ

ドンは不思議な夢幻の棲家となり，真夜中に見る逃走

と惨事の夢の中で，おぼろに我々を取巻くかと思われ

る暗い荒地の原型であるのに，これまで定かには認識

されずにいたのだ．そしてその荒野たるや，夢が醒め

れば思いもかけず，このような光景に出会ってやっと

よみがえるのだ」（p. 5) 

ハーディはこの小説で，夢の中で垣間見る「これま

で定かには認識されずにいた」「暗い荒野の原型」を

エグドン・ヒースという形で造形し，それを彼が洞察する

あらゆる生あるものに宿る暗い熱情，心の暗い奥処でう

ごめく熱情で染めあげている．彼が捉えたこの新しい視

角に、ハーディの想像力のみずみずしさを感取できる．

閣に「エグドンが覚醒し，相互作用」が始まれば，エ

グドンに住む人々はこれに感応し，「真夜中に見る逃

走と惨事」があり，花の都ノfリの虚飾をかなぐり拾て，

「やつれたエグドン」の懐に抱かれ，ま っとうな生き

方を摸索しようという衝動にかりたてるのもこの熱情

である．見事に育てあげた息子にも，息子を奪った嫁

にも裏切られ，茜空に飛ぶ鳥の静誼さにひたすら憧れ

る熱情も，すべてこのエグドンの荒野の暗い熱情の流

露であり，エグドンこそ全ての生命の根源であった．

古色蒼然としたエグドン ・ヒースの隅々までハーデイ

の近代の眼光が貫き通っている．そして現代に住む読

者にも，心の片隅にしっかり捕えて留めておかねば生

きて行けない何ものかを提示しようと努めている．そ

れがエグドン・ヒースである．まだj忍めている人はf墓
かであれ，ハーデイには「荒野や海や山の純化され

た崇高さが人類の更なる思考派の心情とぴったり一致

している自然は他にない．そのような時代が迫ってい

るように思われる」 (p. 5）のであった．ここエグド

ン・ヒースは難行苦行の行者なら散策する生得権を有

するところで、ある．

「文明はエグドンの敵であった．草木の茂る開閥以

来のその土壌は，いつも同じ古色蒼然たる焦茶色の服

をまとい，特別仕立ての天然不変の服装をしていたの

だ…その神さびたー帳羅には，人の衣服の虚栄を榔

拾する一脈の風刺が宿っていた」（p. 6）それでも，
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「周囲すべてが，有史以前の太古から，頭上の星の如

く不変のままであったと知れば，変化に漂よい，抑え

難い「新しさ』に悩まされる人の心に均衡を与えてく

れた」（pp.6-7）のだ．天然の産物のように風化さ

れてしまった，古代ローマ人が残した道路の遺跡と，

更に古い古代人が残した彼等の霊の眠る塚以外には，

鶴噴や鍬でできたものは何も見当らない．エグドンは

人為的に手を加えることができない不滅の生命力を持

ち，開墾しでもまたすぐに野性に戻ってしまうところ

である．更に強調しておくべきことは，小説の官頭に

返れば，黄昏時である今、エグドンは「人間性と全く

一致している場所である．ぞっとするのでもなく，憎

しみもなく，醜くもなかった．人間同様はずかしめら

れ，耐え忍んでいた…永らく離れて住んで、いた人同

様，孤独な長い顔を持ち，悲劇的な可能性を暗示して

いた」（p. 6) 

英文学でヒースを背景にした主要作品に，シェクスピ

アの『リア王』とエミリ・ブロンテの『嵐が丘』があ

る．前者については，『帰郷』の序文で「あの伝説の

ウェセックス王一一リアのヒースが」（p. v）エグド

ンのどこかにあったとハーディは感慨にふけっている

が， M. ミルゲイ卜の評言に従えば，『リア王』より

「もっと密接な類似は多分『嵐が丘』であろう．しか

し，エミリ・ブロンテの小説の荒野は，確かに同じく

らい如実に描写されているが，生気のない場所程度で

とどまっている．障害や問題を与え，登場人物は荒野

と親和感を持っているか，いないか，のどちらかであろ

うが，それでも，そのようなローマン的作品において

も，荒野はエグドン・ヒースに見られる神人同形同類

説の精巧さは賦与されていない」9)

『帰郷』のエグドン・ヒースが神格化されているの

ではなく，太古から「人間同様はずかしめられ，耐え

忍んで、いた」のが「宇目E作用」として，そこに住む人

々の喜怒哀楽と響き合うのである．

『帰郷』は登場人物の人間関係からみても，ハーデ

ィの長編小説の中では特異な存在である．彼の最後の

小説『日陰者ジュード」に類例が見い出されるのみで

あるが，『帰郷」の主要人物達はすべて，家庭的にも

社会的にも，心の通った共通の生活領域はすべて破壊

されている．逆に，無学で、素朴な村人達はエグドンを自

分達の共同生活体のよりどころであると信じて疑わず，

自足した生活を営んでいる．「後日物語」でのベンとト

マシンの結婚にしても 片思いの恋が予期せぬ悲劇の

結果，期せずして実現しただけのことである．物語の

初めから各人各様に内心自我の同一性を求めて，必死に

動き回るが，自己の願望の成就を期してという共通項

はあっても，またその願望がいかに身を焦がすほどの

ものであっても，意思の疏通は個人の内部から外部に

向って求められれば，必ず他者の願望と激突し，相容

れられることがない．他者に対する調和の願いは，ヒ

ースに固まれて住む人々のエグドンに求める調和の願

い同様ことごとく疎外されてしまう．エグドン・ヒー

スに対しては，自我を放棄し，エグドン固有の条件に

従うものはそれなりに容れられるのであるが，これら

主要人物達は，他者に対しては，たとえわが身を亡ぼす

ことになっても，決して屈しようとしない．物語の発

展と共に，一見愛他精神の発露が表面化してくるクリ

ムの性格にしても，無学な村人達に働きかけ，教化し

ようというだけで，同じ階層にある者同士の意思の疏

通を図ることなど夢想だにしていない．

「窮余の策』ではオウエンとシシリアの兄妹の聞には

緊密な信頼関係があり，オウエンの同僚で，シシリア

の恋人エドワードが誤解から一時疎遠になるが，結局

彼女の支えとなり，人間愛は貫かれ，なお一層強化さ

れていた．それぞれの聞を取り結ぶ共通感覚カ守字在し，

依りどころとなり，生活の目に見えぬ規範として作動

していた．次いで『緑樹の陰で、』においては，家庭的

にはデューイ一家が，社会的にはメルストック聖歌隊

が，生活共同体の人心を一つに結び付ける人間の紳と

して肯定的に働く機能を持っていた．ここでも伝統的

な共通感覚が生きていて，逸脱した言動は，その感覚で

制御され，平衡感覚を回復させることが可能であっ

た．『青い眼』をみても，スティーヴンとその両親の

聞には，子供が親の身分を公表できない事情はあって

も，親密に信頼し合う温かみを欠くことはなかった．

一方，エルフライドと父の牧師の関係も，スティーヴ

ン一家とは違った次元で，それなりの常識が生きてい

た．この常識故に娘とステーヴンの聞は断たれたのであっ

たが，社会生活をその領域内に繋ぎとめておく自律

的規制力を発揮していた．『狂乱の群れをはなれて』

になると，農耕牧畜を主産業とする自足的農村で，伝

統的な職業上の知識と実践のみならず，生活全般にわ

たる人間味豊かな，人格者として，農夫オークが采配

を振るっていた．これを家長政体と呼ぶとすれば，『エ

セルパータの手』は女家長制の典型としてチッカレル

一家は描かれている．一家の危機存亡に臨んでは，た

といイデオロギーの相違はあれども，親兄弟のために

は苦労をいとわず協力し合い，あるいは批判し合い

いわゆる暮らしの知恵が勝利をおさめている風刺小説

であった．『帰郷』では事情が全く一変している．主

要人物達はすべて自分のアイデンティテイのみを護持

しようと必死になっている

エグドンの広大無辺のヒースの原の中央上方に小高

く準えている突起状の塚があった．古代ケルト民族を
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葬る塚で，「雨塚」と呼ばれている．毎年十一月五日

の夜，村人達が集まり，簿り火をたく祭が催される習

慣であった．物語の始まるのが丁度その祭の夕方で，

瞳をこらせば，黄昏の塚の項きから，更に一点黒い姿

がたたずんでいるのが目にとまった．この塚はエグド

ン・ヒースの世界の極軸を形成し，その軸の先端にこ

の黒い姿を戴き，一幅の山水に画龍点晴を施している

ところであった．黒点はエクドンの不動の全構築物の

有機的な一部を形成しているので，動けば異様な現象

が出現するのである．エグドン・ヒースの存在原理と

そこに住む者の呼吸がぴったり一致している限り，そ

れだけ安定した有機的な調和感，一体感が相乗効果を

発揮するような造形法がとられている．「その人影も一

部を形成している全統一体の主な特質は不動というこ

とであるが故，そのどの部分であれ不動が崩れれば，混

乱を暗示していた」（p.14）それでもやはりその不動

は崩れたのであった．この「混舌L」は静から動に移行

することというより，むしろヒースの世界の悲劇的「混

乱を暗示している」ように思われる．人影がエグドン

の「有機的な一部を形成し」というのは、エグドンに

「有機的」に繋がれていることであり，運動，つまり

移動は「有機的な調和」を断ち切ることになる．エ

グドン・ヒースに繋がれて生きて行くように宿命づけ

られているものが，そこから脱出を図ったり，あるい

は脱出に成功したかに見えたものの，程なくして，エ

グドンのよさに惹かれ，立ち帰ろうとしても，最早や

「有機的」な繋がりはそこに発見できなくな っている．

『エセルパータの手』において，ウェセックスの郷里

をあとに，一家こぞってロンドンに出，故郷ウェセ ッ

クスに憧れ，帰心矢の如くなったとき，母親が， 一

旦住み馴れた土地を見捨てたからには，最早や元通り

には迎え入れられませんと説いたのと同工異曲である．こ

の「混乱の暗示」は，ハーディ特有の象徴主義的手法

で，彼が登場させる人物の窮極的結末が物語の記述の

上に影を落とすことになっている．従ってそこで「混

乱」が切迫しているわけではない．

漆黒の夜空を背景にしたこのシルエットの主は，意外

にも女性で，物語の女主人公ユースタッシアであった

が，例の韓火をたくために登って来た村人達にそ っと

場所をゆず、ったにすぎない．むしろ「；昆舌L」を避けた

のである．審火はここだけでなく，この先祖供養の火

は，エクドンのヒースの閣を貫いて，各所に煉原の火

のように真紅に燃えあがった．

しかしこの審火は，エグドンに住む人達の祖先への

敬慶な心の表われというよりも，むしろ自然の猛威に

対する反抗心の現われであったといえるであろう

更に火を焚くことは，冬ともなり，自然の隅々まで

晩鐘がなりひびくとき，人間の本能的な反抗的行為で

ある．それは，この季節が，険悪な時，寒い闇，不幸

と死を持ち来たれという定めに逆らう自ずからなる

プロメテウス的反逆を示している．暗黒の混沌が来

れば，大地に鎖で縛られた神々は「光あれ」と叫ぶ．

(p. 17) 

古典主義的観点からみれば，ここにはヘレニズムと

ヘブライズムが混在している．しかしヘブライズムは

旧訳聖書「創世記」の「混沌」および「光あれ」を暗

示しているのであって，元来ギリシャ神話のプロメテ

ウスは，土と水で人聞を創造し，天から火を盗んで、

与えたため，ゼウス神の怒りにあい，コーカサスの岩

山に鎖でしばられ，ハゲタカに肝臓を食われた，とい

うもので，ここで光を求めるのもヘブライズムの一神

教の神ではなく，ギリシヤ神話にみられるような複数

の神々である．エグドン・ヒースの神々一一無学で、純

朴なヒースの住民達が真の実生活者だとすれば，主要

人物達は神話的存在である一ーは，各人が自分の中に

宿る自我を救わんがため「プロメテウス的反逆」を敢行

するのである．自我を救わんがため，というより，各

人が自分の心の奥で求めているのが何であるか，光を

求め，照らし出そうとしているのであって，自分の殻

の中に閉ぢこもっているだけである．「不幸と死を持

ち来たれという定めに逆らう」には，鎖で繋がれてい

る人々に自分の内なる火を与えてやることが，ひいて

は自分自身の鎖を解くことになるとは思い至らないで

いるようで、ある

ユースタッシア・ヴァイもその夜自分の住居の傍らで

一際大きな簿火をたいていた．「彼女の中の悲しく抑

圧された情熱」を解放するため，彼女の「くすぶって

いる返逆心」（p.77）がそうさせたのである．ユース

タッシアは「異教神の素材」を備えているが，それ故

に「見事に伸びた肢体で，やや厚ぼったい肉付であ

る」のに，「典型的な一人の女」にはそ ぐわないが「典

型的な女神にふさわしい情熱と天性」（p.75）の特

主である．「夜の女王」と呼ばれ，黒い髪には先端まで

神経が走り，異教的な黒い瞳の女である．「男や女の

魂が可視的実在であるならば，彼女の魂の色は炎のよ

うに真赤で黒い瞳からその炎の色が輝き出していた」

(p. 76）ハーデイは，この官能的な「見事に伸びた肢

体で，やや厚ぼったい肉付」の娘を「異教的な女神」に

祭り上げずには，当時では小説の女主人公として登場

させることができなかったのではなかろうか．ユースタ

ッシアの女神化は，現実のユースタ ッシアを躍動させ

るための一種の隠蓑であるようにも思われる．彼女の女
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神ぶりは，例えば，ヒースの住民達の聞で悪評を蒙る

ような「そんな不慮の禍いは，下着を脱いだ女神のよ

うに，何の気兼ねもしなかった」彼女を自由奔放な女

性に描くには，断り書きも必要と思われたようである

社会的倫理に関する限り，ユースタ ッシアは未開人

の状態に近づいていた．尤も，情緒の点では，たえず

享楽主義者であったのだ．彼女は秘かに官能の奥処に

まで達していたが，それでも因襲の聞は殆んどまたい

でいなかった（p.109) 

しかし，このからくりはやがて見破られている．二

十世紀の代表的作家の一人， D.H. ロー レンスはハー

デイ文学のすぐ延長線上にいる作家であるが，ユース

タッシアを評して次のように述べている．

ユースタ ッシアは，黒ずんだ，野性的で，自分の欲望を

十分意識していて，そのような自分の欲望を恥に思わせる

ような伝統は，小説によくあるようなイタリア出身のため，

受け継いでいない．先ず，浮気なワイルディヴを愛するが，

満足で、きず，彼を捨て，帰ったばかりのクリムに走り，彼

と結婚する．彼女は自分で何を欲しているか知らないが，

何らかの形の自己実現であるのは明白である．自分自身

になり，自己を成就したがっている．しかし方法は，どの

ような手段を構ずべきか知らぬ．それでパリだ，上流

社交界だとロマ ンティックに想像する．あたかもそん

なことで，自分の不満足に耐えるかのように川．

ローレンスは，更に言葉を続け，「ユースタッシア

は，因襲の坪外に出るので死ななければならないのだ」

ユースタッ シアには半分はギリ シヤ人（Corfu）の血が流

れていた．ギリシヤ出身の父はパドマス（ウェイマス）で軍

楽隊長をしていた頃，名門の出であるヴァイ大佐の娘

と結婚し，出来た子供がユースタ ッシアであった ．そ

の海に臨む歓楽の町で教育を受け，両親を失い，祖父

に連れられてエグドン住まいとなった．彼女に宿る異

教的精神は，知性も感性も自由に発揮し，美の追求に

燃える生活感情を極限まで享受しなければおさまらな

い．彼女には，エグドン・ヒースは「冥界」に他なら

ず，「エグドンの暗い色調をたっぷり吸い込んでいた

が，それでもこれまで，心の内では永遠にそれと融和

することはなかった」 （p.77）「ヒースは憎く」「ヒー

スはあたしの十字架であたしを殺すことになるでしょ

う」（p.98）とヒースを呪う ．そのため「くすぶって

いる反逆心」を隠すこともできないのである．彼女には窮

極的には，エグドン・ヒースは「自然」そのものであった．

クリムから学校の高等科の手伝いを依頼されたとき，

あまり乗気でなく，「村の人達にあまり愛情は抱いて

おりません．全く憎らしいときもあります」と答え，

それなら，人を生みだしたものをも憎むべきだと畳み

掛けられると，「『自然』のことなの，『自然』ならもう

ちゃんと憎んでおりますわ」（p.219）と平然と反駁し

ている．無柳を慰めるため近くに住む， 卜マシ ンの婚

約者で土木技師のワイルデイヴと逢瀬をたのしんでい

たが，「もっとましな対象が居ないため」（p.81) にす

ぎない．少女時代を過したパドマスの華かさが彼女の

夢想のなかで無意識に最大限に増幅，美化され，世間

の中でも，花の都パリが至福のシンボルとしてたえず

彼女の脳裡に明滅している ．ただそれだけの絵空事に

すぎず，－＿§＿都会に出たら，どんな生活を望んで、いる

のか，自分の生活設計をたてるだけの意欲は全々持た

ないのである．しかし 彼女の幻想は純粋な幻想、であ

るが故に，破局を迎えるまで，いかなる障害にも決然

と立ち向かう強靭な精神力を養ってくれている．そこ

に一種無垢な魅力もある ．彼女の魂が可視的であれば

「炎のように真赤」であるように，肉体的にも「笑っ

て唇を開けば，太陽が彼女の口の中に，チューリップ

の中に差すように差し込み，同じ紅蓮の炎に染め」

(p. 104）「先端まで、神経が走っている彼女の房々した

黒髪は」エグドンの垂れ下ったえにしだでなでられる

と快感を覚え，引き返してまたなで直し，夜畳かまわ

ずヒースの原を歩き廻る孤高の女である ．エグドンに

住んで、いてこそこの自由奔放さが横溢していると思わ

れるが，彼女の出〈とゆ〉エグドンの願望は膨らむば

かりである ．「ああ，もしあたしが，貴婦人らしく華

やかな都会に住み，わが道を歩き，自分のしたいこと

ができるならば，あたしの人生の織の寄った半分はく

れてあげるわ」（p.108）とうそぶくところへ，クリム

がパリから帰って来る ．生涯故郷のエグドンで暮らす

計画であるのは知りながら，ユースタ ッシアは，パリ

に住んだ人が，こんな荒野に永く残れるはずがなく，

すぐまた戻ると判断し，彼の噂を問いただけで彼を「一

種の黄金の後光の輪で包」（p.301）んでしまう．クリ

ムの家柄からみても遜色なしと思ったからである．情

熱に燃えていても，平凡な結婚は望んでいなかった．

しかしユースタッシアは，自分の地位の方がヨーブラ

イト家より一段高い階層と信じ，クリムさえ獲得すれ

ばよく，彼の母に追従するなど思いもよらず，意見が

合わねば自分の方から高飛車に，威圧的態度を示して

いる．

クリムは地に足の付いた生活をしたいため，パリか

ら帰って来たのに，ユースタッシアは「女神の素材」

だけあって，地道な生活をすることがどんなことか，

その実態を知らない．彼は，母から彼女との結婚の同
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意が得られないと分ると，ユースタッシアからの要求

を待たずに，親子は喧嘩分れどころか絶縁状態で別

居してしまう．実家から三マイル隔れた「小さい人里

離れた，窓は板でふさいだ家」（p.246）で二人の結婚

生活は始まるが，彼との結婚生活ならば，生活の手段

は選ばない献身的な恋愛は当事者は感じていない．ク

リムは，醒めての分別で「これ程あわてて結婚しなく

とも」（p.245）と反省はしたが，もうヲ｜き返せなくな

って川た．「雨塚」の奥のミス卜オーヴア台地に居住

し，パリに憧れ，「狂うほど愛されたい」（p.79）とい

う欲望て＼心をむしばむ孤独感を退ぞけ，暗黒の夜空

を背にし，望遠鏡片手に，エグドン・ヒースに君臨

しておれた 「夜の女王」では最早なくなった．下界の

オルドウッドに降臨し，ヒース生まれのクリムと結婚

生活を始めるやいなや，降嫁した「ユースタッシアは

最早や女神ではなく，ただの女であった」（p.245）ク

リムの母が和解の目的で彼等夫妻を訪れたとき，母が

戸口まで来ているのを知りながら，故意に招き入れな

かった廉で，過激な非難にさらされることになる．彼

女は，逆境に陥り，孤立無援でありながら，凡俗に堕

することなく，「現在を楽しめという金言」（p.242) 

にそむかず，生命の充実を求め続け，「結婚の泥沼で

・・あたしをこんな小屋に入れ，あたしを作男のおか

みさんみたいにしてしまって」（p.389）と抗議し，た

まらず，ミストオーヴアの祖父のもとに舞い戻る．ハー

ディが先に，「その人影が一部を形成している主な特

質…不動」が崩れるところで暗示していた「混舌L」

は，この降嫁，移住に露頭しているといえば，こじつ

けに過ぎるであろうか．人間は生きている限り動かざ

るをえないが「不動が崩れる」とは，例えば，このよ

うなことではあるまいか．ミストオーヴアでは，結婚

前の審火の夜「雨塚」の上に陀立していた彼女の姿は，

一年後の審火の夜には発見できず，孤独と屈辱に耐えき

れず，翌晩は降りしきる雨の中に件立していた．いよ

いよ出エグドンの瀬戸際で，ワイルデイヴを呼び寄せた

ものの，彼に我とわが身を委ねる疋けの器を認めず，

旅費の持ち合わせも乏しく、雨の中をさまよううち，今

まではエグドン・ヒースのみが自分の「卒獄」だと思

っていたのが，今ではエグドンは即ち現世のことだと

いう認識に達している．救助隊から遺体が水死体とな

って発見された．ハーディは明言していないが，入水

したものと思われる．

クリム・ヨーブライトカ仁クリスマスは母親と一緒に

暮らすため，パリから帰省する知らせが伝わると，エ

グドン・ヒースは彼の噂ぱなしで，お国の一大事とい

わんばかりであった．パリとは王様の首がはねられた

所で，彼はダイヤモンド商の支配人として大成し，た

っぷり金儲けしているとか，本を沢山読んで変ちくり

んな考え方をしている，早くから学校に出されたから

で，この頃は，やたらと学校にやるから，門柱も戸口

も落書きだらけで，前はそうでなかったのに，今では

女達は恥しい思いをせずには通れない．田舎では読み

書きなんか習わず，ずっとましだった，というのであ

る．話の落ち付くところは，ヴァイ船長の孫娘ユース

タッシアも学問があり，家柄もよし，クリム様とお似

合の仲になるだろうというのである．老船長は，あん

な学問なんかしなかったら娘のためになったろうにという

一一これがクリムをエグドンに迎え入れるためのハー

ディの前準備である．海外で活躍し成功した同郷の人

を迎えるには，妬みがましさがないかわり，総じて，

他所者に対するような冷淡さを示している． (pp. 125 

-6) 

クリムは，現代風にいえば，脱サラ， Uターンの草

分けである．彼とユースタッシアでは，エグドン・ヒー

スに対する態度は，全く相反していた．「ヒースに対

してユースタッシアが感じている様々の憎悪を取り出

し，それを愛情に変えれば，クリムの心情」（p.205) 

となる．彼はエグドンに惹かれて帰国したのであった

が，三点だけ彼女と共通した点をハーデイから与えられ

ている．一つは既に明らかなように，二人とも教育を

受けた人である．次いで，彼等二人は，教育があるが

故に，外界と必ずしも調和できず，意気消沈すること

があり，今一つの共通点として，二人とも神格化され

ていることがあげられる．クリムは自分の家で行われ

た恒例の無言劇に男装の女性がいるのに気付き，理由

を尋ねると「意気消沈から抜け出すため」と答えてい

る．パリに居た留守中に引越して来ている女性で，

彼には未知の「教養のある女」であることが話かけて

判明する．一方「トルコ騎士」の仮面を通してユース

タッシアが見たパリ帰りの青年クリムの「表情は，孤

立した様子であったが，それだけではなかった．明敏

な人にあることても，空蝉の体に不面目にも鎖で縛り付

げられている神性が一条の光線のように彼から輝き出

ていた」（p.162）ここに「異教神の素材」としての「女

神」とクリムの「空蝉の体に不面目にも鎖で縛り付け

られている神性」の一対の照応が存在しているのが

明らかである．仮面を通して見る限りでは「彼の表情

は外部からの意気消沈と対抗し，まだうまく行ってい

ないが，戦っている生来の快活さであった」（p.162) 

ユースタッシアも「生活の意気消沈」「外界からの意

気消沈」と戦かい，抜け出そうとしての出会いであっ

た．ユースタ ッシアの 「生活」とはエグドン・ヒース

であり，それは結局現世のことであった．彼女の悲願

の都パリは，内なる心の生の欲望を満足させるため，
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光を与えてくれそうに思えた幻想に他ならなかった．

そしてその幻想をパリ帰りの，自分の背丈に合うと

みえたクリムの上に投影し，実像を得ょうとむなしく

あがいたのである．

クリムの「神性」はなぜ彼の「空蝉の体に不面目に

も鎖で縛り付けられて」いるのか，誰に光を与えよう

として「プロメテウス的反逆」を行なったのか，ユー

スタッシアと結婚し，数週間後には彼女は「蛮人の残

酷さにも限度があるものを…こんな仕打ちをされ続ける

のは非人間的」（p.390）だといって，出て行こうとするカ1

彼女の手が凄えて帽子の紐が結べなかったとき，クリム

が，彼女に魅せられないよう顔をそむけて結んでやっ

たが，彼の眼は彼女を越えて何を見たのだろうか．彼

は帰ると間もなく近在の村人達に帰郷に当つての彼の

心境を語りだす．よそに出て，上手に商業を営み，立

派に立身出世した人が，大きな荷箱を二箱も持ち帰り，

一向戻って行こうとしないのを住民達がいぶかりだし

たからである．

僕が初めて家を出たのは，こんなエグドンなんぞあ

くせくする｛直nちはないと思っていたからだよ．ここ

の生活は卑しむべきものだと思っていたのだ．

村人達も同感し，パリなんか魅力があるなあ，など

というと，クリムは抗議するかのようにいった．

だが誤解しないでくれよ．悶風には気がめいったよ．

でも次に僕が気がめいると思ったほどのことではない

よ．つまりね，僕の仕事は男がやる仕事のうちでは一

番無用のもので，一番見掛け倒しで，一番女々しい仕

事なのだ．そんなわけで決心がついたのだ．そんな仕

事はやめてしまって，僕が一番よく知っていて一番お

役に立ってあげられる人達の中で，何か道理にかなっ

た職にっこうというのだ．僕は帰ってきたんだよ．こ

んな風に計画を実行したいのだ．できるだけエグドン

に近いところで学校をやるのだ．ここから歩いて行っ

て母の家で夜学を受けられるようにするのだ．でも正

式に資格を取るまで，先ず少し勉強しな くてはならな

いよ.(pp. 201-2) 

言っていることは立派だけれども，二三週間で見方

が変るとか「自分の仕事に精出したがましだと思うぜ」

という反応が村人から帰ってくる．クリムが母にパリ

からヲ｜き揚げて来たと打明けたのはそれからのことで

ある．彼のこの学校教育計画で，ユースタッシアに教

師として手伝ってもらいたいという理由から彼のユース

タッシアへの傾斜は始まっている．息子の方向転換が

非常識で、あり ，しかも助手にユースタ ッシアを望むの

は，彼女の人となりを知っている母親からすれば，ど

ちらにも賛成できなかった．

前作『エセルパータの手』では，女主人公は，ウェ

セックスを去り，ロンドンに出るには，自分を高める

という野心は心に秘めていても，一家を扶養するため

という大義名分があった．『帰郷』では，主人公クリ

ムは，よそで実力を発揮するため，エグドンの「生活

は卑しむべきもの」として，出郷していたことは，クリ

ムを，ひいては『帰郷』を評価する場合忘れてならな

い事実である．クリムにいわせれば，若気の過ちとい

った気持ちで帰って来たのである．この脱サラの草分

けは，資格も持たずに教育家になる志を抱いて帰って

きた．エセルパータは，ウェセックスに帰り，教師に

なろうと計画をめぐらしたときは，助手にしようと妹

に正規の資格を取らさせることも忘れなかったし，『日

陰者ジュード』でも，シューは助教師になるが，視学

官の不意の訪問で気を失ない，のちには女子師範に入

学している．クリムは，初めはユースタッシアに「高

等科」を受け持たせるつもりであったが次第に後退し，

遂にはパドマスの学校の寮母にしようという計画となり，

彼は自分では勉強しでも，彼女には助教師になる準備

は全々要求していない．それでも彼の母を含め対外的

には，彼が学校を営むならば「私の手助けとして教養

のある人は評価できないほど貴重で、す」（p.227）と強

調する．しかし内心では「彼のこの目的〔教育事業〕

が自分のユースタッシアへの愛着には知何に影響を与え

ていないか」（p.237）母がヨ里解さえしてくれたら，万

事うまく行くのだがと思っている ．これで彼の教育計

画上でのユースタッ シアの位置づけがどのへんにあるか

明らかである

この帰郷所信表明の章題は『わが心われにとりて王

固なり』（p.197）となっている．ハーディは，クリム

の顔に「典型的な未来の表情」を託し，更に，「人生は

耐え忍ぶべきものであるという人生観は，初期の文明

にあれほど強烈であっえ生存の喜び、に取って代り，先

進諸民族の体質に結局は吸収されるに違いないので，

かかる人生観の顔の表情が，芸術の新軌軸として受け

入れられることになろう」（p.197）とし寸人生観を，ユース

タッシアの性格描写で明らかとなったヘレニズムと対照

化しようと試みている．古代ギリシヤで美少年が美の

象徴であったのが，現代人には訴えなくなって来たの

と同様で、ある．「永く続いた幻滅的な数々の世紀がヘ

レニズム的人生観と永遠に取って代った」（p.197）の

だという． この文脈で，『帰郷』の主人公クリムの

顔が「思想、は肉体の病気である」（p.162）ことを示し， ヘレ

ニズムと対置されていることが分かる．換言すればユー
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スタッシアとクリムの関係がヘレニズムとヘブライズ

ムとの関係に対置されている．当然の帰結として，ヘ

レニズムを背負わされているユースタッシアが作品の

中で亡び，クリムが生き残るということにならないか

今，ヘブライズムの定義をM. アーノルドに求むれば，

その神髄は「自己克服，献身， 自己の意志ではな

く神の意志に従うこと」 11）であるが，この三徳目のうち，

クリムは前二者はほぼ満足させているにしても彼が従

っているのは直接神の意志ではなく，いわばエグドン

の意志であった．クリムこそエグドンの申し子である

「もしヒースをよく知っているものがいれば，それは

クリムであった．彼にはヒースの景色，本質，芳香が

しみ入んでいた．彼はエグドンが産んだといってよか

ろう」（p.205）それ故に彼：には『わが心われにとりで

天固なり』と異教的境地が開けているのである．しか

し，同時に，彼の自惚れもそこに端を発している．彼

はパリに滞在中熱心に勉強し「当代の中心的都市の思

想家達と肩を並べるほど進歩的であった」（p.203）とい

うが，それ以上のデーテェルは与えられていない．い

ずれにせよ，彼はパリで修得した「倫理学大系」で「一

番よく知っている人達」のために「富よりもむしろ知

恵をもたらす知識」（p.203）を与えようと思っている．

しかるに彼自身には『わが心』こそイ也にかけがえのな

い『王国』だといいながら，つまり各々自分の心こそ

至高のものであるはずなのに「彼は階級を犠牲にして

個人を高めるよりむしろ，個人を犠牲にして階級を高

めようと願っていた」（p.203）しかもハーディ自身こ

の点の飛躍を認め，「牧歌的な生活から知的な生活に

移行する場合，中間的な段階が少くとも二段階，ある

いはもっと多くあるのだが，その一つは世俗的な立身

出世となるのはほほ定石である」（p.203）彼はこの中間段

階を無視し，木樵や百姓に，実情を無視して「賛沢よりも

教養」を，と短絡したいびつな倫理観を押し付けようと

したのである．衣食足りずとも礼節を知れということ

になろうか．更に，ハーディは「調和のとれた精神な

らば，ヨーブライトは，自分の同胞を利するに自分の

仕事を投げ出すような馬鹿げたことはしなかったであ

ろう」（p.205）ともいう．

クリムの母は彼が自分に無断でパリから帰って来て

「貧乏で、無学な者達に他の誰も教えないようなことを

教えようとしている」（p.206）のを知り，何を今更と反

駁するが，大方の世の親も同様で、あろう．息子は一時

は母親の説得にあい，後退しかけるが，所信を堅持す

る．『帰郷』の悲劇の発端となるのだが，親の「立派

な行ないをする」（p.208）というのは，彼の場合，今

はもうここまで来ているのだから「富に向って真すぐ

進む」（p.206）ことであったが，クリムの真撃さに動

かされ，彼が先生になることは認めるが「立派な先生と

して成功し出世」（p.222）してくれることであるのに，

一方，クリムは「立派な行ないをするというのはどん

なことか」と反論する．その点にも二人の聞には大きな意

識のずれがある．彼は「青年の教育をただ単なる社会

的な栄達の手段」にする意図は全々持っていなかった．

しかしこの意識のずれが単独で、悲劇を呼んだのではな

い．問題は，先に見たように，教養のある助手が彼の

教育計画に必要といってユースタッシアと結婚したこと

である．彼女が「子供たちに教えるのは好きなタイプ

の人…とは全くかけ離れた」 （p.211-2）人であるの

は，彼も聞いていた．人伝てに聞いたばかりでなく，

直接彼女からも聞いていた．村人達のためになるから

学校を手伝う意志はないかと尋ねると，彼女は「あま

り気が向かないわ．あたし村の人達にあまり愛情は抱

いていないのよ．とつても

(p. 219）ここで、，ユ一ス夕ツシアが，クリムの計画

をエグドン脱出の飛石にしようとする動きを察知し，

彼にもそのような経験があるが，「大都会に五年間も

暮らせば，そんな欲望はさめてしまう」（p.220）とい

って取り合わず，むしろ彼の計画は，美くしい女性

がからんで美化されてくる．親は彼女さえいなかった

ら，息子の意図は計画倒れになるのだが，と悔むこと

しきりである．

脱サラの草分けクリムがたどった教育計画は，先ず

「最下級生に直接自分で初等教育」を施こすことであ

った ．ここでいう「初等教育」とは，『ェセルパータ

の手』にならえば，エメリンがそうであったように，

「大文字や小文字の字の先生」（p.138）の仕事で，読

み書きを寺小屋式に教えることである．それから，母

の意見に迎合するかのように，「農民の子供のための

立派な私立学校を設立し，学校は続けながら試験には

受かるようにし」 「ユー スタッシアは寄宿学校の立派な

寮母」に希望している．更に，「将来は州屈指の学校

長になる」（p.227）と抱負はふくらみ，母が，二人が

婚約したのを知り，絶望して，結婚しでもパリには帰

らないのか，妻はどうするのかと詰め寄られ，「パドマ

スで学校を営む」（p.238）と変更している．ユース

タッシアの悲願と彼の計画を折半し，筋を通すため

「パドマスで学校を」という代案と相成った．第三者

の証言では，パドマスには先生がわんさといて，そん

なことはできるはずがない．エグドン・ヒースから二

十数粁離れたところである．業をにやしたクリムは，

伝家の宝万を抜き「自分のために何が一番よいか分か

る年齢で、す」（p.240）と主張して，一方的に独立宣言

を述べ，親は，誰でも同じであるが，「あんたは，あ

たしを，孤独な女を，ただ悲しませに帰って来て，あ
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たしの命を手宿めようというのか」（p.241）と，むなし

く抗議するよりほかない．それでも，ユースタッシア

と結婚後過度の読書で失明寸前に陥った時でも彼の方

針は堅持し「寺小屋式の夜間学校を開く 」（p.294）と計

画は変更されている ．クリムが最も恐れていたユース

タッシアと彼の母との聞に，紅殻屋ヴェンの感違いで，

激突があり，以後の和解を不可能にし，和解を求めた

母は命を失ない，彼の教育計画は悲劇の嵐がおさまる

まで棚ざらしになる．その嵐が過ぎた「後日物語」で

は，彼はこれまで固執した教育事業計画は放棄し，母

と妻の霊を慰める外は「彼の渇望を満足させてくれそ

うな唯一の天職，巡回説教師」（p.466) になる準備

に精を出す．結末では，かつてユースタッシアが閣を

背にして立っていた 「雨塚」でばかりでなく，ウェセ

ックスの近辺の町や村でも， 「道徳的に非難の余地の

ない題目」を講演して回っている．聴衆には信ずる者

もいれば，信じないものもおり，語り口が平凡だとか，

神学教養不足に不平をこぼすものもいたという ．眼が

不自由だから説教師に適役だともいった．「でも，彼の

履歴が一般に知られているので，何処ででも親切に迎

えられた」（p.482) 

しかし，彼のこの教師になる計画，説教師になるま

での愛他的考え方が，小説の中で特に印象的であると

すれば，それは彼の愛他性そのものにあるのではなく，

エグド ンと彼との照応を通して初めて生じてくると思

われる．『帰郷』という小説で，失明とは何を意味す

るのであろうか．この問題を解く鍵は，第一編第一章

のあのエグドン・ヒースの序曲の中にある ．即ち，エ

グドン・ヒースの本領は暗黒の世界に存していた．そ

の開幕が黄昏であり，その時こそ「エグドンの荒地の

偉大で，独特な栄光が始まった」のである ．「文明は

エグドンの敵であった」のだ．そして魅惑的とか優雅

さとかにではなく「やつれたエグドンは，もっと繊細

なまれに見る本能，もっと最近修得した情緒に訴えた

のだ」もしこの序曲が作中人物と照応しているとすれ

ば，それは先に見た「夜の女王」ユースタッシアでは

なく， 一度は盲い，以後眼の不自由なクリムをおい

て他にいない． 「もっと繊細なまれに見る本能，もっ

と最近修得した情緒」の持主はクリムであるはずであ

る．虚飾の都に背を向け ヒースの土にまみれたクリ

ムに焦点は絞られてくる ．急性眼炎で彼の方針は変更

せざるを得なかったが， 「彼の社会的地住に影響する

にすぎない不運に直面しでも，完全な克己主義者」

(p. 294）であった．逆境にあって歌がうたえたので

ある．眼の病いの間彼にできるのは， えにしだの薪刈

りだけである ．防塵眼鏡の爆しガラス越しに広がるの

は，いわば真畳の黄昏である．

彼の日々の生活は奇妙な顕微鏡下にあるようだった．

彼の全世界は身辺数尺以内に限られていた．彼の馴染

は這うものや羽根のあるもので，彼を自分達の仲間に

入れているようであった．蜂は彼の耳の周りを，親し

げな様子でぶんぶん飛び回り，彼の傍のヒースやえに

しだの花を群れをなして引き付け，その重さで花は地

面に触れていた．よそでは見かけないエグドン産の珍

しい暁泊色の蝶が，彼の唇から出る息吹で震え，彼の

前かがみの背中に止まり，鎌を上下に振るたびに，き

らめく刃先とたわむれていた」（p.296) 

この観念的熱狂家クリムは「使徒パウロを思わせる

ところがあ ったが，現実生活では聖書通りにはいかな

かった」（p.332）彼の母の臨終の際で 「息子から捨て

られた」と死出の旅で母がし亙っていたと聞き，彼は狂乱

状態でその謎解きに奔走するが，妻ユースタッシアが

張本人で，その背後に男がからんでいるのを突きとめ

たとき，彼はエディプスの苦悩をなめさせられるが，

エディ プス が学校の教師になれるはずがなく，結局

巡回説教師として，かろうじて生きている証しを見い

出している．

パリからエグドンへ帰ってからのクリムの言行につ

いて，とりわけ彼の教育計画について，矛盾した点が多

く，後世の多くの批評家の批判を受けている．作者自

身も明確な線を提示できるだけの問題意識は持ってい

なかったと思われる．しかしそのため作品の価値が落

ちる筈はない．脱サラの草分けを描くにはかえって効

果的な面もあ ったに違いない．何故なら，ハーディは

クリムの口を通してはっきり断っている

まだ希望がありますよ．私には，まだ，これから四

十年の仕事があります．何故絶望しなくてはならない

のでしょう．私は，今ぎこちない曲り角にさしかかっ

ているだけです．終始一貫していないと進歩でないな

んて勝手に考えないがよい .(p. 243) 

人生において，真の進歩には暗中摸索はまぬがれな

い．要は精神である ．しかし，教師としてであれ，説

教師としてであれ，彼が人のために尽そうとすること

は進歩の名に価することであろうか．次善の策ではな

かったか．「「もしあなたが生まれ故郷に帰ってこなかっ

たら，クリム，何と有難いことだったことでしょう．

そのため運命を変えられてしまったのが』と水を向け

られ，彼は『三人』というが，ユースタッシアは『五

人』と思っていた，が，そういうのは差控えた」（pp.322 

-3）「不動が崩れたら混乱」を暗示したのはクリ

ムにもあてはまりそうである ．クリムがパリから帰る
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と聞いて，エグドン住まいの一人がそれとなく述べて

いた．

あの若者は故郷を去るべきではなかったよ．父親の

職業が一番適していたんだ．あの少年も後を継ぐべき

だったな．この頃の稼業の変動には感心で、きないよ．

(p. 124) 

しかし，現実の歴史は止どまることがなく，一つの

方向に向ったら，あとははずみで進んで行く．作家ハ

ーディも，時代とともに，否，しばしば時代の先を，歩かな

ければならない．『帰郷』を振り出しに，以後の主要

作品の主人公達は生きて行くためには職を求め，郷里

を放棄せざるを得なくなる

〔注〕

1) Florence Emily Hardy: The Life of Thomαs 

Hαrdy Macmillan, London, 1962, p. 102 

2) Thomas Hardy: The Hαnd of Ethelberta 

(Macmillan Pocket Edition) p. v 

（ノ、ーディの他の作品を含め，以下この版からの

引用はすべて本文中に頁を示す）

3) Irving Howe: Thomαs Hαrdy Collier Books, 

New York, 1966, p. 40 

4) Michael Millga te: Thomas Hαrdy: A 

Bio grαphy Random House, New York, 1982, 

p. 185 

5）同書 p.184 

6）同書 p.186 

7)同書 p.199 
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中
に
双
び
な
き
美
男
肌
に
比
制
作
札
の
緒
子
の

じ
ゅ
ば
ん
上
に
は
薄
色
の
縮
緬
の
袷
に
紅
の
裏
付
た
る
を
着
し
、
茶
苧
嶋
の
袴
、
金
剛
兵
衛

が
鍛
た
る
三
尺
弐
寸
の
万
大
口
国
友
弐
尺
壱
寸
の
差
添
十
文
字
に
横
た
へ
股
立
高
く
取
て
、

縁
側
に
出
て
、
う
が
ひ
手
水
を
な
し
、
合
掌
し
て
双
眼
を
と
ぢ
熊
本
の
方
を
向
て
南
無
清
正

公
大
神
祇
仰
ぎ
願
く
は
神
力
応
護
ま
し
／
＼
て
勝
利
得
さ
し
め
給
へ
と
祈
願
を
な
し
、
勝
手

に
出
て
又
三
郎
と
打
連
て
旅
宿
出
る
。

其
時
既
に
唇
一七
ツ
過
也
。
町
中
に
て
の
仕
合
は
、
往
来
の
妨
な
れ
ば
迫
町
裏
に
出
け
る
が
、

折
し
な
れ
ば
菜
の
花
咲
乱
た
る
畑
中
に
、
「
愛
社
、
究
寛
の
場
所
也
。
い
ざ
や
有
無
を
決
ベ

し
己
と
双
方
身
繕
ひ
を
成
す
。
拐
、
此
事
諸
方
へ
聞
へ
け
れ
ば
、
老
少
貴
賎
往
来
の
旅
人
、

駈
集
り
勝
負
の
様
子
を
見
物
す
。
時
に
河
井
又
三
郎
は
畑
の
中
に
入
る
と
見
へ
し
が
、
河
井

飛
懸
て
五
郎
吉
が
ゑ
も
ん
を
取
て
、
ね
ぢ
臥
ん
と
す
。
五
郎
吉
其
手
を
も
ぎ
は
な
し
、
飛
し

さ
っ
て
万
引
抜
切
て
懸
る
。
又
三
郎
は
心
転
勤
せ
し
か
、
万
を
置
で
差
添
引
抜
打
合
た
り
。

二
三
合
な
ら
ず
し
て
、
河
井
が
万
を
打
落
せ
ば
、
又
三
郎
其
時
万
を
引
抜
、
か
ざ
し
打
合
た

わ
円

り
。
双
方
共
に
山
東
の
門
人
、
武
蔵
流
の
手
練
、
八
万
て
五
郎
吉
は
若
輩
と
い
へ
ど
も
抜
群
の

〈
守

込
町

達
人
、
師
の
代
見
を
も
勤
め
し
程
の
術
者
也
。
又
三
郎
は
熊
本
随
一
の
豪
傑
。
大
勇
猛
之
曲
者
、

ル川

懸

t

E

t

さ
き

一
生
け
ん
命
の
勝
負
な
れ
ば
、
品
一
次
を
詮
途
と
切
先
よ
り
火
を
出
し
、
猛
虎
の
勢
ひ
、
獅
子
怒

り
二
一
応
安
の
か
ね
合
、
陰
陽
の
太
万
肌
館
、
剣
の
先
は
秋
の
夜
の
総
家
に
こ
と
な
ら
ず

om

舵
き
叫
ぶ
声
は
遠
山
に
錯
し
て
、
九
の
字
八
の
字
に
竪
横
し
、
雌
雄
の
勢
ひ
め
さ
ま
し
く
何

れ
勝
劣
見
へ
ざ
る
所
に
又
三
郎
眼
を
怒
し
、
大
喝
一
声
五
郎
吉
が
真
甲
微
塵
と
な
れ
と
切
付

る
を
、
薮
田
ひ
ら
り
と
身
を
替
し
、
以
て
開
て
打
太
万
に
又
三
郎
が
万
三
間
計
り
飛
散
た
り
。

河
井
A
7
は
無
万
と
成
、
戦
ふ
事
不
能
、
其
侭

一
さ
ん
に
逃
出
す
を
五
郎
吉
透
さ
ず
追
懸
て
、

河
井
が
右
の
肩
先
し
た
た
か
切
付
た
り
。
切
ら
れ
な
が
ら
逃
行
を
、
猶
も
追
詰
、
又
三
郎

令
し
ろ

け

さ

＆

し

が
右
の
肩
先
よ
り
後
袈
裟
に
、
只
梨
子
を
割
が
如
く
切
付
れ
ば
、
か

っ
ぱ
と
社
は
倒
れ
け
り
。

数
多
の
見
物
是
を
見
て
、
思
は
ず
手
を
揚
、
踊
り
上

っ
て
誉
た
り
け
り
。
五
郎
吉
は
心
静

に
止
を
刺
通
、
其
侭
大
津
支
配
役
所
に
駈
行
、
右
の
次
第
を
演
説
す
。
死
骸
の
番
人
を
出
さ

れ
置
で
、
其
身
は
父
が
宿
所
を
差
て
ぞ
急
ぎ
け
る
。
五
郎
吉
が
有
様
、
面
色
少
も
平
日
に
違

｛
操
訓
）

わ
ず
、
勇
気
り
ん
れ
つ
浬
遁
希
代
の
若
者
・
な
り
。
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薮
田
父
子
大
津
よ
り
熊
本
へ
引
返
す
事

弁
五
郎
吉
切
腹
の
話

斯
て
、
父
五
郎
兵
衛
は
五
郎
吉
が
身
の
上
如
何
と
案
じ
佑
て
居
た
る
所
に
、
五
郎
吉
立
帰

勝
負
の
始
末
を
語
り
け
れ
ば
、
五
郎
兵
衛
勝
利
を
悦
び
、
掠
不
時
の
変
な
れ
ば
其
侭
大
津
を

立
て
熊
本
へ
引
返
す
。
早
速
頭
中
へ
訴
け
る
。
五
郎
吉
は
又
三
郎
を
討
し
事
成
れ
ば
、
急
ぎ

切
腹
の
覚
悟
に
て
我
屋
敷
に
至
る
と
ひ
と
し
く
近
辺
朋
友
同
門
の
人
々
、
親
類
招
き
、
念
比

に
暇
乞
を
な
し
、
心
能
盃
を
返
し
、
情
母
に
向
て
、
「
此
節
、
御
聞
の
通
り
不
慮
の
災
ひ
難

遁
、
傍
友
又
三
郎
を
討
し
上
は
早
く
も
切
腹
の
覚
悟
に
て
御
座
候
。
誠
に
／
＼
武
士
の
常
と

は
申
な
が
ら
先
立
不
孝
罪
さ
か
さ
ま
の
追
善
供
養
を
な
し
下
さ
れ
ん
事
、
是
の
み
黄
泉
の
障
、

歎
敷
奉
存
。
幼
稚
の
時
よ
り
い
く
ば
く
の
御
厚
恩
、
須
弥
蒼
海
も
難
及
其
御
思
の
百
歩

一
も

奉
報
事
不
能
、
宿
世
の
約
束
と
は
申
な
が
ら
御
歎
御
物
思
ひ
奉
懸
と
は
神
な
ら
ぬ
身
の
夢
に

だ
に
思
ひ
よ
ら
ず
。
武
士
の
習
と
御
あ
き
る
め
可
被
下
、
私
死
後
に
於
て
は
、

二
人
の
妹
の

内
御
心
に
叶
わ
せ
ら
れ
し
方
へ
相
応
の
人
柄
を
御
貰
受
有
て
、
家
相
続
の
儀
御
斗
り
可
被
下
己

と
念
比
に
暇
を
告
。
拐
、
両
人
の
妹
を
呼
ん
で
「
以
来
は
某
に
成
替
り
、
父
母
に
孝
行
怠
る

事
な
か
れ
」
と
こ
ま
ん
＼
教
訓
を
な
し
け
れ
ば
、
母
妹
は
正
体
な
く
五
郎
吉
に
取
す
が
り
、

前
後
不
覚
の
別
れ
の
涙
、
こ
と
わ
り
せ
め
て
哀
也
。

｛

ル
柚

m
U吐
－

斯
て
、
其
翌
日
弥
生
十

一
日
五
ツ
時
、
見
士
役
人
入
来
り
け
れ
ば
、
五
郎
吉
は
切
腹
の
支

｛

dq
f

ゆ
わ

度
を
改
、
髪
を
茶
せ
ん
に
結
せ
、
白
小
袖
に
無
紋
の
上
下
を
着
し
、
父
母
の
前
に
至
り
、
「
只

今
生
害
仕
候
得
ば
、

A
7
生
に
で
御
尊
顔
を
拝
し
奉
儀
只
今
限
、
拐
々
御
名
残
惜
く
奉
存
候
。

私
相
果
候
共
必
御
力
落
給
ず
、
随
分
御
身
大
事
に
千
年
の
御
寿
命
御
保
遊
す
べ
し
。
」
と
身

け
れ
ば
流
石
武
勇
の
五
郎
兵
衛
も
五
郎
吉
が
覚
悟
の
体
を
見
て
は
血
の
涙
を
胸
に
せ
き
と
て

一
言
も
云
夏
不
能
。
母
妹
は
猶
更
に
、
只
夢
路
を
た
ど
る
心
地
し
て
、
泣
よ
り
外
の
事
ぞ
な

F

叫

m
M唯

v

き
。
斯
て
、
時
刻
も
ふ
り
け
れ
ば
、
覚
悟
の
座
に
押
直
り
。
見
土
の
人
々
に
向
ひ
、
「
誠
に
不

慮
の
変
に
依
て
各
方
迄
御
苦
労
を
掛
候
儀
、
恥
入
申
所
也
。
何
れ
も
志
勤
を
押
て
ら
ん
よ
。」

と
心
静
に
肩
衣
例
除
け
、
座
を
く
つ
ろ
げ
三
方
の
九
寸
五
歩
押
戴
、
左
之
脇
腹
よ
り

一
文
字

に
引
廻
し
、
%
？
を
貫
き
う
つ
む
け
に
肝
て
息
絶
た
り
。

鳴
呼
、
今
日
は
何
成
日
ぞ
や
。
文
化
十
三
年
子
三
月
十

一
日
五
ツ
時
、
薮
田
五
郎
吉
生
年r

H
 

弐
拾
弐
歳
に
し
て
命
を
没
す
。
両
親
妹
を
初
、
類
葉
一
門
の
悲
歎
た
と
ふ
る
も
の
な
し
。
見

計
の
役
人
立
帰
り
て
其
段
を
上
聞
に
達
。
依
て
御
評
議
有
て
、
五
郎
兵
衛
は
一
旦
被
仰
付
し

事
成
ば
、
早
く
出
府
す
べ
き
段
上
意
有
。
是
五
郎
吉
が
な
き
が
ら
を
野
辺
の
い
と
な
み
を
し
、

-16-
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き
物
と
せ
ら
る
、
事
一
日
一
の
契
約
と
違
、
甚
心
様
至
極
也
。
此
度
江
戸
発
足
有
に
つ
ひ
に
も

格
別
に
知
せ
も
せ
ら
る
べ
き
に
其
事
も
な
く
、
芳
以
心
得
ぬ
い
た
さ
れ
か
た
也
。
」
と
面
色
を

変
て
憤
り
し
か
ば
、
五
郎
吉
聞
て
、
「
一
応
の
慨
は
さ
る
事
な
が
ら
、
兄
弟
の
契
約
杯
と
未

だ
東
西
も
わ
か
ら
ざ
る
童
子
の
時
に
し
て
、
何
ぞ
是
を
実
と
せ
ん
。

A
7
に
至
て
は
互
に
成
長

に
及
ん
で
右
体
の
風
談
を
請
て
は
、
武
名
を
く
だ
す
も
残
念
也
。
以
来
は
心
底
を
改
ら
れ
、

然
る
べ
し
己
と
気
色
を
正
し
て
申
け
れ
ば
、
文
三
郎
は
何
と
云
べ
き
言
葉
な
し
、
差
う
つ
む

い
て
居
た
り
け
り
。

兎
角
の
内
、
日
も
た
け
な
わ
に
及
べ
る
。
五
郎
兵
衛
は
皆
々
に
暇
告
で
、
五
郎
吉
諸
共
に

の
み
か
は

大
津
を
差
て
ぞ
急
ぎ
け
る
。
其
跡
に
若
侍
共
五
、
六
輩
残
り
て
残
酒
を
呑
替
し
、
皆
泥
酔
し

わ
円
あ
る
二
と

て
戯
れ
け
る
が
、
又
三
郎
、
五
郎
吉
が
訳
有
事
は
兼
而
承
知
せ
り
。
酔
に
乗
じ
て
文
三
郎
に
申

け
る
は
、
「
貴
殿
五
郎
吉
と
日
比
兄
弟
の
契
有
と
は
誰
知
ぬ
も
の
も
な
し
。
然
る
に
此
度
薮

田
参
府
に
付
て
は
い
っ
と
限
ら
ぬ
事
成
ば
、
急
に
帰
国
の
程
も
斗
り
難
し
。
其
上
老
少
不
定

の
世
の
習
ひ
、
又
の
参
会
斗
り
が
た
し
。
然
を
五
郎
吉
貴
殿
に
は
取
分
名
残
を
惜
ぺ
き
に
左

は
無
て
却
で
余
所
に
見
る
事
、
是
を
以
考
る
に
疾
ぐ
に
も
貴
殿
は
五
郎
吉
に
見
限
れ
有
と
覚

た
り
。
東
武
に
至
り
な
ば
彼
地
の
傍
輩
共
に
語
り
て
物
笑
ひ
に
せ
ん
は
必
定
也
。
豪
傑
の
随

（
卑
怯
）

一
と
も
呼
わ
る
、
貴
殿
に
似
合
ぬ
比
興
の
有
様
、
拐
々
見
そ
こ
の
ふ
た
り
。
又
三
郎
の
心
底

社
不
甲
斐
無
し
。
我
々
な
ら
ば
其
侭
に
て
は
捨
置
ざ
る
者
を
己
と
口
々
に
は
や
し
立
け
れ
ば
、

い
と
J

心
魂
副
都
所
の
又
三
郎
、
朋
友
の
言
葉
を
聞
よ
り
伊
ぽ
気
発
し
て
顔
色
朱
を
佐
き
し

如
く
、
左
も
い
ま
わ
し
き
体
に
て
摺
め
息
継
て
「
各
承
知
の
上
は
何
を
や
可
包
哉
、
某
と
五

（並
二

郎
吉
数
年
の
間
兄
弟
の
契
約
を
な
し
、
生
死
を
供
に
誓
し
に
、
近
年
心
変
し
て
某
を
疎
じ
余

所
に
見
る
の
み
非
ず
、
此
度
の
参
府
を
も
知
せ
ず
。
五
郎
吉
が
心
底
其
意
を
得
、ず
、
是
迄
幾

（
仙川

M
U
）

度
か
、
か
ん
に
ん
の
胸
を
さ
す
り
し
と
い
へ
ど
も
、
最
早
了
簡
成
難
。
此
上
は
彼
が
跡
を
慕

ひ
追
付
只
一
討
と
な
し
冥
途
に
伴
ふ
べ
し
、
何
も
さ
ら
ば
ι」
と
勢
ひ
込
で
欠
出
け
れ
ば
、

A
7

更
皆
々
後
悔
に
引
留
る
と
云
へ
共
、
袖
を
払
ふ
て
駈
行
け
れ
ば
、
傍
輩
中
は
顔
見
合
、
暫
呆

し
か
、
酒
狂
な
れ
ば
何
程
の
事
か
あ
ら
ん
と
皆
々
熊
本
へ
立
帰
り
け
る
。

斯
て
又
三
郎
は
夫
よ
り
往
還
を
行
ず
、
野
畑
の
中
を
厭
ひ
も
な
く
つ
で
ノ
宮
よ
り
既
に
行
程

三
里
半
に
し
て
大
津
の
入
口
若
竹
町
と
云
所
に
馳
け
付
、
茶
屋
に
立
寄
、
「
か
様
／
＼
の
武

士
は
来
ら
ず
や
L

と
尋
け
れ
ば
、
茶
屋
の
亭
主
聞
て
、
「
未
だ
見
受
不
申
L

と
云
に
ぞ
、
文

三
郎
う
な
づ
き
、
薮
田
父
子
は
往
還
を
来
る
、
我
は
近
道
を
急
来
ば
未
だ
届
ま
じ
と
思
慮
し

て
茶
や
の
床
机
に
腰
打
懸
待
居
る
所
に
、
無
程
薮
田
五
郎
兵
衛
駕
龍
に
て
来
る
。
此
体
見
る

よ
り
又
三
郎
は
、
茶
屋
庭
に
隠
れ
て
五
郎
兵
衛
が
駕
を
遣
り
過
さ
せ
て
待
つ
所
に
、
少
し
下
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り
て
薮
田
五
郎
古
来
り
掛
り
し
を
見
る
よ
り
、
河
井
会
釈
も
無
く
声
を
懸
て
「
薮
田
五
郎
吉

暫
く
待
れ
よ
己
と
、
「
河
井
又
三
郎
先
刻
よ
り
汝
が
来
る
を
待
事
久
し
己
と
呼
わ
っ
て
走
り

出
け
れ
ば
、
五
郎
吉
打
驚
き
て
思
ひ
寄
無
「
又
三
郎
い
つ
の
間
に
来
り
け
る
ぞ
。
何
用
有
て
」

と
云
に
、
河
井
面
色
替
て
「
何
用
と
は
奇
怪
也
。
其
方
と
某
、
生
死
を
供
に
兄
弟
の
約
を
成

せ
し
事
年
久
し
。
然
る
に
汝
、
某
を
余
所
に
見
る
の
み
な
ら
ず
、
武
士
に
似
合
ぬ
虚
言
を
構

へ
、
何
用
に
付
此
又
三
郎
を
踏
付
た
る
仕
方
。
疾
に
も
其
方
の
所
存
を
聞
札
度
思
へ
共
、
堪

忍
の
胸
を
さ
す
り
し
が
、
此
度
に
於
て
は
了
簡
難
成
、
其
方
と
某
が
中
誰
し
ら
ぬ
者
も
な
く
、

以
来
誰
と
面
皮
を
合
せ
ん
や
。

A
7
は
早
、
国
の
住
居
も
難
成
、
依
て
兼
約
の
通
、
汝
と
供
に

（
品
ご

冥
途
に
趣
べ
し
、
覚
悟
せ
よ
己
と
眼
も
血
走
り
、
晋
り
け
れ
ば
、
五
郎
吉
色
々
言
葉
を
尽

し
な
だ
む
る
と
い
へ
ど
も
一
円
承
知
せ
ず
。
「
是
非
、
勝
負
に
及
ん
己
と
憤
り
し
か
ぱ
、
五

（
出
川
）

郎
吉
A
7
は
力
に
及
、
ず
、
「
斯
迄
利
害
を
解
と
雄
承
知
な
け
れ
ば
、
不
及
是
非
、
望
に
任
せ

勝
負
に
及
べ
し
、
併
、
某
父
五
郎
兵
衛
旅
宿
あ
れ
ば
対
面
し
て
此
事
を
語
、
暇
を
乞
受
、
速

に
有
無
を
決
せ
ん
。
暫
の
間
此
所
に
侍
る
べ
し
己
と
申
け
る
に
、
又
三
郎
頭
を
振
て
、
「
五

（
印
＋

ιーと

郎
吉
比
興
也
、
偽
て
此
場
を
逃
ん
と
は
か
の
ふ
ま
じ
。
」
と
晋
る
に
ぞ
、
薮
田
あ
ざ
笑
ふ
て

「
斯
に
及
ん
で
何
ぞ
其
方
如
き
に
恐
ん
や
。
不
肖
な
れ
ど
も
此
五
郎
吉
一
す
も
布
引
に
非
ず
。

二
一
五
も
と
＆
〈

併
身
体
髪
附
是
を
父
母
に
受
た
り
、
告
ざ
ら
ん
は
、
父
子
の
道
に
背
、
其
方
心
元
無
思
は
、
正
、

旅
宿
迄
同
道
す
べ
し
。
」
と
、
則
、
又
三
郎
と
打
連
て
旅
宿
差
て
ぞ
急
け
る
と
か
や
。

-15-

薮
田
河
井
勝
負
を
決
す
る
事

弁
又
三
郎
落
命
之
弁
之
事

ひ
か
へ

却
も
薮
田
五
郎
吉
は
河
井
又
三
郎
を
伴
ふ
て
、
旅
宿
に
至
り
、
河
井
を
勝
手
に
如
さ
せ
置

よ
人
ど
ニ
弓

uh’L
あ
わ
守

て
五
郎
吉
奥
に
入
て
、
父
と
対
面
し
事
の
由
を
語
り
て
「
誠
に
無
拠
仕
合
、
武
士
の
意
気
地
、

力
に
及
ば
ず
。
最
早
此
上
は
御
暇
を
蒙
り
、
又
三
郎
と
有
無
の
勝
負
に
及
度
。
此
段
、
御
聞
届

被
下
、
命
の
御
暇
給
わ
れ
か
し
」
と
乞
け
れ
ば
、
五
郎
兵
衛
始
終
を
聞
て
差
て
驚
く
体
も
な

く
、
「
又
三
郎
が
不
仁
を
苦
み
て
、
左
程
に
申
合
せ
し
上
は
不
及
是
非
い
さ
ぎ
能
勝
負
を
決

｛
院
陶
』

べ
し
。
乍
去
、
斯
て
時
に
望
て
心
転
動
し
、
或
は
狼
籍
し
て
恥
か
し
き
名
を
取
ん
事
、
古
今

其
例
少
か
ら
ず
。
随
分
丈
夫
に
落
付
、
願
く
は
勝
利
を
得
て
立
帰
べ
し
己
と
教
訓
し
け
れ
ば
、

五
郎
吉
、
は
っ
と
平
伏
し
て
、
「
こ
わ
難
有
御
示
し
。
如
仰
高
運
に
し
て
又
三
郎
を
討
留
、

二
度
尊
顔
を
拝
す
べ
し
。
万
一
不
運
に
し
て
討
死
仕
も
の
な
ら
ば
、

A
7
生
の
対
面
只
今
限
、

ー

（

マ

7
）

御
名
残
惜
奉
存
候
己
と
打
し
ほ
れ
け
れ
ば
、
五
郎
兵
衛
莞
爾
と
笑
ら
ひ
、
「
武
士
の
習
ひ
不
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向
は
病
死
の
披
露
に
て
、
家
督
を
願
し
か
ば
、
事
故
な
く
相
済
け
る
。
薮
田
が
屋
敷
に
は
、

此
事
を
聞
て
心
中
に
笑
を
含
み
、
家
来
を
以
申
遣
し
け
る
は
、
「
此
方
家
来
島
相
を
働
し
に

依
て
、
定
て
御
手
討
と
推
量
せ
る
。
数
年
刀
口
使
し
者
な
れ
ば
、
不
便
に
存
る
に
付
、
死
骸
は

此
方
に
て
取
置
申
度
候
へ
ば
、
死
骸
の
儀
は
御
返
し
有
べ
し
。L
と
申
送
り
し
か
ば
、
河
井
方

に
は
大
に
こ
ま
り
で
、
一
類
打
寄
談
合
之
上
、
「
御
家
来
終
に
此
方
へ
は
相
見
へ
不
申
」
由

を
答
け
る
と
ぞ
。
斯
て
、
木
原
は
夫
よ
り
江
戸
へ
出
て
、
去
る
御
旗
本
の
内
へ
被
抱
大
に
出

世
を
成
し
け
る
と
ぞ
。

誠
に
亦
九
郎
我
意
の
振
舞
よ
り
終
に
木
原
が
為
に
害
せ
ら
れ
し
事
、
天
道
其
悪
心
を
憎
ま

せ
給
ふ
所
也
。
斯
て
河
井
方
に
は
薮
田
を
深
く
恨
み
、
憤
り
、
其
当
分
は
出
入
も
な
さ
ず
。

（
も
の
が
た
リ
カ
）

自
然
と
隔
り
疎
遠
也
。
然
ば
、
物
形
日
く
星
移
り
て
年
を
ふ
り
で
は
、
意
恨
も
い

つ
と
な

く
消
て
、

A
7
に
至
り
で
は
先
年
の
如
く
出
入
も
な
し
、
懇
意
な
し
け
る
と
ぞ
。

実録体小説篇

河
井
文
三
郎
不
行
跡

井
、河
井
薮
田
を
恨
て
大
津
に
至
る
事

去
れ
ば
光
陰
の
移
行
事
雷
光
の
如
し
。
A
7
既
に
文
化
十
三
丙
子
の
年
弥
生
十
日
、
同
国
大

津
の
駅
に
於
て
薮
田
河
井
の
両
士
、
子
細
有
て
真
剣
の
勝
負
に
及
し
所
、
薮
田
何
某
、
河
井

を
討
て
其
身
も
切
腹
に
及
び
、
武
名
遠
近
に
と
ゾ
ろ
か
し
け
る
。

其
始
末
如
何
成
事
と
尋
る
に
、
薮
田
五
郎
右
衛
門
の
家
嫡
を
五
郎
兵
衛
と
云
、
其
長
男
に

五
郎
吉
と
い
へ
る
者
有
。
薮
田
は
元
来
武
術
終
練
の
家
な
り
け
れ
ば
、
紛
五
郎
吉
を
何
卒
剣

法
の
達
人
と
な
し
な
ん
と
師
を
撰
て
、
則
山
東
の
門
人
と
成
し
、
武
蔵
流
を
学
び
け
る
。
抑、

薮
田
五
郎
吉
が
人
と
成
を
尋
る
に
、
幼
弱
の
比
よ
り
博
智
秀
才
他
に
英
也
。
其
上
生
れ
付
美

（
ル
本
向
刊
｝

よ

〈

お

い

麗
に
し
て
玉
を
欺
き
、
に
ふ
は
に
し
て
、
弁
舌
能
、
生
先
勇
々
敷
見
へ
し
か
ば
、
た
ら
ち
ね
の

寵
愛
は
云
も
さ
ら
な
り
。
女
子
は
両
人
有
れ
共
、
男
子
は
五
郎
吉
壱
人
な
り
。
依
之
、
猶
更

大
切
に
養
育
せ
り
。
五
六
才
の
時
よ
り
、
手
習
、
読
書
を
致
せ
見
る
に
、
其
覚
る
事
盤
上
に

玉
を
ま
ろ
ば
す
に
宍
ず
。
其
比
の
友
輩
ら
に
及
者
な
し
。
十
才
の
春
よ
り
山
東
の
門
人
と

成
、
毎
日
師
の
本
へ
通
ひ
て
修
行
怠
慢
な
か
り
け
り
。

掠
又
河
井
方
に
も
男
子
三
人
、
女
子
壱
人
有
り
し
が
、
三
男
に
又
三
郎
浬
是
も
幼
少
よ
り

才
智
人
に
越
、
力
量
強
く
、
世
の
常
成
ぬ
者
な
れ
ば
、
親
河
井
藤
兵
衛
山
東
氏
に
申
入
て
、

門
人
と
成
し
、
武
蔵
流
を
学
び
け
り
。
時
に
亦
三
郎
十
四
歳
、
屋
敷
も
近
辺
な
れ
ば
、
五
郎

吉
と
同
道
を
成
し
、
毎
日
往
来
を
成
し
、
互
に
励
け
る
に
、
年
月
を
重
て
五
郎
吉
十
五
才
に

査堂文庫所蔵郷土資料第一

宜
主
け
る
比
、
国
中
の
美
男
の
聞
へ
高
く
、
容
顔
取
形
画
工
も
筆
に
尽
し
が
た
く
、
其
猷
へ

光
源
氏
の
君
も
か
く
や
有
け
ん
と
思
ふ
斗
り
。
家
中
の
男
女
、
彼
が
艶
色
に
魂
を
飛
し
て
、

恋
慕
の
聞
に
心
を
な
や
ま
し
て
、
玉
章
の
数
を
尽
て
五
郎
吉
と
契
ん
事
を
望
と
い
へ
ど
も
、

生
得
物
堅
く
、
其
上
未
だ
幼
少
な
れ
ば
、
取
放
ず
。
何
と
な
く
打
過
け
る
に
如
何
成
過
去
の
因

縁
に
や
有
け
ん
、

誓
ひ
浅
か
ら
ず
、
わ
り
な
き
中
と
成
り
暮
し
け
る
が
、
又
三
郎
追
々
成
長

仕
る
に
及
ん
で
心
荒
々
敷
、
己
が
力
量
に
任
せ
て
人
を
打
榔
し
、
大
酒
を
な
し
、
傍
若
無
人

の
振
舞
、
親
藤
兵
衛
は
不
及
云
、
師
匠
山
東
氏
度
々
制
止
を
加
ふ
と
い
へ
ど
も
少
も
改
む
心

い

h
t
？

の

み

も
無
く
、
弥
増
不
行
跡
而
己
募
て
暗
一
椛
口
論
を
成
し
、
罪
無
に
百
姓
町
人
を
苦
め
、
狂
人
同

Fn友
利
主

前
の
振
舞
成
け
れ
ば
、
我
子
な
が
ら
あ
ひ
そ
つ
き
で
、
後
に
は
屋
敷
の
内
に
桐
敷
固
い
を
栴

て
、
牢
獄
の
如
し
て
是
を
箆
置
け
る
が
、
子
を
思
ふ
親
の
ぽ
ん
の
ふ
に
て
、
母
頻
に
歎
佑
け

れ
ば
、
暫
し
郷
を
出
し
け
る
に
生
得
の
悪
党
な
れ
ば
、
弥
増
不
行
跡
と
な
り
け
る
こ
そ
う
た

て
け
れ
。

盛
況
に
於
て
兄
弟
の
契
り
浅
か
ら
ざ
り
し
薮
田
五
郎
吉
も
い
つ
し
か
愛
そ
つ
き
で
、
自
然
と

心
隔
り
、
是
迄
の
如
真
切
を
尽
さ
ず
、
又
三
郎
は
己
が
身
持
の
宜
か
ら
ぬ
故
に
見
限
れ
た
り

と
ぞ
心
付
ず
、
却
で
五
郎
吉
を
恨
み
、
我
を
疎
略
に
な
し
ぬ
る
事
こ
そ
奇
怪
也
と
憤
り
、
折

々
五
郎
吉
に
無
理
悪
言
を
吐
て
署
し
程
に
薮
田
は
猶
又
興
覚
て
対
面
を
も
な
さ
ず
。
又
三
郎

は
己
が
隙
有
に
任
て
五
郎
吉
が
行
先
に
付
ま
と
ひ
て
、
色
々
雑
言
悪
口
す
。
其
沙
汰
家
中
に

流
布
し
て
世
人
の
舌
頭
に
懸
れ
ば
、
五
郎
吉
大
に
歎
息
し
て
何
卒
し
て
兄
弟
の
契
約
を
変
替

（
マ
マ
－

す
べ
し
と
て
信
友
の
者
を
頼
み
鎚
て
は
か
ら
ひ
け
る
と
い

へ
ど
も
、
更
に
承
引
せ
ず
。
薮
田

も
今
は
も
て
あ
ま
し
、
と
こ
ふ
思
案
に
あ
ぐ
み
居
け
る
に
、
今
年
父
五
郎
兵
衛
江
戸
勤
被
仰

付
急
に
発
足
に
付
五
郎
兵
衛
は
老
年
と
云
、
其
身
持
病
有
て
猶
打
な
や
み
け
れ
ば
、
遠
き
東

の
勤
番
心
細
く
思
ひ
、
嫡
子
五
郎
吉
江
戸
見
習
芳
召
連
、
出
府
仕
度
段
願
出
け
れ
ば
、
主
君

に
も
尤
に
被
思
召
、
則
願
之
通
被
仰
付
し
か
ば
、
五
郎
吉
は
幸
ひ
父
子
旅
行
の
用
意
を
調
へ
、

所
々
暇
乞
万
端
取
仕
舞
、
既
に
文
化
十
三
子
三
月
十
日
熊
本
を
出
立
し
て
あ
づ
ま
の
空

へ
と

｛
札

U

一
趣
け
り
。

震
に
於
て
、
父
子
兼
て
の
懇
意
向
役
又
は
同
門
之
輩
見
送
と
し
て
途
中
迄
出
浮
け
る
。
却

も
河
井
又
三
郎
は
薮
田
五
郎
吉
江
戸
下
向
之
事
を
聞
で
、
心
も
こ
〉
ろ
な
ら
ず
、
案
じ
煩
ひ

け
る
が
、
け
ふ
し
も
同
門
の
者
共
と
ひ
と
し
く
見
送
と
号
し
て
出
来
け
る
。
熊
本
よ
り
壱
里

余
り
に
し
て
コ
マeee

．，ノ宮
と
云
る
社
有
。
此
所
迄
皆
々
見
送
り
、
社
殿
に
於
て
持
参
の
酒
飯
杯
取

出
し
名
残
の
盃
を
め
ぐ
ら
し
け
る
。
時
に
又
三
郎
は
五
郎
吉
を
木
影
に
招
き
て
申
け
る
は
、

（
比
二

「
貴
殿
、
某
幼
年
よ
り
兄
弟
の
契
を
結
、
生
死
を
供
に
せ
ん
と
誓
ひ
し
に
、
近
年
は
某
は
な

-14-
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飛
鳥
の
如
く
か
け
寄
て
、
彼
大
入
道
の
腰
の
つ
が
ひ
と
思
ふ
所
を
ち
ゃ
う
ど
切
に
其
業
何
角

は
た
ま
る
べ
け
ん
や
、
ど
そ
と
倒
れ
た
り
。

佐
十
郎
し
て
や
っ
た
り
と
万
の
血
を
押
拭
、
空
の
様
子
を
窺
ふ
に
、
最
早
、
東
雲
近
け
れ

（向山
）

た
た
子
み

ば
、
夜
明
を
待
て
帰
ら
ん
と
元
の
岩
屈
に
寸
、
彼
切
殺
し
た
る
妖
怪
を
守
り
詰
て
居
け
る
に
、

間
も
な
く
夜
明
は
な
れ
て
、
是
を
見
る
に
年
古
き
狸
の
斑
な
る
が
四
足
の
つ
が
ゑ
を
切
れ
て

死
て
有
る
。
佐
十
郎
独
言
し
て
、
「
我
推
量
に
違
ぎ
り
け
る
」
と
。
則
、
右
の
狸
を
万
の
切

先
に
結
び
付
て
、
社
司
の
元
へ
帰
り
、
山
の
様
子
を
語
り
、
狸
を
見
せ
け
れ
ば
、
父
を
初
、

有
合
貴
賎
各
舌
を
巻
て
感
じ
佐
十
郎
幼
弱
に
し
て
勇
剛
成
生
ひ
先
を
推
し
て
珂
き
あ
へ
り
。

（制

迦

｝

誠
哉
、
虎
は
生
な
が
ら
に
し
て
人
を
食
ふ
の
気
差
有
り
。
び
ん
が
と
云
ふ
鳥
は
卵
の
内
よ

り
其
声
諸
鳥
に
勝
る
と
い
へ
り
。
諺
の
如
、
幼
少
よ
り
懸
る
不
敵
の
所
業
を
な
し
け
る
が
、

果
し
て
人
と
成
に
及
ん
で
博
学
多
才
に
し
て
文
武
兼
備
の
英
士
と
成
り
、
武
蔵
流
を
熟
練
し
、

其
名
四
方
に
か
ん
ば
し
く
、
国
中
は
云
も
さ
ら
な
り
、
其
道
に
携
る
好
士
数
百
里
を
遠
し
と

せ
ず
、
訪
ひ
来
て
門
葉
と
成
。
日
夜
繁
昌
、
威
名
遠
近
の
や
み
を
ひ
ゾ
か
し
け
る
。

有明工業高等専門学校紀要

河
井
又
九
郎
我
意
の
排

弁
薮
田
若
党
河
井
を
討
事

愛
に
明
和
年
中
の
事
成
し
に
、
同
家
中
に
禄
五
百
石
に
で
河
井
又
九
郎
と
い
へ
る
武
士
有
。

則
物
頭
を
勤
け
る
。
然
る
に
此
屋
敷
に
年
来
秘
蔵
し
け
る
描
有
り
。
近
辺
同
家
中
同
知
行
に

で
薮
田
五
郎
右
衛
門
と
い
へ
る
武
士
有
り
。
時
に
彼
描
折
々
薮
田
が
屋
敷
に
這
入
て
、
度
々

魚
類
を
盗
む
。
若
党
木
原
龍
助
と
云
者
、
日
比
武
辺
た
く
ま
し
く
大
力
の
鳴
呼
の
者
成
け
る

が
、
或
時
、
五
郎
右
衛
門
方
に
客
来
有
し
に
、
タ
タ
の
魚
類
を
買
求
置
け
る
に
、
彼
描
何
国
よ

り
忍
び
入
け
ん
、
其
魚
類
を
残
ず
食
尽
し
て
、
大
に
用
を
欠
し
か
ば
、
薮
田
も
畜
生
の
業
と

は
云
な
が
ら
数
度
の
事
に
で
大
に
立
腹
し
け
る
に
、
彼
若
党
龍
助
是
を
見
る
よ
り
有
合
木
太

万
を
以
裏
口
よ
り
逃
出
る
所
を
走
り
懸
り
て
首
筋
を
丁
度
打
に
、
何
角
は
も
っ
て
た
ま
る
べ

き
、
ぎ
や
っ
と
云
て
ぞ
息
絶
た
り
。
五
郎
右
衛
門
是
を
見
て
、
魚
類
を
盗
み
し
は
憎
き
事
な

が
ら
、
打
殺
し
け
る
は
不
実
也
と
木
原
を
附
け
れ
ば
、

A
7
更
訟
対
無
く
、
死
骸
を
近
辺
の
川

に
流
し
捨
け
り
。

然
る
に
一
両
日
を
経
て
河
井
方
よ
り
申
遣
け
る
は
、
「
此
方
、
手
飼
の
描
こ
殺
害
せ
ら
れ

し
由
、
協
に
承
知
せ
り
。
定
て
魚
鳥
の
類
を
取
た
る
故
な
る
べ
し
。
何
品
何
程
盗
け
る
ぞ
や
。

其
品
は
代
銀
に
で
も
右
の
品
に
で
も
望
の
通
返
遣
致
べ
し
。
此
方
の
描
は
元
の
如
く
に
し
て
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返
さ
る
べ
し
己
と
申
送
り
し
か
ば
、
薮
田
は
河
井
が
我
意
な
る
を
あ
ざ
笑
ふ
て
、
あ
へ
て
取

あ
わ
ず
。
河
井
大
に
憤
り
て
「
右
の
描
差
返
し
な
き
に
於
は
、
御
家
来
木
原
龍
助
を
此
方
に

申
請
べ
し
己
と
度
々
申
送
り
け
る
。
其
時
五
郎
右
衛
門
返
答
し
け
る
は
、
「
拙
宅
に
入
来
り
、

度
々
盗
喰
を
な
す
に
依
て
殺
し
捨
た
り
。
然
る
に
貴
殿
御
秘
蔵
の
描
な
ら
ば
、

他
家
に
立
入
、

盗
杯
す
べ
き
や
う
な
し
。
人
聞
な
ら
ば
後
の
貯
に
せ
ん
と
て
盗
賊
も
す
べ
し
。
畜
生
の
事
な

24τ
』
ぬ
す
む

れ
ば
只
空
腹
の
余
り
に
真
盗
べ
し
。
愛
を
以
考
る
時
は
全
貴
殿
の
御
手
飼
に
て
は
候
ま
じ
。

警
ば
実
に
貴
方
の
猫
な
れ
ば
迫
数
度
の
盗
を
な
せ
し
故
に
社
殺
た
り
。
夫
に
何
ぞ
や
お
こ
が

手
ナ
a八
）

め
ず
り

し
き

ま
し
く
解
死
人
を
取
ん
と
は
。
珍
敷
儀
と
承
る
。
是
迄
畜
生
を
害
し
て
相
手
の
殺
さ
れ
し
例

を
聞
、
ず
。
御
身
分
不
相
応
の
申
分
心
得
違
に
て
は
そ
ふ
）ら

わ
ず
や
己
と
返
答
す
。

河
井
、
弥
怒
り
て
数
度
を
以
木
原
を
申
請
ん
事
を
申
遣
す
。
時
に
龍
助
薮
田
に
申
け
る
は
、

「
誠
に
柳
の
事
に
で
彼
是
と
御
心
痛
遊
さ
る
、
儀
、
於
私
に
何
共
気
の
毒
に
奉
存
。
此
上
は

何
卒
私
を
河
井
の
屋
敷
へ
被
遣
可
被
下
、
併
私
儀
、
畜
生
の
為
に
一
命
を
駅
ん
事
も
心
外
な

れ
ば
、
不
及
な
が
ら
成
丈
の
所
は
相
働
、
運
を
天
に
任
す
。
河
井
殿
に
敵
対
、
其
上
に
て
討

る
益
者
な
ら
ば
、
是
非
に
及
、
ず
、
此
段
御
聞
届
有
て
、
御
暇
被
仰
付
可
被
下
己
と
思
ひ
込
ん

で
ぞ
頼
け
る
。
薮
田
聞
て
木
原
が
兼
て
兵
術
に
達
し
け
る
事
は
承
知
せ
り
。
河
井
方
一へ
遣
た

り
共
む
ざ
／
＼
と
討
る
、
事
は
有
べ
か
ら
ず
と
思
ひ
け
れ
ば
、
則
願
ひ
に
任
、
暇
を
遣
し
、
招

来
小
太
郎
国
俊
に
壱
尺
九
寸
の
脇
指
を
取
出
し
て
外
に
金
子
拾
両
を
添
、
龍
助
を
呼
て
、

「是

は
其
方
数
年
町
時
に
相
勤
し
に
依
て
褒
美
と
し
て
得
さ
す
る
也
。
」
と
渡
し
け
れ
ば
、
木
原
は

主
人
の
慈
恵
謝
し
、
支
度
を
な
し
て
薮
田
の
屋
敷
を
立
出
ん
と
す
る
時
、
五
郎
右
衛
門
は
龍

助
を
閑
所
に
招
き
て
、
何
角
密
事
を
晴
き
、
是
よ
り
木
原
は
河
井
文
九
郎
方
へ
至
り
、
薮
田

五
郎
右
衛
門
家
来
木
原
立
防
御
用
の
由
に
て
参
上
仕
候
と
云
入
け
り
。

河
井
は
家
来
に
申
付
て
、
木
原
を
路
次
門
の
内
へ
廻
し
、
門
を
堅
め
さ
せ
、
其
身
も
支
度

を
な
し
て
縁
側
の
障
子
を
聞
き
見
る
に
、
龍
助
は
白
川
に
障
り
居
た
り
。
河
井
声
を
懸
て
、

「
薮
田
五
郎
右
衛
門
家
来
、
木
原
龍
助
先
へ
出
よ
己
と
云
さ
ま
縁
を
お
り
ん
と
す
る
に
、
常

に
お
け
る
所
の
上
つ
草
履
見
へ
ず
、
又
九
郎
は
飛
石
に
お
り
立
て
無
何
ぶ
縁
の
下
を
覗
見
る

所
を
こ
な
た
に
如
し
木
原
龍
助
、
つ
っ
と
寄
ぞ
と
見
へ
し
が
彼
国
俊
を
抜
手
も
見
せ
ず
、
後

｛
仲ヱ市山

』

袈
裟
に
只
真
二
つ
に
河
井
を
切
倒
し
、
と
ゾ
め
を
差
通
し
て
心
静
に
剣
の
の
り
を
押
拭
、
鞘

に
納
て
塀
を
乗
越
、
行
方
し
れ
ず
落
失
け
り
。

み

つ
げ

（

仰

一

人

）

（

上

｝

｛

下

｝

（

返

｝

河
井
が
家
内
の
者
共
暫
有
て
此
体
を
見
付
、
大
に
ぎ
や
う
て
ん
し
、
う
へ
を
し
た
へ
と
か
ゑ

す
と
い
へ
ど
も
詮
方
な
く
、
是
全
、
木
原
が
仕
業
に
相
違
な
し
と
は
思
へ
共
、
夫
と
申
出
る

（
滅

亡

｝

時
は
家
の
め
っ
ぽ
ふ
眼
前
な
れ
ば
、
此
事
必
ず
沙
汰
す
べ
か
ら
ず
、
家
内
の
口
を
留
め
、
表

-13-
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中
に
も
貴
国
家
は
元
祖
を
尋
れ
ば
、
豊
前
国
彦
山
の
麓
、
毛
谷
村
の
山
賊
六
助
と
云
る
者
、

親
孝
心
の
徳
に
依
て
、
高
良
明
神
よ
り
授
り
け
る
力
量
剣
術
に
し
て
、
其
比
の
勇
士
渠
に
及

者
な
か
り
け
り
。
の
て
諸
国
の
大
名
我
も
／
＼
と
六
助
を
抱
ん
事
を
望
む
と
い
へ
ど
も
、
容

易
に
従
ふ
事
な
く
、
然
る
に
、
君
臣
の
縁
深
か
り
し
に
や
、
清
正
公
の
臣
と
成
り
、
専
誠
に

あ
げ

忠
を
尽
し
、
数
ヶ
度
の
戦
場
に
一
度
も
不
覚
を
取
ず
。
高
名
手
柄
揚
て
か
ぞ
へ
が
た
し
。
文

禄
の
初
、
朝
鮮
の
障
の
節
、
大
軍
の
中
に
深
入
し
て
終
に
打
死
を
遂
、
か
ば
ね
は
異
国
に
晒

と
い
へ
ど
も
忠
臣
の
美
名
は
万
代
に
か
が
や
き
け
る
。
則
六
助
、
加
藤
家
に
仕
官
の
初
、
貴

田
孫
兵
衛
俊
治
と
名
乗
、

A
7
の
貴
田
権
内
則
其
末
葉
に
し
て
、
禄
五
百
石
を
領
せ
り
。
其
外
、

大
木
、
岩
間
、
庄
林
を
初
、
先
祖
の
勲
功
は
筆
に
尽
し
難
く
諸
書
に
顕
然
た
れ
ば
、
愛
に
略

せ
し
む
る
者
也
。

誠
に
清
正
公
は
凡
人
な
ら
ぬ
名
将
に
し
て
家
臣
迄
皆
英
勇
文
武
兼
備
し
、
豪
傑
の
み
。
天

正
の
比
に
於
て
は
宮
本
武
蔵
、
実
父
の
仇
佐
々
木
小
四
郎
を
討
て
末
代
に
美
名
を
残
す
。
さ

れ
ば
世
上
に
流
行
す
る
武
蔵
流
は
、
則
、
彼
が
遣
ひ
出
せ
し
所
也
と
か
や
。
今
、
熊
本
よ
り

壱
里
有
余
に
し
て
、
下
弓
削
村
と
云
在
所
に
宮
本
武
蔵
が
墳
墓
有
り
。
武
蔵
流
を
学
ぶ
輩
、

絶
ず
詣
で

、
剣
法
の
増
長
を
祈
る
と
か
や
。
さ
れ
ば
、
肥
の
后
州
は
九
州
無
双
の
大
国
に
し

ゐ
士
ね
〈

て
仁
義
の
遍
厳
に
、
武
士
は
忠
を
宗
と
し
、
礼
を
失
せ
ず
、
下
は
農
業
に
慨
怠
な
く
、
賞
罰
簾

直
に
し
て
国
中
安
穏
成
事
他
国
に
長
也
。
五
穀
豊
鏡
な
れ
ば
、
人
気
お
の
づ
か
ら
誠
実
也
。

分
け
て
文
武
盛
大
に
し
て
孔
孟
の
道
あ
き
ら
け
る
。
剣
法
の
宗
匠
、
夫
々
の
流
儀
を
守
り
、

門
人
市
を
成
し
て
繁
昌
す
。
師
範
の
勤
士
多
き
中
に
も
和
田
重
左
衛
門
は
心
影
流
を
相
伝
し
、

建
部
定
右
衛
門
は
雲
口
流
を
指
南
し
、
山
東
佐
十
郎
は
文
武
両
道
に
兼
備
し
、
所
謂
当
時
の

秀
人
誰
か
肩
を
並
ん
や
。

柳
山
東
氏
の
人
と
成
を
尋
る
に
、
幼
弱
の
比
よ
り
智
勇
衆
に
秀
で
、
、
剣
法
に
心
を
委
ね

大
剛
に
し
て
生
質
雷
の
発
る
の
勢
ひ
有
り
。
十
三
歳
の
春
の
比
、
柳
願
望
の
事
有
て
父
と
共

に
同
国
阿
蘇
の
霊
社
に
参
龍
し
、
社
頭
の
宅
に

一
宿
せ
り
。
神
主
種
々
饗
応
を
な
し
、
四
方

の
雑
説
、
古
今
の
物
語
り
を
成
し
て
楽
み
け
る
に
、
社
司
語
り
て
申
け
る
は
、
「
近
き
比
、

此
近
境
に
怪
敷
事
有
て
村
民
恐
怖
の
思
ひ
を
成
け
り
。
其
事
跡
は
、
こ
の
阿
蘇
山
の
続
成
猫

二

か
し

ニ

か

け

め

ぐ

山
獄
の
麓
に
住
む
狩
人
、
見
を
狩
ん
迫
彼
山
の
半
腹
に
至
り
、
愛
彼
所
を
欠
廻
り
け
る
に
時
既

お
ぼ
ろ
＆
る

に
畳
七
ツ
比
な
る
に
不
思
議
也
、
日
輪
雲
中
に
没
し
て
さ
な
が
ら
月
の
瀧
成
が
如
し
。
猟
師

た

た

子

む

ニ

今

あ
や
し
み
、
岩
間
に
オ
ん
で
左
右
を
窺
ふ
に
、
果
し
て
向
の
岩
間
よ
り
年
の
比
十
八
九
と
見

へ
し
女
の
色
飽
ま
で
白
き
雪
を
あ
ざ
む
く
、
長
き
髪
み
振
乱
し
、
身
に
は
絹
を
ま
と
ひ
、
手

＆
ま
〈
U

S

げ

仁

ニ

あ

し
き

に
生
首
を
提
、
彼
狩
人
を
見
て
莞
爾
／
＼
と
笑
ひ
、
歩
み
来
れ
る
有
様
気
味
悪
敷
事
、
何
に

実録体小説篇査堂文庫所蔵郷土資料第一

警
ん
方
も
な
し
。
鉄
胞
を
取
直
し
、
女
の
胸
板
を
ね
ら
ひ
て
打
放
す
に
あ
や
ま
た
ず
手
答
し

て
打
殺
せ
し
、
と
思
へ
ば
左
は
無
て
、
忽
、
山
中
震
動
し
て
、
さ
も
あ
や
し
げ
成
声
を
出
し
、

山
上
の
方
を
差
て
走
り
去
り
け
り
。
猟
師
、
気
味
悪
く
成
て
、
急
ぎ
家
路
に
帰
け
る
。
其
有

｛巽
｝

様
を
村
民
に
語
り
け
れ
ば
、
皆
々
奇
意
の
思
ひ
を
な
し
、
日
一
は
、
恐
れ
お
の
、
き
、
と
り

ん
＼
噂
し
て
は
ん
け
な
と
か
や
。
ま
ば
ら
に
語
り
け
れ
ば
、
佐
十
郎
、
熟
々
と
聞
て
父
に
向

申
け
る
は
、
「
古
よ
り
世
上
に
妖
怪
の
説
針
と
い
へ
ど
も
、
多
分
は
年
経
た
る
狐
狸
の
類
に

｛

wき

ま

す

ら

り

ま

hz

し
て
長
る
抗
物
有
事
希
也
と
聞
け
り
。

A
7
社
司
の
叫
し
け
る
猫
巌
の
妖
怪
も
し
れ
て
其
類
に

し
て
、
人
を
な
や
ま
す
も
の
有
ん
。
に
つ
く
き
畜
生
共
、
今
宵
我
、
彼
山
に
至
り
て
悉
く
退

治
し
、
立
帰
ら
ん
。
」
と
勇
け
れ
ば
、
父
制
し
て
、
「
君
子
は
危
ふ
き
に
近
付
、
ず
と
云
り
。
其

方
幼
稚
に
し
て
い
ら
ざ
る
腕
立
無
用
な
り
。
」
と
、
諌
言
に
及
び
け
れ
ば
、
佐
十
郎
は
残
念
に

思
へ
ど
も
父
の
制
止
も
だ
し
が
た
く
、
其
侭
一
間
に
入
て
休
み
け
る
が
、
つ
ら
／
＼
と
思
へ

い
や
し
〈

ら
く
、
我
賎
敷
も
武
門
に
生
れ
、
か
h

る
物
語
り
を
聞
な
が
ら
余
降
車
に
捨
置
ん
事
何
と
や

（印
ι
T
件

江山
）

ら
比
興
に
似
た
る
。
父
の
命
に
は
背
共
、
密
に
忍
び
至
り
て
、
其
妖
怪
を
見
届
て
や
置
べ
し

と
、
父
が
寝
息
を
窺
ふ
に
前
後
も
知
ず
臥
け
れ
ば
幸
也
と
密
に
起
出
、
支
度
を
成
す
。
先
、

・

ぎ

丸

ま

ん

て

ん

も
も
ひ
き

肌
に
は
紅
の
儒
学
を
着
し
、
伴
天
、
股
引
が
け
に
て
、
延
寿
院
の
万
、
仁
王
三
郎
国
清
の
差

添
を
帯
し
、
社
司
の
屋
敷
を
忍
び
出
、
描
山
獄
さ
し
て
真
一
文
字
に
か
け
り
行
。
佐
十
郎
が
心

の
内
こ
そ
不
敵
也
。

比
し
も
、
衣
更
着
中
旬
余
寒
烈
敷
、
殊
に
此
土
は
寒
地
な
る
に
此
程
降
り
た
る
雪
、
村
々

へ
残
て
、
夜
陰
の
事
な
れ
ば
、
猶
更
冷
風
楓
々
と
し
て
肌
を
通
す
。
人
も
通
ら
ぬ
山
な
れ

ば
、
行
程
に
間
も
な
く
猫
巌
の
麓
に
至
り
、
木
の
根
、
岩
の
角
を
っ
た
ひ
山
の
半
腹
に
よ
ぢ

登
て
、
先
一
息
継
ん
と
岩
上
に
腰
打
懸
、
四
方
を
詠
て
有
け
る
に
、
十
七
夜
の
牒
月
立
昇

り
て
、
丑
の
中
刻
共
覚
敷
に
、
あ
ら
不
思
議
也
、
い
やつ
こ
と
も
な
く
生
臭
き
風
そ
よ
／
＼
と

吹
来
て
、
何
と
の
ふ
物
す
ご
き
心
魂
酒
に
酔
ふ
た
る
如
く
成
け
れ
ば
、
佐
十
郎
急
度
心
を
取

直
し
て
万
の
鯉
口
を
く
つ
ろ
げ
、
両
眼
を
怒
ら
し
窺
ふ
所
に
、
忽
然
と
し
て
佐
十
郎
が
向
ふ

の
方
に
、
其
尺
丈
余
の
大
入
道
顕
れ
出
た
り
。
其
形
相
双
眼
は
日
月
を
欺
き
、
牙
か
み
な
ら

ゆ

人

で

た3
7
3

え

し
、
弓
手
に
鉄
杖
の
如
き
物
を
携
歩
み
来
て
、
佐
十
郎
と
聞
を
隔
ん
事
三
聞
に
足
、
ず
。
す
っ

く
と
立
て
佐
十
郎
を
は
っ
た
と
ね
め
た
る
眼
色
は
身
の
毛
も
よ
立
計
也
。
世
の
常
の
者
な
り

せ
ば
即
時
に
魂
を
失
ひ
前
後
を
乱
す
べ
き
に
、
佐
十
郎
少
も
ひ
る
ま
ず
、
侃
延
寿
院
村
宗
の

業
物
を
引
抜
真
甲
に
か
ざ
し
て
大
音
に
呼
は
り
け
る
は
、
「
普
天
の
下
、
率
土
の
瓶
、
王
土

に
非
ら
ず
と
云
事
な
し
。
殊
に
此
所
は
阿
蘇
の
霊
山
に
隣
し
て
、
汝
如
き
悪
獣
の
住
べ
き
土

に
非
ず
。
作
て
、
能
…
府
家
臣
山
東
佐
十
郎
退
治
せ
ん
為
臨
向
へ
り
。
観
念
せ
よ
J

と
云
侭
に
、

q
L
 



第 21号

平
山
入
湯
土
産

序

わ
れ予

過
し
比
よ
り
柳
所
労
に
お
か
さ
れ
て
、
肥
の
後
州
な
る
平
山
湯
泉
に
罷
り
、
入
湯
を
な

し
は
べ
り
ぬ
。
愛
に
熊
本
の
英
士
一
両
輩
、
是
予
と
等
し
く
入
湯
に
ま
み
ゑ
て
同
宿
を
な
し
、

互
ひ
に
懇
志
を
通
じ
、
交
り
む
す
び
け
る
に
、
折
し
も
雨
の
降
り
続
て
旅
泊
い
と
つ
れ
／
＼

な
り
け
る
に
、
種
々
の
奇
談
四
方
の
雑
況
を
語
り
、
う
さ
を
は
ら
し
け
る
に
、
能
…
厨
士
の
日
、

（
路
線
同
）

「
我
に
ひ
と
つ
の
ひ
だ
ん
有
。
是
を
語
ん
L

と
言
り
け
る
に
そ
、
予
も
か
た
は
ら
に
膝
す
り

寄
せ
て
、
如
何
成
事
ぞ
と
聞
け
る
に
、
去
月
十
日
の
事
跡
に
し
て
、
実
に
も
希
代
の
珍
事
成

｛
事
包
）

け
る
聞
物
、
落
涙
し
て
感
じ
あ
へ
り
。
予
つ
く
ん
＼
と
思
へ
ら
く
、
是
ぞ
能
我
古
里
へ
の
土

ゐ
ぼ
つ
か

産
、
何
れ
か
増
る
事
あ
ら
ん
。
併
其
始
末
の
長
け
れ
ば
、
空
に
覚
え
は
べ
ら
む
も
覚
束
な

め
ら
ま
し

く
思
ひ
て
懐
紙
の
端
に
荒
増
を
書
付
置
ぬ
。
或
人
の
日
「
当
時
珍
ら
か
な
る
一
事
な
れ
ば
、

わ
か
g
U
F
P
υ

し
＠
η

是
を
書
綴
て
若
士
の
鏡
な
ら
ん
と
、
足
下
湯
治
の
閑
隙
に
書
結
ん
や
」
と
頻
に
進
め
け
れ
ば
、

（
ル
大
台
”
一
）

予
も
生
涯
の
好
物
、
辞
す
る
も
い
わ
け
な
く
て
直
ち
に
や
た
て
の
筆
を
お
か
し
て
一
つ
ふ
た

つ
と
云
続
出
て
、
小
一
冊
と
な
し
早
ぬ
。
然
ば
何
れ
と
悲
哉
、
思
智
短
才
に
し
て
文
盲
な
れ

ま
ま
（
山
田
明
｝

ば
は
な
や
か
に
文
を
ち
り
ば
む
る
事
あ
た
わ
ず
、
只
熊
府
士
の
演
説
の
侭
を
乗
て
枝
葉
を
ま

ひ

と

へ

そ

の

ま

ま

じ
ゑ
る
事
な
し
。
右
い
ゑ
る
知
く
、
偏
に
国
本
へ
土
産
に
せ
ん
の
趣
意
に
依
て
、
其
侭
平
山

入
湯
土
産
と
題
し
て
我
懐
中
に
秘
す
る
の
み
。

干
時
文
化
十
三
丙
子
孟
夏
初
八
日

肥
前
州
唐
津
山
人岩

瀬
退
喬
記
之

有明工業高等専門学校紀要

山平
井東 山
佐佐目入
十十録湯
郎郎土
描成産
巌q 立
のゐ之
妖譜
’l霊
を
切
事

河
井
亦
九
郎
我
意
の
排

弁
薮
田
か
若
業
河
井
を
討
事

196 

河
井
又
三
郎
不
行
跡

弁
河
井
薮
田
を
恨
て
大
津
に
至
事

薮
田
、
河
井
勝
負
を
決
す
る
事

弁
文
三
郎
落
命
之
弁

薮
田
父
子
大
津
よ
り
熊
本
へ
引
返
す
事

弁
薮
田
五
郎
吉
切
腹
之
話
之
事

平
山
入
湯
土
産

山
東
佐
十
郎
成
立
之
事

井
佐
十
郎
描
巌
之
妖
怪
を
切
事

艇
が
州
肥
後
之
園
、
熊
本
の
城
と
申
は
往
昔
加
藤
清
正
公
御
居
城
ま
し
／
＼
太
閤
秀
吉
公

に
従
ひ
忠
勤
扶
桑
に
類
を
同
う
す
る
人
も
な
く
、
英
勇
智
謀
古
今
其
例
を
聞
ず
。
既
に
朝
鮮

征
伐
之
刻
、
先
手
軍
将
と
し
て
あ
ま
ね
く
諸
城
を
乗
取
、
向
ふ
所
破
ら
ず
と
云
事
無
。
討
ば

勝
、
責
れ
ば
取
り
、
百
万
の
強
敵
も
物
の
数
と
も
せ
ず
。
其
形
相
あ
た
か
も
鬼
神
の
如
し
。

朝
鮮
の
族
、
清
正
公
を
鬼
者
官
に
呼
び
三
歳
の
小
児
も
其
名
を
聞
で
は
泣
声
を
止
め
、
さ
れ

ば
今
に
至
り
で
は
於
彼
国
清
正
公
の
尊
形
を
絵
書
て
門
戸
に
張
り
、
悪
病
災
難
を
遁
る
。
我

朝
に
も
熊
本
に
一
社
を
造
立
し
て
宮
殿
楼
閣
珠
玉
を
ち
り
ば
め
、
清
正
大
神
祇
と
尊
崇
す
。

貴
賎
歩
み
を
は
ヰ
び
て
願
ひ
を
断
。
に
霊
現
の
体
烈

E
袋
の
中
の
物
を
取
が
如
し
。
日
に
増
月

に
増
て
参
寵
の
群
集
引
も
ち
ぎ
ら
ず
。
遠
近
の
老
少
袖
を
つ
ら
が
ド
、
実
に
名
将
の
英
霊
住

お
ご
そ
か
な
り
。

さ
れ
ば
に
や
、
か
ば
か
り
の
御
身
な
れ
共
、
御
子
孫
の
運
衰
微
に
し
て
、
慶
長
年
中
、
細

川
一
二
斎
公
の
御
居
城
と
成
。
の
て
加
藤
の
臣
等
大
半
浪
々
の
身
と
な
り
、
或
は
山
里
に
逼
塞
し

て
手
跡
剣
術
の
師
範
を
な
し
、
文
は
医
業
を
世
渡
と
仕
ん
も
有
て
、
名
士
悉
く
埋
け
る
也
。

細
川
君
此
事
夙
に
聞
召
及
れ
志
惜
ま
せ
給
ひ
、
家
臣
と
す
へ
し
と
種
々
御
心
配
有
と
い
へ
ど

も
、
二
君
に
仕
ん
事
武
士
の
本
意
に
非
と
、
思
召
に
従
ず
。
其
鉄
石
の
心
な
る
事
を
益
御
感

有
て
、
手
を
尽
し
思
を
見
如
御
招
き
有
し
か
ば
、
何
れ
も
細
川
家
の
大
恩
難
黙
し
て
、
無
余
儀

も
仕
官
を
成
す
輩
数
多
有
。

A
7
に
相
続
し
て
、
大
木
、
相
島
、
岩
間
、
此
面
、
庄
林
弁
助
、

貴
田
権
内
杯
云
類
な
り
。



比
の
御
意
に
て
、
先
々
迄
も
心
安
く
可
暮
由
被
仰
付
候
。
勘
右
衛
門
、
難
有
奉
存
候
由
、
平

伏
す
。
三
人
の
者
に
も
御
逢
可
被
成
由
、
被
召
出
御
目
見
え
被
仰
付
候
。
北
の
関
切
通
し
の

始
終
噺
に
て
御
尋
共
有
之
、
「
三
人
共
に
何
も
無
比
類
、
討
死
い
た
し
候
者
迄
手
柄
成
る
致
奉

公
候
」
と
御
褒
美
の
御
意
な
り
。
夫
よ
り
段
々
御
馳
走
、
言
語
同
断
難
有
仕
合
共
也
。

同
八
月
末
迄
不
相
変
暮
候
処
に
、
勘
右
衛
門
、
家
来
共
に
語
候
は
、
「
我
等
去
年
以
来

一

乱
の
儀
、
本
国
に
て

一
家
共
及
騒
動
、
場
所
に
は

一
族
の
助
万
を
以
難
敵
大
勢
討
取
、
世
上

の
人
口
晶
買
に
て
の
取
沙
汰
に
て
、
品
一
次
元
に
て
は
能
と
い
ふ
又
わ
ろ
し
と
言
風
聞
す
べ
し
。

其
上
流
浪
し
諸
方
の
妨
に
成
り
、
只
A
7
は
当
地
の
殿
様
御
懇
意
被
仰
付
、
是
に
て
前
後
一
通

武
士
の
道
立
可
申
哉
。
永
々
御
当
地
の
御
世
話
に
成
り
候
も
不
成
本
意
存
候
。
是
に
で
終
り

申
候
儀
可
有
知
何
哉
。
」
と
語
け
れ
ば
、

三
人
共
に
、
「
仰
は
御
尤
に
御
座
候
得
共
、
先
唯

（山雄）

此
分
に
で
暫
く
御
見
合
可
然
。
」
と
い
ふ。

勘
右
衛
門
答
て
、
「
成
程
、
生
は
堅
し
死
は
安

し
と
言
夏
あ
れ
ば
、
何
も
が
言
葉
に
随
べ
し
。
」
と
い
ひ
け
る
。
不
相
変
暮
け
る
が
、
何
思

ひ
け
ん
、
過
る
八
月
晦
日
の
夜
、
終
に
自
害
し
て
死
す
。
景
通
君
、
被
聞
召
御
残
念
に
被
思

召
、
「
家
来
共
、
聴
か
残
念
思
ふ
ら
ん
片
心
底
御
察
被
成
候
。
「
乍
去
、
皆
共
三
人
に
被
仰
付
様

も
有
之
候
」
と
御
直
の
御
意
也
。
右
の
様
子
為
御
達
、
市
野
権
助
は
即
日
に
八
代
へ
参
候
。

七
つ
過
て
筑
後
小
助
・
瀬
戸
源
七
を
景
通
君
御
前
に
被
刀
口
、
「
勘
右
衛
門
死
後
、
嘆
き
て
も

帰
ら
ぬ
事
、
三
人
の
も
の
共
後
藤
市
右
衛
門
同
座
に
で
御
料
理
」
被
仰
付
候
。

其
後
、
九
月
十
一
日
御
断
申
上
、
熊
本
へ
罷
帰
度
由
願
に
付
、
願
の
通
被
仰
付
。
直
に
御

留
被
成
可
被
召
仕
と
思
召
候
得
共
、
皆
共
用
心
に
付
本
国
に
罷
下
り
度
由
、
無
拠
儀
な
ら

ん
と
御
自
服
持
領
、
井
白
銀
五
枚
、
完
不
残
拝
領
す
。
九
月
十
二
日
、
熊
本
へ
帰
着
す
。
勘

右
衛
門
死
骸
は
、
臼
杵
御
城
下
の
寺
に
て
火
葬
し
、
骨
を
熊
本
に
遣
す
。
並
日
光
院
降
心
居
士

と
法
号
し
、
茶
湯
料
を
給
。
無
残
所
御
懇
意
也
。
三
人
の
家
来
共
は
、
肥
後
へ
帰
候
後
は
、

長
阿
佐
渡
・
山
名
十
左
衛
門
に
可
被
召
仕
旨
、
綱
利
公
被
仰
付
候
者
也
。

延
宝
二
年
正
月
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北
関
。
福
岡
県
山
門
郡
山
川
町
北
の
問
。

南
郷
栃
木
。
熊
本
県
阿
蘇
郡
長
陽
村
。

黒
川
。
問
。
黒
川
と
白
川
の
合
流
す
る
附
近
。

瀬
田
。
向
。
立
野
附
近
。

高
橋
村
。
熊
本
県
山
鹿
市
鹿
本
町
稲
田
。

南
関
。
熊
本
県
玉
名
郡
南
関
町
。
肥
後
最
北
の
関
所
が
あ
っ
た
。

2 3 4 6 

（了

7 

和
仁
。
熊
本
県
玉
名
郡
三
加
和
町
。

板
楠
。
向
。

十
町
。
問
。

原
町
。
福
岡
県
山
門
郡
山
川
町
。
宿
駅
が
あ

っ
た
。

綜
欄
島
。
八
代
市
西
方
海
上
の
棺
榔
島

（築
島
）
か
。

植
柳
村
。
八
代
市
植
柳
町
。

球
磨
。
熊
本
県
球
磨
郡
内
。
肥
後
圏
内
に
あ
り
な
が
ら
肥
後
に
あ
ら
ず
と
さ
れ
た
。

柳
の
瀬
戸
。
大
矢
野
島
と
天
草
上
島
の
聞
の
瀬
戸
。

口
の
津
。
長
崎
県
南
高
来
郡
口
之
津
町
。
島
原
半
島
南
端
の
港
。

鳩
か
ね
。
未
詳
。

よ
そ
。
未
詳
。

長
門
備
中
。
未
詳
。

臼
杵
。
大
分
県
臼
杵
市
。

景
通
君
。
臼
杵
藩
主
稲
葉
景
通
。
五
万
石
。
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第 21号

也
。
其
飴
は
旅
中
よ
り
の
付
人
な
り
。
其
人
々
に
は
、
細
川
修
理
・
長
岡
左
門
・
朽
木
与
次

右
衛
門
・
山
名
惣
四
郎
・
前
川
喜
右
衛
門
・
同
与
三
兵
衛
・
津
川
次
郎
右
衛
門
・
藤
崎
作
右

衛
門
右
八
家
よ
り
侍
壱
人
宛
、
其
夜
は
山
鹿
迄
行
け
る
。
源
七
が
手
庇
、
馬
上
に
て
振
り
候

故
、
散
々
相
煩
ひ
、
然
共
、
養
元
付
添
て
療
治
仕
け
る
故
無
別
儀
、
翌
日
馬
上
に
て
供
す
。

同
廿
九
日
小
倉
へ
着
す
。
大
坂
迄
の
約
束
に
て
船
を
借
り
下
関
迄
着
い
た
し
候
が
、
上
方

へ
行
か
ん
よ
り
長
崎
へ
行
て
可
然
と
談
合
替
て
下
ら
ん
と
せ
し
が
、
廻
船
の
船
頭
、
「
大
切

ト

ム

｝

｛

件
以
）

の
用
事
商
売
に
付
て
登
り
候
に
付
、
船
を
借
し
長
崎
へ
下
り
候
て
は
殊
の
外
支
に
な
り
迷
惑

に
奉
存
候
。
」
と
言
。
依
之
、
守
田
与
三
右
衛
門
宅
に
落
付
、
心
安
候
故
、
熊
本
諸
家
よ
り

被
付
た
る
侍
共
熊
本
へ
差
返
し
、
勘
右
衛
門
主
従
斗
に
て
逗
留
す
。
七
十
日
余
り
過
、
主
守

田
与
三
右
衛
門
、
ひ
そ
か
に
申
け
る
は
、
「
盛
況
元
へ
逗
留
の
由
無
隠
、
方
々
へ
相
聞
え
、
敵

来
て
当
地
へ
隠
れ
、
滞
留
の
各
を
討
と
謀
よ
し
、
拙
宅
へ
押
寄
候
は
ゾ
兼
て
御
熟
慮
の
各
同

前
に
相
働
き
ふ
せ
ぎ
申
心
得
に
候
得
共
、
拙
者
些
手
ご
わ
く
存
候
哉
、
押
寄
せ
申
事
は
不
仕
、

近
所
へ
火
を
懸
け
焼
打
可
仕
候
由
風
間
、
依
之
町
内
近
隣
の
者
共
致
迷
惑
、
御
町
方
役
人
衆

へ
右
の
段
訴
出
可
申
由
相
談
可
仕
事
、
憧
成
る
方
よ
り
知
せ
申
候
。
さ
候
得
共
、
拙
者
何
程

図
申
候
て
も
勘
右
衛
門
殿
の
御
為
に
成
間
敷
L

段
、
打
寄
密
談
い
た
し
候
得
ば
、
勘
右
衛
門

承
知
し
、
尤
の
事
な
り
、
早
々
立
退
き
、
船
を
借
り
て
十
一
月
廿
四
日
の
夜
、
長
崎
へ
出
船

し
、
八
代
へ
と
心
選
て
、
程
な
く
八
代
へ
着
船
す
。
長
岡
佐
渡
方
へ
密
に
告
け
れ
ば
、
先
キ

島
に
相
知
可
被
居
由
申
来
る
に
付
、
綜
欄
邑
同
に
逗
留
す
。
然
共
、
此
島
水
な
き
故
甚
だ
迷
惑

す
。
依
之
、
植
柳
村
の
庄
屋
甚
右
衛
門
と
申
者
、
小
船
を
漕
来
り
、
「
山
本
弥
左
衛
門
よ

り
被
申
付
候
。
水
乗
せ
参
し
。
L

と
申
。
甚
右
衛
門
は
立
帰
り
、
勘
右
衛
門
不
潔
此
処
に

十
五
六
日
滞
留
し
て
、
十
二
月
十
一
日
八
代
口
に
い
た
り
、
佐
渡
方
よ
り
球
磨
日
行
ベ
き
旨

旨
に
付
、
川
舟
に
乗
移
り
て
上
る
。
山
本
弥
左
衛
門
、
諸
事
才
判
し
て
、
船
中
の
認
ど
送

り
け
る
。

無
程
、
球
磨
灰
村
と
言
処
に
落
付
、
御
城
主
、
禄
百
石
と
言
者
、
為
用
聞
被
付
置
候
。
其

近
村
地
侍
十
家
斗
り
有
し
が
、
此
者
共
人
吉
の
術
鍛
錬
、
そ
の
処
々
面
々
聞
及
、
捕
手
な
ど

稽
古
す
。
瀬
戸
源
七
も
、
長
崎
に
て
能
き
医
師
に
手
庇
療
治
を
頼
、
此
時
は
撃
と
平
癒
し
て

共
々
指
南
す
。
其
年
は
愛
に
て
心
安
く
暮
し
落
付
有
け
る
処
に
、
翌
正
月
八
代
よ
り
被
申
越

候
は
、
「
其
地
に
も
滞
留
難
成
。
其
子
細
は
、
旧
冬
押
詰
候
て
球
磨
の
家
老
中
よ
り
密
に
内

意
被
申
越
候
は
、
『
球
磨
の
儀
、
鳥
も
安
く
は
難
通
所
な
る
に
、
為
何
敗
、
勘
右
衛
門
被
居

申
儀
存
者
有
之
、
敵
方
へ
内
通
仕
由
致
風
間
候
。
此
方
領
分
の
者
右
の
通
り
の
内
通
仕
候
は

不
屈
に
候
得
ば
、
急
度
吟
味
い
た
し
申
付
様
も
有
之
候
得
共
、
さ
候
て
は
勘
右
衛
門
殿
、
各
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を
も
出
、
却
で
他
所
へ
相
知
可
申
儀
も
気
の
毒
に
存
候
』
旨
、
八
代
へ
申
来
候
問
、
早
々
引

取
被
申
可
然
候
」
由
申
来
、
依
之
正
月
十
一
日
球
磨
を
相
立
。
人
音
の
御
城
主
御
聞
被
成
候

て
、
色
一
々
御
留
被
成
候
得
共
、
彫
て
御
断
申
候
に
付
、
「
鷺
て
嘗
二
月
三
月
、
我
等
参
勤
の

時
分
ま
で
可
被
致
逗
留
候
。
其
節
八
代
迄
同
道
し
て
御
出
可
有
之
」
由
、
段
々
難
有
仰
な
れ
共
、

達
て
辞
退
し
、
延
宝
二
年
正
月
十
一
日
、
川
舟
に
て
八
代
下
り
、
植
柳
村
甚
兵
衛
と
い
ふ
者

の
船
に
乗
り
、
当
時
ま
で
召
仕
た
る
中
間
三
人
も
熊
本
人
返
し
、
源
七
・
権
助
・
小
助
迄
相

随
へ
、
小
助
は
用
事
有
之
、
熊
本
へ
遣
し
け
れ
ば
是
を
待
て
、
天
草
の
柳
の
瀬
戸
へ
着
す
。

二
三
日
滞
留
し
、
夫
よ
り
口
の
津
に
船
を
寄
、
数
日
滞
留
す
。

折
節
島
原
に
出
火
あ
り
。
口
の
津
の
者
致
沙
汰
候
は
、
「
此
島
原
の
出
火
は
、
前
川
勘
右

衛
門
の
敵
共
、
勘
右
衛
門
島
原
に
居
候
と
聞
、
焼
打
せ
ん
た
め
に
火
を
掛
候
由
、
就
夫
、
島

原
の
御
城
主
御
吟
味
候
得
ば
、
右
の
敵
打
は
勘
右
衛
門
島
原
に
居
不
申
候
に
付
早
々
何
方
に

敗
立
退
申
候
由
、
島
原
大
騒
動
い
た
し
、
此
所
へ
勘
右
衛
門
居
候
由
、
隠
有
よ
し
、
さ
候
は

ゾ
敵
打
の
者
来
り
火
を
か
け
ん
も
難
斗
、
早
此
地
に
で
も
見
馴
ぬ
旅
人
、
昨
日
も
見
え
た
り
、

今
朝
も
通
り
、
」
杯
と
致
沙
汰
候
得
ば
、
品
一
一
仙
ぎ
船
を
出
し
、
鳩
か
ね
と
言
所
に
船
移
し
け
る
。

其
折
節
、
小
助
熊
本
よ
り
帰
り
け
れ
ば
、
正
月
廿
四
日
に
天
草
浦
鳩
か
ね
の
浦
を
出
船
し
て
、

筑
前
の
内
よ
そ
等
と
い
ふ
浦
に
ふ
ね
を
寄
、
同
廿
八
日
逗
留
し
、
二
月
廿
三
日
の
夜
半
に
出

L
あ

わ
ぜ

船
し
、
玄
海
灘
を
渡
し
け
る
に
、
俄
に
大
風
吹
て
危
き
仕
合
に
て
、
漸
々
長
門
の
国
備
中
い

ふ
浦
に
吹
付
て
、
三
月
三
日
下
関
に
着
、
自
是
豊
後
に
至
る
。

豊
後
よ
り
市
野
権
助
、
為
使
臼
杵
御
城
下
に
帰
す
。
奉
願
よ
し
願
け
れ
ば
、
稲
葉
右
京
為

使
者
、
早
御
城
下
に
可
被
参
由
被
仰
付
、
三
月
十
一
日
臼
杵
の
御
城
下
に
着
。
此
間
諸
方
流

浪
し
、
敵
持
た
る
身
な
れ
ば
、
心
は
剛
に
し
て
用
心
は
臆
病
成
る
が
ご
と
く
せ
よ
と
て
、
楠

木
の
軍
法
に
任
せ
、
熊
本
出
し
後
は
敵
忍
ぶ
為
に
各
名
を
改
、
筑
後
小
助
は
下
回
弥
兵
衛
、

も
ち

ろ
人

市
野
権
助
は
守
田
三
太
夫
、
瀬
戸
源
七
は
高
木
勘
兵
衛
と
改
、
勿
論
前
川
勘
右
衛
門
も
惣
髪

に
成
て
左
山
宗
宅
と
替
名
す
。
過
日
三
月
十
一
日
、
臼
杵
御
城
下
よ
り
為
迎
船
三
鰻
給
る
。

壱
般
は
小
早
に
て
勘
右
衛
門
乗
船
な
り
。
弐
鰻
は
用
心
船
に
て
、
足
軽
十
壱
人
、
十
弐
人
組

の
鉄
焔
拾
挺
完
切
火
縄
に
て
守
護
し
、
御
城
浜
手
の
御
門
よ
り
被
入
け
る
。
見
物
人
も
多
か

り
し
と
か
や
。
其
年
稲
葉
右
京
、
景
通
君
御
入
城
の
年
の
春
な
れ
ば
、
御
武
威
を
奉
願
、
他

国
の
敵
持
参
入
仕
候
迫
御
城
主
御
悦
被
成
、
家
中
迄
も
悦
事
無
限
。
殊
に
肥
後
は
御
縁
家
の

事
な
れ
ば
、
別
て
御
馳
走
無
言
斗
、
畳
夜
四
度
宛
御
料
理
被
下
、
衣
抜
等
過
分
に
拝
領
す
。

右
一
巻
の
為
清
書
役
、
御
家
来
市
左
衛
門
被
付
置
、
外
に
付
人
は
中
小
姓
弐
人
弁
料
理
人
・

荒
仕
子
・
小
坊
主
等
に
至
ま
で
被
付
置
、
景
通
君
、
勘
右
衛
門
居
間
に
御
出
候
得
て
、
御
念

-9-
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打
け
る
太
万
、
源
七
が
首
に
当
り
、
あ
た
、
か
に
覚
る
。
少
し
目
く
ら
む
様
に
有
し
か
ば
探

り
見
れ
ば
、
首
半
分
程
切
れ
左
の
一屑
に
か
た
む
き
掛
る
。
拐
は
手
負
た
る
と
心
得
、
左
の
手

に
で
首
を
押
直
し
、
右
の
片
手
に
て
な
ぐ
り
打
に
打
け
れ
ば
、
藤
田
が
家
来
、
起
上
ら
ん
と

立
所
を
横
腹
に
深
々
と
切
込
、
一
太
万
に
て
打
留
け
る
。
然
処
、
源
七
弥
目
く
ら
む
、
万

を
も
田
中
へ
落
し
、
「
口
惜
し
ゃ
。
」
と
歯
が
み
な
が
ら
田
中
に
座
し
て
働
き
得
ず
。
十
左

｛ママ｝

衛
門
、
下
知
し
け
る
は
、
「
手
負
は
右
の
方
、
田
中
に
。
」
漸
々
あ
ぜ
に
腰
を
懸
、
万
を
尋
る

に
不
見
、
脇
差
は
手
に
持
居
た
り
。
万
取
落
し
た
る
後
も
、
少
々
働
き
た
る
と
見
へ
、
脇
差

に
の
り
付
て
、
打
物
に
多
く
の
り
付
た
り
。
ひ
ざ
に
当
て
片
手
に
て
押
拭
ひ
、
さ
や
に
納
け

れ
共
、
打
ゆ
が
み
て
不
入
。
此
処
中
間
共
追
々
に
来
る
。
源
七
近
所
壱
間
半
斗
に
藤
田
父
子

死
骸
有
け
れ
ば
、
縫
之
進
が
太
万
取
て
、
是
取
ら
せ
て
差
居
た
り
。
赤
銅
金
小
べ
り
の
縁
頭

の
搭
な
り
。
此
等
も
源
七
目
く
ら
み
、
是
を
取
て
指
べ
き
気
力
な
く
、
倍
又
一
段
の
畑
中

人
を
切
音
し
け
れ
ば
、
十
左
衛
門
聞
付
、
「
た
め
し
物
に
で
は
な
き
か
。
誰
に
で
も
理
不
尽

死
骸
を
切
る
な
。
」
と
下
知
す
れ
ば
、
「
文
右
衛
門
に
て
御
座
候
。
未
だ
死
き
れ
不
申
者
有

之
、
と
ゾ
め
を
仕
候
。
」
と
言
。
十
左
衛
門
、
「
夫
に
で
も
、
其
侭
捨
置
べ
し
。
」
と
下
知

仕
け
る
。
愛
に
、
南
左
近
元
知
に
仕
へ
し
浪
人
の
由
に
て
外
科
壱
人
馳
来
り
、
「
此
様
子
、

遅
く
承
付
申
候
問
、
掛
付
不
申
残
念
千
万
と
奉
存
候
。
先
気
付
可
申
。
」
と
て
手
負
の
面
々

に
用
け
れ
ば
、
十
左
衛
門
、
喜
悦
し
て
、
「
早
々
の
懸
付
、
満
足
に
存
候
。
」
と
挨
拶
す
。

十
左
衛
門
申
け
る
は
、
「
気
付
は
、
臆
病
者
の
必
所
持
す
る
者
也
。
藤
田
が
紙
袋
、
可
吟
味
己

と
聞
き
見
る
に
、
気
付
あ
り
取
出
し
、
何
れ
も
是
を
腹
用
す
。
其
時
、
南
関
よ
り
行
駄
来
る

に
入
て
、
手
負
は
追
々
引
取
け
る
。
藤
田
父
子
の
首
を
俵
に
入
て
南
関
に
持
参
す
。

然
処
に
、
熊
本
よ
り
の
仰
と
し
て
、
双
方
死
人
一
向
に
一
穴
に
埋
べ
き
の
由
申
来
り
、
北
関
・

南
関
の
堺
の
山
に
三
場
。
柳
川
よ
り
ふ
頭
の
士
、
足
軽
大
勢
引
連
雄
被
差
出
と
事
済
候
て

後
、
馳
着
き
け
る
。

橘
殿
よ
り
使
来
て
、
手
負
衆
諸
事
不
自
由
に
為
無
之
被
差
出
候
由
、

此
方
領
内
に
可
被
引
取
由
被
仰
越
候
得
共
、
恭
存
候
と
頓
て
南
関
へ
ぞ
引
取
け
る
。
此
時
藤

田
家
来
、
場
所
へ
両
人
来
り
、
う
ろ
た
へ
け
る
を
生
捕
に
て
、
熊
本
へ
遣
け
れ
共
、
壱
人
は

原
町
に
人
馬
雇
参
し
者
、
壱
人
は
宿
に
て
飯
を
捺
居
た
る
遅
く
参
し
者
共
也
。
壱
年
奉
公
の

者
共
に
て
御
構
な
く
、
後
に
御
免
を
蒙
り
在
所
／
＼
に
引
取
け
る
。
手
負
段
々
引
取
、
中
に

も
田
代
左
五
兵
衛
・
五
十
里
喜
兵
衛
・
吉
井
吉
兵
衛
・
瀬
戸
源
七
四
人
は
深
手
に
で
、
立
花

殿
領
分
木
原
村
に
引
取
、
翌
廿
五
日
に
熊
本
へ
ぞ
帰
け
る
。
其
節
の
戦
、
七
月
廿
三
日
申
の

上
刻
よ
り
始
り
酉
の
下
刻
に
ぞ
終
け
る
。
諸
方
の
見
物
左
右
の
野
山
に
幾
千
万
共
不
知
。
見

物
の
説
に
、
「
始
め
二
打
三
打
の
戦
は
見
え
候
得
共
、
晴
天
に
で
土
煙
強
く
、
次
第
に
日
は
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晩
、
声
斗
り
に
て
様
子
相
見
え
不
申
L

由
沙
汰
い
た
し
候
。
翌
廿
五
日
、
手
負
共
引
取
け
る
。

向
よ
り
一
説
は
大
勢
人
数
見
え
た
り
。
是
は
定
て
藤
田
相
聾
・
妹
聾
共
と
い
ふ
沢
与
三
兵
衛
、

藤
田
方
へ
加
勢
な
ら
ん
と
用
心
仕
候
処
に
、
さ
に
は
あ
ら
ず
、
熊
本
よ
り
山
名
・
前
川
の
一

類
、
追
々
馳
来
る
。
中
に
も
朽
木
与
三
兵
衛
照
長
・
山
名
四
郎
兵
衛
正
真
、
是
は
近
年
子
細

｛
義
絶
）

有
て
山
名
と
不
和
に
て
及
儀
説
に
け
れ
、
今
度
の
儀
ゆ
へ
手
前
よ
り
和
睦
し
、
自
走
付
る
。

八
代
よ
り
も
、
家
来
山
本
弥
右
衛
門
に
士
・
足
軽
大
勢
差
遣
す
。
即
覧
南
関
に
至
着
す
。
翌

廿
五
日
、
山
名
・
前
川
守
護
し
熊
本
へ
引
取
け
る
。

山
名
十
左
衛
門
家
来
討
死
・
手
負
左
の
通

討
死
加
々
美
権
平

手
負
金
光
小
右
衛
門
衣
笠
新
五
兵
衛
田
代
左
五
兵
衛
遠
藤
伝
蔵
音
田
又
兵

衛
五
十
里
喜
兵
衛
音
井
告
兵
衛
鑓
持
弥
助

前
川
勘
右
衛
門
家
来
討
死
・
手
負
左
の
通

討
死
南
郷
祐
道

手
負
西
郷
平
十
郎
酒
屋
伊
右
衛
門
瀬
戸
源
七
一
宮
弥
助

山
名
十
左
衛
門
手
庇

一
か
所

前
川
勘
右
衛
門
手
不
負

右
両
家
の
手
負
共
、
長
岡
佐
渡
方
よ
り
明
石
五
右
衛
門
を
為
使
者
、
着
替
の
た
め
と
て
雌

子
弐
つ
宛
被
相
送
候
。

一
、
藤
田
助
之
進
、
知
行
は
五
百
石
、
勤
は
御
城
使
也
。

嫡
子
縫
之
進
十
七
歳
、
家
来
若
党
五
人
、
中
間
七
人
内
弐
人
鑓
持
。
上
下
拾
弐
人
内
九
人

は
場
所
に
で
討
死
。

一
、
藤
田
二
男
拾
壱
歳
、
三
男
九
歳
、
女
子
壱
人
、
是
は
前
川
へ
縁
組
の
娘
也
。
妻
女
右

の
面
々
は
被
召
捕
、
方
々
に
御
預
な
り
。
以
後
追
放
被
仰
付
候
。

A

臥
巳
）

一
、
前
川
勘
右
衛
門
、
他
国
へ
趣
ベ
き
極
め
、
同
廿
四
日
の
夜
に
入
て
出
立
。
長
阿
佐
渡

｛
札
巳
v

よ
り
前
川
与
三
兵
衛
を
以
、
瀬
戸
源
七
被
申
付
候
は
、
「
勘
右
衛
門
、
今
度
他
国
へ
趣
に
付

｛伺
周
）

て
、
其
方
手
庇
平
癒
せ
ば
供
可
致
候
。
い
ま
だ
柾
有
之
候
は
J

、
加
箆
に
て
可
行
L

旨
被
申
付
。

源
七
畏
て
、
「
手
庇
い
ま
だ
平
癒
不
仕
候
得
共
、
此
弊
に
で
も
御
用
に
も
可
相
立
者
と
被
思

召
候
哉
、
右
の
御
意
も
誠
以
難
有
奉
存
候
」
旨
申
候
得
共
、
「
其
鉢
に
で
も
致
供
候
方
、
勘

右
衛
門
た
め
に
宜
敷
被
存
候
」
旨
被
申
付
也
。
源
七
申
候
は
、
「
駕
に
で
も
参
候
儀
は
道
中

に
て
不
慮
の
節
に
急
に
間
に
合
申
間
敷
候
。
前
川
左
右
を
見
晴
す
た
め
に
、
」
と
申
、
馬
に

て
御
供
可
仕
由
依
頼
、
尤
成
る
願
と
て
馬
に
て
供
す
。
其
外
は
市
野
権
助
・
筑
後
小
助
両
人
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無
心
一
時
見
物
の
者
共
も
評
を
す
る
。
聞
な
し
て
源
七
は
ツ
と
心
強
く
ぞ
覚
け
る
。
藤
田
は
早
天

よ
り
此
所
に
父
子
・
若
党
・
中
間
七
人
、
鑓
弐
本
鉄
地
三
挺
に
て
待
居
た
る
が
、
「
前
川
が

（
マ
マ
）

臆
病
者
、
最
早
此
処
迄
は
来
ら
じ
、
残
処
を
強
じ
、
昼
飯
時
分
に
も
な
り
、
向
村
に
で
認
を

仕
舞
、
直
に
立
除
ベ
し
。
」
と
て
、
此
処
を
捨
て
引
取
た
る
由
也
。
去
程
に
瀬
戸
源
七
、
此

処
を
行
過
て
、
藤
田
が
旅
宿
尋
、
案
内
を
乞
、
右
の
方
よ
り
壱
人
、
向
よ
り
壱
人
立
向
。
源

七
用
心
し
て
、
口
上
を
言
、
手
紙
渡
し
て
立
帰
所
に
、
跡
よ
り
山
名
十
左
衛
門
家
来
、
五
十

里
喜
兵
衛
と
言
者
、
使
に
遣
す
。
口
上
「
是
迄
前
川
勘
右
衛
門
罷
越
、
飛
道
具
を
無
用
に
し

て
鑓
合
太
万
打
可
致
候
、
為
其
御
使
。
」
と
申
入
候
由
也
。
藤
田
返
事
口
上
の
趣
、
「
令
承

知
候
、
追
付
出
合
可
申
候
。
」
な
り
。
源
七
・
喜
兵
衛
引
取
け
る
。

藤
田
は
「
以
前
、
前
川
が
紙
面
に
、
誓
言
に
て
悪
口
不
仕
と
有
之
候
へ
ば
、
神
対
し
申
分
無
之

と
書
候
儀
、
臆
病
に
て
神
文
に
事
寄
せ
討
果
ん
、
を
き
」
と
思
案
し
、
最
早
此
処
へ
来
る
ま
じ
く

と
、
「
昼
一
過
よ
り
、
小
倉
を
き
し
て
引
取
直
に
上
方
に
登
る
べ
し
。
」
と
、
其
節
若
党
壱
人
中
問
、

筑
後
庶
町
山
て
馬
弁
乗
物
か
き
の
人
足
雇
に
遣
し
、
旅
立
の
装
束
仰
や
角
掛
と
支
配
し
居
た
る
処
、

右
の
両
人
に
驚
き
、
取
あ
へ
ず
左
の
山
脇
廻
り
て
切
通
を
心
当
と
急
ぎ
行
。
然
処
、
右
の
通

要
所
は
山
名
・
前
川
先
刻
取
敷
た
れ
ば
、
す
べ
き
様
も
な
く
、
右
の
方
の
山
に
引
上
り
、
段

々
畑
の
高
き
所
に
三
挺
の
鉄
焔

一
面
に
な
ら
ベ
、
父
子
鑓
取
て
拍
居
た
り
。
藤
田
使
を
立
て
、

「
御
申
越
に
ま
か
せ
罷
出
候
。
乍
御
苦
労
是
に
御
出
候
得
。
」
と
言
遣
す
。
勘
右
衛
門
返
答
に
、

「
此
所
が
た
が
ひ
に
足
場
能
。
是
に
御
出
候
得
。
」
と
申
遣
け
れ
ど
、
不
来
し
て
、
鉄
胞
の

玉
を
詰
さ
せ
て
如
た
り
。
小
勢
と
い
へ
共
、
是
に
て
攻
上
る
事
城
を
攻
が
ご
と
な
れ
ば
、
勇

士
で
も
唯
的
に
な
り
て
射
救
さ
れ
ん
と
ぞ
見
へ
た
り
け
り
。
前
川
方
に
は
鉄
畑

一
挺
も
、
着

込
に
で
も
着
た
る
者
も
な
か
り
せ
ば
、
是
に
て
は
叶
ま
じ
と
て
、
前
川
又
使
を
立
、
「
最
前

よ
り
如
申
候
、
飛
道
具
は
無
用
と
申
合
候
処
、
殊
更
此
方
を
恐
れ
山
の
段
畑
に
引
取
、
鉄
焔

（
卑
怯
）

相
見
へ
申
候
。
比
興
の
至
り
言
語
に
絶
へ
た
り
。
足
を
動
さ
ず
鉄
焔
に
て
我
等
打
候
て
逃
走

り
可
仕
覚
悟
と
相
見
江
申
候
。
我
等
共
、
生
て
帰
る
心
あ
ら
ず
。
此
上
は
兎
角
不
申
候
。
鉄

胞
何
十
挺
に
で
も
御
打
可
被
成
候
。
乍
去
、
足
場
能
地
に
て
一
鑓
参
候
半
と
申
も
不
聞
引
寵

｛
品
問
｝

被
居
事
臆
病
、
跡
の
場
所
を
も
他
国
の
衆
見
物
可
被
仕
候
。
只
今
の
所
に
て
は
、
唯
我
ら
を

恐
れ
申
た
る
斗
と
の
儀
不
申
共
場
所
に
残
り
、
何
百
年
過
候
て
も
可
為
恥
辱
候
。
此
処
を
ば

合
点
に
て
候
は
ゾ
、
最
早
鉄
胞
の
儀
申
間
敷
候
。
L

と
申
遣
。
藤
田
、
是
を
聞
で
大
き
に
腹

立
、
「
夫
へ
参
候
て
壱
人
も
不
残
討
捨
ん
。
L

と
段
畑
を
走
り
下
り
、
小
川
の
水
を
蹴
立
て
、

訂
版
｝

主
従
八
九
人
に
て
懸
来
た
る
。
助
之
進
父
子
共
に
鉄
胞
の
上
手
、
家
司
は
猶
以
名
人
也
。
此

も
た
ぜ

三
人
鉄
均
三
挺
に
て
酎
来
る
跡
、
鑓
弐
本
引
付
為
持
た
り
。
時
に
祐
道
、
勘
右
衛
門
・
十
左
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衛
門
に
向
ひ
申
け
る
は
、
「
私
、
知
略
に
て
彼
鉄
焔
を
、
私
受
可
申
候
。
跡
の
玉
薬
こ
め
合

さ
せ
ず
、
急
に
御
懸
可
被
成
候
。
御
両
人
様
は
右
の
高
岸
に
引
添
て
御
仕
寄
可
被
成
候
。
鉄

焔
の
音
仕
候
は
ゾ
、
聞
を
不
抜
急
に
御
仕
懸
り
可
被
成
候
。
平
十
郎
・
伊
右
衛
門
、
此
節
御

用
に
立
。
」
と
い
ひ
捨
、
一
番
に
刀
抜
き
左
の
方
の
畑
の
中
に
走
り
下
り
、
「
各
様
な
る
臆

病
者
の
鉄
焔
は
、
此
方
の
様
成
大
剛
に
は
中
る
も
の
に
て
は
無
之
。
無
用
の
鉄
焔
投
捨
て
、

（卑比仙｝

御
太
万
打
の
勝
負
を
せ
よ
。
連
も
太
万
打
は
成
る
ま
じ
。
日
本
一
の
大
比
興
者
め
。
」
と
飽

ま
で
雑
言
し
て
敵
を
腹
立
さ
せ
、
万
を
振
廻
し
て
走
り
懸
り
、
山
名
家
来
加
々
美
権
平
、
祐

道
が
左
の
方
よ
り
樹
け
抜
け
、
「
鉄
焔
に
で
も
石
矢
に
で
も
、
打
ば
打
て
。
己
が
侭
に
撫
で

切
を
せ
ん
。
」
と
虞
言
し
て
切
で
掛
る
。
酒
屋
伊
右
衛
門
は
、
「
御
主
の
矢
面
に
立
と
言
事

は
、
愁
き
事
の
様
に
思
し
に
、
此
場
な
り
で
は
、
担
々
心
安
き
事
か
な
。
」
と
に
つ
こ
と
咲

て
祐
道
よ
り
先
に
刷
抜
ん
と
す
。
平
十
郎
、
同
切
で
懸
る
。
彼
等
四
人
、
声
々
に
土
煙
を
蹴

立
掛
る
。
祐
道
が
謀
の
ご
と
く
、
い
か
り
に
い
か
っ
た
る
藤
田
父
子
主
従
、
此
勢
に
気
を
被

取
、
三
挺
の
鉄
焔
釣
瓶
打
に
打
懸
。
先
き
に
進
だ
る
祐
道
が
左
の
脇
下
を
二
つ
玉
に
て
打
抜
。

血
煙
立
て
か
っ
ぱ
と
伏
す
。
酒
屋
伊
右
衛
門
は
胸
先
き
是
も
二
つ
玉
に
て
打
通
す
。
岸
よ
り

下
に
ど
ふ
と
落
。
加
々
美
権
平
、
水
落
の
真
中
打
通
さ
れ
、
弐
尺
ば
か
り
飛
上
り
先
へ
弐
間

半
程
走
り
か
っ
ぱ
と
伏
し
、
此
鉄
焔
詰
つ
け
遁
十
左
衛
門
・
勘
右
衛
門
主
従
、
高
岸
の
は
づ

（

州

制

）

｛

制

問

）

れ
よ
り
突
て
掛
る
。
藤
田
父
子
、
跡
へ
四
五
間
開
て
、
早
合
つ
め
合
打
け
れ
共
、
事
急
に
成

て
あ
わ
て
け
る
に
や
、
山
名
が
先
に
立
た
る
金
光
小
右
衛
門
が
肩
先
に
中
り
、
手
負
け
れ
共

事
共
せ
ず
切
て
懸
る
。
縫
之
進
早
詰
、
十
右
衛
門
鑓
持
弥
右
衛
門
が
高
も
、
を
打
け
れ
共
、

ぬ
か
ら
ず

足
も
不
痛
相
働
き
、
山
名
十
左
衛
門
・
勘
右
衛
門
両
家
の
侍
十
七
人
、
此
間
不
抜
、
十
左
衛

と

り

あ

へ

ず

門
・
勘
右
衛
門
突
て
懸
る
。
藤
田
父
子
、
鉄
胞
は
な
げ
捨
た
れ
共
、
鑓
を
不
取
合
万
も
抜
け

る
。
十
左
衛
門
、
助
之
進
を
目
が
け
戦
し
が
、
終
に
助
之
進
を
鑓
に
て
突
。
助
之
進
鑓
を
た

ぐ
り
来
る
処
を
弓
手
に
振
倒
し
、
鑓
の
柄
を
踏
で
万
を
抜
き
、
「
侍
畜
生
め
、
山
名
十
左
衛

門
を
不
見
知
か
。
」
と
言
葉
を
懸
け
、
終
に
首
を
打
落
す
。
縫
之
進
は
十
左
衛
門
・
勘
右
衛

門
両
家
の
者
共
大
勢
取
巻
き
切
れ
共
、
名
高
き
手
き
、
に
て
、
大
勢
に
手
を
負
せ
戦
ふ
処
を
、

勘
右
衛
門
、
鑓
を
以
て
突
伏
せ
け
る
を
、
家
司
立
寄
首
を
取
。

藤
田
が
家
来
も
、
愛
宕
後
と
て
是
に
立
合
せ
戦
け
る
が
、
藤
田
父
子
討
れ
た
る
見
て
、
妻
子
足

弱
を
か
た
づ
け
ん
と
や
思
け
ん
、
一
散
に
切
抜
北
関
村
へ
逃
行
き
け
る
を
、
瀬
戸
源
七
追
懸
、
「
き

た
な
し
返
せ
、
主
人
討
せ
て
何
の
処
へ
逸
る
。
」
と
言
葉
を
か
け
追
け
る
。
三
段
下
な
る
田
中
に
飛

入
け
る
が
、
知
何
仕
た
り
け
ん
、
転
で
起
あ
が
ら
ん
と
す
る
処
に
、
源
七
追
付
、
一
太
万
に
打
け

る
に
、
稲
葉
に
太
万
さ
わ
り
け
る
に
や
、
取
と
切
込
ず
。
藤
田
家
来
、
伏
し
な
が
ら
切
先
き
上
り
に
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給
へ
ば
、
先
づ
是
よ
り
取
て
返
し
此
由
を
申
上
げ
ん
と
両
人
密
談
し
、
両
人
共
に
山
鹿
町
よ

り
走
帰
、
彼
侍
よ
り
先
に
帰
り
、
藤
田
方
よ
り
使
来
る
由
を
い
ふ
。
十
左
衛
門
、
「
能
心
付
、

走
帰
た
る
。
我
等
来
る
儀
を
先
に
彼
方
へ
不
知
様
に
、
馬
な
ど
を
内
に
引
入
、
随
分
ひ
そ
か

に
し
て
居
る
べ
し
。
」
と
十
左
衛
門
い
ふ
。
右
の
下
知
を
な
し
、
急
な
る
事
に
て
馬
を
隠
す

べ
き
処
な
く
、
奥
の
聞
に
引
入
、
轡
を
巻
き
舌
を
詰
る
。
し
‘つ
ま
り
返
て
居
る
所
に
彼
使
来

て
書
状
を
相
渡
す
。
其
状
左
の
通
り
。

御
状
致
拝
見
候
。
悪
口
申
処
、
神
文
は
不
仕
候
。
其
上
に
て
意
趣
有
之
候
は
ゾ
、
今
日

中
は
相
待
居
可
申
候
。
様
子
御
報
可
被
仰
聞
候
。
為
其
如
是
御
座
候
。
己
上

七

月

廿

三

日

藤

田

助

之

進

前
川
勘
右
衛
門
様

右
の
状
を
勘
右
衛
門
披
見
、
直
に
十
左
衛
門
披
見
し
て
、
源
七
を
呼
び
、
「
其
方
出
合
て
、

先
手
始
に
使
の
侍
を
討
取
ベ
し
。
」
と
下
知
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
源
七
畏
て
万
取
、
立
出
る

を
、
十
左
衛
門
又
源
七
を
引
留
め
、
「
能
々
思
案
す
る
に
、
此
者
討
取
に
不
及
。
壱
人
な
り

と
も
助
置
、
大
勢
無
程
可
討
取
。
L

迫
押
留
。
勘
右
衛
門
返
事
、
左
の
通
り
。

御
状
令
拝
見
候
。
度
々
替
り
申
事
に
で
候
。
夫
に
相
待
可
被
申
候
。
追
付
参
候
得
て
面

談
可
申
入
候
。
夫
故
不
能
タ
タ
筆
候
。
以
上

七

月

廿

三

日

前

川

勘

右

衛

門

藤
田
助
之
進
様

此
返
事
、
七
月
廿
三
日
辰
の
上
刻
に
相
渡
、
使
を
帰
し
、
辰
の
下
刻
に
前
川
勘
右
衛
門
・

（

赴

｝

（

マ

マ

）

山
名
十
左
衛
門
何
れ
も
高
橋
村
を
立
て
北
関
に
趣
。
愛
に
前
川
勘
右
衛
門
が
前
贋
召
仕
け
る

若
党
に
文
右
衛
門
と
申
者
、
其
比
山
鹿
新
町
へ
浪
人
し
て
有
け
る
が
、
此
事
を
聞
付
、
身
構

U
かへ

し
て
相
待
。
勘
右
衛
門
新
町
を
通
り
け
る
時
出
向
て
、
瀬
戸
源
七
を
以
て
、
「
今
日
北
関
へ

御
越
被
成
候
は
ゾ
御
供
に
被
召
連
候
様
に
、
」
と
願
。
十
左
衛
門
聞
で
、
「
文
右
衛
門
は
何

事
を
聞
で
か
く
願
。
」
と
再
三
留
る
と
い
へ
ど
も
、
「
北
関
方
は
拙
者
能
案
内
存
知
申
候
。

尤
お
供
の
衆
に
案
内
能
為
被
存
衆
も
可
有
御
座
候
得
共
、
拙
者
ほ
ど
被
存
間
敷
候
。
是
非
被

（
マ
マ
｝

召
連
被
下
候
様
に
、
」
と
半
里
斗
付
添
願
け
る
。

「
然
ら
ば
心
に
可
任
」
由
、
供
を
め
し
、

無
程
南
関
を
出
る
。
下
番
の
者
共
立
出
、
「
是
は
何
方
へ
御
出
被
成
候
哉
。
」
と
普
け
れ
ば
、

十
左
衛
門
下
馬
し
て
立
向
、
「
是
は
山
名
十
左
衛
門
、
筑
後
へ
急
御
用
御
使
者
罷
越
候
。
追

ら
‘
6
か

付
罷
帰
、
御
関
所
通
り
切
手
坪
す
べ
し
。
L

と
言
捨
て
馬
引
寄
、
打
乗
、
直
に
小
の
り
に
て

馳
通
。
御
関
所
過
て
頓
て
其
反
畑
中
に
で
弁
当
何
れ
も
開
く
。
併
上
下
何
も
若
盛
り
の
武
士
、

敵
を
見
掛
は
や
り
に
は
や
り
て
何
も
平
生
よ
り
半
分
程
も
食
し
け
る
。
十
左
衛
門
家
司
音
田

実録体小説篇査堂文庫所蔵郷土資料第一

（
家
十
師
剛
｝

又
兵
衛
と
い
ふ
者
、
弁
当
の
才
料
い
た
し
て
来
る
。
心
付
て
山
鹿
町
に
て
酒
を
調
、
為
持
来

り
、
少
完
上
下
共
に
す
、
め
け
る
。
此
時
に
其
辺
の
惣
庄
屋
、
井
十
左
衛
門
知
行
所
の
庄
屋

わ

じ

7

い
た
〈

7
8
じ一

ち
P
う

Q
d

・
百
姓
、
勘
右
衛
門
知
行
所
和
仁

・
板
楠

・
十
町
村
々
の
者
共
聞
伝
、
各
万
を
さ
し
手
鑓
杯
を

持
て
数
百
人
、
弁
当
な
か
ば
に
馳
来
る
。
十
左
衛
門
立
合
て
言
、
「
何
も
是
迄
来
る
事
神
妙

の
至
、
満
足
せ
り
。
然
共
場
所
へ
参
る
事
、
堅
く
な
き
事
也
。
若
押
て
参
る
者
有
之
候
は
ゾ
、

此
事
済
て
後
急
度
差
通
し
申
間
敷
也
。
若
不
得
利
運
市
我
等
打
死
せ
ば
、
草
の
影
よ
り
汝
を

（
土
心
｝

可
討
。
必
、
壱
人
も
不
可
参
。
迫
も
心
指
を
存
出
し
候
ば
、
此
辺
の
山
中
に
拘
て
後
養
を
可

仕
候
。
我
等
討
死
せ
ば
、
勘
右
衛
門
と
我
等
が
死
骸
を
高
橋
村
に
持
行
、
掘
り
埋
べ
し
。
是

迄
也
。
」
と
言
捨
て
、
惣
庄
屋
を
初
め
何
れ
も
、
一
同
に
「
畏
る
。
」
と
申
畑
中
へ
平
伏
す
。

十
左
衛
門
家
司
音
田
又
兵
衛
、
父
右
馬
助
方
へ
供
し
て
有
。
馬
陣
に
立
心
ば
せ
も
有
之
。
只

A
7
は
老
極
に
成
り
し
故
、
「
此
所
に
残
り
彼
等
が
お
し
へ
を
せ
よ
。
場
所
へ
参
る
事
無
用
。」

の
下
知
す
ルと
い
へ
ど
も
、
又
兵
衛
更
に
不
問
入
相
従
。
其
外
侍
共
も
、
「
無
心
元
存
候
者
は

是
よ
り
帰
り
可
申
候
。
可
任
心
。
」
と
い

へ
共
、
誰
有
て
壱
人
も
返
答
す
る
も
の
な
し
。
十

左
衛
門
、
馬
を
は
や
め
て
、
「
北
関
は
何
方
ぞ
。
」
と
文
右
衛
門
に
尋
け
れ
ば
、
「
追
付
て
」

と
申
け
れ
ば
、
「
北
関
は
私
能
存
候
。
従
是
右
の
方
は
ま
だ
程
遠
く
御
座
候
。
」
と
い
ふ
。

其
先
き
に
、
早
方
々
よ
り
見
物
の
者
、
万
指
た
る
も
の
、
地
下
の
者
道
脇
の
小
畑
中
に
見
え

た
り
。
向
の
山
々
も
、
す
げ
笠
を
着
大
勢
、
侍
、
下
の
方
鰍
無
際
限
見
へ
渡
け
れ
ば
、
「
北

関
は
最
早
近
き
な
り
。
」
と
尋
け
れ
ど
も
、
文
右
衛
門
老
人
ゆ

へ
歩
み
お
く
れ
て
追
付
ず
。

十
左
衛
門
下
知
し
け
る
は
、
「
源
七
・
弥
助
両
人
、
北
関
行
て
是
迄
参
候
由
可
申
達
」
由
い

ふ。

畏
て
走
り
行
。
道
端
の
畑
に
粟
の
草
を
取
農
人
に
、
「
北
関
は
是
よ
り
近
き
ゃ
。
L

と

聞
け
れ
ば
、
「
北
聞
は
ま
だ
余
程
間
御
座
候
。
あ
れ
に
す
げ
笠
に
て
大
勢
居
申
候
は
、
肥
後

の
御
浪
人
衆
北
関
に
て
意
趣
ば
ら
し
可
有
之
沙
汰
に
付
、
見
物
に
此
辺
の
町
在
の
者
共
罷
出

候
に
て
御
座
候
。
」
と
い
ふ
。
源
七
、
弥
助
に
向
て
、
「
其
方
は
駈
帰
、
右
の
趣
を
申
上
、

未
だ
北
関
は
程
遠
く
御
座
候
問
、
そ
ろ
／
＼
御
歩
行
被
成
候
様
に
、
」
と
い
ひ
合
せ
、
源
七

（
弘
巳
｝

為
使
北
関
に
趣
、
又
行
先
に
様
子
を
問
ば
、
「
肥
後
の
旅
人
衆
、
あ
れ
向
村
へ
引
取
被
申
候
。

先
刻
迄
は
是
に
出
張
り
し
て
被
居
候
得
共
、

A
7
少
以
前
引
取
被
申
候
。
宕
早
此
所
よ
り
は
北

関
の
内
な
り
。
」
と
い
ふ。

切
通
の
有
る
難
所
、
道
幅
壱
間
半
程
に
し
て
長
さ
三
四
拾
間
斗

も
や
あ
ら
ん
。
此
堀
口
、
竹
を
結
渡
し
鉄
淘
を
懸
た
る
と
見
ゆ
る
跡
有
り
。
其
坂
を
過
て
下

れ
ば
小
川
の
流
有
。
源
七
水
を
お
気
を
休
め
、
万

－
脇
差
の
椛
に
水
を
か
け
、
目
釘
な
ど
を

う
る
ほ
し
行
け
る
に
、
山
の
上
よ
り
見
物
の
者
と
見
へ
て
、
「
扱
も
大
事
の
場
所
を
捨
ら
れ

和子
か
る
ま
じ
き

た
り
。
」
と
声
々
に
い
ふ
。
是
は
、
藤
田
此
処
に
て
待
居
た
ら
ば
、
敵
壱
人
も
助
間
敷
と
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第 21号

の
通

一
筆
致
啓
上
候
。
一
儀
に
付
藤
田
方
へ
、
来
る
廿
五
日
日
出
井
手
の
口
に
て
討
果
可
申

と
申
遣
候
処
に
、
藤
田
方
よ
り
返
事
に
申
参
候
は
、
左
様
の
悪
口
夢
不
仕
候
段
、
神
文

を
以
返
事
参
り
候
。
此
上
は
藤
田
へ
押
懸
討
果
可
申
儀
を
、
誓
言
不
入
聞
討
果
候
と
評

（聞と

判
は
利
不
尽
の
沙
汰
に
も
及
可
申
哉
と
致
遠
慮
候
。
然
上
は
藤
田
方
へ
悪
口
不
仕
候
に

相
極
り
、
是
は
他
家
よ
り
悪
口
申
け
る
と
存
候
。
何
の
衆
、
誰
人
よ
り
御
聞
被
成
候
哉
、

ひ
ろ
め

被
仰
聞
可
被
下
候
。
其
仁
を
相
手
に
存
候
問
、
此
趣
申
達
博
可
仕
と
委
細
の
儀
、
急

度
被
仰
聞
可
被
下
候
。
為
其
如
是
に
御
座
候
。
巳
上

九

月

廿

四

日

前

川

勘

右

衛

門

前
川
与
三
兵
衛
様

如
是
又
々
与
三
兵
衛
殿
及
取
遣
、
六
か
敷
成
行
事
、
何
方
よ
り
か
響
け
れ
、
松
野
亀
右
衛

門
・
塩
山
牛
右
衛
門
両
人
間
付
、
藤
田
方
共
和
議
を
入
、
津
田
次
左
衛
門
へ
も
申
談
、
次
左

衛
門
も
相
加
り
段
々
取
組
、
双
方
弁
与
三
兵
衛
の
方
共
に
及
和
談
、
無
事
故
相
清
け
れ
ば
、

前
川
勘
右
衛
門
よ
り
津
田
方
へ
一
札
と
し
て
書
状
を
遣
し
け
る
。
津
田
方
よ
り
返
事
左
の
通

n
ノ。

有明工業高等専門学校紀要

夜
前
は
預
御
状
候
得
共
、
罷
出
候
故
不
能
即
報
候
。
然
ば
一
儀
に
付
致
伺
公
候
御
礼
の

儀
被
仰
越
、
御
感
動
ゅ
の
儀
共
に
存
候
。
首
尾
能
相
済
珍
重
存
候
。
申
迄
は
無
御
座
候
得
共
、

川
u
h
H
’A

御
気
念
折
節
御
養
生
を
専
一
に
存
候
。
恐
憧
謹
言

九

月

廿

八

日

津

田

次

左

衛

門

前
川
勘
右
衛
門
様

御
報

右
縁
組
違
乱
の
儀
、
九
月
十
八
日
よ
り
同
廿
八
日
迄
に
双
方
無
事
故
相
済
候
。
然
処
、
翌

年
延
宝
元
年
七
月
に
至
、
又
々
此
事
相
破
、
其
次
第
左
の
通
。

延
宝
元
年
七
月
の
比
、
前
川
勘
右
衛
門
重
之
、
去
年
秋
藤
田
と
一
乱
の
儀
、
一
と
先
鎮
る

と
い
ふ
共
、
前
後
首
尾
不
宜
候
風
間
取
々
の
沙
汰
に
て
、
能
き
と
申
沙
汰
も
有
之
、
悪
敷
と

申
沙
汰
も
有
り
、
ま
ち
／
＼
説
々
去
年
己
来
言
止
ず
。
就
夫
両
年
に
至
、
勘
右
衛
門
儀
藤
田

を
討
果
可
申
儀
も
塩
ぬ
け
如
何
敷
も
の
に
な
り
、
唯
は
不
被
居
様
子
に
相
成
、
御
暇
の
願
を

差
上
候
得
て
、
願
の
通
御
暇
被
下
候
。
依
之
府
中
を
偉
、
山
鹿
郡
高
橋
村
に
引
込
、
浪
人
暮

仕
候
。
且
又
藤
田
助
之
進
は
同
日
御
暇
出
け
れ
ば
、
藤
田
は
元
来
他
国
な
れ
ば
本
国
播
磨
へ

thの
1
6
た
ち
の
き

越
と
て
、
嫡
子
縫
之
進
十
七
歳
に
成
け
る
を
召
連
、
南
関
を
立
除
け
る
。
同
月
廿
三
日
、
山

鹿
町
を
罷
通
候
刻
、
町
よ
り
書
状
を
認
め
、
勘
右
衛
門
が
住
所
高
橋
村
へ
遣
し
候
紙
面
、
左

202 

の
通
り
。一

筆
致
啓
上
候
。
我
等
儀
、
今
度
貴
様
一
同
に
牢
人
仕
候
。
唯
今
愛
元
罷
通
候
。
然
上

は
拙
者
に
意
趣
無
御
座
候
哉
、
意
趣
有
之
候
は
J

、
北
関
に
相
待
居
申
候
。
為
其
如
是

に
御
座
候
。
恐
憧
謹
言

七

月

廿

三

日

藤

田

助

之

進

前
川
勘
右
衛
門
様

勘
右
衛
門
返
事
、
左
の
通
り
。

御
状
令
拝
見
候
。
最
早
悪
口
不
被
成
候
旨
、
御
神
文
に
で
被
仰
下
候
上
に
て
は
、
此
方

よ
り
少
も
意
趣
無
御
座
候
。
以
上

七
月
廿
三
日

前

川

勘

右

衛

門

藤
田
助
之
進
様

勘
右
衛
門
、
右
の
返
事
を
高
橋
村
よ
り
遣
し
け
る
処
、
折
節
山
名
十
左
衛
門
重
澄
、
為
見

舞
勘
右
衛
門
宅
へ
来
る
。
則
此
事
を
聞
、
つ
く
件
＼
と
思
案
し
て
、
藤
田
が
紙
面
を
も
繰
返

し
／
＼
披
見
し
て
申
け
る
は
、
「
此
分
に
て
は
吉
早
難
通
、
討
果
外
不
可
有
。
藤
田
無
事
に

か
〈
の
ご
と

て
他
国
へ
立
除
き
、
此
間
取
遣
り
の
紙
面
を
、
『
若
斯
く
に
書
状
遣
候
得
共
、
腰
抜
に
て
相

手
に
成
不
得
、
勘
右
衛
門
は
不
及
申
、
二
家
の
者
共
迄
大
臆
病
』
の
沙
汰
に
及
可
申
候
。
さ

（
マ
マ
）

候
得
ば
、
此
方
御
国
・
家
々
鍛
護
成
申
候
問
、
拙
者
参
り
懸
り
幸
に
候
得
ば
、
追
詰
討
果
候
。

尤
先
刻
勘
右
衛
門
返
事
、
藤
田
致
披
見
候
は
、
J

、
最
早
手
向
不
仕
候
と
心
得
、
立
除
可
申
候

問
、
一
ノ
宮
弥
助
・
瀬
戸
源
七
両
人
北
関
へ
急
候
て
罷
越
、
口
上
に
て
可
申
候
は
、
『
勘
右

衛
門
申
候
。
先
刻
は
及
取
遣
、
一
通
の
儀
に
御
座
候
。
其
子
細
は
、
以
前
日
本
の
神
何
方
へ
何

事
も
御
申
無
之
由
御
誓
言
に
て
候
。
然
共
難
差
置
儀
に
て
候
得
ば
、
神
明
奉
願
候
て
其
通
及

返
答
候
。
此
段
は
是
迄
に
て
相
済
申
候
。
其
上
の
儀
は
面
上
に
て
可
申
入
候
問
、
追
付
参
候

市
可
談
候
問
、
右
の
間
被
相
待
候
様
に
と
存
候
。
為
其
使
を
以
申
遣
候
』
由
申
捨
、
早
々
立

帰
候
様
に
、
」
と
十
左
衛
門
申
付
る
。
弥
助
・
源
七
畏
て
馳
出
す
。

既
に
山
鹿
町
中
を
馳
行
処
に
、
北
関
方
よ
り
此
方
へ
侍
壱
人
急
ぎ
来
り
逢
ひ
た
り
。
弥
助

・
源
七
、
目
く
ば
せ
て
無
心
元
思
ひ
、
彼
の
侍
に
立
寄
、
「
是
は
何
方
へ
御
越
被
成
候
仁
に

て
候
哉
。
」
と
尋
ね
け
れ
ば
、
「
是
は
藤
田
助
之
進
よ
り
前
川
勘
右
衛
門
殿
へ
参
る
使
な
り
己

と
言
。
源
七
申
け
る
は
、
「
然
ば
藤
田
殿
へ
は
い
ま
だ
北
関
に
御
逗
留
被
成
候
哉
。
L

と
聞

け
れ
ば
、
此
使
懐
中
よ
り
封
状
を
取
出
し
、
上
書
を
見
せ
、
「
此
状
の
返
事
来
る
迄
は
被
相

待
筈
に
候
。
」
と
言
。
源
七
思
ひ
け
る
は
、
我
等
今
度
の
使
は
藤
田
殿
を
留
に
参
る
迄
の
使

也
、
此
方
よ
り
懸
留
不
及
申
待
合
候
様
子
也
、
不
可
及
御
使
に
、
幸
、
十
左
衛
門
殿
も
来
居
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が
有
所
相
知
れ
珍
重
也
。
乍
去
藤
田
屋
敷
に
て
如
何
申
候
て
相
尋
候
哉
。
」
と
い
へ
ば
、
源

七
藤
田
が
家
司
に
談
け
る
趣
、
不
残
聞
て
「
尤
な
る
尋
様
か
な
。
」
と
一
家
中
も
大
き
に
ほ

し

れ

し

た

去

っ

か

ひ

tて

め
け
れ
ば
、
藤
田
有
所
知
た
る
よ
り
勘
右
衛
門
果
状
を
認
、
源
七
を
為
使
早
速
栃
木
へ
被
差
向
。

源
七
書
状
を
受
取
、
「
彼
地
に
て
様
子
詳
に
し
ら
べ
る
呑
」
連
立
出
ん
と
し
け
る
が
、
祐
道

に
向
て
、
「
拙
者
に
御
酒
一
ツ
可
被
仰
付
候
。
L

と
い
ふ
。
祐
道
聞
て
、
「
掠
々
是
は
我
等

心
っ
か
ぎ
り
し
。
」
と
酒
を
出
し
け
れ
ば
、
源
七
是
を
聞
て
申
け
る
は
、
「
栃
木
へ
は
拙
者

未
参
処
に
て
、
彼
地
見
掛
り
足
場
道
筋
不
案
内
也
。
殊
更
大
事
の
御
使
な
れ
ば
、
向
方
に
て

拙
者
を
何
程
に
可
仕
哉
も
難
斗
。
多
勢
を
以
拙
者
を
討
取
、
直
に
敵
共
立
帰
、
御
屋
敷
に
押

懸
可
申
儀
も
相
知
不
申
。
源
七
宙
早
罷
帰
時
分
成
迫
、
右
の
御
心
づ
か
ひ
、
唯
拙
者
を
御
待

被
成
候
は
ど
御
油
断
の
一
つ
に
て
可
有
之
、
又
は
拙
者
を
討
も
せ
ず
何
事
な
く
あ
い
し
ら
ひ
、

（
出
世
）

『
追
付
御
状
の
返
事
可
仕
候
問
、
相
待
居
候
得
。
』
な
ど
と
た
ば
か
り
留
置
で
、
浦
道
よ
り

（

7

7
）
 

抜
返
り
、
御
屋
敷
に
押
寄
せ
、
夜
白
限
り
不
意
を
打
可
申
程
も
相
知
不
申
候
問
、
不
及
申
候

得
共
随
分
御
用
心
有
度
存
候
。
拙
者
罷
帰
る
を
御
待
、
う
か
／
＼
と
被
成
御
座
候
は
御
油
断

至
極
と
存
、
拙
者
を
御
待
不
被
成
御
用
意
専
一
と
奉
存
候
。
拙
者
儀
は
か
様
の
御
書
通
御
使

に
て
候
得
ば
、
生
て
二
た
度
罷
帰
候
儀
な
き
も
の
と
心
得
、
各
方
も
今
生
の
暇
乞
に
も
成
べ

し
、
又
は
無
二
心
臆
病
あ
る
ま
じ
き
為
、
御
約
束
、
不
取
敢
神
水
を
以
誓
拝
可
仕
。
」
迫
小

万
を
抜
出
し
、
小
指
を
突
き
血
を
出
し
け
れ
ば
、
一
座
の
傍
輩
共
尤
至
極
に
感
て
、
何
も
小

万
に
て
指
を
つ
き
血
を
出
し
、
酒
に
入
、

E
に
呑
た
り
け
り
。
其

一
座
の
者
は
入
道
祐
道
・

同
嫡
子
平
十
郎
・

一
宮
弥
助
・
酒
屋
伊
右
衛
門
、
是
は
町
人
な
れ
共
心
懸
か
ひ
／
＼
敷
者
に

て
家
来
同
前
の
者
也
。
祐
道
の
聾
な
り
。
源
七
を
加
て
以
上
五
人
也
。
此
者
共
、
後
ち
於
北

関
、
祐
道
・
弥
助
・
伊
右
衛
門
花
や
か
に
討
死
し
、
残
二
人
の
者
共
粉
骨
の
働
を
な
し
、
執

も
深
手
を
負
、
手
柄
を
仕
け
る
こ
そ
ゅ
、
し
け
れ
。

此
節
勘
右
衛
門
方
よ
り
藤
田
へ
遣
し
け
る
果
状
の
写
、
左
の
通
。

態
以
飛
脚
令
啓
上
候
。
然
ば
彼
縁
組
に
付
、
拙
者
儀
を
不
調
法
の
由
御
見
限
り
、
依
之

貴
様
よ
り
縁
組
を
切
れ
候
由
、
方
々
に
で
悪
口
難
言
有
之
候
由
承
及
候
。
此
上
は
兎
角

を
不
及
申
討
果
可
申
旨
御
心
得
可
有
之
候
。
貴
様
儀
入
湯
の
由
に
候
。
湯
本
に
可
参
候

得
共
、
遠
路
故
無
其
儀
候
。
御
帰
を
相
待
、
明
日
は
天
下
の
御
精
進
日
に
て
候
、
明
後

廿
五
日
の
朝
日
出
に
川
向
井
手
口
に
相
待
可
申
候
。
此
儀
為
可
申
入
に
御
座
候
。
御
報

様
子
可
被
仰
聞
候
。
恐
憧
謹
言

九
月
廿
三
日

藤
田
助
之
進
様
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右
の
通
相
認
、
件
の
瀬
戸
源
七
を
為
使
廿
二
日
の
夜
半
、
熊
本
を
差
立
、
翌
廿
三
日
未
の

上
刻
に
南
郷
栃
木
湯
本
に
着
く
。
案
内
乞
、
取
継
を
以
藤
田
に
相
達
。
源
七
、
湯
小
屋
の
前

に
後
の
方
を
用
心
し
て
相
居
る
処
に
、
藤
田
が
若
党
罷
出
、
「
御
使
者
内
に
御
入
御
休
息
候

様
に
、
」
と
度
々
申
し
け
れ
共
、
用
心
し
て
辞
退
し
湯
小
屋
の
前
に
立
居
る
に
、
無
程
返
事
出

し
け
り
。
源
七
請
取
馳
帰
り
返
事
長
差
し
、
何
も
に
向
て
、
栃
木
に
て
の
様
子
何
と
や
ら
ん
無

事
成
様
に
て
ま
た
い
ぶ
か
し
き
由
申
候
。

藤
田
が
返
事
、
左
の
通
り
。

御
状
致
拝
見
候
。
然
ば
内
々
縁
組
の
儀
に
付
、
方
々
に
て
拙
者
悪
口
申
候
様
に
御
聞
被

成
候
由
、
先
頃
薮
能
…
之
↓
水
了
辛
川
孫
四
郎
を
以
、
縁
組
切
の
段
は
脇
方
よ
り
被
入
人
有

之
候
。

併
拙
者
人
が
ま
し
く
思
召
於
江
戸
被
仰
聞
候
御
心
底
不
残
存
候
に
付
、
沙
汰

仕
度
方
へ
も
、
日
本
の
神
、
い
ま
だ
不
申
達
候
。
御
紙
面
の
趣
、
難
心
得
候
。
諸
人
の

人
口
に
て
御
座
候
得
ば
色
々
に
申
な
し
候
半
と
存
候
。
拙
者
心
底
自
是
可
申
入
候
。
見

も
角
も
可
得
貴
意
候
。
恐
憧
謹
言

九

月

廿

七

日

藤

田

助

之

進

前
川
勘
右
衛
門
様

右
の
通
返
事
を
遣
し
、
翌
廿
四
日
早
々
藤
田
湯
本
よ
り
馳
帰
り
、
前
川
に
書
状
遣
し
、
左

の
通
。

我
等
A
7
日
湯
本
よ
り
罷
帰
候
。
昨
晩
彼
の
地
へ
被
差
越
候
御
紙
面
の
趣
、
得
其
意
候
。

其
節
如
申
入
、
我
等
へ
意
趣
有
之
儀
、
難
心
得
存
候
。
併
御
不
足
の
上
は
、
昨
日
御
申

越
候
通
、
川
向
へ
出
合
可
申
候
。
此
儀
為
可
申
入
如
此
に
候
。
以
上

九

月

廿

四

日

藤

田

助

之

進

前
川
勘
右
衛
門
様

勘
右
衛
門
返
事
左
の
通
り
。

御
状
致
拝
見
候
。
昨
晩
の
御
報
に
被
仰
聞
候
は
、
日
本
の
神
護
に
も
悪
口
不
被
成
候
由

被
仰
聞
候
上
は
、
手
前
よ
り
御
不
足
無
御
座
候
。
宮
前
悪
口
被
成
候
由
承
候
に
付
、
申

入
候
事
に
御
座
候
。
御
神
文
の
上
、
少
も
申
分
担
…
御
座
候
。
以
上

九

月

廿

四

日

前

川

勘

右

衛

門

藤
田
助
之
進
様

右
の
通
、
藤
田
悪
口
無
之
に
付
不
足
不
存
候
由
、
前
川
返
事
を
出
し
、
藤
田
に
意
趣
無
之

由
、
一
先
づ
無
事
に
は
相
済
申
候
得
共
、
悪
口
仕
た
る
仁
は
誰
に
で
も
此
上
は
悪
口
仕
た
る

方
を
相
手
に
す
べ
き
週
、
前
川
に
先
つ
知
せ
た
る
同
名
与
三
兵
衛
書
状
遣
た
る
、
其
紙
面
左
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前
川
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右
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門
重
元
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北
開
始
終
物
語

次
第
に
候
、
在
宅
へ
居
候
哉
、
湯
治
に
参
候
哉
、
様
子
と
く
と
間
合
可
申
」
旨
を
申
談
す
。

亙
れ
に
因
て
勘
右
衛
門
家
司
一
宮
弥
助
と
言
若
党
を
藤
田
屋
敷
へ
差
遣
す
と
い
へ
共
、
熊
本

（

7

マ）

の
在
宅
に
は
其
様
子
不
相
知
由
、
屋
敷
留
主
居
度
々
被
申
に
付
て
、

勘
右
衛
門
若
党
に
源
七
と
言
者
、
か
ひ
ん
＼
敷
者
な
り
し
が
、
家
司
南
郷
祐
道
に
向
て
申

け
る
は
、
「
此
御
使
再
三
弥
助
に
被
仰
付
て
拙
者
に
は
一
度
も
不
被
仰
付
、
畢
寛
役
に
立
間

敷
者
と
見
捨
て
御
使
を
拙
者
に
は
不
被
仰
付
と
存
候
。
是
は
平
生
の
御
付
届
御
挨
拶
一
通
り

の
使
と
は
違
、
殿
の
一
生
の
大
事
の
御
取
遣
に
候
。
か
、
る
折
節
難
被
召
仕
不
調
法
者
と
思

｛浪）

召
候
は
J

、
扶
持
労
費
シ
役
に
不
立
、
一
向
御
暇
可
賜
」
由
願
也
。
「
但
し
角
申
せ
ば
連
大

事
を
見
掛
御
家
を
は
づ
し
申
様
に
有
之
候
得
ば
、
御
大
事
に
及
申
候
節
は
一
人
前
の
働
は
仕

り
懸
御
目
可
申
。
」
と
い
ふ
。
祐
道
聞
て
云
、
「
神
以
貴
殿
を
今
度
の
御
使
不
被
遣
儀
貴
殿

の
無
調
法
に
て
は
あ
ら
ず
。
貴
殿
は
弥
助
よ
り
荒
気
に
見
る
に
依
て
、
若
し
は
や
ま
り
で
不

慮
の
事
を
や
仕
出
さ
ん
か
と
我
等
了
簡
を
以
殿
に
申
上
候
て
其
方
は
拘
置
た
り
。
然
処
に
此

節
御
使
に
不
被
遣
連
不
足
を
被
申
段
、
難
捨
置
儀
な
り
。
此
頃
は
貴
殿
を
御
使
に
可
被
遣
候

問
、
藤
田
屋
敷
へ
参
候
て
、
角
立
不
申
様
に
知
略
を
以
、
湯
治
に
被
参
候
敗
、
在
宅
に
被
居

候
敗
聞
定
て
早
々
可
被
帰
候
。
貴
殿
例
の
荒
気
出
候
て
何
と
ぞ
言
葉
に
角
立
申
候
は
J

、
向

（
盗
’
）

方
用
心
す
べ
き
も
難
斗
。
其
上
彼
屋
敷
に
で
荒
気
出
候
は
い
多
勢
に
不
勢
取
廻
て
討
取
ら
ん

ニ
ころ

る
と

企
〈

も
是
無
心
元
、
犬
死
し
て
殿
の
御
用
に
難
立
。
見
角
殿
の
御
用
に
立
申
す
了
簡
心
に
忘
不
申
、

此
処
を
能
々
可
被
思
慮
候
。
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
源
七
委
細
得
其
意
候
由
、
藤
田
屋
敷
に
行

何
心
な
く
案
内
を
乞
け
れ
ば
為
取
継
、
藤
田
家
司
、
「
何
方
様
よ
り
の
御
使
ぞ
、
御
口
上
可

承
。
」
と
い
ふ
。
源
七
申
け
る
は
、
「
い
や
、
使
者
に
て
は
無
之
、
貴
様
へ
御
様
子
承
合
せ

た
き

（

約

束

）

度
儀
有
之
参
り
た
る
者
に
て
候
。
助
之
進
様
、
栃
木
へ
入
湯
に
で
御
座
候
哉
、
未
御
文
役
足

無
御
座
候
。
御
在
宅
に
御
座
候
哉
、
此
段
承
合
に
参
候
者
に
て
候
。
」
と
言
。
藤
田
家
司
言

様
「
如
仰
助
之
進
入
湯
へ
罷
越
筈
に
候
。
昨
日
迄
は
在
宅
に
居
申
候
得
共
、
今
日
入
湯
罷
立

申
候
由
、
今
少
し
以
前
飛
脚
を
以
申
越
候
。
」
と
い
ふ
。
源
七
又
申
し
け
る
は
、
「
御
入
湯

の
湯
本
は
何
方
に
て
候
哉
。
」
と
尋
ね
け
れ
ば
、
「
南
郷
栃
木
の
湯
に
て
御
座
候
。
L

と
い

ふ
。
源
七
又
、
「
道
筋
は
何
れ
を
御
通
被
成
候
哉
。
」
と
言
。

「
黒
川
瀬
田
廻
り
被
参
候
由

に
て
候
。
其
元
は
何
方
よ
り
助
之
進
入
湯
を
御
尋
被
成
候
哉
、
御
名
を
承
可
申
。
」
と
い
へ

ば
、
源
七
心
得
、
「
京
町
方
の
者
に
て
候
。
助
之
進
様
御
入
湯
に
御
出
被
成
候
は
ゾ
、
御
見

舞
の
使
者
に
参
候
筈
の
も
の
に
て
候
。
明
日
は
早
々
罷
立
可
申
候
。

」
と
い
へ
ば
、
し
ひ
て

（
祇
候
）

不
尋
、
「
夫
は
御
苦
労
」
の
由
挨
拶
す
。
源
七
、
「
明
日
は
罷
立
候
節
可
致
伺
公
。
御
用
に

で
も
御
座
候
は
J

可
被
仰
問
。
L

と
言
捨
て
早
々
罷
帰
、
其
段
を
告
け
れ
ば
、
「
先
は
藤
田
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延
宝
元
年
発
丑
七
月
廿
三
日
、
筑
後
国
於
北
関
、
肥
後
浪
士
前
川
勘
右
衛
門
重
之
、

同
浪
士
藤
田
助
之
進
、
同
嫡
子
縫
之
進
遺
恨
の
事
有
て
、
前
川
勘
右
衛
門
、
藤
田
父
子

を
討
取
、
其
節
山
名
十
左
衛
門
禄
千
石
、
是
を
助
万
す
る
事
。

前
川
、
藤
田
意
趣
起
の
事

第 21号

寛
文
十
一
年
辛
亥
年
、
細
川
越
中
守
綱
利
公
御
城
使
藤
田
助
之
進
、
娘
を
馬
廻
の
組
の
士

前
川
勘
右
衛
門
に
婚
礼
を
可
結
旨
、
於
江
戸
其
頃
相
詰
の
士
辛
川
孫
四
郎
・
薮
熊
之
丞
是
を

謀
る
。
辛
川
・
薮
、
則
前
川
に
申
談
、ず
。
前
川
答
に
は
、
「
縁
組
の
儀
被
懸
心
被
仰
談
候
段
致

承
知
候
、
段
々
恭
存
候
、
見
も
角
も
各
任
御
了
簡
可
申
候
得
共
、
御
存
知
の
通
拙
者
儀
親
類

広
候
得
ば
、
存
寄
も
可
有
之
哉
、
程
な
く
肥
後
に
罷
下
り
候
上
に
て
一
家
中
申
談
、
追
て
返

事
に
可
及
」
由
に
て
、
其
年
の
夏
、
前
川

・
藤
田
・
辛
川

・
薮
慨
も
下
回
す
。
勘
右
衛
門
、
右

の
趣
山
名
十
左
衛
門
重
澄
・
前
川
与
三
兵
衛
重
武
、
縁
家
に
は
長
阿
佐
渡
真
之
・
津
田
四
郎

左
衛
門
長
房

・
藤
崎
作
右
衛
門
正
治
・
細
川
修
理
尚
房
・
長
岡
左
右
衛
門
興
知
等
に
致
沙
汰

候
処
に
、
右
の
面
々
所
存
有
て
縁
組
の
儀
不
可
然
と
達
て
差
留
方
有
之
け
れ
ば
、
勘
右
衛
門

方
よ
り
薮
・
辛
川
へ
申
談
じ
今
度
縁
組
の
儀
辞
退
し
け
る
に
、
藤
田
聞
届
其
趣
に
ま
か
せ
何

の
事
ゆ
ゑ
な
く
相
済
、
藤
田
よ
り
前
川
へ
書
通
も
有
之
、
「
御
一
類
衆
心
当
の
思
召
寄
等
有

之
、
此
方
よ
り
申
入
候
儀
は
無
拠
御
断
の
由
致
承
知
候
、
右
の
趣
に
候
得
ば
可
致
様
無
之
」

旨
別
条
無
紙
面
也
。
前
川
方
よ
り
も
相
応
に
返
事
し
て
無
別
儀
相
済
け
る
。

然
処
に
寛
文
十
二
年
季
秋
に
至
り
藤
田
助
之
進
、
右
の
段
を
、
前
川
辞
退
の
儀
を
憤
り
、

ハウ
（
誘
）

同
九
月
下
津
縫
殿
宅
並
興
津
才
左
衛
門
宅
に
お
い
て
勘
右
衛
門
事
を
散
々
誹
法
悪
口
い
た
し

候
を
、
前
川
一
家
の
内
聞
付
、
何
も
相
談
に
は
、
「
不
及
是
非
次
第
に
成
行
候
、
此
上
は
果

状
を
付
尋
常
に
討
果
す
敗
、
さ
無
之
候
は
J

自
害
か
、
命
惜
ば
出
家
遁
世
敗
、
何
れ
無
事
に

て
は
難
通
し
」
趣
に
成
行
候
由
一
類
の
内
よ
り
相
知
せ
、
依
之
前
川
方
よ
り
藤
田
方
へ
書
状

を
遣
し
討
果
べ
く
に
定
け
る
。

時
に
寛
文
十
二
年
九
月
廿
二
日
、
前
川
与
三
兵
衛
重
武
、
勘
右
衛
門
宅
へ
来
り
勘
右
衛
門

家
司
を
呼
出
し
て
申
け
る
は
、
「
今
度
勘
右
衛
門
藤
田
ヘ
果
状
取
遣
候
事
、
藤
田
今
在
宅
へ

と
ち
の

h
d

ゆ
き
た
る

居
申
候
哉
、
世
上
沙
汰
に
は
南
郷
栃
木
湯
治
に
為
行
の
由
も
風
聞
に
て
候
、
何
共
合
点
不
参

有明工業高等専門学校紀要204 
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註

1

「
査
堂
文
庫
」
。
清
浦
査
吾
に
よ
っ
て
明
治
末
年
設
立
さ
れ
た
文
庫
。
現
在
、
熊
本
県
立

鹿
本
商
工
高
等
学
校
図
書
館
に
所
属
。
「
杢
堂
文
庫
和
漢
書
調
査
目
録
」
（

『有
明
工
業
高

等
専
門
学
校
紀
要
第
初
号
』
昭
印
年
1
月
）
参
照
。

凡

例

重量
Eヨ

誌

底
本
を
尊
重
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
、
次
の
ご
と
く
加
筆

等
を
行
っ
た
。

一
、
内
容
に
従
っ
て
段
落
を
設
け
、
行
を
か
え
た
。

一
、
適
宜
、
句
読
点

・
濁
点
・
「
」
等
を
施
し
た
。

一
、
漢
字
は
、
通
行
の
字
体
を
用
い
た
が
、
活
字
の
あ
る
異
体
字
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。

一
、
か
な
文
字
は
、
現
行
の
字
体
を
用
い
た
。

一
、
あ
て
字
は
、
そ
の
ま
ま
生
か
し
、
正
し
い
字
を
（
）
に
入
れ
て
右
傍
に
示
し
た
。

一
、
か
な
表
記
の
語
で
、
漢
字
で
表
し
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
語
は
、
該
当
す
る
漢
字
を

（
）
に
入
れ
て
右
傍
に
示
し
た
。

一
、
こ
と
に
読
み
に
く
い
漢
字
、
特
別
な
読
み
を
持
つ
漢
字
に
は
、
ひ
ら
か
な
で
振
り
が

な
を
つ
け
た
。
送
り
が
な
が
足
り
な
い
た
め
読
み
誤
り
や
す
い
漢
字
に
も
か
な
を
振
り

不
足
を
補
っ
た
。
な
お
、
底
本
の
振
り
が
な
は
す
べ
て
カ
タ
カ
ナ
で
あ
る
。

一
、
明
ら
か
な
誤
字
・
市
字
は
正
し
た
が
、
特
に
そ
れ
と
注
記
し
な
か
っ
た
。

-2-

北
開
始
終
物
語

写
本
。
半
紙
本
一
冊
。

実録体小説篇

底
本
査
堂
文
庫
蔵
本
。

表
紙
薄
茶
色
。
二
三
・
八
×
二
ハ
・
九
糎
。

題
簸
左
肩
、
「
北
開
始
終
物
語
全
」
。
一
四
・
七
×
三
・

二
糎。

内
題
「
北
開
始
終
物
語
」

本
文
四
十
八
丁
。
各
半
丁
七
行
。

識
語
「
嘉
永
三
年
成
八
月
中
旬
写
之

印
記
「
服
部
蔵
書
L

。

序
・
践
と
も
に
な
し
。

年
十
才
服
部
倫
太
良
」

査堂文庫所蔵郷土資料第一

大
津
蔽
河
実
記

写
本
。
半
紙
本
一
冊
。

平
山
入
湯
土
産

査
堂
文
庫
蔵
本
。

薄
茶
色
。
三
三
・
五
×
一
七
・
二
糎
。

左
肩
打
付
書
。
「
大
津
薮
河
実
記
全
」
。

「
平
山
入
湯
土
産
」
。

一
丁
半
。

「
干
時
文
化
十
三
丙
子
孟
夏
初
八
日

之」。

目
録
・
本
文
二
十
五
丁
。
各
半
丁
十
一
行
｜
十
五
行
。

識
語
「
干
時
文
政
十
年
亥
歳
二
月
下
旬
写
之
歳
十
二
歳
大
久
保
常
太
郎
、

印
記
「
服
部
蔵
書
」

序内外表底
題題紙本

肥
前
州
唐
津
山
人

岩
瀬
退
喬
記



蓋
堂
文
庫
所
蔵
郷
土
資
料
第
一
実
録
体
小
説
篇

「
北
開
始
終
物
語
』
『
平
山
入
湯
土
産
』
（
大
津
薮
河
実
記
）

，ー且ー，
ノ司、

健

田

富

二

夫

〈昭
和
五
十
九
年
九
月
二
十
日
受
理
〉

山

花
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i主

じ

め

「
杢
堂
文
庫
」
所
蔵
に
か
か
る
郷
土
資
料
の
う
ち
、
世
に
稀
な
九
州
出
来
の
実
録
体
小
説

を
二
種
、
紹
介
す
る
。
何
れ
も
肥
後
熊
本
の
武
士
の
意
趣
ば
ら
し
を
扱

っ
た
も
の
で
、
『
北

開
始
終
物
語
』
は
延
宝
元
年
七
月
二
十
三
日
、
筑
後
北
の
関
で
の
闘
誇
の
始
終
を
述
べ
、

『
大
津
薮
河
実
記
』
は
文
化
十
三
年
三
月
十
日
、
肥
後
大
津
で
の
果
し
合
い
の
始
末
を
、
そ

れ
に
連
な
る
二
つ
の
話
と
併
せ
て
語
る
。

『北
開
始
終
物
語
』
の
作
者
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
討
果
し
た
側
の
記
録
を
克
明
に
留

め
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
側
に
近
い
武
士
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
成
立
年
も
、
読
者
に
阿

つ
て
の
誇
張
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
の
で
事
件
後
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
頃
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

標
題
の
書
は
他
に
見
な
い
所
で
あ
る
が
、
『
北
関
物
語
』
と
い
う
書
が
あ
る
旨
中
村
幸
彦
先

生
か
ら
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
未
見
ゆ
え
検
討
は
後
に
残
し
、
さ
し
当
り
「
査
堂
文
庫
」
本

を
こ
こ
に
提
示
す
る
。
な
お
、

『柳
河
年
表
』
（
「
福
岡
県
史
資
料
第
五
輯
L

所
収
）
延
宝
元

年
の
条
に
「
七
月
熊
本
ノ
士
藤
田
助
之
進
、
山
名
十
左
衛
門
等
十
数
人
、
北
ノ
関
ニ
決
闘
ス
。

死
者
十

一
人
ア
リ
。
」
と
あ
る
の
が
史
実
で
あ
ろ
う
か
。

『
平
山
入
湯
土
産
』
は
、
序
文
に
よ
れ
ば
、
肥
前
唐
津
の
岩
瀬
退
喬
が
、
肥
後
山
鹿
の
平

山
温
泉
に
赴
い
た
折
、
同
宿
の
肥
後
の
武
士
の
談
話
を
書
き
綴
り
入
湯
の
土
産
と
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
前
稿
（
註
1
）
で
は
妖
怪
談
と
し
て
紹
介
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
は

も
つ
も
の
の
、
実
録
体
小
説
と
し
た
方
が
妥
当
な
よ
う
で
あ
り
、
此
処
に
収
録
す
る
。
事
件

の
日
と
序
の
日
付
と
が
一
か
月
も
隔

っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
肥
後
の
武
士
た
ち
は
、

事
件
を
目
撃
し
た
か
、
目
撃
し
た
人
か
ら
直
接
に
聞
い
た
か
、
事
件
の
人
を
直
か
に
知
っ
て

い
た
か
し
て
、
情
熱
を
こ
め
て
詳
細
に
語

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
作
者
は
そ
の
武
士
た
ち
の

口
に
帰
せ
ら
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
暫
く
、
編
み
つ
つ
書
き
記
し
た
退
喬
の
著
、
文
化
十

三
年
四
月
成
と
し
て
お
く
。
こ
の
書
も
本
文
庫
以
外
に
そ
の
名
を
見
な
い
。

な
お
、
翻
刻
を
許
可
さ
れ
た
鹿
本
商
工
高
校
図
書
館
に
は
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
る
。
同

時
に
こ
の
図
書
館
の
地
に
ち
な
ん
だ
物
語
ゆ
え
、
よ
り
多
く
の
地
元
の
方
々
に
読
ん
で
頂
け

る
一
助
と
な
ら
ん
事
を
願

っ
て
い
る
。
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第 21号

（一

O
二）

（一

O
三
）
」
O

印
3
7
4
F吋コ
2

（
一
七
九
三
｜
一
八
四
四
）
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
シ

ャ
l
選
出
の
国
会
議
員
。

（一

O
四
）
特
別
の
階
級
か
ら
選
ば
れ
た
特
別
陪
審
院
に
対
し
、
庶
民
階
級
か
ら
選
ば
れ
た

陪
審
の
こ
と
。

（一

O
五
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
西
部
マ

l
ジ
サ
イ
ド
州
の
海
港
。
人
口
約
十
四
万
。

（一

O
六
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
西
部
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
州
中
部
の
綿
織
物
の
盛
ん
な
都
市
。

人
口
約
十
万
。

（一

O
七
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
西
部
グ
レ
イ
タ
l
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
州
の
工
業
都
市
。

人
口
約
二
十
六
万
。

（一

O
八
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ
l
州
の
首
都
。
人
口
約
二
万
。

（一

O
九
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
東
部
の
港
町
。
人
口
約
一
万
六
千
。

（一一

O
）
ロ
ン
ド
ン
南
西
部
の
住
宅
地
区
。
人
口
約
三
万
。

（
一
一
一
）
ロ
ン
ド
ン
中
央
部
の
自
治
区
。
人
口
約
二
十
二
万
。

（
一
二
一
）
ロ
ン
ド
ン
北
西
部
の
旧
自
治
区
。
現
在
は
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
l
市
の
一
部
。

（
一
二
三
ロ
ン
ド
ン
中
央
部
の
自
治
区
。
人
口
二
十
六
万
。

（
一
一
四
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
ウ
エ
ス
ト
・
ヨ
l
ク
シ
ャ
l
州
の
都
市
。
人
口
約
四
十
六
万
。

（
一
一
五
）
「
そ
の
一
L

注
（
七
九
）
参
照
。

（
一
二
ハ
）
即
ち
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
の
こ
と
。
「
そ
の
一
ご
注
（
一

O
）
参
照
。

（
一
一
七
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
部
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
l
の
都
市
。
人
口
約
二
十
六
万
。

（
一
一
八
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
ウ
エ
ス
ト
・
ヨ
l
ク
シ
ャ
l
州
の
首
都
。

人
口
約
三
十
一
万
。

（
一
一
九
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
西
部
グ
レ
イ
ト
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
州
の
都
市
。

人
口
約
三
十
一
万
。

（
一
二

O
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
西
部
ラ
ン
カ
シ
ャ
l
州
南
部
の
工
業
都
市
。
人
口
約
十
七
万
。

（
一
二
二
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
西
部
チ
ェ
シ
ャ

l
州
の
都
市
。
人
口
約
二
万
。

（
一
二
二
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
部
ノ
l
サ
ン
プ
ト
ン
州
の
首
都
。
人
口
約
十
三
万
。

（
一
二
三
）
即
ち
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
こ
と
。

（
一
二
四
）
「
そ
の
ご
注
（
三
五
）
参
照
。

（
一
二
五
）

z
z
S
Z
2の
巳
5
0
コ
門
（
一
八
一
九
｜
八
五
）
英
国
の
政
治
家
。

（
一
二
六
）

F
5
2〉
三
円
命
名
目
『
。

5
2
F
5印
ミ
（
一
八
二
一
ー
ー
六

O
）
英
国
の
政
治
家
。

-37-

「
そ
の
一
ご
注
（
四
八
）
参
照
。

あ
る
い
は
玄

2
一P
『

o
×
（
一
八

O
一
ー
ー
七
四
）
英
国
の
軍
人
・
政
治
家
か
。

（
一
二
七
）
開
門
吉

o
E
（
一
八

O
三
｜
八
こ
英
国
の
政
治
指
導
者
。
改
革
同
盟
の
議
長
を

つ
と
め
た
。

（
一
二
八
）
フ
ラ
ン
ス
革
命
当
時
の
穏
健
な
共
和
党
。
対
す
る
ジ
ャ
コ
パ
ン
党
は
過
激
派
。

（
一
二
九
）
「
そ
の
ご
注
（
六
）
参
照
。

（
二
二

O
）
（
一
八
五
四
一
九

O
O）
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
詩
人
、
小
説
家
、
劇
作
家
。

（
一
三
二

U
5
2
〉
コ
子
O

コ
可
（
一
八
一
八
｜
九
四
）
英
国
の
歴
史
家
、
随
筆
家
。

rh向

。’＼同
J

～g
S
Q
h
h
Q
曲、九慌た・

（
一
三
二
）
自
国
の
製
品
に
輸
入
税
を
課
さ
な
い
国
の
品
物
に
だ
け
無
税
輸
入
弁
許
す
貿
易
。

（
一
三
三
）
「
そ
の
ご
注
（
二
五
）
参
照
。

（
一
三
四
）
英
国
の
博
物
学
者
で
進
化
論
の
提
唱
者
ダ
l
ウ
ィ
ン
（
巴
伊
『
ヨ
コ
）
の
主
著
の
一
つ
。

（
一
三
五
）
オ
マ
l
ル
・
カ
イ
ヤ
l
ム
は
ペ
ル
シ
ャ
の
詩
人
。
こ
の
詩
集
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・

フ
イ
ツ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
（
何
（

7
5
E
ヲ
言
。
2
P
E）
の
訳
で
こ
の
年
英
国
で
出

版
さ
れ
た
。

（
二
二
六
）
」

2
0ヨ
可
（
一
七
四
八
一
八
三
二
）
英
国
の
法
律
家
、
哲
学
者
。
功
利
主
義

を
説
い
た
。
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（六一二）

（六
四
）

（
六
五
）

ヴィク トリ ア時代の人々一ーその五

（
六
九
）

（七

O）

（
七
二

（七
二）

（七一二）

（七
五
）

（七
六
）

（七
七
）

（七
八
）

（
七
九
）

｝＼ 。 ノ、ノ、

右
に
同
じ

宅一一一
5
5
開門
7
5
E
（
一
八
一
八
｜

一
八
八
六
）

一
八
七

O
年
の
教
育
法
お
よ

び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
長
官
と
し
て
有
名
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
有
力
な
後
継
者
と

目
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

「
そ
の

一
」
注
（
一
四
）
参
照

「
そ
の
一
亡
注
（
七
四
）
参
照

（三
八
四

｜

三
二
二
B
・C
－
）
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
、

プ
ラ
ト
ン
の
弟

子
で
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
l
大
王
の
師
。

有
限
資
格
制
限
法
案

Z
E
Eコ
冨
3
0
円

（一八
四
O
｜

一
九

一
五
）
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
初
め
て
上
院
議

員
と
な
る
。
英
国
の
大
財
閥

太
平
洋
南
部
の
旧
英
領
植
民
地
、
フ
ィ
ジ
l
諸
島
と
そ
の
附
属
諸
島
か
ら
な
る

人
口
約
四
万
、
面
積
一
九
、
二
六

O
平
方
米
。

「
そ
の
ご
注
会
工
ハ
）
参
照

「
そ
の
ご
注
（
六
八
）
参
照

（
一
八
五
八
｜
一
九
三
二
）
政
治
学
者
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
教
授
（
一
九
一
四
1

二
三
）

h
t
m
o＼
可
『
Q
3
1
h
可
宮
内
向

（戸∞∞寸
）、
町
民
S
G
3
2
Q
E
『
向
S
』

u
o
E
札門的

（一5
0∞
）w

吋～

z
b『向。＼同
A
V
。同
h
h
b
円（］戸市
V
N
凸）
・

一
八
八
四
年
、

G
・
B
－
シ
ョ
ウ
、
シ
ド
ニ

ー
・
ウ
ェ
ブ
な
ど
の
知
識
人
に
よ

っ
て
英
国
に
創
立
さ
れ
た
平
和
手
段
に
よ
る
漸
進
的
社
会
主
義
団
体
。

（
一
八
一
四
｜

一
九
O
六
）
グ
ラ
ン
プ
ル
ッ
ク
伯
。

英
国
の
政
治
家
。

有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
第
十
六
号
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
人

ー々ー
ー

そ
の
一
二
」
（
以
下
「
そ
の
一
二
」
と
略
す
）
注
（
四
）
参
照
。

ロ
ン
ド
ン
北
東
部
の
郊
外
都
市
。

「そ
の一二
」
注
（
七
六
）
参
照
。

と
も
に
主
人
公
名
を
冠
し
た
小
説
の
中
心
人
物
。

即
ち
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
こ
と
。

リ
チ
ャ
l
ド
・
プ
リ
ン
ズ
リ
・

シ
ェ

リ
ダ
ン
（
E
o
y
p
E
F
回ユコ印｝
O

可
∞
7
0
1
1

門
戸
き
）
作
の
戯
曲
（
一
七
七
七
）
。
「
そ
の
三
」
注
（
六
ご
参
照
。

即
ち
ブ
ラ
イ
ト
の
こ
と
。

（
八
二

（八
二）

（八一二）

（八
四）

（八
五
）

「
そ
の
ご
注
（
三
）
参
照
。

（一

八
五
三
l
一
九
三
五
）

英
国
の
作
家
、
政
治
家
o

F
5
2
〉
三
r
o
ミ

（

一
八

一
八
｜
九
四
）
英
国
の
歴
史
家
、
随
筆
家
。

「
そ
の
一
」
注
（
四
一
一
）
参
照
。

「

ozrz
（
一
七
九
二
｜

一
八
七
八
）
英
国
の
政
治
家
。
首
相
（

一
八
四

六
1

五
二
、
一
八
六
五
｜
六
六
）
。

開（同垣内
w
E
0
0
0
2
円
ミ
∞
弓
円
7

2

2
一
ミ
（

一
七
九
九
l
一
八
六
九
）
英
国
の

政
治
家
。
首
相
（
一
八
五
二
、
一
八
五
八
｜
五
九
、
一
八
六
六
｜
六
八
）
。

zoコ
ミ
叶
Y
0
5
2

（
一
八
二

一ー
l
六
二
）
英
国
の
歴
史
家
。
ヨ
崎
町
Z
E
ζ

。
＼
の
さ
ミ
ロ
ミ
3
3
3
同
s
h
E
3
a・

〉
三
7
0
ミ
〉
与
一
ミ
の
0
0
3
円

（

一
八

O
一
｜
八
五
）
英
国
の
政
治
家
、
博
愛

家
。
工
場
の
労
働
条
件
改
善
に
尽
力
し
た
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
西
部
の
サ
ロ
ッ
プ
（
∞
巳
O
匂
）
州
の
旧
名
、

人
口
約
三
十
六
万
。

「
そ
の
ご
注
（
三

二

参

照
。

ソ
l
ル
ズ
ペ
リ
l
候
ロ
パ
ー
ト
・

A

・
T
・
ギ
ャ
ス

コ
イ
ン
（
の
2
0
0
当
。
）
の

娘
。
父
の
伝
記
を
書
い
た
。

（
一
六
一
九
｜
八
一
一
）
ド
イ
ツ
パ
バ
リ
ア
（
回
伊
〈

m5匝
）
の
王
子
。
数
々
の
武

勲
を
た
て
た
。
英
国
の
の
吉
ニ
〈
〈
号
の
時
に
自
分
の
お
じ
で
あ
る
チ
ャ
ー
ル

ズ
一

世
を
援
助
し
た
。

（
一
八
四
五
l
一
九
三
三
）
英
国
の
文
芸
批
評
家
。

「
そ
の
ご
注
（
五
）
参
照
。

即
ち
ク
リ
ミ
ア
戦
役
を
さ
す
。

「
そ
の
ご
注
（
九
）
参
照
。

英
国
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
シ
ャ

l
の
都
市
。
人
口
約
十
二
万
。

（
一
八

O
八
｜
八
一
一
）
英
国
の
政
治
家
。

第
一
読
会
が
議
案
審
議
の
可
否
を
決
す
る
の
に
対
し
、
第
二
読
会
は
議
案
そ
の

も
の
の
可
否
を
決
す
る
。

も
と
ロ
ン
ド
ン
市
中
部
の
自
治
区
。
現
在
は
イ
ズ
リ
ン
ト
ン
（
目
的
一
5
包
O

コ
）
区

の
一
部
。

（一

O
O）
英
国
ノ
ッ
チ
ン
ガ
ム
シ
ャ

l
東
部
の
市
。
人
口
二
万
一
千
。

（一

O
こ

「
そ
の
一
L

注

（四
七
）
参
照
。

ハ
hu

q
d
 

τ＼
」
、

f
ノ
一
ノ

ハ七

/¥ 
七

人
J¥ 

/'¥ 

｝＼ 

jへ
九

九
O

九一
（九
二
）

七
四

（九
一一一）

（九
四
）

（九
五
）

（九
六
）

（九
七
）

（九
八
）

九
九



（一一一）

（一
一二）

（一
一一二）

（二
四）

（
二
五
）

（一一六）

（
二
七
）

第 21号

（
二
八
）

（
二
九
）

（三

O
）
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（一一一
一）

（一一一二）

（一二三
）

（三
四）

（三
五）
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（一一一六）

（三
七）

（
三
八
）

（三
九）

（四
O）

（
一
七
九
二
1

一
八
七
二
英
国
の
歴
史
肖
像
画
家
、
女
王
の
・
お
か
か
え
画
家
。

エ
ル
コ

l
卿
に
同
調
す
る
同
志
達
の
こ
と

（
一
八
一
二
｜
一
八
九
八
）
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
総
督
、
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
首

相
な
ど
を
歴
任
。

「
そ
の
ご
注
（
二
二
参
照

デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
こ
と

（
四
四
八
？
｜
三
八
五
B
・
C
）
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ア
テ
ネ
の
詩
人
、
喜
劇
作

者。ア
リ
ス
ト
フ
ア
｜
ネ
ス
の
喜
劇
、
叫

4E
～
刊
誌
札
民
主
的
に
登
場
す
る
ア
テ
ネ
の
民
衆

指
導
者
。

庶
民
大
衆
の
こ
と

注
（
二

O
）
参
照

〉
H
Y
m
g
m
g
－
己
的
（
二
九
三
？
1

三
七
三
）
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
司
教
、
ニ
ケ
ア

第
一
回
公
会
議
を
機
に
ア
リ
ウ
ス
の
説
（
キ
リ
ス
ト
は
神
と
同
じ
く
不
滅
で
は

な
く
被
造
物
に
す
、
ぎ
ぬ
と
説
く
）
に
生
涯
を
か
け
て
戦
っ
た

o
E
r
g
s
E印

。
o
E
3
5
5門

E
5
と
い
う
表
現
は
真
理
の
た
め
に
断
乎
と
し
て
立
つ
喰
と
な
る
。

「
そ
の
ご
注
（
九
）
参
照

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
東
南
部
の
州
、
首
都
シ
ド
ニ
ー
、
人
口
約
四
百
万
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
東
部
の
海
港
、
ニ
ュ

l
サ
ウ
ス
ウ
エ
ル
ズ
州
の
首
都
、

人
口
約
二
百
万
。

。｝】〈ぬ吋（

一
五
九
九
l
一
六
五
八
）
、
英
国
の
将
軍
で
清
教
徒
の
政
治
家
、
チ
ャ

ー
ル
ズ

一
世
を
処
刑
し
た
後
イ
ギ
リ
ス
共
和
国
の
護
民
官
（
「

o
E
司円
O
Z
2
0
乙

と
な

っ
た

二

六

五
三
｜

一
六
五
八
）

z
o
コ
ミ
の
ゆ
O

円
mo
（
一
八
O
二
i
一
八
九
四
）
英
国
の
政
治
家
、
植
民
地
行
政
、

対
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
貿
易
に
貢
献

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
東
部
の
州
、
人
口
約
二
八
O
万
、
首
都
メ
ル
ボ
ル
ン

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
こ
と

（
一
八

O
五
｜
一
八
五
九
）
フ
ラ
ン
ス
の
文
筆
家
、
一
八
三
二
年
渡
英
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
英
領
植
民
地
等
の
こ
と
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
部
、
ノ
ッ
チ
ン
ガ
ム
シ
ャ
の
首
都
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
最
大
の

市
場
が
あ
る
。
人
口
約
三
O
万
。

四 四（
四
五
）

（四
六
）

（
四
七
）

（
四
八
）

（
四
九
）

（五

O）

（
五
二

（
五
二
）

（五
一二）

（
五
四
）

（
五
五
）

五
六

（
五
七
）

（
五
八
）

（
五
九
）

四

商
業
都
市
（
ウ
｜
ス
タ
l
シ
ャ

l
）
、
自
治
都
市
、
ウ
ー
ス
タ
l
の
北
十
四
マ
イ

ル
、
人
口
約
四
万
（
一
九
六
一
）

「
そ
の
ご
注
（
二
三
）
参
照

ト
ロ
ロ
ウ
プ
の
作
品
名
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
の
都
市
、
ハ
ル
川
の

近
く
に
あ
る
都
市
の
名
前
で
も
あ
る
J

有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
第
十
六
号
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
人
々
ー
ー

そ
の
二
一」
（
以
下
「
そ
の
一二
」
と
略
す
）
注
（
四
一
二
）
参
照

「
そ
の
ご
注
（
二
二
）
参
照

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
（
一
八
三
一
｜
一
九

O
二
英
国
の
哲
学
者
、
著
述
家
、

吋～
z
h
F
3
n向
。
＼
回
。
。
枠
臼
へ
同
∞
∞
主

「
そ
の
一
亡
注
（
九
）
参
照

「
そ
の
ご
注
（
四
九
）
参
照

「
そ
の
三
」
注
（
二
五
）
参
照

「
そ
の
ご
注
（
四
五
）
参
照

「
そ
の
三
」
注
（
一
四
）
参
照

。巳

5

E一一
5
（一

O
O
l四
四
B
・
C
）
）
ロ
ー
マ
の
将
軍
、
政
治
家
、
ゴ
ー

ル
や
ブ
リ
テ
ン
を
征
服
し
た
、
三
頭
政
治
体
を
組
織
し
た
後
独
裁
者
と
な
っ
た

が
間
も
・
な
く
ブ
ル
ー
タ
ス
等
に
殺
さ
れ
た
。

「
そ
の
一
一
」
注
（
四
）
参
照

未
詳（

一
八

O
九
1

一
八
八
五
）
英
国
の
詩
人
、
教
区
連
合
の
指
導
者
、
下
院
議

員
（
一
八
三
七
）

（
一
八
二
六
｜
一
八
九
七
）
英
国
の
著
述
家
、
神
学
者
、
編
集
者
、
ス
ペ
ク

テ
イ
タ
l
の
共
同
編
集
者
兼
経
営
者
、
主
著
同
Z
Q
q
h
g
g
s向
足
。
弘
司

3

C
ロ位向
M

0

・＼同
a
m～
zp
叫dv
。
E1HN
（
］
戸
∞
∞
寸
）
”
の
『
札
N
H
2
2ロ的。
s
h
o
a
r
s
’

H
V
O

『
Qeq
『～
ζ
H
h句
F
N
G
S
向日吋～
v
S
F巾

JZ
（日∞
chp
）・

0
2
・

「
そ
の
ご
注
（
一
三
）
参
照

同）与一一己的の
O

円コ
o
z
c
印
（
五
五
？
ー
一
二

O
？
）
ロ
ー
マ
の
歴
史
家
。

冨
mw
円
。
己
的
叶
巳
一
一
己
印
（
一

O
六
｜
四
三
B
・
C
）
ロ

l
マ
の
政
治
家
、
雄
弁
家
、

著
述
家
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
の
名
門
校
。

F
h
u
 

つd

四
四

。
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ま
た
、
転
回
点
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
反
抗
者
の
一
人
、
著
述
家
ハ
ヴ
エ
ロ
ッ
ク
・
ェ

リ
ス
（
Z
世
〈
巴

ooF
巴
一
一
印
）
は
、
一
八
五
九
年
と
い
う
年
以
上
に
「
人
間
の
全
歴
史
を
通
じ
て
、

人
間
精
神
が
よ
り
深
く
、
よ
り
多
方
面
の
独
創
的
な
働
き
へ
と
か
り
た
て
ら
れ
た
年
を
捜
し

（一

＝
百
凶
）

出
す
の
は
難
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。」
と
書
い
て
い
る
。
『
種
の
起
源
』
（
O
立
で
お
ミ
加
古

1
2）

（一

一－
－＝主｝

と
『
オ
マ

l
ル
・
カ
イ
ヤ
l
ム
の
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』
（
同

S
C
e
t
o＼
O
S号
同
～

Has
－s）
が

『
自
主
独
立
』
出
版
と
同
じ
こ
の
年
に
書
店
に
現
わ
れ
た
。
ミ
ル
の
エ
ッ
セ
イ
『
自
由
論
』

も
同
様
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
十
九
世
紀
初
め
の
べ
ン
サ
ム
（
回

g
F
E戸
）
の
個
人
主
義
を
振

り
返
る
だ
け
で
な
く
、
既
存
の
す
べ
て
の
知
的
な
組
織
を
動
揺
さ
せ
、
ま
た
既
存
の
す
べ
て

の
道
徳
律
に
挑
戦
し
た
、
あ
の
十
九
世
紀
後
期
の
個
性
の
爆
発
を
も
予
見
し
て
い
た
。

し
か
し
、
ハ
ヴ
エ
ロ
ッ
ク
・
エ
リ
ス
は
こ
の
本
に
述
べ
ら
れ
た
人
物
の
見
た
一
八
五
九
年

と
は
違
っ
た
一
八
五
九
年
を
見
て
い
た
。
そ
れ
は
若
者
だ
け
の
、
ま
た
豊
か
な
未
来
を
も
っ

驚
異
の
年
で
あ
っ
た
。
年
と
っ
た
世
代
に
と
っ
て
は
、

（二）
（一二）

（四）
（五）

（六）
（七）

ヴィクトリア時代の人々一ーその五

こ
の
二
十
年
は
世
界
の
歴
史
か
ら
言
え
ば
僅
か
の
時
間
だ
が

昔
の
二
世
紀
分
以
上
に
豊
か
な
り

（八）
（九）

（一

O）

こ
の
書
物
で
述
べ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
人
々
の
う
ち
、
誰
一
人
と
し
て
十
九
世
紀
中
期

の
こ
の
時
期
に
別
の
人
世
を
歩
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
、
必
ず
し
も

自
分
た
ち
が
た
ど
っ
て
い
る
道
に
確
信
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
確
固
と
し
た
、
ま
た
規
則
正

し
い
歩
き
方
で
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
へ
向
っ
て
歩
い
た
。
老
人
の
何
人
か
が
、
自

分
た
ち
は
暗
闇
へ
の
道
を
旅
し
て
い
る
と
確
信
し
た
の
は
、
や
っ
と
一
八
六
七
年
、
若
者
が

新
し
い
解
放
の
時
代
に
つ
い
て
語
り
は
じ
め
て
か
ら
以
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
一
一
）

（一一一）

（一一一一）

（一

四

（
一
五

（
一
六
）

（
一
七
）

（
一
八
）

（
一
九
）

（二

O）

注

有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
第
十
四
号
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
人
々
ー
ー

そ
の
ご
（
以
下
「
そ
の
ご
と
略
す
）
注
（
一
二
参
照

「
そ
の
ご
注
（
四
）
参
照

「
そ
の
ご
注
（
二

O
）
参
照

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
西
部
ブ
リ
ス
ト
ル
の
東
四

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
町

「
そ
の
ご
注
（
二
七
）
参
照

「
そ
の
ご
注
（
二
四
）
参
照

ホ
ー
マ

l

（Z
0
5
2
）
の
詩
に
あ
る
ト
ロ
イ
の
女
予
言
者
、
プ
リ
ア
ム
と
へ
ク

パ
の
娘
、
ト
ロ
イ
の
敗
滅
を
予
言
し
た
が
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
の
名
門
校
の
一
つ

先
代
は
英
国
の
外
交
官
、
政
治
家
ジ
ョ
ン
・
カ
l
卜
レ
ッ
ト

有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
第
十
七
号
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
人
々
ー
ー

そ
の
四
」
（
以
下
「
そ
の
四
」
と
略
す
）
注
（
一

O
二
）
参
照

（
一
七
九
四
！
一
八
七
八
）
英
国
の
法
律
家
、
法
務
長
官
、
大
法
官
を
歴
任
。

未
詳（

一
八

O
O

一
八
九

O
）
英
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
国
会
議
員
、
改
革

論
者
、
政
治
と
宗
教
の
分
離
を
説
く
。
国
政
の
教
育
へ
の
介
入
に
反
対
。

「
そ
の
ご
注
（
八
）
参
照

（
一
八
一
四
ー
一
九

O
五
）
英
国
の
政
治
家
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
植
民
政
策

に
尽
力
。

「
そ
の
四
」
注
（
三
四
）
参
照

「
そ
の
一
ご
注
（
五
二
参
照

「
そ
の
四
」
注
（

一
O
八
）
参
照

「
そ
の
一
ご
注
（
五
六
）
参
照

一
八
六
六
年
、
選
挙
権
拡
張
に
反
対
し
て
自
由
党
を
脱
党
し
た
一
派
の
議
員
の

総
称
、
旧
約
聖
書
サ
ム
エ
ル
記
二
二
章
、
一

1
二
の
ア
ド
ラ
ム
の
ほ
ら
穴
に
逃

れ
た
ダ
ビ
デ
の
故
事
に
な
ら
っ
た
も
の
。
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に
ま
で
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
情
況
で
は
、
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
イ
ト
が
ま
だ
生
き
て

い
る
と
は
言
え
、
農
業
の
保
護
を
求
め
る
新
し
い
要
求
が
出
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
一
八
七

八
年
の
エ
コ

l
（
同
ユ
。
）
紙
は
、
「
三
十
年
間
話
題
に
の
ぼ
ら
ず
、
も
は
や
復
活
の
見
込
み

も
な
く
地
中
に
埋
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
誤
っ
た
主
張
が
、
い
わ
ば
墓
か
ら
出
て
く

る
よ
う
に
空
然
改
め
て
出
て
く
る
と
は
不
思
議
な
話
し
で
あ
る
。
L

と
書
い
て
い
る
。

実
業
家
も
ま
た
一
八
七

0
年
代
と
八

0
年
代
と
に
重
大
な
問
題
と
直
面
し
た
。
即
ち
、
外

国
と
の
競
争
の
激
化
と
、
販
売
収
益
の
低
下
か
ら
生
ず
る
問
題
で
あ
る
。

J

・
A
－
フ
ラ
ウ

ド
（
司
円
O
C
門
戸
。
）
は
一
八
九

O
年
に
、
「
煙
突
は
依
然
煙
を
吐
き
、
エ
ン
ジ
ン
は
が
ち
ゃ
が
ち

ゃ
言
っ
て
い
る
。
外
国
と
の
貿
易
の
量
も
減
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
量
は
維
持
さ
れ
て
い

て
も
、
利
益
は
落
ち
込
ん
で
い
る
。
も
し
我
々
が
今
の
地
位
を
保
と
う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

商
品
は
も
っ
と
安
く
、
そ
れ
も
格
安
に
生
産
し
な
け
れ
ば
・
な
ら
・
な
い
。
」
と
書
い
て
い
る
。

最
大
の
痛
手
を
こ
う
む
っ
た
実
業
家
の
中
に
は
、
自
由
貿
易
の
じ
の
字
も
・
お
く
び
に
出
さ
ず
、

か
わ
り
に
「
互
恵
貿
易
L

を
口
に
す
る
者
も
い
た
。
ま
た
自
ら
を
頼
む
気
持
を
捨
て
て
、
次

第
に
産
業
の
連
合
か
、
あ
る
い
は
国
に
救
い
を
求
め
よ
う
と
す
る
者
も
ふ
え
て
き
た
。
こ
の

よ
う
な
背
景
の
中
で
は
サ
ミ
ユ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
の
訴
え
は
、
労
働
者
の
み
・
守
り
ず
雇
用

者
の
中
で
も
顧
り
み
ら
れ
な
く
な
る
運
命
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

労
働
者
に
関
す
る
限
り
、
人
に
雇
わ
れ
て
い
る
者
は
実
質
賃
金
の
上
昇
を
享
愛
し
、
ま
た

総
生
産
高
が
減
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
失
業
が
あ
る
分
野
に
危
険
な
集
中
を

見
せ
始
め
、
さ
ら
に
ま
た
、
あ
る
産
業
で
は
賃
金
を
維
持
す
る
た
め
の
き
び
し
い
戦
い
も
あ

っ
た
。
労
働
運
動
内
部
の
派
閥
争
い
は
労
働
対
資
本
の
関
係
が
さ
ら
に
敵
対
的
に
な
る
結
果

を
生
ん
だ
。
パ
ジ
ヨ
ッ
ト
が
一
八
六
七
年
に
恐
れ
て
い
た
よ
う
に
、
ま
た
ロ
ウ
が
予
言
し
て

い
た
よ
う
に
、
経
済
の
面
の
み
な
ら
ず
、
政
治
の
面
で
も
大
き
な
要
求
が
出
さ
れ
た
。
一
八

八
二
年
レ
イ
ノ
ル
ド
新
聞
（
同

3
5丘、
M
2
2
5官
官
『
）
の
編
集
長
は
、
「
子
供
は
よ
く
星

を
つ
か
ま
え
た
い
と
言
う
が
、
我
々
（
労
働
者
）
の
持
っ
て
い
る
実
力
は
そ
れ
が
で
き
る
く

ら
い
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
乳
母
は
子
供
に
色
の
つ
い
た
ガ
ラ
ス
を
に
ぎ
ら
せ
る
。
す

る
と
馬
鹿
な
子
供
は
満
足
し
て
床
に
就
く
の
だ
。
」
と
書
い
て
い
る
。

十
九
世
紀
の
最
後
の
二
十
五
年
間
の
趨
勢
は
非
常
な
不
景
気
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
厳
然
た

る
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
を
そ
う
述
べ
て
も
そ
う
い
う
言
い
方
が
も
は
や
流
行
を
ま
ね
た
言
い

方
で
も
な
け
れ
ば
、
専
門
的
な
経
済
学
に
の
っ
と
っ
た
言
い
方
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

時
期
の
一
連
の
事
件
に
は
、
心
を
不
景
気
に
さ
せ
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
る
。
十
九
世
紀
中

期
の
安
定
感
は
個
々
の
利
益
集
団
の
叫
び
声
の
方
が
国
民
の
声
よ
り
強
く
な
り
始
め
た
た
め
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に
揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
新
し
い
国
の
行
動
指
針
が
世
紀
末
の
十
年
間
に
騒
々
し
く
論
じ

ら
れ
た
時
、
夢
を
破
ら
れ
る
順
番
に
な
っ
た
の
は
知
識
人
で
あ
っ
た
。
す
で
に
知
識
人
は
政

治
の
面
の
み
な
ら
ず
、
モ
ラ
ル
の
面
で
も
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
中
期
の
権
威
的
な
考
え
方
に
強

く
反
按
し
始
め
て
い
た
。

A
7
や
知
識
人
は
し
ば
し
ば
改
革
の
結
果
に
幻
滅
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ワ
イ
ル
ド
の
『
ド
リ
ア
ン
・
グ
レ
イ
の
肖
像
』
（

E
n
E
2
0＼
匂
ミ

5
3
C
E畦）

フ
ィ

ノ
：ア・

ノ
エ
ク
ル

7
ィ
ノ
ド
・プ
ロ
ー
ブ

の
中
で
へ
ン
リ
l
卿
（
∞
可

z
gミ
）
は
「
世
紀
末
的
だ
L

と
つ
ぶ
や
く
。
「
世
も
末
で
す
わ
」

7
ィ
ノ
・
ド
・
ゲ
ロ
l
プ

と
女
主
人
は
答
え
る
。
「
世
も
末
で
あ
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
。
人
生
と
は
大
き
な
失
望
な
の

だ
か
ら
。
」
と
ド
リ
ア
ン
は
た
め
息
を
つ
い
て
言
う
の
で
あ
る
。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
英
国
の
最
後
の
数
世
代
の
有
様
や
雰
囲
気
は
こ
の
よ
う
な
大
胆
な
一
般

論
か
ら
推
し
測
ら
れ
る
よ
り
は
る
か
に
複
雑
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
十
九
世
紀
後
期
の
争
い

と
同
世
紀
中
期
の
安
定
と
の
聞
に
は
極
め
て
明
瞭
な
対
照
が
あ
る
。
世
紀
中
期
の
安
定
感
は
、

人
生
に
は
余
り
深
く
探
る
べ
き
で
は
な
い
分
野
が
あ
る
と
い
う
事
実
を
黙
っ
て
受
け
入
れ
る

こ
と
か
ら
生
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
隠
れ
回
っ
た
り
、
相
争
っ
た
り
す
る
人
生
：
＼
ほ
と

ん
ど
誰
も
そ
の
存
在
も
知
ら
ね
ば
、
ま
た
探
っ
て
み
た
い
気
に
も
な
ら
・
な
い
よ
う
な
穴
ぐ
ら

や
片
隅
に
住
む
人
生
も
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
」
こ
と
は
分
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
意
識
化

に
置
か
れ
て
い
た
社
会
が
白
日
の
も
と
に
さ
ら
さ
れ
た
の
は
、
や
っ
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
中
期

の
社
会
の
安
定
性
が
粉
砕
さ
れ
、
社
会
の
研
究
が
進
ん
で
、
社
会
制
度
の
よ
り
専
門
的
な
診

断
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
時
で
あ
っ
た
。
同
様
に
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
後
期
に
始
っ
た
、
権

威
に
対
す
る
反
抗
は
、
十
九
世
紀
も
暮
れ
よ
う
と
す
る
頃
に
な
さ
れ
た
、
意
識
下
に
忘
れ
ら

れ
て
い
た
個
人
の
発
見
を
導
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
歴
史
家
は
、
も
し
話
の
裏
に
隠
れ
て
脈
々
と
流
れ
る
も
の
に
誠
実
で
あ
ろ
う
と
す

れ
ば
、
余
り
強
い
色
彩
を
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
。
十
九
世
紀
中
期
と
そ
れ
に
続
く
時
期
と

の
聞
に
は
明
ら
か
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
。
丁
度
こ
の
本
で
述
べ
た
時
期
の
世
界
が
一
八
四

0
年
代
の
苦
難
の
世
界
｜
｜
そ
れ
は
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
や
ブ
ラ
イ
ト
や
ヒ
ュ
ー
ズ
や
ス
マ
イ
ル

ズ
が
一
連
の
経
験
の
中
で
は
じ
め
て
社
会
や
政
治
を
学
ん
だ
世
界
で
あ
っ
た
が
ー
ー
か
ら
抜

け
出
た
よ
う
に
、
一
八
七
三
年
以
後
の
英
国
の
新
し
い
特
徴
の
多
く
は
、
一
八
五

0
年
代
や

六

0
年
代
に
表
か
ら
見
え
ぬ
所
で
進
ん
で
い
た
社
会
侵
食
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
朝
後
期
の
反
抗
者
た
ち
は
そ
の
起
源
を
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
中
期
に
持
っ
て

い
る
。
当
時
の
家
庭
内
で
の
出
来
事
が
そ
の
後
の
公
的
生
活
の
多
く
の
場
で
の
出
来
事
に
影

響
を
与
え
た
わ
け
で
あ
る
。
も
し
一
八
七

0
年
代
が
分
水
界
だ
と
す
れ
ば
、
一
八
五
九
年
も

qJV 
円ベ
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大
は
、
こ
の
国
の
諸
制
度
を
も
っ
と
確
固
た
る
基
盤
の
上
に
築
く
手
段
と
な
る
だ
ろ
う
と
の

強
い
期
待
」
を
抱
い
て
い
た
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
も
ま
た
、
英
国
の
諸
制
度
の
強
化
に
つ
い
て

語
っ
て
い
る
。
労
働
者
ク
ラ
ブ
の
会
員
た
ち
に
彼
は
こ
う
し
た
た
め
て
い
る
。
「
労
働
者
階

級
ほ
ど
国
の
諸
制
度
の
維
持
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
者
は
い
ま
せ
ん
。
富
者
や
権
力
の
あ
る

人
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
事
情
の
下
で
も
そ
の
権
利
を
維
持
す
る
に
さ
し
た
る
困
難
は
な
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
一
般
大
衆
の
特
権
は
大
衆
の
た
め
の
諸
制
度
に
よ
っ
て
の
み
守
ら
れ
、

確
保
さ
れ
得
る
の
で
す
。
」
こ
れ
は
静
か
に
計
算
し
た
う
え
で
の
言
葉
で
は
あ

っ
た
か
も
知

キ

守

ノ

ト

れ
な
い
が
、
決
し
て
偽
善
的
言
辞
で
は
な
か
っ
た
。
立
派
な
政
治
家
で
あ
っ
た
ダ
ー
ビ
ー
と

デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
一
互
自
分
た
ち
が
政
治
組
織
を
い
じ
り
始
め
る
と
、
つ
い
に
は
全
面
的
に

譲
っ
て
戸
主
選
挙
権
を
自
然
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
る
と
わ
か
っ
て
い
た
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ

は
ま
た
、
自
分
の
将
来
の
大
望
は
国
も
ま
た
将
来
を
持
て
る
場
合
に
の
み
実
現
さ
れ
る
と
知

っ
て

い
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
楽
観
主
義
者
で
あ

っ
た
の
は
日
和
見
主
義
者
の
デ
ィ
ズ
レ
イ

リ
で
あ

っ
て
、
冷
笑
家
で
あ

っ
た
の
は
主
義
の
人
ク
ラ
ン
ボ

l
ン
及
、
び
ロ
ウ
で
あ

っ
た
。

一
八
六
七
年
の
選
挙
法
改
正
案
の
通
過
は
歴
史
上
の
一
時
期
の
終
駕
を
告
げ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
同
案
が
通
る
や
否
や
、
新
し
い
政
治
的
な
、
ま
た
社
会
的
な
問
題
が
否
応
な
く
前
面

に
出
て
来
は
じ
め
た
。
パ
ジ

ヨ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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第
十
一
章

エ
ピ
ロ
ー
グ

ヴィク トリア時代の人々ーーその五

政
治
的
に
と
と
の
っ
た
国
家
と
い
う
の
は
ア
メ
リ
カ
の
森
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
古
い
木
を
切
り
倒
す
だ
け
で
よ
い
。
そ
う
す
れ
ば
新
し
い
木
が
す
ぐ
に
は
え
て
き
て
、

古
い
木
に
と
っ
て
か
わ
る
。
種
は
地
面
で
待
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
は
、
古
い
木
が
除
か

れ
て
、
光
と
空
気
が
も
た
ら
さ
れ
る
や
直
ち
に
成
長
を
始
め
る
の
で
あ
る
。

十
九
世
紀
を
し
め
く
く
る
最
後
の
二
十
五
年
の
聞
に
英
国
の
政
治
及
び
社
会
の
性
格
は
大

き
く
変
化
し
た
。
一
八
六
七
年
の
選
挙
法
改
正
案
が
最
後
の
改
正
案
と
は
な
ら
な
か
っ
た
点

は
、
一
八
三
二
年
の
第
一
次
選
挙
法
改
正
案
の
場
合
と
同
様
で
あ
っ
て
、
一
八
八
四
年
に
は

選
挙
権
は
都
市
の
労
働
者
の
み
な
ら
ず
、
農
民
に
も
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
っ
た
。

選
挙
権
を
持
っ
た
一
般
大
衆
の
出
現
と
共
に
、
政
治
の
概
念
や
組
織
も
ま
た
変
ら
ざ
る
を
得

ず
、
政
治
の
中
心
課
題
は
選
挙
権
を
求
め
る
た
め
の
戦
い
か
ら
、
そ
の
選
挙
権
を
使
っ
て
何

を
な
す
か
と
い
う
戦
い
に
移
っ
て
い
っ
た
。

経
済
的
な
基
盤
に
も
変
化
が
起
っ
た
。
一
八
六
八
年
か
ら
一
八
七
二
年
に
か
け
て
は
、
英

国
は
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
「
発
作
的
繁
栄
L

と
名
付
け
た
す
さ
ま
じ
い
好
景
気
を
経
験
し
た
。

し
か
し
、
一
八
七
三
年
劇
的
な
金
融
危
機
が
訪
れ
、
そ
の
の
ち
、
利
子
及
び
日
用
品
の
価
格

の
低
下
が
長
く
続
い
た
。
産
業
の
総
生
産
の
増
加
率
も
、
一
個
人
の
生
産
高
は
ふ
え
続
け
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
落
し
た
。

そ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
農
業
は
最
も
衰
え
る
産
業
で
あ
っ
た
。
物
価
が
下
が
り
、
地
代

も
お
ち
込
み
、
多
く
の
広
大
な
田
舎
の
地
所
は
全
く
動
き
の
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
十
九
世

紀
中
期
に
土
地
の
持
っ
て
い
た
力
は
集
中
的
に
そ
こ
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
オ
ス
カ

l
・
ワ

｛－一－
R
U）

イ
ル
ド
（
O
ω
g
円
三

E
O）
の
『
正
直
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
』
（
同
出
向
同
き
ち
ミ

E
S門
司
。
＼

出
2
3
h
同

Q
3
2
N）
（
一
八
八
九
年
）
の
中
の
ブ
ラ
ッ
ク
ネ
ル
（
回

2
0
s
t一
）
夫
人
の
言
葉
を

借
り
る
と
、
「
存
命
中
に
払
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
税
や
ら
死
後
に
強
要
さ
れ
る
相
続
税
や
ら
の
た

め
に
、
土
地
は
も
は
や
利
益
を
生
む
も
の
で
も
、
楽
し
み
を
与
え
る
も
の
で
も
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
土
地
は
人
間
に
地
位
を
与
え
も
す
る
が
、
ま
た
そ
の
地
位
を
保
ち
続
け
る
こ
と

の
妨
げ
も
す
る
。
土
地
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は
こ
れ
だ
け
し
か
な
い
。
」
農
民
た
ち
は
一

八
七
九
年
の
不
作
の
年
以
来
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
安
い
小
麦
の
洪
水
に
攻
め
た
て
ら
れ
た
。

圏
内
の
小
麦
の
作
付
面
積
は
一
八
七
五
年
か
ら
八
四
年
の
聞
に
百
万
エ
ー
カ
ー
も
減
り
、
一

ク
ォ

l
タ
l

（
約
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
当
り
の
値
段
は
、
ク
リ
ミ
ア
戦
役
中
の
一
八
五
五
年

に
は
七
十
四
シ
リ
ン
グ
の
高
値
に
あ
っ
た
も
の
が
、
一
八
九
四
年
に
は
実
に
十
九
シ
リ
ン
グ

ほ
ど
な
く
風
景
そ
の
も
の
が
一
変
す
る
は
ず
で
あ

っ
た
。
一
八
七

0
年
代
の
知
的
、
社
会

的
風
土
は
一
八
六

0
年
代
の
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
変
化
に
富
ん
だ
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し

て
新
し
い
木
は
、
古
い
木
が
取
り
除
か
れ
た
と
こ
ろ
で
は
も
は
や
成
長
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
か
っ
た
。
数
を
増
し
た
選
挙
人
は
、
観
念
と
利
害
が
衝
突
し
、
問
題
点
の
方
が
人
間
そ
の

も
の
よ
り
も
大
き
く
見
え
る
複
雑
な
世
界
の
諸
問
題
と
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の

で
あ
る
。



（
貧
し
い
も
の
は
と
も
す
れ
ば
そ
う
い
う
楽
園
を
す
ぐ
夢
見
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
自
分
達

に
は
そ
れ
が
作
れ
る
と
思
い
が
ち
で
あ
る
）
を
作
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、

A
7
始
ま
り

か
け
て
い
る
政
治
上
の
大
試
練
は
失
敗
に
終
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。
投
票
権
と
い
う
広
範
囲
な

贈
り
物
は
全
国
民
に
と
っ
て
大
惨
事
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
そ
れ
を
新
た
に
得
た
人

々
に
と
っ
て
は
、
誰
に
も
増
し
て
の
大
惨
事
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
」

「
一
か
八
か
の
危
険
な
賭
」
と
ダ
ー
ビ
ー
は
そ
の
法
案
を
呼
ん
だ
。
し
か
し
そ
れ
は
、
そ

の
後
何
年
間
も
続
く
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
ぬ
一
連
の
危
険
な
賭
の
最
初
の
も
の
で
は
な
か

7
7
ン
リ
ス
デ
七

ノ
サ
ス

ア
ベ
ル
ニ

っ
た
の
か
。
地
獄
へ
下
る
道
は
易
し
。
「
変
化
を
求
め
る
心
は
飽
く
こ
と
な
し
L

と
ク
ラ
ン

ボ
l
ン
は
言
っ
た
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
も
ブ
ラ
イ
ト
も
そ
の
気
持
を
抑
え
鎮
め
る
こ
と
は
で
き

か。ぃ。

第 21号

ブ
ラ
イ
ト
氏
も
穏
健
さ
と
慎
重
さ
を
説
く
頃
に
は
、
す
で
に
〔
改
革
同
盟
の
〕
ビ
l
ル

（
一
二
七
）

ズ
（
∞

g
－2）
氏
は
戦
い
に
備
え
て
身
を
固
め
よ
う
と
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ビ

ー
ル
ズ
氏
も
、
自
分
を
馬
鹿
げ
た
ほ
ど
に
時
代
遅
れ
だ
と
見
な
し
て
い
る
政
治
家
を
自
分

ご

二
八）

の
副
官
の
中
に
す
で
に
数
え
入
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ジ
ロ
ン
ド
党
員
の
背
後

に
は
い
つ
も
、
彼
を
わ
な
に
か
け
よ
う
と
待
ち
構
え
て
い
る
ジ
ャ
コ
パ
ン
党
員
が
い
る
の

で
あ
る
。

有明工業高等専門学校紀要

こ
の
よ
う
な
暗
い
予
言
の
裏
に
は
、
二
十
年
巳
E
る
政
治
論
争
の
思
い
出
と
、
労
働
者
階

級
へ
の
非
常
に
切
実
な
恐
怖
心
と
が
あ
っ
た
。
社
会
の
指
導
的
立
場
に
い
る
人
が
労
働
者
階

級
の
真
の
意
図
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
ま
ま
に
一
八
六
七
年
、
た
く
さ
ん
の
数
の
労
働
者
に

投
票
権
を
与
え
る
こ
と
は
、
大
き
な
危
険
を
わ
か
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
の
重
大
さ
を
強
調
す
る
に
は
、
ロ
ウ
の
氷
の
よ
う
に
冷
淡
な
雄
弁
さ
は
必
要
で
は

な
か
っ
た
。
穏
健
な
ホ
イ
ッ
グ
党
の
改
革
者
ホ
マ
シ
ャ
ム
・
コ
ッ
ク
ス
が
述
べ
た
通
り
、

214 

ダ
ー
ビ
ー
伯
は
万
事
が
う
ま
く
行
く
こ
と
を
「
望
ん
で
い
る
。
」
冒
険
好
き
な
パ
ク
チ

打
ち
は
い
つ
も
幸
運
を
望
ん
で
い
る
。
即
ち
、
狙
い
の
カ
l
ド
が
配
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
狙

い
の
事
の
目
が
出
る
だ
ろ
う
。
狙
い
の
馬
が
勝
つ
だ
ろ
う
、
と
。
し
か
し
今
日
ま
で
、
わ

が
国
の
行
く
末
を
運
命
の
女
神
の
手
に
す
べ
て
ゆ
だ
ね
る
こ
と
が
立
派
な
政
治
家
の
す
る

こ
と
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
我
々
は
前
例
に
な
ら
っ
て
先
へ
進
み
、

徐
々
に
、
ま
た
注
意
深
い
手
段
で
も
っ
て
、
既
知
の
も
の
か
ら
未
知
の
も
の
へ
と
進
む
や

り
方
で
満
足
し
て
き
た
。
政
治
的
な
「
賭
」
は
、
自
ら
を
保
守
党
と
呼
ぶ
政
府
が
今
と
る

べ
き
政
策
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、

A
7
や
政
治
と
社
会
に
つ
い
て
の
釣
合
い
の
と
れ
た
議
論
を
す
べ
き
時
で
あ
る

の
に
、
そ
れ
が
政
治
的
な
賭
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
彼
は
言
う
の
で
あ
る
。

楽
観
主
義
を
許
す
根
拠
が
三
つ
あ
っ
た
。
第
一
は
一
般
論
で
あ
る
。
な
ぜ
大
衆
を
恐
れ
る

の
か
。
労
働
者
階
級
も
他
の
人
々
と
同
様
に
参
政
権
を
得
る
資
格
が
あ
る
。
彼
ら
と
て
イ
ギ

リ
ス
人
な
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
彼
ら
が
英
国
の
利
益
に
反
す
る
よ
う
な
こ
と
が
ど
う

（
一
二
九
）

し
で
で
き
よ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
民
主
主
義
論
で
は
、
ミ
ル
の
よ
う
な
哲
学
的
な
急
進
派
や

ブ
ラ
イ
ト
の
よ
う
な
中
産
階
級
の
急
進
派
の
心
を
さ
え
ふ
る
い
立
た
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
ミ
ル
は
次
第
に
数
に
よ
る
暴
政
を
恐
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
「
手
工
業
従
事
者

を
指
導
す
る
多
数
派
」
が
労
働
市
場
で
の
競
争
を
制
限
し
、
機
械
に
課
税
あ
る
い
は
制
限
を

加
え
、
ま
た
、
圏
内
の
製
造
業
者
を
外
国
の
産
業
か
ら
守
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

恐
れ
始
め
て
い
た
。
一
方
ブ
ラ
イ
ト
は
一
人
立
ち
の
で
き
な
い
階
級
に
参
政
権
を
与
え
る
こ

と
を
恐
れ
て
、
自
分
の
論
旨
を
民
主
主
義
と
余
り
密
着
し
た
も
の
と
せ
ぬ
よ
う
注
意
を
払
っ

た
。
法
案
の
生
み
の
親
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
、
民
主
主
義
と
は
自
分
の
党
と
通
じ
る
と
こ
ろ
の

な
い
統
治
形
体
だ
と
、
き
わ
め
て
注
意
深
く
主
張
し
た
。

第
二
の
根
拠
は
観
察
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
労
働
階
級
は
危
険
で
も
な
け
れ
ば
革
命

的
で
も
な
い
。
彼
ら
は
社
会
体
制
の
破
壊
を
狙
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
そ
れ
に
適
合
し
た

存
在
で
あ
る
。
労
働
組
合
や
協
同
消
費
組
合
を
含
め
、
彼
ら
の
組
織
は
個
人
の
利
己
心
を
集

団
の
利
益
に
従
わ
し
め
る
立
派
な
任
意
の
団
体
で
あ
る
。
国
は
彼
ら
が
政
治
に
積
極
的
関
心

を
持
つ
こ
と
で
利
益
を
得
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
将
来
自
由
主
義
的
政
治
家
の
影
響
力
は
消
え

去
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
そ
れ
は
増
す
で
あ
ろ
う
。
保
守
主
義
は
消
滅
す
る
ど
こ
ろ
か
、
下
層

階
級
で
新
た
な
支
持
を
受
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
労
働
階
級
に
深
く
は
い
り
込
め
ば
は
い
り

込
む
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
そ
こ
に
金
脈
を
見
出
し
、
ま
た
色
濃
い
保
守
的
感
情
が
あ
る
こ
と
に

気
付
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

第
三
の
根
拠
は
第
二
の
も
の
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
冷
静
な
計
算

と
い
う
よ
り
は
気
質
か
ら
来
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
も
し
生
来
憂
欝
症
的
で
は
な
く
楽

観
的
な
人
間
だ
っ
た
な
ら
、
そ
の
人
は
社
会
集
団
の
持
つ
良
識
を
信
じ
る
で
あ
ろ
う
。
ダ
ー

ビ
ー
と
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
ダ
ー
ビ
ー
は
、
「
英
国
人
の
健
全
な
感
覚
に
絶

対
の
信
頼
を
置
く
」
と
声
明
し
、
「
今
我
々
が
彼
ら
に
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
選
挙
権
の
拡

円ぺ
u
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ど
不
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
偉
大
な
ホ
イ
ッ
グ
党
員
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
は
一
八
六
八
年
に

「
風
紀
の
乱
れ
た
国
民
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
厚
顔
、
策
略
、
成
功
を
ほ
め
る
も
の
だ
」
と
軽
蔑
的

｛
一
二
四

）

に
書
い
て
い
る
。
し
か
し
一
八
七
四
年
に
は
チ
ェ

ン
パ
レ
ン
の
よ
う
な
新
急
進
派
は
反
ト
l

リ
ー
で
あ
る
と
同
じ
く
反
ホ
イ
ッ
グ
に
も
な

っ
て
い
た
。
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
労
働
者
が
保
守

と
連
帯
し
た
こ
と
の
活
力
と
生
命
力
と
を
自
ら
良
く
知

っ
て
お
り
、
そ
し
て
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー
や
リ
パ
プ

l
ル
で
「
卜
l
リ
l
的
民
主
主
義
」
演
説
を
行
っ
て
改
革
法
案
の
後
押
し
を
し

た
ダ
ー
ビ
ー
は
、
お
そ
ら
く
一
八
六
七
年
の
結
果
を
長
期
的
に
展
望
し
得
た
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ

同
様
に
、
遠
目
が
き
い
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

使
い
の
少
年
が
戸
口
で
立
止
っ
て
こ
う
尋
ね
た
。
「
こ
こ
は
改
革
ク
ラ
ブ
で
す
か
？
」

「
ち
が
う
よ
、
坊
主
。
」
と
返
事
が
あ
っ
た
。
「
こ
こ
は
革
命
ク
ラ
ブ
さ
。
」
党
規
で
票
は

強
制
で
き
る
か
も
知
れ
ぬ
。

「
し
か
し
そ
れ
は
信
念
を
強
制
で
き
な
い
し
、
無
念
さ
を
隠
す

こ
と
も
屈
辱
を
お
お
い
隠
す
こ
と
も
で
き
ぬ
」
と
『
フ
レ
イ
ザ
l
ズ
』
は
結
論
し
て
い
る
。

予
言
者
カ

i
ラ
イ
ル
や
詩
人
コ
ベ
ン
ト
リ
ー
・
パ
ッ
ト
モ
ア
（
の
O〈
2
弓

可

司

E
S
O
円。）

の
よ
う
な
文
筆
家
も
同
様
に
腹
を
立
て
た
口

「
票
を
、
そ
れ
も
烏
合
の
衆
の
票
を
も
握
っ
た

け
し
か
ら
ぬ
政
治
屋
ど
も
」
が
英
国
を
崖
か
ら
つ
き
落
し
て
し
ま
っ
た
。

一
八
六
七
年
は

．」ー－
J、

大
罪
を
犯
し
た
年

い
つ
わ
り
の
貴
族
ど
も
と
そ
の
仲
間
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
血
迷
っ
て

裏
切
り
は
し
な
い
と
二
度
も
誓
い
な
が
ら

人
々
の
信
頼
を
無
残
に
裏
切
っ
た
年
で
あ
る。

ヴィ クトリ ア時代の人々一ーその五

第
二
次
選
挙
法
改
正
案
は
、
こ
れ
ま
で
ず

っ
と
実
質
的
な
選
挙
法
改
正
計
画
の
す
べ
て
を

（
一
一
字
且
）

攻
撃
し
て
き
た
ケ
ア
ン
ズ
（
の
巴
門
コ
印
）
卿
の
よ
う
な
何
名
か
を
含
め
、
大
方
の
保
守
党
員
に

歓
迎
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
直
接
か
か
わ
る
議
会
内
サ
ー
ク
ル
に
属
し
て
い
な
い
有
力

な
保
守
党
の
同
調
者
に
は
そ
れ
ほ
ど
歓
迎
さ
れ
な
か
っ
た
。

「
と
ん
で
も
な
い
偽
善
だ
」
と

長
老
の
シ
ャ
フ
ツ
ペ
リ
l
卿
は
同
法
案
を
評
し
た
。
「
非
常
に
少
数
の
進
歩
的
民
主
主
義
者

を
除
い
て
、
保
守
党
員
は
す
べ
て
そ
の
法
案
を
嫌

っ
て
い
る
。
し
か
し
今
は
感
覚
で
動
く
時

代
、
自
己
本
位
の
時
代
で
あ

っ
て
、
連
中
は
め
ん
ど
う
事
を
嫌
い
、
責
任
を
嫌
い
、
悪
を
真

正
面
か
ら
見
つ
め
る
こ
と
を
嫌

っ
て
い
る
。

『
彼
ら
は
杯
を
パ
ラ
で
飾
り
、
頭
を
愚
行
と
忘

却
と
で
飾
る
』
」
同
法
案
の
推
進
力
と
な
っ
た
の
は
、
国
の
安
寧
で
も
国
家
の
諸
制
度
の
安

定
で
も
な
く
、
地
位
を
求
め
る
気
持
、
権
力
と
役
職
に
対
す
る
貧
欲
な
欲
望
で
あ
る
。

「政

治
の
舞
台
か
ら
立
派
な
人
聞
を
す
べ
て
追
放
し
て
み
給
え
。
そ
う
す
れ
ば
あ
げ
く
に
は
、
政

治
家
が
す
べ
て
政
治
の
冒
険
者
に
す
ぎ
ず
、
所
信
の
表
明
が
す
べ
て
、
地
位
を
求
め
る
意
図

を
も
っ
た
政
治
的
作
戦
に
す
ぎ
な
い
と
見
な
さ
れ
る
時
代
が
必
ず
や
っ
て
来
る
。」
と
ク
ラ
ン

ボ
l
ン
は
つ
け
加
え
て
い
る
。

「
ダ
ー
ビ
ー
は
不
正
直
こ
そ
最
良
の
政
策
と
い
う
こ
と
を
証

明
し
よ
う
と
し
た
の
だ
。」
と
ダ
ル
ハ
ウ
ジ
ィ
（
ロ
巴
7
0
5
Z）
卿
は
書
い
て
い
る
。

「
改
革
法

案
は
彼
に
と

っ
て
一
か
八
か
の
賭
で
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、
私
に
と

っ
て
は
決
し
て
そ
う
で

は
な
い
。
我
々
が
民
主
主
義
の
水
門
を

一
イ
ン
チ
あ
け
る
と
、
彼
と
デ
ィ
ジ
ィ
は
一
フ
ィ
ー

ト
も
開
け
た
。
私
の
個
人
的
な
希
望
は
二
人
が
ま
っ
さ
き
に
洪
水
の
中
へ
き
ら
わ
れ
て
し
ま

え
ば
い
い
と
い
う
こ
と
だ
。」
『
フ
レ
イ
ザ
l
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
』
（
『
「
ロ
伯
尚
『
ぶ
〉
向
。
向
。

2
2）は

カ
l
ル
ト
ン
ク
ラ
ブ
で
の
一
事
件
を
伝
え
て
い
る
。
あ
る
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
の
あ
る
小
間

カ
ー
ラ
イ
ル
は
将
来
に
希
望
を
持
て
な
か
っ
た
。

「
こ
れ
ほ
ど
お
び
た
だ
し
い
偽
善
や
、
あ

ま
ね
く
広
が
っ
た
不
始
末
や
、
聞
く
に
耐
え
ぬ
陳
腐
な
言
辞
や
、
ひ
ど
い
不
信
の
気
持
が
一

刻
も
早
く
消
滅
す
れ
ば
、
た
と
え
死
、
即
ち
消
滅
の
時
に
い
さ
さ
か
の
悔
い
改
め
が
表
明
さ

れ
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
早
く
消
滅
し
て
も
ら
っ
た
分
だ
け
ま
し
だ
と
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。」

こ
の
よ
う
な
深
刻
な
陰
惨
さ
は
、
並
み
の
政
治
上
の
見
せ
か
け
や
非
常
に
気
の
き
い
た
政

治
上
の
ご
ま
か
し
か
ら
生
み
出
せ
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
将
来
に
つ
い
て
の
大
き

な
不
安
か
ら
発
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
権
力
が
「
お
と
な
し
く
、
か
つ
悲
惨
に
も
」
ー
ー
と

い
う
の
は
、
そ
の
よ
う
に
カ

l
ラ
イ
ル
の
目
に
映
っ
た
の
だ
が
｜
｜
中
産
階
級
か
ら
労
働
者

階
級
へ
、
政
治
上
の
エ
リ
ー
ト
か
ら
大
都
市
の
大
衆
へ
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

批
評
家
の
中
に
は
シ
ャ
フ
ツ
ペ
リ
ー
の
よ
う
に
、
自
分
達
の
方
が
法
の
制
定
者
よ
り
以
上

に
町
の
こ
と
を
知

っ
て
い
る
と
主
張
で
き
る
者
も
い
た
。
彼
ら
は
町
の
中
に
、
利
権
を
あ
さ

る
扇
動
政
治
家
に
と

っ
て
格
好
の
猟
場
を
見
、
ま
た
堕
落
し
た
黒
幕
の
暗
躍
す
る
う
さ
ん
臭

い
一
画
の
あ
る
こ
と
を
知

っ
て

い
た
。
大
衆
そ
の
も
の
も
、
暴
力
的
だ
か
ら
と
い
う
か
ら
で

は
な
く
、
圧
力
、
つ
ま
り
金
権
政
治
家
の
庄
力
の
み
な
ら
ず
社
会
主
義
者
の
圧
力
に
屈
し
が

ち
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
危
険
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
彼
ら
は
考
え
た
。

シ
ャ
フ

ツ
ベ

リ
l
の
不
安
は
ロ
ウ
や
パ
ジ
ヨ

ッ
ト
に
も
共
通
の
も
の
で
あ

っ
た
。
選
挙
権
の
拡
大
は
、
か

つ
て
は
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
て
い
た
危
険
な
力
の
水
門
を
開
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
パ
ジ
ヨ

ッ

ト
は
こ
う
述
べ
た
。

「
も
し
貧
し
い
投
票
者
た
ち
の
最
初
の
仕
事
が
自
分
達
の
た
め
の
楽
園

nu 

円
《
U



第 21号

議
会
の
保
守
党
の
中
に
は
、
田
舎
議
員
や
知
性
派
議
員
と
は
別
の
、
第
三
の
グ
ル
ー
プ
が

あ
っ
た
。
即
ち
、
都
会
の
選
挙
区
選
出
の
保
守
党
員
で
あ
る
。
こ
の
人
々
が
第
二
次
選
挙
法

通
過
劇
の
中
で
、
少
な
か
ら
ぬ
役
割
を
演
じ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
ら
の
中
で
最
も

重
要
な
人
物
は
、
リ
パ
プ
ー
ル
選
出
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ロ
パ

l
ト
・
グ
レ
イ
ヴ
ス
（
∞
E
E
O一

回
$
0
2
0
E〈
命
的
）
で
あ
っ
た
。
グ
レ
イ
ヴ
ス
は
裕
福
な
商
人
で
あ
り
、
船
舶
所
有
者
で
あ

り
、
一
八
六

O
年
の
リ
パ
プ
ー
ル
市
長
で
あ

っ
た
が
、
政
府
が
女
王
の
演
説
の
中
に
改
革
問

題
へ
の
言
及
を
入
れ
て
も
ら
お
う
と
決
議
す
る
と
、
直
ち
に
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
に
会
い
、
そ
の

提
案
へ
の
賛
意
を
表
明
し
た
。

「
こ
れ
で
彼
は
大
い
に
安
堵
の
胸
を
な
で
お
ろ
す
。
世
の
人

の
意
見
も

一
つ
に
固
ま
り
、
こ
れ
に
で
一
件
落
着
す
。
」
グ
レ
イ
ヴ
ス
は
下
院
で
の
女
王
の

演
説
に
対
す
る
答
辞
の
応
援
演
説
を
頼
ま
れ
た
。

一
八
六
七
年
の
閉
じ
ゅ
う
、
彼
は
総
合
的

な
改
革
の
基
礎
と
し
て
、
選
挙
権
を
下
に
広
げ
る
の
で
は
な
く
、
大
規
模
に
議
席
を
分
配
し

直
す
こ
と
を
望
ん
で
い
る
保
守
派
議
員
グ
ル
ー
プ
の
指
導
者
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
デ
ィ
ズ

レ
イ
リ
が
つ
い
に
リ
パ
プ

l
ル
、
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
l
、
パ
｜
ミ
ン
ガ
ム
、
及
、び
リ
｜
ズ
に
三

議
席
目
を
認
め
よ
う
と
言
っ
た
の
は
、
グ
レ
イ
ヴ
ス
の
圧
力
の
た
め
で
あ

っ
た
。

同
じ
都
会
の
選
挙
区
出
身
の
も
う
一
人
の
保
守
党
員
も
ま
た
実
力
者
で
あ

っ
た
。
造
船
業

（一

O
五）

者
の
レ
ア
ド
（
「
巳
正
）
は
パ

l
ケ
ン

ヘ
ッ

ド
（
巴
子
2
7
0立
）
代
表
で
あ

っ
て
、
ラ

ン
カ

シ
ャ

l
の
中
産
階
級
の
保
守
派
の
利
益
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
。
ダ
ー
ビ
ー
自
身
も
そ
の

点
全
く
同
じ
で
あ
っ
た
。
綿
花
払
底
時
に
ダ
ー
ビ
ー
が
地
方
で
指
導
力
を
発
揮
し
た
こ
と
が
、

「
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
を
英
国
で
最
も
急
進
的
な
地
区
か
ら
最
も
保
守
的
な
地
区
の
一
つ
に
し
た

こ
と
と
少
な
か
ら
ぬ
関
係
が
あ

っ
た
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
改
革
法
案
が
通
過
し
た
あ
と
、

｛
一
（
）
占
ハ
）

彼
は
綿
業
地
区
で
の
法
案
通
過
を
祝
う
大
衆
デ
モ
を
歓
迎
し
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
パ

l
ン
（
回
Z
与
l

（
一
円
〉
中」
）

Z
円
コ
）
や
ソ
ル
フ
ォ
ー
ド
（
∞
巳
『

o
E）
の
よ
う
な
町
が
都
市
の
保
守
主
議
の
強
力
宇
中
心
で

あ

っ
た
。
選
挙
区
の
圧
力
は
選
ば
れ
た
代
表
者
の
性
格
に
影
響
を
与
え
た
。
保
守
党
員
も
大

都
市
の
代
表
と
な
る
と
「
民
主
的
」
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た。

都
市
の
保
守
グ
ル
ー
プ
の
力
を
評
価
し
た
り
、
あ
る
い
は
産
業
活
動
が
ど
の
程
度
、
保
守

党
員
の
姿
勢
に
影
響
し
た
か
を
評
価
す
る
の
は
難
し
い
。
十
四
人
の
保
守
党
員
は
造
船
に
関

係
L
、
三
人
は
工
業
に
、
七
人
は
金
属
に
、
そ
し
て
一
人
は
建
築
請
負
業
に
関
係
し
て
い
た
。

こ
の
中
に
は
、
大
都
市
と
い
う
よ
り
、
小
自
治
都
市
を
代
表
す
る
も
の
も
お
り
、
そ
し
て
グ

（
一
（
）
バ
ハ）

レ
イ
ヴ
ス
一
派
は
、
チ
ッ
ペ
ナ
ム
（
の
E
3
2
z
g）
選
出
の
議
員
ゴ
ー
ル
ド
ニ
イ
（
の
o
Eコ
ミ
）
’

二
O
九
）

や
ハ
リ

ッ
ジ
（
巴
号
き
の
ど
選
出
議
員
ジ
ャ

l
ビ
ス
（
」
O

円
〈
広
）
の
よ
う
な
人
に
支
持
さ
れ
た
。

ど
う
や
ら
グ
ル
ー
プ
の
中
核
は
二
十
二
人
で
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、
し
か
し
彼
ら
は
そ
の
上
、
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多
く
の
州
選
出
議
員
を
味
方
に
引
き
入
れ
る
こ
と
も
で
き
た
。
百
五
十
人
の
議
員
が
二
月
の

終
り
に
聞
か
れ
た
保
守
党
の
大
会
に
参
加
し
、
彼
ら
の
大
多
数
は
、
三
年
そ
の
地
に
居
住
し

て
お
り
、
個
人
で
地
方
税
を
納
め
て
い
る
こ
と
を
条
件
に
戸
主
選
挙
権
に
賛
意
を
表
し
た
。

都
市
の
議
員
は
こ
の
大
会
に
出
席
し
て
い
た
「
州
代
表
幹
部
会
」
に
、
議
会
に
お
い
て
ホ
イ

ツ
グ
党
の
優
勢
を
支
え
る
制
度
を
保
持
し
て
も
意
味
が
な
い
と
説
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

早
く
も
一
八
五
三
年
に
マ

l
ム
ズ
ペ
リ
ー
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
年
五
ポ
ン
ド
以
上
の

借
地
借
家
料
を
払
っ
て
い
る
人
が
急
進
派
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
の

と
同
じ
く
、
労
働
者
が
保
守
派
で
あ
る
こ
と
も
こ
れ
ま
た
信
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
は
、
選
挙
統
計
家
の
ダ
ド
リ

l
・
パ
ク
ス
タ

l

（
ロ
丘
一
ミ
回

Z
Z司）

が
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
に
語
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
も
し
計
画
中
の
最
大
規
模
の
改
革
案

が
採
用
さ
れ
れ
ば
、
「
ピ

l
ル
樽
の
影
響
L

（
供
応
の
こ
と
）
は
最
も
顕
著
に
な
る
で
あ
ろ
う

か
ら
で
あ
る
。

保
守
党
大
会
の
こ
の
決
定
こ
そ
が
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
に
「
大
胆
な
方
針
が
安
全
で
あ
る
ば
か

り
で
な
く
、
う
ま
く
成
功
を
お
さ
め
る
だ
ろ
う
」
と
確
信
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
改
革
を
求
め

る
戦
い
の
全
期
間
を
通
じ
て
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
ほ
ん
の
一
年
前
「
大
都
市
に
お
け
る
暴
徒

の
支
配
や
、
不
穏
な
群
衆
の
統
治
」
な
ど
と
軽
蔑
的
言
辞
を
弄
し
て
い
た
が
、
次
第
に
都
会

の
保
守
党
員
に
頼
る
よ
う
に
な

っ
て
い

っ
た
。
都
会
の
保
守
主
義
と
連
帯
し
た
結
果
は
、
一

八
七
四
年
の
選
挙
が
終
る
ま
で
は
は
っ
き
り
と
色
に
出
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
一
八
六
八
年

の
総
選
挙
（
こ
れ
は
自
由
党
が
勝
利
を
お
さ
め
た
が
）
で
は
、
三
十
二
の
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の

議
席
の
う
ち
、
十
九
の
議
席
を
保
守
党
が
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
八
七
四
年
、
驚
く
べ

（
－
一
（
）
）

｛

一

一

一
）

き
保
守
党
の
勝
利
が
チ
ェ
ル
シ

l
、（の

yozg）
、
グ
リ
ニ
ッ
ジ
（
の
吋
00
コ
5
0
r）
、
マ
ラ
ル
ボ

ー
ン
（
）冨

号
1
0ゲ
O
コO
）
、
サ
ザ
ツ
ク
（
∞
O
Z
H
7
3
子
）
、
さ
ら
に
最
重
要
地
区
の
大
選
挙
区
で
あ

タ
ワ

ー

ハ

ム

L
Y
ト

（

一

一

四

）

り
ロ
ン
ド
ン
区
の
み
な
ら
ず
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
、
リ
ー
ズ
、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
（
回

E
千

｛
－
一

千且
）

｛

O

可
仏
）
、
オ
ル
ダ
ム
、
ニ
ュ

l
カ
ッ
ス
ル
・
ア
ポ
ン
・
タ
イ
ン
（
Z
0
4〈
0
2乙
02
己
旬
。
守
叶
リ
E

O

）、

（
一
一

ル」
）

ノ
ッ
チ
ン
ガ
ム
、
ス
ト

l
ク
・
オ
ン
・
ト
レ
ン
ト
（
∞
g
f
o
l
O
干
叶

2
三
）
、
ウ
ェ
イ
ク

一
も

ん

』

（

一
一
ス

U
）

フ
ィ
ー
ル
ド
（
君
主
。
2
0
E
）
、
ウ
ィ
ガ
ン
（
宅
一

m
g）
、
ウ
ォ
リ
ン
ト
ン
（
君
”
円
円

5
m
gコ）、

ス
タ
け
ブ
リ
ッ
ジ

（∞

E
一ミ
σ司
E
m
o）
、
及
、び
ノ

l
サ
ン
プ
ト
ン
（
Z
0
2
Y
2
6
Zコ
）
の
よ
う
な

大
工
業
都
市
で
記
録
さ
れ
た
。

一
八
七
四
年
の
勝
利
は
、
選
挙
権
の
拡
大
と
議
席
の
再
分
配

で
挑
戦
を
受
け
た
の
は
、
ト

l
リ
l
党
で
な
く
ホ
イ
ッ
グ
党
の
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示

し
た
の
で
あ

っ
た
。
純
粋
な
ホ
イ
ッ
グ
主
義
は
い
つ
も
工
業
地
帯
の
煙
い
雰
囲
気
の
中
で
や

っ
と
の
こ
と
生
き
な
が
ら
え
て
き
た
。
今
や
そ
の
、
こ
れ
ま
で
続
い
て
き
た
生
存
が
ほ
と
ん

n
H
d
 

つ臼
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に
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
追
随
者
の
中
に
は
反
抗
的
に
な

っ
た
者
も
い
た
け
れ
ど
も
、
彼
ら
も

こ
の
頃
ま
で
に
は
彼
の
政
策
を
受
け
入
れ
る
気
に
な

っ
て
い
た
。
議
会
も
気
運
は
と
と
の

っ

て
い
た
。
A
7
や
行
動
す
る
時
で
あ

っ
た
。
そ
れ
も
目
標
を
狙
い
定
め
た
行
動
を
す
る
必
要
は

な
く
、
た
だ
頭
脳
を
動
か
し
続
け
る
だ
け
で
よ
か

っ
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
無
限
と

言
っ
て
よ
い
ほ
ど
の
反
応
の
継
続
が
期
待
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
訓
練
が
で
き
て
い
れ
ば
、

あ
と
の
身
体
の
動
き
は
ひ
と
り
で
に
う
ま
く
行
く
も
の
で
あ
る
。

保
守
党
は
単
独
の
集
団
で
は
な
か
っ
た
。
一
八
六
七
年
に
は
多
く
の
集
団
が
あ

っ
た
。
も

っ
と
も
彼
ら
の
多
く
は
共
通
の
社
交
及
び
政
治
の
中
心
と
し
て
カ

l
ル
ト
ン
ク
ラ
ブ
（
の

R
7

5
コ
Qcσ
）
を
使
っ
て
は
い
た
。
極
右
的
な
ト

l
リ
l
党
員
の
多
く
は
そ
の
時
ま
で
の
十
年

間
に
死
に
た
え
る
か
、
あ
る
い
は
消
滅
し
て
し
ま

っ
て
い
た
。
し
か
し
最
大
の
集
団
は
依
然

と
し
て
、
パ

l
ナ
ル
・
オ
ズ
ボ

l
ン
が
「
愚
か
に
し
て
鈍
重
な
田
舎
紳
士
」
と
評
し
た
人
々

か
ら
成

っ
て
い
た
。
こ
の
集
団
の
う
ち
の
何
人
か
は
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
に
対
し
て
、
必
ず
し

も
完
全
な
好
感
情
を
抱
い
て
い
る
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
、
そ
の
秘
密
主

義
の
た
め
に
議
会
の
平
議
員
た
ち
か
ら
は
嫌
わ
れ
、
ま
た
彼
ら
の
多
く
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
と
し

て
、
ま
た
「
謎
の
人
物
L

と
し
て
信
頼
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

「
彼
ら
は
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の

一
言
う
通
り
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
」
と
彼
ら
の
中
の
一
人
は
回
顧
し
て
述
べ
て
い
る
。
「
と

い
う
の
は
、
党
は
い
つ
も
そ
の
指
導
者
に
従

っ
て
は
き
た
。
し
か
し
彼
ら
は
そ
の
こ
と
を
ひ

ど
く
嫌
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
を
含
め
て
非
常
に
多
く
の
者
が
、
何
か

R
－

ピ
｜
ル
卿
の
裏
切
り
を
く
り
返
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
た
。
」
と
彼
は
述
べ
た
。
大

規
模
な
反
抗
が
な
か
っ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
。

ロ
ウ
の
友
人
ホ

l
ス
マ
ン
は
四
十

人
な
い
し
五
十
人
の
ト

l
リ

1
党
員
が
ク
ラ
ン
ボ
ー
ン
卿
に
従
う
だ
ろ
う
と
見
積
っ

た
。
し
か
し
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ア
ダ
ラ
ム
党
員
の
洞
窟
に
比
べ
得
る
「
ク
ラ
ン
ボ
ー

ン
の
洞
窟
」
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ク
ラ
ン
ボ

l
ン
は
そ
の
性
質
か
ら
言
っ
て
、

一
八
四
六
年
に
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
演
じ
た
と
同
じ
役
割
を
演
ず
る
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
か
っ

た
、
あ
る
い
は
、
政
治
的
な
経
験
に
不
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

パ
ジ
ヨ
ッ
ト
は
、
一
八
六
七
年
の
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
作
戦
の
成
功
を
確
実
に
し
た
の
は
多

く
の
ト

l
リ

l
党
員
の
愚
か
さ
が
原
因
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。
彼
ら
は
何
が
起

っ
て
い
る

の
か
分
ら
な
か
っ
た
。
極
め
て
農
業
中
心
の
、
ま
た
保
守
色
の
濃
い
州
を
た
ま
た
ま
訪
れ
た

時
、
彼
は
地
方
の
ト

l
リ
l
党
員
た
ち
に
こ
う
尋
ね
た
。

「
諸
君
は
こ
の
改
革
法
案
を
ご
存

知
か
。
諸
君
の
保
守
政
府
は
、
こ
れ
ま
で
の
改
革
案
以
上
に
は
る
か
に
急
進
的
な
法
案
を
提

案
し
、
そ
れ
が
通
過
し
そ
う
な
こ
と
を
ご
承
知
か
。
」

し
か
し
な
が
ら
、
ク
ラ
ン
ボ

l
ン
と
同
じ
行
動
を
と
ろ
う
と
し
て
い
た
非
常
に
小
グ
ル
ー

プ
の
ト

l
リ
l
党
員
も
い
た
。
そ
の
中
に
は
ピ
｜
ル
将
軍
と
、
同
党
の
日
の
出
の
勢
い
の
ホ

ー
プ
の

一
人
カ

l
ナ
ボ
ン
と
が
含
ま
れ
て
い
た
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
に
よ
る
と
、
「
将
軍
の
目

は」

山
戸
主
選
挙
権
H

と
い
う
言
葉
が
出
る
と
、
「
狂
気
じ
み
て
燃
え
上

っ
た
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
陣
笠
議
員
の
中
に
は
、
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
選
出
の
古
参
議
員
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ヒ

l
ス
コ

l
ト
卿
（
∞
可
〈
〈
己
5
5
z
o
E
7
0
2
0
）
の
よ
う
に
、
選
挙
法
改
正
案
が
数
の

力
を
増
す
こ
と
で
、
社
会
的
地
位
や
財
産
や
教
育
の
力
を
破
壊
し
て
し
ま
う
と
、
討
論
の
は

じ
め
か
ら
終
り
ま
で
主
張
し
続
け
る
者
も
い
た
。
し
か
し
、
ヒ

l
ス
コ
ー
ト
や
ク
ラ
ン
ボ
ー

ン
の
よ
う
な
人
々
は
正
し
く
も
の
を
見
る
知
識
人
で
あ

っ
て
、
決
し
て
下
院
内
の
戦
術
に
わ

け
も
な
く
不
安
に
な

っ
て
い
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
院
外
の
選
挙
区
か
ら
の
圧
力
で
不
安
に

な

っ
て
い
る
の
で
も
な
か

っ
た
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
早
く
も

一
八
六
一
年
ヒ

l
ス
コ

l
ト

に
、
戦
術
の
こ
と
を
も

っ
と
考
え
、
原
理
原
則
に
は
も
っ
と
目
を
つ
ぶ
る
よ
う
言
わ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
て
い
た
。
「
結
局
の
と
こ
ろ
、
政
治
と
は
戦
争
の
よ
う
な
も
の
、
手
荒
ら
な
仕

事
で
あ
る
。
我
々
は
余
り
に
神
経
過
敏
に
な
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
」
と
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
当
時

記
し
て
い
る
。

一
八
六
七
年
に
も
し
そ
の
忠
告
が
く
り
返
さ
れ
な
か

っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
そ
の
忠
告
が
何
の
役
に
も
立
た
ぬ
こ
と
を
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
知

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

oo 
q
L
 

私
が
得
た
返
事
は
、
「
何
と
馬
鹿
げ
た
こ
と
を
あ
な
た
は
言

っ
て
い
る
の
で
す
か
。
急

進
派
的
な
改
革
案
な
ど
に
な
る
は
ず
は
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
だ
っ
て
ブ
ラ
イ
ト
が

（
一
ハ
〉
冊
目
）

そ
れ
に
反
対
し
た
の
で
す
か
ら
。
」
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
普
通
陪
審
た
ち
が
納
得
で
き

る
よ
う
な
や
り
方
で
そ
れ
に
返
事
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

っ
た
。
法
案
は
「
タ
イ
ム
ス
」

に
よ

っ
て
支
持
さ
れ
、
ブ
ラ
イ
ト
氏
に
は
反
対
さ
れ
た
。
そ
れ
故
保
守
党
の
多
く
の
人
と
、

政
党
色
を
有
し
な
い
普
通
の
穏
健
な
人
の
多
く
は
実
質
が
全
く
つ
か
め
な
か

っ
た
。
た
と

え
そ
れ
を
彼
ら
に
説
明
し
よ
う
と
し
て
も
、
彼
ら
は
そ
れ
を
「
ロ
ン
ド
ン
の
馬
鹿
話
さ
」

と
言
う
だ
け
だ
っ
た
。
国
民
は
大
体
に
お
い
て
、
議
会
の
討
論
で
法
案
の
実
質
が
明
ら
か

に
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
場
合
は
、
ど
ち
ら
の
政
党
も
、
党
と
し

て
は
言
葉
を
濁
さ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
多
く
の
者
は
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
知
的
な
保
守

党
員
の
大
部
分
が
提
案
の
結
果
を
恐
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
ほ
か
な
ら
ぬ
自
党
の

幹
部
に
よ

っ
て
提
案
さ
れ
た
以
上
、
彼
ら
は
そ
れ
に
反
対
し
た
く
は
な
か

っ
た
。
そ
し
て

党
と
い
う
も
の
の
規
約
上
、
彼
ら
は
従
わ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

ヴィ ク トリア時代の人々一一ーその五



第 21号

う
と
い
う
新
条
項
は
八
票
差
で
敗
れ
た
け
れ
ど
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
リ
パ
プ
ー
ル
、

マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
、
パ

ー
ミ
ン
ガ
ム
、
及
、
び
リ

l
ズ
に
第
三
の
議
席
を
贈
る
こ
と
で
裏
取
引
を
し
た
。

ピ
l
ル
将
軍
を
し
て
、
こ
の
法
案
の
取
扱
い
は
自
分
に
三
つ
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
と
述

べ
さ
せ
た
の
は
、
こ
の
あ
や
し
げ
な

「降
伏
L

で
あ
っ
た
。

三
つ
の
こ
と
と
は
即
ち
、
「
重

要
点
」
と
い
わ
れ
る
も
の
ほ
ど
そ
の
重
要
さ
は
薄
い
と
い
う
こ
と
。
「
安
全
」
と
い
わ
れ
る

も
の
ほ
ど
安
全
で
な
い
こ
と
。
ま
た
、
閣
僚
の
良
心
ほ
ど
、
ど
う
に
で
も
転
ぶ
も
の
は
な
い

こ
と
、
の
三
つ
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
七
月
に
下
院
を
通
過
し
た
最
終
的
な
法
案
は
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
最
初

に
提
案
さ
れ
た
も
の
と
は
違
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
や
、
彼
の
政
敵
の
大
方
の

人
々
す
ら
も
が
考
え
て
い
た
よ
り
も
は
る
か
に
民
主
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
デ
イ

ズ
レ
イ
リ
自
身
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
通
過
す
る
こ
と
は
議
会
制
の
最
高
の
勝
利
で
あ
っ
た
。

少
数
派
で
あ
る
政
府
が
反
対
を
粉
砕
し
、
政
敵
の
あ
ら
ゆ
る
期
待
に
抗
し
て
改
革
法
案
を
通

過
さ
せ
た
。
勝
利
の
最
大
の
喜
び
は
敵
を
出
し
抜
い
て
裏
を
か
い
て
や

っ
た
と
い
う
意
識
な

の
で
あ
る
。
パ

ー
ナ
ル

・
オ
ズ
ボ

l
ン
が
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
下
院
最
大
の
急
進
派
で
あ
る

と
宣
言
し
た
の
は
別
段
驚
く
べ
き
こ
と
で
も
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
ク
ラ
ン
ボ

l
ン
卿
の
よ

う
な
正
統
派
の
保
守
党
員
た
ち
が
、
専
制
主
義
は
死
に
、
貴
族
主
義
も
死
刑
宣
告
を
受
け
、

民
主
主
義
が
勝
利
を
お
さ
め
た
の
は
ひ
と
え
に
「
歴
史
上
に
比
類
の
な
い
政
治
的
裏
切
り
、

代
表
制
と
い
う
方
式
の
力
が
た
も
た
れ
る
の
は
議
会
へ
の
信
頼
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
か
そ

れ
を
打
ち
く
ず
し
た
政
治
的
裏
切
り
」
の
た
め
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
も
、
こ
れ
ま
た
別
段

驚
く
べ
き
こ
と
で
も
な
か

っ
た
。
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な
ぜ
保
守
党
の
陣
笠
議
員
た
ち
は
急
進
派
の
提
案
し
た
変
更
を
ほ
と
ん
ど
反
対
せ
ず
、
時

に
は
心
か
ら
賛
成
し
て
受
け
入
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
三

つ
の
明
白
な
答
え
が
さ

き
の
分
析
か
ら
生
れ
て
く
る
。
ま
ず
、
彼
ら
も
改
革
問
題
に
決
着
を
つ
け
た
い
と
い
う
デ
イ

ズ
レ
イ
リ
や
ダ
ー
ビ
ー
の
気
持
と
同
じ
気
持
を
抱
い
て
い
た
こ
と
。
次
に
、
彼
ら
は
戦
い
の

興
奮
を
感
じ
取
り
、
論
争
の
持
つ
浮
き
た
つ
よ
う
な
高
揚
し
た
精
神
に
と
り
つ
か
れ
て
い
た

こ
と
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
彼
ら
は
「
ホ
イ
ッ
グ
党
を
負
か
せ
た
い
」
と
考
え
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
彼
ら
は

一
八
四
六
年
以
来
少
数
党
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、

彼
ら
が
短
期
間
と
い
え
ど
も
政
府
の
一
部
と
な
り
得
た
の
は
、
議
会
の
お
な
さ
け
の
た
め
で

あ

っ
て
、
世
論
の
支
持
あ
っ
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

一
八
六
七
年
戦
い
終
っ
て
、
ダ
ー

ビ
ー
は
全
く
卒
直
に
｜
｜
あ
る
い
は
人
に
よ
れ
ば
冷
笑
的
に
｜
｜
、
そ
の
前
年
自
分
が
首
相

の
座
に
つ
い
た
時
ま
ず
心
に
浮
ん
だ
こ
と
は
、
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て
も
、
再
統
一
さ
れ
た
自

由
党
に
負
か
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
語
っ
た
。
彼
の
意

図
は
「
目
下
の
多
数
派
（
自
由
党
）
を
事
実
上
の
少
数
派
に
変
え
る
よ
う
な
方
策
を
と
る
」

こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
八
五
二
年
及
び
一
八
五
八
年
の
二
の
舞
を
演
じ
て
一
時
的
な
ピ
ン

チ
ヒ
ッ
タ

l
に
終
る
ま
い
と
決
心
を
し
た
。
即
ち
彼
は
こ
れ
ら
の
年
、
首
相
を
勤
め
、
あ
げ

く
に
自
由
党
の
内
紛
を
忘
れ
、
自
ら
を
追
放
し
、
逆
に
彼
ら
を
権
力
の
座
に
つ
け
る
こ
と
に

な
る
改
革
法
案
を
提
案
し
て
自
由
党
の
利
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

改
革
問
題
に
関
す
る
ダ
ー
ビ
ー
の
強
い
決
意
は
、
そ
の
問
題
が
一
た
び
提
案
さ
れ
れ
ば
途

中
で
放
棄
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
保
証
を
人
に
与
え
た
。
彼
の
党
の
多
く
の
陣
笠
議
員

も
彼
同
様
そ
の
問
題
解
決
へ
の
強
い
決
意
を
抱
い
た
が
、
彼
ら
の
場
合
は
議
会
の
解
散
に
対

す
る
不
安
か
ら
そ
の
決
意
は
一
層
強
ま
っ
た
。
ダ
ー
ビ
ー
が
は
じ
め
て
自
分
の
支
持
者
た
ち

に
自
分
が
提
案
す
る
つ
も
り
の
改
革
法
案
の
性
質
が
ど
ん
な
も
の
か
を
語
っ
た
時
、
彼
は
、

も
し
そ
の
中
心
的
条
項
が
排
撃
さ
れ
れ
ば
政
府
は
議
会
を
解
散
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
つ
け

加
え
た
。
そ
の
よ
う
な
刑
罰
的
な
解
散
を
す
れ
ば
、
政
府
に
反
対
の
票
を
投
じ
た
者
は
す
べ

て
、
自
分
の
主
張
を
通
し
た
か
わ
り
に
数
百
ポ
ン
ド
の
罰
金
を
自
ら
に
課
す
こ
と
に
な
る
と

（

一
（
U

－ニ
）

い
う
わ
け
で
あ
る
。
へ
ン
リ
（

zg
一ミ
）
の
よ
う
に
、

一
八
五
九
年
の
法
案
を
支
持
し
な
か

っ
た
数
名
の
者
を
含
め
、
代
表
的
な
地
方
選
出
ト

l
リ
l
党
員
が
再
び
政
府
に
協
力
す
べ
く

勢
ぞ
ろ
い
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

解
散
に
対
す
る
不
安
は
大
き
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
改
革
を
推
し
進
め
る
積
極
的
な
力
は
、

デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
そ
の
問
題
へ
の
対
処
の
仕
方
、
特
に
復
活
祭
休
会
の
後
、

「保
守
党
の
降

伏
」
が
出
現
す
る
が
こ
れ
以
前
の
重
大
段
階
で
の
同
問
題
へ
の
対
処
の
仕
方
が
生
み
出
し
た

熱
意
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
を
嫌
う
気
持
を
実

に
う
ま
く
利
用
し
て
、
陣
笠
議
員
の
大
多
数
の
者
を
し
て
自
由
党
を
分
裂
さ
せ
る
喜
び
を
彼

と
共
に
味
わ
わ
し
め
た
の
は
丁
度
こ
の
時
期
で
あ
る
。
復
活
祭
休
会
直
前
の
彼
の
傑
出
し
た

演
説
を
（
主
と
し
て
こ
の
演
説
の
た
め
に
同
法
案
は
継
続
し
て
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
言
っ
て
よ
い
の
だ
が
）
ス
タ
ン
リ

l

（
ダ
ー
ビ
ー
）
は
「
貴
兄
の
さ
れ
た
演
説
で
最
高
の

も
の
の
一
つ
で
す
。
：
・
そ
れ
は
我
々
の
味
方
の
全
て
の
者
に
訴
え
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た

0

・：
非
常
に
苦
労
し
た
あ
と
だ
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
演
説
は
霜
や
雪
の
あ
と
の
暖
い
天
気
の
よ

う
で
し
た
。
」
と
描
写
し
て
い
る
。
復
活
祭
休
会
後
、
急
進
派
に
た
び
た
び
降
伏
し
た
た
め

ウ

iつ臼
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そ
の
時
に
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
ス
タ
ン
リ

l

（
ダ
ー
ビ
ー
）
に
浮
々
と
し
て
こ
う
書
き
送
っ

た
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
問
題
を
解
決
す
る
合
間
に
、
貴
兄
が
間
借
入
に
選
挙
権
を
付
与
す
る
こ

と
へ
の
反
対
演
説
な
り
な
ん
な
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
演
説
を
書
い
て
く
れ
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
我
々
の
議
論
は
多
少
変
化
に
乏
し
い
と
思
う
か
ら
で
す
。
」

急
進
派
の
第
三
の
修
正
案
は
他
の
二
つ
の
修
正
案
よ
り
は
る
か
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

（
一

O
O）

ニュ
l
ア
l
ク
（
Z
O
宅

R
F）
の
事
務
弁
護
士
ホ
ジ
キ
ン
ソ
ン
（
Z
主
主
5
印

O
コ
）
は
、
国
会

議
員
選
挙
区
で
は
な
べ
て
、
地
方
税
を
家
賃
に
含
め
て
払
う
借
家
人
と
、
個
人
で
そ
の
税
を

払
う
者
と
の
聞
の
区
別
を
な
く
す
修
正
案
を
提
案
し
た
。
家
賃
に
含
ま
れ
る
地
方
税
を
ど
う

扱
う
か
と
い
う
技
術
上
の
問
題
が
下
院
で
何
週
間
も
議
論
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
一
度
な

ら
ず
下
院
は
、
地
方
税
を
家
賃
に
含
め
て
払
う
者
に
選
挙
権
を
拒
否
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
の
問
題
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
及
び
ウ
ェ

l
ル
ズ
に
は
約
五
十
万
人
以
上
の
家
賃
に
含
ま
せ
る

地
方
税
納
入
者
が
い
て
、
そ
の
地
方
の
全
借
家
人
の
三
十
五
パ
ー
セ

ン
ト
を
構
成
し
て
い
た

の
で
、
実
際
的
な
大
問
題
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
家
賃
に
含
め
る
納
税
（
即
ち
地
方
税
を

直
接
に
で
は
な
く
家
主
を
通
じ
て
地
方
公
共
団
体
に
納
め
る
）
の
程
度
は
場
所
に
よ
り
実
に

（
一
（
）
一
）

さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
家
賃
含
め
の
納
税
者
の
多
い
ブ
ラ
イ
ト
ン
で
は
、
デ
ィ
ズ
レ

イ
リ
の
個
人
で
地
方
税
を
払
う
者
と
い
う
規
準
か
ら
い
け
ば
、
同
選
挙
区
で
は
わ
ず
か
に
新

た
に
十
四
人
の
選
挙
人
が
ふ
え
る
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
、
全
て
の
借
家
人
が
そ
れ
ぞ
れ
自

ら
地
方
税
を
払
う
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
あ
っ
て
は
、
戸
主
は
全
て
選
挙
権
を
認
め
ら
れ
る
は

ず
で
あ
っ
た
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
、
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
選
挙
権
が
あ
っ
て
も
良
い
と

正
当
化
し
よ
う
と
し
た
が
、
自
由
党
は

一
体
と
な
っ
て
、
原
則
を
無
視
し
て
偶
然
に
由
来
す

る
明
白
な
不
平
等
を
嫌
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
彼
ら
に
も
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
は
分
ら
な

か
っ
た
。
彼
ら
は
自
ら
地
方
税
を
払
う
か
、
家
賃
に
含
め
て
払
う
か
で
政
治
力
を
持
つ
こ
と

の
適
否
の
決
定
の
規
準
と
す
る
こ
と
を
嫌
っ
た
。
即
ち
、
彼
ら
の
多
く
は
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト

ン
や
ブ
ラ
イ
ト
と
同
様
に
、
支
払
う
地
方
税
の
額
に
基
づ
い
て
全
地
方
税
納
入
者
の
中
で
区

別
を
つ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
方
が
違

っ
た
範
時
に
属
す
る
地
方
税
納
入
者
の
中
で
区
別

を
つ
け
る
よ
り
も
気
に
入
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
を
認
め
る
と
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の

「
戸
主
選
挙
権
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
政
府
は
、
グ
ラ
ッ
ド

スロ
1
1
4
H
ノ

ス
ト
ン
が
認
め
る
通
り
、
「
言
葉
の
力
で
我
々
を
打
ち
倒
」
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ホ
ジ
キ
ン
ソ
ン
の
修
正
案
は
自
由
党
員
に
解
決
策
を
さ
ず
け
た
。
提
案
者
自
身
は
、
同
案

は
約
百
票
差
で
敗
れ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
下
院
が
驚
い
た
こ
と
に
、
デ

イ
ズ
レ
イ
リ
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。
三
十
万
人
の
新
し
い
有
権
者
が
同
案
が
通

ヴィク卜 リア時代の人々ーーその五

過
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
ふ
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ロ
ウ
の
最
大
の
不
安
が
現
実
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
保
守
党
は
、
民
衆
の
支
持
を
得
ょ
う
と
必
死
の
試
み
を
行
っ
て
い
た
。
ク
ラ
ン
ボ

ー
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
権
力
は
「
両
腕
の
労
働
力
以
外
何
の
財
産
も
持
た
ぬ
者
へ
」
移

り
か
け
て
お
り
、
「
議
会
の
無
限
の
力
は
彼
ら
の
も
の
と
な
っ
た
」
の
で
あ
る
。

（
一
（
U
一
一
）

ホ
ジ
キ
ン
ソ
ン
は
、
ア

l
ガ
イ
ル
の
言
う
通
り
、
成
功
を
お
さ
め
て
「
永
久
に
記
覚
さ
れ

る
人
」
と
な
っ
た
。
彼
の
修
正
案
は
事
実
上
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
及
、
び
ウ
ェ

l
ル
ズ
の
都
市

選
挙
権
の
基
礎
と
な
る
完
全
か
つ
制
限
な
し
の
戸
主
選
挙
権
を
確
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

下
宿
人
選
挙
権
を
譲
歩
し
て
認
め
、
地
方
税
を
家
賃
に
含
め
る
納
税
者
へ
の
制
限
を
撤
廃
し
、

居
住
期
間
の
制
限
を
緩
和
し
た
こ
と
で
、
選
挙
権
は
大
き
く
広
が
っ
て
、
勝
手
な
制
限
を
つ

け
た
選
挙
権
は
意
味
の
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
勝
手
な
制
限
付
き
の
選
挙
権
で
あ
っ
て
も
、

有
権
者
と
な
る
は
ず
の
人
は
ほ
と
ん
ど
み
ん
な
、
ど
ん
な
場
合
で
も
選
挙
権
が
あ
っ
た
。
そ

れ
故
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
、
実
を
取
っ
て
、
彼
の
初
期
の
改
革
へ
の
努
力
に
深
い
つ
な
が
り
を

持
つ
勝
手
な
制
限
付
き
選
挙
権
の
条
項
を
す
べ
て
削
除
し
た
。
新
し
い
体
裁
を
と
っ
た
法
案

は
、
ブ
ラ
イ
ト
が
か
つ
て
提
案
し
よ
う
と
し
た
ど
ん
な
法
案
に
も
増
し
て
進
歩
的
な
も
の
で

あ
っ
た
。

し
か
し
、
ま
だ
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
あ
っ
た
。
選
挙
権
の
付
与
条
件
は
急
進
的
な

改
定
が
な
さ
れ
た
。
そ
こ
で
今
度
は
議
席
の
按
分
に
関
す
る
条
項
を
改
定
す
る
番
で
あ
っ
た
。

か
つ
て
保
守
党
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
い
つ
も
譲
ら
ず
、
下
院
に
お
い
て
、
都
市
や
人
口

集
中
地
域
の
代
表
者
の
数
を
ふ
や
す
こ
と
を
拒
み
続
け
て
き
た
。
し
か
し
、
均
衡
と
い
う
考

え
方
は
一
八
六
七
年
五
月
及
び
六
月
に
は
と
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ア
ダ
ラ
ム
党
員
を
支

持
し
た
無
派
閥
の
自
由
党
員
で
あ
る
サ
ミ
ユ
エ
ル
・
ラ
ン
グ
（
∞
p
g
c
巳
「
巳
コ
閃
）
は
、
こ
れ

ま
で
ど
の
政
府
が
出
し
た
こ
と
も
な
い
ほ
ど
の
大
規
模
の
議
席
再
分
配
法
案
を
提
案
し
た
。

彼
は
政
府
案
の
七
千
人
で
は
な
く
て
、
一
万
人
未
満
の
有
権
者
の
い
る
都
市
か
ら
議
席
を
一

つ
ず
っ
と
っ
て
、
再
分
配
に
か
か
わ
る
都
市
の
数
を
三
十
八
に
ふ
や
す
こ
と
を
提
案
し
た
。

新
た
に
ふ
え
た
議
席
は
五
万
人
以
上
の
町
に
も
う

一
人
議
員
を
出
す
と
い
う
形
で
処
理
す
れ

ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
ン
グ
の
修

正
案
は
百
二
十
七
票
と
い
う
多
数
票
を
得
て
可
決
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
保
守
党
員
の
七
十
二

名
が
政
府
に
反
対
し
、
ラ
ン
グ
に
支
持
票
を
入
れ
た
の
で
あ
る
。
保
守
党
を
政
治
の
実
舞
台

で
教
育
し
よ
う
と
す
る
過
程
は
明
ら
か
に
相
当
進
ん
で
い
た
わ
け
で
あ
る
。
五
千
人
以
下
の

人
口
の
す
べ
て
の
都
市
か
ら
は
選
挙
権
を
取
り
去
ろ
う
と
い
う
急
進
派
の
修
正
案
は
敗
れ

｜
｜
自
由
党
の
援
助
が
あ

っ
て
｜
｜
、
そ
し
て
、
大
都
市
に
三
人
目
の
代
表
の
座
を
与
え
よ

戸

h
u

ワ臼
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ち
こ
ち
へ
行
っ
て
は
陰
口
を
き
く
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
投
票
の
際
に
保
守
党
に
賛
成
票
を
投

じ
る
こ
と
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
「
下
院
で
は
ほ
と
ん
ど
口
を
き
く
こ
と
が
で
き
ぬ
L

と
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
三
月
に
し
た
た
め
て
い
る
。
「
特
に
そ
の
言
葉
が
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
・
お
い
て
も
自
由
党
員
は
誰
一
人
と
し
て
自
分
の
属
す
る
党
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
す
勇
気

な
ど
な
い
と
信
じ
込
ん
で
い
る
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
に
反
対
し
た
り
、
ま
た
は
彼
を
非
難
し
た
り

す
る
こ
と
に
な
る
時
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
、
即
ち
強
大
な
力
を
持
つ
党

が
内
部
抗
争
で
完
全
に
麻
庫
す
る
・
な
ど
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
前
例
に
な
い
こ
と
で
あ
る
。

が
私
と
し
て
は
、
最
善
の
方
法
は
、
発
揮
し
な
く
て
済
む
よ
う
な
指
導
力
な
ら
い
っ
さ
い
発

揮
せ
ぬ
が
ま
し
だ
と
思
う
。
」

一
一
日
後
、
彼
は
「
最
善
の
方
法
」
を
忘
れ
、
選
挙
権
の
制
限
と
付
与
に
関
す
る
自
分
の
考

え
を
具
体
化
す
る
修
正
案
を
提
出
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
と
言
っ
て
、
党
を
指
導
し
よ
う
と
し

た
。
四
十
名
な
い
し
五
十
名
の
自
由
党
の
国
会
議
員
が
下
院
の
喫
茶
室
で
会
合
し
、
彼
に
反

対
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
の
中
に
は
エ
ル
コ

i
卿
に
率
い
ら
れ
る
ア
ダ
ラ
ム
党

員
が
ち
ら
ほ
ら
混
じ
っ
て
お
り
、
ま
た
、
ブ
ラ
イ
ト
ン
選
出
の
盲
目
の
議
員
で
あ
り
、

ま
た
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
政
治
経
済
学
教
－
授
で
も
あ
る
ヘ
ン
リ

l
・
フ
ォ

l
セ
ッ
ト

（
Z
Bミ
司

P
4
2
2円
）
に
率
い
ら
れ
る
急
進
派
の
一
グ
ル

ー
プ
、
さ
ら
に
「
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト

ン
を
指
導
者
と
し
て
お
く
の
が
我
慢
で
き
な
い
」
数
名
の
ラ
ッ
セ
ル
派
の
ホ
イ
ッ
グ
党
員
が

含
ま
れ
て
い
た
。
喫
茶
室
グ
ル

ー
プ
の
動
機
は
非
常
に
種
々
雑
多
で
あ
っ
た
。
エ
ル
コ
！
卿

は
ク
ラ
ン
ボ

l
ン
へ
宛
て
た
手
紙
の
中
で
、

「そ
れ
は
や
が
て
民
主
主
義
と
労
働
組
合
の
暴

政
を
目
の
辺
り
に
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
と
い
う
恐
怖
心
か
ら
動
い
て
い
る
人
々
で
成
り

立
っ
て
い
る
L

と
書
い
た
。
フ
ォ

l
セ
ッ
ト
の
目
的
は
た
だ
一
つ
、
即
ち
「
政
府
の
手
に
な

ろ
う
と
野
党
の
手
に
な
ろ
う
と
、
最
大
規
模
の
改
革
法
案
を
手
に
入
れ
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。

主
義
主
張
は
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ
た
が
、
喫
茶
室
グ
ル
ー
プ
の
人
々
は
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
戦

術
を
嫌
う
点
で
一
致
し
て
お
り
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
に
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
案
に
対
す
る
党
と
し

て
の
修
正
案
を
提
出
す
る
意
図
を
ひ
っ
込
め
る
よ
う
に
強
制
し
た
。
こ
の
時
が
反
対
派
の
防

御
に
は
じ
め
て
ひ
び
が
入
っ
た
時
で
あ
る
。

党
を
意
の
ま
ま
に
で
き
な
か
っ
た
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
自
分
自
身
の

考
え
で
動
き
は
じ
め
た
。
彼
は
個
人
で
地
方
税
を
納
め
て
い
る
者
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
家

賃
に
含
め
て
家
主
か
ら
支
払
う
よ
う
に
と
り
決
め
て
い
る
借
家
人
選
挙
権
を
認
め
よ
う
と
委

員
会
に
修
正
案
を
提
案
し
た
。
衆
知
の
ご
と
く
、
彼
は
選
挙
権
が
他
の
線
に
添
っ
て
制
限
を

加
え
ら
れ
る
く
ら
い
な
ら
、
こ
の
線
で
選
挙
権
を
変
え
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
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彼
は
改
革
を
い
っ
さ
い
好
ま
な
い
保
守
党
の
、
意
見
を
異
に
す
る
数
人
の
支
持
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
の
段
階
で
個
人
的
な
好
み
を
分
類
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
党
内
で
の
色
分
け

は
複
雑
で
あ
っ
た
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
そ
の
分
裂
を
最
高
に
利
用
で
き
る
地
位
に
い
た
。
彼

自
身
が
「
素
晴
し
い
も
の
で
記
録
に
残
す
べ
き
だ
」
と
し
て
い
る
あ
る
演
説
を
行
っ
て
、
彼

は
敵
の
隊
伍
を
蹴
散
ら
し
た
。
保
守
党
の
七
人
が
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
に
票
を
投
じ
た
が
、
彼

の
修
正
案
は
二
百
八
十
九
対
三
百
十
で
否
決
さ
れ
た
。
即
ち
、
四
十
五
名
の
自
由
党
員
が
指

導
部
に
従
わ
ぬ
票
を
投
じ
た
わ
け
で
あ
る
。
う
ち
わ
け
は
二
十
五
名
の
ア
ダ
ラ
ム
党
員
、
十

二
名
の
急
進
派
、
喫
茶
室
グ
ル
ー
プ
が
八
名
。
ま
た
そ
の
他
の
議
員
約
二
十
名
が
棄
権
し
た
。

こ
の
分
裂
は
「
お
そ
ら
く
前
例
に
な
い
ほ
ど
の
打
撃
L

を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
下
院
は
、

デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
を
問
題
の
焦
点
に
す
え
た
ま
ま
、
復
活
祭
休
暇
の
た
め
、
休
会
と
な
っ
た
。

ロ
ビ
ー
で
は
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
「
二
十
年
間
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
を
抑
え
て
お
く
こ
と
に
な

ろ
う
」
と
公
然
と
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
。

A
7
や
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
述
べ
て
い
る
通
り
、
改
革
は
や
す
や
す
と
行
わ
れ
る
こ
と
は
確

実
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
彼
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
「
確
か
に
前
途
に
危
険
は
あ
る
。

し
か
し
、
私
は
我
々
が
そ
の
危
険
に
打
ち
勝
っ
て
私
の
生
涯
の
夢
を
実
現
し
、
国
民
的
な
基

盤
の
上
に
ト

l
リ
l

（
保
守
）
主
義
を
再
建
す
る
希
望
は
大
い
に
あ
る
。
」
し
か
し
、
復
活

祭
休
会
の
後
、
主
導
権
を
握
っ
た
の
は
急
進
派
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
政
府
に
対
す
る
修
正

案
を
次
か
ら
次
へ
と
楽
々
と
通
過
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
修
正
の
過
程
で
改
革
法
案
は

全
く
新
し
い
形
を
と
る
に
到
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
塔
の
鐘
の
聞
え
る
町
、
つ
ま
り
大
ロ
ン
ド
ン
選
挙
区
選
出
の
急
進
派
党
員
の
提

案
し
た
は
じ
め
の
修
正
案
は
、
投
票
資
格
居
住
条
件
を
二
年
か
ら
一
年
に
減
じ
た
。
デ
ィ
ズ

レ
イ
リ
は
そ
の
修
正
案
に
反
対
し
た
が
、
八
十
一
票
差
で
敗
れ
た
。
翌
晩
彼
は
政
府
は
そ
の

変
更
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
決
定
し
た
と
声
明
を
出
し
た
。

｛
も
ん
品
ん
）

ロ
ン
ド
ン
の
第
二
選
挙
区
フ
ィ
ン
ズ
ベ
リ

l

（
百
三
宮
ミ
）
選
出
の
急
進
派
党
員
の
提
案

し
た
次
の
修
正
案
は
、
都
市
選
挙
権
を
選
挙
前
丸
々
十
二
ヶ
月
部
屋
を
借
り
て
い
た
間
借
入

に
も
広
げ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
修
正
案
は
採
決
に
ま
で
到
ら
な
か
っ
た
。
と

い
う
の
は
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
直
ち
に
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は

彼
は
、
急
進
派
の
ど
れ
ど
れ
の
条
項
が
可
決
さ
れ
る
か
に
は
余
り
関
心
を
払
わ
な
か
っ
た
。

重
要
な
こ
と
は
、
あ
る
種
の
議
案
は
、
保
守
党
政
府
が
権
力
を
握
っ
て
い
る
限
り
、
必
ず
細

か
く
審
議
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
下
院
の
保
守
派
の
弁
士
た
ち
が

「都
市
の
渡
り

鳥
の
よ
う
な
逗
留
者
L

の
す
べ
て
に
選
挙
権
を
与
え
る
と
い
う
主
張
を
攻
撃
し
て
い
る
正
に
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三
つ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
力
の
働
き
を
も
つ
れ
さ
せ
な
い
で
お
く
の
は
大
変
・
な
こ
と
で
は
あ
っ
た
。

デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
一
八
五

0
年
代
と
一
八
六

0
年
代
に
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
イ
ト
と
奇
妙
に
も
親

交
が
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
す
る
も
の
は
、
直
感
ま
た
は
計
算
力
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ

う
。
彼
ら
の
政
治
的
立
場
は
大
変
か
け
離
れ
た
も
の
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
二
人
の
個
人
的

関
係
は
良
か
っ
た
。
明
る
い
色
の
チ
ョ
ッ
キ
を
着
て
め
か
し
こ
ん
だ
ト

l
リ
l
党
員
と
、
つ

ば
広
帽
子
の
物
静
か
な
ク
エ

ー
カ
ー
教
徒
と
は
し
ば
し
ば
腹
を
割
っ
て
話
し
合
っ
た
。
ク
リ

ミ
ア
戦
役
の
問
、
両
者
は
非
常
に
親
密
で
あ
っ
た
。
一
八
六
七
年
ブ
ラ
イ
ト
が
、
デ
ィ
ズ
レ

イ
リ
は
単
に
権
力
に
し
が
み
つ
く
た
め
に
改
革
問
題
を
扱
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
た
時
で
さ

え
、
ブ
ラ
イ
ト
は
彼
に
背
を
向
け
な
か
っ
た
。
一
八
六
七
年
春
の
会
談
の
時
、
デ
ィ
ズ
レ
イ

リ
は
ブ
ラ
イ
ト
に
一
八
五
二
年
二
人
が
そ
ろ
っ
て
「
ホ
イ
ッ
グ
党
の
偽
楠
」
政
治
に
反
対
し

て
交
し
た
談
話
を
思
い
出
さ
せ
た
。
彼
は
続
い
て
、
改
革
問
題
へ
の
自
分
の
取
組
み
を
説
明

し
た
。
「
彼
は
い
な
か
の
こ
と
は
ど
う
で
も
い
い
。
真
に
問
題
な
の
は
労
働
者
階
級
の
問
題

な
の
だ
。
そ
れ
こ
そ
が
解
決
を
迫
ら
れ
て
い
る
問
題
だ
と
語
っ
た
。
」
ブ
ラ
イ
ト
は
デ
ィ
ズ

レ
イ
リ
に
派
閥
的
な
観
点
か
ら
反
対
す
る
こ
と
は
な
い
と
約
束
し
た
。
彼
は
『
日
記
』
の
中

に
、
「
私
は
彼
に
、
人
は
僕
ら
が
い
つ
も
グ
ロ
ー
ブ
を
つ
け
て
殴
り
合
い
を
し
て
い
る
と
言

う
が
、
時
に
は
僕
は
グ
ロ
ー
ブ
を
脱
、
ぎ
た
い
気
に
な
っ
た
と
述
べ
た
。
」
と
書
い
て
い
る
。

ブ
ラ
イ
ト
は
「
二
人
の
聞
に
は
い
つ
も
多
少
の
共
感
」
が
あ
る
と
答
え
、
更
に
つ
け
加
え
て
、

そ
れ
は
「
本
物
だ
と
私
は
思
う
。
二
人
の
や
り
方
や
目
的
は
と
て
も
違
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

て
い
る
け
れ
ど
も
・：
。
我
々
が
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
時
、
在
野
党
院
内
総
務
ブ
ラ
ン
ド
（
回
門
戸
コ
仏
）

氏
が
通
り
か
か

っ
た
。
す
る
と
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
『
彼
は
こ
れ
は
提
携
だ
と
思
う
だ
ろ
う
、

』

こ
う
い
う
危
機
に
あ
っ
て
、
話
を
交
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
ブ
ラ
ン
ド
と
私
な
の
だ

と
述
べ
た
。
別
れ
際
に
彼
は
明
ら
か
に
熱
の
こ
も
っ
た
手
で
私
の
手
を
握
り
、
可
何
が
起
こ

ろ
う
と
君
と
私
と
は
い
つ
ま
で
も
友
達
で
い
よ
う
。
』
と
述
べ
た
。
L

と
語
っ
た
。

ブ
ラ
イ
ト
は
常
に
友
情
あ
ふ
れ
る
敵
で
あ
っ
た
。
ロ
ウ
は
味
方
と
し
て
さ
え
彼
の
口
に
は

合
わ
な
か
っ
た
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
二
人
の
性
格
、
及
び
二
人
の
主
義
主
張
に
対
す
る
評
価

が
一
八
六
六
年
及
び
六
七
年
の
彼
の
行
動
に
影
響
を
与
え
た
。
即
ち
、
彼
は
ホ
イ
ッ
グ
党
ま

た
は
ア
ダ
ラ
ム
党
員
と
の
提
携
に
嫌
悪
の
気
持
を
示
し
、
そ
し
て
、
ま
だ
そ
の
可
能
性
を
彼

が
十
分
認
め
な
い
の
に
彼
は
重
大
問
題
の
解
決
に
向
け
て
か
り
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ヴィクトリア時代の人々一ー その五

四

最
終
的
な
解
決
の
た
め
の
第
二
次
案
は
一
八
六
七
年
の
三
月
に
保
守
党
が
考
え
て
い
た
も

の
と
は
そ
の
性
質
を
全
く
異
に
し
て
い
た
。
三
月
か
ら
七
月
に
到
る
改
革
問
題
の
討
論
の
過

程
で
、
保
守
党
の
改
革
案
は
そ
の
姿
を
一
変
し
た
。
英
国
に
お
け
る
政
治
力
の
完
全
な
均
衡

を
守
る
た
め
の
独
創
的
な
安
全
装
置
を
一
掃
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
均
衡
を
故
意
に
変
え

る
よ
う
な
一
連
の
修
正
案
が
可
決
さ
れ
た
。

こ
の
わ
け
は
、
下
院
に
お
け
る
議
会
運
営
面
の
混
乱
の
せ
い
で
あ
っ
た
。
自
由
党
は
戦
術

（
九
七
）

が
大
層
ば
ら
ば
ら
だ
っ
た
の
で
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
、
パ

l
ナ
ル

・
オ
ズ
ボ

l
ン（
回
。「

E
一

O
与
0
3
0）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
真
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
（
漁
猟
家
）
ら
し
く
な
い
ク
ロ
ス

・
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
、
つ
ま
り
川
の
両
岸
を
あ
ま
ね
く
動
き
回
り
、
さ
ま
ざ
ま
の
色
の
餌
を
見

せ
つ
け
て
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
方
向
の
魚
を
釣
り
上
げ
る
方
法
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
賛
成
票
を
得
る
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

戦
術
上
の
ジ
レ
ン
マ
が
あ
っ
た
た
め
、
各
党
は
下
院
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
党
の
指
導
者

の
自
宅
に
・お
い
て
も
ひ
ん
ぱ
ん
に
会
合
を
持
つ
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
会
合
は
あ
ま
り
に
ひ

ん
ぱ
ん
に
な
っ
た
の
で
、
ホ
イ
ッ
グ
党
の
批
評
家
で
、
一
八
六
六
年
と
六
七
年
の
改
革
案
を

研
究
す
る
一
流
の
歴
史
家
ホ
マ
シ
ャ
ム
・
コ
ッ
ク
ス
（
Z
0
3
2
印
｝戸
言
。
。
×
）
は
、
議
会
全

体
の
尊
厳
と
独
立
と
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
か
か
っ
て
い
る
と
信
じ
た
ほ
ど
あ
っ
た
。

デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
、
も
し
敵
の
組
織
を
少
し
で
も
破
壊
で
き
る
と
あ
れ
ば
、
そ
の
た
め
に

自
ら
の
党
を
混
乱
に
陥
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
ぬ
危
険
を
も
顧
み
な
か
っ
た
。
敵
の
組

織
を
破
壊
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
ロ
ウ
も
ブ
ラ
イ
ト
も
と
も
に
第
二
読

（
九
八
）

会
に
反
対
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
わ
け
は
、
ロ
ウ
の
方
は
、
議
会
の
指
導
者
た
ち
が

「
自
分
た
ち
の
不
品
行
が
伝
染
す
る
そ
の
力
を
利
用
し
て
、
ま
わ
り
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
破

壊
し
民
主
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
一
方
、
プ
ラ
イ
ト
は
、
彼
ら
の

民
主
化
が
不
十
分
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
野
党
の
指
導
者
と
し
て
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト

ン
は
両
陣
営
を
満
足
さ
せ
る
よ
う
な
党
方
針
を
出
そ
う
と
し
た
。
彼
は
選
挙
権
に
制
限
を
加

え
て
、
年
に
五
ポ
ン
ド
以
下
の
地
方
税
を
払

っ
て
い
る
人
を
除
外
し
、

同
時
に
、
こ
の
額
以

上
を
払
っ
て
い
る
戸
主
は
、
そ
の
人
が
直
接
に
地
方
税
を
払
っ
て
い
よ
う
が
、
地
主
を
通
し

て
分
割
で
払
っ
て
い
よ
う
が
関
係
な
く
、
全
員
に
選
挙
権
を
与
え
た
い
と
考
え
た
。
こ
の
よ

う
な
「
妥
協
L

を
ほ
の
め
か
し
た
結
果
、
彼
は
急
進
派
も
、
さ
ら
に
ア
ダ
ラ
ム
党
員
も
納
得

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
ブ
ラ
イ
ト
は
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
同
様
、
「
労
働

者
階
級
の
く
ず
」
、
即
ち
最
下
層
民
に
対
し
、
不
信
の
念
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
グ

ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
支
持
に
回
っ
た
。
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
へ
の
反
対
は
、
党
の
会
合
の
際
に
あ
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第 21号

一
八
五
八
年
か
ら
五
九
年
の
保
守
党
の
小
数
派
政
府
は
大
規
模
な
改
革
案
に
す
る
か
、
そ

れ
と
も
中
程
度
の
も
の
と
す
る
か
、
か
な
り
議
論
し
た
あ
と
で
、
あ
る
改
革
案
を
提
案
し
た
。

ホ
イ
ッ
グ
党
の
エ
ジ
ン
パ
ラ

・
レ
ヴ
ュ

l
は
「
我
々
が
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
改
宗

し
た
ば
か
り
の
も
の
が
よ
く
す
る
よ
う
に
、
彼
ら
が
教
養
の
な
い
階
級
の
人
々
の
好
み
を
と

ら
え
よ
う
と
、
途
方
も
な
い
奇
抜
な
法
案
を
提
案
し
、
名
の
み
は
保
守
で
あ
る
が
、
現
実
に

は
破
壊
主
義
者
と
な
り
は
し
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

L

と
書
い
た
。
下
院
に
自
案
を

持
ち
出
す
時
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
「
あ
ら
ゆ
る
階
級
と
あ
ら
ゆ
る
個
人
と
の
利
益
に
関
連
を

持
ち
、
ま
た
、
そ
れ
を
賢
明
か
つ
適
切
に
解
決
す
る
こ
と
に
正
に
英
国
の
命
運
が
か
か

っ
て

7

7

J

ン

ィ

い
る
」
問
題
を
保
守
党
が
取
扱
う
こ
と
の
正
し
さ
を
主
張
し
た
。
彼
の
案
は
「
勝
手
な
制
限

7

ラ

ノ

チ

ヘ

イ

ス

の
つ
い
た
選
挙
権
」
を
提
案
し
た
も
の
で
あ

っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
は
都
市
と
田
舎
の
投
票
条

件
を
同
じ
に
し
（
こ
の
改
革
案
は
一
八
八
四
年
ま
で
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
）
、
ま
た
、
単
に

姑
息
な
手
段
の
寄
せ
集
め
で
は
な
く
、
「
最
終
的
な
解
決
案
」
た
る
こ
と
を
目
ざ
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
、
の
ち
に
グ
ラ

ッ
ド
ス
ト
ン
が
い
つ
し
か
聞
き
覚
え
る
こ
と

に
な
っ
た
言
葉
で
、
「
徳
や
分
別
や
知
性
や
倹
約
さ
か
ら
言
っ
て
当
然
英
国
の
選
挙
母
体
と

な
る
べ
き
特
権
を
有
す
る
資
格
の
あ
る
L

職
人
に
も
道
を
開
く
こ
と
を
述
べ
さ
え
も
し
た
。

し
か
し
彼
は
、
職
人
は
個
人
と
し
て
そ
の
特
権
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
、
集
団
で
与
え
ら
れ

る
べ
き
で
は
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
彼
ら
は
優
勢
な
階
級
と
な

っ
て
他
を
押
し
流
し
て
し
ま

7

7

〆

ン

ィ

フ

ラ

ノ

チ

刊

イ

λ

う
と
主
張
し
た
。
ブ
ラ
イ
ト
が
「
勝
手
な
制
限
の
つ
い
た
選
挙
権
L

に
抗
議
し
た
時
、
デ
ィ

ズ
レ
イ
リ
は
法
の
世
界
で
は
語
呂
合
わ
せ
を
問
題
に
す
る
の
は
お
か
し
い
。
語
呂
合
わ
せ
は

「
た
か
だ
か
野
蛮
人
好
み
の
言
葉
遊
び
に
す
ぎ
な
い
」
と
や
り
返
し
た
。
彼
は
保
守
党
も
、

ホ
イ
ッ
グ
党
や
急
進
派
と
同
様
、
政
治
制
度
を
変
え
る
権
利
は
あ
る
は
ず
だ
と
強
調
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
党
が
「
進
歩
の
系
図
L

に
同
じ
く
関
与
す
る
の
だ
、
と
。
同
じ
論
法
を
彼
は
一
八

六
五
年
ベ
イ
ン
ズ
案
の
討
論
の
際
に
再
び
主
張
し
た
。
即
ち
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
「
も

し

一
般
に
議
会
改
革
案
と
呼
ば
れ
て
い
る
問
題
を
取
り
扱
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
総

合
的
に
扱
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
常
に
明
ら
か
で
あ
る
。L

と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
演
説
は
全
体
的
に
と
ら
え
る
と
、
ま
ず
第

一
に
、
改
革
問
題
を
ホ
イ

ッ
グ
党
も
し
く

は
急
進
派
に
ゆ
だ
ね
な
い
こ
と
を
ほ
の
め
か
す
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
実
質
的
な
改
革
案

を
受
け
入
れ
る
用
意
の
あ
る
こ
と
。
第
三
に
、
総
合
的
な
解
決
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
を
ほ

の
め
か
し
て
い
る
。
総
合
的
な
解
決
は
ト

l
リ
l
主
義
と
相
い
れ
ぬ
も
の
と
は
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
と
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
信
じ
て
い
た
。
改
革
は
も
し
そ
れ
が
卜
l
リ
l
的
な
も
の
に
う

ま
く
は
め
込
ま
れ
る
な
ら
、
実
に
最
高
の
結
果
を
生
み
出
す
は
ず
で
あ
る
と
彼
は
信
じ
た
の
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で
あ
る
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
演
説
は
彼
の
政
治
的
な
計
算
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
主

任
弁
護
士
の
法
廷
演
説
だ
と
考
え
る
と
最
も
わ
か
り
や
す
い
。
し
か
し
理
詰
め
の
弁
論
の
み

な
ら
ず
、
彼
の
想
像
力
も
ま
た
選
挙
権
拡
大
に
つ
い
て
語
る
時
に
は
う
ま
く
利
用
さ
れ
た
。

彼
は
急
進
派
と
し
て
世
に
出
、
そ
し
て
有
名
な

一
八
三
五
年
の

『
ラ
ニ
ミ

l
ド

書

幹

集

』

（同

S
ミ
S
良
市
ト
由
同
町
内
ご
）
や

一
八
三
六
年
の
『
ホ
イ

ッ
グ
主
義
の
精
神
』

（
的
主
三
円
ミ

モ
E
h
h
z
s）
の
中
で
彼
は
大
い
に
力
を
込
め
て
、
ト

l
リ
l
主
義
こ
そ
英
国
民
の
真
の
民

主
的
政
治
哲
学
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
「
民
主
的
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
八
六
七
年
の
そ
れ

と
は
違

っ
て
、
こ
れ
ら
の
論
文
の
中
で
は
あ
い
ま
い
な
語
と
し
て
で
は
な
く
、
「
寡
頭
政
治

的
」
と
い
う
彼
自
身
の
用
い
た
あ
い
ま
い
な
語
に
対
す
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

彼
は
、
自
由
と
権
利
は
革
命
党
や
急
進
的
共
和
主
義
者
に
よ

っ
て
で
は
な
く
、
歴
史
的
な
制

度
や
伝
統
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
る
と
主
張
し
た
。
ト
ー
リ
l
党
の
独
裁
は
ホ
イ
ッ
グ
党
の
共

和
制
よ
り
も
も

っ
と
民
主
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
権
利
と
義
務
の
関
係
を
認
め
て
い
る
か
ら
だ
。

選
挙
権
を
拡
大
し
た
か
ら
と
い

っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
は
高
度
に
ま
と
ま

っ
た
社
会
を
分
断
す

る
こ
と
に
は
な
ら
・
な
い
。
諸
制
度
が
変
更
さ
れ
た
と
し
て
も
、
社
会
の
シ
ス
テ
ム
が
安
定
を

保
証
し
て
〈
れ
る
と
彼
は
主
張
し
た
。
彼
は
続
け
て
、
「
私
は
選
挙
権
を
い
じ

っ
て
み
て
も
、

ま
た
は
選
挙
の
方
法
を
ど
う
し
よ
う
と
、
そ
れ
が
〔
英
国
が
昔
か
ら
持

っ
て

い
る
貴
族
の
力

を〕

他
の
片
隅
へ
押
し
や
る
こ
と
は
な
い
と
信
じ
る
。
選
挙
権
拡
大
は
現
在
の
社
会
の
状
態

か
ら
来
る
避
け
得
な
い
結
果
で
あ
る
。
私
は
一
般
の
人
々
の
投
票
権
が
広
ま
れ
ば
広
ま
る
ほ

ど
、
英
国
固
有
の
貴
族
の
力
は
強
力
に
な
る
と
信
じ
る
。
こ
れ
は
私
に
は
必
然
の
結
果
だ
と

思
え
る
。
し
か
し
こ
の
命
題
が
、
私
の
い
う
選
挙
権
拡
大
が
公
正
な
基
盤
に
立

つ
て
な
さ
れ

る
の
で
あ
っ
て
、
派
閥
的
な
基
盤
で
な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
明
白
な
了
解
の
上
に
立

つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
」
と
論
じ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ロ
ウ
の
主
張
と
は
全
く
対
立
す
る
論
調
を
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
一
度
だ
け
放

棄
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は

一
八
六
六
年
、
彼
が
お
そ
ら
く
は
純
粋
に
党
の
立
場
上
と

い
う
理
由
で
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
排
撃
に
手
を
借
す
た
め
に
、
改
革
に
反
対
す
る
最
も
因
襲

的
な
保
守
党
的
演
説
を
行
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

一
八
六
七
年
に
は
彼
は
自
ら
の
天
性
に

叶
う
場
所
に
立
ち
戻
っ
て
お
り
、
そ
し
て
七
年
後
、
彼
は
、
卜
ー
リ
l
党
的
民
主
主
義
を
求

め
る
気
持
は
彼
の
あ
ら
ゆ
る
仕
事
に
お
い
て
不
動
の
要
素
と
し
て
働
い
て
き
た
と
述
懐
し
、

こ
う
述
べ
た
。

「
私
は
四
十
年
の
間
ト

l
リ
l
党
を
わ
が
国
の
本
来
の
歴
史
的
場
所
に
戻
そ

う
と
努
め
て
き
た
。」

計
算
力
の
み
な
ら
ず
、
直
感
と
想
像
力
に
も
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
強
か

っ
た
。
も
っ
と
も
、

-23 



223 

安
全
で
あ
り
、
ま
た
、
「
複
雑
で
、
不
愉
快
で
、
不
完
全
な
も
の
」
で
は
な
く
、
単
純
か
つ

直
接
的
で
あ
る
よ
う
な
活
動
方
針
を
と
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
信
じ
て
い
た
。
改
革
問
題
を

解
決
し
よ
う
と
い
う
訴
え
は
、
グ
エ
ン
ダ
リ
ン

・
セ
シ
ル
（
「
主
同
の
さ

g含
｝g
の
2
ニ
）
が
書

い
て
い
る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の
政
治
家
、
例
え
ば
「
平
穏
と
、
自
ら
の
椅
子
の
安

全
を
望
ん
で
い
る
事
な
か
れ
主
義
者
も
、
ま
た
、
そ
の
問
題
が
長
い
間
論
じ
ら
れ
て
き
た

事
に
腹
立
た
し
い
ほ
ど
退
屈
し
て
い
る
無
関
心
派
も
、
さ
ら
に
ま
た
、
そ
れ
を
有
効
に
立
法

化
す
る
こ
と
に
は
な
お
障
害
が
あ
る
と
見
て
い
る
ま
じ
め
派
の
人
も
含
め
て
、
す
べ
て
の
政

治
家
の
心
を
と
ら
え
た
。
政
党
の
指
導
者
た
ち
は
、
「
自
ら
の
意
の
ま
ま
に
な
る
勢
力
を
評

価
す
る
の
に
は
慣
れ
て
い
て
L

も
し
自
分
た
ち
が
改
革
案
を
通
過
さ
せ
な
く
て
も
自
分
た
ち

の
後
継
者
は
必
ず
通
過
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
悟
り
始
め
て
い
た
。
彼
ら
は
評
判
が
い
い
時

に
そ
の
評
判
を
利
用
し
て
、
そ
の
政
敵
た
ち
が
今
と
な
っ
て
は
大
望
を
持
つ
政
治
家
の
誰
も

が
必
然
の
展
開
だ
と
認
め
始
め
て
い
る
も
の
を
利
用
す
る
の
を
阻
止
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
ダ
ー
ビ
ー
や
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
動
機
に
は
、
「
ホ
イ
ッ
グ
党
を
負
か
す
」
、
な

い
し
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
自
由
主
義
の
専
売
を
終
ら
せ
」
ょ
う
と
い
う

企
て
以
上
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
。
二
人
は
包
括
的
改
革
の
為
の
包
括
的
改
革
と
い
う
考

え
方
に
魅
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
彼
ら
の
立
場
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
以
上

に
首
尾
一
貫
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ン
リ
l
卿
（
「
oE
∞
E
己
ミ
）
ダ
ー
ビ
ー
は
、
一

八
三
二
年
の
選
挙
法
改
正
案
の
起
草
を
手
助
け
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
彼
は
当
時
議
会
で

（
品ん
－一）

「言
論
界
の
ル
パ

l
ト
（
同
己
匂
0
2）
王
子
」
と
し
て
人
々
の
耳
目
を
ひ
い
て
い
た
。
ロ
ン
ド

ン
の
ス
ラ
ム
街
の
住
民
に
大
き
な
同
情
を
寄
せ
、
綿
花
払
底
時
に
は
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
職
人

た
ち
に
多
大
の
心
遣
い
を
示
し
、
一
八
六
四
年
に
は
ガ
リ
パ
ル
デ
ィ
（
口
同
－
Z
E
E
－）
と
接
触

を
持
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ

・
セ
イ
ン
ツ
ベ
リ
l

（0
0
0
円
mo
∞
巳
コ

Z
Eミ
）
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、

あ
げ
く
に
は

「彼
の
動
機
に
は
、
問
題
を
解
決
し
て
決
着
を
つ
け
て
し
ま
い
た
い
と
い
う
心

7

7
レ

ム

ケ

ル

デ
リ
ュ

か
ら
の
願
望
に
加
え
て
、
あ
と
は
野
と
な
れ
山
と
な
れ
と
い
う
気
持
が
多
少
ま
じ
っ
て
い
た
。

ダ
ー
ビ
ー
卿
に
は
最
後
ま
で
子
供
っ
ぽ
さ
が
大
い
に
残
っ
て
い
た
。
こ
の
子
供
っ
ぽ
さ
は
い

ろ
ん
な
形
で
あ
ら
わ
れ
た
が
、
と
り
わ
け
、
こ
の
た
め
『
と
も
か
く
や
っ
て
み
ろ
』
式
や
、

『
乗
り
か
け
た
舟
だ
。
あ
と
へ
は
ひ
け
ぬ
』
式
の
行
動
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
」
新
し
い
法
案

を
提
出
し
よ
う
と
決
心
し
た
時
に
、

「
い
ろ
ん
な
議
論
が
あ
る
な
か
で
、
戸
主
選
挙
権
に
ま

で
広
げ
る
こ
と
以
上
に
良
い
案
を
私
は
知
ら
ぬ
。
」
と
書
い
た
の
は
、
他
・
な
ら
ぬ
ダ
ー
ビ
ー
自

身
で
あ
っ
た
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
ど
う
か
と
言
う
と
、
人
の
不
幸
を
喜
ぶ
気
持
（
カ
｜
ラ
イ

（
九
四
）

ン
刊

テ

ノ

7
ロ
イ
デ

ル
は
そ
れ
を

「意
地
の
悪
い
喜
び
」
と
呼
ん
だ
が
）
は
と
も
か
く
と
し
て
、
改
革
に
関
す
る

ヴィクトリア時代の人々一一ーその五

彼
の
考
え
に
は
き
わ
だ
っ
て
首
尾
一
貫
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
た
っ
た
一
度

だ
け
、
つ
ま
り
一
八
六
六
年
の
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
改
革
案
の
審
議
の
時
に
だ
け
大
き
く
揺

ら
い
だ
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
一
貫
性
が
ど
ん
な
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
一
八
六
七
年
の
一
月
、
『
議
会
改

革
演
説
集
』
（
∞
匂

2
072
0コ
可
戸
円
－g
ヨ
2
Eミ
問
。
『。
ココ
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
下
に
彼

が
出
版
し
た
一
冊
の
演
説
集
の
中
に
最
も
良
く
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
本
は
改
革
者
と

し
て
の
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
経
歴
を
示
す
宣
伝
と
し
て
企
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

「
完
全
か
つ
首
尾
一
貫
し
た
記
録
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
読
め
ば
、
国
民
は

「
卜
l
リ
l
党

に
は
、
現
代
の
政
治
問
題
の
う
ち
で
最
も
困
難
な
問
題
」
、
つ
ま
り
改
革
問
題
を
「
取
り
扱

う
資
格
が
な
い
と
い
う
主
張
が
ど
ん
な
に
正
し
く
な
い
も
の
か
L

が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
と
編

者
は
書
い
て
い
る
。

宣
伝
的
要
素
を
割
引
く
と
、
そ
の
演
説
は
こ
う
語
っ
て
い
る
。
早
く
も
一
八
五
一
年
に
、

デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
「
大
原
則
と
し
て
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
も
の
」
、
つ
ま
り
一
八
三
二

年
の
案
を
い
じ
り
た
く
な
い
と
い
う
気
持
に
抗
議
し
た
。
一
八
五
二
年
に
彼
は
、
自
分
は
常

に
も
っ
と
多
く
の
分
野
の
労
働
者
階
級
を
組
み
込
む
た
め
に
選
挙
権
を
拡
大
す
る
こ
と
に
賛

意
を
示
し
て
き
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
同
年
、
普
通
選
挙
権
に
対
し
、
ま
た
政
治
制
度
を
た

え
ず
い
じ
く
る
こ
と
に
対
し
、
攻
撃
を
加
え
な
が
ら
、
非
有
権
者
の
主
張
を
同
情
的
に
考
慮

ナ
九
ヤ且）

し
よ
う
と
し
て
い
た
。
一
八
五
四
年
、
彼
は
ラ
ッ
セ
ル
の
改
革
案
に
対
し
て
、
英
国
は
戦
争

に
直
面
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
国
内
で
戦
い
を
起
す
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
理

由
で
反
対
し
、
そ
し
て
ま
た
「
世
の
意
見
の
大
勢
が
そ
う
望
ま
な
い
限
り
、
貴
兄
の
望
ん
で

（
合
ル
ム
ハ
）

お
ら
れ
る
よ
う
な
変
化
は
あ
り
得
な
い
」
と
つ
け
加
え
た
。
三
年
後
エ
イ
ル
ズ
ベ
リ
l
（〉
マ

一2
Zミ
）
で
彼
は
「
ち
び
り
ち
び
り
の
改
革
」
を
非
難
し
、
自
分
は
「
完
全
な
法
案
L

が
好

き
で
あ
り
、
「
大
胆
か
つ
決
然
た
る
方
針
L

が
保
守
派
を
立
ち
上
ら
せ
、
「
大
い
に
英
国
の

た
め
に
な
り
、
ま
た
英
国
を
確
か
な
も
の
と
も
す
る
で
あ
ろ
う
。
L

と
述
べ
た
。

一
八
五
八
年
、
彼
は
そ
の
時
ま
で
の
改
革
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
要
約
し
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
た
。
即
ち
、
ジ
ョ
ン

・
ラ
ッ
セ
ル
卿
、
及
び
ホ
イ
ッ
グ
党
の
多
く
の
党
員
が
決
然

た
る
案
を
放
棄
し
た
瞬
間
か
ら
、
彼
も
ま
た
、
そ
れ
に
保
守
党
も
「
議
会
改
革
問
題
を
是
々

非
々
に
よ
っ
て
自
由
に
考
え
て
も
良
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
L

も
し
英
国
の
議
会
制
度

を
変
え
よ
う
と
い
う
計
画
が
将
来
持
ち
出
さ
れ
れ
ば
、

「我
々
は
喜
ん
で
、
国
民
の
利
益
に

最
も
良
く
つ
な
が
る
解
決
法
で
あ
る
と
我
々
が
判
断
す
る
よ
う
な
提
案
を
す
る
つ
も
り
で
あ

る。

」
と
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
述
べ
た
。

-22-



第 21号

A
7
や
ダ
ー
ビ
ー
と
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
そ
の
考
え
と
戦
術
と
を
、
内
閣
の
分
裂
を
恐
れ
る
こ

と
な
く
推
進
し
得
る
道
が
用
意
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
ク
ラ
ン
ボ

l
ン
が
辞
職
し
て
数
日
後
、

彼
の
妻
は
あ
る
パ
ー
テ
ィ
で
ダ
ー
ビ
ー
に
会
っ
た
。

「
ご
主
人
は
ま
だ
例
の
計
算
問
題
を
や

っ
て
ま
す
か
」
と
首
相
は
尋
ね
た
。

「
え
え
。
そ
し
て
と
て
も
面
白
い
結
果
が
出
た
の
で
す
よ
。
十
五
か
ら
三
を
引
く
と
残
り

は
零
で
す

っ
て
。L
と
ク
ラ
ン
ボ

l
ン
夫
人
は
答
え
た
。
彼
女
の
当
意
即
妙
の
答
え
は
彼
女
の

予
想
以
上
に
効
果
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
始
ろ
う
と
し
て
い
た
力
に
よ
る
交

渉
を
あ
ら
か
じ
め
練
習
し
て
み
る
こ
と
に
よ
り
、
政
府
は
厳
格
な
主
義
主
張
の
持
主
で
あ
る

三
人
の
閣
僚
を
失

っ
て
弱
く
な
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
強
く
な
る
結
果
と
な

っ
た
。
十
五
か
ら

三
を
引
く
と
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
可
能
に
な
っ
た
。
保
守
党
の
内
閣
が
急
進
派
的
な
法
案
を

通
す
一
大
絵
巻
す
ら
眺
め
ら
れ
そ
う
で
あ

っ
た
。
ほ
ど
な
く
ク
ラ
ン
ボ

l
ン
は
い
や
い
や
な

が
ら
と
い
っ
た
調
子
で
、
一
八
六
六
年
の
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
安
全
か
つ
保
守
的
な
改
革
案

が
通

っ
て
い
た
方
が
ま
し
だ

っ
た
と
評
し
た
。

「
時
々
私
は
去
年
の
法
案
の
こ
と
が
、
後
悔

の
念
を
込
め
、
ま
た
ざ
ん
げ
に
も
似
た
よ
う
な
気
持
を
込
め
て
語
ら
れ
る
の
を
耳
に
す
る
。

と
い
う
の
は
、
も
し
我
々
が
そ
の
提
案
を
受
け
入
れ
て
い
た
ら
ー
ー
も
し
そ
う
な
ら
私
が
こ

う
し
て
議
員
を
続
け
て
い
る
こ
と
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
が
｜
｜
英
国
の
政
治
の
将
来
の
見

込
み
は
、

A
7
よ
り
も
は
る
か
に
明
る
い
も
の
と
な

っ
て
い
た
だ
ろ
う
に
、
と
感
じ
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
」
と
彼
は
書
い
て
い
る
。

し
か
し
、
急
進
派
的
な
改
革
案
は
話
の
始
ま
り
で
は
な
く
て
、
終
り
で
あ
っ
た
。
三
月
十

八
日
に
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
提
案
し
た
二
度
目
の
法
案
は
包
括
的
な
性
質
の
も
の
で
、
下
院
を

「
広
範
囲
な
、
大
衆
的
な
基
礎
の
う
え
に
」
打
ち
立
て
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
の
に
、
な

お
か
つ
そ
れ
は
民
主
主
義
の
実
地
試
験
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
二
月
の
小
規
模
改

革
案
と
同
様
に
、
そ
れ
は
制
限
付
き
の
、
均
衡
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
議
席
の
拡
大
再

分
配
は
全
く
規
定
し
て
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
自
治
都
市
に
お
け
る
選
挙
権
は
個
人
の
納

め
る
地
方
税
に
基
づ
く
。
地
方
税
を
払
い
、

二
年
間
の
居
住
資
格
を
み
た
す
戸
主
は
す
べ
て

投
票
権
を
与
え
ら
れ
る
。
下
宿
人
、
及
び
地
方
税
を
毎
週
の
部
屋
代
に
含
め
て
分
割
し
て
払

う
者
に
は
投
票
権
は
な
い
。
都
市
以
外
に
住
む
者
に
関
す
る
投
票
権
は
五
十
ポ
ン
ド
の
家
賃

の
家
に
住
む
こ
と
か
ら
十
五
ポ
ン
ド
の
地
方
税
納
入
者
へ
と
資
格
を
ゆ
る
め
る
。
特
別
の
選

挙
権
を
特
定
の
グ
ル
ー
プ
に
与
え
る
。
大
学
卒
業
生
、
及
び
国
庫
か
英
国
銀
行
か
、
ま
た
は

貯
蓄
銀
行
に
五
十
ポ
ン
ド
を
預
託
し
て
い
る
者
、
ま
た
知
的
職
業
に
従
事
し
て
い
る
者
も
投

票
権
が
与
え
ら
れ
る
。
直
接
税
と
し
て
年
二
十
シ
リ
ン
グ
以
上
を
払
う
さ
ら
に
二
十
万
人
の
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人
に
投
票
権
を
与
え
る
。
二
重
選
挙
権
を
資
産
の
条
件
の
み
な
ら
ず
、
特
別
な
条
件
に
か
な

う
人
に
は
与
え
る
こ
と
な
ど
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
都
市
に
住
む
二
十
三
万
七
千
人
の
地
方
税
納
付
者
、
十
万
人
の
特
権
を

与
え
ら
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
人
、
及
、び
、
さ
ら
に
十
七
万
一
千
人
の
、
都
市
以
外

に
住
む
人
が
は
じ
め
て
選
挙
権
を
得
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
述
べ
た
。
加
え
て
、
二
十
シ
リ
ン

グ
の
直
接
税
納
付
者
に
選
挙
権
を
与
え
る
と
す
れ
ば
、
約
二
十
万
人
の
中
産
階
級
の
人
が
二

重
投
票
権
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
改
革
法
案
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
の
最
終
的
な
結
果

は
、
選
挙
人
の
中
に
新
た
な
均
衡
が
生
れ
て
、
公
正
な
安
定
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

ど
の
階
級
か
が
優
勢
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
な
る
。
選
ば
れ
る
者
は
国
民
の
意
志
を
反

映
し
た
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
選
挙
権
の
四
分
の
一
は
貴
族
に
、
も
う
一
つ
の
四
分
の
一

は
労
働
者
に
、
残
り
の
二
分
の

一
は
中
産
階
級
の
も
の
と
な
る
。
議
会
は
数
と
い
う
野
蛮
な

力
の
上
に
成
り
立
つ
単
な
る
代
表
機
関
で
は
な
く
な
っ
て
、
社
会
の
力
を
正
し
く
映
し
出
し
、

同
時
に
善
政
が
続
く
こ
と
を
確
実
な
も
の
と
す
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
事
件
や
主
張
を
一
わ
た
り
眺
め
る
だ
け
で
も
、
ダ
ー
ビ
ー
と
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ

が
選
挙
法
改
正
案
を
提
案
し
た
理
由
の
い
く
つ
か
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
の
理

由
は
外
部
か
ら
の
圧
力
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
副
次
的
な
要
因
で
は
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
い

つ
事
を
起
こ
す
か
を
決
定
す
る
に
際
し
で
は
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
改

革
法
案
は
緊
急
を
要
す
る
と
い
う
信
念
へ
改
宗
し
た
の
は
、
彼
の
友
人
た
ち
が
「
シ
ャ
フ
ツ

八
八
）

（八
九
）

ベ
リ

l
卿
か
ら
シ
ュ
ロ
ッ
プ
シ
ャ

l
の
田
舎
の
人
に
到
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
人
々
が

異
口
同
音
に
改
革
法
案
を
望
ん
で
い
る
の
だ
。」
と
彼
に
述
べ
た
言
葉
に
影
響
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
改
革
同
盟
も
ま
た
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
て
、
幾
人
か
の
文
筆
家
は
バ

l
ミ

ン
ガ
ム
政
治
連
合
（
回
目コ三コ
m
y
p
g
To

－－t
E
－C
2
0
コ
）
が
一
八
三
二
年
に
改
革
法
案
を
通

（
台
H
叩（
U

）

過
さ
せ
た
時
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
の
暴
徒
た
ち
が
実
は
一
八
六
七
年

の
改
革
案
を
通
過
さ
せ
た
の
だ
と
主
張
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

外
部
か
ら
の
圧
力
よ
り
も
も

っ
と
重
要
だ

っ
た
の
は
、
保
守
党
の
指
導
者
た
ち
が
根
本
的

な
解
決
を
つ
け
た
い
と
望
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
改
革
問
題
は
長
い
間
も
て
遊
ば
れ
て
き
て
い

た
。
そ
れ
が
今
や
、
そ
の
問
題
に
決
着
が
つ
け
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

マ
l
ム
ズ

ペ
リ
ー
卿
（
「
ミ
仏
三
巴

5
2
Eミ
）
の
よ
う
な
保
守
派
の
人
は
、
最
も
大
胆
な
方
針
が
最
も

つ臼
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と
思
っ
た
。
ロ
ウ
は
、
一
八
六
六
年
に
ア
ダ
ラ
ム
党
員
の
支
持
を
受
け
て
自
由
党
の
穏
健
な

改
革
案
を
廃
案
に
追
い
込
ん
だ
ダ
ー
ビ
ー
が
、
今
度
は
自
ら
改
革
案
を
上
提
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
に
腹
を
立
て
た
。
一
方
ブ
ラ
イ
ト
は
、
行
政
当
局
は
「
改
革
に
断
固
反
対
」
で
あ

っ
て
、
「
議
会
の
対
処
の
仕
方
と
は
反
対
の
、
正
直
な
人
の
目
に
は
憎
ら
し
い
あ
ら
ゆ
る
や

り
方
で
も
っ
て
、
そ
の
問
題
を
圧
殺
す
る
」
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
信
じ
、
保
守
党
の
意
図

に
懐
疑
の
念
を
抱
い
た
。
穏
健
な
自
由
党
員
は
、
ブ
ラ
イ
ト
や
ロ
ウ
の
極
端
な
感
情
と
は
無

縁
で
、
決
議
文
に
正
面
攻
撃
を
加
え
た
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
政
府
が
意
図
し
て

い
る
法
案
の
詳
細
を
発
表
す
る
ま
で
時
機
を
待
つ
方
を
と
っ
た
。

も
し
穏
健
派
の
戦
術
が
一
八
六
七
年
二
月
に
仲
間
割
れ
し
て
い
る
自
由
党
の
中
で
敗
北
し
、

か
っ
、
ア
ダ
ラ
ム
党
と
急
進
派
が
結
合
し
て
穏
健
派
に
加
わ
り
、
は
じ
め
か
ら
政
府
を
攻
撃

し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
包
括
的
な
法
案
を
提
出
す
る
機
会
を
も
て
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
ト
ー
リ

l
党
の
民
主
主
義
は
早
く
も
誕
生
の
時
に
塞
息
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
勿
論
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
力
は
、
彼
自
身
が
よ
く
知
っ
て
い
た
よ
う
に
、
自
由
党

の
弱
さ
の
中
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

彼
が
包
括
的
な
改
革
法
案
を
出
せ
な
い
う
ち
に
、
彼
は
自
分
の
党
の
内
紛
を
調
停
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
あ
る
保
守
党
員
た
ち
、
と
り
わ
け
、
ロ
パ

l
卜
・
ピ

l
ル
卿
の
弟

ピ
｜
ル
将
軍
は
、
職
人
で
投
票
権
を
持
つ
者
の
数
が
少
し
で
も
増
す
こ
と
、
い
や
、
選
挙
権

を
教
育
が
あ
る
か
、
ま
た
は
財
産
資
格
を
持
っ
て
い
る
選
ば
れ
た
労
働
者
グ
ル
ー
プ
に
認
め

る
こ
と
さ
え
受
け
入
れ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
ま
た
あ
る
者
た
ち
は
、
「
勝
手
な
制
限
の

フ

ラ

J

チ

守

イ

ズ

つ
い
た
選
挙
権
」
を
受
け
入
れ
る
つ
も
り
は
あ
っ
た
が
、
多
数
の
選
挙
区
で
民
主
主
義
的
支

配
を
導
入
す
る
よ
う
な
変
化
を
認
め
る
用
意
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
二
月
二
十
三
日
、
政

府
内
で
、
注
意
深
く
準
備
さ
れ
た
選
挙
人
統
計
を
も
と
に
し
て
、
基
本
的
な
意
見
の
一
致
を

見
た
。
そ
し
て
内
閣
は
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
に
二
日
後
に
「
大
規
模
な
」
改
革
案
を
提
出
さ
せ

よ
う
と
決
議
し
た
。

二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け
て
の
週
末
の
あ
い
だ
、
政
府
の
提
案
が
ど
の
よ
う
な
結

果
を
生
む
か
に
つ
い
て
綿
密
な
計
算
を
行
う
と
い
う
惨
め
な
日
曜
を
す
ご
し
た
閣
僚
は
一
人

に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
計
算
問
題
の
解
答
に
満
足
の
色
を
見
せ
な
か
っ
た
有
力
な
大

臣
が
三
人
居
た
。
二
十
五
日
の
朝
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
午
前
八
時
四
十
五
分
に
ダ
ー
ビ
ー
か

ら
、
ク
ラ
ン
ボ

l
ン
、
ヵ

l
ナ
ボ
ン
（
の
mw
円コ
P
〈
O

コ
）
、
及
び
ピ

l
ル
は
法
案
に
強
く
反
対
し
、

辞
職
す
る
と
言
っ
て
脅
し
て
い
る
と
い
う
短
い
手
紙
を
受
取
っ
た
。
「
完
全
な
破
滅
だ
。
一

体
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
。」
と
ダ
ー
ビ
ー
は
書
き
添
え
て
い
た
。

ヴィクトリア時代の人々一一ーその五

「
背
中
に
剣
を
刺
さ
れ
て
い
る
」
と
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
評
し
た
。
だ
が
彼
は
動
け
ぬ
ほ
ど

に
深
手
を
負
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
午
後
早
く
に
や
っ
と
開
く
こ
と
の
で
き
た
緊
急
閣
議

に
お
い
て
、
わ
ず
か
十
分
で
、
大
規
模
な
改
革
案
を
小
規
模
な
も
の
に
か
え
る
こ
と
で
閣
内

の
団
結
を
維
持
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
急
拠
下
院
に
出
か
け
て
、
わ

ず
か
十
二
時
間
足
ら
ず
前
に
上
提
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
も
の
と
は
全
く
違
っ
た
法
案
を
提

案
し
た
。
彼
は
野
党
に
関
し
て
の
み
な
ら
ず
、
自
党
に
つ
い
て
も
便
宜
主
義
者
で
あ
る
之
と

が
必
要
だ
と
悟
っ
た
の
で
あ
る
。

彼
が
提
案
し
た
法
案
は
、
自
治
都
市
に
お
い
て
は
、
年
六
ポ
ン
ド
以
上
の
賃
借
料
の
家
や

土
地
に
住
む
人
に
選
挙
権
を
与
え
る
と
規
定
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
十
三
万
人
の
選
挙

人
が
名
簿
に
加
わ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
教
育
と
か
銀
行
預
金
と
か
国
債
へ
の
投
資
と

か
税
金
の
額
と
か
を
根
拠
に
し
た
四
つ
の
新
し
い
勝
手
な
制
限
づ
き
の
選
挙
権
を
も
規
定
し

て
い
た
。
さ
ら
に
、
都
市
以
外
に
あ
っ
て
は
、
年
二
十
ポ
ン
ド
以
上
の
賃
借
料
の
家
や
土
地

に
住
む
人
に
選
挙
権
を
規
定
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
総
計
四
十
万
の
新
し
い
選
挙
人

が
ふ
え
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

ブ
ラ
イ
ト
、
ロ
ウ
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
す
べ
て
、
こ
の
よ
う
な
提
案
に
軽
蔑
を
示
し
、

ア
ダ
ラ
ム
党
員
で
も
急
進
派
で
も
な
い
自
由
党
員
は
、
そ
の
翌
週
改
革
決
議
案
が
討
論
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
そ
れ
に
反
対
し
よ
う
と
意
見
が

一
致
し
た
。

デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
決
議
案
を
無
理
押
し
す
る
こ
と
も
、
ま
た
、
小
規
模
改
革
案
を
推
進
す

る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
い
と
感
じ
た
。
自
分
の
党
の
多
数
の
者
に
後
押
し
さ
れ
て
、

デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
一
転
し
て
、
大
規
模
改
革
案
を
再
び
提
案
し
よ
う
と
決
意
し
た
。
彼
は
二

月
二
十
八
日
ダ
ー
ビ
ー
に
あ
て
、
「
私
が
見
聞
す
る
こ
と
は
す
べ
て
、
大
胆
な
方
針
の
方
が

よ
り
安
全
で
、
さ
ら
に
成
功
の
望
み
す
ら
あ
る
と
い
う
確
信
を
ま
す
ま
す
強
め
て
く
れ
ま
す
。
」

と
書
き
送
っ
た
。
ダ
ー
ビ
ー
は
、
も
し
大
規
模
案
が
再
提
出
さ
れ
れ
ば
、
ク
ラ
ン
ボ

l
ン
や

カ
l
ナ
ボ
ン
や
ピ

l
ル
は
閣
外
に
去
る
だ
ろ
う
と
わ
か
っ
て
い
た
が
、
彼
は
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ

に
同
意
し
た
。
三
月
二
日
彼
ら
は
や
は
り
辞
職
し
た
。
今
や
党
そ
の
も
の
よ
り
、
改
革
の
方

が
よ
り
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
も
っ
と
も
ダ
ー
ビ
ー
も
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
同
様
、
保
守
派

に
は
反
改
革
路
線
を
と
り
そ
う
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
気
付
い
て
は
い
た
。
保
守
党

員
の
多
く
は
、
ギ
ャ
ソ

l
ン

・
ハ
l
デ
ィ
の
「
ダ
ー
ビ
ー
卿
は
あ
わ
れ
な
り
。
だ
が
彼
は
前

進
す
る
こ
と
が
女
王
へ
の
高
遁
な
義
務
だ
と
心
得
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
私
も
彼
と
行
を
と

も
に
す
る
つ
も
り
な
り
。
」
と
い
う
意
見
と
同
意
見
で
あ
っ
た
。
閣
内
の
空
席
は
三
人
の
大
臣

が
上
位
の
ポ
ス
ト
へ
昇
格
し
、
ま
た
三
人
の
新
人
を
閣
僚
に
す
る
こ
と
で
埋
め
ら
れ
た
。

ハ
U

円
／
】
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る
こ
と
を
拒
否
し
、
自
分
は
み
ん
な
の
支
持
の
得
ら
れ
る
行
動
方
針
が
見
つ
け
ら
れ
た
場
合

に
の
み
前
進
す
る
の
だ
と
語

っ
た
。
し
か
し
ほ
ど
な
く
数
名
の
保
守
党
員
が
同
問
題
の
解
決

に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
女
王
も
ま
た
、
新
し
い
改
革
法
案
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ

っ
た
。
女
王
は

一
八
六
六
年
十
月
、
ダ
ー
ビ
ー
に
宛
て

て
、
「
も
し
改
革
問
題
を
閣
僚
た
ち
が
解
決
へ
の
展
望
を
も

っ
て
真
剣
に
取
り
上
げ
な
い
な

ら
ば
、
憂
感
す
べ
き
結
果
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
書
き
送

っ
た
。

一
八
六
六
年
の
秋
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
数
名
の
閣
僚
は
ど
に
は
早
急
な
改
革
の
要
あ
り
と

は
思
っ
て
い
な
か

っ
た
。
ダ
ー
ビ
ー
が
十
二
月
に
、
自
分
は
遺
憾
な
が
ら
、
「
我
々
は
改
革

問
題
を
取
り
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
で
し
ょ
う
L

と
思
わ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
て
い
る
と

手
紙
を
寄
こ
し
た
時
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
、
「
周
囲
を
観
察
し
、
熟
慮
い
た
し
ま
し
た
結
果
、

謙
虚
な
気
持
で
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
こ
と
は
、
私
は
ま
だ
、
議
会
改
革
法
案
を
提
案

す
る
必
要
性
に
関
し
て
は
閣
下
の
結
論
に
到

っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。」
と
返
事
し
た
。

ダ
ー
ビ
ー
は
さ
ら
に
追
撃
を
加
え
た
。

「
我
々
は
そ
れ
を
取
り
上
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
も
す
ぐ
に
で
す
。」
し
か
し
一
八
六
六
年
の
暮
れ
ま
で
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
そ
の
問
題
を
無

理
押
し
す
る
よ
り
も
、
先
に
延
し
た
い
と
思

っ
て
い
た
。

新
し
い
改
革
法
案
の
提
出
を
支
持
す
る
声
が
議
会
内
外
に
広
が
る
の
を
見
て
と

っ
た
時
、

彼
は
決
心
を
変
え
た
。
前
年
の
無
気
力
は
下
院
に
お
い

て
も
、
ま
た
国
民
の
中
で
も
払
拭
さ

れ
て
い
た
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
人
々
が
ど
う
い
う
意
見
を
も

っ
て
い
る
か
評
価
し
直
し
た
。

（
八
七
｝

バ
ッ
ク
ル
（
回
c
o
E
O
）
は
、
「
彼
は
秋
に
は
、
ブ
ラ
イ
ト
が
指
導
し
て
い
た
政
治
運
動
の
成

功
が
即
ち
英
国
民
が
改
革
を
断
行
す
る
決
心
を
し
た
こ
と
を
示
す
と
い
う
こ
と
を
ど
う
し
て

も
認
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

一
月
ま
で
に
は
彼
は
そ
の
歴
然
た
る
証
拠
を
目
の

辺
り
に
す
る
に
到

っ
た
。」
と
書

い
て
い
る
。
一

八
六
七
年

一
月
に
は
、
彼
は
、
彼
の
党
の
取

る
べ
き
正
し
い
手
続
き
は
、
そ
の
問
題
に
関
す
る
委
員
会
を
作

っ
て
法
案
提
出
を
延
期
さ
せ

る
こ
と
で
は
な
く
、
改
革
に
対
す
る
全
般
的
な
決
議
案
を
提
案
し
、
最
終
的
に
は
包
括
的
な

改
革
法
案
を
上
提
す
る
こ
と
で
あ
る
と
確
信
す
る
に
到

っ
て
い
た
。
彼
は
新
た
な
評
価
を
な

す
際
、
ロ
ン
ド
ン
の
改
革
同
盟
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
与
え
る
直
接
的
証
拠
と
同
程
度
の
強
い

影
響
を
地
方
報
告
か
ら
も
受
け
た
。
経
済
情
勢
は
急
進
主
義
の
激
し
い
動
き
に
有
利
で
あ

っ

た
。
そ
し
て
「
国
民
は
も
は
や
改
革
問
題
を
軽
々
し
く
扱
う
べ
き
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
ま

ご
う
こ
と
な
く
」
示
し
て
い
た
。
世
論
が
活
発
に
な
れ
ば
な
る
な
る
ほ
ど
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ

は
議
会
に
対
し
て
は
日
和
見
主
義
に
頼
り
た
い
気
持
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

一一
月
国
会
の
冒
頭
の
女
王
の
演
説
は
、
政
府
に
よ

っ
て
起
草
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
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「
政
治
の
均
衡
を
余
り
動
揺
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
選
挙
権
を
大
き
く
拡
大
す
る
」
法
案
を
予

想
し
た
演
説
で
あ

っ
た
。
そ
の
演
説
に
続
い
て
、
六
日
後
に
政
府
は
改
革
が
必
要
で
あ
る
と

す
る

一
般
的
な
決
議
を
提
案
し
た
。
そ
の
決
議
は
極
め
て
漠
然
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
例

え
ば
、
そ
の
第
一
条
と
し
て
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
及
、
び
ウ
ェ

l
ル
ズ
の
州
及
び
都
市
の
選
挙

人
の
数
を
増
や
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
あ
り
、
ま
た
第
九
条
は
、
「
選
挙
に
際
し
て
の
わ
い
ろ

や
買
収
な
ど
を
さ
ら
に
阻
止
す
る
為
の
手
段
を
取
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
」
と
い
う
、
楽
し
く

な
る
く
ら
い
に
漠
然
と
し
た
提
案
が
含
ま
れ
て
い
た
。
決
議
は
故
意
に
漠
然
と
し
た
も
の
に

さ
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
明
る
み
に
出
す
こ
と
で
は
な
く
、
隠
す
こ
と
を
意
図

し
た
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
だ
。
い
か
に
も
良
さ
そ
う
な
陳
腐
な
主
張
だ
け
が
分
裂
し
た
内
閣

が

一
致
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
唯

一
の
も
の
で
あ
っ
た
。

「
決
議
と
い
う
の
は
漠
然
と
し
て

い
る
場
合
の
み
安
全
で
あ
る
と
思
う
。」
と
保
守
党
政
府
内
の
改
革
反
対
派
の
一
人
、
ク
ラ
ン

ボ
l
ン
（
の

E
コ
ゲ

0
3
0）
は
書

い
て
い
る
。
背
景
に
は
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
「
微
少
の
」

改
革
し
か
望
ま
ぬ
保
守
党
員
と
、
包
括
的
な
「
大
改
革
案
」
を
望
む
保
守
党
員
と
の
聞
に
意

見
の
相
違
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
は
す
で
に
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
も
気

付
き
始
め
て
い
た
。
従
っ
て
そ
う
い
う
決
議
の
み
が
、
一
致
さ
せ
得
な
い
意
見
を
一
致
さ
せ

る
唯

一
の
方
法
だ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

下
院
は
全
体
と
し
て
は
、
気
の
抜
け
た

一
般
論
よ
り
、
も

っ
と
実
の
あ
る
も
の
を
望
ん
で

い
た
。
グ
ラ

ッ
ド
ス
ト
ン
、
ブ
ラ
イ
ト
、
及
、
び
ロ
ウ
は
保
守
党
が
真
意
を
表
明
す
る
こ
と
が

ぜ
ひ
必
要
だ
と
い
う
点
で
意
見
が

一
致
し
た
。
も
し
そ
う
な
れ
ば
ロ
ウ
は
彼
ら
の
意
図
を
こ

き
お
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
い
、
ブ
ラ
イ
ト
は
そ
れ
に
代
る
「
実
質
的
、
か
っ
、

満
足
の
ゆ
く
対
策
」
を
主
張
で
き
る
と
考
え
、
ま
た
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
、
た
と
え
ど
ん
な

提
案
が
な
さ
れ
よ
う
と
、
自
由
党
を
一
つ
の
党
と
し
て
ま
と
め
て
お
け
る
と
考
え
た
。
ジ
ョ

ン
・
ラ

ッ
セ
ル
卿
は
、
「
重
大
な
時
期
で
あ
る
。
我
々
は
英
国
に
立
派
な
政
府
を
作
ら
せ
ま

い
と
す
る
不
正
直
な
、
か
つ
欺
騎
的
な
企
て
と
手
を
握
る
こ
と
を
し
て
は
な
ら
ぬ
」
と
書
い

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
既
に
自
由
党
の
策
士
た
ち
の
中
に
は
、
将
来
の
真
の
危
険
は
保

守
党
の
気
の
抜
け
た
提
案
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
一
八
六
六
年
の
保
守
党
案
さ
え
も
は
る
か

に
凌
ぐ
包
括
的
な
案
を
通
過
さ
せ
よ
う
と
す
る
全
面
的
な
企
て
に
気
付
き
始
め
た
も
の
も
い

た
。
保
守
党
が
通
過
さ
せ
得
る
唯
一
の
法
案
は
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

「
小
規
模
な
も
の
で
は
な
く
、
我
々
が
過
去
に
お
い
て
も
、
ま
た
未
来
に
お
い
て
も
受
け
い
れ

る
こ
と
の
不
可
能
な
大
規
模
な
も
の
L

で
あ
ろ
う
と
彼
ら
は
考
え
始
め
て
い
た
。

ロ
ウ
と
ブ
ラ
イ
ト
は
互
い
に
相
反
す
る
理
由
か
ら
保
守
党
の
決
議
に
反
対
票
を
投
じ
た
い

ハ
同
d
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務
大
臣
席
に
座
っ
て
い
た
の
は
彼
の
政
敵
た
ち
で
は
な
く
、
彼
自
身
で
あ
っ
た
の
だ
。
『
歌

え
、
波
乗
り
は
楽
し
。
波
に
乗
る
の
は
こ
の
私
』
」
と
ハ

l
パ
l
卜
・
ポ
l
ル
（

Z
2
Z
Z
℃

2
］）

は
う
ま
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
勝
利
は
強
敵
に
立
ち
向
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
一
層
興

奮
を
呼
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
保
守
党
は
下
院
に
お
け
る
少
数
派
で
あ
っ
た
。
も
し
反
対
勢
力

が
全
員
彼
ら
に
反
対
票
を
投
じ
た
ら
、
彼
ら
は
約
七
十
票
の
差
で
敗
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

自
由
党
を
分
断
し
、
保
守
党
を
団
結
さ
せ
て
お
く
に
は
賢
明
な
戦
略
が
必
要
で
あ
っ
た
。
党

と
し
て
の
主
義
主
張
な
ど
重
要
で
は
な
い
議
会
に
あ
っ
て
は
、
い
つ
も
ど
の
よ
う
な
戦
術
で

も
使
え
る
情
況
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
も
し
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
戦
略
の
大
家
で
な
か
っ
た
な

ら
ば
、
保
守
党
の
い
か
な
る
選
挙
法
改
正
案
も
議
会
を
通
過
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
成
功
し
た
秘
密
は
、
彼
が
下
院
に
つ
い
て
、
ま
た
下
院
が
従
わ
ね
ば
な

ら
ぬ
手
続
き
に
熟
知
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
彼
は
フ
ル

l
ド
（

3
4
2仏
）
が
述
べ
た
通

り
、
「
議
会
の
子
」
で
あ
っ
た
。
彼
に
高
い
地
位
を
与
え
た
の
は
議
会
と
、
議
会
に
お
け
る

（
八
四
）

信
用
と
で
あ

っ
た
。
彼
は
ロ
パ

l
卜
・
ピ

l
ル
卿
が

一
八
四
六
年
に
議
会
を
扱
っ
た
よ
り
も

も
っ
と
う
ま
く
一
八
六
七
年
の
議
会
を
あ
や
つ
っ
た
。
考
え
を
異
に
す
る
卜
l
リ
l
党
は
、

デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
一
八
四
六
年
の
き
わ
め
て
背
信
的
な
法
案
を
再
び
立
法
化
し
よ
う
と
し
て

い
る
と
不
満
を
洩
ら
し
た
け
れ
ど
も
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
二
十

一
年
前
の
情
況
を
う
ま
く
利

用
し
た
の
に
対
し
、
彼
ら
の
方
は
う
ま
く
立
ち
回
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
彼
は
い
つ
も

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
側
に
い
た
。
急
進
派
を
最
も
頼
り
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
時

で
さ
え
も
実
は
そ
う
だ
つ
た
の
で
あ
る
。

選
挙
法
改
正
案
は
つ
い
に
議
会
を
通
過
し
た
が
、
そ
れ
は
下
院
の
力
の
均
衡
の
お
か
げ
と

い
う
、
半
ば
偶
然
的
な
結
果
で
あ
っ
た
。
「
単
一
の
」
政
党
団
体
に
支
配
さ
れ
て
い
る
二
十

世
紀
の
英
国
の
統
治
体
制
下
の
下
院
だ

っ
た
ら
、
通
過
す
る
こ
と
は
お
ぼ
つ
か
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
一
八
六
七
年
の
二
月
に
お
い
て
は
、
政
党
の
指
導
者
た
ち
も
含
め
、
国
会
議
員
は

誰
一
人
と
し
て
、
最
終
的
な
大
勢
が
ど
う
転
ぶ
か
予
測
で
き
る
も
の
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
巧
妙
な
や
り
方
で
改
革
問
題
に
接
近
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
支

配
力
を
確
保
し
た
。
彼
は
ど
ん
な
犠
牲
を
払
っ
て
で
も
、
保
守
党
政
治
の
た
め
に
政
治
力
を

維
持
し
た
い
と
思
っ
た
。
彼
は
解
決
策
を
提
示
し
た
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
彼
は
、

下
院
に
か
な
り
の
自
由
を
認
め
、
し
た
い
よ
う
に
さ
せ
よ
う
と
覚
悟
を
き
め
て
い
た
の
で
あ

る
。
た
だ
一
つ
条
件
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
手
放
し
て
、
自
由
党
に
決
し

て
そ
れ
を
渡
す
な
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ヴイクトリア時代の人々ーーその五

支
配
力
を
維
持
し
続
け
る
こ
と
は
、
彼
が
自
ら
の
法
案
を
工
夫
す
る
こ
と
で
は
る
か
に
容

易
に
な
っ
た
。
も
と
も
と
そ
れ
は
民
主
的
な
法
案
で
は
な
か
っ
た
。
二
つ
の
改
革
規
準
が
設

定
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
地
方
の
行
政
当
局
へ
個
人
が
支
払
う
地
方
税
に
の
っ
と
っ
た
戸
主
選

挙
権
、
も
う
一
つ
は
、
そ
れ
が
余
り
に
革
命
的
な
も
の
と
な
る
の
を
避
け
る
た
め
に
、
例
え

ば
特
権
を
有
す
る
集
団
の
為
の
特
別
選
挙
権
と
か
二
重
投
票
権
等
の
、
選
挙
権
を
拡
大
す
る

際
に
は
不
可
欠
の
政
体
上
の
保
証
の
二
つ
で
あ
っ
た
。
自
由
党
は
保
守
党
の
提
案
を
考
え
る

際
に
重
大
な
戦
術
上
の
ジ
レ
ン
マ
に
直
面
し
た
。
即
ち
、
急
進
派
は
保
証
な
ど
廃
棄
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
し
、
ア
ダ
ラ
ム
党
員
は
保
証
と
戸
主
選
挙
権
の
双
方
を
廃
棄
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
。
穏
健
派
は
保
証
な
ど
望
ん
で
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
ま
た
完
全
な
戸
主
選
挙
権
、

つ
ま
り
、
も
し
保
証
が
ひ
っ
こ
め
ら
れ
れ
ば
自
然
に
こ
れ
ま
た
消
え
る
運
命
に
あ
る
戸
主
選

挙
権
も
こ
れ
ま
た
望
ん
で
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
目
的
が
ば
ら
ば
ら
で
あ
る
自
由
党
は
、

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
に
し
ろ
誰
に
し
ろ
、
指
導
者
を
受
け
い
れ
る
雰
囲
気
に
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
戦
術
を
展
開
し
て
行
く
の
は
、
主
義
主
張
を
弁
護
す
る
よ
り
難
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

特
に
、
単
純
な
善
悪
の
選
択
で
は
な
く
て
、
複
雑
な
様
々
の
善
悪
の
中
か
ら
選
択
す
る
よ
う

に
言
わ
れ
た
時
に
は
一
層
で
あ
る
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
法
案
を
提
案
す
る
や
直
ち
に
敵
対
者

を
分
裂
さ
せ
た
。
そ
し
て
彼
は
彼
ら
に
対
し
て
マ
キ
ア
ベ
リ
ス
ト
的
な
有
利
な
地
径
一
を
築
い

て
い
た
た
め
に
、
戦
術
と
主
義
主
張
の
関
係
で
大
き
な
悩
み
を
感
ず
る
必
要
な
ど
な
か
っ
た
。

彼
は
、
例
え
ば
地
方
税
個
人
賦
課
と
地
方
税
分
割
払
い
（
前
者
は
地
方
行
政
当
局
へ
直
接
に

地
方
税
を
払
う
こ
と
で
あ
り
、
後
者
は
地
主
の
地
代
に
地
方
税
を
含
め
週
単
位
で
分
割
し
て

払
う
こ
と
）
と
の
聞
に
区
別
を
つ
け
る
な
ど
、
敵
対
者
が
ほ
と
ん
ど
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
区
別
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
敵
の
目
的
を
混
乱
さ
せ
、
彼
ら
を
し
て
、
彼
に

対
し
て
で
は
な
く
、
仲
間
う
ち
で
相
争
わ
し
め
た
。
彼
ら
が
と
り
得
る
唯
一
の
明
確
な
方
針
、

即
ち
彼
の
案
を
排
し
、
彼
ら
自
ら
の
作

っ
た
法
案
を
代
り
に
出
す
た
め
に
団
結
す
る
方
針
は
、

（・八千立）

一
八
六
六
年
ラ
ッ
セ
ル
及
、
び
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
案
の
失
敗
と
い
う
前
例
が
あ
っ
た
た
め
に
、

捨
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

-18-

ラ
ッ
セ
ル
と
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
が
一
八
六
六
年
に
敗
れ
、
野
党
の
指
導
者
で
あ
る
ダ
ー
ビ

ー
と
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
彼
ら
に
と
っ
て
代
っ
た
時
、
改
革
問
題
を
長
期
間
棚
上
げ
に
し
て
お

く
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
確
認
が
な
さ
れ
た
。
は
じ
め
首
相
の
ダ
ー
ビ
ー
は
言
質
を
与
え
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正
案
が
英
国
政
治
の
伝
統
的
二
大
機
関
紙
で
あ
る
ホ
イ
ッ
グ
党
の
『
エ
デ
ィ
ン
パ
ラ
・
レ
ヴ

ュ
l
』
か
ら
も
、
ト

l
リ
l
党
の
『
ク
オ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ヴ
ュ

l
』
か
ら
も
攻
撃
さ
れ
た
あ

と
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
両
紙
を
互
い
に
せ
り
合
っ
て
い
る
二
軒
の
旧
態
依
然
た
る
馬
車
屋
に

た
と
え
た
。
こ
の
両
紙
は
と
も
に
彼
の
政
策
が
危
険
で
革
命
的
で
無
謀
だ
と
評
価
し
た
の
で

ブ
ル

あ
る
。
そ
こ
で
彼
は
「
昔
の
馬
車
や
早
馬
の
時
代
に
は
激
し
い
ラ
イ
バ
ル
で
あ

っ
た
『
青
獅

ラ
イ
オ
ン

キ

ノ

，

7

，

x
・7
1
ム
ズ

子
屋
』
の
馬
丁
と
『
王
紋
亭
』
の
女
中
と
が
喧
嘩
の
矛
を
お
さ
め
、
彼
ら
の
共
通
の
敵
と
な

っ
た
鉄
道
を
け
な
し
な
が
ら
、
通
り
で
・お
互
い
に
慰
め
あ

っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

生
産
的
な
想
像
力
と
結
び
つ
い
た
知
性
と
鋭
敏
さ
と
が
一
人
の
英
国
の
政
党
指
導
者
の
な

か
で
ま
れ
に
見
る
性
質
の
混
合
物
を
つ
く
り
出
し
た
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン

や
ブ
ラ
イ
ト
に
と
っ
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
多
く
の
彼
の
支
持
者
た
ち
に
と

っ
て
も

「
謎
の
人
物
」
で
あ

っ
た
。
彼
は
一
八
三
二
年
二
十
八
才
で
、
急
進
主
義
を
も
て
遊
ぶ
ロ
マ

ン
テ
ィ

ッ
ク
な
、
ダ
ン
デ
ィ
と
し
て
英
国
の
政
界
に
デ
ビ
ュ

ー
し
た
。
三
十
年
以
上

ιEる
奮

闘
の
の
ち
も
彼
は
ま
だ
、
多
く
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
中
期
の
人
々
に
と

っ
て
「
未
知
な
る
人
」

で
あ
っ
た
。
そ
の
急
進
主
義
は
発
達
し
て
ト

l
リ
l
主
義
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
主
義

主
張
と
い
う
よ
り
、
空
想
的
日
和
見
主
義
の
ト

l
リ
l
主
義
、
人
を
煙
に
巻
き
、
衝
撃
を
与

え
る
日
和
見
主
義
で
あ

っ
た
。
そ
れ
で
も

一
八
六
七
年
に
お
い
て
は
彼
の
力
は
、
そ
の
知
的

な
聡
明
さ
の
中
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
人
間
と
し
て
の
力
の
中
に
も
存
在
し
て
い
た
。
と
い
う

の
は
、
彼
は
偏
見
を
も
の
と
も
せ
ず
、
ま
た
人
々
の
支
持
が
な
か

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

下
院
に
お
い
て
党
の
指
導
者
の
地
位
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。
自
ら
に
対
す
る
絶
大
な
自
信
だ
け

が
、
彼
が
直
面
す
る
障
害
に
打
ち
勝
つ
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
七
四
）

彼
の
偉
業
は
、

『自
主
独
立
』
や
、
ヴ
ィ
ク
卜
リ
ア
時
代
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
の
教

え
る
と
こ
ろ
と
は
一
致
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
天
分
と
不
屈
さ
の
も
た
ら
し
た
も

（
中
と
且
）

の
で
あ

っ
た
。
彼
は
は
じ
め
、
ウ
ォ
ル
サ
ム
ス
ト
ウ
（
毛
色
子
9
5
2
0
4弓
）
に
あ
る
、
コ
リ
テ

リ
ア
ン
派
の
人
の
経
営
す
る
小
さ
な
私
立
学
校
で
教
育
を
受
け
、
つ
い
で
あ
る
金
持
の
ユ
ダ

｛
十
ニ
ハ）

ヤ
人
の
家
で
教
育
を
受
け
た
。
そ
の
ど
ち
ら
の
境
遇
も
ア

l
ノ
ル
ド
の
ラ
グ
ビ
ー
校
と
余
り

共
通
す
る
も
の
は
な
い
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
小
説
の
主
人
公
の
う
ち
の
二
人
コ
ン
タ
リ

l
ニ

（
七
七
）

・
フ
レ
ミ
ン
〆
（
の
O

コ
E
Z己

E
os－
コ
閃
）
と
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
グ
レ
イ
（
〈
玄

g
口
円
ミ
）

は
学
校
の
一
番
大
き
な
少
年
と
喧
嘩
し
、
打
ち
負
か
す
。
し
か
し
、
彼
ら
は
『
ト
ム
・
ブ
ラ

ウ
ン
の
学
校
時
代
』
の
精
神
で
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
で
は
な
い
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
信
じ

た
の
は
倹
約
で
は
な
く
、
運
命
、
「
老
人
た
ち
が
頭
を
下
げ
る
あ
の
運
命
」
で
あ
っ
た
b

幸

運
の
星
が
自
分
の
回
目
険
に
つ
い
て
い
て
く
れ
る
と
彼
は
知
っ
て
い
た
。
正
し
く
彼
は
長
生
き

し
、
一
八
六
七
年
に
は
、
彼
が
実
現
不
能
と
思

っ
て
い
た
夢
が
成
就
す
る
の
を
見
る
こ
と
に

な

っ
た
の
で
あ
る
。

選
挙
法
改
正
案
を
通
過
さ
せ
た
こ
と
は
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
中
期
の
英
国
の
歴
史
に
対
す
る
デ

ィ
ズ
レ
イ
リ
の
貢
献
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
同
法
は
何
年
も
私
利
私
欲
を
離
れ
た
論
議
を
経
て
、

つ
い
に
町
の
労
働
者
に
投
票
権
を
与
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
急
進
派
と
し

て
で
は
な
く
、
保
守
派
と
し
て
同
法
案
を
主
張
し
続
け
、
そ
の
過
程
で
、
英
国
政
体
の
改
革

の
必
要
性
を
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
イ
ト
以
上
に
認
め
て
い
る
こ
と
を
隠
す
こ
と
な
く
さ
ら
け
出
し

た
。
そ
の
頃
の
気
の
き
い
た
訊
刺
雑
誌
の
一
つ
で
あ
る

『ト
マ
ホ

l
ク
』
（
叶
o
g
p
y
E芸
）
は
、

同
法
案
が
下
院
を
通
過
し
た
あ
と
ブ
ラ
イ
ト
が
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
に
送

っ
た
と
す
る
空
想
の
手

紙
の
中
で
二
人
の
名
を
つ
な
ぎ
合
せ
た
。

「
こ
の
法
案
を
通
す
の
に
我
々
は
、
ず
い
ぶ
ん
苦
労

し
ま
し
た
ね
。
下
院
は
通

っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
法
案
に

一
つ
二
つ
欠
点
は
あ
る
に
し
て
も
、

権
力
を
我
々
の
正
体
を
見
抜
く
か
も
知
れ
な
い
よ
う
な
人
の
手
か
ら
、
我
々
の
言
い
値
通
り

に
我
々
を
受
け
と
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
間
違
い
な
い
人
の
手
へ
移
す
こ
と
で
、
我
々
の
目
的

は
達
さ
れ
る
見
込
み
が
つ
き
ま
し
た
。
」
と
い
う
台
詞
を
ブ
ラ
イ
ト
は
与
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
文
筆
家
た
ち
も
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
単
に
見
せ
か
け
の
同
法
の
生
み
の
親
で
、
ブ
ラ

イ
ト
こ
そ
真
の
親
だ
と
見
な
し
た
。

一
八
六
七
年
の
政
界
の
才
人
パ

l
ナ
ル

・
オ
ズ
ボ

l
ン

（
中」
パハ）

（回

2
5｝

（
）
印
ゲ

O

円コ
O

）
は

「
こ
の
子
は
盗
ん
で
来
た
子
だ
。
立
派
な
紳
士
が
盗
ん
で
来
た
も

の
だ
。
『
悪
口
学
問
｝へ

S
E
T
M
S主
主
に
あ
る
通
り
、

ジ
プ
ン
｜
が
盗
ん
で
来
た

子
に
す
る
よ
う
な
こ
と
を
彼
は
そ
の
子
に
し
た
。
つ
ま
り
、
自
分
の
子
と
し
て
通
る
よ
う
に

そ
の
姿
を
変
え
た
の
だ
。
し
か
し
、
こ
の
法
案
の
真
の
親
は
：
：
：
あ
の
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
選
出

｛八

O
）

議
員
で
あ
る
。

」
と
主
張
し
た
。

急
進
派
の
目
で
英
国
史
を
見
る
者
に
と
っ
て
は
、
一
八
六
七
年
都
市
の
職
人
た
ち
に
参
政

権
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
近
代
民
主
主
義
を
達
成
す
る
う
え
で
画
期
的
刀
事
件
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
に
と
っ
て
も
選
挙
法
改
正
案
は
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
一
身
上
の
大

勝
利
で
あ
っ
た
。
彼
は
か
つ
て
保
守
党
の
支
持
者
を
味
方
に
つ
け
、
英
国
の
政
界
の
雰
囲
気

を
一
変
さ
せ
る
あ
る
改
革
案
を
通
過
さ
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
穀
物
条
令
廃
止
後
小
数
党
の

指
導
者
と
し
て
の
二
十
年
の
苦
闘
の
の
ち
に
、
彼
は
議
会
の
波
の
頂
点
に
乗
る
と
い
う
め
く

る
め
く
よ
う
な
興
奮
を
覚
え
た
の
で
あ
る
。

「彼
に
と
っ
て
は
成
功
か
否
か
が
人
間
の
最
も

重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
」
勝
利
が
与
え
る
物
質
的
な
喜
び
よ
り
も
成
功
し
た
の
だ
と
い
う
単

純
な
喜
び
の
方
が
は
る
か
に
満
足
を
与
え
て
く
れ
る
。
「
最
終
的
に
通
過
し
た
法
案
は
彼
の

提
案
し
た
も
の
と
多
少
違
っ
て
い
た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
と
も
か
く
通
過
し
た
。
そ
し
て
国

ウ

i
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所
で
は
書
類
に
埋
も
れ
、
優
秀
な
役
人
に
支
え
ら
れ
て
、
い
つ
も
安
心
し
て
い
た
。
問
題
の

温
床
は
既
得
権
益
、
無
情
な
政
治
家
、
そ
し
て
愚
鈍
な
議
員
達
で
あ
っ
た
。
二
十
世
紀
の
状

況
で
あ
れ
ば
、
彼
は
、
下
の
役
人
が
よ
く
調
べ
て
公
表
で
き
る
覚
え
書
を
自
ら
準
備
し
て
い

る
、
傑
出
し
た
行
政
官
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
実
際
は
十
九
世
紀
中
期
に
お

い
て
も
、
彼
は
文
官
と
政
治
家
の
境
界
領
域
が
あ
い
ま
い
な
所
で
、
気
軽
に
行
動
し
た
。
彼

は
行
政
事
務
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
競
争
試
験
制
度
を
広
げ
る
こ
と
を
説
い
て
ま
わ
り
、
二
十

世
紀
の
永
続
的
な
党
派
性
の
な
い
行
政
に
向
う
方
向
づ
け
を
し
て
い
た
。
彼
は
ま
さ
に
大
蔵

省
事
務
次
官
に
「
行
政
の
長
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
最
初
の
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
効

果
的
行
政
改
革
に
大
臣
と
し
て
彼
が
な
し
得
た
貢
献
は
重
要
で
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
行
政
事
務
に
対
す
る
彼
の
姿
勢
に
も
致
命
的
な
欠
陥
が
あ
っ
た
。
彼
は
行
政
機

構
に
仕
事
を
さ
ら
に
与
え
て
や
り
た
い
と
考
え
な
い
で
、
行
政
機
構
の
改
善
を
大
い
に
吹
き

込
ん
だ
。

「
我
々
の
仕
事
は
政
府
の
義
務
と
責
任
を
増
や
す
こ
と
で
は
な
く
、
減
ら
す
こ
と

な
の
で
す
」
と
彼
は
一
八
七
三
年
に
書
い
た
。
彼
は
民
主
主
義
を
恐
れ
る
と
同
時
に
行
政
事

務
を
信
頼
し
て
い
た
。
行
政
改
革
は
政
治
改
革
を
補
う
も
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
に
代
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
が
い
う
行
政
事
務
は
仕
事
が
殆
ん
ど
、
い
や
余
り
な
い

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
論
理
に
は
欠
点
が
あ
っ
た
。

行
政
事
務
が
人
々
の
注
目
を
引
く
拡
大
期
の
緒
口
と
な
っ
た
の
は
、
ロ
ウ
が
政
治
の
舞
台

を
降
り
て
し
ま
い
、
彼
の
一
大
強
敵
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
、

一
八
七
四
年
か
ら
一
八
八

O
年
の

聞
に
最
初
の
社
会
的
な
法
律
制
定
計
画
に
着
手
し
た
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
利
害
関
係
者
の

（

十

』

一

）

圧
力
と
投
票
者
の
叫
び
は
、
グ
ラ
ハ
ム
・
ウ
ォ
ラ
ス
（
の
円

5
E宅
〈
〈
巳
－

2
）
が
大
胆
に
「
十

九
世
紀
の
英
国
の
政
治
上
の
一
大
発
明
」
と
云
っ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
新
し
い
行
政
事
務
計

画
を
立
て
る
に
際
し
て
の
理
論
的
な
分
析
と
同
じ
よ
う
に
大
切
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ロ
ウ
の
大
き
な
悩
み
の
種
、
「
国
家
社
会
主
義
L

の
発
展
は
古
い
管
理
方
法
に
対
す
る
最
も

｛七
二
）

効
果
的
な
挑
戦
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
べ
ン
タ
ム
主
義
者
で
は
な
く
て
、
フ
ェ
ピ
ア
ン
協
会
の
人

々
が
二
十
世
紀
へ
と
発
展
す
る
道
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ロ
ウ
の
知
性
も
想
像
力
も
、

一
八
六
七
年
の
選
挙
法
改
正
法
に
続
く
こ
う
し
た
局
面
を
見
分
け
る
威
力
は
な
か
っ
た
。
未

来
の
要
求
に
対
し
て
よ
り
一
層
鋭
く
反
応
で
き
た
の
は
、
予
測
と
伝
統
と
に
よ
っ
て
鍛
え
ら

れ
た
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
直
感
力
で
あ
っ
た
。

ヴィクトリア時代の人々ーーその五

第
十
章

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
と
危
険
な
賭

ど
の
よ
う
な
未
知
の
世
界
へ
我
々
は
入
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
：
：
：
も
し
紳
士
階
級

が
し
か
る
べ
き
役
割
を
担
う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
我
々
は
彼
ら
を
指
導
者
に
仰
ご
う
。

も
し
我
々
が
宣
伝
家
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
神
よ
、
お
助
け
あ
れ
、
だ
。

（

L
L
一二
）

ギ
ャ
ソ

l
ン
・
ハ

l
デ
ィ
（
口

2
7
0
3巾

E
R仏
可
）

ビ
ー
コ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
伯
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
一
八
八
一
年
に
死
亡

し
た
時
、
フ
ラ
ン
ス
の
新
聞
デ
パ
（
ロ

pgz）
は
、
彼
は
首
相
と
し
て
も
、
ま
た
野
に
あ
っ

た
時
も
、
「
日
々
に
自
己
を
変
革
す
る
や
り
方
を
知
っ
て
い
る
ト

l
リ
l
主
義
、
ま
た
、
英

国
の
貴
族
階
級
に
そ
の
保
守
性
を
失
わ
せ
る
こ
と
な
し
に
自
由
党
的
で
あ
る
こ
と
を
可
能
に

し
た
、
あ
の
包
容
力
の
あ
る
卜
l
リ
l
主
義
の
最
も
信
頼
で
き
る
代
表
者
、
最
も
強
力
な
闘

士
」
と
し
て
際
だ
っ
て
い
た
と
述
べ
た
。

デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
そ
う
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
評
価
を
歓
迎
し
た
で
あ
ろ
う
。
と
い
う

の
は
、
彼
は
い
つ
も
自
ら
の
英
国
政
治
家
と
し
て
の
経
歴
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
背
景
に
し
て
考

え
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
英
国
人
の
偏
見
に
は
わ
ず
ら
わ
さ
れ
ず
、
そ

の
偏
見
を
よ
く
知
り
ぬ
い
て
い
て
、
他
人
の
持
つ
偏
見
を
う
ま
く
利
用
す
る
方
法
を
知
っ
て

い
た
。
即
ち
、
自
ら
は
冷
静
か
つ
超
然
と
し
た
計
算
を
す
る
一
方
で
、
同
僚
に
は
熱
気
を
ひ

き
お
こ
す
秘
訣
を
発
見
し
て
い
た
。
彼
の
目
的
は
「
彼
の
一
派
」
を
教
育
す
る
こ
と
で
あ
り
、

彼
が
教
え
た
最
初
の
教
訓
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
党
と
は
時
代
精
神
に

頑
固
に
抵
抗
す
る
と
い
う
原
理
に
立
っ
て
は
そ
の
結
束
を
維
持
で
き
ぬ
も
の
。
そ
し
て
今
は

変
化
す
る
こ
と
が
時
代
の
要
請
で
あ
る
。
保
守
党
は
変
る
べ
き
だ
と
い
う
必
然
性
を
受
け
入

れ
、
自
分
達
の
戦
術
も
そ
れ
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
攻
撃
し
、
防
御
し
、
便
宜
を
利
用
し
、

ま
た
好
機
を
追
求
す
る
な
ど
変
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
保
守
主
義
は
、
そ
れ
が
保
守
以
上
の
何
か

を
考
え
る
場
合
に
の
み
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
る
。
歴
史
的
過
去
は
生
き
て
も
い
、
ま
た
同

時
に
死
ん
で
も
い
る
と
い
う
の
が
彼
の
教
訓
で
あ
っ
た
。
一

八
六
七
年
の
第
二
次
選
挙
法
改

po 
唱’A
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交
政
策
に
も
接
近
し
て
行
っ
た
。
例
え
ば
一
八
七

O
年
に
、
彼
は
、
英
国
が
ス
エ
ズ
運
河
の

株
を
買
う
と
、
運
河
の
収
入
は
、
今
後
関
連
す
る
一
切
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
取
得
全
額
の

利
息
分
に
も
な
ら
な
い
し
、
し
か
も
ま
た
現
在
よ
り
も
一
層
エ

ジ
プ
ト
の
政
治
に
深
入
り
す

る
こ
と
に
な
る
の
は
必
至
で
、
気
付
い
た
時
に
は
お
そ
ら
く
占
有
へ
と
駆
り
立
て
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
理
由
で
、
そ
の
買
物
に
強
力
に
反
対
し
た
。
「
軍
事
力
を
分

散
し
、
海
外
の
力
を
強
く
す
る
の
で
は
な
く
て
、
本
国
を
弱
体
化
す
る
結
果
に
な
る
だ
け
の
い

や
な
掛
り
合
い
に
な
る
領
土
の
占
領
は
避
け
る
政
策
を
固
守
し
ま
す
」
と
彼
は
グ
ラ
ン
ピ
ル

に
い
っ
た
。
デ
イ
ズ
レ
イ
リ
が
一
八
七
六
年
、
本
当
に
そ
の
株
を
買
っ
た
時
、
ロ
ウ
は
強
く

（
ム
ハ
中
」
）

異
議
を
唱
え
一
般
民
衆
の
み
な
ら
ず
古
い
友
人
の
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
（
間
三
宮
与
庄
）
卿
、

つ
ま
り
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
買
収
資
金
を
借
り
た
人
で
、
そ
の
取
引
手
数
料
一

O
万
ポ
ン
ド
に

ロ
ウ
が
ふ
れ
る
こ
と
を
嫌
が
っ
た
人
、
も
苦
し
め
よ
う
と
策
し
た
。
女
王
陛
下
に
「
イ
ン
ド

女
王
陛
下
」
と
い
う
称
号
を
贈
る
と
い
う
デ
イ
ズ
レ
イ
リ
の
法
案
を
攻
撃
し
、
さ
ら
に
彼
は

女
王
陛
下
の
気
持
を
他
に
そ
ら
す
こ
と
に
も
成
功
し
た
。
彼
が
イ
ン
ド
に
つ
い
て
持
っ
て
い

る
考
え
は
、
王
室
の
称
号
を
乱
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
と
同
様
、
確
固
と
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
「
イ
ン
ド
は
永
久
占
領
と
い
う
言
葉
の
意
味
に
含
ま
れ
て
い
る
犠
牲
に
値
す
る
と
は
私

は
思
わ
な
い
」
と
彼
は
一
八
七

O
年
に
き
っ
ぱ
り
と
書
い
て
い
た
。

「
新
し
い
国
々
」
に
つ
い
て
彼
が
詳
し
い
知
識
を
持
ち
、
多
額
の
税
金
を
費
す
こ
と
に
反

対
で
あ
っ
た
た
め
に
、
彼
は
ブ
ラ
イ
ト
以
上
に
迫
力
の
あ
る
「
帝
国
主
義
」
の
批
評
家
と
な

っ
た
。
彼
は

「
帝
国
主
義
」
と
い
う
言
葉
を
目
立

つ
よ
う
に
し
た
最
初
の
英
国
人
の
一
人
で
、

二
十
世
紀
の
マ
ル

ク
ス
主
義
者
と
同
じ
よ
う
に
そ
れ
を
酷
く
扱
っ
た
。
一
八
七

0
年
代
に
は
、

英
国
の
海
外
領
は
、
誰
偉
か
る
こ
と
も
な
く
自
ら
の
問
題
を
処
理
で
き
る
時
代
が
来
る
こ
と

を
彼
は
期
待
し
て
い
た
、
も
っ
と
も
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
楽
観
的
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど

も
。
「
私
は
フ
ィ

l
ジ
げ
八
）
（
百
三
で
領
事
の
支
配
権
を
確
立
す
る
こ
と
に
は
反
対
し
ま
す
、

そ
う
な
る
と
必
ず
費
用
は
か
さ
み
、
不
充
分
な
も
の
と
な
る
と
信
じ
ま
す
。
フ
イ
ー
ジ

ー
は
一
一
ュ

l
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ル
ズ
か
ヴ
ィ
ク
卜
リ
ア
に
合
併
す
る
方
が
は
る
か
に
ま
し

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
二
州
は
そ
れ
を
手
に
入
れ
る
位
の
全
く
の
愚
か

も
の
で
す
が
、
我
々
よ
り
も
は
る
か
に
う
ま
く
治
め
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
私
は
新

し
い
植
民
地
を
開
く
こ
と
に
は
大
反
対
で
す
が
、
こ
う
し
た
や
っ
か
い
な
所
を
古
い

所
に
加
え
る
こ
と
に
反
対
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
彼
は
一
八
七
一
年
に
書
い

た
。
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ロ
ウ
は
断
固
と
し
て
こ
ん
な
意
見
を
唱
え
た
が
、
誰
か
ら
も
好
意
を
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

彼
は
頭
の
古
い
急
進
主
義
者
と
調
子
を
合
せ
て
よ
く
意
見
を
述
べ
た
け
れ
ど
も
、
中
産
階
級

の
聴
衆
に
こ
び
る
様
な
こ
と
は
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
は
、
上
品
な
こ
と
と
思
う
が
故

Z
ヴ

ォ

リ

ノ

ニ

に
ト

l
リ
l
党
員
に
な
っ
て
い
る
に
わ
か
成
金
（
コ
O
己
〈
O

P

E

－0
7
2）
を
軽
蔑
し
て
い
た

が
、
自
由
党
の
中
産
階
級
の
支
持
を
得
る
こ
と
に
汲
々
と
し
す
、
ぎ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
は

い
つ
も
自
分
よ
り
も
知
的
に
劣
っ
て
い
る
と
思
う
人
達
と
付
合
う
よ
り
も
、
小
人
数
の
お
付

合
い
を
す
る
方
を
と
っ
た
。

｛
ム
ハ
品
凡
）

ロ
ウ
の
以
後
の
生
涯
の
転
機
は
、
お
そ
ら
く
一
八
五
九
年
に
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
の
選
挙
で
、

ジ
ョ
ン

・
ブ
ラ
イ
ト
の
対
抗
馬
と
し
て
出
る
こ
と
を
断
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
後
援
者
が
選

挙
費
用
は
全
部
持
つ
と
云
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
彼
は
地
方
の
自
由
党
グ
ル
ー
プ
か
ら
出
さ
れ

た
提
案
を
拒
否
し
た
。
彼
は
シ
ド
ニ
ー
の
経
験
を
繰
返
す
気
は
全
く
な
か
っ
た
。
そ
の
代
り

（七
O

）

に
、
彼
は
ラ
ン
ズ
ダ
ウ
ン
候
爵
の
保
護
を
う
け
て
い
る
カ

l
ン
と
い
う
独
占
選
挙
区

か
ら
立
候
補
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
ロ
ウ
が
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
の
選
挙
で
、
ジ
ョ
ン
・

ブ
ラ
イ
ト
に
勝
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
そ
う
に
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

彼
は
そ
っ
け
な
く
そ
の
申
出
に
感
謝
す
る
位
が
精
一
杯
の
所
で
、
一
八
六
六
年
に
は
下
院
で

ブ
ラ
イ
ト
か
ら
笑
い
も
の
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
御
立
派
な
紳
士
が
代
表
と
し
て
出

て
お
ら
れ
る
選
挙
区
民
は
一
七
四
人
で
、
そ
の
う
ち
七
人
は
労
働
者
で
す
。
し
か
し
貴
殿
の

本
当
の
選
挙
区
民
は
上
院
議
員
一
人
で
、
自
治
都
市
の
代
表
に
は
、
貴
殿
の
代
り
に
自
分
の

執
事
か
馬
丁
を
申
し
込
む
こ
と
も
で
き
た
の
で
す
」
と
ブ
ラ
イ
ト
は
云
っ
た
。
一
八
六
六
年
、

こ
の
攻
撃
に
対
し
て
効
果
的
な
応
酬
は
な
か
っ
た
。

ロ
ウ
が
広
い
選
挙
区
を
利
用
し
て
好
機
を
把
む
こ
と
を
拒
否
し
た
の
は
、
彼
が
身
体
上
の

引
け
目
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
決
め
手
と
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
原
因
は
何
で
あ

れ
、
そ
れ
は
政
治
家
と
し
て
彼
に
重
大
な
不
利
益
と
な
っ
た
。
第
二
次
選
挙
法
改
正
法
案
が

通
過
し
た
後
、
彼
が
新
設
の
ロ
ン
ド
ン
大
学
選
出
の
議
員
と
し
て
当
選
す
る
と
、
デ
ィ
ズ
レ

イ
リ
も
彼
を
咽
笑
う
こ
と
が
で
き
た
。
と
い
う
の
は
、
も
し
デ
イ
ズ
レ
イ
リ
が
ロ
ン
ド
ン

大
学
の
有
権
者
の
た
め
に
新
し
い
選
挙
区
を
作
ら
な
か
っ
た
ら
、
ロ
ウ
は
下
院
に
議
席
が
な

い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
、
と
彼
は
云
う
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
「
ラ
ン
ズ
ダ

ウ
ン
候
爵
で
は
な
く
べ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
デ
イ
ズ
レ
イ
リ
氏
の
親
切
な
許
し
に
よ
る
ロ
パ

l
ト

・
ロ
ウ
先
生
」
こ
れ
程
決
定
的
な
痛
烈
な
皮
肉
は
な
か

っ
た
。
ロ
ウ
は
、
風
向
き
で
ど
う
に

で
も
変
る
政
治
の
世
界
か
ら
行
政
の
世
界
、
す
な
わ
ち
各
省
の
部
局
へ
熱
心
に
目
を
向
け
た
。

彼
は
い
つ
も
公
務
員
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
、
彼
が
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
親
切
な
心
の

持
主
で
、
恨
ら
み
や
悪
意
と
は
無
縁
な
こ
と
を
、
彼
等
は
た
め
ら
わ
ず
に
賞
賛
し
た
。
彼
は

-15-
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す
な
わ
ち
英
国
人
気
質
と
、
考
え
る
習
慣
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
る
無

関
心
で
無
能
な
地
方
団
体
、
ま
た
は
中
央
部
局
の
手
に
、
も
し
貧
し
い
人
の
教
育
が
移
さ
れ
る

な
ら
ば
、
こ
う
し
た
特
色
が
す
べ
て
犠
牲
に
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
彼
は
恐
れ
た
。

民
主
的
な
選
挙
民
が
、
社
会
の
ま
と
ま
り
が
な
し
く
ず
し
に
損
な
わ
れ
る
よ
う
な
や
り
方

で
、
財
産
制
度
の
み
な
ら
ず
教
育
制
度
に
も
干
渉
す
る
危
険
性
が
あ
っ
た
。
ロ
ウ
は
将
来
の
御

主
人
様
に
、
強
制
的
に
読
み
書
き
を
学
ば
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
信
じ
て
い
た
け
れ
ど
も
、

も
し
彼
等
が
そ
れ
以
上
の
こ
と
を
学
び
た
い
と
思
う
と
、
そ
れ
は
危
険
な
こ
と
に
な
る
と
思
っ

た
。
彼
は
教
育
が
進
む
こ
と
の
利
点
を
非
常
に
真
面
目
に
信
じ
て
い
た
の
で
、
こ
の
議
論
を

最
後
ま
で
詰
め
て
行
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
ア
ダ
リ

l
は
平
気
で
そ
う
し
た
。

「
大
き
な
公
費
支
出
と
い
う
人
為
的
な
刺
激
に
よ
っ
て
、
あ
る
特
別
な
階
級
の
人
を
、
本
来

は
彼
等
が
社
会
の
重
要
な
一
部
を
占
め
て
い
る
と
こ
ろ
の
生
活
状
態
の
中
で
で
は
な
く
て
、

そ
の
外
で
教
育
す
る
こ
と
は
、
必
ず
社
会
の
釣
合
い
を
こ
わ
す
こ
と
に
な
る
。
労
働
者
階
級

の
普
通
の
子
供
達
に
見
合
う
仕
事
が
始
め
ら
れ
る
年
令
に
達
し
た
後
に
、
彼
等
を
学
校
に
留

め
て
お
く
こ
と
は
明
ら
か
に
間
違
っ
て
い
る
。
非
常
に
若
い
年
頃
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
仕
事
が
い
く
つ
か
あ
る
」
と
ア
ダ
リ

l
は
主
張
し
た
。
教
育
は
、
社
会
と
同
じ
く
、
階

層
を
な
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
初
等
学
校
は
、

世
の
中
を
変
え
る
た
め
に
で
は
・
な
く

て
、
現
状
を
維
持
す
る
た
め
に
組
織
的
に
作
る
必
要
が
あ
っ
た
。

ヴィクトリア時代の人々一一ーその五

七

健
全
な
管
理
と
安
上
り
の
行
政
に
つ
い
て
の
ロ
ウ
の
信
念
は
、
彼
を
中
産
階
級
の
人
気
者

に
し
た
て
た
か
も
知
れ
な
い
。
中
産
階
級
の
多
く
の
人
が
彼
よ
り
も
ブ
ラ
イ
ト
好
み
に
思
わ

れ
る
理
由
が
彼
は
ど
う
し
て
も
簡
単
に
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
「
私
は
自
分
の
た
め
よ
り
は

む
し
ろ
国
の
た
め
に
、
中
産
階
級
に
味
方
し
て
大
き
な
声
を
あ
げ
た
極
く
少
数
の
中
の
一
人

で
し
た
。
：
：
：
私
は
そ
の
運
動
を
支
持
し
て
い
る
人
々
か
ら
ほ
ん
の
少
し
の
激
励
と
支
持
す

ら
も
も
ら
っ
た
た
め
し
は
な
か
っ
た
の
で
す
」
と
彼
は
一
八
六
七
年
に
リ
パ
プ
ー
ル
で
言
っ

た。
こ
の
よ
う
に
共
感
を
得
ら
れ
ぬ
た
め
、
彼
の
孤
立
感
は
大
き
く
な
っ
た
。
十
ポ
ン
ド
借
家

人
、
つ
ま
り
批
判
は
殆
ん
ど
無
視
し
て
自
ら
の
義
務
を
果
し
て
い
た
集
団
、
の
主
張
を
彼
は

（
六
千
立
）

必
ず
擁
護
し
た
。
そ
し
て
彼
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
〉
Z
2
0己
0）
の
言
葉
を
よ
く
引
用
し
て

し
ゐ
わ
ぜ

い
っ
た
。
「
幸
な
治
安
の
い
い
国
と
は
、
中
産
階
級
の
力
が
強
く
、
極
端
な
も
の
が
弱
い
国

の
こ
と
だ
L

穀
物
法
が
廃
止
さ
れ
る
十
年
前
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
指
導
教
師
を
し
て
い
た

頃
、
彼
は
「
自
由
貿
易
反
論
」
を
学
生
に
教
え
た
た
め
に
、
相
当
の
地
位
に
あ
る
多
数
の
父

兄
か
ら
攻
撃
さ
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
彼
の
植
民
地
批
判
は
ブ
ラ
イ
ト
の
そ
れ
と

似
た
も
の
で
、
彼
は
同
じ
言
葉
使
い
で
競
馬
狂
の
候
爵
、
狐
狩
り
の
地
主
、
さ
ぎ
師
の
よ
う

な
男
爵
を
激
し
く
攻
撃
し
た
。
一
方
英
国
で
は
、
彼
は
中
産
階
級
の
利
益
を
助
け
る
よ
う
な

議
案
を
い
つ
も
積
極
的
に
支
持
し
た
。
例
え
ば
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
中
は
、
行
政
事
務
と
軍
事

の
両
面
で
改
革
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。
戦
争
が
終
っ
た
後
は
、
下
院
に
一
八
五
六
年
の
有

限
責
任
法
（
門

Z
「

5
5仏
亡
与
E
q
Eニ
）
を
提
出
し
た
。
彼
が
中
産
階
級
の
大
き
な
念

願
に
よ
せ
る
共
感
は
こ
の
時
期
の
彼
の
演
説
の
す
べ
て
に
反
映
し
て
い
る
。
「
実
力
が
公
職

に
つ
く
唯
一
の
道
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
ま
で
、
我
々
は
鉄
の
刃
を
持
っ
た
男
に
鉛
の

刃
で
戦
う
の
で
す
」
と
彼
は
言
っ
た
。

中
産
階
級
の
大
き
な
願
に
寄
せ
る
彼
の
賛
意
は
一
八
六
八
年
、
彼
が
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の

大
自
由
党
政
府
の
大
蔵
大
臣
に
就
任
し
た
後
は
、
以
前
に
ま
し
て
一
層
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
一
八
六
八
年
か
ら
七
二
年
に
か
け
て
大
蔵
省
に
い
る
問
、
彼
は
正
統
派
の
政
治
経
済
を

も
っ
と
も
熱
烈
に
支
持
す
る
人
を
満
足
さ
せ
る
政
策
を
行
う
努
力
を
し
た
。
一
八
六
九
年
に

は
所
得
税
を
一
ペ
ニ
イ
減
税
し
た
。
そ
し
て
古
い
保
護
貿
易
制
度
の
尾
底
骨
の
要
因
と
な
っ

て
い
る
一
シ
リ
ン
グ
穀
物
税
を
廃
止
し
た
。
火
災
保
険
税
は
「
用
心
の
良
さ
に
対
す
る
税
金
」

と
い
う
理
由
で
、
彼
は
そ
れ
も
廃
止
し
た
。
一
八
七

O
年
、
二
度
目
の
一
ペ
ニ
イ
の
所
得
税

減
税
は
、
二
、
三
年
以
内
に
は
税
金
が
全
部
廃
止
さ
れ
る
前
ぶ
れ
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
し

か
し
、
一
八
七
一
年
に
は
、
所
得
税
の
増
税
と
、
民
衆
の
驚
く
べ
き
反
対
を
引
き
起
こ
し
た

マ
ッ
チ
新
税
を
提
出
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
彼
は
非
常
な
反
撃
を
喰
っ
て
苦
し
ん
だ
。
そ

し
て
一
八
七
三
年
、
彼
は
大
蔵
省
か
ら
内
務
省
に
移
さ
れ
た
。
例
の
通
り
、
彼
は
自
ら
の
業

績
に
一
般
の
人
に
与
え
た
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
い
感
銘
を
覚
え
た
。
彼
自
ら
が
書
い
た
碑

文
の
胸
痛
む
言
葉
に
よ
る
と
、
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一二

O
O万
ポ
ン
ド
の
減
税
と

六

O
O万
ポ
ン
ド
の
増
収
を
私
は
果
し
た

四
O
O
O万
ポ
ン
ド
の
債
務
を
消
し
た
私
の

苦
労
に
報
ゆ
る
に
の
の
し
り
の
問
。

一
八
六
八
年
以
降
、
公
職
に
あ
っ
た
数
年
の
問
、
彼
は
ブ
ラ
イ
ト
の
経
済
の
み
な
ら
ず
外
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選
挙
法
改
正
法
案
が
通
っ
た
後
、
更
に
多
く
の
科
学
的
知
識
を
求
め
る
こ
と
が
さ
し
迫
っ

た
も
の
と
な
っ
た
と
彼
は
思
っ
た
。
民
主
的
な
選
挙
資
格
条
件
が
出
て
来
た
こ
と
に
併
せ
て
、

上
流
階
級
の
青
年
達
が
、
ラ
テ
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
語
を
勉
強
し
て
、
人
生
の
盛
り
を
過
す
の
は

自
殺
行
為
に
等
し
か
っ
た
。
地
主
階
級
が
支
配
階
級
の
立
場
を
す
て
る
こ
と
を
望
ま
な
く
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ア
テ
ネ
の
執
務
官
の
こ
と
ば
か
り
で
な
く
ロ
ン
ド
ン
の
大
蔵
省
高
官
に
つ

五
八）

（
五
九
）

い
て
も
、
タ
シ
タ
ス

3
2
5
ω
）
や
キ
ケ
ロ
（

0
0
0円O
）
だ
け
で
な
く
、
物
理
化
学
に
つ

い
て
も
何
か
を
教
わ
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
ロ
ウ
は
一
貫
し
て
教
育
改
革
の
強

力
な
主
唱
者
で
あ
っ
た
。
選
挙
法
改
正
法
に
つ
い
て
の
議
論
の
最
中
に
、
彼
は
土
木
技
術
者

の
宴
席
で
演
説
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
彼
は
古
典
の
学
問
を
「
数
千
年
昔
に
使

わ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
大
い
に
議
論
が
な
さ
れ
た
が
、
何
も
確
か
な
結
論
は
な
い
表
現
形
式

と
思
考
法
に
つ
い
て
の
こ
と
細
か
な
分
析
」
と
云

っ
た
。
ロ
ウ
が
労
働
組
合
の
指
導
者
と
、

オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
校
友
そ
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
の
校
長
に
も
同
じ
く
人
気
が
無

く
な
っ
た
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。

貧
し
い
人
々
の
教
育
も
ま
た
改
革
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ロ
ウ
に
は
、
先
づ
第
一
に
、
そ
れ

は
読
み
、
書
き
、
算
術
と
い
う
単
純
な
基
礎
教
育
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
国
が
定
め

る
教
育
｜
そ
れ
は
一
八
七

O
年
制
定
教
育
法
（
門
7
0

開門

p
g
z
oコ
〉
2

0

『
日
∞
吋
（
）
）
が
定
め

ら
れ
る
ま
で
は
、
政
府
補
助
金
が
任
意
団
体
に
給
付
さ
れ
、
行
な
わ
れ
て
い
た
｜
｜
に
対
す

る
彼
の
態
度
は
総
督
諮
問
委
員
会
副
会
長
と
し
て
の
彼
の
経
歴
が
は
っ
き
り
と
表
わ
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
教
育
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
だ
け
で
な
く
英
国
で
も
必
要
で
あ

っ
た
け
れ
ど

も
、
そ
の
目
的
を
明
確
に
し
、
そ
の
費
用
も
科
学
的
に
査
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た。

ロ
ウ
は
、
教
育
行
政
の
費
用
を
切
り
つ
め
る
こ
と
で
は
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
に
協
力
し
、
結
果

に
よ
っ
て
経
費
を
出
す
制
度
を
提
案
し
た
。
百
人
以
上
の
小
学
校
に
対
す
る
補
助
金
は
、
子

供
が
読
み
、
書
き
、
算
術
の
試
験
に
合
格
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

三
つ
の
要
素
が
彼
の
決
心
に
影
響
を
与
え
、
以
下
の
線
に
沿

っ
て
「
修
正
規
約
」
を
提
出

す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
第
一
は
「
教
育
費
削
減
の
戦
い
」
で
あ

っ
た
。
一

八
六

O
年
に

は
教
育
補
助
金
が
一
八
三
四
年
以
来
初
め
て
切
り
つ
め
ら
れ
た
。
第
二
は
能
率
で
あ

っ
た
。

試
験
は
視
察
以
上
に
す
ぐ
れ
た
学
校
管
理
に
つ
い
て
の
効
果
的
検
査
と
考
え
ら
れ
た
。
視
学
は

「
全
般
の
効
果
」
「
道
徳
的
環
境
」
「
校
風
」
「
知
的
状
況
」
と
い
う
抽
象
的
な
語
句
で
、
一
方

試
験
官
は
評
点
で
、
処
理
し
た
。
も
し
教
育
費
が
切
り
つ
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
政
府
補
助
金

が
公
平
に
分
配
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
簡
単
な
試
験
｜
｜
つ
ま
り
功
利
主
義
的
な
試

験
ー
ー
が
考
え
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

「
教
育
に
金
が
か
か
る
な
ら
ば
、
効
果
充
分
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で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
能
率
が
悪
け
れ
ば
、
金
が
か
か
ら
ぬ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
第
三
は
補
助
金
で
「
賛
沢
」
を
す
る
こ
と
を
嫌
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
教
育
上
見
栄
を
は

る
こ
と
は
す
べ
て
不
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。

ロ
ウ
は
、
保
守
党
の
先
輩
ア
ダ
リ

l
の
考
え
に

賛
同
し
た
。
そ
れ
は
「
労
働
者
階
級
の
子
供
達
を
、
生
活
力
が
身
に
つ
い
た
最
も
若
い
時
期

（
占
ハ
（
）
｝

が
過
ぎ
て
も
、
知
能
の
訓
練
を
引
き
続
き
受
け
さ
せ
る
と
い
う
試
み
は
イ
l
ト
ン
（
開

g
コO
）

や
ハ

l
ロ
パ
一）

（Z
m
w
Z
o
さ
）
校
の
生
徒
に
農
作
業
を
さ
せ
て
お
く
の
と
同
じ
く
気
ま
ぐ
れ
で

不
適
当
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
の
だ
。

ロ
ウ
は
き
ち
ん
と
し
た
行
政
官
で
あ
っ
た
が
、
一
八
六
一
年
は
ひ
ど
い
政
治
家
で
あ
っ
た
。

彼
の
教
育
に
関
す
る
提
案
は
袋
だ
た
き
に
あ
い
、
一
八
六
四
年
に
は
手
を
組
ん
だ
政
敵
に
よ

っ
て
強
引
に
公
職
を
追
わ
れ
た
。
視
学
報
告
を
削
除
し
た
り
骨
抜
き
に
し
た
と
す
る
彼
に
対

す
る
問
責
は
根
も
葉
も
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
、
し
か
し
彼
は
下
院
が
詰
責
決
議
案
を
議
決
し

た
後
、
辞
職
し
た
。
彼
が
改
正
し
た
規
定
は
残

っ
た
。
そ
し
て
最
初
の
綜
合
的
国
民
教
育
法

す
な
わ
ち
、

一
八
七

O
年
の
フ
ォ

l
ス
夕
日－ご
（吋
O
印

Z
円
）
教
育
法
が
通
過
し
た
後
も
、
「
時

間
厳
守
、
礼
儀
作
法
と
言
葉
使
い
、
清
潔
整
頓
の
習
慣
の
中
で
子
供
を
育
て
る
こ
と
、
そ
し

て
ま
た
子
供
達
に
生
々
と
し
て
義
務
に
従
う
こ
と
、
他
人
に
対
す
る
配
慮
と
尊
敬
の
念
、
言

葉
と
行
い
が
正
直
で
、
信
用
が
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
植
付
け
る
こ
と
も
小
学
校
教
師
の
仕
事

と
な
お
も
考
え
ら
れ
た
。
H
・
G
・
ウ
エ
ル
ズ
（
君
。
＝
凶
）
の
言
葉
を
か
り
る
と
、
基
礎
教

育
の
目
的
は
特
別
の
訓
練
を
受
け
た
下
級
教
員
の
手
で
、
下
層
階
級
の
方
針
に
の
っ
と
っ
て
、

仕
事
に
つ
け
る
よ
う
に
下
層
階
級
の
人
々
を
教
育
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。

基
礎
教
育
に
対
す
る
取
組
み
に
お
い
て
、
ロ
ウ
に
影
響
を
与
え
た
決
定
的
な
理
由
が
あ
っ

た
。
彼
は
、
一
八
七

O
年
以
前
と
そ
の
後
も
、
英
国
に
完
全
な
官
僚
的
な
国
民
教
育
制
度
が

で
き
る
の
を
見
た
い
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

一
八
六
一
年
に
教
育
補
助
金
配
分
の
最
善

の
方
法
に
つ
い
て
の
諸
問
題
に
取
組
ん
だ
時
、
彼
は
教
育
の
中
央
集
権
化
の
懸
念
を
表
明
し

た
。
厳
し
い
＆
釘
げの

統
制
を
受
け
て
一
本
化
さ
れ
た
単
一
の
学
校
制
度
は
危
険
で
強
力
な
政
治

（
白
川
聞
出
｝

を
意
味
し
た
。
ロ
ウ
の
功
利
主
義
は
、
エ
ド
ウ
イ
ン
・
チ
ャ
ド
ウ
ィ

ッ
ク
（
何
？
三
コ
の

Z
門戸1

5
0
7
）
の
様
に
、
能
率
の
い
い
独
裁
国
家
へ
と
彼
を
導
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
い
や
む
し

ろ
、
そ
の
た
め
に
彼
は
余
り
強
大
な
権
力
が
中
央
に
集
中
す
る
こ
と
が
心
配
で
な
ら
な
か
っ

た
。
彼
は
宗
教
に
対
し
て
功
利
主
義
的
な
態
度
で
接
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
現
行
の
教
育

制
度
の
中
で
、
「
紳
士
僧
侶
階
級
が
非
常
に
立
派
な
指
導
管
理
を
し
て
い
る
こ
と
、
宗
教
的

信
念
に
燃
え
て
い
る
こ
と
、
社
会
状
況
と
調
和
し
て
い
る
こ
と
そ
し
て
既
に
一
定
の
水
準
に

達
し
て
い
る
こ
と
」
を
賞
讃
し
た
。
自
由
で
自
発
的
な
発
達
の
成
果
と
い
わ
れ
て
き
た
も
の
、

q
u
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が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
危
機
は
消
滅
す
る
か
も
知
れ
な
い
の
だ
。

ホ
1
ト
ン
、
ハ
ッ
ト
ン
の
ど
ち
ら
も
体
制
を
窮
地
に
陥
れ
る
こ
と
を
恐
れ
な
か
っ
た
。
彼

等
に
は
、
社
会
の
保
護
は
、
依
然
と
し
て
お
だ
や
か
な
進
歩
を
保
証
す
る
く
ら
い
、
強
力
な

も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
彼
等
は
遠
い
先
の
こ
と
に
つ
い
て
予
言
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
。

「
と
い
う
の
は
政
治
に
・
お
い
て
は
、
政
治
的
、
社
会
的
な
諸
勢
力
が
、
新
し
い
政
治
体
制
の

下
で
、
ど
の
よ
う
に
適
応
し
て
い
く
か
を
予
見
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
の
が

最
も
確
か
な
こ
と
な
の
だ
」
と
も
か
く
も
、
当
分
の
聞
は
激
し
い
変
化
は
起
り
そ
う

（

V
且
や
」
）

に
も
な
か
っ
た
。
評
論
家
の
一
人
、
レ
ズ
リ

l
・
ス
テ
ィ

ー
ブ
ン
は
こ
う
書
い
て
い

ス回。

ロ
ウ
は
一
八
五
六
年
ま
で
、
長
い
間
教
育
問
題
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
彼
は
綜
合
制
度
の
導
入
を
試
み
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
帰
国
す
る
と
、
一
八
五
九

年
か
ら
一
八
六
四
年
の
聞
は
、
評
議
会
の
副
会
長
で
教
育
を
担
当
し
た
。
教
育
に
関
す
る
彼

の
考
え
方
は
選
挙
権
と
同
様
に
は
っ
き
り
と
し
た
も
の
で
、
以
後
そ
れ
を
変
え
る
気
は
・
な
か

っ
た
。彼

は
金
持
の
た
め
の
教
育
と
貧
し
い
人
の
教
育
に
は
っ
き
り
と
一
線
を
副
し
て
い
た
。
し

か
し
、
現
行
の
教
育
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
双
方
の
階
級
の
人
々
に
と
っ
て
、
い
い
も

の
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
は
ウ
イ
ン
チ
ェ
ス
タ

l

（宅
5
0
y
g
g門
）
の
優
秀
な
卒

業
生
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
彼
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク

ー
ル
に
も
、
つ
ま
り
そ
こ
で
用
意
し

て
あ
る
古
典
的
な
教
育
形
式
に
も
全
然
感
心
し
て
い
な
か
っ
た
。
ウ
イ
ン
チ
ェ
ス
タ

1
に
お

け
る
教
育
は
、
た
と
え
ウ
イ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
が
そ
の
種
の
学
校
の
最
優
秀
校
の
一
つ
で
あ
っ

た
に
せ
よ
、
「
粗
暴

・
粗
野
」

で
あ
っ
た
。
伝
統
は
教
育
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
重
み
を
持

つ
べ
き
で
は
な
い
の
だ
。

政
治
経
済
の
立
場
か
ら
、
彼
は
労
働
組
合
に
つ
い
て
と
同
じ
く
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

に
つ
い
て
も
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
は
財
団
法
人
組
織

体
で
基
本
財
産
は
す
べ
て
危
険
な
も
の
で
あ
っ
た
。
「
基
本
財
産
の
あ
る
学
校
は
教
育
の
惣

領
息
子
で
あ
る
」
そ
れ
ら
は
能
力
が
劣
っ
た
人
々
の
居
心
地
の
よ
い
家
と
な
っ
た
。
金
持
の

た
め
の
教
育
が
も
っ
と
競
争
の
激
し
い
も
の
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
は
な
か
っ

た
。
形
式
的
な
法
令
法
規
は
需
要
供
給
の
自
然
の
相
互
作
用
に
道
を
譲
る
べ
き
な
の
だ
。

「
も
し
ロ
ン
ド
ン
市
へ
の
肉
と
パ
ン
の
供
給
が
寄
付
に
変
る
と
、
そ
の
結
果
は
、
ロ
ン
ド
ン

の
肉
や
パ
ン
の
質
が
よ
く
な
る
と
信
じ
る
も
の
は
い
な
い
」
教
育
は
パ
ン
と
似
て
い
た
。
穀

物
に
自
由
取
引
が
あ
る
な
ら
ば
、
学
校
に
も
自
由
取
引
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
競
い
合
う
教
育
制
度
の
第
一
の
効
果
は
、
学
校
の
教
科
課
程
が
変
る
こ
と
だ
ろ

う
。
ロ
ウ
は
、
自
ら
著
名
な
古
典
学
者
で
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
も
と
ラ
テ
ン
・
ギ
リ
シ
ャ

語
教
師
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
学
校
の
古
典
学
科
が
非
常
に
い
や
に
な
っ
た
。
死
語
は
現
代

語
ほ
ど
大
切
で
は
な
く
、
現
代
語
は
科
学
よ
り
も
重
要
で
は
な
い
、
と
彼
は
信
じ
て
い
た
。

「
科
学
的
に
も
の
を
考
え
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
人
生
に
於
け
る
は
か
り
知
れ
ぬ
大

事
な
こ
と
で
あ
る
」
と
彼
は
言
っ
た
。

円
ノ
』

且 .L..，、

ヴイクトリア時代の人々ーーその五

英
国
は
依
然
と
し
て
貴
族
政
治
の
固
で
あ
る
。
：
：
：
と
い
う
の
は
、
上
・
中
流
の
全

て
と
、
下
層
階
級
の
大
方
は
、
矢
張
、
既
成
の
秩
序
が
生
ま
れ
つ
き
好
き
で
あ
り
、
貴

族
社
会
に
彼
等
の
政
治
的
特
権
に
か
な
り
相
応
し
い
地
位
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
数
え
切
れ
な
い
位
の
社
会
の
紳
が
、
云
わ
ず
語
ら
ず
の
う
ち
に
、
人
々
を
結
び

合
せ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
こ
の
天
性
が
な
く
な
り
、
政
党
活
動
が
社
会
組
織
の
思
想
の

表
現
で
あ
る
こ
と
が
あ
り
得
な
い
と
な
れ
ば
、
立
法
化
に
よ
っ
て
そ
の
後
押
し
を
し
て

も
全
く
無
駄
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
便
法
は
ど
れ
も
間
に
合
せ
の
も
の
で
あ
る
が
、
彼

等
の
没
落
を
確
実
に
す
る
に
足
る
刺
激
を
与
え
る
原
因
に
な
る
だ
ろ
う
。

A
7
や
何
ら
か
の
改
革
が
ど
う
し
て
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
お
互
の
対
応
が
不
完

全
な
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
ん
な
結
論
が
ロ
ウ
に
衝
撃
を
与
え
た
。
民
主
主
義
へ
の
門
戸
が
一
旦
聞
か
れ
て
し
ま
う

と
、
英
国
の
社
会
の
将
来
と
安
全
を
保
つ
方
法
を
持
ち
続
け
る
可
能
性
に
つ
い
て
彼
は
悲
観

的
で
あ

っ
た
。
た
だ
一
つ
の
新
し
い
保
護
手
段
が
彼
に
と

っ
て
は
真
剣
に
注
目
す
る
に
値
す

る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
つ
ま
り
そ
れ
は
国
民
全
体
の
教
育
の
拡
大
で
あ
っ
た
。
も
っ

と
も
彼
が
い
つ
も
言
う
言
葉
を
絶
対
使
わ
な
か
っ
た
の
だ
け
れ
ど
。
「
我
々
は
御
主
人
の
教

育
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
彼
は
選
挙
法
改
正
法
案
が
通
過
し
た
時
す
ぐ
に
、
今
や
「
我

々
の
未
来
の
主
人
達
に
文
字
の
勉
強
を
迫
る
こ
と
」
が
絶
対
必
要
で
あ
る
と
言
い
切
っ
た
。

す
ぐ
れ
た
ベ
ン
タ
ム
主
義
者
よ
ろ
し
く
、
彼
は
す
べ
て
の
改
良
の
条
件
と
し
て
、
教
育
に
目
を

向
け
た
。
経
験
豊
か
な
政
治
家
と
し
て
、
彼
は
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
余
り
自
信
は
な
か

っ

た
の
だ
け
れ
ど
も
。
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そ
ら
く
は
復
讐
の
的
に
す
る
た
め
に
」
、
そ
め
宣
伝
運
動
の
多
く
を
、
直
接
彼
に
向
け
て
来

た
。
ロ
ウ
は
暴
力
の
お
ど
し
に
は
無
関
心
で
あ

っ
た
。
「
私
は

一
点
で
は
シ
｜
ザ
l
ω
お印伊
吋
）

み
た
い
な
も
の
で
す
。
少
く
と
も
私
は
私
の
生
命
を
心
配
し
、
必
ず
馬
車
に
乗

っ
て
国
会
に

行
く
よ
う
に
と
い
う
注
意
は
聞
き
ま
す
」
と
彼
は

一
八
六
六
年
四
月
に
書
い
た
。
暴
力
事
件

は
な
か
っ
た
。
一

八
六
六
年
に
ロ
ウ
が
受
け
た
唯
一
の
傷
は
、
駅
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か

ら
ひ
ど
く
落
ち
た
時
で
、
彼
は
近
視
の
た
め
、
書
籍
袋
に
つ
ま
づ
き
、
手
を
き
っ
く
崩

帯
で
巻
い
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

マ
ル
ク
ス
の
よ
う
に
、
ロ
ウ
は
労
働
者
階

級
の
聞
に
革
命
精
神
が
余
り
は
っ
き
り
と
見
え
な
い
の
で
が
っ
か
り
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

改
革
連
盟
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
は
、
彼
が
立
て
て
い
る
社
会
的
予
想
に
つ
い
て
、
も
う

一

度
考
え
な
お
し
て
も
ら
う
こ
と
を
試
み
た
。
改
革
連
盟
の
執
行
部
の
一
人
、

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ゲ

（五
凶
）

ダ
ラ
（
」O
印
3
7
C
5
E
F）
は
、

一
八
六
七
年
一
月
、
彼
に
非
常
に
控
え
目
で
静
か
な
調

子
の
手
紙
を
書
き
、
労
働
者
階
級
の
組
織
に
つ
い
て
彼
が
持

っ
て
い
る
見
解
を
修
正
つ
も
り

も
り
が
な
い
か
を
訊
ね
た
。

「
最
近
の
集
り
は
、

一
様
に
礼
儀
作
法
が
よ
い
こ
と
と
行
動
が

立
派
な
こ
と
、
酒
、
暴
力
、
騒
乱
、
そ
の
他
貴
方
が
列
挙
さ
れ
る
悪
い
行
い
が
全
く
な
く
な

っ
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
い
と
思

っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
確
か
で
し
ょ
う
」

と
。
自
己
規
制
と
知
性
が
大
衆
に
よ

っ
て
も
は

っ
き
り
と
表
に
現
わ
さ
れ
て
い
た
。
ゲ
ダ
ラ

は
こ
の
よ
う
に
手
紙
を
し
め
く
く

っ
た
。

「
英
国
の
自
由
、
英
囲
気
質
そ
し
て
英
国
の
制
度

に
反
対
す
る
者
だ
け
が
歓
び
、
満
足
し
た
気
持
で
浴
び
せ
か
け
る
非
難
に
お
だ
や
か
に
反
応

し
、
致
命
的
な
仕
事
に
な
り
そ
う
な
こ
と
を
も
と
に
も
ど
す
方
が
い
い
時
が
や

っ
て
来
ま
し

た
」
ロ
ウ
は
ゲ
ダ
ラ
と
連
盟
を
相
手
に
議
論
す
る
こ
と
を
に
べ
も
な
く
拒
否
し
た
。

「貴
方

が
所
属
す
る
そ
ん
な
団
体
と
指
導
者
達
と
や
り
と
り
す
る
親
切
さ
は
私
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
一
般
の
示
威
運
動
に
つ
い
て
私
が
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
る
場
合
、
私
が

意
見
を
の
べ
る
相
手
は
改
革
連
盟
で
は
な
い
の
で
す
」
ロ
ウ
の
歯
切
れ
の
い
い
答
え
に
は
意

味
深
長
な
感
情
が
潜
ん
で
い
た
。
ロ
ウ
は
、
連
盟
が
、
議
会
で
行

っ
た
彼
の
演
説
の

一
つ、

つ
ま
り
選
挙
区
の
中
で
比
較
的
貧
し
い
階
級
の
投
票
者
の
聞
に
み
ら
れ
る
荒
廃
と
買
収
に
関

す
る
演
説
、
を
基
に
、
彼
の
こ
と
に
つ
い
て
誤
り
伝
え
て
い
る
こ
と
を
論
議
し
た
い
と
思

っ

て
い
た
。
事
実
、
連
盟
は
全
体
と
し
て
演
説
だ
け
で
彼
を
判
断
し
て
い
た
が
、
彼
は
彼
が
労

働
者
階
級
の
敵
と
い
う
彼
ら
の
主
な
攻
撃
に
反
駁
す
る
た
め
に
ほ
と
ん
ど
何
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

ロ
ウ
が
描
く
労
働
者
階
級
の
姿
は
、
ゲ
ダ
ラ
よ
り
も
は
る
か
に
民
衆
運
動
に
関
心
が
薄
い
文
筆

家
達
か
ら
厳
し
く
批
判
さ
れ
る
。

一
八
六
三
年
ホ
l
ト
ン
男
爵
（
回

R
Oコ
ヱ
2
5
5コ
）
を
授
か

｛五
五
｝

っ
た
リ
チ
ャ

l
ド
・
モ
ン
ク
ト
ン

・
ミ
ル
ン
と
、
後
に
ス
ペ
ク
テ

｜
タ
l
紙
の
編
集
者
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－（
五
六

）

に
な
っ
た

R
・
H
・
ハ
ッ
ト
ン
（
Z
E
Zコ
）
は
一
八
六
六
年
に
出
版
さ
れ
た
有
力
な
研
究
論

文
集
『
改
革
論
考
』
（
同

Z
Q史
的

g
同
町
》
『
S
）
の
著
名
な
寄
稿
集
団
の
中
の
二
人
で
あ
っ
た
。

ハ
ッ
ト
ン
は
、
職
人
は
中
産
階
級
に
比
べ
て
つ
つ
ま
し
く
な
く
、
教
養
の
点
で
優
れ
た
人
達

か
ら
指
導
を
受
け
る
気
持
に
欠
け
、
政
治
的
な
素
質
の
面
で
は
慎
重
さ
が
な
く
、
現
実
の
政

治
制
度
に
対
し
て
関
心
が
薄
い
こ
と
を
認
め
て
い
た
が
、
労
働
者
の
連
帯
と
活
力
は
褒
め
続

け
た
。
彼
等
の
組
織
は
彼
等
の
階
級
に
対
す
る
忠
誠
心
を
証
明
し
て
い
た
。
こ
の
階
級
の
忠

誠
心
を
国
の
利
益
に
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

労
働
者
階
級
だ
け
は
、
自
ら
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
個
人
が
ど
れ
程
彼
等

が
属
す
る
よ
り
大
き
な
社
会
組
織
の
お
蔭
を
被
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
は

っ
き
り
と

し
た
考
え
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
強
い
団
結
心
の

一
部
を
職
業
協
会
と
い
う
狭
い
組
織

か
ら
も
っ
と
大
き
な
国
民
的
な
組
織
に
変
え
る
こ
と
は
相
当
期
待
で
き
る
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

労
働
者
階
級
が
も
っ
と
強
力
な
政
治
を
要
求
し
た
い
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
、

中
産
階
級
が
感
じ
て
い
た
「
強
力
な
中
央
権
力
を
恐
れ
る
健
全
な
心
」
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

ら
し
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
彼
に
と

っ
て
は
不
安
よ
り
は
楽
天
的
な
考
え
方
の
根
拠
で
あ
っ

た
。
そ
う
し
な
い
と
英
国
が
社
会
の
ね
た
み
と
経
済
的
な
争
い
に
よ
っ
て
ば
ら
ば
ら
に
な
る

た
め
に
、
さ
ら
に
改
革
を
す
る
に
は
も
っ
と
強
力
な
国
家
が
必
要
で
あ
っ
た
。

ホ
l
ト
ン
は
そ
の
点
を

一
層
強
く
主
張
し
た
。

2i
 

英
国
の
本
当
の
危
険
な
状
態
は
今
や
労
働
者
階
級
か
ら
は
生
じ
な
い
。
と
い
う
の
は

ど
の
国
の
労
働
者
階
級
も
今
日
の
我
が
国
の
労
働
者
階
級
ほ
ど
心
が
安
定
し
て
い
た
こ

と
な
い
の
で
、
そ
れ
は
小
地
主
階
級
が
消
滅
し
、
工
場
生
産
人
口
が
増
え
る
こ
と
が
原

因
で
起
る
階
級
の
分
離
と
、
政
治
的
な
、
い
や
そ
れ
以
上
に
、
社
会
的
な
富
の
力
が
驚

く
ほ
ど
に
大
き
く
な
る
こ
と
が
原
因
と
な

っ
て
起
る
の
で
あ
る
。

こ
の
危
機
は
、
階
級
を
敵
と
し
て
扱
い
、
お
互
に
張
り
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
漁
夫
の
利

を
占
め
る
こ
と
で
対
処
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
選
挙
資
格
条
件
を
制
限
し
て

お
い
て
も
、
そ
の
危
機
が
な
く
な
る
可
能
性
も
な
か
っ
た
。
も
し
労
働
者
階
級
が
、
一
八
三

二
年
に
中
産
階
級
に
認
め
ら
れ
た
の
と
同
じ
方
法
で
、
政
治
的
な
力
を
分
け
て
も
ら
う
こ
と
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ィ
ー
ル
ド
の
鋸
の
目
立
て
師
と
を
分
け
る
大
き
な
隔
り
が
あ
る
」
こ
と
は
認
め
る
が
、

「
そ
れ
ら
は
皆
内
部
に
罪
の
芽
と
原
因
を
ふ
く
み
、
少
数
派
を
威
圧
す
る
多
数
派
の

権
力
と
一
を
多
数
に
絶
対
服
従
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
誤
っ
た
危
険
な
考
え
方
を
効
果

あ
ら
し
め
る
た
め
、
必
要
な
手
段
を
用
い
る
こ
と
、
に
基
づ
い
て
な
り
立
っ
て
い
る
の
だ
」

と
ロ
ウ
は
つ
け
加
え
た
。

ヴィクトリア時代の人々一一ーそ の五

大
工
指
物
師
連
合
会
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
支
援
す
る
た
め
、
収
入
の
三
分
の
一
を
費
し
た
。

彼
等
は
出
来
高
払
い
の
仕
事
を
拒
否
し
た
。
少
数
派
の
意
見
が
如
何
に
強
く
て
も
会
の
規
則

を
強
化
し
た
。
ロ
ウ
は
そ
れ
が
現
存
す
る
労
働
組
合
の
中
で
最
も
穏
健
で
統
制
が
と
れ
、
上

手
に
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
そ
の
組
合
が
普
通
の
経

済
原
則
の
適
用
に
た
え
ら
れ
ぬ
と
す
れ
ば
、
他
に
そ
れ
が
出
来
る
組
合
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
ロ
ウ
が
賃
金
と
競
争
の
問
題
に
対
す
る

A
・
S
・
C
・
J

（叶
7
0

〉
ヨ
巳
官
1

2
2
E
∞2
5
q
o『

P
円
吉
三
2
ω
g仏
」

0
5
2印

）

1
大
工
指
物
師
連
合
会

1
、
の
や
り

方
を
検
討
し
て
み
る
と
、
生
産
費
を
増
や
し
て
い
る
程
度
が
「
全
く
無
鉄
砲
」
で
、
外
国
と
の
競

り
合
い
の
問
題
に
「
わ
ざ
と
目
を
つ
む
っ
て
」
い
る
、
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
労
働
組
合
費
は
、

需
要
供
給
の
法
則
通
り
の
こ
と
を
や
っ
て
い
る
よ
う
に
装
い
、
寄
付
者
の
援
助
金
の

出
所
と
な
っ
て
い
る
大
事
な
基
金
を
と
り
つ
ぶ
し
た
時
に
使
わ
れ
て
い
た
。
：
：
：
我
々

は
こ
の
よ
う
な
組
合
を
、
身
勝
手
で
間
違
っ
て
い
る
と
と
が
め
立
て
は
し
な
い
が
、
最

も
明
白
な
誤
っ
た
考
え
方
と
簡
単
に
み
つ
か
る
誤
り
に
も
と
づ
く
非
常
に
大
き
な
失
敗
、

ぽ
う
大
な
見
込
み
違
い
を
し
て
い
る
の
を
批
難
す
る
の
だ
。

英
国
は
非
常
に
苦
労
し
て
自
由
貿
易
の
原
則
を
受
け
入
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
「
A
7
や

我
々
の
聞
で
は
廃
れ
て
し
ま

っ
た
商
業
の
独
占
よ
り
も
は
る
か
に
強
圧
的
で
防
、
ぎ
よ
う
も
な

い
労
働
力
の
独
占
が
起
き
て
い
る
」
ロ
ウ
は
法
と
秩
序
の
名
に
お
い
て
暴
力
主
義
者
同
盟
を

批
難
し
た
よ
う
に
、
政
治
経
済
の
名
に
お
い
て
、
統
制
の
と
れ
た
組
合
を
批
難
し
た
。
ア
プ

ル
ガ

l
ス
の
組
合
が
、
経
済
原
則
を
も
の
と
も
せ
ず
に
作
ら
れ
た
事
実
は
、
正
義
を
公
正
と

事
の
適
否
と
い
う
理
由
か
ら
、
非
常
に
不
利
と
な
っ
た
。
「
政
治
経
済
は
必
ず
し
も
国
法
に

は
な
ら
な
い
が
、
そ
の
拠
り
所
で
あ
る
。
そ
の
根
本
原
理
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。
「
も
し
熟

練
し
た
組
合
主
義
者
が
思
う
存
分
に
行
動
す
る
と
、
自
由
貿
易
の
も
た
ら
す
好
結
果
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
経
済
の
進
歩
は
危
う
く
な
る
だ
ろ
う
。
一
方
未
熟
練
の
組
合
主
義
者
が
数

の
上
で
増
え
始
め
る
と
、
通
商
大
国
、
英
国
の
破
壊
は
確
実
で
あ
っ
た
。

ロ
ウ
の
結
論
は
単
純
な
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
商
業
を
抑
制
す
る
形
で
で
き
た
す
べ

て
の
社
会
は
違
法
な
も
の
と
明
言
し
て
し
か
る
べ
き
で
、
行
政
の
長
は
、
住
民
に
対
す
る
即

決
の
権
限
を
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
と
い
う
の
だ
。

そ
う
な
る
と
、
法
は
充
分
危
害
に
対
処
で
き
る
も
の
に
な
ろ
う
。
も
し
法
律
が
強
化

さ
れ
る
な
ら
ば
、
社
会
は
非
常
に
大
き
な
危
難
か
ら
す
っ
か
り
開
放
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
大
き
さ
が
誰
に
も
測
り
知
れ
な
い
工
業
と
商
業
の
危
機
は
鎮
め
ら
れ
、
英
国

の
職
人
の
人
格
を
イ
ン
ド
の
暴
漢
の
程
度
ま
で
落
す
と
お
ど
し
を
か
け
る
風
俗
の
壊
乱

は
食
い
と
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
他
人
の
気
持
を
付
度
せ
ず
、

他
人
の
利
害
に
無
頓
着
で
あ
る
の
と
同
じ
く
、
自
ら
の
真
の
利
益
に
無
知
な
人
達
の
破

滅
を
招
く
よ
う
な
影
響
を
被
り
、
我
が
国
の
繁
栄
は
生
気
を
失
い
、
滅
び
て
し
ま
う
の

を
目
の
あ
た
り
に
す
る
覚
悟
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

非
常
に
明
快
に
力
強
く
表
明
さ
れ
た
こ
の
よ
う
な
意
見
に
よ
っ
て
、
ロ
ウ
は
多
数
の
製
造

業
者
の
支
持
を
得
た
が
、
労
働
者
の
指
導
者
、
同
調
者
の
全
部
の
、
考
え
ら
れ
そ
う
な

｛五

こ

も
っ
と
も
厳
し
い
反
対
感
情
を
か
き
立
て
た
の
は
当
り
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
リ

l
ズ

の
一
製
造
業
者
は
彼
に
手
紙
を
書
い
て
、
次
の
よ
う
に
云
っ
た
。
組
合
は
貿
易
に
測
り
知
れ

ぬ
損
害
を
与
え
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
中
に
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
聞
に
、
自
分
が
払
い
込
ん

で
い
た
だ
け
の
金
を
受
け
取
っ
た
経
験
の
あ
る
者
は
殆
ん
ど
一
人
も
い
ま
せ
ん
。
「
可
愛
想

に
も
男
達
は
二
、
三
の
扇
動
者
に
進
ん
で
だ
ま
さ
れ
る
連
中
で
す
」
扇
動
家
達
が
仕
事
を
引

き
継
い
だ
の
で
、
「
親
方
」
と
い
う
言
葉
が
社
会
的
な
語
葉
か
ら
消
え
去
る
の
も
い
い
で
は

な
い
か
。
ヨ
ー
ク
シ
ャ
の
外
科
医
は
さ
ら
に
そ
の
先
へ
行
き
、
組
合
主
義
者
ば
か
り
か
、
労

働
者
全
体
も
攻
撃
し
た
。

「
優
勝
犬
を
育
て
る
た
め
に
、

一
番
上
等
の
羊
の
足
を
毎
週
三
本

か
ら
七
本
、
鉄
鋼
労
働
者
に
去
年
売
っ
て
い
た
知
り
合
い
の
肉
屋
が
二
、
三
人
は
い
い
ま
す
。

こ
の
前
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
聞
は
、
同
じ
町
で
、
私
と
特
に
親
し
く
し
て
い
る
人
は
、
同
じ
目

的
で
、
毎
週
足
を
二
本
、
時
に
は
三
本
買
っ
て
い
た
。

：：：
こ
ん
な
人
物
が
社
会
全
体
に
影

響
を
与
え
る
責
任
の
あ
る
特
権
を
手
に
す
る
こ
と
に
な
る
と
私
は
肝
を
つ
ぶ
す
こ
と
は
必
定

で
し
ょ
う
L

と
彼
は
書
い
た
。

ロ
ウ
に
対
す
る
労
働
者
階
級
の
反
対
は
、
一
八
六
六
年
、
六
七
年
に
は
憎
し
み
に
変
っ
た
。

改
革
連
盟
は
、
彼
の
言
葉
で
云
え
ば
「
私
を
私
の
仲
間
達
の
憎
し
み
の
目
標
に
し
、
ま
た
お
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る
調
和
が
破
壊
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

五

第 21号

ロ
ウ
の
政
治
的
な
議
論
の
背
後
に
は
、
全
体
と
し
て
、
労
働
者
階
級
へ
の
根
深
い
疑
い
の

念
が
ひ
そ
ん
で
い
た
。
彼
は
労
働
者
の
中
に
中
産
階
級
の
立
派
な
態
度
を
身
に
つ
け
て
い
る

つ
つ
ま
し
い
個
々
の
人
達
が
い
る
こ
と
に
感
心
し
て
い
た
が
、
労
働
組
合
の
よ
う
な
独
特
の

労
働
者
階
級
の
組
織
は
、
優
れ
た
も
の
に
は
す
べ
て
戦
を
挑
み
、
技
能
、
勤
勉
さ
、
力
量
に

圧
力
を
加
え
、
そ
の
組
織
の
構
成
員
を
不
器
用
、
怠
慢
、
無
知
の
奴
隷
に
し
た
が
っ
て
い
る
、

と
考
え
て
い
た
。
労
働
組
合
の
日
常
の
仕
事
は
拘
束
と
保
護
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
出
来
高
仕

事
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
ど
ん
な
経
済
論
議
を
も
っ
て
し
で
も
正
当
化
で
き
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
し
か
し
日
常
の
仕
事
の
か
げ
に
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
組
織
が
ひ
そ
ん
で
い
た
。
労
働
者

階
級
に
選
挙
資
格
条
件
を
認
め
て
や
る
こ
と
は
、
暴
力
主
義
者
を
投
票
権
で
武
装
す
る
こ
と

を
意
味
す
る
の
だ
。
政
治
権
力
が
無
意
識
に
粗
暴
な
階
級
支
配
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
の
だ
。
体
制
が
数
に
よ
っ
て
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
だ
け
で
は
な
く
な
る
の
だ
。
社

会
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

労
働
者
階
級
は
投
票
権
を
与
え
ら
れ
る
と
、
ま
と
ま
っ
て
行
動
す
る
と
い
う
こ
と
を
否
定

す
る
ミ
ル
の
よ
う
な
思
想
家
に
、
ロ
ウ
は
労
働
関
係
の
分
野
に
は
労
働
者
階
級
の
ま
と
ま
り

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
彼
は
、
中
産
階
級
の
労
働
組
合
支
持
者
と
同
じ
く
、
「
英
国
の

労
働
者
階
級
の
聞
で
最
も
目
に
つ
く
こ
と
は
、
彼
等
は
協
調
と
組
織
作
り
の
意
志
が

｛
四
五
｝

（

四
六｝

非
常
に
強
い
」
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
ヒ
ュ
ー
ズ
と
ハ
リ
ソ
ン

（

Z
号
ユ
∞
O
コ
）
と
は
異
な
り
、
そ
う
し
た
相

E
協
力
を
感
心
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
恐
ろ
し
い

と
思
っ
て
い
た
。
「
A
7
は
ス
ト
ラ
イ
キ
と
の
関
連
で
動
か
さ
れ
て
い
る
そ
の
同
じ
組
織
が
労

働
者
階
級
に
よ
っ
て
政
治
目
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
信
じ
る
こ
と
は
不
可
能
な
こ

と
だ
己
職
人
や
未
熟
練
労
働
者
が
自
分
達
よ
り
も
優
位
に
立
つ
人
に
服
従
し
続
け
る
と
考
え

る
こ
と
は
根
拠
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
彼
等
は
や
が
て
自
ら
の
力
の
極
意
を
手
に
入
れ

る
こ
と
を
諸
君
は
よ
く
御
承
知
な
の
で
す
。
そ
う
な
っ
た
時
に
、
彼
等
に
そ
れ
を
利
用
さ
せ

な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
L

一
日
一
選
挙
権
が
拡
げ
ら
れ
て
し
ま
う
と

独
立
し
た
労
働
者
の
党
が
起
る
の
は
防
ぎ
よ
う
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
自
由
党
、
保
守
党

の
い
づ
れ
も
労
働
組
合
主
義
者
を
長
期
に
わ
た
り
満
足
さ
せ
ら
れ
な
い
の
だ
。
「
彼
は
こ
う

言
う
だ
ろ
う
『
我
々
は
自
分
達
だ
け
で
も
っ
と
う
ま
く
や
れ
る
の
だ
。
選
挙
の
時
に
我
々
は
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の

れ
人

甘
い
言
葉
で
は
も
う
だ
ま
さ
れ
は
す
ま
い
。
自
分
達
で
暖
簾
を
出
そ
う
』
L

ロ
ウ
は
一
大
決
心
を
し
て
議
会
に
こ
う
し
た
意
見
を
強
く
訴
え
た
が
、
彼
は
そ
れ
を
も
っ

と
広
汎
な
人
々
に
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
た
。

一
八
六
七
年
に
第
二
次
選
挙

法
改
正
案
が
通
過
し
た
後
、
彼
は
、
労
働
問
題
を
直
接
改
革
問
題
に
結
び
つ
け
る
よ
う
な
興

味
あ
る
記
事
を
『
ク
オ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ビ
斗

l
』
紙
に
書
い
た
。
彼
は
未
熟
練
労
働
者
階
級

の
拾
頭
を
予
見
し
、
「
労
働
貴
族
」
が
長
く
労
働
組
合
運
動
を
統
制
し
て
ゆ
く
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。
彼
は
次
の
様
に
云
っ
た
。

労
働
組
合
は
一
流
の
職
工
に
つ
い
て
い
る
未
熟
な
見
習
工
の
心
を
急
速
に
把
み
つ
つ

あ
る
。
こ
の
点
で
は
労
働
組
合
は
強
大
な
軍
事
力
と
似
て
い
る
。
そ
れ
は
自
ら
が
強
力

な
攻
撃
力
を
も
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
他
の
処
で
強
大
な
攻
撃
力
を
生
み
出
す

原
因
マ
も
あ
る
の
だ
。
あ
ら
ゆ
る
職
業
は
副
次
的
に
他
の
似
て
い
る
職
業
に
、
直
接
的

に
は
労
働
者
の
庸
主
に
、
非
常
に
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
つ

な
が
り
の
あ
る
職
業
す
べ
て
を
摸
倣
へ
と
駆
り
立
て
る
。
労
働
組
合
精
神
は
広
ま
る
に

つ
れ
て
、
ま
す
ま
す
広
ま
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
政
治
行
動
に
非
常
に
よ
く
あ

っ
て

い
る
機
構
で
あ
る
。
そ
こ
で
我
々
は
新
し
い
第
二
次
選
挙
法
改
正
案
が
こ
の
種
の
団
体

に
、
新
ら
た
な
刺
戟
を
与
え
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
。

- 9-

さ
ら
に
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
将
来
を
見
る
こ
と
に
加
え
て
、
ロ
ウ
は
一
八
六
六
年
、
六

七
年
の
事
件
と
人
々
の
身
の
処
し
方
を
細
か
く
調
べ
て
み
た
。
彼
は
王
佐
委
員
会
の
前
に
、

（四
八

｝

（

問
九
｝

シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
と
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
の
不
法
行
為
を
検
討
し
、
ア
プ
ル
ガ

l
ス
の
証
言
を

審
理
し
た
。
彼
の
方
法
は
分
析
的
で
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
と
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
陰
謀
的
な

労
働
組
合
運
動
の
恐
ろ
し
い
よ
う
な
詳
細
を
触
れ
ぬ
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た。

荷
役
の
手
が
動
か
ぬ
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
無
数
の
針
を
身
体
に
さ
す
。
見
張
り
番

は
、
ぱ
ら
だ
ま
で
、
頭
を
射
ち
抜
か
れ
、
警
官
は
た
だ
ち
に
殺
さ
れ
る
。
我
々
は
、
ナ

イ
フ
の
ひ
と
刺
し
、
火
を
吐
く
ピ
ス
ト
ル
、
淵
に
投
げ
込
ま
れ
て
泳
げ
ぬ
人
々
、
待
伏

せ
、
殴
打
、
そ
し
て
人
違
い
で
危
う
く
殺
さ
れ
よ
う
と
し
た
人
々
の
話
を
読
む
の
だ
。

（五
O｝

「
合
併
し
た
大
工
と
指
物
師
の
よ
う
な
団
体
を
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
煉
瓦
工
や
シ
ェ
フ
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｛
ご

7
r」）

国
」
に
つ
い
て
一
層
博
識
に
な
っ
て
い
た
。
海
外
に
船
で
渡
る
途
中
、
彼
は
デ
・
ト
ク
ヴ
ィ

ド
二八～

口
。
↓
o
o
G
C
O〈
E

O
）
の
勉
強
を
し
た
。
か
つ
て
彼
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
み
た
多
く
の

も
の
に
衝
撃
を
受
け
た
。
そ
こ
に
差
別
は
な
く
、
有
閑
階
級
は
存
在
し
な
い
が
、
制
度
の
腐
敗

は
広
範
囲
に
わ
た
り
、
民
衆
に
卑
屈
に
追
従
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
毎
日

の
生
活
に
は
学
ぶ
こ
と
が
一
杯
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
彼
は
、
汽
車
の
乗
客
の
一
人
が
、
誰

が
大
統
領
に
な
る
べ
き
と
思
う
か
と
順
に
同
乗
の
乗
客
に
き
い
て
歩
く
の
を
見
て
び
っ
く
り

し
た
。
こ
れ
は
効
果
の
あ
る
政
治
的
指
導
性
を
確
保
し
、
ま
た
は
「
清
潔
な
」
政
治
を
発
展

さ
せ
る
た
め
の
正
し
い
方
法
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
は
お
そ
ろ
し
い
復
讐
の
女
神
が
待
ち

構
え
て
い
た
。
「
財
産
の
分
配
と
破
壊
を
願
っ
て
い
る
貧
し
い
人
が
非
常
に
沢
山
い
る
所
で
、

普
通
選
挙
権
が
存
続
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
」

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
経
歴
と
ア
メ
リ
カ
訪
問
の
結
果
と
し
て
、
ロ
ウ
は
「
植
民
地
と
新

世
界
問
題
の
有
益
な
情
報
の
宝
庫
」
と
な

っ
た
。
彼
は
「
新
し
い
領
土
」
で
は
民
主
主
義
を

嫌
い
そ
し
て
恐
れ
て
い
た
が
、
土
地
が
不
足
し
、
人
口
が
ひ
し
め
き
、
先
祖
か
ら
受
け
継
い

だ
社
会
の
仕
組
が
残
っ
て
い
る
英
国
で
は
、
な
お
一
層
民
主
主
義
を
憎
く
ん
だ
。
ゆ
ゆ
し
い

危
険
な
状
態
が
英
国
の
貧
し
い
人
々
か
ら
起
っ
た
。
改
革
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
議
会
に
お

い
て
は
、
労
働
階
級
が
一
番
強
い
地
方
に
集
中
し
て
政
治
制
度
の
最
も
ひ
ど
い
乱
用
が
行
な

わ
れ
た
。
「
も
し
君
達
が
金
次
第
で
働
く
こ
と
、
無
知
と
酒
、
簡
単
に
お
ど
さ
れ
る
こ
と
が

望
み
な
ら
、
或
い
は
ま
た
、
も
し
も
一
方
で
は
衝
動
的
で
、
反
省
力
の
な
い
、
暴
力
を
ふ
る

う
人
々
を
望
む
な
ら
ば
、
選
挙
区
の
何
処
に
そ
ん
な
も
の
を
き
が
し
求
め
る
の
か
、
一
番
高

い
所
に
、
あ
る
い
は
ま
た
底
辺
へ
と
向
う
の
か
。
改
革
が
行
わ
れ
た
議
会
に
於
い
て
は
、
こ

う
し
た
階
級
の
人
々
が
権
力
を
握
る
の
だ
。
」

英
国
で
彼
が
自
ら
経
験
し
た
こ
と
が
、
民
主
主
義
に
反
対
す
る
彼
自
身
の
主
張
に
第
三
の

要
因
を
与
え
て
く
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
彼
は
他
所
者
で
あ
り
、
大
海
に
漂
う
浮
き

で
、
「
明
日
の
行
方
も
知
れ
ぬ
流
れ
者
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
で
は
一
時
の
訪
問

者
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
英
国
で
は
本
家
本
元
に
い
る
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
故
郷
に
つ
い
て

の
最
初
の
思
い
出
の
た
め
に
彼
は
群
衆
を
悪
く
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
青
年
時
代
の
こ
と
、

（四
O

）

彼
は
選
挙
法
改
正
を
要
求
す
る
暴
徒
が
ノ
ッ
チ
ン
ガ
ム
州
（

Z
Z
E
Z
p
g与
一
円
。
）
の
コ
ー
ル

ウ
イ
ツ
ク
・
ホ

l
ル
（
の

o
Z
R
r
z
m
E）
で
略
奪
を
す
る
場
面
を
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
オ

ッ
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
学
生
時
代
、
彼
は
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
民
主
主
義

と
は
少
数
の
持
て
る
者
の
、
多
数
の
持
た
ざ
る
者
の
た
め
の
、
持
た
ざ
る
者
に
よ
る
政
治
を

（凹

ご

い
う
の
だ
と
教
え
ら
れ
た
の
だ
。
そ
し
て
キ
ダ

l
ミ
ン
ス
タ

l

（
穴
正
仏

2
2
5
Z吋
）
選
出

ヴィクトリア時代の人々一ーその五

議
員
に
な
っ
た
時
、
彼
は
選
挙
騒
動
の
中
で
投
石
が
頭
に
当
る
と
い
う
経
験
を
し
た
。
「
袖

（四
二
）

（

四

三
）

の
下
と
ピ

l
ル
樽
」
は
、
ト
ロ
ロ
ウ
プ
の
『
ベ
パ
リ
l
』（切

S
司
『
九
時
三
に
あ
る
通
り
に
、
キ

ダ
l
ミ
ン
ス
タ
ー
で
は
有
効
な
政
治
上
の
武
器
で
あ
っ
た
。
英
国
の
経
験
か
ら
、

ロ
ウ
は
民

主
主
義
は
最
も
優
秀
な
人
々
の
政
治
で
は
な
い
と
の
確
信
を
得
た
。

民
主
主
義
に
反
対
す
る
主
張
を
、
こ
の
よ
う
に
知
的
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
多
数

の
国
会
議
員
は
、
ロ
ウ
が
将
来
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
不
安
の
一
部
し
か
分
ち
あ
う
こ
と
は

（
四
四
｝

で
き
な
か
っ
た
。
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ワ

l
卜
・
ミ
ル
と
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
イ
ト
の
様
な
急
進
主

義
者
で
さ
え
も
選
挙
権
拡
大
の
危
険
な
こ
と
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
。
ミ
ル
は
『
政
治
経
済
」

へ可。
～
E
nミ
同
円
。

g
s三
と
『
代
議
員
制
政
治
』
へ
河内、『

2
3
Eと
Z
C
S司
3
3
3と
の
両

著
書
の
中
で
、
「
労
働
者
階
級
の
知
性
と
徳
性
を
か
な
り
要
求
す
る
或
る
種
の
秩
序
を
保
つ

た
め
に
は
、
労
働
者
階
級
は
非
常
に
適
性
を
欠
い
て
い
る
」
こ
と
を
述
べ
た
。
一
方
ブ
ラ
イ

ト
は
労
働
者
階
級
の
中
に
彼
が
「
残
り
物
」
と
称
し
て
い
る
人
々
、
つ
ま
り
彼
等
が
排
除
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
等
に
は
全
く
自
立
心
が
な
い
の
で
、
彼
等
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ

て
い
な
く
て
も
、
彼
等
の
た
め
に
は
ず
っ
と
ま
し
な
こ
と
だ
し
、
選
挙
区
の
た
め
に
も
ず
っ

と
た
め
に
な
る
と
い
う
グ
ル
ー
プ
、
の
存
在
を
認
め
て
い
た
。
下
院
の
中
で
説
得
力
を
持
っ

て
い
る
ロ
ウ
は
、
ブ
ラ
イ
ト
に
攻
撃
を
か
け
、
も
し
労
働
者
階
級
が
投
票
権
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
な
ら
ば
、
自
由
貿
易
も
ま
た
危
機
に
瀕
す
る
と
警
告
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
加
え

て
、
「
も
し
こ
の
世
の
中
に
貴
重
な
宝
石
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
我
が
国
の
自
由

貿
易
政
策
で
あ
る
己
と
云
っ
た
。
グ
ラ

ッ
ド
ス
ト
ン
に
鉾
先
を
変
え
る
と
、
彼
が
選
挙
法
改

正
法
案
を
作
り
始
め
る
直
前
の
、
遅
く
と
も
一
八
六
五
年
に
は
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
が
次
の

様
に
言
っ
て
い
た
こ
と
を
彼
に
思
い
お
こ
さ
せ
た
。

-8-

ひ
と
つ
の
こ
と
が
進
行
し
て
い
く
の
を
見
る
の
は
我
々
の
特
権
と
な
っ
た
。
A
7
や
王
’

室
は
国
民
の
愛
情
に
包
ま
れ
、
以
前
に
も
ま
し
て
広
く
深
い
基
盤
を
手
に
入
れ
た
。
法

は
国
民
の
尊
敬
と
愛
情
に
か
な
う
も
の
に
な
り
、
社
会
の
い
ろ
い
ろ
な
階
級
の
人
々
は
、

お
互
に
親
し
み
を
深
め
、
多
数
の
勤
勉
に
働
く
農
村
の
人
々
は
一
世
代
前
の
人
々
に
比

べ
て
一
層
物
が
豊
か
な
く
ら
し
が
で
き
る
。
全
体
と
し
て
、
社
会
の
広
い
表
面
に
目
を

向
け
て
こ
の
よ
う
な
繁
栄
を
願
う
人
は
、
神
に
感
謝
し
て
こ
う
云
う
だ
ろ
う
、
「
見
よ
、

は
ら
か
ら
が
、
共
に
合
い
集
い
、
調
和
し
て
生
き
る
こ
と
は
伺
と
楽
し
く
善
い
も
の
か
」

何
故
英
国
の
表
面
は
か
き
乱
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
・
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
何
故
そ
の
下
に
あ
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能
な
人
物
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
。
彼
の
多
く
の
評
論
、
方
針
に
は
冷
酷
な
急
進
思
想
が
あ
っ

（．ニ
凹
）

て
、
彼
は
、
す
ぐ
に
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
（
の
円
0
5者
。
＝
）
」
と
い
う
称
号

を
も
ら
っ
た
。
彼
の
政
敵
は
、
自
ら
の
立
場
を
守
り
抜
く
こ
と
が
で
き
ず
、
「
新
世
界
の
中

で
最
も
喧
嘩
好
き
な
男
」
と
彼
を
呼
ん
だ
。

し
ば
ら
く
の
聞
は
、
彼
は
民
衆
の
英
雄
で
あ
り
、
扇
動
政
治
家
と
云
え
る
存
在
で
あ
っ
た
。

一
八
四
八
年
の
選
挙
に
於
い
て
、
彼
は
秘
か
に
温
め
て
い
た
改
革
を
実
行
し
た
。
役
人
と
地

方
の
牧
羊
業
者
と
手
を
切
り
、
彼
は
シ
ド
ニ
ー
の
一
大
都
市
選
挙
区
で
民
衆
を
代
表
す
る
候

補
者
と
し
て
立
っ
た
。
彼
の
連
合
軍
は
腕
の
利
く
職
人
で
、
敵
方
は
「
つ
ま
ら
ぬ
貴
族
階
級
」

で
あ
っ
た
。
彼
が
選
ば
れ
た
こ
と
は
民
主
主
義
の
勝
利
で
あ
っ
た
。

一
年
後
、
彼
は
一
般
民

衆
が
お
さ
め
た
成
功
の
項
点
に
立
っ
た
。
一
八
四
九
年
六
月
の
或
る
栄
あ
る
日
、
す
な
わ
ち

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
で
数
少
い
英
雄
に
ふ
さ
わ
し
い
時
に
、
彼
は
シ
ド
ニ
ー
の
円
形

波
止
場
で
、
英
国
か
ら
囚
人
を
運
ん
で
来
る
船
の
荷
お
ろ
し
に
抗
議
す
る
た
め
に
集
っ
た
興

奮
し
て
い
る
群
衆
に
長
広
舌
を
ふ
る
っ
た
。
ロ
ウ
は
、
パ
ス
の
屋
根
か
ら
演
説
を
し
、
総
督
、

と
「
そ
の
取
り
巻
き
の
寄
生
虫
と
お
追
従
を
い
う
連
中
」
ば
か
り
か
、
ロ
ン
ド
ン
に
い
る
植

民
地
長
官
グ
レ
イ
（
の
門
戸
旬
）
伯
爵
も
攻
撃
し
た
。
そ
の
流
刑
制
度
と
植
民
地
制
度
は
等
し
く

批
難
を
浴
び
る
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
英
国
自
体
は
大
英
帝
国
の
一
部
に
し
か
す
ぎ

な
い
が
、
そ
れ
が
す
べ
て
で
あ
る
か
の
様
に
我
々
を
扱
う
時
、
そ
の
動
機
と
な
っ
て
い
る
も
の

は
、
幅
の
狭
い
地
方
根
性
な
の
だ
」
と
彼
は
主
張
し
た
。

群
衆
の
中
の
一
老
女
は
、
ロ
ウ
の
雄
弁
に
い
た
く
感
動
し
て
、
「
あ
の
年
老
い
た
白
髪
の

頭
に
恵
み
あ
れ
、
彼
に
特
別
の
恵
み
あ
れ
己
と
叫
ん
だ
。
熱
心
な
人
の
集
り
は
、
ロ
ウ
の
馬

車
を
シ
ド
ニ
ー
の
街
々
を
引
き
ず
っ
て
行
く
ま
で
に
激
し
く
な
っ
た
。
囚
人
船
は
積
ん
で
来

た
人
荷
を
陸
上
げ
せ
ず
、
そ
し
て
流
刑
制
度
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
植
民
地
省

に
と
っ
て
二
度
と
で
き
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
。
ロ
ウ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
の
中
で
、
ニ

ュ
l
・
サ
ウ
ス
・
ウ
エ
ル
ズ
の
代
議
政
治
の
先
駆
者
の
地
位
を
か
ち
得
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
基
本
的
に
は
、
彼
の
考
え
方
は
、
後
で
一
八
六
六
年
に
彼
が
発
表
し
た
も
の
と

違
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

「
私
は
た
だ
名
前
を
気
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
す
。

実
体
に
目
を
向
け
る
の
で
す
。
英
国
の
体
制
は
単
に
抽
象
的
理
念
を
主
張
す
る
た
め
で
は
な

く
て
、
自
由
な
政
治
の
実
質
的
な
利
益
を
守
り
、
維
持
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
の
で
す
」

「
居
酒
屋
の
政
治
家
に
は
、
由
緒
あ
る
制
度
や
神
聖
な
原
則
、
つ
ま
り
書
い
た
イ
ン
ク
が
ま

だ
乾
か
ぬ
う
ち
に
変
る
原
則
、
に
つ
い
て
言
葉
の
飾
り
に
熱
中
さ
せ
て
お
き
な
さ
い
。
し
か

し
、
私
に
は
英
国
の
政
治
体
制
の
一
般
原
則
を
、
有
益
で
新
し
い
も
の
に
応
用
さ
せ
て
く
だ
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さ
い
。
」
と
彼
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
に
い
っ
た
。
英
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
違
い
は
、
「
有

益
か
つ
新
し
い
こ
と
」
と
い
う
言
葉
が
、
英
国
の
様
な
古
い
国
で
は
閉
じ
意
味
に
な
ら
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
英
国
で
は
、
居
酒
屋
の
政
治
家
達
は
「
由
緒
あ

る
制
度
」
と
か
「
神
聖
な
原
則
」
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
急
進
的
な
改
革
に
つ
い
て
語

っ
て

い
た
の
だ
か
ら
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
発
つ
前
に
、
ロ
ウ
は
変
り
始
め
て
い
た
。
彼
の
地
方
的
人
気
は
長
続

き
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
一
八
五

O
年
一
月
、
彼
が
英
国
に
向
け
て
出
発
し
た
時
、
大
衆
の

動
き
は
全
く
な
か
っ
た
。
帰
国
後
、
英
国
で
最
初
に
民
衆
に
語
り
か
け
た
演
説
は
、
植
民
地

政
治
改
革
協
会
の
集
り
で
な
さ
れ
た
が
、
彼
は
す
ぐ
に
植
民
地
問
題
か
ら
圏
内
問
題
へ
と
移

っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
青
空
が
彼
の
脳
裏
か
ら
色
あ
せ
て
行
く
に
つ
れ
て
、
彼
の
記
憶

は
次
第
に
よ
り
抜
き
の
も
の
と
な
っ
た
。
彼
が
想
い
起
す
群
衆
は
、
無
知
な
敵
方
の
群
衆
で

あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
体
制
が
民
主
主
義
の
中
の
危
険
な
経
験
と
し
て
よ
み
が
え
り
、

牧
羊
業
者
は
「
植
民
地
社
会
に
お
け
る
重
要
で
役
に
立
つ
構
成
分
子
」
で
あ
り
、
「
植
民
地

制
度
の
必
要
な
支
え
」
と
し
て
思
い
出
さ
れ
た
。

一
八
六
六
、
六
七
年
に
彼
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
こ
と
を
思
い
浮
べ
る
時
、
そ
れ
は
波
止

場
の
乗
合
い
パ
ス
で
は
な
く
て
、
大
衆
が
支
配
す
る
遠
い
国
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

「
植
民

地
に
は
民
主
的
な
議
会
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
結
果
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、
何
故
彼
等
は

神
の
恵
み
の
代
り
に
の
ろ
い
の
言
葉
に
ふ
さ
わ
し
い
の
だ
ろ
う
か
」
無
秩
序
か
ら
彼
等
を
救

う
た
だ
一
つ
の
方
法
は
、
彼
等
を
普
通
選
挙
か
ら
解
放
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

-7-

ヴ
ィ
ク
卜
リ
ア
（
〈
－
2
0
2
p
）
と
ニ
ュ

l
サ
ウ
ス
ウ
エ
ル
ズ
は
と
も
に
普
通
選

挙
権
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
彼
等
が
お

E
に
争
う
こ
と
が
で
き
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
、
我
々
に
な
し
得
る
精
一
杯
の
こ
と
な
の
だ
。
も
し
諸
君
が
民
主
的

な
選
挙
民
の
成
行
き
を
見
た
い
と
思
う
な
ら
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
北
ア
メ
リ
カ
の

集
会
に
行
き
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
が
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

一
八
六
六
年
、
六
七
年
、
英
国
の
聴
衆
に
と
っ
て
は
、
両
国
と
も
よ
く
話
題
に
な
っ
た
が

ア
メ
リ
カ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
よ
り
も
親
し
み
が
持
て
る
例
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
風
に
体

制
を
変
え
る
要
求
の
叫
び
が
ブ
ラ
イ
ト
に
対
抗
し
て
存
分
に
利
用
さ
れ
た
。
そ
し
て
ロ
ウ
は

そ
の
仕
掛
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
一
八
五
六
年
、
彼
は
ア
メ
リ
カ
訪
問
を
済
ま
せ
て
い
た
。

そ
し
て
民
主
主
義
に
反
対
す
る
彼
の
論
拠
を
強
く
す
る
た
め
に
、
も
う
一
つ
別
の
「
新
し
い
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拾
頭
し
た
階
級
が
体
制
に
う
ま
く
組
込
ま
れ
た
。
そ
し
て
社
会
の
様
々
な
集
団
同
士
の
聞
で
、

当
を
得
た
利
益
の
釣
合
い
が
保
た
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

現
在
の
下
院
に
変
る
も
の
は
、
小
出
し
に
拡
げ
ら
れ
る
選
挙
権
を
も
と
に
選
ば
れ
る
下
院

で
は
な
く
て
、
大
衆
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
民
主
的
な
下
院
で
あ
っ
た
。
七
ポ
ン
ド
納
税
有
権

者
ま
た
は
六
ポ
ン
ド
納
税
有
権
者
の
と
こ
ろ
で
新
し
く
資
産
の
境
界
線
を
引
い
て
、
長
期
の

選
挙
権
を
決
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。
改
革
の
方
向
は
民
主
主
義
へ
と
向
っ

て
い
た
。
「
諸
君
が
こ
の
法
案
を
通
過
さ
せ
た
時
、
す
べ
て
が
安
定
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
い

う
の
は
、
国
会
を
粗
末
に
す
る
こ
と
で
す
。
諸
君
が
す
る
こ
と
は
、
要
す
る
に
、
万
事
を
不

安
定
に
す
る
こ
と
。
お
そ
ら
く
現
実
に
扇
動
す
る
基
礎
を
し
っ
か
り
と
か
た
め
る
こ
と
な
の

で
す
。
何
故
な
ら
、
人
は
皆
、
ほ
と
ん
ど
労
せ
ず
し
て
、
こ
れ
程
大
き
な
も
の
が
手
に
は
い

る
こ
と
が
判
る
と
、
元
気
づ
け
ら
れ
て
、
な
お
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
も
の
を
要
求
し
た
く

な
る
も
の
で
す
か
ら
」
と
一
八
六
六
年
、
ロ
ウ
は
云
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
政
治
的
の
み
な

ら
ず
社
会
的
な
民
主
主
義
と
な
る
の
だ
。
と
い
う
の
は
、

二
、
三
ヶ
月
の
う
ち
に
、
数
世
紀

の
仕
事
を
台
な
し
に
す
る
の
は
、
遺
憾
な
が
ら
、
た
や
す
い
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。

「
諸
君
は
何
時
で
も
民
主
主
義
を
手
中
に
で
き
る
だ
ろ
う
。
夜
も
畳
も
、
あ
の
あ
ら
わ
な
た

ん
た
ん
と
し
た
平
原
に
続
く
門
戸
は
聞
か
れ
て
い
る
、
そ
こ
で
は
蟻
塚
が
山
、
そ
し
て
あ
ざ

み
が
森
の
木
な
の
だ
己

民
主
主
義
か
ら
三
つ
の
悲
惨
な
結
果
が
生
じ
る
だ
ろ
う
。
先
づ
、
そ
れ
は
無
知
な
る
人
に

政
治
権
力
を
移
す
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
理
知
的
な
政
治
が
行
わ
れ
な
く
な
る
。
「
も

し
こ
の
下
院
が
、
行
政
府
に
対
し
て
非
常
に
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
続
け
よ
う
と
す
る
な
ら

ば
自
ら
が
行
き
過
ぎ
た
民
主
主
義
の
も
と
に
存
在
し
な
い
よ
う
に
用
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
第
二
に
、
民
主
主
義
は
本
当
の
指
導
性
を
な
く
し
て
し
ま
う
。
「
も
し
諸
君
が
、
た
だ

単
に
数
の
観
念
だ
け
で
、
院
を
構
成
す
る
な
ら
ば
、
他
に
ど
ん
な
立
派
な
こ
と
が
で
き
よ
う

と
、
政
治
家
が
育
つ
要
素
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
行
政
府
の
地
位
を

低
下
さ
せ
、
不
可
能
に
は
し
な
い
ま
で
も
、
今
日
存
在
す
る
二
つ
の
勢
力
を
め
で
た
く
統
合

さ
せ
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
の
だ
」
第
三
に
、
そ
れ
は
国
家
の
統

一
と
繁
栄

を
足
も
と
か
ら
く
す
ぐ
る
よ
う
な
政
治
を
論
じ
、
実
行
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ
。
労
働

者
階
級
は
選
挙
資
格
条
件
を
一
つ
の
目
的
に
到
達
す
る
手
段
と
し
て
使
う
。
国
家
の
機
構
は

ス
ト
ラ
イ
キ
を
助
長
し
、
自
由
貿
易
を
廃
止
し
、
国
家
を
戦
争
に
導
く
た
め
に
利
用
さ
れ
る

の
だ
。
「
一
日
一
労
働
者
に
投
票
権
を
与
え
て
見
給
え
、
そ
う
す
る
と
そ
の
組
織
は
、
労
働
者

票
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
、
国
の
制
度
や
財
産
に
い
つ
で
も
一
撃
を
加
え
る
用
意
が
で
き
る

ヴィクトリア時代の人々一一ーその五

の
だ
。
」

ロ
ウ
は
話
を
進
め
、
民
主
主
義
は
労
働
者
階
級
の
先
見
の
明
の
あ
る
一
部
の
人
々
の
最
大

の
関
心
事
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
選
挙
資
格
条
件
が
限
定
さ
れ
て
い
る
よ
さ
は
、
選

挙
権
は
苦
労
し
て
手
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
つ
ま
し
く
勤

勉
な
労
働
者
は
既
に
投
票
権
を
宇
に
入
れ
て
い
た
か
、
ま
た
は
半
ば
改
革
が
行
わ
れ
た
体
制

の
も
と
で
、
毎
日
そ
れ
を
手
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
労
働
者
階
級
の
地
位
を
引
き

上
げ
る
方
法
は
、
良
識
と
か
道
徳
観
念
ゼ
ロ
の
人
々
の
水
準
ま
で
選
挙
資
格
条
件
を
下
げ
る

こ
と
で
は
な
く
て
、
市
民
の
特
権
と
し
て
、
そ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
普
通
選
挙

権
は
、
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
み
ん
な
が
溝
か
ら
拾
い
出
す
気
に
な
ら
ぬ
位
に
選
挙
資

格
条
件
が
軽
く
み
ら
れ
て
い
る
と
い
う
結
末
に
な
っ
た
と
い
う
そ
の
種
の
地
位
の
向
上
」
を

生
み
出
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
或
る
政
治
家
が
、
選
挙
人
登
録
に

一
シ
リ
ン
グ
必
要
と
す
る
と
い
う

「
う
ま
い
趣
向
を
思
い
つ
く
」
と
、
司
効
果
適
面
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
に
個
人
有
権
者
の
数
が
半
減
し
た
と
私
は
聞
い
て
い
る
。
選
挙
資
格
条
件

は
、
そ
の
資
格
を
持
つ
人
の
評
価
で
、
文
字
通
り
一
シ
リ
ン
グ
の
価
値
も
な
い
の
だ
か
ら
、

労
働
者
階
級
の
地
位
の
向
上
に
な
る
は
ず
も
な
い
の
だ
。
L
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ロ
ウ
の
改
革
反
対
の
基
盤
は
論
理
と
経
験
と
に
あ
っ
た
。
彼
の
経
歴
に
は
ど
う
し
て
も
民

主
主
義
政
治
に
首
を
か
し
げ
た
く
な
る
よ
う
な
三
つ
の
特
徴
が
あ
っ
た
。

そ
の
第
一
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
記
憶
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
一
八
四
二
年
か
ら
五
十
年

ま
で
、
ニ
ュ

l
サ
ウ
ス
ウ
エ
ル
一た一）
（
z
o
d〈
∞
o
E
Y
宅
巳

2
）
で
、
政
治
の
修
業
を
し
た
。

八
年
間
、
彼
は
植
民
地
社
会
の
諸
問
題
と
格
闘
し
た
が
、
最
初
は
立
法
委
員
会
議
の
王
室
推

薦
者
と
し
て
働
き
、
最
後
に
は
、
「
シ
ド
ニ
ー
選
挙
候
補
領
の
民
衆
の
人
気
者
」
と
な
っ
た
。

ロ
ウ
の
力
量
、
弱
点
は
す
べ
て
彼
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
記
録
、
一
つ
の
経
歴
の
範
囲
内

で
云
え
ば
完
壁
な
経
歴
、
の
中
に
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
彼
の
演
説
や
新
聞
雑
誌
記
事
は
、
英

国
に
お
け
る
彼
の
業
讃
を
予
見
し
て
い
た
。
そ
れ
は
華
々
し
く
辛
ら
つ
な
も
の
で
、
知
事
、
古
く

か
ら
の
友
人
や
後
援
者
で
さ
え
も
容
赦
し
な
か
っ
た
。
シ
ド
ニ
ー
（
∞
三
コ
ミ
）
の
初
代
国
教
会
司

教
は
「
横
柄
」
と
書
か
れ
、
そ
し
て
彼
に
つ
か
え
る
牧
師
達
は
、
「
ふ
る
え
お
の
の
き
、
畏
縮

し
こ
そ
こ
そ
す
る
偏
居
者
」
と
し
て
退
け
ら
れ
た
。
シ
ド
ニ
ー
市
当
局
は
「
腐
敗
の
原
動
力
」

と
手
厳
し
い
批
判
を
浴
び
、
有
給
弁
務
官
が
、
怠
慢
な
市
長
、
助
役
、
市
会
議
員
に
代
る
有
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彼
は
最
後
ま
で
改
革
反
対
を
堅
持
し
た
。
ト

l
リ
l
党
の
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
急
進
的
な
改

革
法
案
を
通
し
て
意
気
揚
々
と
し
て
い
た
時
に
、
ロ
ウ
は
、
「
英
国
は
恥
辱
に
充
ち
た
勝
利

を
自
ら
の
上
に
も
た
ら
し
て
し
ま
っ
た
己
と
苦
々
し
く
解
説
し
、
「
党
派
の
束
縛
の
奴
隷
に

非
ず
、
ま
た
一
時
の
見
下
げ
果
て
た
成
功
の
華
や
か
さ
に
眼
が
岐
ん
で
も
い
な
い
す
べ
て
の

英
国
人
が
そ
の
法
案
を
考
え
る
時
に
心
に
抱
く
、
恥
、
怒
り
、
軽
蔑
、
憤
り
、
絶
望
」
に
つ

い
て
語
っ
た
。
彼
は
、
そ
の
時
、
一
八
六
六
年
に
彼
が
重
大
な
計
算
違
い
を
し
て
い
た
こ
と

を
認
識
し
て
い
た
。
そ
の
時
で
す
ら
、
彼
は
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
節
操
の
無
さ
に
驚
い
て
い
た

の
だ
が
、
若
し
ラ
ッ
セ
ル
と
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
が
敗
北
し
た
ら
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
ブ
ラ
イ

ト
以
上
に
深
入
り
す
る
覚
悟
を
し
マ
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
は
全
く
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
。

彼
は
生
涯
デ
イ
ズ
レ
イ
リ
を
絶
対
許
さ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
も
、
彼
の

容
赦
の
な
い
批
判
の
た
め
に
彼
を
絶
対
許
さ
な
か
っ
た
。
互
に
相
手
を
嫌
う
気
持
は
単
な
る

見
解
の
相
違
以
上
に
根
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
、
ロ
ウ
の
演
説
を
、
感
激

し
て
い
る
生
徒
の
話
の
よ
う
だ
と
気
に
と
め
る
風
も
な
か
っ
た
が
、
一
方
ロ
ウ
は
、
一
段
階

前
に
も
ど
っ
て
、
一
八
七
五
年
の
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
議
論
を
、
「
育
児
部
屋
の
舌
の
回
わ
ら

ぬ
お
話
」
と
云
っ
た
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
一
八
七
六
年
に
伯
爵
に
な
る
と
、
ロ
ウ
は
、
「
デ

イ
ジ

l
が
下
院
か
ら
出
る
の
が
嬉
し
い
、
そ
れ
で
選
挙
区
と
普
通
投
票
の
問
題
を
少
し
長
く

食
い
止
め
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
己
と
兄
弟
へ
の
手
紙
に
書
い
た
。
嫌
悪
の
情
が
憎
し
み

へ
と
変
っ
た
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
死
ぬ
二
、
三
年
前
の
こ
と
、
友
人
の
一
人
が
、
彼
が
握
手

し
た
く
な
い
者
が
ロ
ン
ド
ン
に
い
る
か
と
尋
ね
る
と
、
彼
は
一
瞬
考
え
て
、
彼
は
こ
う
答
え

た
。
「
た
っ
た
一
人
い
る
己
そ
し
て
彼
は
ロ
パ

l
ト
・
ロ
ウ
の
名
前
を
挙
げ
た
。
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ロ
ウ
の
政
治
的
な
計
算
は
一
八
六
六
年
、
六
七
年
に
は
誤
っ
た
も
の
の
、
彼
の
分
析
は
そ

れ
な
り
に
、
説
得
力
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
改
革
論
者
に
挑
戦
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、

彼
等
が
体
制
を
み
だ
り
に
変
え
た
が
る
理
由
を
述
べ
た
。
「
現
在
の
制
度
を
し
か
と
確
め
て

み
る
責
任
の
重
さ
が
彼
等
を
利
す
る
の
だ
。
」
つ
ま
り
諸
制
度
が
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
理
由
を
述
べ
る
の
は
改
革
論
者
に
味
方
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
等
は
一
般
大
衆
の
集

会
で
、
い
か
に
彼
等
を
熱
心
に
煽
り
立
て
て
い
よ
う
と
も
、
制
度
を
改
革
す
る
行
動
に
出
る

こ
と
は
嫌
っ
た
。
「
私
は
選
挙
法
改
正
論
者
に
理
由
を
云
わ
せ
る
こ
と
住
難
し
い
こ
と
は
な

い
と
思
う
。
彼
等
の
流
儀
は
理
由
が
あ
る
と
仮
定
す
る
こ
と
な
の
だ
。
主
題
に
ふ
み
込
ん

で
、
改
正
法
案
を
提
出
せ
よ
、
や
っ
て
行
く
う
ち
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
だ
か
ら
己

彼
等
は
改
正
理
由
を
出
そ
う
と
し
た
が
、
内
部
に
見
解
の
ま
と
ま
り
が
な
か
っ
た
。
ブ
ラ

イ
ト
の
様
な
急
進
派
は
改
正
の
必
要
を
語
っ
た
。
選
挙
権
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
者
は
門
を

激
し
く
た
た
い
て
い
た
が
、
彼
等
を
中
に
入
れ
て
や
る
の
は
正
義
だ
け
で
は
な
く
分
別
の
問

題
で
あ
っ
た
。
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
様
な
も
っ
と
穏
健
な
自
由
党
員
は
改
正
の
必
然
性
に
つ

い
て
語
っ
た
。
「
時
は
我
々
の
味
方
だ
。
力
と
威
厳
を
も
っ
て
前
進
し
、
こ
の
よ
う
な
論
争

の
騒
ぎ
が
あ
っ
て
も
瞬
時
た
り
と
も
妨
げ
ら
れ
ぬ
強
大
な
社
会
的
勢
力
｜
｜
そ
ん
な
社
会
勢

力
が
相
手
に
立
ち
向
う
。
そ
れ
は
我
々
と
行
動
し
、
我
々
を
支
援
し
て
結
集
し
て
い
る
己

ミ
ル
の
様
な
知
性
派
は
、

「
感
傷
的
な
民
主
主
義
の
支
持
者
」
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
べ
ン
タ

ム
流
の
政
治
的
な
計
算
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
直
観
に
た
よ
っ
て
い
た
。
「
我
々
の
仕
事
は
労

働
者
階
級
の
地
位
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。
」
と
彼
等
は
言
っ
た
。
し
か
し
、
ロ
ウ
は
す
べ

て
の
タ
イ
プ
の
改
革
論
者
を
批
判
し
た
。
改
革
問
題
と
は
情
緒
、
報
償
、
懲
罰
、
昇
進
に
か

か
わ
る
問
題
で
は
な
く
て
、
現
実
の
実
務
と
政
治
手
腕
の
問
題
で
あ
っ
た
。

「
我
々
の
な
す

べ
き
こ
と
は
、
現
制
度
を
運
用
す
る
際
に
現
実
に
あ
る
弊
害
を
発
見
す
る
こ
と
で
あ
る
己

改
革
の
検
証
は
、
そ
れ
が
議
会
、
す
な
わ
ち
国
の
統
治
集
団
に
及
ぼ
す
影
響
に
あ
る
の
で
あ

っ
て
、
選
挙
権
を
も
ら
っ
た
階
級
に
対
し
て
の
も
の
で
は
な
い
は
ず
だ
。

「
そ
の
目
的
と
す

る
と
こ
ろ
は
立
派
な
政
治
で
あ
り
、
勿
論
そ
こ
に
は
安
定
し
た
政
治
と
い
う
意
味
も
込
め
ら

れ
て
い
る
の
だ
が
、
私
は
は
つ
ら
つ
と
し
た
階
級
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
に
同
意
す
る
前
に
、

先
験
的
で
は
な
く
、
経
験
的
な
立
場
に
立
っ
て
、
彼
等
を
認
め
る
こ
と
は
政
治
を
向
上
、
安

定
し
た
も
の
に
す
る
こ
と
に
私
は
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
己

ロ
ウ
は
一
八
三
二
年
の
例
に
類
似
し
た
改
革
擁
護
論
が
あ
る
こ
と
を
認
め
な
か
っ
た
。
彼

に
よ
れ
ば
、
一
八
三
二
年
に
訴
え
ら
れ
た
不
満
は
、
現
実
的
な
不
満
で
あ
っ
た
が
、
一
方
、

一
八
六
六
、
六
七
年
の
そ
れ
は
理
論
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
六
六
年
に
実
際
に
動
い
て

い
た
政
治
制
度
は
理
に
か
な
っ
た
満
足
す
べ
き
も
の
で
、
政
治
制
度
と
し
て
は
当
時
も
っ
と

も
満
足
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
「
当
院
は
、
英
国
の
み
な
ら
ず
世
界
中
で
、
既
存
の
い
か

な
る
立
派
な
議
会
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
地
住
を
保
っ
て
い
る
の
で
す
己
十
ポ
ン
ド
の
持

家
主
選
挙
権
は
、

「
ど
の
国
で
あ
れ
、
そ
れ
ま
で
あ

っ
た
う
ち
で
も
一
番
立
派
な
制
度
の
一

つ
」
と
し
て
役
立
っ
て
い
た
の
だ
。
選
挙
法
改
正
法
案
以
来
、
議
事
を
行
っ
て
来
た
七
期
に

互
る
下
院
は
、
国
会
が
続
い
て
来
た
六
世
紀
の
間
だ
け
で
は
な
く
、
代
議
制
の
集
会
の
歴
史

全
体
の
中
に
お
い
て
も
、
比
類
の
な
い
偉
業
を
成
し
逐
げ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
自
由
貿

易
と
有
限
責
任
の
採
用
と
い
う
よ
う
な
役
に
立
つ
改
革
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
新
し
く

-5-
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対
が
出
来
な
い
外
部
の
自
由
党
員
の
心
を
捕
え
た
。
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
法
案
が
四
月
に
採

決
さ
れ
る
と
、
三
一
八
対
三
一
三
と
い
う
僅
か
五
票
差
で
通
さ
れ
た
が
、
三
十
二
人
の
自
由

党
員
は
反
対
票
を
投
じ
た
。
「
叛
逆
の
王
子
」
ロ
ウ
は
顔
が
「
紅
潮
し
、
勝
ち
ほ
こ
り
、
恨

み
を
晴
ら
し
た
。
銀
色
よ
り
も
明
る
い
彼
の
頭
髪
は
爆
々
た
る
光
の
中
で
光
り
輝
い
た
。
彼

の
盾
色
は
枢
機
卿
の
法
衣
の
様
に
紅
潮
し
て
い
た
。
L

議
員
達
は
お
互
に
、
「
ボ
ブ
・
ロ
ウ

に
あ
れ
程
の
力
が
あ
る
と
は
誰
が
思
っ
た
ろ
う
か
。
」
と
言
っ
た
。

政
府
側
の
過
半
数
を
占
め
る
票
差
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
の
で
、
投
票
資
格
条
件
法
案
が

委
員
会
段
階
を
切
り
抜
け
そ
う
に
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
議
席
配
分
が
変
る
こ
と
を
考

え
な
い
で
投
票
資
格
条
件
の
変
化
を
考
え
る
こ
と
を
拒
否
し
て
し
ま
っ
た
グ
ロ
ブ
ナ

l
卿

の
様
な
人
々
の
議
論
に
対
処
す
る
た
め
の
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
と
ラ
ッ

セ
ル
は
、
一
八
六
六
年
五
月
、
議
席
再
配
分
法
案
を
提
出
し
た
。
そ
れ
は
小
都
市
選
挙
区
を

廃
止
し
な
い
で
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
力
を
大
都
市
選
挙
民
に

移
す
こ
と
は
厳
し
く
抑
え
ら
れ
た
。
五
月
末
、
二
つ
の
穏
や
か
な
改
革
法
案
が
一
本
に
ま
と

め
ら
れ
た
が
、
政
府
は
そ
れ
を
委
員
会
に
通
す
た
め
に
用
意
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
時
、
保
守
党
と
ア
ダ
ラ
ム
党
は
、
と
る
に
足
ら
ぬ
保
守
党
修
正
に
つ
い
て
、
二
四
八

対
二
三
八
票
で
、
政
府
を
負
か
す
た
め
に
、
再
び
一
本
に
ま
と
ま

っ
た
。
そ
の
問
題
の
争
点

は
さ
さ
い
な
こ
と
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
政
府
の
道
義
的
な
力
と
権
威
は
更
に
低
下
し
た
。

「
会
派
を
作
る
こ
と
」
を
禁
止
す
る
も
っ
と
打
撃
の
大
き
い
修
正
案
が
、
小
都
市
選
挙
区
の

不
満
分
子
の
代
表
、
ヘ
イ
夕
日
二

（Z
ミ
Z
円
）
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
。
ロ
ウ
は
彼
の
後
押
し

を
し
た
が
、
ヘ
イ
タ

l
は
党
が
更
に
分
裂
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
そ
の
法
案
を
引
き
込
め
た
。

六
月
、
一
ア
ダ
ラ
ム
党
員
が
出
し
た
重
要
な
修
正
案
に
つ
い
て
、
政
府
が
遂
に
敗
れ
去
っ
た

時
、
誰
も
驚
い
た
も
の
は
い
な
か
っ
た
。
投
票
数
三
一
五
対
三

O
四
と
発
表
さ
れ
る
と
、
ロ

ウ
と
洞
穴
の
住
民
軍
除
立
ち
上
り
、
所
属
す
る
政
党
の
人
達
の
頭
上
で
、
勝
ち
誇
っ
て
帽
子

を
振
っ
た
。

女
王
陛
下
は
、
例
の
通
り
、
改
革
よ
り
も
外
交
政
策
の
諸
問
題
に
関
心
を
寄
せ
て
お
ら
れ

た
の
で
、
ラ
ッ
セ
ル
が
首
相
を
続
け
る
こ
と
を
切
望
さ
れ
た
。
し
か
し
、
短
い
儀
礼
的
な
挨

拶
を
交
わ
し
た
後
で
、
ラ
ッ
セ
ル
は
無
遠
慮
に
こ
う
申
し
上
げ
た
。
「
出
来
る
こ
と
と
出
来

幸
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
選
挙
権
を
与
え
る
こ
と
を
さ
ら
に
制
限
す
る
こ
と
を
黙
認
致
し

ま
す
な
ら
ば
、
我
々
は
恥
辱
を
受
け
、
そ
の
問
題
の
け
り
は
っ
き
ま
す
ま
い
。
」
彼
は
南
部

諸
州
が
改
革
の
動
き
に
冷
淡
で
あ
る
と
い
う
興
味
あ
る
理
由
に
拠
っ
て
、
議
会
の
解
散
を
す

（二
四
）

す
め
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
そ
し
て
結
果
と
し
て
は
、
ダ
ー
ビ
ー

3
2
Z）
と
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が

-4-

新
し
い
保
守
党
政
府
を
作
る
仕
事
を
受
入
れ
た
。

ロ
ウ
と
ア
ダ
ラ
ム
党
の
仲
間
達
は
、

一
八
六
六
年
春
の
保
守
党
と
ア
ダ
ラ
ム
党
の
こ
み
入

っ
た
会
議
の
場
で
は
デ
イ
ズ
レ
イ
リ
に
殆
ん
ど
熱
意
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
彼
等
は
六
月

に
は
新
保
守
党
内
閣
に
参
加
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
も
っ
と
も
、
彼
等
の
う
ち
二
、
三
の

者
は
、
も
し
ダ
ー
ビ
ー
と
連
合
し
な
け
れ
ば
「
翌
年
に
は
、

A
7
な
ら
我
慢
出
来
る
と
思
わ
れ

る
も
の
以
上
に
ひ
ど
い
改
革
法
案
が
通
る
の
を
見
る
可
能
性
が
あ
る
L

と
考
え
た
け
れ
ど
も
。

ロ
ウ
自
ら
は
ダ
ー
ビ
ー
を
「
非
公
式
に
支
持
」
し
た
い
と
思

っ
て
い
た
が
、
一
、
二
週
も
た

た
ぬ
う
ち
に
、
新
政
府
は
政
治
体
制
の
砦
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
そ
う
に
も
な
い
こ
と
が
判

り
始
め
た
。
「
私
は
ブ
ラ
イ
ト
と
彼
が
率
い
る
一
団
を
も
っ
と
も
軽
べ
つ
し
て
い
る
の
で
、

彼
等
の
悪
態
か
ら
私
を
護
る
た
め
に
上
面
だ
け
の
支
援
な
ど
全
く
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（

4

一
訂
以
｝

私
が
恐
れ
て
い
る
の
は
貴
方
の
友
人
の
卜
l
リ
l
党
の
諸
君
で
、
と
り
わ
け
デ
ィ
ジ
l
（巴
N
N
匂）

君
で
す
。
彼
は
非
常
に
す
ぎ
ま
し
い
法
案
を
で
っ
ち
上
げ
て
い
る
と
私
は
本
当
に
思
っ
て
い

ま
す
己
と
、
彼
は
十
月
保
守
党
の
仲
間
に
手
紙
を
書
い
た
。

一
八
六
七
年
二
月
ま
で
に
、
彼
の
様
々
な
疑
い
は
確
か
な
も
の
と
な
っ
た
。
ダ
ー
ビ
ー
と

デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
自
ら
改
革
問
題
に
結
着
を
つ
け
、
必
要
な
ら
ば
自
由
党
員
を
高
値
で
せ
り

落
す
つ
も
り
で
い
た
。
「
理
性
の
支
配
は
終
っ
た
よ
う
だ
。
人
は
皆
改
革
問
題
に
け
り
を
つ

け
る
決
心
を
し
て
い
る
が
、
彼
等
は
そ
の
方
法
を
ほ
と
ん
ど
気
に
し
て
い
な
い
よ
う
だ
」
と

ロ
ウ
は
書
い
た
。

ロ
ウ
は
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
を
攻
撃
す
る
時
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
相
手
の
時
よ
り
激
し
く
攻

撃
し
た
。
彼
は
保
守
党
員
は
愚
か
者
で
あ
る
上
に
、
な
ら
ず
者
で
裏
切
者
だ
と
主
張
し
た
。

「
我
々
は
こ
の
会
期
に
英
国
政
治
に
新
時
代
を
画
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
必
ず
や
新
し
い

時
代
の
流
れ
が
こ
れ
か
ら
先
は
通
例
と
な
り
例
外
と
は
な
ら
な
い
の
だ
。

A
7
会
期
に
は
以
前

に
は
あ
っ
た
攻
撃
的
会
派
と
抵
抗
す
る
党
派
が
な
か
っ
た
。
そ
の
代
り
に
競
い
合
う
二
党
派

（一一
七

｝

が
あ
り
、
彼
等
は
、
ァ
リ
ス
ト
フ
ア
｜
ネ
だ
（
〉

1
2
0
Z
2
2）
の
ク
レ
オ
ン
（
Q
O
Oコ
）
と
ソ

ー
セ
ー
ジ
売
り
の
様
に
両
方
と
も
、
デ
モ
ポ
八

5
3
0印
）
の
支
持
を
得
よ
う
と
努
め
る
の
で

す
。
」
と
彼
は
一
八
六
七
年
に
国
会
議
員
達
に
語
っ
た
。
ロ
ウ
は
た
だ
単
に
デ
モ
ス
に
訴
え

か
け
る
の
を
拒
ん
だ
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
他
の
政
治
家
達
が
閉
じ
様
に
訴
え
か

け
る
の
を
妨
げ
よ
う
と
し
た
の
だ
。
彼
は
自
分
自
身
を
洞
穴
の
ア
ダ
ラ
ム
（
〉
門
E
g
g）

（
二
一
（
）
）

よ
り
は
む
し
ろ
一俗
説
に
異
を
唱
え
る
ア
タ
ナ
シ
ウ
ス
と
見
て
、
ブ
ラ
イ
ト
が
ク
リ
ミ

ア
戦
－

f
）
の
時
に
孤
立
を
誇
っ
た
と
同
じ
よ
う
に
、
自
ら
の
孤
高
を
誇
り
に
思
っ
て
い

た。

ヴィクトリア時代の人々一ー その五
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し
ま
っ
た
の
で
す
。
L

と
言
う
こ
と
も
で
き
た
。
そ
れ
か
ら
二
、
三
年
後
、
す
な
わ
ち
一
八

六
一
年
か
ら
一
八
六
四
年
の
聞
に
、
彼
は
高
教
会
派
か
ら
好
戦
的
な
非
国
教
徒
、
さ
ら
に
は

学
校
視
学
に
至
る
ま
で
の
、
教
育
問
題
に
関
心
の
あ
る
あ
ら
ゆ
る
党
派
の
人
々
の
全
員
一
致

の
反
対
を
か
き
立
て
よ
う
と
し
た
。

ロ
ウ
は
べ
ン
タ
ム
流
に
考
え
嫌
悪
感
を
以
っ
て
見
て
い
た
既
得
権
者
と
、
も
の
知
ら
ず
の
素

人
と
考
え
て
い
た
議
会
の
反
対
派
と
鋭
く
対
峠
し
て
、
自
ら
の
知
性
の
優
秀
性
を
試
す
こ
と

が
大
好
き
で
あ
っ
た
。
彼
の
優
れ
た
才
気
を
誰
も
疑
う
も
の
は
い
な
か
っ
た
が
、
彼
は
そ
れ

を
表
に
出
し
て
い
な
け
れ
ば
楽
し
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
だ
。
彼
の
「
穏
や
か
な
性
質
」

と
「
本
当
に
楽
し
く
し
た
い
気
持
」
は
未
刊
の
自
伝
以
外
に
は
殆
ん
ど
表
わ
れ
て
い
な
か
っ

た。
一
八
六
六
、
六
七
年
に
、
彼
は
改
革
法
案
の
結
果
に
つ
い
て
非
常
に
ふ
さ
、
ぎ
込
ん
で
い
た

時
で
す
ら
、
改
革
反
対
の
闘
争
に
は
喜
ん
で
臨
ん
だ
。
パ
ー
マ
ス
ト
ン
の
死
後
続
い
て
起
る

と
判
っ
て
い
た
政
治
的
大
混
乱
を
恐
れ
る
多
数
の
ホ
ウ
イ
ツ
グ
党
員
と
は
対
象
的
に
、

ロ
ウ
は
、
動
乱
の
時
代
が
前
途
に
待
ち
う
け
て
い
る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
だ
、
と
正
直

に
云
っ
た
。
「
マ
ク
リ
ド
一

ご（Z
E
F
P
H）
は
私
は
い
つ
も
熱
い
お
湯
が
好
き
だ
と
言
っ
て
い

た
が
、
最
近
は
そ
れ
が
冷
え
て
し
ま
っ
た
ば
か
り
か
、
淀
ん
で
し
ま
っ
た
。
」
お
湯
が
熱
く

な
れ
ば
そ
れ
だ
け
、
ロ
ウ
の
議
論
は
冷
静
に
な
り
、
そ
の
雄
弁
は
氷
の
よ
う
に
冷
た
く
な
っ

－－。
十
人

有明工業高等専門学校紀要

ま
と
め
て
み
る
と
、
改
革
に
つ
い
て
述
べ
た
ロ
ウ
の
演
説
は
、
十
九
世
紀
に
下
院
で
表
明

さ
れ
た
民
主
主
義
に
反
対
す
る
最
も
判
り
や
す
い
主
張
を
述
べ
た
も
の
だ
。
彼
が
自
分
の
見

解
を
初
め
て
公
け
に
し
た
の
は
一
八
六
五
年
で
、
そ
の
年
に
、
平
議
員
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ベ

イ
ン
子
一二v

（
思
考
号
仏
由
巳
コ

2
）
は
小
都
市
選
挙
権
拡
大
法
案
を
提
出
し
た
。
「
自
由
党
員
」

の
多
く
は
ベ
イ
ン
ズ
に
反
対
し
た
が
、
ロ
ウ
は
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン
が
死
ん
だ
後
、
政
府
改
革

法
案
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
。
そ
し
て
彼
は
あ
え
て
以
下
の
こ
と
を
予
見
し
た
。

す
な
わ
ち
、
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も
し
自
由
党
の
連
中
が
、
そ
の
法
案
に
つ
い
て
、
提
案
さ
れ
て
い
る
通
り
に
、
彼
等

の
運
命
と
民
主
主
義
の
運
命
と
を
一
つ
に
し
て
し
ま
う
な
ら
ば
、
彼
等
は
ふ
た
つ
の
う

ち
ひ
と
つ
の
目
的
を
は
ず
す
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
、
若
し
彼
等
が
こ
の
法
案
を
出
し

損
う
な
ら
ば
、
党
を
台
な
し
に
す
る
し
、
法
案
を
う
ま
く
成
立
さ
せ
る
な
ら
ば
、
彼
等

は
国
を
滅
ぼ
す
こ
と
に
な
る
の
だ
。

新
政
府
の
中
で
役
職
に
つ
い
て
い
な
か
っ
た
ロ
ウ
が
、
弁
舌
巧
み
に
初
め
て
国
会
議
員
を

岐
惑
し
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
指
導
力
に
挑
戦
し
た
の
は
、
一
八
六
六
年
三
月
、
グ
ラ
ッ
ド

ス
ト
ン
と
ラ
ッ
七
日
ー
が
取
り
急
ぎ
彼
等
の
法
案
を
提
出
し
た
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

の
法
案
は
お
だ
や
か
な
も
の
で
、
そ
の
中
心
的
特
徴
は
、
現
存
す
る
町
の
十
ポ
ン
ド
選

挙
権
の
代
り
に
七
ポ
ン
ド
資
産
選
挙
権
が
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ロ
ウ
は
改
革

法
は
、
全
く
、
そ
し
て
穏
や
か
な
も
の
で
す
ら
も
、
不
要
の
も
の
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
法

－－H
f
 

案
の
細
部
が
公
表
さ
れ
る
以
前
に
、
保
守
党
の
ア
ダ
リ

l

（〉門
E
Oユ
ミ
）
と
議
論
を
し
て
、

彼
は
、
も
し
政
府
が
一
法
案
で
も
提
出
す
れ
ば
、
政
府
を
倒
す
た
め
に
、
自
由
党
の
相
当
大

き
な
グ
ル
ー
プ
が
支
援
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
「
ど
ん
な
法
案
を
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
己

と
ア
ダ
リ
l
が
訊
ね
る
と
、
「
六
ペ
ン
ス
銅
貨
一
枚
分
で
も
都
市
の
選
挙
資
格
条
件
を
安
く
す

る
法
案
は
全
部
で
す
。
」
と
ロ
ウ
は
答
え
た
。
彼
は
、
こ
う
し
た
非
妥
協
的
な
気
分
に
浸
っ
て
、

そ
の
一
大
論
争
の
始
ま
り
を
大
い
に
楽
し
ん
だ
。
「
ロ
ウ
氏
は
下
院
開
期
中
の
大
評
判
で
あ

る
。
そ
こ
を
初
め
て
訪
ね
る
人
は
必
ら
ず
、
人
目
を
引
く
彼
の
頭
の
白
い
輝
き
、
い
や
む
し

ろ
せ
ん
光
を
探
す
か
、
半
ば
か
ら
か
う
よ
う
な
知
性
の
片
鱗
を
に
じ
ま
せ
た
よ
う
な
冷
た
く

皮
肉
な
澄
ん
だ
彼
の
声
の
輪
の
広
が
り
に
心
配
そ
う
に
聞
き
耳
を
た
て
る
の
だ
。
」
と
ス
ペ

ク
テ

l
タ
l
は
書
い
た
。

ロ
ウ
は
、
彼
自
身
と
同
じ
く
選
挙
資
格
条
件
を
下
げ
る
こ
と
に
は
す
べ
て
反
対
す
る
自
由

（

二

ハ

）

（

一

七

）

党
議
員
の
小
人
数
を
周
辺
に
集
め
た
。
彼
等
の
中
に
は
エ
ル
コ

l
卿
、
グ
ロ
ブ
ナ

l

卿
、
ホ

l
ス
マ
（
河
町
が
い
た
が
、
彼
等
は
中
立
派
か
、
ラ
ッ
セ
ル
か
グ
ラ

ッ
ド
ス
ト

ン
に
特
別
に
忠
誠
心
も
な
く
ま
ず
い
こ
と
を
し
て
い
る
と
も
思
わ
ぬ
パ

l
マ
ス
ト
ン

派
の
人
々
で
あ
り
、
議
席
配
分
が
変
る
こ
と
を
恐
れ
る
小
都
市
選
出
議
員
の
一
部
の

人
々
で
あ
っ
た
。
そ
の
数
は
全
部
で
四
十
人
以
上
で
、
彼
等
に
は
、
外
部
に
、
ド
レ

｛

一
品
凡
』

イ
ン
の
様
に
、
彼
等
が
第
三
党
に
な
る
力
が
あ
る
と
信
じ
て
い
る
有
力
な
支
持
者
が

（－
一ハ〉）

い
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
手
合
い
は
ブ
ラ
イ
ド
が
「
ア
ダ
ラ
ム
党
員
」

と
呼
ん
だ
者
で
、
希
望
を
失
い
不
満
を
持
つ
者
を
す
べ
て
脱
党
組
に
集
め
た
秘
密
結
社
と
し

て
解
散
さ
せ
た
。
し
か
し
彼
等
は
そ
れ
以
上
の
影
響
力
が
あ
っ
た
。
エ
ル
コ

i
卿
の
家
は
非

常
に
居
心
地
の
い
い
ほ
ら
穴
で
あ
っ
た
の
で
、
政
府
に
対
す
る
忠
誠
心
か
ら
、
組
織
的
な
反

-3-



243 

す
る
程
、
労
働
者
階
級
の
人
々
を
た
き
つ
け
て
熱
烈
な
改
革
心
を
か
き
立
て
た
。
も
し
彼
が

下
院
で
労
働
階
級
を
攻
撃
す
る
力
強
い
演
説
を
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
改
革
連
盟
は
手
頃
な

い
け
に
え
に
こ
と
欠
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
改
革
の
要
求
は
ロ
ウ
が
攻
撃
を
厳
し
く
す
る
の

に
比
例
し
て
強
く
な
っ
た
。

相
手
の
怒
り
を
か
き
た
て
る
時
は
、
ロ
ウ
の
人
柄
が
演
説
と
同
じ
よ
う
に
大
切
な
も
の
で

あ
っ
た
。
彼
は
、
と
に
か
く
表
面
上
は
、
他
人
の
気
持
を
考
慮
す
る
様
子
の
な
い
厳
し
い
男

で
あ
っ
た
。
彼
は
無
骨
者
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
し
、
議
論
の
た
め
の
議
論
を
楽
し
ん

だ
。
彼
に
ま
つ
わ
る
挿
話
は
数
多
く
、
ク
ラ
ブ
や
街
に
知
れ
わ
た
っ
て
い
た
。
か
つ
て
大
法

官
と
旅
を
し
て
い
た
時
、
列
車
の
出
発
時
刻
少
し
前
に
、
馬
車
で
駅
に
つ
い
た
。
暇
つ
ぶ
し

に
彼
は
、
「
料
金
に
つ
い
て
乗
務
員
と
口
論
し
ま
し
ょ
う
己
と
云
っ
た
。
大
法
官
が
仰
天
し

た
こ
と
に
、
彼
は
非
常
に
効
果
的
な
け
ん
か
を
し
た
。
ま
た
数
年
前
、
彼
が
オ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
で
試
験
官
を
し
て
い
た
時
、
口
頭
試
験
の
進
行
中
に
様
子
を
き
か
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

「
上
々
の
出
来
で
す
よ
、
も
う
五
人
落
ち
ま
し
て
、
六
人
目
は
危
い
と
こ
ろ
で
す
己
と
彼
は

答
え
た
。
彼
は
以
後
，
の
人
生
に
・
お
い
て
も
、
人
を
裏
切
る
恐
ろ
し
い
誘
惑
に
か
ら
れ
た
。
そ

し
て
敵
方
や
友
人
に
も
何
か
動
揺
が
あ
る
と
、
彼
の
心
の
中
に
は
仏
よ
り
む
し
ろ
鬼
が
現
わ

れ
る
の
だ
。

彼
の
議
論
の
選
択
は
巧
妙
で
あ
っ
た
が
攻
撃
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
聴
衆
の
気
分
を

肘
度
す
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
パ
ジ
ヨ
ッ
ト
は
「
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
才
気
縦
横
な
男
だ
L

と
ロ
ウ
を
表
現
し
た
。
「
彼
の
頭
脳
の
特
質
は
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
、
こ
の
上
も
な
く
生
々
と

し
た
、
心
躍
る
、
驚
く
べ
き
姿
に
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
驚
く
こ
と
が
嫌
い
な
連
中
を

驚
か
し
、
安
ら
ぎ
が
欲
し
い
者
に
安
ら
ぎ
を
与
え
な
い
の
だ
。
」
国
会
議
員
で
あ
ろ
う
と
も
、

の
ろ
ま
で
、
退
屈
で
、
頭
の
悪
い
者
は
非
常
に
嫌
っ
た
。
「
理
性
の
な
い
投
票
」
は
彼
を
不

愉
快
に
し
た
。
耳
が
聴
え
ぬ
下
院
議
員
が
補
聴
器
を
し
ま
い
込
む
と
、
彼
は
「
生
来
の
長
所

を
投
げ
す
て
る
あ
の
愚
か
者
を
み
よ
己
と
彼
は
大
声
で
云
っ
た
。
一
八
六
六
、
・
六
七
年
、
彼

は
多
数
の
国
会
議
員
を
味
方
に
し
、
そ
の
他
の
者
に
影
響
力
を
及
ぼ
そ
う
と
し
て
み
た
が
、
永
続
き

の
す
る
友
人
は
余
り
出
来
な
か
っ
た
。
彼
は
政
界
よ
り
は
む
し
ろ
知
的
交
り
の
中
で
、
気
楽

に
行
動
し
た
。
一
八
六
六
年
か
ら
七
四
年
の
問
、
数
年
間
高
い
地
位
に
あ
っ
た
後
、
彼
の
晩

年
は
、
全
体
と
し
て
政
治
的
に
は
落
ち
目
の
時
期
で
あ
っ
た
。
彼
の
放
つ
光
は
常
に
太
陽
よ

り
は
む
し
ろ
月
か
ら
さ
す
光
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
月
が
す
っ
か
り
雲
間
に
か
く
れ
て
し
ま
っ

た
。
つ
ま
り
彼
は
、
時
代
の
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
変
化
の
中
で
、
早
々
と
運
命
を
予
言
し
た
こ

（
去
し
）

と
を
確
め
て
い
る
カ
サ
ン
ド
ラ
（
の

2
2コ
門
戸
門
戸
）
の
如
き
者
と
一
般
に
思
わ
れ
て
い
た
。

ヴィクトリア時代の人々一一ーその五

’lv
ス
リ
－
－

多
く
の
彼
の
政
治
上
の
弱
さ
は
肉
体
的
に
脆
弱
な
結
果
で
あ
っ
た
。
彼
は
白
子
で
、
本
が

読
め
る
と
は
全
く
驚
異
と
い
う
住
の
近
視
で
あ
っ
た
。
彼
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
や
ウ
イ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
で
輝
か
し
い
成
功
を
収
め
た
の
は
肉
体
に
対
す
る
知
力
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
も

し
彼
が
ぺ
ン
で
書
い
た
こ
と
を
鼻
で
消
し
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
お

い
て
彼
は
も
っ
と
素
晴
し
い
栄
誉
の
数
々
を
も
ら
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
、
と
言
わ
れ
た
。
こ

の
よ
う
に
鋭
い
頭
と
無
類
の
近
視
と
が
同
居
し
て
い
た
の
で
、
競
技
場
の
価
値
に
殆
ん
ど
注

目
し
な
か
っ
た
の
は
驚
く
に
値
し
な
い
。
と
い
う
の
は
、
彼
の
見
方
で
は
、
競
技
場
は
た
だ

単
に
、
「
怠
情
に
名
声
へ
の
道
を
聞
い
て
い
た
」
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。
彼
は
一
級
の
ラ
グ
ビ

ー
選
手
十
五
人
の
団
体
精
神
よ
り
も
、
第
一
線
級
の
人
々
の
痛
烈
な
警
句
の
方
が
好
き
で
あ

っ
た
。
彼
は
い
つ
も
独
り
で
歩
く
か
走
る
の
が
好
き
で
あ
っ
た
。
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
、
一

八
七
三
年
八
月
、
非
常
に
素
直
に
欠
点
を
つ
く
手
紙
を
か
い
て
、
「
君
は
、
競
走
を
し
て

人
を
追
抜
い
て
、
皆
よ
り
先
に
決
勝
点
、
つ
ま
り
は
結
論
に
到
達
す
る
。
そ
し
て
、
そ
う
な

る
と
、
他
人
も
そ
う
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
で
は
皆
に
嫌
わ
れ
る
。
」
と
書
い
た
。

ロ
ウ
は
政
治
上
の
不
人
気
を
自
分
の
身
体
の
せ
い
に
し
た
。
彼
は
タ
イ
プ
書
き
の
短
い
自

伝
の
断
章
で
こ
う
書
い
た
。
「
穏
や
か
な
気
質
で
、
本
当
に
人
を
喜
ば
せ
て
や
り
た
い
と
い

う
気
持
は
あ
る
の
だ
が
、
精
神
的
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
肉
体
的
な
欠
陥
の
た
め
に
、
生
涯

私
は
不
当
な
不
人
気
を
甘
受
し
、
非
難
さ
れ
る
の
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
来
た
。
」
こ
の
自
己

判
定
は
単
純
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ロ
ウ
は
心
理
的
な
見
通
し
が
き
か
ぬ
た
め
に
苦
し
ん
だ
。

つ
ま
り
、
彼
は
自
ら
の
欠
点
が
全
く
見
え
て
い
な
か
っ
た
し
、
見
事
に
細
か
く
注
意
を
払
っ

て
考
え
出
し
た
計
画
が
よ
く
宙
に
迷
う
理
由
が
理
解
出
来
な
か
っ
た
。
「
自
分
の
長
所
、
欠

点
に
つ
い
て
誤
っ
た
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
は
異
常
な
位
で
あ
る
。
手
ぼ
め
を
す
る
に
し
て

ケ
九
｝

も
自
ら
を
と
が
め
る
に
し
て
も
的
は
ず
れ
を
し
て
い
る
。
」
と
彼
の
友
人
、
グ
ラ
ン
ピ
ル
卿

は
書
い
た
。
彼
の
頭
脳
の
明
断
さ
、
力
強
さ
、
回
転
の
速
さ
が
、
能
力
が
劣
る
人
々
と
つ
き

合
う
場
合
に
、
彼
に
不
利
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
す
ま
さ
れ
な
か
っ
た
。
人
間
関
係
を

円
滑
に
す
る
の
を
妨
害
す
る
も
っ
と
大
き
な
障
害
は
、
口
舌
の
鋭
さ
と
、
侮
辱
的
な
気
持
が

ど
う
し
て
も
口
を
つ
い
て
出
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
ま
と
ま
り
と
理
解
よ
り
争
い

と
敵
意
と
を
好
む
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
一
八
五
六
年
早
々
に
、
彼
が
商
務
次
官
と

（
一
（
〉
）

し
て
、
リ
パ
プ

l
ル
の
船
積
み
荷
に
か
け
る
地
方
税
の
廃
止
を
提
案
し
た
時
に
、
彼
の

演
説
は
非
常
に
激
し
く
、
又
そ
の
問
題
に
関
心
の
あ
る
政
党
批
判
が
余
り
に
も
挑
発
的

だ
っ
た
の
で
、
そ
の
法
案
は
否
決
さ
れ
た
。
彼
の
主
な
政
敵
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
セ
シ

ジ
ャ

l

（
∞
守
司
『
包
σ
立
与
寸
志
丘
町
O

円
）
卿
は
「
ロ
ウ
と
私
と
で
そ
の
法
案
を
否
決
し
て

一 2
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有明工業高等専門学校紀要

第
九
章

（
－
一
）

閣
下
、
パ
l
マ
ス
ト
ン
卿
の
逝
去
を
悔
む
毎
日
を
送
っ
て
お
り
ま
す
と
、
悔
み
ご
と

が
募
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
後
に
残
っ
た
閣
僚
達
は
、
葬
い
の
お
供
物
に
、
八
万
別
と
政

治
的
手
腕
と
穏
健
さ
の
す
べ
て
を
、
墓
所
に
納
め
て
し
ま
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ロ
パ

l
ト
・
ロ
ウ
（
一
八
六
六
）

244 

ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
イ
ト
は
英
国
の
政
治
を
改
革
す
る
勢
力
を
指
導
し
た
。
そ
し
て
一
八
六
七

年
の
選
挙
法
改
正
は
、
彼
の
最
大
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
ロ
パ

l
ト
・
ロ
ウ
は
そ
れ
に
抵
抗
す

る
勢
力
に
力
を
与
え
た
が
、
第
二
次
選
挙
法
改
正
法
は
、
彼
に
と
っ
て
は
、
国
民
的
な
災
難

で
あ
っ
た
。

ロ
ウ
の
抵
抗
は
、
露
骨
な
私
欲
や
盲
目
的
な
偏
見
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は

（
聞
臼
）

独
占
選
挙
区
カ

l
ン
（
の
巳
コ
O

）
か
ら
選
ば
れ
た
国
会
議
員
で
あ
っ
た
が
、
仇
敵
で
さ
え
も
、

彼
の
改
革
反
対
は
、
た
だ
単
に
、
自
分
自
身
や
後
援
者
の
利
益
を
護
る
た
め
の
願
い
に
基
づ

い
た
も
の
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。
ロ
ウ
の
政
治
に
対
す
る
取
組
み
方
は
、
ブ
ラ
イ
ト
に
比
べ

て
私
心
が
な
か
っ
た
。
彼
は
秩
序
を
守
る
ホ
ィ
ツ
グ
党
の
弁
護
者
と
し
て
で
は
な
く
て
、
大

衆
に
よ
る
政
治
に
反
対
し
、
識
者
に
よ
る
政
治
を
願
う
知
識
人
と
し
て
、
改
革
を
攻
撃
し
た
。

品

川

尚

司

〈

Z
2
m
g
E

∞E
コmwmmwさ
mw〉

川

本

敬

之

（

熊

本

大

学

）

〈叶
O
ω

「
ぞ

c
E
－
ハ
戸
当
巴
ロ
O
件

。

〉

彼
が
認
め
る
唯
一
つ
の
貴
族
政
治
は
知
的
貴
族
政
治
で
あ
り
、
単
な
る
血
筋
は
重
要
で
は
な

か
っ
た
。
「
紋
章
学
は
別
と
し
て
、
す
べ
て
の
知
識
は
役
に
立
つ
も
の
だ
己
と
彼
は
云
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
一
八
六
六
・
六
七
年
に
、
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」
は
、
労
働
階
級
に
選

挙
権
を
拡
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
保
出
来
ぬ
こ
と
と
彼
を
納
得
さ
せ
た
の
は
理
性
で
あ
り
、

情
熱
や
財
産
で
は
な
か
っ
た
。
ロ
ウ
は
そ
の
数
年
の
議
論
の
聞
に
下
院
の
支
配
権
を
樹
立
し

た
が
、
そ
れ
は
彼
が
多
数
の
議
員
の
心
の
背
後
に
あ
る
一
つ
の
大
胆
な
質
問
、
す
な
わ
ち
、

「
英
国
は
、
貴
族
政
治
と
民
主
政
治
の
要
素
が
調
和
融
合
し
て
い
る
王
制
を
続
け
る
べ
き
で

は
な
い
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
経
験
を
ま
っ
た
く
無
視
し
て
、
低
級
な
文
化
の
形
を
採
る
べ

き
な
の
か
己
と
い
う
聞
を
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
質
問
に
対
す
る
関
心
は
非
常
に
高
か

っ
た
の
で
、
ロ
ウ
は
知
的
卓
抜
さ
だ
け
で
下
院
の
支
配
力
を
確
保
出
来
た
の
だ
。
彼
の
主
な

（

ザ

且

｝

対
抗
馬
の
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
、
何
年
も
後
に
、
彼
の
経
験
で
は
ロ
ウ
の
業
績
を
凌
駕

し
た
者
は
い
な
い
と
述
べ
、
一
八
八

O
年
に
彼
を
子
爵
佐
に
推
薦
す
る
に
当
っ
て
、
本
物
の

知
力
を
買
っ
て
、
期
間
は
短
か
か
っ
た
が
以
前
に
登
用
し
た
し
る
し
に
、
自
説
を
強
く
述
べ

て
、
殆
ん
ど
例
の
な
い
こ
う
し
た
高
い
地
位
に
一
目
玉
旦
り
つ
め
た
人
が
、
官
製
の
男
爵
の
有

象
無
象
の
中
で
判
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
よ
う
に
思
え
た
、
と
言
っ
た
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
ブ
ラ
イ
ト
は
よ
く
判
っ
て
い
た
の
だ
が
、
ロ
ウ
の
議
論
の
明
析
さ
と
解

説
の
見
事
さ
は
、
改
革
運
動
を
妨
げ
る
よ
り
は
む
し
ろ
助
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
議
会
で
彼

の
話
を
聞
い
て
い
る
人
達
の
想
像
を
冷
ま
し
、
驚
き
の
あ
ま
り
深
い
憂
う
つ
な
気
分
に
す
れ
ば

-1-



有明工業高等専門学校紀要 第 21号

発表した論文・著書及び講演題目
（自1983年9月，至1984年9月）

論文題目文は著書名 著 者 発表した誌名（巻ー号 ・年月）

245 

ヒートパイプの性能に関する実験（第 5報） 下村龍太郎 総合的実験実習第 8号昭和59年6月

深穴加工における穴の曲がり（第 1報）

一アライメント誤差の影響一

（佐久間敬三），田口紘一 精密機械 49巻10号昭和58年10月

（甲木 昭雄）

空気吸引式深穴加工法の研究（切りくずの輸 田口 紘一 有明高専紀要 第20号昭和59年 1月

送能の検討と工具ヘッドの試作）

爆発硬化した高マンガンオーステナイト鋳鋼小田 明，宮川英明 日本材料学会 33巻367号

の残留応力 大山司 朗 H材料〆ノ 昭和59年4月

Adaptive Systems in Control and Signal Y. Kawasaki Edited by I. D. Landau et al., 

Processing 1983 (S.L.Shah) Pergamon Press (GBR) 1984 
(Z.Iwai) 
(D.G.Fisher) 

フェライトにおける弾性表面波の実験的研究小沢 賢治，永守知見有明高専紀要 第20号昭和59年 1月

マイクロコンピューターによる正多面体 石橋 助吉 ’F 
，， イシ

マイクロコンピューターによる分子軌道法に 吉武 紀道 イシ イシ イシ

ついて ーとくにHM O法を図式化するプロ

グラムの開発

ポリウレタンの熱分解に関する研究第 9報吉武 紀道 イシ ク イシ

一線状ポリウレタンの熱分解におよぼす熱

分解温度の影響（ 2) -

ポリウレタンの熱分解に関する研究第10報吉武 紀道，（古川睦久） ，， ，， 

ーポリウレタンモデル化合物のマスペク

トル：モノウレタンの場合一

ヒュッケル分子軌道法を図示するプログラム 吉武 紀道，坂崎信男化学PC研究会々報 Vol. 6, No. 2 

( 2) 昭和59年 7月

PYy GC-MSによる高分子化合物の分析 吉武 紀道 綜合的実験実習 昭和59年6月

ーポリウレタンエラストマ一，フオーム

を実例として

再び、マイクロコンピュータについて 吉武 紀道 イシ ,,, か ’F 

ウリカーゼによる尿酸の分解反応（ 2) 永田 良一 総合的実験実習第8号昭和59年6月

中空ポリ N, Nージメチルアクリルアミドゲ（平山 忠一），（山口一記）高分子論文集 Vol. 4, No. 9 

ルの懸濁共重合による調製 松本 和秋，（本里義明） 昭和58年9月
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希釈剤を用いた多孔質セルロース球状粒子の（本里 義明）松本和秋 日本化学会誌 No. 5 昭和59年 5月

製造と性質 （平山 忠一）

The new CMD from manganese ore and (I. Tanabe) BMRA Symposium Vol. 1 1983 

its new spcialities N. Miyamoto 
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United States Patent 4, 402, 931 

1983 

病院建築の計画史的研究 新谷 肇ー

ーわが国最初の近代的洋式病院長崎養生所

について一

有明高専紀要 第20号昭和59年 1月

ひずみ制御低サイクル疲労におけるヒステリ 原田 克身

シスループの解析と寿命

，， 今 ，〉

気柱共鳴法による音速の測定 中村 安生 今 ，， ，， 

日本古典文学大辞典（共著） 穴山 健 岩波書店 昭和58年10月

（刊行中）

昭和58年12月鹿島普明寺蔵書目録 穴山 健，（井上敏幸）菩明寺蔵書研究会

査堂文庫和漢書調査目録 花田富士夫，穴山 健有明高専紀要 第20号昭和59年 1月

宗像高校視聴覚ホール郷土資料図版・目録 穴山 健，（井上敏幸）宗像高等学校図書館 昭和59年5月

査堂文庫和漢書調査目録 穴山 健，花田冨二夫有明高専紀要 第20号昭和59年 1月

めでたい摂理：『狂乱の群れをはなれて』 松尾 保男

近代我の源を求めて（ 6) 

有明高専紀要 第20号昭和59年 1月

米国教育事情（1982)

-Time, Newsweek誌による一

松尾 保男，（吉富久夫） イシ ク

註・氏名欄（ ）は学外者を示す

講演題目 氏名 発表した学会・講演会名（年・月）

爆発硬化した高マンガンオーステナイト鋳鋼 小田

の繰返し衡撃による表面残留応力の変化

明，宮川英明日本材料学会 昭和59年 7月

第21回X線材料強度に関

するシンポジウム

Parasiticsを有する系の適応制御 川崎 義則，（岩井善太）第26回自動制御連合講演昭和58年11月
h... 
~ 

むだ時間を含む線形定係数離散値系のデカツ 川崎 義則，（岩井善太）ク

プリング市I］御

，， 
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Parasiticsを有する離散値系に対する適応 川崎 義則，（岩井善太）第 2回計測自動制御学会昭和58年12月

観測器のロバストデザイン （園田 秀二），（王建坤）九州支部学術講演会

ジフエニルアロフ ァネー 卜の直接熱分解マス 吉武 紀道，（古川睦久）第49回日本化学会（春季）昭和59年4月

スペクトル

ヒュッケル分子軌道法の図示 （木原 寛），吉武紀道 第8固化学教育会議

一有機反応論の教育への応用一

ウリカーゼによる尿酸分解における酸素活性永田 良一， （神谷英和）化学工学協会

劣化と分解速度解析 （山崎 明治），（権藤普一郎）第17回秋季大会

MnS04と （NH4)2co3からの重質比CMDの（田辺伊佐雄），宮本信明 第24回電池討論会

加熱特性とその脱水物のLi-Mn02電池として

の放電特性

Mn SO.と（NH.)2C03からの CMDの合成と （田辺伊佐雄），（加藤善二） ポーラログラフィー

その若干の放電特性 宮本信明

アルカリ－ Mn02型を対象としたCM Dの最 （田辺伊佐雄），宮本信明 第51回電気化学協会

適重質化法と放電特性に及ぼす粒度の影響 （加藤 善二） 大会

ZnCl2型を対象とした酸化CM Dの間欠放電（田辺伊佐雄），（工藤大和）

時の Voiltagerecovery現象 （加藤 善二），宮本信明

ZnCl2型を対象とした酸化CM DとEM D及（田辺伊佐雄），（富井査司）

びNM Dの併用について （加藤 善二），宮本信明

Li -Mn02型を対象としたCM Dの最適重質（田辺伊佐雄），（加藤善二）

化方法 宮本信明

昭和59年8月

昭和58年10月

1983年11月

1983年10月

1984年4月

今

。

。

病院建築の計画史的研究 （青木 正夫），新谷肇一 日本建築学会中国，九州昭和59年3月

学校附属病院（ 1）史的概観 （高須 芳史）， 支部研究報告第 6号

病院建築の計画史的研究 （青木 正夫），新谷肇ー イン ク

学校附属病院（ 2）ブロックプランの史的（高須 芳史），

考察

吊屋根の剥離流フラッタについて 三宅 昭春，（吉村健） ，，，， 

周期的引張荷重によるコンクリートの低サイ 玉野 実，上原修一 ”’F 

クル疲労破壊に関する研究 （コンクリ ート

の高速くり返し割裂破壊性状）

仮名草子『三井寺物語』について 花田富二夫 熊本大学国語国文学会 昭和59年9月

沖縄島南部海岸の完新世後期の海水準変動 中島 洋典（木庭元晴）日本地理学会 昭和58年10月

（目崎 茂和） 1983年度秋季学術大会

註・氏名欄（ ）は学外者を示す
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